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概要概要

本書では、Red Hat Enterprise Linux 6.9 インストールプログラム( anaconda)を起動し、32 ビット
および 64 ビットの x86 システム、64 ビット Power Systems サーバー、および IBM System z に
Red Hat Enterprise Linux 6.9 をインストールする方法を説明します。また、キックスタートインス
トール、PXE インストール、VNC を介したインストールなどの高度なインストール方法について
も説明します。最後に、インストール後に行う一般的な作業やインストール関連のトラブルシュー
ティングについて説明しています。
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第1章 OBTAINING RED HAT ENTERPRISE LINUX
Red Hat サブスクリプションをお持ちの場合は、Red Hat カスタマーポータルの一部である Software &
Download Center から、Red Hat Enterprise Linux 6.9 インストール DVD の ISO イメージファイル を
ダウンロードできます。サブスクリプションをお持ちでない場合は、購入するか、Software &
Download Center （） https://access.redhat.com/downloads から無料評価サブスクリプションを取得
します。

以下の表は、さまざまなアーキテクチャーで利用可能な起動およびインストールメディアのタイプを示
し、メディアを生成する必要のあるイメージファイルを書き留めておきます。

表表1.1 起動用およびインストールメディア起動用およびインストールメディア

アーキテクチャーアーキテクチャー インストールインストール DVD ブートブート CD またはブートまたはブート
DVD

USB フラッシュドライフラッシュドライ
ブをブートします。ブをブートします。

ここでのここでの variant は、は、Red Hat Enterprise Linux のバリアント（例：のバリアント（例： server またはまたは workstation））
で、で、version は最新のバージョン番号（例：は最新のバージョン番号（例：6.5）です。）です。

BIOS ベースの 32 ビッ
ト x86

x86 DVD ISO イメージ
ファイル

rhel-variant-version-
i386-boot.iso

rhel-variant-version-
i386-boot.iso

UEFI ベースの 32 ビット
x86

利用不可  

BIOS ベースの AMD64
および Intel 64

x86_64 DVD ISO イメー
ジファイル(64 ビットの
オペレーティングシステ
ムをインストールするた
め)または x86 DVD ISO
イメージファイル(32
ビットオペレーティング
システムをインストール
するため)

rhel-variant-version-
x86_64boot.iso また
はrhel-variant-versio
n-i386-boot.iso

rhel-variant-version-
x86_64boot.iso また
は 
rhel-variant-version-
i386-boot.iso

UEFI ベースの AMD64
および Intel 64

x86_64 DVD ISO イメー
ジファイル

rhel-variant-version-
x86_64-boot.iso

efidisk.img (x86_64
DVD ISO イメージファ
イルから)

POWER (64 ビットの
み)

ppc DVD ISO イメージ
ファイル

rhel-server-version-
ppc64-boot.iso

利用不可

System z s390 DVD ISO イメージ
ファイル

利用不可 利用不可

サブスクリプションまたは評価サブスクリプションをお持ちの場合は、以下の手順を実行して Red Hat
Enterprise Linux 6.9 ISO イメージファイルを取得します。

手順手順1.1 Red Hat Enterprise Linux ISO イメージのダウンロードイメージのダウンロード

1. カスタマーポータルの https://access.redhat.com/home にアクセスします。ログインしていな
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1. カスタマーポータルの https://access.redhat.com/home にアクセスします。ログインしていな
い場合はページ右側の ログインログイン をクリックします。プロンプトに従いアカウント認証情報を入
力します。

2. ページ上部の ダウンロードダウンロード をクリックします。

3. Red Hat Enterprise Linux をクリックします。

4. インストールターゲットに適した 製品バリアント製品バリアント、バージョン、バージョン、 アーキテクチャーアーキテクチャー をを 選択し
てください。デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux Server と x86_64 が選択されます。
どれを選択してよいのか分からない場合は、http://www.redhat.com/en/technologies/linux-
platforms/enterprise-linux を参照してください。

5. 利用可能なダウンロード一覧が表示されます。特に、最小限のブートブート ISOイメージと完全イン
ストール用 バイナリーバイナリー DVD ISO イメージが表示されます。Boot ISO は、インストーラーのみ
を含む最小限のブートイメージで、(HTTP サーバーや FTP サーバーなど)からパッケージをイ
ンストールするソースが必要になります。Binary DVD ダウンロードにはインストーラーと必要
なパッケージの両方が含まれるため、必要な設定が少なくて済みます。

事前設定された仮想マシンイメージなど、追加のイメージを使用できる場合があります。これ
については、本書では扱いません。

6. 使用するイメージファイルを選択します。Red Hat カスタマーポータルから ISO イメージをダ
ウンロードする方法は複数あります。

Web ブラウザーを使ってイメージ名をクリックし、コンピューターにそのイメージをダウ
ンロードします。

イメージ名を右クリックして リンクのリンクの URL をコピーをコピー などのメニューアイテムをクリック
します (メニューアイテムの表示はブラウザーによって異なる)。この操作で、ファイルの
URL がクリップボードにコピーされ、別のアプリケーションを使ってファイルをコン
ピューターにダウンロードできるようになります。この方法は、インターネット接続が不
安定な場合に特に便利です。その場合、ブラウザーはファイル全体のダウンロードに失敗
し、ダウンロードリンクに短期間のみ有効な認証キーが含まれているため、中断されたダ
ウンロードプロセスの再開に失敗します。curl などの特殊アプリケーションを使用すると
カスタマーポータルからのダウンロードなど中断されたプロセスを再開することができま
す。つまり、ファイル全体を再度ダウンロードする必要がなく時間や回線容量を節約する
ことができます。

手順手順1.2 curl を使用したインストールメディアのダウンロードを使用したインストールメディアのダウンロード

1. root で以下のコマンドを実行して、curl パッケージがインストールされていることを
確認します。

# yum install curl

Linux ディストリビューションで yum を使用しない場合や、Linux をまったく使用しな
い場合は、curl の Web サイト  から、最適なソフトウェアパッケージをダウンロードし
ます。

2. ターミナルウィンドウを開きダウンロード先となるディレクトリーに移動します。次の
コマンドを入力します。

$ curl -o filename.iso 'copied_link_location'

filename.iso を、カスタマーポータルに表示される ISO イメージ名に置き換えます
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（例： rhel-server-6.9-x86_64-dvd.iso ）。カスタマーポータル内のダウンロードリン
クには curl でダウンロードしたファイル名にも使用する追加文字が含まれているため
入力には注意してください。次に、次のパラメーターの前に一重引用符を残
し、copied_link_location はカスタマーポータルからコピーしたリンクに置き換えま
す。

Linux ではウィンドウ内で中央ボタンをクリックするか、Shift+Insert を押すとクリッ
プボードの内容をターミナルウィンドウに貼り付けることができます。最後のパラメー
ターの後ろに別の一重引用符を付けて、Enter を押してコマンドを実行し、ISO イメー
ジの転送を開始します。一重引用符を使用するのはダウンロードリンクに特殊な文字が
含まれていた場合など、特殊文字が誤って解釈されないようにするためです。

例例1.1 curl でのでの ISO イメージのダウンロードイメージのダウンロード

curl コマンドラインの例を示します。

$ curl -o rhel-server-6.9-x86_64-dvd.iso 
'https://access.cdn.redhat.com//content/origin/files/sha256/85/85a...46c/rhel-
server-6.9-x86_64-dvd.iso?_auth_=141...7bf'

実際のダウンロードリンクには複雑な識別子が含まれるため非常に長い記述になる
点に注意してください。

3. 転送の完了前にインターネット接続が中断された場合はカスタマーポータル内のダウン
ロードページを更新し、必要であればログインし直します。新しいダウンロードリンク
をコピーし、以前と同じ基本的な curl コマンドラインパラメーターを使用しますが、
必ず新しいダウンロードリンクを使用するように -C - を追加し、既にダウンロードし
たファイルのサイズに基づいて続行すべき場所を自動的に決定するように curl に指示
します。

例例1.2 中断されたダウンロードの再開中断されたダウンロードの再開

選択した ISO イメージが一部しかダウンロードされていない場合に使用する curl コ
マンドラインの例を示します。

$ curl -o rhel-server-6.9-x86_64-dvd.iso 
'https://access.cdn.redhat.com//content/origin/files/sha256/85/85a...46c/rhel-
server-6.9-x86_64-dvd.iso?_auth_=141...963' -C -

7. オプションで sha256sum などのチェックサムを使用し、ダウンロード完了後にイメージファ
イルの整合性を検証することもできます。Download Red Hat Enterprise Linux ページのすべて
のダウンロードには、参照用のチェックサムが含まれます。

$ sha256sum rhel-server-6.9-x86_64-dvd.iso
85a...46c rhel-server-6.9-x86_64-dvd.iso

Microsoft Windows や Mac OS X 向けにも同様のツールがあります。インストールの開始時に
インストールプログラムを使用してメディアを検証することもできます。詳細は、「起動メ
ディアの検証」 を参照してください。

Red Hat カスタマーポータルからインストール DVD の ISO イメージファイルをダウンロードすると、
以下が可能になります。
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物理 DVD に書き込みます( 「インストール DVD の作成」を参照してください)。

これを使用して最小限の起動メディアを準備します( 「最小ブートメディアの作成」を参照して
ください)。

これをサーバーに配置して、ネットワーク経由でのインストールを準備します(x86 アーキテク
チャーの場合は 「ネットワークからのインストールの準備」、Power Systems サーバーの場合
は 「ネットワークからのインストールの準備」、IBM System z の場合は 「ネットワークから
のインストールの準備」 を参照してください)。

ハードドライブに配置して、インストールソースとしてハードドライブを使用するようにイン
ストールの準備を行います(x86 アーキテクチャーの場合は 「ハードドライブのインストールの
準備」、Power Systems サーバーの場合は 「ハードドライブのインストールの準備」、IBM
System z の場合は 「ハードドライブのインストールの準備」 を参照してください)。

PXE ブート( 30章インストールサーバーのセットアップを参照)でインストールの準備を行うた
めに、起動前の実行環境 (PXE)サーバーに配置します。
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第2章 メディアの作成
このセクションで説明する方法を使用して、次のタイプのインストールおよび起動用メディアを作成し
ます。

インストール DVD

インストーラーを起動できる最小限の起動 CD または DVD

インストーラーを起動する USB フラッシュドライブ

2.1. インストール DVD の作成

コンピューターの CD または DVD 書き込みソフトウェアを使用して、インストール DVD を作成できま
す。

まず搭載されているディスク書き込みソフトウェアでイメージファイルをディスクに書き込みことがで
きるかどうか確認してください。ほとんどのソフトウェアで行うことができるはずですが、例外となる
ソフトウェアも存在します。特に、Windows XP と Windows Vista に搭載されているディスク書き込み
機能では DVD への書き込みはできません。また、Windows XP および Windows Vista より旧式の
Windows オペレーティングシステムの場合はディスクへの書き込み機能がデフォルトでは搭載されてい
ません。したがって、Windows 7 より前にコンピューターに Windows オペレーティングシステムがイ
ンストールされている場合は、このタスク用に別のソフトウェアが必要になります。Nero Burning
ROM や Roxio Creator などの書き込みソフトウェアは Windows 対応で一般的なソフトウェアになるた
め、お使いのコンピューターにすでにインストールされている場合もあります。

Linux 用の最も広く使用されているディスク書き込みソフトウェア( Brasero や K3b など)には、ISO イ
メージファイルからディスクを書き込む機能が組み込まれています。

ISO イメージファイルから DVD を作成する手順は、インストールされているオペレーティングシステ
ムやディスク書き込みソフトウェアに応じて、コンピューターごとに大きく異なります。DVD への書
き込みに関する詳細情報は、お使いのソフトウェア書き込みのドキュメントを参照してください。

2.2. 最小ブートメディアの作成

最小限の起動メディア は、システムを起動してインストールプログラムを起動するソフトウェアが含ま
れる CD、DVD、または USB フラッシュドライブですが、Red Hat Enterprise Linux インストールを作
成するためにシステムに転送する必要があるソフトウェアは含まれません。

最小限の起動メディアを使用します。

システムを起動し、ネットワーク経由で Red Hat Enterprise Linux をインストールする

システムを起動してハードドライブから Red Hat Enterprise Linux をインストールする

インストール中にキックスタートファイルを使用するには、以下を行います（を参照）。
「キックスタートブートメディアの作成」

ネットワークまたはハードドライブのインストールを開始するか、DVD インストールで
anaconda 更新またはキックスタートファイルを使用します。

最小限の起動メディアを使用して、32 ビットの x86 システム、AMD64 または Intel 64 システム、およ
び Power Systems サーバーでインストールプロセスを開始できます。このようなさまざまなタイプの
システム用に最小限のブートメディアを作成するプロセスは、UEFI ファームウェアインターフェイス
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を備えた AMD64 および Intel 64 システムの場合を除き同一です。「UEFI ベースのシステムの最小
USB ブートメディア」 を参照してください。

32 ビット x86 システム、BIOS ベースの AMD64 または Intel 64 システム、および Power Systems
サーバー用に最小限の起動メディアを作成するには、以下を実行します。

1. rhel-variant(バージョンバージョン-architecture-boot.iso)という名前のという名前の ISO イメージファイルをダウンイメージファイルをダウン
ロードします。ロードします。 これは、Red Hat Enterprise Linux 6.9 インストール DVD のイメージと同じ場
所にあります。1章Obtaining Red Hat Enterprise Linux  を参照してください。

2. インストールディスク用に、「インストール DVD の作成」 で説明されているのと同じ手順を
使用して、.iso ファイルを空の CD または DVD に書き込みます。

または、dd コマンドを使用して、.iso ファイルを USB デバイスに転送します。 .iso ファイルは約 200
MB のみであるため、特に大きな USB フラッシュドライブは必要ありません。

2.2.1. BIOS ベースのシステムの最小 USB ブートメディア

警告警告

この手順を実行すると、USB フラッシュドライブ上のデータは警告なしで破棄され
ます。正しい USB フラッシュドライブを指定していることを確認し、このフラッ
シュドライブに保持するデータが含まれていないことを確認します。

1. USB フラッシュドライブを接続します。

2. フラッシュドライブのデバイス名を見つけます。メディアにボリューム名がある場合は、これ
を使用して /dev/disk/by-label でデバイス名を検索するか、findfs コマンドを使用します。

findfs LABEL=MyLabel

メディアにボリューム名がない場合や、ボリュームが分からない場合は、メディアをコン
ピューターに接続する直後に dmesg コマンドを使用することもできます。コマンドを実行す
ると、出力の最後にデバイス名( sdb、sdcなど)が複数行に表示されるはずです。

3. root に切り替えます。

su -

4. dd コマンドを使用して、ブート ISO イメージを USB デバイスに転送します。

# dd if=path/image_name.iso of=/dev/device

path/image_name.iso はダウンロードしたブート ISO イメージファイルで、device は USB フ
ラッシュドライブのデバイス名です。パーティション名( sdc1 など)ではなく、デバイス名を指
定していることを確認します( sdc1など)。以下に例を示します。

# dd if=~/Downloads/RHEL6.9-Server-x86_64-boot.iso of=/dev/sdc



Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

20



2.2.2. UEFI ベースのシステムの最小 USB ブートメディア

警告警告

この手順を実行すると、USB フラッシュドライブ上のデータは警告なしで破棄され
ます。正しい USB フラッシュドライブを指定していることを確認し、このフラッ
シュドライブに保持するデータが含まれていないことを確認します。

Red Hat Enterprise Linux の最小 USB ブートメディアを作成するには、Red Hat Enterprise Linux 6.9 イ
ンストール DVD の images/ ディレクトリーの efidisk.img ファイルを使用します。

1. 1章Obtaining Red Hat Enterprise Linux  の説明に従って、Red Hat Enterprise Linux 6.9 インス
トール DVD の ISO イメージファイルをダウンロードします。

2. root に切り替えます。

su -

3. ISO イメージファイルのマウントポイントを作成します。

# mkdir /mnt/dvdiso

4. イメージファイルをマウントします。

# mount DVD.iso /mnt/dvdiso -o loop

ここで、DVD.iso は ISO イメージファイルの名前です（例： RHEL6.9-Server-x86_64-DVD.iso
）。

5. ISO イメージファイルから USB フラッシュドライブに efidisk.img を転送します。

# dd if=/mnt/dvdiso/images/efidisk.img of=/dev/device_name

以下に例を示します。

# dd if=/mnt/dvdiso/images/efidisk.img of=/dev/sdc

注記注記

dd コマンドを使用して、イメージファイルを直接デバイスに書き込みます。cp
を使用してファイルのコピー、またはファイルマネージャーを使用してファイル
を転送すると、デバイスが起動できなくなります。

6. ISO イメージファイルをアンマウントします。

# umount /mnt/dvdiso
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2.3. USGCB 準拠のインストールイメージの作成

Red Hat Enterprise Linux 6 の scap-security-guide パッケージには、専用のキックスタートファイルが
含まれており、米国政府共通設定基準(USGCB ) 標準に準拠する強化されたシステムをインストールす
るために使用できます。これは、この標準への準拠が政府の規制で要求される場合に便利です。

このキックスタート設定は、Red Hat Enterprise Linux 6 の Server バリアントで使用できます。これを
使用すると、インストール後のスクリプトの一部として USGCB プロファイルに準拠するように
OpenSCAP によりシステムが自動的に設定されます。インストールが完了したら、インストール済み
システムの /root/ ディレクトリーに置かれたレポートを確認できます。

注記注記

scap-security-guide が提供するキックスタートファイルには、必要なすべてのコマンド
が含まれており、インストールは完全に自動的に行われます。

また、最新のベンチマークをダウンロードするには、インストール中にキックスタート
ファイルがインターネットにアクセスする必要があることに注意してください。

OpenSCAP を使用したコンプライアンスおよび脆弱性スキャンの詳細は、Red Hat Enterprise Linux 6
セキュリティーガイド の該当する章を参照してください。

キックスタートファイルを取得するには、既存の Red Hat Enterprise Linux 6 システムに scap-security-
guide パッケージをインストールします。パッケージがインストールされたら、キックスタートファイ
ル /usr/share/scap-security-guide/kickstart/ssg-rhel6-usgcb-server-with-gui-ks.cfg にあります。

ファイルを取得したら、ホームディレクトリーにコピーし、プレーンテキストエディターで編集しま
す。参考までに、ファイルの 「キックスタートのオプション」 およびコメントを使用します。コメン
トには Common Configuration Enumeration  (CCE)識別子番号が示されています。これらの情報は CCE
Archive で見つけることができます。

変更可能なキックスタートファイルの注目すべき部分は以下のとおりです。

パッケージリポジトリーの場所 - url コマンドHTTP または FTP サーバーでパッケージリポジ
トリーを使用するには、デフォルトの IP アドレスを、パッケージリポジトリーを含むサーバー
のアドレスに置き換えます。このコマンドを、それぞれ NFS サーバー、光学ドライブ、または
ローカルハードドライブからインストールする nfs、cdrom、または harddrive のいずれかに
置き換えます。

システム言語、キーボードのレイアウト、タイムゾーン： lang コマンド、キーボードキーボード、および
タイムゾーンタイムゾーン コマンド。

root パスワード - rootpw コマンドデフォルトでは、このキックスタートで設定した root パス
ワードは server です。必ず新しいチェックサムを生成して変更してください。

ブートローダーのパスワード - ブートローダーブートローダー --password= コマンドデフォルトのパスワード
は password です。必ず新しいチェックサムを生成して変更してください。

ネットワーク設定 - network コマンドDHCP を使用した自動設定はデフォルトで有効になって
います。必要に応じて設定を調整します。

パッケージの選択：ファイルの %packages セクションを変更して、必要なパッケージおよび
グループをインストールします。

重要重要
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重要重要

パッケージ git、aide、および openscap-utils を常にインストールする必要があ
ります。これらは、キックスタートファイルおよびインストール後の
OpenSCAP システム評価が機能するために必要です。

ディスクパーティションレイアウト： part コマンド、volgroup コマンド、および logvol コマ
ンド。

USGCB 標準は、準拠システムのディスクレイアウトの具体的な要件を定義します。つまり、
デフォルトのキックスタートファイル( /home、/tmp、/var/log、および /var/ log/audit )で定義
された論理ボリュームは、常に別のパーティションまたは論理ボリュームとして作成する必要
があります。また、Red Hat Enterprise Linux では、/ および swap の /boot 物理パーティショ
ンとボリュームを作成する必要があります。これらはすべてデフォルトのキックスタートで定
義されているので、別の論理ボリュームまたはパーティションを追加して、デフォルトのサイ
ズを変更できます。

注記注記

デフォルトでは、/var/log/audit ボリュームは 512 MB の領域のみを使用します。
大量の呼び出しが監査されるため、そのサイズを 1024 MB 以上に増やすことを
強く推奨します。

残りのキックスタートファイルはそのまま使用できます。ファイルの変更が完了したら、「キックス
タートブートメディアの作成」 に進んで ISO イメージに配置し、それを使用して新しいシステムをイ
ンストールします。
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パート I.  X86、AMD64、および INTEL 64 - インストールと起動
Intel および AMD 32 ビットおよび 64 ビットシステムの 『Red Hat Enterprise Linux インストールガイ
ド』 のこのパートでは、Red Hat Enterprise Linux のインストールと基本的なインストール後のトラブ
ルシューティングについて説明します。

高度なインストールオプションは、パートIV「高度なインストールオプション」 を参照してください。
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第3章 X86 アーキテクチャーへのインストール計画

3.1. アップグレードまたはインストールの選択

現在のシステムを Red Hat Enterprise Linux の次のメジャーバージョンにアップグレードする方法は 2
通りあります。以下の説明をよくお読みの上、ご使用のシステムに適した方法をご利用ください。

クリーンインストールクリーンインストール

クリーンインストールは、システムからのデータをすべてバックアップし、ディスクパーティショ
ンをフォーマットし、インストールメディアから Red Hat Enterprise Linux 7 のインストールを実行
してから、ユーザーデータを復元します。

注記注記

これは、Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン間でアップグレードを行う
場合は、この方法を推奨しています。

インプレースアップグレードインプレースアップグレード

インプレースアップグレードとは、旧バージョンを残したままシステムをアップグレードする方法
です。ご使用のシステムで使用できる移行ユーティリティーをインストールして、他のソフトウェ
アと同様に稼働させておく必要があります。Red Hat Enterprise Linux では、Preupgrade Assistant
は現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグレード後に発生する可能性のある問
題を特定します。また、システムに対し若干の修正および変更も行われます。Red Hat Upgrade
Tool ユーティリティーは、パッケージをダウンロードし、実際のアップグレードを実行します。イ
ンプレースアップグレードにはかなりのトラブルシューティングやプラニングが必要になるため、
ほかに選択がない場合に限り使用するようにしてください。Preupgrade Assistant の詳細は、37
章現在のシステムのアップグレード を参照してください。

警告警告

システムのクローンとなるバックアップコピーでのテストを行わないまま実稼
働中のシステムにインプレースアップグレードを適用することは絶対に避けて
ください。

3.2. ハードウェアの互換性について

ハードウェアの互換性は、古いシステムまたは独自に構築したシステムがある場合に特に重要です。
Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、過去 2 年以内にファクトリーが構築されたシステムのほとんどのハー
ドウェアと互換性がある必要があります。

ただし、ハードウェアの仕様はほぼ毎日変更されるため、ハードウェアが 100% 互換性があることを保
証することは困難です。

一貫性のある要件の 1 つがプロセッサーです。Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、少なくとも P6 以降の
Intel マイクロアーキテクチャーの 32 ビットおよび 64 ビット実装と、Athlon 以降の AMD マイクロ
アーキテクチャーをサポートします。
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サポートされるハードウェアの最新の一覧については、以下を参照してください。

https://hardware.redhat.com/

3.3. ハードウェア要件

Red Hat Enterprise Linux 6 の最小ハードウェア要件の一覧は、Red Hat Enterprise Linux technology
capabilities and limits ページを参照してください。また、そのページに記載されている最小メモリー要
件は、「推奨されるパーティション設定スキーム」 の推奨事項に基づいてスワップ領域を作成すること
を前提としています。メモリーが低く(1 GB 以下)、推奨されるスワップ領域よりも小さいシステムで
は、インストール後の完全な起動可能性など、低い整合性からさまざまな問題が生じる可能性がありま
す。

x86、AMD64、および Intel 64 のシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合、Red
Hat は以下のインストールターゲットをサポートします。

SCSI、SATA、SAS などの標準の内部インターフェイスによって接続されたハードドライブ

BIOS/ファームウェアの RAID デバイス

ファイバーチャネルのホストバスアダプターおよびマルチパスデバイスにも対応しています。ベンダー
が提供するドライバーは、特定のハードウェアで必要になる場合があります。

Red Hat では、USB ドライブや SD メモリーカードへのインストールはサポートしていません。

Red Hat は、以下の仮想化技術を使用するインストールもサポートします。

Xen 仮想マシンの Intel のプロセッサーの Xen ブロックデバイス

KVM 仮想マシンの Intel のプロセッサーの VirtIO ブロックデバイス

3.4. RAID と他のディスクデバイス

重要重要

Red Hat Enterprise Linux 6 は、Intel BIOS RAID セットへのインストールに dmraid の代
わりに mdraid を使用します。このセットは自動的に検出され、Intel ISW メタデータを
持つデバイスは dmraid ではなく mdraid として認識されます。mdraid の下にあるこの
ようなデバイスのデバイスノード名は、dmraid のデバイスノード名とは異なることに注
意してください。したがって、Intel BIOS RAID セットを持つシステムを移行する場合
は、特別な予防措置が必要です。

/etc/fstab、/etc/crypttab、またはデバイスノード名でデバイスを参照するその他の設定
ファイルに対するローカルの変更は、Red Hat Enterprise Linux 6では機能しません。こ
れらのファイルを移行する前に、デバイスノードパスをデバイスの UUID に置き換える
ように編集する必要があります。デバイスの UUID は、blkid コマンドで確認することが
できます。

3.4.1. ハードウェア RAID

RAID (Redundant Array of Independent Disks)を使用すると、ドライブのグループまたはアレイが 1 つ
のデバイスとして機能します。インストールを開始する前に、コンピューターのメインボードで提供さ
れる RAID 機能をすべて設定するか、またはコントローラーカードを接続しておいてください。アク
ティブな各 RAID アレイは、Red Hat Enterprise Linux 内で 1 つのドライブとして表示されます。
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複数のハードドライブが搭載されているシステムでは、ハードウェアを追加することなく、複数のドラ
イブを Linux RAID アレイとして動作するように Red Hat Enterprise Linux を設定できます。

3.4.2. ソフトウェア RAID

Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを使用して、Linux ソフトウェア RAID アレイを作成
できます。RAID 機能は専用のハードウェアではなく、オペレーティングシステムによって制御されま
す。これらの機能については、「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 」  で
詳しく説明しています。

3.4.3. FireWire および USB ディスク

一部の FireWire および USB ハードディスクは、Red Hat Enterprise Linux インストールシステムでは認
識されない場合があります。インストール時にこれらのディスクの設定が重要でない場合は、混乱を避
けるために接続を切断してください。

注記注記

インストール後に、外部の FireWire および USB ハードディスクに接続して設定できま
す。このようなデバイスのほとんどは、接続後に自動的に認識され、使用できるように
なります。

3.5. UEFI サポートに関する注記

3.5.1. 機能サポート

Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、AMD64 および Intel 64 システム(x86_64)で BIOS および UEFI
ファームウェアの両方をサポートします。UEFI ベースのシステムは、以下の制限があります。

システムは UEFI Specification 2.0 以降をサポートしている必要があります。以前のリビジョン
はサポートされていません。

Secure Boot テクノロジーはサポートされておらず、Red Hat Enterprise Linux のインストール
を阻止します。UEFI Specification 2.2 以降を使用するシステムでは、Red Hat Enterprise Linux
6.9 をインストールして実行するには、Secure Boot を無効にする必要があります。

セキュアブートが無効になっている UEFI 2.0 以降のシステム（存在する場合）は、関連する UEFI 仕様
のすべての機能がサポートされているわけではありませんが、問題なしで Red Hat Enterprise Linux を
インストールおよび起動できます。

UEFI 仕様の詳細は、を参照してください http://www.uefi.org/specifications。

3.5.2. UEFI システムで MBR を搭載したディスクドライブ

UEFI ファームウェアのシステムには GUID パーティションテーブル(GPT)のディスクが必要です。マ
スターブートレコード(MBR)ラベルの付いたディスクに Red Hat Enterprise Linux をインストールする
場合は、ディスクの再ラベル付けが必要になります。つまり、つまり、MBR パーティションが設定されたディパーティションが設定されたディ
スク上の既存のパーティションを再利用できず、ディスク上のすべてのデータが失われます。スク上の既存のパーティションを再利用できず、ディスク上のすべてのデータが失われます。Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする前に、ドライブ上の全データのバックアップを作成してくださをインストールする前に、ドライブ上の全データのバックアップを作成してくださ
い。い。
     

      GUID パーティションテーブルは、ブートローダーがインストールされているディスクであるシスパーティションテーブルは、ブートローダーがインストールされているディスクであるシス
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テムのブートドライブでのみ必要です。他のドライブにはマスターブートレコードのラベルを付けるこテムのブートドライブでのみ必要です。他のドライブにはマスターブートレコードのラベルを付けるこ
とができ、パーティションレイアウトを再利用できます。とができ、パーティションレイアウトを再利用できます。
     

      UEFI システムにシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールし、マスターブートレコードを持つドをインストールし、マスターブートレコードを持つド
ライブを使用するには、いくつかの方法があります。以下を行うことができます。ライブを使用するには、いくつかの方法があります。以下を行うことができます。
     

        ドライブを既存のドライブを既存の Linux システムにアタッチし、システムにアタッチし、parted やや fdisk などのユーティリティーなどのユーティリティー
を使用して、ドライブにを使用して、ドライブに GPT ラベルを作成します。たとえば、ラベルを作成します。たとえば、parted を使用してディスクを使用してディスク 
/dev/sdc にに GPT ラベルを作成するには、次のコマンドを使用します。ラベルを作成するには、次のコマンドを使用します。
       

# parted /dev/sdc mklabel gpt

警告警告

         正しいドライブを指定してください。ディスクに再ラベル付けする正しいドライブを指定してください。ディスクに再ラベル付けする
と、そのディスク上の全データが破棄され、と、そのディスク上の全データが破棄され、parted は確認を要求されませは確認を要求されませ
ん。ん。
        

        自動キックスタートインストールを実行し、自動キックスタートインストールを実行し、clearpart およびおよび zerombr コマンドを使用しコマンドを使用し
ます。システムでます。システムで UEFI ファームウェアを使用している場合は、ブートドライブでこのコマンファームウェアを使用している場合は、ブートドライブでこのコマン
ドを使用するとドを使用すると GPT の再ラベル付けが行われます。の再ラベル付けが行われます。
       

        グラフィカルユーザーインターフェイスでの手動インストール中、パーティション設定画グラフィカルユーザーインターフェイスでの手動インストール中、パーティション設定画
面に移動する場合。カスタムパーティション設定面に移動する場合。カスタムパーティション設定 以外以外 のオプションのオプション( Use All Spaceなどなど)を選を選
択します。択します。パーティション設定レイアウトの確認および変更パーティション設定レイアウトの確認および変更 チェックボックスにチェックを入チェックボックスにチェックを入
れ、れ、Next をクリックします。をクリックします。
       

        次の画面で、必要に応じて自動的に作成されたレイアウトを変更します。終了して次の画面で、必要に応じて自動的に作成されたレイアウトを変更します。終了して Next 
をクリックすると、をクリックすると、Anaconda はレイアウトを使用して自動的にドライブのラベルを変更しまはレイアウトを使用して自動的にドライブのラベルを変更しま
す。す。
       

3.6. 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?

     現代のほぼすべてのオペレーティングシステム現代のほぼすべてのオペレーティングシステム (OS) はは ディスクパーティションディスクパーティション を使用しており、を使用しており、
Red Hat Enterprise Linux も例外ではありません。も例外ではありません。Red Hat Enterprise Linux をインストールするとをインストールすると
き、ディスクパーティションの操作が必要になる場合があります。以前にディスクパーティションを使き、ディスクパーティションの操作が必要になる場合があります。以前にディスクパーティションを使
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用していない場合（または、基本的な概念を素早く確認する必要がある場合は、用していない場合（または、基本的な概念を素早く確認する必要がある場合は、付録付録A ディスクパーディスクパー
ティションの概要ティションの概要 を参照してから先に進んでください）。を参照してから先に進んでください）。
    

     Red Hat Enterprise Linux で使用されるディスク領域は、で使用されるディスク領域は、Windows、、OS/2、または別のバージョン、または別のバージョン
のの Linux など、システムにインストールしている他のなど、システムにインストールしている他の OS が使用するディスク領域から分離する必要がが使用するディスク領域から分離する必要が
あります。あります。x86、、AMD64、および、および Intel 64 のシステムの場合、少なくとものシステムの場合、少なくとも 2 つのパーティションつのパーティション(/ およおよ
びび swap)をを Red Hat Enterprise Linux 専用にする必要があります。専用にする必要があります。
    

     インストールプロセスを開始する前に、以下を行う必要があります。インストールプロセスを開始する前に、以下を行う必要があります。
    

       unpartitioned （未パーティション化）が十分である（未パーティション化）が十分である[1] Red Hat Enterprise Linux インスインス
トールのディスク領域トールのディスク領域
      

       削除可能なパーティションが削除可能なパーティションが 1 つ以上あるため、つ以上あるため、Red Hat Enterprise Linux をインストーをインストー
ルするのに十分なディスク領域が解放されます。ルするのに十分なディスク領域が解放されます。
      

     実際に必要な容量をよりよく理解するには、実際に必要な容量をよりよく理解するには、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 で説明しで説明し
ている、推奨されるパーティション設定サイズを参照してください。ている、推奨されるパーティション設定サイズを参照してください。
    

     これらの条件が満たされていないか、またはこれらの条件が満たされていないか、または Red Hat Enterprise Linux インストール用の空きディインストール用の空きディ
スク領域の作成方法が分からない場合は、スク領域の作成方法が分からない場合は、付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要 を参照してください。を参照してください。
    

3.7. インストール方法の選択インストール方法の選択

     どのタイプのインストール方法を使用しますかどのタイプのインストール方法を使用しますか ?以下のインストール方法を使用できます。以下のインストール方法を使用できます。
    

 DVD 

        DVD ドライブとドライブと Red Hat Enterprise Linux DVD がある場合は、この方法を使用できます。がある場合は、この方法を使用できます。
DVD インストール手順は、インストール手順は、「「DVD からのインストール」からのインストール」 を参照してください。を参照してください。
       

        インストールインストール DVD 以外のメディアからインストールを起動した場合は、以外のメディアからインストールを起動した場合は、 linux askmethod まま
たはたは linux repo=cdrom:device:/deviceboot オプションを使用するか、オプションを使用するか、Installation Method メメ
ニューでニューで Local CD/ DVD を選択して、インストールソースとしてを選択して、インストールソースとして DVD を指定できますを指定できます( 「インス「インス
トール方法」トール方法」を参照してくださいを参照してください)。。
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 ハードドライブハードドライブ 

        Red Hat Enterprise Linux ISO イメージをローカルハードドライブにコピーした場合は、このイメージをローカルハードドライブにコピーした場合は、この
方法を使用できます。ブート方法を使用できます。ブート CD-ROM が必要ですが必要です( linux askmethod またはまたは linux 
repo=hd:device:/path boot オプションを使用オプションを使用)、または、または インストール方法インストール方法 メニューでメニューで Hard drive ( 
「インストール方法」「インストール方法」を参照を参照)を選択します。ハードドライブのインストール手順は、を選択します。ハードドライブのインストール手順は、「ハードドラ「ハードドラ
イブからのインストール」イブからのインストール」 を参照してください。を参照してください。
       

 

 NFS 

        ISO イメージまたはイメージまたは Red Hat Enterprise Linux のミラーイメージを使用してのミラーイメージを使用して NFS サーバーかサーバーか
らインストールする場合は、この方法を使用できます。ブートらインストールする場合は、この方法を使用できます。ブート CD-ROM が必要ですが必要です( linux 
askmethod またはまたは linux repo=nfs:server:  options : /path boot オプション、またはオプション、または 「インストー「インストー
ル方法」ル方法」で説明されているで説明されている Installation Method メニューでメニューで NFS directory オプションを使用オプションを使用)。。
ネットワークのインストール手順については、ネットワークのインストール手順については、「「NFS 経由でのインストール」経由でのインストール」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。NFS インストールはインストールは GUI モードでも実行できることに注意してください。モードでも実行できることに注意してください。
       

 

 URL 

        HTTP サーバーまたはサーバーまたは HTTPS (Web)サーバーまたはサーバーまたは FTP サーバーから直接インストールするサーバーから直接インストールする
場合は、この方法を使用します。ブート場合は、この方法を使用します。ブート CD-ROM が必要ですが必要です( linux askmethod、、linux 
repo=ftp://user:password@host/path、または、または linux repo=http:// host /path 起動オプション、ま起動オプション、ま
たはたは 「インストール方法」「インストール方法」で説明されているで説明されている インストール方法インストール方法 メニューのメニューの URL オプションオプション)。。
FTP、、HTTP、および、および HTTPS のインストール手順については、のインストール手順については、「「FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使を使
用したインストール」用したインストール」 を参照してください。を参照してください。
       

 

     ディストリビューションディストリビューション DVD を起動し、別のインストールソースオプションを起動し、別のインストールソースオプション を使用しない場合は、を使用しない場合は、
次次 のの ステージがステージが DVD から自動的に読み込まれます。から自動的に読み込まれます。「言語の選択」「言語の選択」 に進みます。に進みます。
    

注記注記

      Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD から起動すると、インストールプログから起動すると、インストールプログ
ラムは、そのディスクから次のステージを読み込みます。これは、続行する前にディスラムは、そのディスクから次のステージを読み込みます。これは、続行する前にディス
クを排出しない限り、選択したインストール方法に関係なく発生します。インストールクを排出しない限り、選択したインストール方法に関係なく発生します。インストール
プログラムは、選択したソースからプログラムは、選択したソースから パッケージデータパッケージデータ をダウンロードします。をダウンロードします。
     

3.8. 起動方法の選択起動方法の選択

     Red Hat Enterprise Linux を起動するには、いくつかの方法を使用できます。を起動するには、いくつかの方法を使用できます。
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     DVD からインストールするには、からインストールするには、Red Hat Enterprise Linux 製品を購入し、製品を購入し、Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 DVD があり、それからの起動に対応するシステムにがあり、それからの起動に対応するシステムに DVD ドライブが必要です。インストードライブが必要です。インストー
ルル DVD の作成方法については、の作成方法については、2章章メディアの作成メディアの作成 を参照してください。を参照してください。
    

     DVD/CD-ROM ドライブからの起動を可能にするには、ドライブからの起動を可能にするには、BIOS を変更する必要がある場合がありまを変更する必要がある場合がありま
す。す。BIOS の変更に関する詳細は、の変更に関する詳細は、「「x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログシステムでのインストールプログ
ラムの起動」ラムの起動」 を参照してください。を参照してください。
    

     インストールインストール DVD から起動する以外に、起動可能なから起動する以外に、起動可能な CD またはまたは USB フラッシュドライブの形式でフラッシュドライブの形式で 
最小限の起動メディア最小限の起動メディア からから Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを起動することもできインストールプログラムを起動することもでき
ます。最小限の起動メディアを使用してシステムを起動したら、ローカルのハードドライブやネットます。最小限の起動メディアを使用してシステムを起動したら、ローカルのハードドライブやネット
ワーク上の場所など、別のインストールソースからのインストールを完了します。ブートワーク上の場所など、別のインストールソースからのインストールを完了します。ブート CD およびおよび 
USB フラッシュドライブの作成方法については、フラッシュドライブの作成方法については、「最小ブートメディアの作成」「最小ブートメディアの作成」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
    

     最後に、最後に、PXE ( preboot execution environment )サーバーからネットワーク経由でインストーラーサーバーからネットワーク経由でインストーラー
を起動できます。を起動できます。30章章インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ を参照してください。システムを起動しを参照してください。システムを起動し
た後、ローカルのハードドライブやネットワーク上の場所など、別のインストールソースからインスた後、ローカルのハードドライブやネットワーク上の場所など、別のインストールソースからインス
トールを完了します。トールを完了します。
    

[1] 
        パーティションが分割されていないディスク領域とは、インストールするハードドライブで利用可パーティションが分割されていないディスク領域とは、インストールするハードドライブで利用可
能なディスク領域が、データ用のセクションに分割されていないことを意味します。ディスクをパー能なディスク領域が、データ用のセクションに分割されていないことを意味します。ディスクをパー
ティション分割すると、各パーティションは個別のディスクドライブのように動作します。ティション分割すると、各パーティションは個別のディスクドライブのように動作します。
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第第4章章 インストールの準備インストールの準備

4.1. ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備

注記注記

      ネットワークベースのインストールを実行する場合は、インストールネットワークベースのインストールを実行する場合は、インストール DVD （または（または
その他のタイプのその他のタイプの DVD またはまたは CD）がシステムの）がシステムの CD またはまたは DVD ドライブにないことドライブにないこと
を確認してください。ドライブにを確認してください。ドライブに DVD またはまたは CD があると、予期しないエラーが発生すがあると、予期しないエラーが発生す
る可能性があります。る可能性があります。
     

     CD、、DVD、またはフラッシュドライブなどの、またはフラッシュドライブなどの USB ストレージデバイスで使用可能なブートメディストレージデバイスで使用可能なブートメディ
アがあることを確認します。アがあることを確認します。
    

     Red Hat Enterprise Linux インストールメディアは、ネットワークインストールインストールメディアは、ネットワークインストール(NFS、、FTP、、
HTTP、または、または HTTPS 経由経由)またはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにすまたはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにす
る必要があります。る必要があります。NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS のインストールを実行している場合は、以下のインストールを実行している場合は、以下
の手順に従います。の手順に従います。
    

     ネットワークを介したインストールに使用するネットワークを介したインストールに使用する NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーは、別サーバーは、別
のネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。インストールのネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。インストール DVD-ROM の完全なコの完全なコ
ンテンツを提供する必要があります。ンテンツを提供する必要があります。
    

注記注記

       Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
     

linux mediacheck
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注記注記

      FTP、、NFS、、HTTP、または、または HTTPS でインストールファイルにアクセスするためにでインストールファイルにアクセスするために
使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー
ジにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリージにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリー 
/var/www/inst/rhel6.9 は、は、http://network.server.com/inst/rhel6.9 としてアクセスできとしてアクセスでき
ます。ます。
     

      以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー
のディレクトリーはのディレクトリーは /location/of/disk/space として指定されます。として指定されます。FTP、、NFS、、
HTTP、または、または HTTPS 経由で一般に公開されるディレクトリー経由で一般に公開されるディレクトリー
は、は、/publicly_available_directory として指定されます。たとえとして指定されます。たとえ
ば、ば、/location/of/disk/space は、は、/var/isos という名前のディレクトリーになりまという名前のディレクトリーになりま
す。す。/publicly_available_directory は、は、HTTP インストール用のインストール用の /var/www/html/rhel6.9 
である可能性があります。である可能性があります。
     

     以下では、以下では、ISO イメージイメージ が必要です。が必要です。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーを含むのコンテンツの完全なコピーを含む
ファイルです。ファイルです。DVD からから ISO イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。
    

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

     ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージファイルに指イメージファイルに指
定する名前、定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステム上の場所へのパスでイメージが保存されるシステム上の場所へのパスで
す。す。
    

     インストールインストール DVD から、インストールステージングサーバーとして機能するから、インストールステージングサーバーとして機能する Linux インスタンスにインスタンスに
ファイルをコピーするには、ファイルをコピーするには、「「FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備」インストールの準備」  またはまたは 「「NFS インイン
ストールの準備」ストールの準備」 に進みます。に進みます。
    

4.1.1. FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備インストールの準備
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警告警告

       Apache Web サーバーまたはサーバーまたは tftp FTP サーバー設定でサーバー設定で SSL セキュリティーがセキュリティーが
有効になっている場合は、有効になっている場合は、TLSv1 プロトコルのみを有効にし、プロトコルのみを有効にし、SSLv2 およびおよび 
SSLv3 を必ず無効にしてください。を必ず無効にしてください。POODLE SSL 脆弱性脆弱性 (CVE-2014-3566) の影の影
響を受けないようにするためです。響を受けないようにするためです。Apache のセキュア化に関する詳細、およびのセキュア化に関する詳細、および 
https://access.redhat.com/solutions/1234773 tftp のセキュリティー保護に関すのセキュリティー保護に関す
る詳細は、を参照る詳細は、を参照 https://access.redhat.com/solutions/1232413 してください。してください。
      

      インストールインストール DVD のの ISO イメージからファイルを展開して、イメージからファイルを展開して、FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有で共有
されるディレクトリーに配置します。されるディレクトリーに配置します。
     

      次に、次に、 ディレクトリーがディレクトリーが FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有されていることを確認し、クライアで共有されていることを確認し、クライア
ントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストしてントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストして
から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。
     

4.1.2. NFS インストールの準備インストールの準備

      NFS をインストールする場合は、をインストールする場合は、ISO イメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませイメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませ
ん。ん。ISO イメージ自体、イメージ自体、install.img ファイル、およびオプションでファイル、およびオプションで NFS 経由でネットワークサーバー経由でネットワークサーバー
でで product.img ファイルを利用できるようにするだけで十分です。ファイルを利用できるようにするだけで十分です。
     

1. 
        ISO イメージをイメージを NFS のエクスポート済みディレクトリーに転送します。のエクスポート済みディレクトリーに転送します。Linux システムシステム
で、以下を実行します。で、以下を実行します。
       

mv /path_to_image/name_of_image.iso /publicly_available_directory/

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、publicly_available_directory はは NFS で利用可能なディレクトリー、またはで利用可能なディレクトリー、または 
NFS で利用可能にするディレクトリーです。で利用可能にするディレクトリーです。
       

2. 
        SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
       

$ sha256sum name_of_image.iso
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        ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
       

3. 
        ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
       

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントではイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントで
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

        ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
       

4. 
        images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 
ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
       

重要重要

         install.img およびおよび product.img は、は、images/ ディレクトリー内のファイルディレクトリー内のファイル
のみである必要があります。のみである必要があります。
        

5. 
        公開されているディレクトリーのエントリーが、公開されているディレクトリーのエントリーが、NFS 経由で利用できるように、ネット経由で利用できるように、ネット
ワークサーバーのワークサーバーの /etc/exports ファイルに存在することを確認します。ファイルに存在することを確認します。
       

        ディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用しディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用し
ます。ます。
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/publicly_available_directory client.ip.address (ro)

        ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用
します。します。
       

/publicly_available_directory * (ro)

6. 
        ネットワークサーバーで、ネットワークサーバーで、NFS デーモンを起動しますデーモンを起動します(Red Hat Enterprise Linux システシステ
ムでは、ムでは、/sbin/service nfs startを使用しますを使用します)。。NFS がすでに実行中の場合は、設定ファイルがすでに実行中の場合は、設定ファイル
を再読み込みしますを再読み込みします(Red Hat Enterprise Linux システムではシステムでは /sbin/service nfs reloadを使用を使用
しますします)。。
       

7. 
        Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド の指示に従っての指示に従って NFS 共有をテストする共有をテストする
ようにしてください。ようにしてください。NFS サーバーの起動と停止の詳細は、サーバーの起動と停止の詳細は、NFS のドキュメントを参照してくのドキュメントを参照してく
ださい。ださい。
       

注記注記

        Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
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4.2. ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備

注記注記

      ハードドライブのインストールは、ハードドライブのインストールは、ext2、、ext3、、ext4、または、または FAT ファイルシステファイルシステ
ムでのみ機能します。他のファイルシステムにフォーマットされたハードドライブをムでのみ機能します。他のファイルシステムにフォーマットされたハードドライブを 
Red Hat Enterprise Linux のインストールソースとして使用することはできません。のインストールソースとして使用することはできません。
     

      Windows オペレーティングシステムでハードドライブパーティションのファイルシオペレーティングシステムでハードドライブパーティションのファイルシ
ステムを確認するには、ステムを確認するには、Disk Management ツールを使用します。ツールを使用します。Linux オペレーティンオペレーティン
グシステムでハードドライブパーティションのファイルシステムを確認するには、グシステムでハードドライブパーティションのファイルシステムを確認するには、fdisk 
ツールを使用します。ツールを使用します。
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重要重要

      LVM が制御するパーティション（論理ボリューム管理）でが制御するパーティション（論理ボリューム管理）で ISO ファイルを使用するファイルを使用する
ことはできません。ことはできません。
     

     DVD ドライブやネットワーク接続のないシステムにドライブやネットワーク接続のないシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールするをインストールする
場合は、このオプションを使用します。場合は、このオプションを使用します。
    

     ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。
    

       インストールインストール DVD のの ISO イメージイメージ。。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーのコンテンツの完全なコピー
が含まれるファイルです。が含まれるファイルです。
      

       ISO イメージから抽出したイメージから抽出した install.img ファイル。ファイル。
      

       オプションで、オプションで、ISO イメージから抽出したイメージから抽出した product.img ファイル。ファイル。
      

     ハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストーハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストー
ルソースとしてルソースとして ハードドライブハードドライブ を選択できますを選択できます( 「インストール方法」「インストール方法」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     CD、、DVD、またはフラッシュドライブなどの、またはフラッシュドライブなどの USB ストレージデバイスで使用可能なブートメディストレージデバイスで使用可能なブートメディ
アがあることを確認します。アがあることを確認します。
    

     インストールソースとしてハードドライブを準備するには、以下の手順に従います。インストールソースとしてハードドライブを準備するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD のの ISO イメージを取得しますイメージを取得します( 1
章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。また、物理メディアに。また、物理メディアに DVD がが
ある場合は、ある場合は、Linux システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。
      

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

       ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージイメージ
ファイルに指定する名前、ファイルに指定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステムイメージが保存されるシステム
上の場所へのパスです。上の場所へのパスです。
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2. 
       ISO イメージをハードドライブに転送します。イメージをハードドライブに転送します。
      

       ISO イメージは、イメージは、Red Hat Enterprise Linux をインストールするコンピューターの内部にをインストールするコンピューターの内部に
あるハードドライブか、あるハードドライブか、USB によってそのコンピューターに接続されているハードドライブにによってそのコンピューターに接続されているハードドライブに
ある必要があります。ある必要があります。
      

3. 
       SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
      

$ sha256sum name_of_image.iso

       ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
      

4. 
       ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
      

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

       path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージファイメージファ
イルの名前、イルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントです。はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントです。
以下に例を示します。以下に例を示します。
      

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

       ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
      

5. 
       images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 
ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
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パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
      

重要重要

        install.img およびおよび product.img は、は、images/ ディレクトリー内のファイルディレクトリー内のファイル
のみである必要があります。のみである必要があります。
       

注記注記

       Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
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第第5章章 システム仕様一覧システム仕様一覧

    サポートされるハードウェアの最新の一覧については、サポートされるハードウェアの最新の一覧については、https://hardware.redhat.com/ を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
   

    インストールプログラムは、コンピューターのハードウェアを自動的に検出してインストールしまインストールプログラムは、コンピューターのハードウェアを自動的に検出してインストールしま
す。お使いのハードウェアがす。お使いのハードウェアが Red Hat Enterprise Linux をインストールするための最小要件をインストールするための最小要件( 「ハード「ハード
ウェアの互換性について」ウェアの互換性について」を参照を参照)を満たしていることを確認する必要がありますが、通常、システムを満たしていることを確認する必要がありますが、通常、システム
に関する詳細をインストールプログラムに提供する必要はありません。に関する詳細をインストールプログラムに提供する必要はありません。
   

    ただし、特定のタイプのインストールを実行する場合は、特定の詳細が役に立つか、または必須であただし、特定のタイプのインストールを実行する場合は、特定の詳細が役に立つか、または必須であ
ることがあります。ることがあります。
   

      パーティションのレイアウトをカスタマイズする予定の場合は、以下の詳細をメモしておきパーティションのレイアウトをカスタマイズする予定の場合は、以下の詳細をメモしておき
ます。ます。
     

        システムに接続されているハードドライブのモデル番号、サイズ、種類、およびインシステムに接続されているハードドライブのモデル番号、サイズ、種類、およびイン
タフェース。たとえば、タフェース。たとえば、SATA0 上には上には Seagate 製製 ST3320613AS (320 GB)、、SATA1 上に上に
はは Western Digital WD7500AAKS (750 GB) です。こうすることで、パーティション設定です。こうすることで、パーティション設定
の段階で該当するハードドライブが識別できるようになります。の段階で該当するハードドライブが識別できるようになります。
       

      既存のシステムに追加のオペレーティングシステムとして既存のシステムに追加のオペレーティングシステムとして Red Hat Enterprise Linux をイをイ
ンストールする場合は、以下を記録します。ンストールする場合は、以下を記録します。
     

        システム上の既存パーティションのマウントポイント。たとえば、システム上の既存パーティションのマウントポイント。たとえば、sda1 ではでは 
/boot、、sda2 の場合はの場合は/、、sdb1 の場合はの場合は /home です。これにより、パーティション設定のです。これにより、パーティション設定の
プロセス中に特定のパーティションを識別できるようになります。プロセス中に特定のパーティションを識別できるようになります。
       

      ローカルのハードドライブ上にあるイメージからのインストールを予定している場合は、以ローカルのハードドライブ上にあるイメージからのインストールを予定している場合は、以
下をメモしておきます。下をメモしておきます。
     

        該当のイメージを格納しているハードドライブとディレクトリー該当のイメージを格納しているハードドライブとディレクトリー
       

      ネットワークからインストールするか、またはネットワークからインストールするか、または iSCSI ターゲットにインストールする予定ターゲットにインストールする予定
の場合は、次のコマンドを実行します。の場合は、次のコマンドを実行します。
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        システム上のネットワークアダプターの製造元とモデル番号システム上のネットワークアダプターの製造元とモデル番号 (たとえば、たとえば、Netgear 社製社製
のの GA311 などなど)。ネットワークを手動で設定する場合にアダプターを特定できるようにな。ネットワークを手動で設定する場合にアダプターを特定できるようにな
ります。ります。
       

        IP、、DHCP、および、および BOOTP のアドレスのアドレス
       

        ネットマスクネットマスク
       

        ゲートウェイのゲートウェイの IP アドレスアドレス
       

        1 つ以上のネームサーバーのつ以上のネームサーバーの IP アドレスアドレス (DNS)
       

      上記のネットワークに関する要件や用語が不明な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わ上記のネットワークに関する要件や用語が不明な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わ
せください。せください。
     

      ネットワーク上の場所からのインストールを予定している場合は、以下をメモしておきまネットワーク上の場所からのインストールを予定している場合は、以下をメモしておきま
す。す。
     

        FTP サーバー、サーバー、HTTP (Web)サーバー、サーバー、HTTPS (Web)サーバー、またはサーバー、または NFS サーサー
バーのイメージの場所。例については、バーのイメージの場所。例については、「「FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トール」トール」 およびおよび 「「NFS 経由でのインストール」経由でのインストール」 を参照してください。を参照してください。
       

      iSCSI ターゲットにインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。ターゲットにインストールを予定している場合は、以下をメモしておきます。
     

        iSCSI ターゲットの場所ネットワークによっては、ターゲットの場所ネットワークによっては、CHAP のユーザー名とパスワードのユーザー名とパスワード
が必要になる場合があります。リバースが必要になる場合があります。リバース CHAP のユーザー名とパスワードも必要になる場のユーザー名とパスワードも必要になる場
合があります。合があります。「「 高度なストレージオプション高度なストレージオプション 」」 を参照してください。を参照してください。
       

      Intel iSCSI Remote Boot を使用してインストールする場合は、以下を行います。を使用してインストールする場合は、以下を行います。
     

        接続されている接続されている iSCSI ストレージデバイスをすべて無効にする必要があります。無効ストレージデバイスをすべて無効にする必要があります。無効
にしないと、インストールは成功しますが、インストールしたシステムは起動しません。にしないと、インストールは成功しますが、インストールしたシステムは起動しません。
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      使用コンピューターがドメインの一部である場合は、以下をメモしておきます。使用コンピューターがドメインの一部である場合は、以下をメモしておきます。
     

        ドメイン名がドメイン名が DHCP サーバーにより提供されることを確認してください。提供されなサーバーにより提供されることを確認してください。提供されな
い場合は、インストール中にドメイン名を手動で入力する必要があります。い場合は、インストール中にドメイン名を手動で入力する必要があります。
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第第6章章 INTEL およびおよび AMD システムへのインストール中におけるドライバーの更新システムへのインストール中におけるドライバーの更新

    ほとんどの場合、ほとんどの場合、Red Hat Enterprise Linux にはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでににはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでに
含まれています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハー含まれています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハー
ドウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供すドウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供す
るドライバー更新は、るドライバー更新は、Red Hat またはハードウェアベンダーまたはハードウェアベンダー( rpm パッケージパッケージ を含むを含む ドライバーディドライバーディ
スクスク )から入手できる場合があります。通常、ドライバーディスクはから入手できる場合があります。通常、ドライバーディスクは ISO イメージファイルイメージファイル としてダウとしてダウ
ンロードできます。ンロードできます。
   

    インストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ローインストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ロー
カルのハードドライブへのインストールにカルのハードドライブへのインストールに DVD を使用する場合は、ネットワークカード用のドライを使用する場合は、ネットワークカード用のドライ
バーがなくてもインストールは成功します。このような状況では、インストールを完了し、その後のバーがなくてもインストールは成功します。このような状況では、インストールを完了し、その後の
ハードウェアのサポートを追加します。このサポートの追加に関する詳細は、ハードウェアのサポートを追加します。このサポートの追加に関する詳細は、「ドライバー更新「ドライバー更新 rpm 
パッケージ」パッケージ」 を参照してください。を参照してください。
   

    他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要
がある場合があります。たとえば、ネットワークデバイスまたはストレージアダプターカードのドライがある場合があります。たとえば、ネットワークデバイスまたはストレージアダプターカードのドライ
バーをインストールして、インストーラーにシステムが使用するストレージデバイスへのアクセス権限バーをインストールして、インストーラーにシステムが使用するストレージデバイスへのアクセス権限
を付与する場合があります。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれかの方法を付与する場合があります。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれかの方法
でドライバーディスクを使用します。でドライバーディスクを使用します。 
    

1. 
       インストーラーがアクセスできる場所にドライバーディスクのインストーラーがアクセスできる場所にドライバーディスクの ISO イメージファイルを配イメージファイルを配
置します。置します。 
       

a. 
          ローカルのハードドライブ上ローカルのハードドライブ上
         

b. 
          USB フラッシュドライブフラッシュドライブ
         

      

2. 
       イメージファイルを以下に抽出してドライバーディスクを作成します。イメージファイルを以下に抽出してドライバーディスクを作成します。 
       

a. 
          a CD
         

b. 
          a DVD
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       CD またはまたは DVD にに ISO イメージファイルを書き込む方法は、イメージファイルを書き込む方法は、「インストール「インストール DVD の作の作
成」成」 でインストールディスクを作成する手順を参照してください。でインストールディスクを作成する手順を参照してください。
      

   

    Red Hat、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中
のドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中からのドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中から 1 つつ
選択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ選択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ
バーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。不要なドライバーバーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。不要なドライバー
更新をインストールすると害は発生しませんが、想定されていないシステムにドライバーが存在すると更新をインストールすると害は発生しませんが、想定されていないシステムにドライバーが存在すると
サポートが複雑になる可能性があります。サポートが複雑になる可能性があります。
   

6.1. インストール中にドライバーを更新する場合の制約インストール中にドライバーを更新する場合の制約

     ただし、インストール中にドライバー更新を使用してドライバーを提供できない状況もあります。ただし、インストール中にドライバー更新を使用してドライバーを提供できない状況もあります。
    

すでに使用されているデバイスすでに使用されているデバイス

        ドライバー更新を使用して、インストールプログラムがすでに読み込まれているドライバーをドライバー更新を使用して、インストールプログラムがすでに読み込まれているドライバーを
置き換えることはできません。代わりに、インストールプログラムがロードしたドライバーでイン置き換えることはできません。代わりに、インストールプログラムがロードしたドライバーでイン
ストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新する必要があります。インストールストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新する必要があります。インストール
プロセスに新しいドライバーが必要な場合は、初期プロセスに新しいドライバーが必要な場合は、初期 RAM ディスクドライバーの更新の実行を検討しディスクドライバーの更新の実行を検討し
てください。てください。「初期「初期 RAM ディスク更新の準備」ディスク更新の準備」 を参照してください。を参照してください。
       

同等のデバイスを持つデバイスが利用可能です同等のデバイスを持つデバイスが利用可能です

        同じタイプのすべてのデバイスが一緒に初期化されるため、インストールプログラムが同様の同じタイプのすべてのデバイスが一緒に初期化されるため、インストールプログラムが同様の
デバイス用にドライバーを読み込んだ場合は、デバイスのドライバーを更新できません。たとえデバイス用にドライバーを読み込んだ場合は、デバイスのドライバーを更新できません。たとえ
ば、ば、2 つの異なるネットワークアダプターを持つシステムについて考えてみましょう。そのうちのつの異なるネットワークアダプターを持つシステムについて考えてみましょう。そのうちの 1 
つはドライバー更新です。インストールプログラムは両方のアダプターを同時に初期化するため、つはドライバー更新です。インストールプログラムは両方のアダプターを同時に初期化するため、
このドライバー更新を使用することはできません。ここでも、インストールプログラムにより読みこのドライバー更新を使用することはできません。ここでも、インストールプログラムにより読み
込まれたドライバーのインストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新するか、込まれたドライバーのインストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新するか、
初期初期 RAM ディスクドライバーの更新を使用します。ディスクドライバーの更新を使用します。
       

6.2. インストール中にドライバーを更新するための準備インストール中にドライバーを更新するための準備

     ハードウェアにドライバーの更新が必要で、利用可能な場合、ハードウェアにドライバーの更新が必要で、利用可能な場合、Red Hat またはハードウェアベンまたはハードウェアベン
ダーなどの信頼できるサードパーティーは、通常、ダーなどの信頼できるサードパーティーは、通常、ISO 形式のイメージファイルで提供されます。ドラ形式のイメージファイルで提供されます。ドラ
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イバー更新を実行するには、インストールプログラムでイメージファイルを利用できるようにする方法イバー更新を実行するには、インストールプログラムでイメージファイルを利用できるようにする方法
もありますが、ドライバー更新ディスクの作成にはイメージファイルを使用する必要があります。もありますが、ドライバー更新ディスクの作成にはイメージファイルを使用する必要があります。  

イメージファイル自体を使用するメソッドイメージファイル自体を使用するメソッド

           ローカルハードドライブローカルハードドライブ
          

           USB フラッシュドライブフラッシュドライブ
          

 

イメージファイルから生成されたドライバー更新ディスクを使用する方法イメージファイルから生成されたドライバー更新ディスクを使用する方法

           CD
          

           DVD
          

 

    

     ドライバー更新を提供する方法を選択し、ドライバー更新を提供する方法を選択し、「ドライバー更新イメージファイルを使用するための準「ドライバー更新イメージファイルを使用するための準
備」備」、、「ドライバー更新用「ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスクファイルを提供するディスク (CD またはまたは DVD) の準備」の準備」  またはまたは 「初期「初期 
RAM ディスク更新の準備」ディスク更新の準備」 を参照してください。を参照してください。USB ストレージデバイスを使用して、イメージファストレージデバイスを使用して、イメージファ
イルを提供するか、ドライバー更新ディスクとして提供できることに注意してください。イルを提供するか、ドライバー更新ディスクとして提供できることに注意してください。
    

6.2.1. ドライバー更新イメージファイルを使用するための準備ドライバー更新イメージファイルを使用するための準備

6.2.1.1. ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備

       ハードドライブやハードドライブや USB フラッシュドライブなど、ローカルストレージでフラッシュドライブなど、ローカルストレージで ISO イメージファイルをイメージファイルを
利用できるようにするには、まず更新を自動的にインストールするか、または手動で選択するかを決定利用できるようにするには、まず更新を自動的にインストールするか、または手動で選択するかを決定
する必要があります。する必要があります。
      

       手動インストールでは、ファイルをストレージデバイスにコピーします。ファイルを変更すると、手動インストールでは、ファイルをストレージデバイスにコピーします。ファイルを変更すると、
ファイル名を変更することができますが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これはファイル名を変更することができますが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これは .iso のの
ままにする必要があります。以下の例では、ファイルの名前はままにする必要があります。以下の例では、ファイルの名前は dd.iso です。です。
      

図図6.1 ドライバー更新イメージファイルを保持するドライバー更新イメージファイルを保持する USB フラッシュドライブの内容フラッシュドライブの内容
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図図6.1 ドライバー更新イメージファイルを保持するドライバー更新イメージファイルを保持する USB フラッシュドライブの内容フラッシュドライブの内容

[D]

       この方法を使用すると、ストレージデバイスには単一のファイルのみが含まれることに注意してくこの方法を使用すると、ストレージデバイスには単一のファイルのみが含まれることに注意してく
ださい。これは、多くのファイルを含むださい。これは、多くのファイルを含む CD やや DVD などの形式のドライバーディスクとは異なりまなどの形式のドライバーディスクとは異なりま
す。す。ISO イメージファイルには、通常ドライバーディスクにあるすべてのファイルが含まれます。イメージファイルには、通常ドライバーディスクにあるすべてのファイルが含まれます。
      

       インストール中にドライバーの更新を手動で選択する方法については、インストール中にドライバーの更新を手動で選択する方法については、「インストーラーによるド「インストーラーによるド
ライバー更新のプロンプトの表示」ライバー更新のプロンプトの表示」 およびおよび 「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用
する」する」 を参照してください。を参照してください。
      

       自動インストールの場合は、コピーするのではなく、ストレージデバイスのルートディレクトリー自動インストールの場合は、コピーするのではなく、ストレージデバイスのルートディレクトリー
にに ISO を抽出する必要があります。を抽出する必要があります。ISO のコピーは、手動インストールでのみ有効です。また、デバイのコピーは、手動インストールでのみ有効です。また、デバイ
スのファイルシステムラベルをスのファイルシステムラベルを OEMDRV に変更する必要があります。に変更する必要があります。
      

       インストールプログラムは、ドライバーの更新用に抽出されたインストールプログラムは、ドライバーの更新用に抽出された ISO を自動的に検査し、検出したもを自動的に検査し、検出したも
のをすべて読み込みます。この動作は、デフォルトで有効になっているのをすべて読み込みます。この動作は、デフォルトで有効になっている dlabel=on 起動オプションに起動オプションに
よって制御されます。よって制御されます。「インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする」「インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする」 
を参照してください。を参照してください。
      

6.2.2. ドライバー更新用ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスクファイルを提供するディスク (CD またはまたは DVD) の準備の準備

      CD またはまたは DVD にドライバー更新ディスクを作成できます。にドライバー更新ディスクを作成できます。
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6.2.2.1. CD またはまたは DVD でのドライバー更新ディスクの作成でのドライバー更新ディスクの作成

重要重要

        CD/DVD Creator はは GNOME デスクトップの一部です。別のデスクトップの一部です。別の Linux デスクトップ、デスクトップ、
または別のオペレーティングシステムを使用する場合は、別のソフトウェアを使用してまたは別のオペレーティングシステムを使用する場合は、別のソフトウェアを使用して 
CD またはまたは DVD を作成する必要があります。手順は通常同様です。を作成する必要があります。手順は通常同様です。
       

        選択したソフトウェアが、イメージファイルから選択したソフトウェアが、イメージファイルから CD またはまたは DVD を作成できるこを作成できるこ
とを確認します。これは、ほとんどのとを確認します。これは、ほとんどの CD およびおよび DVD 書き込みソフトウェアに当てはま書き込みソフトウェアに当てはま
りますが、例外が存在します。りますが、例外が存在します。burn from image or similar というラベルが付いたボタというラベルが付いたボタ
ンまたはメニューエントリーを探します。ソフトウェアにこの機能がない場合や、ソフンまたはメニューエントリーを探します。ソフトウェアにこの機能がない場合や、ソフ
トウェアを選択しない場合、作成されるディスクはイメージファイルのコンテンツではトウェアを選択しない場合、作成されるディスクはイメージファイルのコンテンツでは
なくイメージファイル自体のみを保持します。なくイメージファイル自体のみを保持します。
       

1. 
         デスクトップファイルマネージャーを使用して、デスクトップファイルマネージャーを使用して、Red Hat またはハードウェアベンダーかまたはハードウェアベンダーか
ら提供されたドライバーディスクのら提供されたドライバーディスクの ISO イメージファイルを見つけます。イメージファイルを見つけます。
        

図図6.2 ファイルマネージャーウィンドウに表示される通常のファイルマネージャーウィンドウに表示される通常の .iso ファイルファイル

[D]

2. 
         このファイルを右クリックし、このファイルを右クリックし、Write to disc を選択します。以下のようなウィンドウが表を選択します。以下のようなウィンドウが表
示されます。示されます。
        

図図6.3 CD/DVD クリエーターのクリエーターの Disc への書き込みダイアログへの書き込みダイアログ
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図図6.3 CD/DVD クリエーターのクリエーターの Disc への書き込みダイアログへの書き込みダイアログ

[D]

3. 
         Write ボタンをクリックします。空のディスクがドライブにない場合は、ボタンをクリックします。空のディスクがドライブにない場合は、CD/DVD 作成者作成者
によりディスクによりディスク を挿入するように求められます。を挿入するように求められます。
        

       ドライバー更新用ディスクのドライバー更新用ディスクの CD またはまたは DVD を作成したら、システムにディスクを挿入し、ファを作成したら、システムにディスクを挿入し、ファ
イルマネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。イルマネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。rhdd3 という名前のという名前の
ファイルと、ファイルと、rpms という名前のディレクトリーが表示されるはずです。という名前のディレクトリーが表示されるはずです。
      

図図6.4 CD またはまたは DVD 上の一般的なドライバー更新ディスクの内容上の一般的なドライバー更新ディスクの内容
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図図6.4 CD またはまたは DVD 上の一般的なドライバー更新ディスクの内容上の一般的なドライバー更新ディスクの内容

[D]

       末尾が末尾が .iso のファイルがのファイルが 1 つしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないので作成し直しつしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないので作成し直し
てください。てください。GNOME 以外の以外の Linux デスクトップやデスクトップや Linux 以外のオペレーティングシステムを使用し以外のオペレーティングシステムを使用し
ている場合は、ている場合は、イメージの書き込みイメージの書き込み などのオプションを選択しているか確認してください。などのオプションを選択しているか確認してください。
      

       インストール中にドライバー更新ディスクを使用する方法については、インストール中にドライバー更新ディスクを使用する方法については、「インストーラーによるド「インストーラーによるド
ライバー更新のプロンプトの表示」ライバー更新のプロンプトの表示」 およびおよび 「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用
する」する」 を参照してください。を参照してください。
      

6.2.3. 初期初期 RAM ディスク更新の準備ディスク更新の準備

重要重要

       これは、他の方法でドライバーの更新を実行できない場合にのみ考慮する必要があこれは、他の方法でドライバーの更新を実行できない場合にのみ考慮する必要があ
る高度な手順です。る高度な手順です。
      

      Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムは、インストールプログラムは、RAM ディスクからインストールプロセスディスクからインストールプロセス
の初期段階で更新を読み込むことができます。これは、ディスクの初期段階で更新を読み込むことができます。これは、ディスク であるかのように一時的に動作するコであるかのように一時的に動作するコ
ンピューターのメモリー領域です。これと同じ機能を使用して、ドライバーの更新を読み込むことがでンピューターのメモリー領域です。これと同じ機能を使用して、ドライバーの更新を読み込むことがで
きます。インストール時にドライバーの更新を実行するには、コンピューターがきます。インストール時にドライバーの更新を実行するには、コンピューターが PXE ( preboot 
execution environment )サーバーから起動でき、サーバーから起動でき、PXE サーバーがネットワーク上で利用可能である必サーバーがネットワーク上で利用可能である必
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要があります。インストール時に要があります。インストール時に PXE を使用する方法については、を使用する方法については、30章章インストールサーバーのセッインストールサーバーのセッ
トアップトアップ を参照してください。を参照してください。
     

      PXE サーバーでドライバーの更新を利用できるようにするには、以下を実行します。サーバーでドライバーの更新を利用できるようにするには、以下を実行します。
     

1. 
        ドライバー更新イメージファイルをインストールサーバーに配置します。通常、これは、ドライバー更新イメージファイルをインストールサーバーに配置します。通常、これは、
Red Hat またはハードウェアベンダーが指定するインターネット上の場所からサーバーにダウまたはハードウェアベンダーが指定するインターネット上の場所からサーバーにダウ
ンロードすることで行います。ドライバー更新イメージファイルの名前は、ンロードすることで行います。ドライバー更新イメージファイルの名前は、.iso で終わりまで終わりま
す。す。
       

2. 
        ドライバー更新イメージファイルをドライバー更新イメージファイルを /tmp/initrd_update ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

3. 
        ドライバー更新イメージファイルの名前をドライバー更新イメージファイルの名前を dd.img に変更します。に変更します。
       

4. 
        コマンドラインで、コマンドラインで、/tmp/initrd_update ディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力ディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力
して、して、Enter を押します。を押します。
       

find . | cpio --quiet -o -H newc | gzip -9 >/tmp/initrd_update.img

5. 
        /tmp/initrd_update.img ファイルを、インストールに使用するターゲットを保持しているファイルを、インストールに使用するターゲットを保持している
ディレクトリーにコピーします。このディレクトリーは、ディレクトリーにコピーします。このディレクトリーは、/var/lib/tftpboot/pxelinux/ ディレクディレク
トリーにあります。たとえば、トリーにあります。たとえば、/var/lib/tftpboot/pxelinux/rhel6/ は、は、Red Hat Enterprise 
Linux 6 のの PXE ターゲットを保持している可能性があります。ターゲットを保持している可能性があります。
       

6. 
        /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg/default ファイルを編集し、作成した初期ファイルを編集し、作成した初期 RAM 
ディスクの更新を含むエントリーを以下の形式で追加します。ディスクの更新を含むエントリーを以下の形式で追加します。
       

label target-dd
kernel target/vmlinuz
append initrd=target/initrd.img,target/dd.img

        ここで、ここで、target は、インストールに使用するターゲットに置き換えます。は、インストールに使用するターゲットに置き換えます。
       

      インストール時に初期インストール時に初期 RAM ディスクの更新を使用する方法については、ディスクの更新を使用する方法については、「ドライバー更新を含む「ドライバー更新を含む 
PXE ターゲットの選択」ターゲットの選択」 を参照してください。を参照してください。
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例例6.1 ドライバー更新イメージファイルからの初期ドライバー更新イメージファイルからの初期 RAM ディスク更新の準備ディスク更新の準備

       この例では、この例では、driver_update.iso はインターネットからはインターネットから PXE サーバーのディレクトリーにダウサーバーのディレクトリーにダウ
ンロードしたドライバー更新イメージファイルです。ンロードしたドライバー更新イメージファイルです。PXE ブートを行うターゲットブートを行うターゲット
は、は、/var/lib/tftpboot/pxelinux/rhel6/にあります。にあります。
      

       コマンドラインで、ファイルを保持するディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力しまコマンドラインで、ファイルを保持するディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力しま
す。す。
      

$ cp driver_update.iso /tmp/initrd_update/dd.img
$ cd /tmp/initrd_update
$ find . | cpio --quiet -c -o -H newc | gzip -9 >/tmp/initrd_update.img
$ cp /tmp/initrd_update.img /var/lib/tftpboot/pxelinux/rhel6/dd.img

       /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg/default ファイルを編集し、以下のエントリーを追加しファイルを編集し、以下のエントリーを追加し
ます。ます。
      

6.3. インストール中のドライバー更新インストール中のドライバー更新

     インストール中にドライバーの更新は、以下の方法で実行できます。インストール中にドライバーの更新は、以下の方法で実行できます。 
     

        インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索させます。インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索させます。
       

        インストーラーがドライバーの更新を求めるプロンプトを出します。インストーラーがドライバーの更新を求めるプロンプトを出します。
       

        ドライバー更新ディスクを指定するには、起動オプションを使用します。ドライバー更新ディスクを指定するには、起動オプションを使用します。
       

    

6.3.1. インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにするインストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする

      インストールプロセスを開始する前に、ファイルシステムラベルインストールプロセスを開始する前に、ファイルシステムラベル OEMDRV でブロックデバイスをでブロックデバイスを

label rhel6-dd
kernel rhel6/vmlinuz
append initrd=rhe6/initrd.img,rhel6/dd.img
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接続します。インストーラーはデバイスを自動的に検査し、検出したドライバーの更新を読み込み、プ接続します。インストーラーはデバイスを自動的に検査し、検出したドライバーの更新を読み込み、プ
ロセス中にプロンプトを表示しません。インストーラーが検索できるようにストレージデバイスを準備ロセス中にプロンプトを表示しません。インストーラーが検索できるようにストレージデバイスを準備
するには、するには、「ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備」「ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備」 を参照してください。を参照してください。
     

6.3.2. インストーラーによるドライバー更新のプロンプトの表示インストーラーによるドライバー更新のプロンプトの表示

1. 
        選択した方法であれば、通常インストールを開始します。インストーラーがインストール選択した方法であれば、通常インストールを開始します。インストーラーがインストール
プロセスに不可欠なハードウェアのドライバーをロードできない場合（たとえば、ネットワープロセスに不可欠なハードウェアのドライバーをロードできない場合（たとえば、ネットワー
クまたはストレージコントローラーを検出できない場合など）、ドライバー更新ディスクを挿クまたはストレージコントローラーを検出できない場合など）、ドライバー更新ディスクを挿
入するように求められます。入するように求められます。
       

図図6.5 ドライバーが見つかりませんダイアログドライバーが見つかりませんダイアログ

[D]

2. 
        Use a driver disk を選択し、を選択し、「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新
ディスクの場所の指定」ディスクの場所の指定」 を参照してください。を参照してください。
       

6.3.3. ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用するドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用する

重要重要

        この方法は、既存のドライバーを更新せずに、完全に新しいドライバーの導入のみこの方法は、既存のドライバーを更新せずに、完全に新しいドライバーの導入のみ
を行います。を行います。
       

1. 
        インストールプロセスの開始時に、起動プロンプトにインストールプロセスの開始時に、起動プロンプトに linux dd とと 入力入力 し、し、Enter を押しを押し
ます。インストーラーは、ドライバーディスクがあることを確認するように求められます。ます。インストーラーは、ドライバーディスクがあることを確認するように求められます。
       

図図6.6 ドライバーディスクプロンプトドライバーディスクプロンプト
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図図6.6 ドライバーディスクプロンプトドライバーディスクプロンプト

[D]

2. 
        CD、、DVD、または、または USB フラッシュドライブで作成したドライバー更新ディスクを挿入フラッシュドライブで作成したドライバー更新ディスクを挿入
し、し、Yes を選択します。インストーラーは検出できるストレージデバイスを検査します。ドラを選択します。インストーラーは検出できるストレージデバイスを検査します。ドラ
イバーディスクを保持できる場所がイバーディスクを保持できる場所が 1 つしかない場合（たとえば、インストーラーがつしかない場合（たとえば、インストーラーが DVD ドド
ライブの存在を検出しますが、その他のストレージデバイスはない）、その場所で見つかったライブの存在を検出しますが、その他のストレージデバイスはない）、その場所で見つかった
ドライバー更新が自動的に読み込まれます。ドライバー更新が自動的に読み込まれます。
       

        インストーラーがドライバー更新を保持できる複数の場所を見つけると、更新の場所を指インストーラーがドライバー更新を保持できる複数の場所を見つけると、更新の場所を指
定するように求められます。定するように求められます。「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディス「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディス
クの場所の指定」クの場所の指定」を参照してください。を参照してください。
       

6.3.4. ドライバー更新を含むドライバー更新を含む PXE ターゲットの選択ターゲットの選択

1. 
        コンピューターのコンピューターの BIOS または起動メニューでまたは起動メニューで ネットワークブートネットワークブート を選択します。このを選択します。この
オプションを指定する手順は、コンピューターごとに大きく異なります。お使いのコンピューオプションを指定する手順は、コンピューターごとに大きく異なります。お使いのコンピュー
ターに関連する具体的な情報については、ハードウェアのドキュメントまたはハードウェアベターに関連する具体的な情報については、ハードウェアのドキュメントまたはハードウェアベ
ンダーを参照してください。ンダーを参照してください。
       

2. 
        PXE ( preboot execution environment )で、で、PXE サーバーに準備したブートターゲットサーバーに準備したブートターゲット
を選択します。たとえば、を選択します。たとえば、PXE サーバーのサーバーの /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg/default 
ファイルでこの環境ファイルでこの環境 rhel6-dd にラベルを付けた場合は、プロンプトでにラベルを付けた場合は、プロンプトで rhel6-dd とと 入力入力 して、して、
Enter を押します。を押します。
       

      インストール時の更新の実行にインストール時の更新の実行に PXE を使用する手順については、を使用する手順については、「初期「初期 RAM ディスク更新の準ディスク更新の準
備」備」 およびおよび 30章章インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ を参照してください。これは高度な手順であを参照してください。これは高度な手順であ
り、ドライバー更新を実行する他の方法が失敗しない限り、試行しないでください。り、ドライバー更新を実行する他の方法が失敗しない限り、試行しないでください。
     

6.4. ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディスクの場所の指定ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディスクの場所の指定
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     インストーラーが、ドライバー更新を保持できる複数のデバイスを検出すると、正しいデバイスをインストーラーが、ドライバー更新を保持できる複数のデバイスを検出すると、正しいデバイスを
選択するように求められます。ドライバー更新の保存先のデバイスを表すオプションが不明な場合は、選択するように求められます。ドライバー更新の保存先のデバイスを表すオプションが不明な場合は、
正しいオプションを見つけるまで、さまざまなオプションを試してください。正しいオプションを見つけるまで、さまざまなオプションを試してください。
    

図図6.7 ドライバーディスクソースの選択ドライバーディスクソースの選択

[D]

     選択したデバイスに適切な更新メディアが含まれていない場合、インストーラーは別の選択を促し選択したデバイスに適切な更新メディアが含まれていない場合、インストーラーは別の選択を促し
ます。ます。
    

     CD、、DVD、または、または USB フラッシュドライブにドライバー更新ディスクを行うと、インストーラーフラッシュドライブにドライバー更新ディスクを行うと、インストーラー
はドライバーの更新を読み込むようになりました。ただし、選択したデバイスが複数のパーティションはドライバーの更新を読み込むようになりました。ただし、選択したデバイスが複数のパーティション
を含むことができるデバイスのタイプである場合（現在複数のパーティションがあるかどうかに関係なを含むことができるデバイスのタイプである場合（現在複数のパーティションがあるかどうかに関係な
く）、インストーラーはドライバー更新を保持するパーティションを選択するように求める場合がありく）、インストーラーはドライバー更新を保持するパーティションを選択するように求める場合があり
ます。ます。
    

図図6.8 ドライバーディスクパーティションの選択ドライバーディスクパーティションの選択
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図図6.8 ドライバーディスクパーティションの選択ドライバーディスクパーティションの選択

[D]

     インストーラーは、ドライバーの更新が含まれるファイルを指定するよう要求します。インストーラーは、ドライバーの更新が含まれるファイルを指定するよう要求します。
    

図図6.9 ISO イメージの選択イメージの選択

[D]

     ドライバー更新を内部ハードドライブまたはドライバー更新を内部ハードドライブまたは USB ストレージデバイスに保存した場合、これらの画ストレージデバイスに保存した場合、これらの画
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面が表示されます。ドライバーの更新が面が表示されます。ドライバーの更新が CD またはまたは DVD にある場合は、表示されないはずです。にある場合は、表示されないはずです。
    

     イメージファイルまたはドライバー更新ディスクのどちらの形式でドライバーの更新を提供していイメージファイルまたはドライバー更新ディスクのどちらの形式でドライバーの更新を提供してい
るかにかかわらず、インストーラーは適切な更新ファイルを一時的なストレージ領域（ディスク上ではるかにかかわらず、インストーラーは適切な更新ファイルを一時的なストレージ領域（ディスク上では
なく）にコピーするようになりました。インストーラーは、追加のドライバー更新を使用するかどうかなく）にコピーするようになりました。インストーラーは、追加のドライバー更新を使用するかどうか
を尋ねる場合があります。を尋ねる場合があります。Yes を選択すると、追加の更新が順番にロードされます。読み込むドライを選択すると、追加の更新が順番にロードされます。読み込むドライ
バーの更新がない場合は、バーの更新がない場合は、No を選択します。ドライバー更新をリムーバブルメディアに保存した場を選択します。ドライバー更新をリムーバブルメディアに保存した場
合、ディスクまたはデバイスを安全に取り出しまたは切断できるようになりました。インストーラーは合、ディスクまたはデバイスを安全に取り出しまたは切断できるようになりました。インストーラーは
ドライバーの更新を必要としなくなり、他の目的でメディアを再利用できます。ドライバーの更新を必要としなくなり、他の目的でメディアを再利用できます。
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第第7章章 インストーラーの起動インストーラーの起動

7.1. インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、は、32 ビットのビットの x86 システム用のシステム用の UEFI をサポートをサポート
していません。していません。
     

      64 ビットシステムでは、ビットシステムでは、UEFI およびおよび BIOS のブート設定が相互に大きく異なりまのブート設定が相互に大きく異なりま
す。そのため、インストール時に使用されたものと同じファームウェアを使用して、イす。そのため、インストール時に使用されたものと同じファームウェアを使用して、イ
ンストール済みシステムを起動する必要があります。ンストール済みシステムを起動する必要があります。BIOS を使用するシステムにオペを使用するシステムにオペ
レーティングシステムをインストールしてから、レーティングシステムをインストールしてから、UEFI を使用するシステムでこのインスを使用するシステムでこのインス
トールを起動することはできません。トールを起動することはできません。
     

     インストールプログラムを起動するには、まずインストールに必要なリソースがすべて揃っているインストールプログラムを起動するには、まずインストールに必要なリソースがすべて揃っている
ことを確認します。ことを確認します。3章章x86 アーキテクチャーへのインストール計画アーキテクチャーへのインストール計画 をすでに読み終えた方は、その指をすでに読み終えた方は、その指
示に従っていれば、インストールプロセスを開始する準備ができているはずです。開始準備が整ってい示に従っていれば、インストールプロセスを開始する準備ができているはずです。開始準備が整ってい
ることを確認したら、ることを確認したら、Red Hat Enterprise Linux DVD または作成した起動メディアを使用してインスまたは作成した起動メディアを使用してインス
トールプログラムを起動します。トールプログラムを起動します。
    

注記注記

      時折、インストール中に時折、インストール中に ドライバー更新ドライバー更新 を必要とするハードウェアコンポーネントを必要とするハードウェアコンポーネント
があります。ドライバー更新により、インストールプログラムでは対応していないハーがあります。ドライバー更新により、インストールプログラムでは対応していないハー
ドウェアに対応できるようになります。詳細は、ドウェアに対応できるようになります。詳細は、6章章Intel およびおよび AMD システムへのインシステムへのイン
ストール中におけるドライバーの更新ストール中におけるドライバーの更新 を参照してください。を参照してください。
     

7.1.1. x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログラムの起動システムでのインストールプログラムの起動

      以下のメディアのいずれかを使用してインストールプログラムを起動できます（システムがサポー以下のメディアのいずれかを使用してインストールプログラムを起動できます（システムがサポー
トできる内容により異なります）。トできる内容により異なります）。
     

        Red Hat Enterprise Linux DVD - お使いのマシンは起動可能なお使いのマシンは起動可能な DVD ドライブをサポートドライブをサポート
し、し、Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD がある。がある。
       

        Boot CD-ROM - マシンは起動可能なマシンは起動可能な CD-ROM ドライブをサポートし、ネットワークまたドライブをサポートし、ネットワークまた
はハードドライブのインストールを実行します。はハードドライブのインストールを実行します。
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        USB フラッシュドライブフラッシュドライブ: お使いのマシンはお使いのマシンは USB デバイスからのブートをサポートしまデバイスからのブートをサポートしま
す。す。
       

        ネットワーク経由のネットワーク経由の PXE ブート：マシンはネットワークブート：マシンはネットワーク からの起動をサポートします。からの起動をサポートします。
これは高度なインストールパスです。この方法の詳細については、これは高度なインストールパスです。この方法の詳細については、30章章インストールサーバーインストールサーバー
のセットアップのセットアップ を参照してください。を参照してください。
       

重要重要

       Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、は、32 ビットのビットの x86 システム用のシステム用の UEFI をサポートをサポート
していません。していません。
      

       64 ビットシステムでは、ビットシステムでは、UEFI およびおよび BIOS のブート設定が相互に大きく異なりまのブート設定が相互に大きく異なりま
す。そのため、インストール時に使用されたものと同じファームウェアを使用して、イす。そのため、インストール時に使用されたものと同じファームウェアを使用して、イ
ンストール済みシステムを起動する必要があります。ンストール済みシステムを起動する必要があります。BIOS を使用するシステムにオペを使用するシステムにオペ
レーティングシステムをインストールしてから、レーティングシステムをインストールしてから、UEFI を使用するシステムでこのインスを使用するシステムでこのインス
トールを起動することはできません。トールを起動することはできません。
      

      Red Hat Enterprise Linux DVD から、または最小限の起動メディアからインストールプログラムをから、または最小限の起動メディアからインストールプログラムを
起動するには、以下の手順に従います。起動するには、以下の手順に従います。
     

1. 
        インストールに必要のない外部インストールに必要のない外部 FireWire またはまたは USB ディスクを切断します。詳細ディスクを切断します。詳細
は、は、「「FireWire およびおよび USB ディスク」ディスク」 を参照してください。を参照してください。
       

2. 
        コンピューターシステムの電源を入れます。コンピューターシステムの電源を入れます。
       

3. 
        コンピューターにメディアを挿入します。コンピューターにメディアを挿入します。
       

4. 
        起動メディアが挿入された状態でコンピューターの電源をオフにします。起動メディアが挿入された状態でコンピューターの電源をオフにします。
       

5. 
        コンピューターシステムの電源を入れます。コンピューターシステムの電源を入れます。
       

      ブートブート CD-ROM を作成するか、起動またはインストール用にを作成するか、起動またはインストール用に USB フラッシュドライブを準備するフラッシュドライブを準備する
には、には、「最小ブートメディアの作成」「最小ブートメディアの作成」 を参照してください。を参照してください。
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      ブートメディアを挿入し、システムを再起動します。ブートメディアを挿入し、システムを再起動します。
     

      メディアから起動するには、特定のキーまたはキーの組み合わせを押す必要がある場合がありまメディアから起動するには、特定のキーまたはキーの組み合わせを押す必要がある場合がありま
す。ほとんどのコンピューターでは、コンピューターをオンにするとすぐに画面に一時的にメッセージす。ほとんどのコンピューターでは、コンピューターをオンにするとすぐに画面に一時的にメッセージ
が表示されます。通常、これはが表示されます。通常、これは Press F10 のようにブートデバイスを選択のようにブートデバイスを選択 しますが、特定の単語やしますが、特定の単語や
キーがコンピューターごとに大きく異なります。お使いのコンピューターまたはマザーボードのドキュキーがコンピューターごとに大きく異なります。お使いのコンピューターまたはマザーボードのドキュ
メントを参照するか、ハードウェアの製造元やベンダーからのサポートを受けることができます。メントを参照するか、ハードウェアの製造元やベンダーからのサポートを受けることができます。
     

      コンピューターの起動時にブートデバイスを選択できない場合は、メディアから起動するようにシコンピューターの起動時にブートデバイスを選択できない場合は、メディアから起動するようにシ
ステムのステムのBIOS( Basic Input/Output System )を設定する必要がある場合があります。を設定する必要がある場合があります。
     

      x86、、AMD64、または、または Intel 64 システムでシステムで BIOS 設定を変更するには、コンピューターの初回起動設定を変更するには、コンピューターの初回起動
時にディスプレイに記載されている手順を確認します。テキストの行が表示され、どのキーを押して時にディスプレイに記載されている手順を確認します。テキストの行が表示され、どのキーを押して 
BIOS 設定を入力するかを指示します。設定を入力するかを指示します。
     

      BIOS セットアッププログラムを入力したら、ブートシーケンスを変更できるセクションを見つけセットアッププログラムを入力したら、ブートシーケンスを変更できるセクションを見つけ
ます。デフォルトは頻繁にます。デフォルトは頻繁に C、、A、または、または A です（ハードドライブです（ハードドライブ [C] またはまたは diskette ドライブドライブ [A] かか
ら起動するかによって異なります）。このシーケンスを変更して、ら起動するかによって異なります）。このシーケンスを変更して、DVD がブート順序の最初のものでがブート順序の最初のもので
あり、あり、C またはまたは A （通常の起動デフォルト）が（通常の起動デフォルト）が 2 番目の値になるように変更します。これにより、最番目の値になるように変更します。これにより、最
初に起動可能なメディア用の初に起動可能なメディア用の DVD ドライブを確認するように指示されます。ドライブを確認するように指示されます。DVD ドライブに起動可能ドライブに起動可能
なメディアが見つからない場合は、ハードドライブまたはディスケットドライブを確認します。なメディアが見つからない場合は、ハードドライブまたはディスケットドライブを確認します。
     

      BIOS を終了する前に変更を保存します。詳細は、お使いのシステムに記載されているドキュメンを終了する前に変更を保存します。詳細は、お使いのシステムに記載されているドキュメン
トを参照してください。トを参照してください。
     

      しばらくすると、グラフィカルな起動画面が表示されます。この画面には、さまざまな起動オプしばらくすると、グラフィカルな起動画面が表示されます。この画面には、さまざまな起動オプ
ションの情報が含まれています。最初のションの情報が含まれています。最初の 1 分以内に操作を行わない場合には、インストールプログラム分以内に操作を行わない場合には、インストールプログラム
が自動的に開始されます。この画面で利用可能なオプションの説明は、が自動的に開始されます。この画面で利用可能なオプションの説明は、「ブートメニュー」「ブートメニュー」 を参照してを参照して
ください。ください。
     

      あるいは、あるいは、Esc キーを押してキーを押して boot: プロンプトにアクセスします。ここでは、プロンプトにアクセスします。ここでは、「追加の起動オプ「追加の起動オプ
ション」ション」 で説明されているように、追加の起動オプションを入力できます。で説明されているように、追加の起動オプションを入力できます。
     

重要重要

       起動シーケンス中の過剰な入力（マウスの繰り返しクリックなど）により、インス起動シーケンス中の過剰な入力（マウスの繰り返しクリックなど）により、インス
トーラーがインストールプロセスでキーボード入力を無視する可能性があります。トーラーがインストールプロセスでキーボード入力を無視する可能性があります。
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7.1.2. ブートメニューブートメニュー

      ブートメディアには、複数のオプションを含むグラフィカルな起動メニューが表示されます。ブートメディアには、複数のオプションを含むグラフィカルな起動メニューが表示されます。60 秒秒
以内にキーが到達しないと、デフォルトの起動オプションが実行されます。デフォルトを選択するに以内にキーが到達しないと、デフォルトの起動オプションが実行されます。デフォルトを選択するに
は、タイマーが実行するのを待つか、キーボードのは、タイマーが実行するのを待つか、キーボードの Enter を押します。デフォルトとは異なるオプショを押します。デフォルトとは異なるオプショ
ンを選択するには、キーボードの矢印キーを使用して、正しいオプションが強調表示されたらンを選択するには、キーボードの矢印キーを使用して、正しいオプションが強調表示されたら Enter をを
押します。特定のオプションの起動オプションをカスタマイズする場合は、押します。特定のオプションの起動オプションをカスタマイズする場合は、Tab キーを押します。カスキーを押します。カス
タムの起動オプションを指定するタムの起動オプションを指定する boot: プロンプトにアクセスするには、プロンプトにアクセスするには、Esc キーを押して、キーを押して、「追加の「追加の
起動オプション」起動オプション」 を参照してください。を参照してください。
     

図図7.1 起動画面起動画面

[D]

      一般的な起動オプションの一覧および説明は、一般的な起動オプションの一覧および説明は、28章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
     

      起動メニューのオプションは、以下のようになります。起動メニューのオプションは、以下のようになります。
     

既存のシステムのインストールまたはアップグレード既存のシステムのインストールまたはアップグレード

         このオプションがデフォルトです。グラフィカルインストールプログラムを使用してコンこのオプションがデフォルトです。グラフィカルインストールプログラムを使用してコン
ピューターシステムにピューターシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、このオプションを選をインストールする場合は、このオプションを選
択します。択します。
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基本的なビデオドライバーを使用したシステムのインストール基本的なビデオドライバーを使用したシステムのインストール

         このオプションを使用すると、インストールプログラムがビデオカードに適したドライバーをこのオプションを使用すると、インストールプログラムがビデオカードに適したドライバーを
読み込むことができない場合でも、グラフィカルモードで読み込むことができない場合でも、グラフィカルモードで Red Hat Enterprise Linux をインストーをインストー
ルできます。ルできます。インストールまたは既存のシステムオプションの使用時に画面が破棄されたり、空欄インストールまたは既存のシステムオプションの使用時に画面が破棄されたり、空欄
になったりする場合はになったりする場合は、コンピューターを再起動して、代わりにこのオプションを試してくださ、コンピューターを再起動して、代わりにこのオプションを試してくださ
い。い。
        

 

レスキューインストールシステムレスキューインストールシステム

         正常に起動できないインストール済みの正常に起動できないインストール済みの Red Hat Enterprise Linux システムで問題を修復すシステムで問題を修復す
るには、このオプションを選択します。るには、このオプションを選択します。Red Hat Enterprise Linux は、非常に安定したコンピューは、非常に安定したコンピュー
ティングプラットフォームですが、起動を妨げるような問題が発生する可能性はあります。このレティングプラットフォームですが、起動を妨げるような問題が発生する可能性はあります。このレ
スキュー環境には、こうした多様な問題を修復するためのユーティリティープログラムが用意されスキュー環境には、こうした多様な問題を修復するためのユーティリティープログラムが用意され
ています。ています。
        

 

Boot from local drive

         インストールが完了したインストールが完了した 1 番目のディスクからシステムを起動するオプションです。誤ってこ番目のディスクからシステムを起動するオプションです。誤ってこ
のディスクを起動した場合は、このオプションを使用して、インストーラーを起動せずにすぐにのディスクを起動した場合は、このオプションを使用して、インストーラーを起動せずにすぐに
ハードディスクから起動します。ハードディスクから起動します。
        

 

注記注記

       インストールを中断するには、インストールを中断するには、Ctrl+Alt+Del を押すか、電源スイッチでコンピューを押すか、電源スイッチでコンピュー
ターをオフにします。ターをオフにします。 Write partitioning to disk 画面で、ディスクへの書き込みの変更画面で、ディスクへの書き込みの変更
を選択する前にを選択する前に、いつでもインストールプロセスを中止できます。、いつでもインストールプロセスを中止できます。Red Hat Enterprise 
Linux は、その時点までコンピューターに永続的な変更を加えません。パーティションは、その時点までコンピューターに永続的な変更を加えません。パーティション
設定後にインストールを停止すると、コンピューターを使用できなくなった可能性があ設定後にインストールを停止すると、コンピューターを使用できなくなった可能性があ
ることに注意してください。ることに注意してください。
      

7.1.3. 追加の起動オプション追加の起動オプション

      DVD を使用して起動してグラフィカルインストールを行うのが最も簡単ですが、別の方法で起動すを使用して起動してグラフィカルインストールを行うのが最も簡単ですが、別の方法で起動す
るインストールシナリオが必要になる場合があります。このセクションでは、るインストールシナリオが必要になる場合があります。このセクションでは、Red Hat Enterprise 
Linux で利用可能な追加の起動オプションを説明します。で利用可能な追加の起動オプションを説明します。
     

      x86、、AMD64、または、または Intel 64 システムのブートローダーにオプションを渡すには、システムの起システムのブートローダーにオプションを渡すには、システムの起
動時に動時に Esc キーを押します。キーを押します。boot: プロンプトが表示されます。ここでは、以下で説明するブートロープロンプトが表示されます。ここでは、以下で説明するブートロー
ダーオプションを使用できます。ダーオプションを使用できます。
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注記注記

       このセクションで説明されていない追加の起動オプションは、このセクションで説明されていない追加の起動オプションは、28章章起動オプション起動オプション 
を参照してください。を参照してください。
      

          テキストモードのインストールを実行するには、インストールブートプロンプトで以下テキストモードのインストールを実行するには、インストールブートプロンプトで以下
を入力します。を入力します。
       

linux text

          インストールソースを指定するには、インストールソースを指定するには、linux repo= オプションを使用します。以下に例をオプションを使用します。以下に例を
示します。示します。
       

linux repo=cdrom:device

linux repo=ftp://username:password@URL

linux repo=http://URL

linux repo=hd:device

linux repo=nfs:options:server:/path

linux repo=nfsiso:options:server:/path

        この例では、この例では、cdrom はは CD またはまたは DVD ドライブを指し、ドライブを指し、ftp はは FTP がアクセス可能な場がアクセス可能な場
所を指し、所を指し、hd はハードドライブのパーティションでアクセス可能なはハードドライブのパーティションでアクセス可能な ISO イメージファイルをイメージファイルを
指します。指します。nfs はは NFS がアクセス可能なインストールファイルの展開ツリーを指し、がアクセス可能なインストールファイルの展開ツリーを指し、nfsiso はは 
NFS がアクセス可能ながアクセス可能な ISO イメージファイルを指します。イメージファイルを指します。
       

           ISO イメージにはイメージには SHA256 チェックサムが埋め込まれています。チェックサムが埋め込まれています。ISO イメージのチェッイメージのチェッ
クサムの整合性をテストするには、インストールブートプロンプトで以下を入力します。クサムの整合性をテストするには、インストールブートプロンプトで以下を入力します。
       

linux mediacheck

        インストールプログラムにより、インストールプログラムにより、DVD を挿入したり、テストするを挿入したり、テストする ISO イメージを選択しイメージを選択し
たり、たり、OK を選択してチェックサム操作を実行するように求められます。このチェックサム操を選択してチェックサム操作を実行するように求められます。このチェックサム操
作は、任意の作は、任意の Red Hat Enterprise Linux DVD で実行できます。ダウンロードしたで実行できます。ダウンロードした ISO イメーイメー
ジから作成されたジから作成された Red Hat Enterprise Linux DVD でこの操作を実行することが強く推奨されでこの操作を実行することが強く推奨され
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ます。このコマンドは、ます。このコマンドは、DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で機のインストール方法で機
能します。能します。
       

            順次モード順次モード でインストールを実行する必要がある場合は、以下のコマンドを入力しまでインストールを実行する必要がある場合は、以下のコマンドを入力しま
す。す。
       

linux console=<device>

        テキストモードのインストールの場合は、以下を使用します。テキストモードのインストールの場合は、以下を使用します。
       

linux text console=<device>

        上記のコマンドでは、上記のコマンドでは、& lt;device& gt; は、使用しているデバイスは、使用しているデバイス(ttyS0、、ttyS1 などなど)でで
ある必要があります。たとえば、ある必要があります。たとえば、linux テキストテキスト console=ttyS0 です。です。
       

        ターミナルがターミナルが UTF-8 をサポートしている場合、シリアルターミナルを使用したテキストをサポートしている場合、シリアルターミナルを使用したテキスト
モードのインストールは最適に機能します。モードのインストールは最適に機能します。UNIX およびおよび Linux では、では、Kermit はは UTF-8 をサをサ
ポートします。ポートします。Windows の場合は、の場合は、Kermit '95 が正常に機能します。非が正常に機能します。非 UTF-8 対応ターミナ対応ターミナ
ルは、インストールプロセス中に英語のみが使用されている限り機能します。インストールプルは、インストールプロセス中に英語のみが使用されている限り機能します。インストールプ
ログラムにブート時のオプションとしてログラムにブート時のオプションとして utf8 コマンドを渡すと、強化されたシリアルディスプコマンドを渡すと、強化されたシリアルディスプ
レイを使用できます。以下に例を示します。レイを使用できます。以下に例を示します。
       

linux console=ttyS0 utf8

7.1.3.1. カーネルオプションカーネルオプション

       オプションはカーネルに渡すこともできます。たとえば、オプションはカーネルに渡すこともできます。たとえば、USB ストレージデバイスからストレージデバイスから anaconda 
インストールプログラムの更新を適用するには、次のコマンドを実行します。インストールプログラムの更新を適用するには、次のコマンドを実行します。
      

linux updates

       テキストモードのインストールの場合は、以下を使用します。テキストモードのインストールの場合は、以下を使用します。
      

linux text updates

       このコマンドにより、このコマンドにより、anaconda の更新が含まれるデバイスへのパスを求めるプロンプトが出されの更新が含まれるデバイスへのパスを求めるプロンプトが出され
ます。ネットワークインストールを実行し、サーバー上のます。ネットワークインストールを実行し、サーバー上の rhupdates/ にに updates イメージコンテンツイメージコンテンツ
を配置している場合は、これは必要ありません。を配置している場合は、これは必要ありません。
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       オプションを入力したら、オプションを入力したら、Enter を押してそれらのオプションを使用して起動します。を押してそれらのオプションを使用して起動します。
      

       ハードウェアを識別するために起動オプションを指定する必要がある場合は、書き留めてくださハードウェアを識別するために起動オプションを指定する必要がある場合は、書き留めてくださ
い。起動オプションは、インストールのブートローダー設定部分時に必要になります（詳細い。起動オプションは、インストールのブートローダー設定部分時に必要になります（詳細
は、は、「「x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定」ブートローダーの設定」  を参照してください）。を参照してください）。
      

       カーネルオプションの詳細は、カーネルオプションの詳細は、28章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
      

7.2.  異なるソースからのインストール異なるソースからのインストール 

     Red Hat Enterprise Linux は、ハードディスクに保存されているは、ハードディスクに保存されている ISO イメージからインストールすイメージからインストールす
るか、るか、NFS、、FTP、、HTTP、、HTTPS メソッドを使用してネットワークからインストールできます。ハーメソッドを使用してネットワークからインストールできます。ハー
ドディスクやネットワークサーバーからのデータ読み込みはドディスクやネットワークサーバーからのデータ読み込みは DVD からの読み込みよりも高速なため、からの読み込みよりも高速なため、
経験豊富なユーザーはこれらの方法をよく使用します。経験豊富なユーザーはこれらの方法をよく使用します。
    

     以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約していま以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約していま
す。す。
    

表表7.1 起動方法およびインストールソース起動方法およびインストールソース

 起動方法起動方法  インストールソースインストールソース 

 インストールインストール DVD  DVD、ネットワーク、またはハードディスク、ネットワーク、またはハードディスク 

 インストールインストール USB フラッシュドライブフラッシュドライブ   インストールインストール DVD、ネットワーク、または、ネットワーク、または
ハードディスクハードディスク 

 最小限の起動最小限の起動 CD またはまたは USB、レスキュー、レスキュー CD  ネットワークまたはハードディスクネットワークまたはハードディスク 

     システムを起動したメディア以外の場所からインストールする方法は、システムを起動したメディア以外の場所からインストールする方法は、「インストール方法の選「インストール方法の選
択」択」 を参照してください。を参照してください。
    

7.3. PXE を使ったネットワークからの起動を使ったネットワークからの起動

     起動方法起動方法  PXE、適切に設定されたサーバー、および、適切に設定されたサーバー、および PXE に対応するコンピューターのネットワーに対応するコンピューターのネットワー
クインターフェイスが必要です。クインターフェイスが必要です。PXE サーバーの設定方法は、サーバーの設定方法は、30章章インストールサーバーのセットインストールサーバーのセット
アップアップ を参照してください。を参照してください。
    

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

64



     ネットワークインターフェイスから起動するようコンピューターを設定します。このオプションはネットワークインターフェイスから起動するようコンピューターを設定します。このオプションは 
BIOS にあり、にあり、Network Boot またはまたは Boot Services というラベルが付けられる場合があります。というラベルが付けられる場合があります。PXE 
ブートを適切に設定すると、コンピューターは他のメディアがなくてもブートを適切に設定すると、コンピューターは他のメディアがなくても Red Hat Enterprise Linux イイ
ンストールシステムを起動できます。ンストールシステムを起動できます。
    

     PXE サーバーからコンピューターを起動するには、以下を実行します。サーバーからコンピューターを起動するには、以下を実行します。
    

1. 
       ネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオンネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオン
になっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンにになっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンに
なっているはずです。なっているはずです。
      

2. 
       コンピューターの電源を入れます。コンピューターの電源を入れます。
      

3. 
       メニュー画面が表示されます。目的のオプションに該当する数字キーを押します。メニュー画面が表示されます。目的のオプションに該当する数字キーを押します。
      

     PC がが netboot サーバーから起動しない場合は、サーバーから起動しない場合は、BIOS が正しいネットワークインターフェイスからが正しいネットワークインターフェイスから
最初に起動するように設定されていることを確認してください。最初に起動するように設定されていることを確認してください。BIOS システムの中には、起動デバイシステムの中には、起動デバイ
スとしてネットワークインタフェースが指定されているにもかかわらず、スとしてネットワークインタフェースが指定されているにもかかわらず、PXE 規格に対応していないも規格に対応していないも
のがあります。詳細は、ハードウェアのドキュメントを参照してください。のがあります。詳細は、ハードウェアのドキュメントを参照してください。
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注記注記

      複数のネットワークインターフェイスを持つサーバーによっては、ファームウェアイ複数のネットワークインターフェイスを持つサーバーによっては、ファームウェアイ
ンターフェイスがそれを認識するため、ンターフェイスがそれを認識するため、eth0 を最初のネットワークインターフェイスにを最初のネットワークインターフェイスに
割り当てないものもあります。これにより、インストーラーは、割り当てないものもあります。これにより、インストーラーは、PXE で使用されていたで使用されていた
ネットワークインターフェイスとは異なるネットワークインターフェイスを使用しようネットワークインターフェイスとは異なるネットワークインターフェイスを使用しよう
とする可能性があります。この動作を変更するには、とする可能性があります。この動作を変更するには、pxelinux.cfg/* 設定ファイルで以下設定ファイルで以下
を使用します。を使用します。
     

      上記の設定オプションにより、インストーラーはファームウェアインターフェイスと上記の設定オプションにより、インストーラーはファームウェアインターフェイスと 
PXE が使用するのと同じネットワークインターフェイスを使用します。以下のオプショが使用するのと同じネットワークインターフェイスを使用します。以下のオプショ
ンを使用することもできます。ンを使用することもできます。
     

      このオプションを使用すると、インストーラーは、ネットワークスイッチにリンクさこのオプションを使用すると、インストーラーは、ネットワークスイッチにリンクさ
れている最初に検出されたネットワークデバイスを使用します。れている最初に検出されたネットワークデバイスを使用します。
     

IPAPPEND 2
APPEND ksdevice=bootif

ksdevice=link
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第第8章章 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定

    グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必
要があります。要があります。
   

8.1. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

重要重要

      グラフィカルインターフェイスを使用してグラフィカルインターフェイスを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストーをインストー
ルすることが推奨されます。グラフィカルディスプレイのないシステムにルすることが推奨されます。グラフィカルディスプレイのないシステムに Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする場合は、をインストールする場合は、VNC 接続でのインストールを検討してく接続でのインストールを検討してく
ださい。ださい。31章章VNC 経由でのインストール経由でのインストール を参照してください。を参照してください。VNC 接続を介したイン接続を介したイン
ストールが可能なシステムで、ストールが可能なシステムで、anaconda がテキストモードでインストールすることをがテキストモードでインストールすることを
検知した場合に、インストール時にオプションが制限されても、検知した場合に、インストール時にオプションが制限されても、anaconda によりテキによりテキ
ストモードでのインストールを決定するように求められます。ストモードでのインストールを決定するように求められます。
     

      システムにグラフィカルディスプレイがあるものの、グラフィカルインストールが失システムにグラフィカルディスプレイがあるものの、グラフィカルインストールが失
敗した場合は、敗した場合は、xdriver=vesa オプションを指定して起動してみてください。を参照してオプションを指定して起動してみてください。を参照して
ください。ください。 28章章起動オプション起動オプション
     

     ローダーと後続のローダーと後続の anaconda はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示
される画面上のされる画面上の ウィジェットウィジェット のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。図図
8.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」およびおよび 図図8.2「「言語言語
の選択の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」 は、インストールプロセス時に画面には、インストールプロセス時に画面に
表示されるウィジェットを示しています。表示されるウィジェットを示しています。
    

注記注記

      グラフィカルインストールモードで対応しているすべての言語もテキストモードで対グラフィカルインストールモードで対応しているすべての言語もテキストモードで対
応しているわけではありません。特に、ラテンや応しているわけではありません。特に、ラテンや Cyrillic alphabets 以外の文字セット以外の文字セット
で書かれた言語は、テキストモードでは利用できません。テキストモードでサポートさで書かれた言語は、テキストモードでは利用できません。テキストモードでサポートさ
れていない文字セットで書かれた言語を選択すると、インストールプログラムが、英語れていない文字セットで書かれた言語を選択すると、インストールプログラムが、英語
バージョンの画面を表示します。バージョンの画面を表示します。
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図図8.1 URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェットにあるように、インストールプログラムのウィジェット

[D]

図図8.2 言語の選択言語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェットウィジェット

[D]

     ウィジェットには以下が含まれます。ウィジェットには以下が含まれます。
    

       window: Windows （通常はマニュアルの（通常はマニュアルの ダイアログダイアログ と呼ばれます）は、インストールプと呼ばれます）は、インストールプ
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ロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることがロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることが
できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終
了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。
      

       チェックボックスチェックボックス - チェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能にチェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能に
なります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）のなります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）の
いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、Space を押して機能を押して機能
を選択または選択解除します。を選択または選択解除します。
      

       テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領
域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。
      

       テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時
折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま
す。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報がす。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報が
含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた
場合は、場合は、Up およびおよび Down の矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールできの矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールでき
ます。現在の位置は、ます。現在の位置は、# 文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー
が上に移動し、スクロールダウンします。が上に移動し、スクロールダウンします。
      

       スクロールバースクロールバー - ウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフ
レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用
すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。
      

       ボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要なボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要な
方法です。方法です。Tab キーおよびキーおよび Enter キーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストーキーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストー
ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。
      

       カーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およカーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およ
び対話）に使用されます。カーソルがび対話）に使用されます。カーソルが widget からから widget に移動すると、ウィジェットが色をに移動すると、ウィジェットが色を
変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり
ます。ます。図図8.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」 でで
は、カーソルはは、カーソルは Enable HTTP proxy チェックボックスに配置されます。チェックボックスに配置されます。図図8.2「「言語の選択言語の選択 でで
表示されるインストールプログラムの表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」OK ボタンにカーソルを表示します。ボタンにカーソルを表示します。
      

8.1.1. キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動

      インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。
カーソルを移動するには、カーソルを移動するには、左、左、右右 、、Up、および、および Down の矢印キーを使用します。の矢印キーを使用します。Tab、、Shift:Tab をを
使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画
面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。
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      ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例：ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例： Tab を使用）、を使用）、Space またはまたは 
Enter を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動
し、し、Enter を押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスにを押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスに
移動し、移動し、Space を押して項目を選択します。選択を解除するには、を押して項目を選択します。選択を解除するには、Space をを 2 回押します。回押します。
     

      F12 を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。OK ボタンを押すのと同じです。ボタンを押すのと同じです。
     

警告警告

       ダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセスダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセス
時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性
があります）。があります）。
      

8.2. 言語の選択言語の選択

     キーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択しますキーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択します( 図図8.3「言「言
語の選択」語の選択」を参照してくださいを参照してください)。選択した言語が強調表示されたら、。選択した言語が強調表示されたら、Tab キーを押してキーを押して OK ボタンにボタンに
移動し、移動し、Enter キーを押して選択を確定します。キーを押して選択を確定します。
    

     ここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりまここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりま
す。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできます。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできま
す。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しようす。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しよう
とします。とします。
    

     追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。
詳細は、詳細は、「「 ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ 」」 を参照してください。を参照してください。
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図図8.3 言語の選択言語の選択

[D]

     適切な言語を選択したら、適切な言語を選択したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

8.3. インストール方法インストール方法

     最小限の起動メディアから、または最小限の起動メディアから、または askmethod 起動オプションを使用してインストールを起動した起動オプションを使用してインストールを起動した
場合は、キーボードの矢印キーを使用してインストール方法を選択します場合は、キーボードの矢印キーを使用してインストール方法を選択します( 図図8.4「インストール方「インストール方
法」法」を参照してくださいを参照してください)。選択した方法が強調表示されたら。選択した方法が強調表示されたら Tab キーを押してキーを押して OK ボタンに移動ボタンに移動
し、し、Enter キーを押して選択を確定します。キーを押して選択を確定します。
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図図8.4 インストール方法インストール方法

[D]

8.3.1. DVD からのインストールからのインストール

      DVD からから Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、をインストールするには、DVD ドライブのドライブの DVD を配置しを配置し
て、て、DVD からシステムを起動します。代替メディアから起動した場合でも、からシステムを起動します。代替メディアから起動した場合でも、DVD メディアからメディアから Red 
Hat Enterprise Linux をインストールできます。をインストールできます。
     

      次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、DVD ドライブの識別を試みます。ドライブの識別を試みます。IDE 
(ATAPI としても知られているとしても知られている) DVD ドライブを検索することから開始します。ドライブを検索することから開始します。
     

注記注記

       この時点でインストールプロセスを中断するには、マシンを再起動してから起動メこの時点でインストールプロセスを中断するには、マシンを再起動してから起動メ
ディアを取り出します。ディアを取り出します。Write changes to disk screen の前に、いつでもインストールの前に、いつでもインストール
を安全にキャンセルできます。詳細は、を安全にキャンセルできます。詳細は、「ディスクへの変更の書き込み」「ディスクへの変更の書き込み」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
      

      DVD ドライブが検出されず、ドライブが検出されず、SCSI DVD の場合は、インストールプログラムによりの場合は、インストールプログラムにより SCSI ドライドライ
バーを選択するように求められます。アダプターに最も類似するドライバーを選択します。必要に応じバーを選択するように求められます。アダプターに最も類似するドライバーを選択します。必要に応じ
てドライバーのオプションを指定できますが、ほとんどのドライバーはてドライバーのオプションを指定できますが、ほとんどのドライバーは SCSI アダプターを自動的に検アダプターを自動的に検
出します。出します。
     

      DVD ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、DVD でメディアチェックを実でメディアチェックを実
行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、この手順をスキップすることもで行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、この手順をスキップすることもで
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きます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起動しきます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起動し
てメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストールプロてメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストールプロ
セスの次の段階に進みますセスの次の段階に進みます( 「「Red Hat Enterprise Linux へようこそ」へようこそ」を参照してくださいを参照してください)。。
     

8.3.2. ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール

      パーティションのパーティションの 選択選択 画面画面 は、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さは、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さ
れます（つまり、れます（つまり、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで ハードドライブハードドライブ を選択しました）。このダイアログを選択しました）。このダイアログ
では、では、Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーにのインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーに
名前を付けることができます。名前を付けることができます。repo=hd 起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで
に指定している。に指定している。
     

図図8.5 ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択

[D]

      利用可能なパーティションの一覧から、利用可能なパーティションの一覧から、ISO ファイルを含むパーティションを選択します。内部ファイルを含むパーティションを選択します。内部 
IDE、、SATA、、SCSI、および、および USB ドライブデバイス名は、ドライブデバイス名は、/dev/sd で始まります。各ドライブにはそれで始まります。各ドライブにはそれ
ぞれ独自の文字があります（例：ぞれ独自の文字があります（例： /dev/sda ）。ドライブの各パーティションには、）。ドライブの各パーティションには、/dev/sda1 などのなどの
番号が付けられます。番号が付けられます。
     

      また、また、イメージを保持するディレクトリーイメージを保持するディレクトリー を指定します。を指定します。ISO イメージファイルを含むドライブかイメージファイルを含むドライブか
ら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しまら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しま
す。す。
     

表表8.1 パーティションタイプごとに異なるパーティションタイプごとに異なる ISO イメージの場所イメージの場所

第第8章章 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定

73

ld-idm140617054895680.html


 パーティションタイパーティションタイ
ププ 

 ボリュームボリューム  ファイルへの元のパファイルへの元のパ
スス 

 使用するディレクト使用するディレクト
リーリー 

 VFAT  D:\  D:\Downloads\RHE
L6.9 

 /Downloads/RHEL6.
9 

 ext2、、ext3、、ext4  /home  /home/user1/RHEL6
.9 

 /user1/RHEL6.9 

      ISO イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、/ を入力しを入力し
ます。ます。ISO イメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパーイメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパー
ティション内のティション内の ISO イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、ISO イメージイメージ
が正常にが正常に /home/ としてマウントされ、イメージがとしてマウントされ、イメージが /home/new/ にある場合は、にある場合は、/new/ を入力します。を入力します。
     

重要重要

       スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。
      

      OK を選択して続行します。を選択して続行します。9章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
     

8.3.3. ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行

      askmethod またはまたは repo= オプションでインストールを開始すると、オプションでインストールを開始すると、FTP、、HTTP、、HTTPS、または、または  
NFS プロトコルを使用して、ネットワークサーバーからプロトコルを使用して、ネットワークサーバーから Red Hat Enterprise Linux をインストールでをインストールで
きます。きます。Anaconda は、同じネットワーク接続を使用して、インストールプロセスの後半で追加のソフは、同じネットワーク接続を使用して、インストールプロセスの後半で追加のソフ
トウェアリポジトリーを参照します。トウェアリポジトリーを参照します。
     

      システムに複数のネットワークデバイスがある場合、システムに複数のネットワークデバイスがある場合、anaconda には利用可能なすべてのデバイスには利用可能なすべてのデバイス
の一覧が表示され、インストール時に使用するデバイスを選択するように求められます。システムにの一覧が表示され、インストール時に使用するデバイスを選択するように求められます。システムに
ネットワークデバイスがネットワークデバイスが 1 つしかない場合は、つしかない場合は、anaconda は自動的に選択し、このダイアログは表示さは自動的に選択し、このダイアログは表示さ
れません。れません。
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図図8.6 ネットワークデバイスネットワークデバイス

[D]

      リストのどのデバイスがシステム上の物理ソケットに対応するかわからない場合は、一覧でデバイリストのどのデバイスがシステム上の物理ソケットに対応するかわからない場合は、一覧でデバイ
スを選択して、スを選択して、Identify ボタンを押します。ボタンを押します。Identify NIC ダイアログが表示されます。ダイアログが表示されます。
     

図図8.7 NIC の特定の特定

[D]

      ほとんどのネットワークデバイスのソケットは、ほとんどのネットワークデバイスのソケットは、アクティビティーライトアクティビティーライト( リンクライトリンクライト とも呼ばとも呼ば
れるれる)を特長としています。を特長としています。LED は、データがソケットを通過することを示すは、データがソケットを通過することを示す LED です。です。Anaconda 
は、は、Networking Device ダイアログで選択したネットワークデバイスのアクティビティーライトを最大ダイアログで選択したネットワークデバイスのアクティビティーライトを最大 
30 秒間フラッシュできます。必要な秒数を入力して秒間フラッシュできます。必要な秒数を入力して OK を押します。を押します。anaconda がライトをフラッシュがライトをフラッシュ
を終了すると、を終了すると、Networking Device ダイアログに戻ります。ダイアログに戻ります。
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      ネットワークデバイスを選択すると、ネットワークデバイスを選択すると、anaconda により、により、TCP/IP の設定方法を選択するように求めの設定方法を選択するように求め
られます。られます。
     

IPv4 オプションオプション

動的動的 IP 設定設定(DHCP)

         Anaconda は、ネットワークで実行しているは、ネットワークで実行している DHCP を使用して、ネットワーク設定を自動的を使用して、ネットワーク設定を自動的
に提供します。に提供します。
        

 

手動による設定手動による設定

         Anaconda では、このシステムのでは、このシステムの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、DNS 
アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。
        

 

IPv6 オプションオプション

自動自動

         Anaconda は、ネットワーク環境に基づく自動設定には、ネットワーク環境に基づく自動設定に ルーター広告ルーター広告 (RA)とと DHCP を使用しまを使用しま
す。す。( NetworkManagerのの Automatic オプションと同等ですオプションと同等です)
        

 

自動、自動、DHCP のみのみ

         Anaconda はは RA を使用しませんが、を使用しませんが、DHCPv6 からの情報を直接要求してステートフル設定をからの情報を直接要求してステートフル設定を
作成します。作成します。( NetworkManagerのの Automatic オプション、オプション、DHCP のみのみ オプションと同等ですオプションと同等です)
        

 

手動による設定手動による設定

         Anaconda では、このシステムのでは、このシステムの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、DNS 
アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。
        

 

      Anaconda は、は、IPv4 プロトコルおよびプロトコルおよび IPv6 プロトコルをサポートします。ただし、プロトコルをサポートします。ただし、IPv4 とと IPv6 
の両方を使用するようにインターフェイスを設定する場合は、の両方を使用するようにインターフェイスを設定する場合は、IPv4 接続が正常に実行される必要があ接続が正常に実行される必要があ
ります。そうでないと、ります。そうでないと、IPv6 接続が成功した場合でもインターフェイスが動作しません。接続が成功した場合でもインターフェイスが動作しません。
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図図8.8 TCP/IP の設定の設定

[D]

      デフォルトでは、デフォルトでは、anaconda はは DHCP を使用してを使用して IPv4 と自動設定のネットワーク設定を自動的にと自動設定のネットワーク設定を自動的に
提供し、提供し、IPv6 のネットワーク設定を提供します。のネットワーク設定を提供します。TCP/IP を手動で設定する場合は、を手動で設定する場合は、anaconda によによ
り、り、Manual TCP/IP Configuration ダイアログで詳細を入力するように求められます。ダイアログで詳細を入力するように求められます。
     

図図8.9 TCP/IP の手動設定の手動設定

[D]

      ダイアログには、ネットワークゲートウェイおよびネームサーバーのフィールドとともに、手動でダイアログには、ネットワークゲートウェイおよびネームサーバーのフィールドとともに、手動で
設定するプロトコルに応じて、設定するプロトコルに応じて、IPv4 アドレスおよびアドレスおよび IPv6 アドレスおよび接頭辞のフィールドが表示さアドレスおよび接頭辞のフィールドが表示さ

第第8章章 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定

77

ld-idm140617068983056.html
ld-idm140617042879904.html


れます。ネットワークの詳細を入力し、れます。ネットワークの詳細を入力し、OK を押します。を押します。
     

      インストールプロセスが完了すると、これらの設定をシステムに転送します。インストールプロセスが完了すると、これらの設定をシステムに転送します。
     

        NFS 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「NFS 経由でのインストール」経由でのインストール」 に進みます。に進みます。
       

        Web またはまたは FTP 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用を使用
したインストール」したインストール」 に進みます。に進みます。
       

8.3.4. NFS 経由でのインストール経由でのインストール

      NFS ダイアログは、ダイアログは、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで NFS イメージイメージ を選択している場合にのみ適用を選択している場合にのみ適用
されます。されます。repo=nfs 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい
ます。ます。
     

図図8.10 NFS 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

1. 
        NFS server name フィールドにフィールドに NFS サーバーのドメイン名またはサーバーのドメイン名または IP アドレスを入力しまアドレスを入力しま
す。たとえば、ドメインす。たとえば、ドメイン example.com のの eastcoast という名前のホストからインストールすという名前のホストからインストールす
る場合は、る場合は、eastcoast.example.com を入力します。を入力します。
       

2. 
        Red Hat Enterprise Linux 6.9 directory フィールドに、エクスポートしたディレクトリーフィールドに、エクスポートしたディレクトリー  
の名前を入力します。の名前を入力します。
       

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux インストールツリーのミラーをエクスインストールツリーのミラーをエクス
ポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。すポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。す
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べてが正しく指定された場合は、べてが正しく指定された場合は、Red Hat Enterprise Linux のインストールプログラムがのインストールプログラムが
実行していることを示すメッセージが表示されます。実行していることを示すメッセージが表示されます。
         

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux DVD のの ISO イメージをエクスポートすイメージをエクスポートす
る場合は、る場合は、ISO イメージが含まれるディレクトリーを入力します。イメージが含まれるディレクトリーを入力します。
         

        「「NFS インストールの準備」インストールの準備」 で説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディで説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディ
レクトリーは、レクトリーは、public _available_directory で指定したディレクトリーで指定したディレクトリー  になります。になります。
       

3. 
        NFS マウントオプションマウントオプション フィールドに、必要なフィールドに、必要な NFS マウントオプションマウントオプション を指定します。を指定します。
オプションの包括的な一覧は、オプションの包括的な一覧は、mount およびおよび nfs のの man ページを参照してください。マウンページを参照してください。マウン
トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。
       

4. 
        9章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
       

8.3.5. FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール

重要重要

       インストールソースにインストールソースに URL を指定する場合は、を指定する場合は、http:// またはまたは https:// またはまたは ftp:// 
をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。
      

      URL ダイアログは、ダイアログは、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーからインストールする場合にのみ適用サーバーからインストールする場合にのみ適用
されますされます( インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで URL を選択した場合を選択した場合)。このダイアログで、。このダイアログで、Red Hat 
Enterprise Linux のインストール元となるのインストール元となる FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーに関する情報の入力サーバーに関する情報の入力
が求められます。が求められます。repo=ftp またはまたは repo=http 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび
パスをすでに指定している。パスをすでに指定している。
     

      インストールするインストールする FTP、、HTTP、または、または HTTPS サイトの名前またはサイトの名前または IP アドレスと、アーキテクアドレスと、アーキテク
チャーのチャーの /images ディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しまディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しま
す。す。
     

      /mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/i386/
     

      セキュアなセキュアな HTTPS 接続を使用してインストールするには、接続を使用してインストールするには、https:// をプロトコルとして指定しまをプロトコルとして指定しま
す。す。
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      プロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワープロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワー
ドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていることドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていること
を示すメッセージボックスが表示されます。を示すメッセージボックスが表示されます。
     

      FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のようにサーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のように URL の一部の一部
としてユーザーとパスワードを指定します。としてユーザーとパスワードを指定します。
     

      {ftp|http|https}://<user>:<password>@<hostname>[:<port>]/<directory>/
     

      以下に例を示します。以下に例を示します。
     

      http://install:rhel6.9pw@name.example.com/mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/i386/
     

図図8.11 URL 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

      9章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
     

8.4. メディアの検証メディアの検証

     DVD には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。DVD メディアの生成中にメディアの生成中に
記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ
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ラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエ
ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。
    

     検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先
にダウンロードしたにダウンロードした ISO イメージを使用して新しいイメージを使用して新しい DVD を作成します。を作成します。
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第第9章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

    本章では、本章では、anaconda のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説
明します。明します。
   

9.1. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

重要重要

      テキストモードでインストールしても、インストール後にグラフィカルインターフェテキストモードでインストールしても、インストール後にグラフィカルインターフェ
イスをシステムで使用することは妨げられません。イスをシステムで使用することは妨げられません。
     

     グラフィカルインストーラーの他に、グラフィカルインストーラーの他に、anaconda にはテキストベースのインストーラーも含まれまにはテキストベースのインストーラーも含まれま
す。す。
    

     以下のいずれかの状況が発生した場合、インストールプログラムはテキストモードを使用します。以下のいずれかの状況が発生した場合、インストールプログラムはテキストモードを使用します。
    

       インストールシステムがコンピューターのディスプレイハードウェアを特定できないインストールシステムがコンピューターのディスプレイハードウェアを特定できない
      

       起動メニューからテキストモードのインストールを選択します。起動メニューからテキストモードのインストールを選択します。
      

     テキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストーテキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストー
ルプログラムを使用するものは、ルプログラムを使用するものは、GUI インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、
テキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカルテキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカル
モードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガモードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガ
イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。
    

       LVM、、RAID、、FCoE、、zFCP、、iSCSI などの高度なストレージ方法を設定する。などの高度なストレージ方法を設定する。
      

       パーティションレイアウトのカスタマイズパーティションレイアウトのカスタマイズ
      

       ブートローダーレイアウトのカスタマイズブートローダーレイアウトのカスタマイズ
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       インストール中のパッケージの選択インストール中のパッケージの選択
      

       firstbootでインストール済みシステムの設定でインストール済みシステムの設定
      

     Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールすることを選択した場合でも、インスをテキストモードでインストールすることを選択した場合でも、インス
トール後にグラフィカルインターフェイスを使用するようにシステムを設定できます。手順は、トール後にグラフィカルインターフェイスを使用するようにシステムを設定できます。手順は、「グラ「グラ
フィカルログインへの切り替え」フィカルログインへの切り替え」 を参照してください。を参照してください。
    

     テキストモードで利用できないオプションを設定するには、起動オプションの使用を検討してくだテキストモードで利用できないオプションを設定するには、起動オプションの使用を検討してくだ
さい。たとえば、さい。たとえば、linux ip オプションを使用して、ネットワーク設定を設定できます。手順は、オプションを使用して、ネットワーク設定を設定できます。手順は、「ブー「ブー
トメニューによるインストールシステムの設定」トメニューによるインストールシステムの設定」 を参照してください。を参照してください。
    

9.2. グラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスグラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス

     前に前に グラフィカルユーザーインターフェイスグラフィカルユーザーインターフェイス(GUI) を使用した場合は、このプロセスをすでに理解を使用した場合は、このプロセスをすでに理解
しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入
力したりします。力したりします。
    

     キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。Tab キーを使用すると、画面内キーを使用すると、画面内
を移動してリストをスクロールできます。を移動してリストをスクロールできます。+ キーとキーと - キーはリストを展開および折りたたむことができキーはリストを展開および折りたたむことができ
ます。一方、ます。一方、Space およびおよび Enter は強調表示された項目を選択または削除します。また、は強調表示された項目を選択または削除します。また、Alt+X キーコキーコ
マンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできまマンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできま
す。す。X は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。
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注記注記

      x86、、AMD64、または、または Intel 64 システムを使用し、システムを使用し、GUI インストールプログラムを使インストールプログラムを使
用しない場合は、テキストモードのインストールプログラムも利用できます。テキスト用しない場合は、テキストモードのインストールプログラムも利用できます。テキスト
モードのインストールプログラムを起動するには、モードのインストールプログラムを起動するには、boot: プロンプトで以下のコマンドをプロンプトで以下のコマンドを
使用します。使用します。
     

linux text

      Red Hat Enterprise Linux ブートメニューと、テキストモードのインストール手順ブートメニューと、テキストモードのインストール手順
の概要については、の概要については、「ブートメニュー」「ブートメニュー」 を参照してください。を参照してください。「テキストモードのイン「テキストモードのイン
ストールプログラムユーザーインターフェイス」ストールプログラムユーザーインターフェイス」
     

      GUI インストールプログラムを使用してインストールを行うことが強く推奨されまインストールプログラムを使用してインストールを行うことが強く推奨されま
す。す。GUI インストールプログラムは、テキストモードのインストール時に利用できないインストールプログラムは、テキストモードのインストール時に利用できない  
LVM 設定など、設定など、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムの完全な機能を提供インストールプログラムの完全な機能を提供
します。します。
     

      テキストモードのインストールプログラムを使用する必要があるユーザーは、テキストモードのインストールプログラムを使用する必要があるユーザーは、GUI イイ
ンストールの指示に従い、必要な情報をすべて取得できます。ンストールの指示に従い、必要な情報をすべて取得できます。
     

9.2.1. インストール中にスクリーンショットインストール中にスクリーンショット

      Anaconda では、インストールプロセス時にスクリーンショットを取ることができます。インスでは、インストールプロセス時にスクリーンショットを取ることができます。インス
トール時にいつでもトール時にいつでも Shift+Print Screen とと anaconda を押して、スクリーンショットをを押して、スクリーンショットを 
/root/anaconda-screenshots に保存します。に保存します。
     

      キックスタートインストールを実行している場合は、キックスタートインストールを実行している場合は、autostep --autoscreenshot オプションを使オプションを使
用して、インストールの各ステップのスクリーンショットを自動的に生成します。キックスタートファ用して、インストールの各ステップのスクリーンショットを自動的に生成します。キックスタートファ
イルの設定に関する詳細は、イルの設定に関する詳細は、「キックスタートファイルの作成」「キックスタートファイルの作成」 を参照してください。を参照してください。
     

9.2.2. 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記

      Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムでは、インストールプロセスのダイアログボッインストールプログラムでは、インストールプロセスのダイアログボッ
クスが多く提供されます。いくつかの診断メッセージを利用できます。また、シェルプロンプトからコクスが多く提供されます。いくつかの診断メッセージを利用できます。また、シェルプロンプトからコ
マンドを入力することもできます。インストールプログラムは、これらのメッセージをマンドを入力することもできます。インストールプログラムは、これらのメッセージを 5 つのつの 仮想コ仮想コ
ンソールンソール に表示されます。その中で、に表示されます。その中で、1 つのキーストロークの組み合わせを使用して切り替えることがつのキーストロークの組み合わせを使用して切り替えることが
できます。できます。
     

      仮想コンソールは、非グラフィカル環境のシェルプロンプトで、リモートではなく物理マシンから仮想コンソールは、非グラフィカル環境のシェルプロンプトで、リモートではなく物理マシンから
アクセスします。複数の仮想コンソールを同時にアクセスできます。アクセスします。複数の仮想コンソールを同時にアクセスできます。
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      これらの仮想コンソールは、これらの仮想コンソールは、Red Hat Enterprise Linux のインストール中に問題が発生した場合にのインストール中に問題が発生した場合に
役に立ちます。インストールまたはシステムコンソールに表示されるメッセージは、問題の特定に役立役に立ちます。インストールまたはシステムコンソールに表示されるメッセージは、問題の特定に役立
ちます。仮想コンソール、それらへの切り替えに使用するキーストローク、その内容の一覧は、ちます。仮想コンソール、それらへの切り替えに使用するキーストローク、その内容の一覧は、表表
9.1「コンソール、キーストローク、およびコンテンツ」「コンソール、キーストローク、およびコンテンツ」 を参照してください。を参照してください。
     

      通常、インストール問題を診断しようとしない限り、グラフィカルインストールにはデフォルトの通常、インストール問題を診断しようとしない限り、グラフィカルインストールにはデフォルトの
コンソール（仮想コンソールコンソール（仮想コンソール #6）のままにする理由はありません。）のままにする理由はありません。
     

表表9.1 コンソール、キーストローク、およびコンテンツコンソール、キーストローク、およびコンテンツ

 console  キーストロークキーストローク  コンテンツコンテンツ 

 1  Ctrl+alt+f1  グラフィカル表示グラフィカル表示 

 2  Ctrl+alt+f2  シェルプロンプトシェルプロンプト 

 3  Ctrl+alt+f3  ログのインストール（インスログのインストール（インス
トールプログラムからのメットールプログラムからのメッ
セージ）セージ） 

 4  Ctrl+alt+f4  システム関連のメッセージシステム関連のメッセージ 

 5  Ctrl+alt+f5  その他のメッセージその他のメッセージ 

9.3. RED HAT ENTERPRISE LINUX へようこそへようこそ

     Welcome 画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。
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図図9.1 Welcome 画面画面

[D]

     Next ボタンをクリックして続行します。ボタンをクリックして続行します。
    

9.4. 言語の選択言語の選択

     マウスを使って言語を選択します（例：マウスを使って言語を選択します（例：U.S）。英語）インストールとシステムのデフォルトとして）。英語）インストールとシステムのデフォルトとして
使用したい場合（以下の図を参照）。使用したい場合（以下の図を参照）。
    

     選択が完了したら、選択が完了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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図図9.2 言語設定言語設定

[D]

9.5. キーボードの設定キーボードの設定

     マウスを使って正しいレイアウトタイプを選択します（例：マウスを使って正しいレイアウトタイプを選択します（例：U.S）。英語）インストールとシステム）。英語）インストールとシステム
のデフォルトとして使用したいキーボードの場合（以下の図を参照）。のデフォルトとして使用したいキーボードの場合（以下の図を参照）。
    

     選択が完了したら、選択が完了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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図図9.3 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

     Red Hat Enterprise Linux は、複数の言語で複数のキーボードレイアウトをサポートします。特は、複数の言語で複数のキーボードレイアウトをサポートします。特
に、ほとんどのヨーロッパ言語にはに、ほとんどのヨーロッパ言語には latin1 オプションが含まれており、これはオプションが含まれており、これは デッドキーデッドキー を使用してを使用して
特定の文字にアクセスします特定の文字にアクセスします(diacritical マークが付いているものなどマークが付いているものなど)。デッドキーを押すと、別の。デッドキーを押すと、別の
キーを押すまで、画面に何も表示されません。たとえば、キーを押すまで、画面に何も表示されません。たとえば、latin1 キーボードレイアウトでキーボードレイアウトで video と入力と入力
し、し、' キーを押してから、キーを押してから、E キーを押します。キーを押します。これとは対照的に、これとは対照的に、E キーを押す際にキーを押す際に( Alt-Grなどなど)キーをキーを
押し、他のキーボードでこの文字にアクセスします。他のキーボードには、この文字専用のキーが含ま押し、他のキーボードでこの文字にアクセスします。他のキーボードには、この文字専用のキーが含ま
れる場合があります。れる場合があります。
    

注記注記

      インストール完了後にキーボードレイアウトタイプを変更するには、キーボードインストール完了後にキーボードレイアウトタイプを変更するには、キーボード 設設
定ツール定ツール を使用しますを使用します。。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-keyboard コマンドを入力して、キーボードコマンドを入力して、キーボード 設設
定ツール定ツール を起動しますを起動します。。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めるパスワードを求める
プロンプトが表示されます。プロンプトが表示されます。
     

9.6. ストレージデバイスストレージデバイス

     さまざまなストレージデバイスにさまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。この画面でをインストールできます。この画面で
は、基本的なストレージデバイスまたは特殊なストレージデバイスのいずれかを選択できます。は、基本的なストレージデバイスまたは特殊なストレージデバイスのいずれかを選択できます。
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図図9.4 ストレージデバイスストレージデバイス

[D]

基本的なストレージデバイス基本的なストレージデバイス

        Basic Storage Devices を選択して、以下のストレージデバイスにを選択して、以下のストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux 
をインストールします。をインストールします。
       

          ハードドライブまたはソリッドステートドライブがローカルシステムに直接接続されハードドライブまたはソリッドステートドライブがローカルシステムに直接接続され
ている。ている。
         

 

特殊なストレージデバイス特殊なストレージデバイス

        Specialized Storage Devices を選択して、以下のストレージデバイスにを選択して、以下のストレージデバイスに Red Hat Enterprise 
Linux をインストールします。をインストールします。
       

          ストレージエリアネットワークストレージエリアネットワーク (SAN)
         

          ダイレクトアクセスストレージデバイスダイレクトアクセスストレージデバイス (DASD)
         

          ファームウェアファームウェア RAID デバイスデバイス
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          マルチパスデバイスマルチパスデバイス
         

        Specialized Storage Devices オプションを使用して、オプションを使用して、Internet Small Computer System 
Interface (iSCSI)およびおよび FCoE （ファイバーチャネル（ファイバーチャネル over Ethernet）接続を設定します。）接続を設定します。
       

 

     Basic Storage Devices を選択すると、を選択すると、anaconda はシステムに接続されているローカルストレージはシステムに接続されているローカルストレージ
を自動的に検出し、これからさらに入力する必要はありません。を自動的に検出し、これからさらに入力する必要はありません。「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」 に進みます。に進みます。
    

注記注記

      mdeventd デーモンによるデーモンによる LVM デバイスおよびソフトウェアデバイスおよびソフトウェア RAID デバイスの監視デバイスの監視
は、インストール時には実行されません。は、インストール時には実行されません。
     

9.6.1.  ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面  

      ストレージデバイスの選択画面には、ストレージデバイスの選択画面には、anaconda がアクセスできるすべてのストレージデバイスががアクセスできるすべてのストレージデバイスが
表示されます。表示されます。
     

図図9.5 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 基本デバイス基本デバイス

[D]
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図図9.6 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - マルチパスデバイスマルチパスデバイス

[D]

図図9.7 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 他の他の SAN デバイスデバイス

[D]

      デバイスは、以下のタブに分類されます。デバイスは、以下のタブに分類されます。
     

基本デバイス基本デバイス
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         ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続されハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続され
ている基本的なストレージデバイス。ている基本的なストレージデバイス。
        

 

ファームウェアファームウェア RAID

         ファームウェアファームウェア RAID コントローラーに接続されているストレージデバイスです。コントローラーに接続されているストレージデバイスです。
        

 

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

         同じシステムにある、複数の同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のコントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数の
パスからアクセスできるストレージデバイスです。パスからアクセスできるストレージデバイスです。
        

重要重要

          インストーラーは、インストーラーは、16 文字または文字または 32 文字の長さのシリアル番号を持つマルチ文字の長さのシリアル番号を持つマルチ
パスストレージデバイスのみを検出します。パスストレージデバイスのみを検出します。
         

 

その他のその他の SAN デバイスデバイス

         SAN (Storage Area Network)で利用可能なその他のデバイス。で利用可能なその他のデバイス。
        

 

      iSCSI またはまたは FCoE ストレージを設定する必要がある場合は、ストレージを設定する必要がある場合は、Add Advanced Target をクリックをクリック
して、して、「「 高度なストレージオプション高度なストレージオプション 」」 を参照してください。を参照してください。
     

      ストレージデバイス選択画面にはストレージデバイス選択画面には 検索検索 タブがあり、アクセスするタブがあり、アクセスする World Wide Identifier (WWID)まま
たはポート、ターゲット、またはたはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号論理ユニット番号 (LUN)のいずれかでストレージデバイスをフィルのいずれかでストレージデバイスをフィル
ターリングできます。ターリングできます。
     

図図9.8 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]
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      タブには、ポート、ターゲット、タブには、ポート、ターゲット、WWID、または、または LUN での検索を選択するドロップダウンメニューでの検索を選択するドロップダウンメニュー
が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。WWID またはまたは LUN で検索するで検索する
には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。
     

      各タブには、各タブには、anaconda によって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ちによって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ち
ます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニュー
では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、マルチパスデバイスマルチパスデバイス タブのメタブのメ
ニューでは、各デバイスに示される詳細に含めるニューでは、各デバイスに示される詳細に含める WWID、、容量容量、、ベンダーベンダー、、相互相互 接続接続 、およびパス、およびパス のの
いずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ちいずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ち
ます。ます。
     

図図9.9 列の選択列の選択

[D]

      各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ
ス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にあるス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にある ララ
ジオボタンジオボタン をクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除しをクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除し
ます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかにます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかに Red Hat Enterprise Linux をを
インストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイスインストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイス
を自動的にマウントすることを選択できます。を自動的にマウントすることを選択できます。
     

      ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませ
ん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわ
けではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイスけではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイス
は、インストール後には、インストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加することができます。ファイルを変更してシステムに追加することができます。
     

重要重要

       この画面で選択しないストレージデバイスは、この画面で選択しないストレージデバイスは、anaconda から完全に表示されなくから完全に表示されなく
なります。別のブートローダーからなります。別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローダーをブートローダーを チェーチェー
ンロードンロード するには、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。するには、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。
      

      インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、Next をクリックしてをクリックして に進みに進み
ます。ます。 「ハードディスクの初期化」「ハードディスクの初期化」
     

9.6.1.1.  高度なストレージオプション高度なストレージオプション 
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       この画面から、この画面から、iSCSI (SCSI over TCP/IP)ターゲットまたはターゲットまたは FCoE (Fibre channel over ethernet) 
SAN （ストレージエリアネットワーク）を設定できます。（ストレージエリアネットワーク）を設定できます。iSCSI の概要は、の概要は、付録付録B iSCSI ディスクディスク をを
参照してください。参照してください。
      

図図9.10 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

       iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加 またはまたは FCoE SAN の追加の追加 を選択し、を選択し、ドライブの追加ドライブの追加 をクリックします。をクリックします。
iSCSI ターゲットを追加する場合は、ターゲットをターゲットを追加する場合は、ターゲットを ネットワークインターフェイスへバインドするネットワークインターフェイスへバインドする とと
いうラベルが付いたボックスに任意でチェックを入れいうラベルが付いたボックスに任意でチェックを入れ ます。ます。
      

9.6.1.1.1. ネットワークインターフェイスの選択および設定ネットワークインターフェイスの選択および設定

        Advanced Storage Options 画面には、システムでアクティブなネットワークインターフェイス画面には、システムでアクティブなネットワークインターフェイス 
anaconda が一覧表示されます。何も見つからなかった場合、が一覧表示されます。何も見つからなかった場合、anaconda はストレージデバイスに接続はストレージデバイスに接続
するためのインターフェイスをアクティブ化する必要があります。するためのインターフェイスをアクティブ化する必要があります。
       

        Advanced Storage Options 画面で画面で Configure Network をクリックし、インストール時に使用すをクリックし、インストール時に使用す
るる NetworkManager を使用してネットワークの設定およびアクティベートします。あるいは、を使用してネットワークの設定およびアクティベートします。あるいは、ドライドライ
ブの追加ブの追加 をクリックした後に、をクリックした後に、anaconda により、により、Select network interface ダイアログが表示されまダイアログが表示されま
す。す。
       

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

94

ld-idm140616925353296.html


図図9.11 ネットワークインターフェイスの選択ネットワークインターフェイスの選択

[D]

1. 
          ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。
         

2. 
          OK をクリックします。をクリックします。
         

        次に、次に、Anaconda によりにより NetworkManager が起動し、インターフェイスを設定できます。が起動し、インターフェイスを設定できます。
       

図図9.12 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]
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        NetworkManager の使用方法は、を参照してください。の使用方法は、を参照してください。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
       

9.6.1.1.2. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

        iSCSI ターゲットを追加するには、ターゲットを追加するには、iSCSI ターゲットのターゲットの 追加追加 を選択して、を選択して、ドライブの追加ドライブの追加 をクをク
リックします。リックします。
       

        インストールにインストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、ストレージデバイスを使用するには、anaconda がが iSCSI ターゲットとしターゲットとし
てて 検出検出 し、し、iSCSI セッションセッション を作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたびを作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたび
に、に、CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol)認証のユーザー名とパスワードが必要に認証のユーザー名とパスワードが必要に
なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側でターゲッターゲット側でターゲッ
トの接続先となるシステムのトの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできますイニシエータを認証するよう設定することもできます (リバースリバース 
CHAP)。。CHAP とリバースとリバース CHAP を併用する場合はを併用する場合は 相互相互 CHAP またはまたは 双方向双方向 CHAP と呼ばれます。と呼ばれます。
相互相互 CHAP は、特には、特に CHAP 認証とリバース認証とリバース CHAP 認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、
iSCSI 接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。
       

        iSCSI 検出と検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべてのログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追加を行ストレージの追加を行
います。ただし、初回の検出試行後は、います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はできません。イニシエーターの名前の変更はできません。iSCSI イニイニ
シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。
       

手順手順9.1 iSCSI 検出検出

         iSCSI 検出の詳細検出の詳細 ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報をターゲットの検出に必要な情報を anaconda にに
提供します。提供します。
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図図9.13 iSCSI 検出詳細ダイアログ検出詳細ダイアログ

[D]

1. 
          ターゲットターゲット IP アドレスアドレス フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのターゲットの IP アドレスを入力します。アドレスを入力します。
         

2. 
          iSCSI イニシエーターのイニシエーターの iSCSI イニシエーターの名前フィールドにイニシエーターの名前フィールドに、、iSCSI 修飾名修飾名(IQN)
形式で名前形式で名前 を指定します。を指定します。
         

          有効な有効な IQN には以下が含まれます。には以下が含まれます。
         

            iqn. の文字列の文字列 (ピリオドが必要ピリオドが必要)
           

            日付コード日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録
された年と月、記述の順序は年を表すされた年と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、桁の数字、
ピリオドの順で設定。たとえば、ピリオドの順で設定。たとえば、2010 年年 9 月の場合は月の場合は 2010-09. のようになります。のようになります。
           

            企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドトップレベルのド
メインを先頭にして逆順で表す。例、メインを先頭にして逆順で表す。例、storage.example.com のサブドメインのサブドメイン
は、は、com.example.storage と表す。と表す。)
           

            コロンコロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でそのと、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有イニシエーターを固有
に識別する文字列。たとえば、に識別する文字列。たとえば、:diskarrays-sn-a8675309 のようになります。のようになります。
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          したがって、完全なしたがって、完全な IQN はは IQN. 2010-09.storage.example.com:diskarrays-sn-
a8675309 と似ており、と似ており、anaconda はこの形式の名前を持つはこの形式の名前を持つ iSCSI Initiator Name フィールドフィールド
を事前に入力し、その構造に役立ちます。を事前に入力し、その構造に役立ちます。
         

          IQN の詳細は、で利用できるの詳細は、で利用できる http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 『『RFC 
3720 - Internet Small Computer Systems Interface ( 『『 iSCSI)』』 のの 3.2.6. iSCSI Names』』 をを
参照してください。また、に記載の参照してください。また、に記載の 『『RFC 3721 - Internet Small Computer Systems 
Interface (iSCSI) Naming and Discovery』』 http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 のの 
『『1. iSCSI Names and Addresses』』 を参照してください。を参照してください。
         

3. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証のタイプを指定します。検出に使用する認証のタイプを指定します。
         

図図9.14 iSCSI 検出認証検出認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

4. 
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            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図9.15 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 およびおよび 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターイニシエーター
のユーザー名とパスワードを指定します。のユーザー名とパスワードを指定します。
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図図9.16 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

5. 
          探索を開始探索を開始 をクリックします。入力情報を使ってをクリックします。入力情報を使って Anaconda によるによる iSCSI ターゲットのターゲットの
検索が試行されます。検出に成功すると、検索が試行されます。検出に成功すると、iSCSI Discovered Nodes ダイアログに、ターゲッダイアログに、ターゲッ
トで検出されたすべてのトで検出されたすべての iSCSI ノードの一覧が表示されます。ノードの一覧が表示されます。
         

6. 
          各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス
をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。
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図図9.17 iSCSI 検出されたノードダイアログ検出されたノードダイアログ

[D]

7. 
          Login をクリックしてをクリックして iSCSI セッションを開始します。セッションを開始します。
         

手順手順9.2 iSCSI セッションの開始セッションの開始

         iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットのノードにログインしてターゲットのノードにログインして 
iSCSI セッションを開始するために必要な情報をセッションを開始するために必要な情報を anaconda に指定します。に指定します。
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図図9.18 iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログダイアログ

[D]

1. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI セッションに使用する認証のタイプを指定しセッションに使用する認証のタイプを指定し
ます。ます。
         

図図9.19 iSCSI セッション認証セッション認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

            検出ステップの認証情報の使用検出ステップの認証情報の使用
           

          ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、iSCSI 検出および検出および iSCSI セッションに同じセッションに同じ
ユーザー名とパスワードを使用する場合は、ユーザー名とパスワードを使用する場合は、検出手順からの認証情報を使用検出手順からの認証情報を使用 して、これらの認して、これらの認

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

102

ld-idm140616915874192.html
ld-idm140616921794576.html


証情報を再利用します。証情報を再利用します。
         

2. 
          

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図9.20 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 とと 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターのイニシエーターの
ユーザー名とパスワードを指定します。ユーザー名とパスワードを指定します。
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図図9.21 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

3. 
          Login をクリックします。をクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて、は指定した情報に基づいて、iSCSI ターゲットのターゲットの
ノードへのログインを試みます。ノードへのログインを試みます。iSCSI ログイン結果ログイン結果 ダイアログに結果が表示されます。ダイアログに結果が表示されます。
         

図図9.22 iSCSI ログイン結果ダイアログログイン結果ダイアログ

[D]

4. 
          OK をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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9.6.1.1.3.  FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定  

        FCoE SAN を設定するには、を設定するには、FCoE SAN のの 追加追加 を選択し、ドライブのを選択し、ドライブの 追加追加 をクリックしをクリックし ます。ます。
       

        Add drive をクリックした後に表示される次のダイアログボックスで、をクリックした後に表示される次のダイアログボックスで、FCoE スイッチに接続されスイッチに接続され
ているネットワークインターフェイスを選択し、ているネットワークインターフェイスを選択し、FCoE ディスクの追加ディスクの追加 をクリックします。をクリックします。
       

図図9.23 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

[D]

        Data Center Bridging (DCB) とは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続のとは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続の
効率性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ効率性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ
グのチェックボックスで、インストーラーによるグのチェックボックスで、インストーラーによる DCB 認識を有効または無効にします。これは、ホス認識を有効または無効にします。これは、ホス
トベースのトベースの DCBX クライアントを必要とするネットワークインターフェイスにのみ設定する必要があクライアントを必要とするネットワークインターフェイスにのみ設定する必要があ
ります。ハードウェアります。ハードウェア DCBX クライアントを実装するインターフェイスの設定では、このチェッククライアントを実装するインターフェイスの設定では、このチェック
ボックスを空のままにします。ボックスを空のままにします。
       

        自動自動 VLAN では、では、VLAN 検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れる検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れる
と、リンク設定が検証されると、と、リンク設定が検証されると、FIP VLAN 検出プロトコルがイーサネットインターフェイスで実行さ検出プロトコルがイーサネットインターフェイスで実行さ
れます。まだ設定が行われていない場合には、検出されたれます。まだ設定が行われていない場合には、検出された FCoE VLAN 全てに対してネットワークイン全てに対してネットワークイン
ターフェイスが自動的に作成され、ターフェイスが自動的に作成され、FCoE のインスタンスがのインスタンスが VLAN インターフェイス上に作成されまインターフェイス上に作成されま
す。す。
       

9.7. ホスト名の設定ホスト名の設定

     セットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名にセットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名に
は、は、hostname . domainname の形式で完全修飾の形式で完全修飾 ドメイン名ドメイン名 (FQDN)、または、または  hostname  形式の形式の 短縮短縮
ホスト名ホスト名 を指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供すを指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供す
るる DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) サービスがあります。サービスがあります。DHCP サービスがこのマシンサービスがこのマシン
にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。
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注記注記

      完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名
には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。
     

図図9.24 ホスト名の設定ホスト名の設定

[D]

     Red Hat Enterprise Linux システムがインターネットにシステムがインターネットに 直接直接 接続されている場合は、アップスト接続されている場合は、アップスト
リームのサービスプロバイダーによるサービスの中断やリスクアクションを回避するために、追加の考リームのサービスプロバイダーによるサービスの中断やリスクアクションを回避するために、追加の考
慮事項に注意する必要があります。これらの問題の完全な説明は、本書では扱いません。慮事項に注意する必要があります。これらの問題の完全な説明は、本書では扱いません。
    

注記注記

      インストールプログラムはモデムを設定しません。インストール後にインストールプログラムはモデムを設定しません。インストール後に Network ユーユー
ティリティーを使用してこれらのデバイスを設定します。モデムの設定は、特定のインティリティーを使用してこれらのデバイスを設定します。モデムの設定は、特定のイン
ターネットサービスプロバイダーターネットサービスプロバイダー(ISP)に固有のものです。に固有のものです。
     

9.7.1. ネットワーク接続の編集ネットワーク接続の編集
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重要重要

       Red Hat Enterprise Linux 6.9 インストールを初めて起動すると、インストールプロインストールを初めて起動すると、インストールプロ
セス時に設定したネットワークインターフェイスが有効になります。ただし、セス時に設定したネットワークインターフェイスが有効になります。ただし、DVD からから
ローカルのハードドライブにローカルのハードドライブに Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合など、をインストールする場合など、
一般的なインストールパスでネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプト一般的なインストールパスでネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプト
は表示されません。は表示されません。
      

       ローカルのインストールソースからローカルストレージデバイスにローカルのインストールソースからローカルストレージデバイスに Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする場合は、システムの初回起動時にネットワークアをインストールする場合は、システムの初回起動時にネットワークア
クセスが必要な場合は、少なくともクセスが必要な場合は、少なくとも 1 つのネットワークインターフェイスを手動で設定つのネットワークインターフェイスを手動で設定
してください。接続の編集時に、してください。接続の編集時に、Connect automatically オプションを手動で選択するオプションを手動で選択する
必要があります。必要があります。
      

注記注記

       インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、Network 
Administration Tool を使用します。を使用します。
      

       シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-network コマンドを入力して、コマンドを入力して、Network 
Administration Tool を起動します。を起動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワーパスワー
ドを求めるプロンプトが表示されます。ドを求めるプロンプトが表示されます。
      

       ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール は非推奨となり、は非推奨となり、Red Hat Enterprise Linux 6 の有効期間の有効期間
中に中に NetworkManager に置き換えられます。に置き換えられます。
      

      ネットワーク接続を手動で設定するには、ネットワークのネットワーク接続を手動で設定するには、ネットワークの 設定設定 ボタンをクリックしますボタンをクリックします。。Network 
Connections ダイアログが表示され、ダイアログが表示され、NetworkManager ツールを使用してシステムの有線、無線、モツールを使用してシステムの有線、無線、モ
バイルブロードバンド、バイルブロードバンド、InfiniBand、、VPN、、DSL、、VLAN、ボンディングされた接続を設定できるよう、ボンディングされた接続を設定できるよう
になります。になります。NetworkManager で可能なすべての設定に関する詳しい説明は、本ガイドの対象外となで可能なすべての設定に関する詳しい説明は、本ガイドの対象外とな
ります。本セクションでは、インストール中に有線接続を設定する方法の最も一般的なシナリオのみをります。本セクションでは、インストール中に有線接続を設定する方法の最も一般的なシナリオのみを
説明します。他のタイプのネットワークの設定はほぼ同じですが、設定する必要のある特定のパラメー説明します。他のタイプのネットワークの設定はほぼ同じですが、設定する必要のある特定のパラメー
ターは必ずしも異なります。ターは必ずしも異なります。
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図図9.25 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]

      新しい接続を追加するには、新しい接続を追加するには、Add をクリックし、メニューから接続タイプを選択します。既存の接をクリックし、メニューから接続タイプを選択します。既存の接
続を変更するには、一覧でその接続を選択し、続を変更するには、一覧でその接続を選択し、Edit をクリックします。いずれの場合も、以下で説明さをクリックします。いずれの場合も、以下で説明さ
れているように、特定の接続タイプに適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。れているように、特定の接続タイプに適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。
接続を削除するには、一覧で接続を選択し、接続を削除するには、一覧で接続を選択し、Delete をクリックします。をクリックします。
     

      ネットワーク設定の編集が終了したら、ネットワーク設定の編集が終了したら、適用適用 をクリックして新しい設定を保存します。インストーをクリックして新しい設定を保存します。インストー
ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起
動する必要があります動する必要があります( 「ネットワークデバイスを再起動します。」「ネットワークデバイスを再起動します。」 を参照してくださいを参照してください)。。
     

9.7.1.1. すべてのタイプの接続に共通するオプションすべてのタイプの接続に共通するオプション

       特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。
      

       Connection name name フィールドに接続の名前を指定します。フィールドに接続の名前を指定します。
      

       Connect automatically を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。
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       NetworkManager がインストール済みシステムで実行されると、がインストール済みシステムで実行されると、Available to all users オプショオプショ
ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時 に、設定に、設定
したネットワークインターフェイスで、すべてのユーザーしたネットワークインターフェイスで、すべてのユーザー がすべてのユーザーに選択されていることをがすべてのユーザーに選択されていることを
確認します。確認します。
      

9.7.1.2. 有線タブ有線タブ

       Wired タブを使用して、ネットワークアダプターのタブを使用して、ネットワークアダプターの メディアアクセス制御メディアアクセス制御 (MAC)アドレスを指定アドレスを指定
または変更し、インターフェイスを経由できるまたは変更し、インターフェイスを経由できる 最大伝送単位最大伝送単位 （バイト単位）を設定します。（バイト単位）を設定します。
      

図図9.26 有線タブ有線タブ

[D]
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9.7.1.3. 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

       802.1x Security タブを使用して、タブを使用して、802.1X ポートベースのネットワークアクセス制御ポートベースのネットワークアクセス制御 (PNAC)を設を設
定します。定します。この接続にこの接続に 802.1X セキュリティーを使用セキュリティーを使用 をを 選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー
クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。
      

認証認証

          以下のいずれかの認証方法を選択します。以下のいずれかの認証方法を選択します。
         

            トランスポート層セキュリティートランスポート層セキュリティーのの TLS
           

            TTLS またはまたは EAP-TTLS として知られる、として知られる、Tunneled Transport Layer Security のトのト
ンネルンネル TLS
           

             Protected Extensible Authentication Protocol の保護の保護 EAP (PEAP)
           

 

アイデンティティーアイデンティティー

          このサーバーの識別子を入力します。このサーバーの識別子を入力します。
         

 

ユーザー証明書ユーザー証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れた個人のれた個人の X.509 証明書ファイルを参照します。証明書ファイルを参照します。
         

 

CA 証明書証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れたれた X.509 認証局証明認証局証明 書ファイルを参照します。書ファイルを参照します。
         

 

秘密鍵秘密鍵

          識別名エンコーディングルール識別名エンコーディングルール (DER)、、Privacy Enhanced Mail (PEM)、または、または Personal 
Information Exchange Syntax Standard (PKCS#12)でエンコードされたでエンコードされた 秘密鍵秘密鍵 ファイルを参照しファイルを参照し
ます。ます。
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秘密鍵のパスワード秘密鍵のパスワード

          秘密鍵秘密鍵 フィールドで指定される秘密フィールドで指定される秘密 鍵鍵 のパスワード。のパスワード。パスワードを表示パスワードを表示を選択すると、入力を選択すると、入力
時にパスワードが表示されます。時にパスワードが表示されます。
         

 

図図9.27 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

[D]

9.7.1.4. IPv4 設定タブ設定タブ
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       IPv4 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv4 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

自動自動(DHCP)

          IPv4 パラメーターは、ネットワーク上のパラメーターは、ネットワーク上の DHCP サービスで設定されます。サービスで設定されます。
         

 

自動自動(DHCP)アドレスのみアドレスのみ

          IPv4 アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上のアドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上の DHCP サービスサービス
で設定されますが、で設定されますが、DNS サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。
         

 

Manual

          IPv4 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          169.254/16 範囲の範囲の リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

他のコンピューターと共有他のコンピューターと共有

          システムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていまシステムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていま
す。インターフェイスにはす。インターフェイスには 10.42.x.1/24 の範囲のアドレスが割り当てられ、の範囲のアドレスが割り当てられ、DHCP サーバーとサーバーと DNS 
サーバーが起動し、ネットワークサーバーが起動し、ネットワーク アドレス変換アドレス変換(NAT)を使用してシステム上のデフォルトのネットを使用してシステム上のデフォルトのネット
ワークワーク 接続にインターフェイスが接続されます。接続にインターフェイスが接続されます。
         

 

Disabled

          この接続ではこの接続では IPv4 が無効になっています。が無効になっています。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
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レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv4 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv6 設定が成功する場合は、この接続に必要な設定が成功する場合は、この接続に必要な IPv4 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、システムが除して、システムが IPv6 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
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図図9.28 IPv4 設定タブ設定タブ

[D]

9.7.1.4.1. IPv4 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv4 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
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図図9.29 IPv4 ルートの編集ルートの編集 ダイアログダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        自動的に取得したルートを無視自動的に取得したルートを無視 するする を選択して、インターフェイスがここで指定されたルートのを選択して、インターフェイスがここで指定されたルートの
みを使用するようにします。みを使用するようにします。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

9.7.1.5. IPv6 設定タブ設定タブ

       IPv6 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv6 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

無視無視

          この接続ではこの接続では IPv6 は無視されます。は無視されます。
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自動自動

          NetworkManager は、は、ルーター広告ルーター広告 (RA)を使用して自動のステートレス設定を作成します。を使用して自動のステートレス設定を作成します。
         

 

自動、アドレスのみ自動、アドレスのみ

          NetworkManager はは RA を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、DNS サーバーとサーバーと
検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。
         

 

自動、自動、DHCP のみのみ

          NetworkManager はは RA を使用しませんが、を使用しませんが、DHCPv6 からの情報を直接要求してステートフからの情報を直接要求してステートフ
ル設定を作成します。ル設定を作成します。
         

 

Manual

          IPv6 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          fe80::/10 接頭辞を持つ接頭辞を持つ リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv6 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv4 設定が成功した場合は、この接続のために設定が成功した場合は、この接続のために IPv6 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、除して、IPv4 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
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図図9.30 IPv6 設定タブ設定タブ

[D]

9.7.1.5.1. IPv6 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv6 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
       

第第9章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

117

ld-idm140616922279600.html


図図9.31 IPv6 ルートの編集ダイアログルートの編集ダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

9.7.1.6. ネットワークデバイスを再起動します。ネットワークデバイスを再起動します。

       インストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするためインストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするため
に、に、anaconda でデバイスを切断して再接続する必要があります。でデバイスを切断して再接続する必要があります。Anaconda は、は、インターフェイス設インターフェイス設
定定 (ifcfg)ファイルを使用してファイルを使用して NetworkManager と通信します。と通信します。ONBOOT=yes が設定されている限が設定されている限
り、デバイスはり、デバイスは ifcfg ファイルが削除され、ファイルが削除され、ifcfg ファイルが復元されると再接続されます。インターファイルが復元されると再接続されます。インター
フェイス設定ファイルの詳細はフェイス設定ファイルの詳細は https://access.redhat.com/documentation/ja-
JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html、の、の 『『Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 Deployment Guide』』 を参照してください。を参照してください。
      

1. 
         Ctrl+Alt+F2 を押して、仮想ターミナルを押して、仮想ターミナル tty2 に切り替えます。に切り替えます。
        

2. 
         インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。
        

mv /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-device_name /tmp

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

118

ld-idm140616931894672.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html


         device_name は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、ifcfg-eth0 は、は、eth0 
のの ifcfg ファイルです。ファイルです。
        

         デバイスがデバイスが anaconda で切断されました。で切断されました。
        

3. 
         vi エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。
        

vi /tmp/ifcfg-device_name

4. 
         インターフェイス設定ファイルにインターフェイス設定ファイルに ONBOOT=yes 行が含まれていることを確認します。行が含まれていることを確認します。
ファイルにファイルに 行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。
        

5. 
         vi エディターを終了します。エディターを終了します。
        

6. 
         インターフェイス設定ファイルをインターフェイス設定ファイルを /etc/sysconfig/network-scripts/ ディレクトリーに移動ディレクトリーに移動
します。します。
        

mv /tmp/ifcfg-device_name /etc/sysconfig/network-scripts/

         デバイスがデバイスが anaconda で再接続されるようになりました。で再接続されるようになりました。
        

7. 
         Ctrl+Alt+F6 を押してを押して anaconda に戻ります。に戻ります。
        

9.8. タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

     お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。
地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。
    

     システムクロックの精度を維持するためにシステムクロックの精度を維持するために NTP (Network Time Protocol) を使用する予定であってを使用する予定であって
も、タイムゾーンを指定してください。も、タイムゾーンを指定してください。
    

     ここから、タイムゾーンを選択する方法はここから、タイムゾーンを選択する方法は 2 つあります。つあります。
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       マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色
のドットで表示）。選択したことを示す赤いのドットで表示）。選択したことを示す赤い X が表示されます。が表示されます。
      

       また、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできままた、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできま
す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。
      

     Red Hat Enterprise Linux がコンピューター上で唯一のオペレーティングシステムである場合は、がコンピューター上で唯一のオペレーティングシステムである場合は、
システムシステム クロックにクロックに UTC を使用を使用 します。システムクロックは、コンピューターシステムのハードウェします。システムクロックは、コンピューターシステムのハードウェ
アの一部です。アの一部です。Red Hat Enterprise Linux はは timezone 設定を使用して、システムクロックのローカル設定を使用して、システムクロックのローカル
時間と時間と UTC の間のオフセットを決定します。この動作は、の間のオフセットを決定します。この動作は、UNIX、、Linux、および同様のオペレーティ、および同様のオペレーティ
ングシステムを使用するシステムの標準です。ングシステムを使用するシステムの標準です。
    

     Next をクリックして先に進みます。をクリックして先に進みます。
    

警告警告

      マシンでもマシンでも Microsoft Windows を実行している場合を実行している場合 は、システムクロックでは、システムクロックで 
UTC オプションを有効にしないでください。オプションを有効にしないでください。Microsoft オペレーティングシステムオペレーティングシステム
は、は、UTC ではなくローカルタイムに一致するようにではなくローカルタイムに一致するように BIOS クロックを変更しまクロックを変更しま
す。これにより、す。これにより、Red Hat Enterprise Linux で予期しない動作が発生する可能性がで予期しない動作が発生する可能性が
あります。あります。
     

注記注記

      インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、Time and Date Properties 
Tool を使用します。を使用します。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-date コマンドを入力して、コマンドを入力して、日付と時刻のプロパ日付と時刻のプロパ
ティーツールを起動しますティーツールを起動します。。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めパスワードを求め
るプロンプトが表示されます。るプロンプトが表示されます。
     

9.9. ROOT パスワードの設定パスワードの設定

     root アカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順のアカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順の 1 つです。つです。root アカウアカウ
ントは、パッケージのインストール、ントは、パッケージのインストール、RPM のアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナーのアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナー
ンスの実行に使用されます。ンスの実行に使用されます。root でログインすると、システムを完全に制御できます。でログインすると、システムを完全に制御できます。
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注記注記

      root ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全
なアクセス権があります。そのため、なアクセス権があります。そのため、root ユーザーとしてログインすることは、システユーザーとしてログインすることは、システ
ムのメンテナーンスや管理ムのメンテナーンスや管理 のみのみ を実行するのが最適です。を実行するのが最適です。
     

図図9.32 root パスワードパスワード

[D]

     root アカウントはシステム管理にのみ使用してください。アカウントはシステム管理にのみ使用してください。root 以外のアカウントを作成して、スー以外のアカウントを作成して、スー
パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、su コマンドを使用してコマンドを使用して root 
に変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限にに変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限に
抑えます。抑えます。
    

注記注記

      root になるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトでになるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトで su - とと 入力入力 し、し、
Enter を押します。次にを押します。次に root パスワードを入力し、パスワードを入力し、Enter を押します。を押します。
     

     インストールプログラムにより、インストールプログラムにより、root パスワードの設定が求められます。パスワードの設定が求められます。[2] システム用です。システム用です。.root 
パスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進むことはできません。パスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進むことはできません。
    

     root パスワードはパスワードは 6 文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ
ん。パスワードをん。パスワードを 2 回入力する必要があります。回入力する必要があります。2 つのパスワードが一致しない場合、インストールプつのパスワードが一致しない場合、インストールプ
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ログラムにより再度入力が求められます。ログラムにより再度入力が求められます。
    

     root パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名
前、電話番号、前、電話番号、Q werty、、パスワード、パスワード、root、、 123456、および、および anteater は、すべて不正なパスワードは、すべて不正なパスワード
の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例：の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例： Aard387vark 
またはまたは 420BMttNT ）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード
を入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書きを入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書き
留めないことが推奨されます。留めないことが推奨されます。
    

警告警告

      このマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださこのマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださ
い。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされい。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされ
る可能性があります。る可能性があります。
     

     インストール終了後にインストール終了後に root パスワードを変更する場合はパスワードを変更する場合は root でで passwd コマンドを実行します。コマンドを実行します。
root パスワードを忘れた場合は、パスワードを忘れた場合は、Red Hat Enterprise Linux 6 デプロイメントガイドのデプロイメントガイドの システムリカシステムリカ
バリーモードでの問題の解決バリーモードでの問題の解決 を参照してください。を参照してください。
    

9.10.  ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て  

     ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合( 「ストレージデバイ「ストレージデバイ
ス」ス」を参照を参照)、、anaconda は、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択をは、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択を
要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。
1 つのストレージデバイスのみを選択した場合、つのストレージデバイスのみを選択した場合、anaconda はこの画面を表示しません。はこの画面を表示しません。
    

     インストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされまインストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされま
すが、パーティション化やフォーマットは行われません。すが、パーティション化やフォーマットは行われません。
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図図9.33 ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て

[D]

     画面は画面は 2 つのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバつのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバ
イスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できるイスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できる
デバイスの一覧が含まれます。デバイスの一覧が含まれます。
    

     各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い
た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表
示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの
特定に役立ちます。特定に役立ちます。
    

     デバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベデバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベ
ルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動すルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動す
ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。
    

     インストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタンインストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタン
も含まれます。このラジオボタンを使用して、システムのブートデバイスとして使用するデバイスを指も含まれます。このラジオボタンを使用して、システムのブートデバイスとして使用するデバイスを指
定します。定します。
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重要重要

      ストレージデバイスに、ストレージデバイスに、Red Hat Enterprise Linux ブートローダーをチェーンローブートローダーをチェーンロー
ドするブートローダーが含まれている場合は、ドするブートローダーが含まれている場合は、インストールターゲットデバイスインストールターゲットデバイス にそのにその
ストレージデバイスを含めますストレージデバイスを含めます。。Install Target Devices として識別するストレージデバとして識別するストレージデバ
イスは、ブートローダーの設定時にイスは、ブートローダーの設定時に anaconda に表示されたままになります。に表示されたままになります。
     

      この画面でこの画面で Install Target Devices として識別するストレージデバイスは、パーティとして識別するストレージデバイスは、パーティ
ション設定画面でション設定画面で Use All Space オプションを選択していない限り、インストールプロオプションを選択していない限り、インストールプロ
セスにより自動的に消去されませんセスにより自動的に消去されません( 「ディスクパーティション設定」「ディスクパーティション設定」を参照してくださを参照してくださ
いい)。。
     

     インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

9.11. ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化

     既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス
トールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスクトールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスク
の既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブランの既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブラン
ドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除してドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除して
いる場合は、いる場合は、Re-initialize drive をクリックします。をクリックします。
    

     インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個
別のダイアログが表示されます。別のダイアログが表示されます。Ignore all ボタンまたはボタンまたは Re-initialize all ボタンをクリックして、同じボタンをクリックして、同じ
回答をすべてのデバイスに適用します。回答をすべてのデバイスに適用します。
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図図9.34 警告画面警告画面 - ハードドライブの初期化ハードドライブの初期化

[D]

     特定の特定の RAID システムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハードシステムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハード
ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能
な物理ディスク構造に応答します。な物理ディスク構造に応答します。
    

     必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド zerombr を使を使
用します用します( 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストールを参照してくださいを参照してください)。このコマンドは、以前に初。このコマンドは、以前に初
期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。
    

警告警告

      インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設
定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動
します。します。
     

9.12.  既存システムのアップグレード既存システムのアップグレード  
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重要重要

      以下のセクションは、以下のセクションは、Red Hat Enterprise Linux 6.4 をを Red Hat Enterprise Linux 
6.5 以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での Red Hat Enterprise 
Linux のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、Red Hat Enterprise 
Linux 6 からから Red Hat Enterprise Linux 7 へのアップグレードなど、メジャーバージョへのアップグレードなど、メジャーバージョ
ン間のアップグレードではサポートされません。ン間のアップグレードではサポートされません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン間のインプレースアップグレードのメジャーバージョン間のインプレースアップグレード
は、は、Red Hat Upgrade Tool およびおよび Preupgrade Assistant ツールを使用した特定の制限ツールを使用した特定の制限
で行うことができます。詳細は、で行うことができます。詳細は、37章章現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
     

     インストールシステムは、インストールシステムは、Red Hat Enterprise Linux の既存のインストールを自動的に検出しまの既存のインストールを自動的に検出しま
す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、
ユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティションユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティション
構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され
ます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できるます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できる
ように追加の設定ファイルをインストールします。ように追加の設定ファイルをインストールします。
    

     使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ
トウェアパッケージが含まれているとは限りません。トウェアパッケージが含まれているとは限りません。
    

9.12.1.  アップグレードダイアログアップグレードダイアログ  

      システムにシステムに Red Hat Enterprise Linux インストールが含まれる場合は、そのインストールをアップインストールが含まれる場合は、そのインストールをアップ
グレードするかどうかを尋ねるダイアログが表示されます。既存のシステムのアップグレードを実行すグレードするかどうかを尋ねるダイアログが表示されます。既存のシステムのアップグレードを実行す
るには、ドロップダウンリストから適切なインストールを選択し、るには、ドロップダウンリストから適切なインストールを選択し、Next を選択します。を選択します。
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図図9.35 アップグレードダイアログアップグレードダイアログ

[D]

注記注記

       既存の既存の Red Hat Enterprise Linux システムに手動でインストールしたソフトウェアシステムに手動でインストールしたソフトウェア
は、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソは、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソ
フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正
しく実行されるようにする必要がある場合があります。しく実行されるようにする必要がある場合があります。
      

9.12.2.  インストーラーを使用したアップグレードインストーラーを使用したアップグレード  

注記注記

       通常、通常、Red Hat は、別のは、別の /home パーティションにユーザーデータを保持し、新規イパーティションにユーザーデータを保持し、新規イ
ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、「ディ「ディ
スクパーティション設定」スクパーティション設定」 を参照してください。を参照してください。
      

      インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、Red Hat Enterprise 
Linux ソフトウェアと競合するソフトウェアと競合する Red Hat Enterprise Linux で提供されていないソフトウェアは上書きで提供されていないソフトウェアは上書き
されます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケーされます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケー
ジの一覧を作成します。ジの一覧を作成します。
     

rpm -qa --qf '%{NAME} %{VERSION}-%{RELEASE} %{ARCH}\n' > ~/old-pkglist.txt
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      インストール後に、この一覧を参照して、インストール後に、この一覧を参照して、Red Hat 以外のソースから再ビルドまたは取得する必要以外のソースから再ビルドまたは取得する必要
があるパッケージを見つけます。があるパッケージを見つけます。
     

      次に、システム設定データのバックアップを作成します。次に、システム設定データのバックアップを作成します。
     

su -c 'tar czf /tmp/etc-`date +%F`.tar.gz /etc' 
su -c 'mv /tmp/etc-*.tar.gz /home'

      アップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータアップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータ
には、には、/home ディレクトリー全体の内容や、ディレクトリー全体の内容や、Apache、、FTP、、SQL サーバーなどのサービスやソースサーバーなどのサービスやソース
コード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありまコード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありま
せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。
     

警告警告

       上記の例では、バックアップの資料が上記の例では、バックアップの資料が /home ディレクトリーに保存されるこディレクトリーに保存されるこ
とに注意してください。とに注意してください。/home ディレクトリーが別のパーティションではない場合ディレクトリーが別のパーティションではない場合
は、は、これらの例の動詞は従わないでください。これらの例の動詞は従わないでください。CD、、DVD ディスクなどの別のデバディスクなどの別のデバ
イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。
      

      後でアップグレードプロセスを完了する方法は、後でアップグレードプロセスを完了する方法は、「アップグレードの完了」「アップグレードの完了」 を参照してください。を参照してください。
     

9.12.3. ブートローダー設定の更新ブートローダー設定の更新

      正常に起動するには、完了した正常に起動するには、完了した Red Hat Enterprise Linux インストールをインストールを ブートローダーブートローダー に登録に登録
する必要があります。ブートローダーは、オペレーティングシステムを見つけて起動するマシン上のソする必要があります。ブートローダーは、オペレーティングシステムを見つけて起動するマシン上のソ
フトウェアです。ブートローダーの詳細は、フトウェアです。ブートローダーの詳細は、付録付録E GRUB ブートローダーブートローダー を参照してください。を参照してください。
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図図9.36 Upgrade Boot Loader ダイアログダイアログ

[D]

      既存のブートローダーが既存のブートローダーが Linux ディストリビューションによってインストールされている場合は、ディストリビューションによってインストールされている場合は、
インストールシステムを変更して新しいインストールシステムを変更して新しい Red Hat Enterprise Linux システムを読み込むことができまシステムを読み込むことができま
す。既存のす。既存の Linux ブートローダーを更新するには、ブートローダーを更新するには、ブートローダー設定の更新ブートローダー設定の更新 を選択します。これを選択します。これ
は、既存のは、既存の Red Hat Enterprise Linux インストールをアップグレードする場合のデフォルト動作でインストールをアップグレードする場合のデフォルト動作で
す。す。
     

      GRUB は、は、32 ビットおよびビットおよび 64 ビットビット x86 アーキテクチャー上のアーキテクチャー上の Red Hat Enterprise Linux 用の用の
標準ブートローダーです。マシンが標準ブートローダーです。マシンが Boot----------|-----、、System Commander、または、または Microsoft 
Windows によってインストールされたローダーなどの他のブートローダーを使用する場合、によってインストールされたローダーなどの他のブートローダーを使用する場合、Red Hat 
Enterprise Linux インストールシステムはこれを更新できません。この場合は、インストールシステムはこれを更新できません。この場合は、Skip boot loader 
updating を選択します。インストールプロセスが完了したら、製品のドキュメントを参照してくださを選択します。インストールプロセスが完了したら、製品のドキュメントを参照してくださ
い。い。
     

      既存のブートローダーを交換したい場合にのみ、アップグレードプロセスの一部として新しいブー既存のブートローダーを交換したい場合にのみ、アップグレードプロセスの一部として新しいブー
トローダーをインストールします。新しいブートローダーをインストールする場合は、新しいブートトローダーをインストールします。新しいブートローダーをインストールする場合は、新しいブート
ローダーを設定するまで、同じマシンで他のオペレーティングシステムを起動できない場合がありまローダーを設定するまで、同じマシンで他のオペレーティングシステムを起動できない場合がありま
す。す。新しいブートローダー設定の作成新しいブートローダー設定の作成 をを 選択して、既存のブートローダーを削除し、選択して、既存のブートローダーを削除し、GRUB をインスをインス
トールします。トールします。
     

      選択を終えたら、選択を終えたら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。新しいブートローダー設定オプションを新しいブートローダー設定オプションを 選択選択
した場合は、した場合は、「「x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定」ブートローダーの設定」  を参照してください。ブートを参照してください。ブート
ローダー設定を更新またはスキップすると、入力せずにインストールが続行されます。ローダー設定を更新またはスキップすると、入力せずにインストールが続行されます。
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9.13. ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

警告警告

      システムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえシステムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえ
ば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存しておば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存してお
くストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違いくストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違い
が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。
     

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、本セクをテキストモードでインストールする場合は、本セク
ションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。インションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。イン
ストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシスストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシス
テムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイテムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイ
アウトが必要な場合は、アウトが必要な場合は、VNC 接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ
ンストールを実行する必要があります。ンストールを実行する必要があります。
     

      さらに、さらに、LVM、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの
高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。
     

重要重要

      RAID カードを実装している場合、カードを実装している場合、BIOS タイプは、タイプは、RAID カードからの起動に対応カードからの起動に対応
していない場合がある点に注意してください。このような場合、していない場合がある点に注意してください。このような場合、/boot/ パーティションパーティション
は、別のハードドライブなど、は、別のハードドライブなど、RAID アレイ以外のパーティションに作成する必要がありアレイ以外のパーティションに作成する必要があり
ます。問題のあるます。問題のある RAID カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必
要です。要です。
     

      また、また、/boot パーティションはソフトウェアパーティションはソフトウェア RAID の設定にも必要になります。の設定にも必要になります。
     

      システムのパーティション設定を自動で選択した場合は、システムのパーティション設定を自動で選択した場合は、レビューレビュー を選択しを選択し
て、て、/boot/ パーティションを手動で編集する必要があります。パーティションを手動で編集する必要があります。
     

     パーティション分割により、ハードドライブを分離セクションに分割し、各セクションが独自のパーティション分割により、ハードドライブを分離セクションに分割し、各セクションが独自の
ハードドライブとして動作します。パーティションは、複数のオペレーティングシステムを実行する場ハードドライブとして動作します。パーティションは、複数のオペレーティングシステムを実行する場
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合に特に便利です。システムのパーティション設定方法が不明な場合は、合に特に便利です。システムのパーティション設定方法が不明な場合は、付録付録A ディスクパーティショディスクパーティショ
ンの概要ンの概要 を参照してください。を参照してください。
    

図図9.37 ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

[D]

     この画面では、この画面では、4 つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動
でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。
    

     最初の最初の 4 つのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストールつのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストール
を実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプションを実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプション
を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選
択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。
    

     オプションは以下のとおりです。オプションは以下のとおりです。
    

全領域の使用全領域の使用

        このオプションを選択して、ハードドライブ上のすべてのパーティションを削除します（これこのオプションを選択して、ハードドライブ上のすべてのパーティションを削除します（これ
には、には、Windows VFAT パーティションやパーティションや NTFS パーティションなどの他のオペレーティングシステパーティションなどの他のオペレーティングシステ
ムによって作成されたパーティションが含まれます）。ムによって作成されたパーティションが含まれます）。
       

第第9章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

131

ld-idm140617093218544.html


警告警告

         このオプションを選択すると、選択したハードドライブの全データがインこのオプションを選択すると、選択したハードドライブの全データがイン
ストールプログラムにより削除されます。ストールプログラムにより削除されます。Red Hat Enterprise Linux をインスをインス
トールするハードドライブに保持する情報がある場合は、このオプションを選トールするハードドライブに保持する情報がある場合は、このオプションを選
択しないでください。択しないでください。
        

         特に、別のブートローダーから特に、別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローブートロー
ダーをチェーンロードするようにシステムを設定する場合は、このオプションダーをチェーンロードするようにシステムを設定する場合は、このオプション
を選択しないでください。を選択しないでください。
        

 

既存の既存の Linux システムの置き換えシステムの置き換え

        このオプションを選択して、以前のこのオプションを選択して、以前の Linux インストールで作成されたパーティションのみを削インストールで作成されたパーティションのみを削
除します。これにより、ハードドライブにある可能性のある他のパーティション除します。これにより、ハードドライブにある可能性のある他のパーティション(VFAT やや FAT32 
パーティションなどパーティションなど)は削除されません。は削除されません。
       

 

現在のシステムの縮小現在のシステムの縮小

        このオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域にこのオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域に
デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux レイアウトをインストールします。レイアウトをインストールします。
       

警告警告

         他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション
を縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありまを縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありま
す。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オす。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オ
ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用
するオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更するするオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更する
前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。
        

 

空き領域の使用空き領域の使用
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        現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス
ペースにペースに Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、このオプションを選択します。このをインストールするには、このオプションを選択します。この
オプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださオプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださ
い。い。「十分なディスク容量がありますか「十分なディスク容量がありますか?」」 を参照してください。を参照してください。
       

警告警告

         64 ビットビット x86 システムでシステムで BIOS の代わりにの代わりに UEFI を使用している場合は、を使用している場合は、
/boot パーティションを手動で作成する必要があります。このパーティションにパーティションを手動で作成する必要があります。このパーティションに
はは ext3 ファイルシステムが必要です。パーティションを自動的に選択すると、ファイルシステムが必要です。パーティションを自動的に選択すると、
システムが起動しません。システムが起動しません。
        

 

カスタムレイアウトの作成カスタムレイアウトの作成

        このオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされこのオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされ
たレイアウトを作成します。参照：たレイアウトを作成します。参照： 「「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変
更更 」」
       

 

     ダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティションダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティション
設定方法を選択します。設定方法を選択します。
    

     Encrypt system を選択して、を選択して、/boot パーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しまパーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しま
す。暗号化の詳細は、す。暗号化の詳細は、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してください。を参照してください。
    

     自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、Review オオ
プションを選択します。プションを選択します。Review を選択してを選択して Next をクリックして前方に移動すると、をクリックして前方に移動すると、anaconda で作で作
成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ
とができます。とができます。
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重要重要

      Red Hat Enterprise Linux ブートローダーを別のブートローダーからブートローダーを別のブートローダーから チェーンローチェーンロー
ドド するように設定するには、手動で起動ドライブを指定する必要があります。自動パーするように設定するには、手動で起動ドライブを指定する必要があります。自動パー
ティション設定オプションのいずれかを選択した場合は、ティション設定オプションのいずれかを選択した場合は、Next をクリックする前をクリックする前
に、に、パーティションレイアウトの確認および変更パーティションレイアウトの確認および変更 を行うか、正しい起動ドライブを指定を行うか、正しい起動ドライブを指定
できないようにする必要があります。できないようにする必要があります。
     

重要重要

      マルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムにマルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムに Red Hat 
Enterprise Linux 6 をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定
レイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグレイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグ
ループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反することループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反すること
になります。になります。
     

      自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ
スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。
または、カスタムのパーティション設定または、カスタムのパーティション設定 を選択します。を選択します。
     

     選択が完了したら選択が完了したら Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

9.14. ディスク暗号化パスフレーズの選択ディスク暗号化パスフレーズの選択

     Encrypt System オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号
化するパスフレーズの入力を求めます。化するパスフレーズの入力を求めます。
    

     パーティションはパーティションは Linux Unified Key Setup を使用して暗号化されます。詳細は、を使用して暗号化されます。詳細は、付録付録C ディスクディスク
の暗号化の暗号化 を参照してください。を参照してください。
    

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

134



図図9.38  暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。 

[D]

     パスフレーズが決まったらダイアログボックスのパスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。このパスフレーつのフィールドに入力します。このパスフレー
ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。
    

警告警告

      このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのこのパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびその
パーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくパーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなく
なったパスフレーズを復元する方法はありません。なったパスフレーズを復元する方法はありません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のキックスタートインストールを実行する場合は、のキックスタートインストールを実行する場合は、
暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ
を作成できます。を作成できます。「パスフレーズの保存」「パスフレーズの保存」 およびおよび 「バックアップパスフレーズの「バックアップパスフレーズの
作成および保存」作成および保存」 を参照してください。を参照してください。
     

9.15.  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更  

     4 つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、Review を選択しなかった場合を選択しなかった場合
は、は、「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」 に進んでください。に進んでください。
    

     自動パーティション設定オプションの自動パーティション設定オプションの 1 つを選択し、つを選択し、確認確認 を選択した場合は、現在のパーティショを選択した場合は、現在のパーティショ
ン設定を受け入れるかン設定を受け入れるか( Nextをクリックしてをクリックして)、パーティション設定画面で手動で設定を変更します。、パーティション設定画面で手動で設定を変更します。
    

     カスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムにカスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムに Red Hat Enterprise Linux のイのイ
ンストール場所を指示する必要があります。これには、ンストール場所を指示する必要があります。これには、Red Hat Enterprise Linux がインストールされがインストールされ
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ているている 1 つ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。この時点でパーティショつ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。この時点でパーティショ
ンを作成したり削除したりする必要がある場合があります。ンを作成したり削除したりする必要がある場合があります。
    

警告警告

      64 ビットビット x86 システムでシステムで BIOS の代わりにの代わりに UEFI を使用している場合は、を使用している場合は、
/boot パーティションを手動で作成する必要があります。このパーティションにはパーティションを手動で作成する必要があります。このパーティションには 
ext3 ファイルシステムが必要です。パーティションを自動的に選択すると、システファイルシステムが必要です。パーティションを自動的に選択すると、システ
ムが起動しません。ムが起動しません。
     

重要重要

      UEFI ファームウェアを使用しているシステムでは、ブートドライブ（ブートローファームウェアを使用しているシステムでは、ブートドライブ（ブートロー
ダーがインストールされているディスク）には、マウントポイントがダーがインストールされているディスク）には、マウントポイントが /boot/efi の少なくの少なく
ともとも 50 MB の特殊なパーティションの特殊なパーティション(EFI システムパーティションシステムパーティション)が含まれている必要が含まれている必要
があります。があります。
     

      ブートドライブにはブートドライブには GUID Partition Table (GPT)ラベルも必要です。既存のパーティラベルも必要です。既存のパーティ
ションとマスターブートレコードションとマスターブートレコード(MBR)ラベルでディスクを再利用する必要がある場ラベルでディスクを再利用する必要がある場
合、ディスクの再ラベル付けが必要になります。合、ディスクの再ラベル付けが必要になります。ディスク上の既存データはすべて失わディスク上の既存データはすべて失わ
れます。れます。
     

      グラフィカルインストーラーでディスクをグラフィカルインストーラーでディスクを GPT に再ラベル付けするには、最初にに再ラベル付けするには、最初に 
「ディスクパーティション設定」「ディスクパーティション設定」 に戻り、に戻り、Use All Space などの自動パーティション設などの自動パーティション設
定オプションを選択します。定オプションを選択します。パーティション設定レイアウトの確認および変更パーティション設定レイアウトの確認および変更 チェックチェック
ボックスをオンにして、ボックスをオンにして、Next をクリックします。次の画面で、必要に応じて自動的に作をクリックします。次の画面で、必要に応じて自動的に作
成されたレイアウトを変更します。成されたレイアウトを変更します。
     

      この回避策は、この回避策は、MBR ラベルが付いたドライブを再利用する際に常に必要になりまラベルが付いたドライブを再利用する際に常に必要になりま
す。パーティション設定プロセスの開始す。パーティション設定プロセスの開始 時に時に カスタムレイアウトの作成カスタムレイアウトの作成 を選択するを選択する
と、ディスクの再ラベル付けは行われず、続行できなくなります。と、ディスクの再ラベル付けは行われず、続行できなくなります。
     

     パーティションの設定方法を計画していない場合は、パーティションの設定方法を計画していない場合は、付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要 およびおよび 
「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少なくとも、適切にサイズのルートを参照してください。少なくとも、適切にサイズのルート
パーティションと、通常はシステムにあるパーティションと、通常はシステムにある RAM の容量に適したの容量に適した swap パーティションが必要です。パーティションが必要です。
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     Anaconda は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。
    

図図9.39 x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのパーティション設定システムでのパーティション設定

[D]

     パーティション画面にはパーティション画面には 2 つのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択したつのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択した
ハードドライブ、論理ボリューム、またはハードドライブ、論理ボリューム、または RAID デバイスがグラフィカル表示されます。デバイスがグラフィカル表示されます。
    

     デバイスのグラフィック表示の上に、ドライブの名前デバイスのグラフィック表示の上に、ドライブの名前( /dev/sda やや LogVol00などなど)、そのサイズ、そのサイズ(MB 
単位単位)、およびインストールプログラムで検出されるモデルを確認できます。、およびインストールプログラムで検出されるモデルを確認できます。
    

     マウスを使ってマウスを使って 1 回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル
クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。
    

     下部ペインには、インストールプロセスで以前に指定されているように、インストール中に使用さ下部ペインには、インストールプロセスで以前に指定されているように、インストール中に使用さ
れるドライブ、論理ボリューム、およびれるドライブ、論理ボリューム、および RAID デバイスの一覧が含まれます。を参照してください。デバイスの一覧が含まれます。を参照してください。 「「 
ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て 」」
    

     デバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッデバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッ
クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。
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     Anaconda では、各デバイスの詳細が表示されます。では、各デバイスの詳細が表示されます。
    

Device

        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前
       

 

サイズサイズ(MB)

        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズデバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズ(MB 単位単位)
       

 

マウントポイントマウントポイント/RAID/ボリュームボリューム

        パーティションをパーティションを マウントするマウントポイントマウントするマウントポイント （ファイルシステム内の場所）、またはその（ファイルシステム内の場所）、またはその
一部である一部である RAID または論理ボリュームグループの名前または論理ボリュームグループの名前
       

 

型型

        パーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドはパーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドは
パーティション上のファイルシステムタイプパーティション上のファイルシステムタイプ(ext4 などなど)を表示します。それ以外の場合は、パーを表示します。それ以外の場合は、パー
ティションがティションが 物理ボリューム物理ボリューム(LVM) またはまたは ソフトウェアソフトウェア RAIDの一部であることを示します。の一部であることを示します。
       

 

形式形式

        この列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示しこの列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示し
ています。ています。
       

 

     下部ペインの下には、下部ペインの下には、Create、、Edit、、Delete、、Reset のの 4 つのボタンがあります。つのボタンがあります。
    

     下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション
を選択し、を選択し、4 つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。
    

Create

        新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を作成するを作成する
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編集編集

        既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を変更します。パーティを変更します。パーティ
ションを縮小できるのはションを縮小できるのは リサイズリサイズ (resize)ボタンのみで、パーティションの拡大はできないことにボタンのみで、パーティションの拡大はできないことに
注意してください。注意してください。
       

 

Delete

        パーティション、論理ボリューム、またはソフトウェアパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID の削除の削除
       

 

リセットリセット

        この画面で行ったすべての変更を元に戻すこの画面で行ったすべての変更を元に戻す
       

 

9.15.1.  ストレージの作成ストレージの作成  

      ストレージのストレージの 作成作成 ダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソ
フトウェアフトウェア RAID を作成できます。を作成できます。Anaconda は、システムにすでに存在するストレージや、システムは、システムにすでに存在するストレージや、システム
に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示
します。します。
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図図9.40 ストレージの作成ストレージの作成

[D]

      オプションは、オプションは、パーティションの作成パーティションの作成、、ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成、および、および LVM の作成の作成 の下でグの下でグ
ループ化されます。ループ化されます。
     

 パーティションの作成パーティションの作成 

       パーティションの追加パーティションの追加 ダイアログの詳細は、ダイアログの詳細は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。を参照してください。
      

        標準標準 パーティションパーティション - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に( 付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要で説明で説明
されているようにされているように)標準ディスクパーティションを作成します。標準ディスクパーティションを作成します。
       

 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 
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       詳細は、詳細は、「「 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        RAID パーティション：パーティション： ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスの一部を形成するために、未割り当デバイスの一部を形成するために、未割り当
ての領域にパーティションを作成します。ソフトウェアての領域にパーティションを作成します。ソフトウェア RAID デバイスを形成するには、デバイスを形成するには、2 つつ
以上の以上の RAID パーティションがシステムで利用できる必要があります。パーティションがシステムで利用できる必要があります。
       

        RAID デバイスデバイス: 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションをソフトウェアパーティションをソフトウェア RAID デバイスに統合しデバイスに統合し
ます。このオプションを選択すると、作成するます。このオプションを選択すると、作成する RAID デバイスのタイプデバイスのタイプ( RAID レベルレベル)を指定を指定
できます。このオプションは、システムでできます。このオプションは、システムで 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションが利用できる場合パーティションが利用できる場合
にのみ利用できます。にのみ利用できます。
       

 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

       詳細は、詳細は、「「 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        LVM 物理ボリューム物理ボリューム - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に 物理ボリューム物理ボリューム を作成します。を作成します。
       

        LVM ボリュームグループボリュームグループ - 1 つ以上の物理つ以上の物理 ボリュームからボリュームグループボリュームからボリュームグループ を作成しを作成し
ます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくともます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくとも 1 つ利用可能な場合にのみつ利用可能な場合にのみ
利用できます。利用できます。
       

        LVM 論理ボリューム論理ボリューム - ボリュームグループにボリュームグループに 論理ボリューム論理ボリューム を作成します。このオプを作成します。このオプ
ションは、システムで少なくともションは、システムで少なくとも 1 つのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用できつのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用でき
ます。ます。
       

9.15.2. パーティションの追加パーティションの追加

      新しいパーティションを追加するには、新しいパーティションを追加するには、Create ボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さ
れますれます( 図図9.41「新しいパーティションの作成」「新しいパーティションの作成」を参照してくださいを参照してください)。。
     

注記注記

       このインストールには、少なくともこのインストールには、少なくとも 1 つのパーティションを割り当てる必要があつのパーティションを割り当てる必要があ
り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、付録付録A ディスクパーティディスクパーティ
ションの概要ションの概要 を参照してください。を参照してください。
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図図9.41 新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成

[D]

        マウントポイントマウントポイント: パーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、このパーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、この
パーティションをパーティションを root パーティションにする必要がある場合はパーティションにする必要がある場合は / を入力します。を入力します。/boot パーパー
ティションの場合はティションの場合は /boot と入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションのと入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションの
正しいマウントポイントを選択することもできます。正しいマウントポイントを選択することもできます。swap パーティションの場合、マウントパーティションの場合、マウント
ポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプをポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分でに設定するだけで十分で
す。す。
       

        File System Type: プルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイプルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイ
ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、「ファイルシステムのタ「ファイルシステムのタ
イプ」イプ」 を参照してください。を参照してください。
       

        許容許容 可能なドライブ可能なドライブ: このフィールドには、システムにインストールされているハードこのフィールドには、システムにインストールされているハード
ディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハードディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハード
ディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられてディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられて いないいない 
場合、そのハードディスクに場合、そのハードディスクに はは パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定
を使用すると、必要な場所にを使用すると、必要な場所に anaconda のパーティションを配置するか、のパーティションを配置するか、anaconda にパーにパー
ティションの移動先を決定できます。ティションの移動先を決定できます。
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        サイズサイズ(MB): パーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールドパーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールド
はは 200 MB で始まります。変更しない限り、で始まります。変更しない限り、200 MB のパーティションのみが作成されます。のパーティションのみが作成されます。
       

        追加のサイズオプション追加のサイズオプション: このパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイントこのパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイント
まで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りのまで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りの
ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。
       

        (MB)までの領域をすべて表示するまでの領域をすべて表示する 場合は、このオプションの右側にある場合は、このオプションの右側にある フィールドにサフィールドにサ
イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一
定領域を確保できます。定領域を確保できます。
       

        force to be a primary パーティションパーティション: 作成したパーティションをハードドライブの最初作成したパーティションをハードドライブの最初
のの 4 つのパーティションのつのパーティションの 1 つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、
パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、「パーティション内の「パーティション内の
パーティションパーティション - 拡張パーティションの概要」拡張パーティションの概要」 を参照してください。を参照してください。
       

        encrypt: ストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなしストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなし
で保存されているデータにアクセスできないように、パーティションをで保存されているデータにアクセスできないように、パーティションを 暗号暗号 化するかどうかを化するかどうかを
選択します。ストレージデバイスの暗号化については、選択します。ストレージデバイスの暗号化については、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してくを参照してく
ださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフ
レーズの入力が求められます。レーズの入力が求められます。
       

        OK: 設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は OK を選択します。を選択します。
       

        取り消し取り消し: パーティションを作成しない場合はパーティションを作成しない場合は Cancel を選択します。を選択します。
       

9.15.2.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

       Red Hat Enterprise Linux では、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できまでは、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できま
す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡
単に説明しています。単に説明しています。
      

パーティションタイプパーティションタイプ

         標準パーティション標準パーティション: 標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含
めることも、ソフトウェアめることも、ソフトウェア RAID またはまたは LVM 物理ボリュームにコンテナーを提供できます。物理ボリュームにコンテナーを提供できます。
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         swap — Swap パーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シパーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納するステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータがが不足すると、そのデータが swap パーティパーティ
ションに書き込まれます。詳細は、ションに書き込まれます。詳細は、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参照してを参照して
ください。ください。
        

         ソフトウェアソフトウェア RAID — 複数のソフトウェア複数のソフトウェア RAID パーティションを作成してパーティションを作成して 1 台の台の RAID 
デバイスとして設定します。デバイスとして設定します。RAID の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイデプロイメントガイ
ドド のの 『『RAID (Redundant Array of Independent Disks)』』 の章を参照してください。の章を参照してください。
        

         物理ボリューム物理ボリューム(LVM) - 1 つ以上の物理ボリュームつ以上の物理ボリューム(LVM)パーティションを作成すると、パーティションを作成すると、
LVM 論理ボリュームを作成できます。論理ボリュームを作成できます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンは、物理ディスクを使用する場合にパフォーマン
スを向上させることができます。スを向上させることができます。LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガデプロイメントガ
イドイド を参照してください。を参照してください。
        

ファイルシステムファイルシステム

         ext4: ext4 ファイルシステムはファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が加えファイルシステムをベースとし、多くの改善が加え
られています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになられています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようにな
り、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトり、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクト
リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、
ジャーナリングがより強力になりました。ジャーナリングがより強力になりました。ext4 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポーのファイルシステムがサポー
トされます。トされます。ext4 ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。
        

注記注記

          user_xattr およびおよび acl マウントオプションは、インストールシステムにマウントオプションは、インストールシステムに
よってよって ext4 システムに自動的に設定されます。これらのオプションは、拡張属システムに自動的に設定されます。これらのオプションは、拡張属
性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細
は、は、Red Hat Enterprise Linux Storage Administration Guide を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
         

         ext3 — ext3 ファイルシステムはファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリングファイルシステムをベースとし、ジャーナリング
機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する
と、と、fsckが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しまが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しま

す。す。 [3] ファイルシステム。ファイルシステム。ext3 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポートされます。のファイルシステムがサポートされます。
        

         ext2: ext2 ファイルシステムは標準のファイルシステムは標準の Unix ファイルタイプ（通常のファイル、ディレクファイルタイプ（通常のファイル、ディレク
トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を文字までの長いファイル名を
割り当てることができます。割り当てることができます。
        

         XFS - XFS は、最大は、最大 16 エクサバイト（約エクサバイト（約 1,600万テラバイト）のファイルシステム、最万テラバイト）のファイルシステム、最

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

144

https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Storage_Administration_Guide/index.html


大大 8 エクサバイト（約エクサバイト（約 800万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ
レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。XFS 
は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイファイ
ルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができまルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができま
す。す。
        

注記注記

          インストーラーが作成できるインストーラーが作成できる XFS パーティションの最大サイズはパーティションの最大サイズは 100 TB 
です。です。
         

         vfat - VFAT ファイルシステムは、ファイルシステムは、FAT ファイルシステムのファイルシステムの Microsoft Windows の長いの長い
ファイル名と互換性があるファイル名と互換性がある Linux ファイルシステムです。ファイルシステムです。
        

         Btrfs - Btrfs は、は、ext2、、ext3、および、および ext4 のファイルシステムよりも多くのファイル、のファイルシステムよりも多くのファイル、
より大きなファイル、およびより大きなファイル、および ext4 のボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとしてのボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとして
開発中です。開発中です。Btrfs は、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エは、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エ
ラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータ
の有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッの有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッ
トを維持します。トを維持します。
        

         Btrfs はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供
されません。ドライブにされません。ドライブに Btrfs パーティションを作成する場合は、起動オプションパーティションを作成する場合は、起動オプション  btrfs でイでイ
ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、28章章起動オプション起動オプション を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
        

警告警告

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 には、テクノロジープレビューとしてには、テクノロジープレビューとして 
Btrfs が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重
なデータを含むパーティションにはなデータを含むパーティションには Btrfs を選択しないでください。まを選択しないでください。ま
た、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないでた、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないで
ください。ください。
         

9.15.3.  ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成  

      RAID ( Redundant Array of independent disks)は、複数のは、複数の ストレージデバイスから設定されておストレージデバイスから設定されてお
り、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまなり、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまな
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種類の種類の RAID の詳細はの詳細は 、、Red Hat Enterprise Linux ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイド を参照してください。を参照してください。
     

      RAID デバイスを作成するには、まずソフトウェアデバイスを作成するには、まずソフトウェア RAID パーティションを作成する必要がありまパーティションを作成する必要がありま
す。す。2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションを作成したら、パーティションを作成したら、RAID を選択して、ソフトウェアを選択して、ソフトウェア 
RAID パーティションをパーティションを RAID デバイスに参加させます。デバイスに参加させます。
     

RAID パーティションパーティション

         ソフトウェアソフトウェア RAID のパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオのパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオ
プションは、ディスクにソフトウェアプションは、ディスクにソフトウェア RAID パーティションが含まれていない場合にのみ使用できパーティションが含まれていない場合にのみ使用でき
ます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプ
ションの説明は、ションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System Type をを 
ソフトウェアソフトウェア RAIDに設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
        

図図9.42 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

[D]

 

RAID デバイスデバイス

         既存のソフトウェア既存のソフトウェア RAID パーティションからパーティションから RAID デバイスを構築する場合は、このオプデバイスを構築する場合は、このオプ
ションを選択します。このオプションは、ションを選択します。このオプションは、2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションが設定されパーティションが設定され
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ている場合に使用できます。ている場合に使用できます。
        

図図9.43 RAID デバイスの作成デバイスの作成

[D]

         標準パーティションのファイルシステムの種類を標準パーティションのファイルシステムの種類を として選択します。として選択します。
        

         Anaconda はは RAID デバイスの名前を自動的に提案しますが、デバイスの名前を自動的に提案しますが、md0 からから md15 への名前を手への名前を手
動で選択できます。動で選択できます。
        

         個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この RAID に含めるに含める
か、または削除します。か、または削除します。
        

         RAID レベルレベル は、特定タイプのは、特定タイプの RAID に対応します。次のいずれかのオプションを選択しまに対応します。次のいずれかのオプションを選択しま
す。す。
        

           RAID 0: 複数のストレージデバイスにデータを分散します。複数のストレージデバイスにデータを分散します。RAID レベルレベル 0 は、標準は、標準
パーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージをパーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージを 1 つのつの
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大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル 0 RAIDS は冗長性がなく、は冗長性がなく、
アレイ内のアレイ内の 1 つのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだつのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだ
さい。さい。RAID 0 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 1: 1 つのストレージデバイス上のデータを、他のつのストレージデバイス上のデータを、他の 1 つ以上のストレージデバイつ以上のストレージデバイ
スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。
RAID 1 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 4: 複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の 1 つのデバつのデバ
イスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティーイスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティー
情報を保存します。すべてのパリティー情報が情報を保存します。すべてのパリティー情報が 1 つのデバイスに保存されるため、このデバつのデバイスに保存されるため、このデバ
イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。RAID 4 にはには
少なくとも少なくとも 3 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 5: データおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。しデータおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。し
たがって、たがって、RAID レベルレベル 5 は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点
を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、RAID レベルレベル 4 のパフォーマのパフォーマ
ンスボトルネックは共有しないでください。ンスボトルネックは共有しないでください。RAID 5 には少なくともには少なくとも 3 つのつの RAID パーティパーティ
ションが必要です。ションが必要です。
          

           RAID 6: レベルレベル 6 のの RAID はは レベルレベル 5 RAID と似ていますが、パリティーデータのと似ていますが、パリティーデータの
セットはセットは 1 つだけ格納されるのではなく、つだけ格納されるのではなく、2 つのセットを保存します。つのセットを保存します。RAID 6 には少なくには少なく
ともとも 4 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 10: レベルレベル 10 RAID は、は、ネストされたネストされた RAID またはまたは ハイブリッドハイブリッド RAID です。です。
RAID レベルレベル 10 は、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散すは、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散す
ることにより構築されます。たとえば、ることにより構築されます。たとえば、4 つのつの RAID パーティションから設定されたパーティションから設定された RAID 
レベルレベル 10 のの RAID は、は、1 つのパーティションがもうつのパーティションがもう 1 つのパーティションをミラーリングつのパーティションをミラーリング
するする 2 つのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベルつのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベル 0 RAID と同と同
様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。RAID 10 には少なくともには少なくとも 4 つのつの RAID 
パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

 

9.15.4.  LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

重要重要

       テキストモードのインストール時にテキストモードのインストール時に LVM の初期セットアップは利用できません。の初期セットアップは利用できません。
LVM 設定をゼロから作成する必要がある場合は、設定をゼロから作成する必要がある場合は、AltF  2 をを 押して別の仮想コンソール押して別の仮想コンソール
を使用し、を使用し、lvm コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るには、コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るには、
AltF 1 をを 押し押し ます。ます。
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      論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM)は、ハードドライブやは、ハードドライブや LUN などの基礎となる物理ストレージ領域の論などの基礎となる物理ストレージ領域の論
理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム物理ボリューム として表示され、として表示され、ボボ
リュームグループリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数のにグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボリューム論理ボリューム 
に分割することができます。したがって、に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ
とが可能なパーティションとして機能します。とが可能なパーティションとして機能します。
     

      LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド を参照してください。を参照してください。LVM は、は、
グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。
     

LVM 物理ボリューム物理ボリューム

         LVM 物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを
選択します。このオプションは、ストレージに選択します。このオプションは、ストレージに LVM ボリュームグループが含まれていない場合にのボリュームグループが含まれていない場合にの
み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用
可能なオプションの説明は、可能なオプションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System 
Type をを 物理ボリューム物理ボリューム(LVM)に設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
        

図図9.44 LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

[D]
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LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

         利用可能な利用可能な LVM 物理ボリュームから物理ボリュームから LVM ボリュームグループを作成するか、既存の論理ボボリュームグループを作成するか、既存の論理ボ
リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。
        

図図9.45 LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

[D]

         ボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前をボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前を
付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、Add オプオプ
ション、ション、Edit オプション、オプション、Delete オプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボオプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボ
リュームを設定します。リュームを設定します。
        

         ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十
分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、8 GB の論理ボリュームを含むの論理ボリュームを含む 2 つのつの 5 GB 
のの LVM 物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス
トーラーは、トーラーは、8 GB の論理ボリューム用に、グループにの論理ボリューム用に、グループに 5 GB しか残っていないため、いずれかのコしか残っていないため、いずれかのコ
ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切
に減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボに減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボ
リュームのサイズをリュームのサイズを 4 GB に減らすと、に減らすと、5 GB の物理ボリュームのいずれかを削除できます。の物理ボリュームのいずれかを削除できます。
        

 

論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
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         LVM 論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ
ションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズ(MB 単位単位)を選択しを選択し
ます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定すます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定す
ることもできます。ることもできます。
        

図図9.46 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

[D]

 

9.15.5. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

9.15.5.1. x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムシステム

       x86、、AMD64、および、および Intel 64 システム用に、以下のパーティションを作成することが推奨さシステム用に、以下のパーティションを作成することが推奨さ  れまれま
す。す。
      

         スワップスワップ パーティションパーティション
        

         /boot パーティションパーティション
        

         / パーティションパーティション
        

         ホームホーム パーティションパーティション
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         /boot/efi パーティションパーティション(EFI システムパーティションシステムパーティション)- UEFI ファームウェアを使用してファームウェアを使用して
いるシステムのみいるシステムのみ
        

         スワップスワップ パーティション（少なくともパーティション（少なくとも 256 MB））- swap パーティションは仮想メモリーパーティションは仮想メモリー
をサポートします。データは、システムが処理しているデータを格納するのに十分なをサポートします。データは、システムが処理しているデータを格納するのに十分な RAM がが
ない場合にない場合に swap パーティションに書き込まれます。パーティションに書き込まれます。
        

         過去数年、推奨されるスワップ領域のサイズは、システムの過去数年、推奨されるスワップ領域のサイズは、システムの RAM サイズに比例して増加サイズに比例して増加
していました。ただし、最近のシステムには、数百ギガバイトのしていました。ただし、最近のシステムには、数百ギガバイトの RAM が含まれていることがが含まれていることが
よくあります。結果として、推奨されるスワップ領域は、システムのメモリーではなく、シスよくあります。結果として、推奨されるスワップ領域は、システムのメモリーではなく、シス
テムメモリーのワークロードの機能とみなされます。テムメモリーのワークロードの機能とみなされます。
        

         以下の表では、システムの以下の表では、システムの RAM の容量別に推奨されるスワップパーティションのサイズの容量別に推奨されるスワップパーティションのサイズ
と、システムをハイバネートするのに十分なメモリーが必要かどうかを示しています。推奨さと、システムをハイバネートするのに十分なメモリーが必要かどうかを示しています。推奨さ
れるスワップパーティションのサイズは、インストール時に自動的に確定されます。ただし、れるスワップパーティションのサイズは、インストール時に自動的に確定されます。ただし、
ハイバネートを可能にするには、カスタムパーティション設定段階でスワップ領域を編集するハイバネートを可能にするには、カスタムパーティション設定段階でスワップ領域を編集する
必要があります。必要があります。
        

重要重要

          以下の表の推奨事項は、メモリーが少ないシステム以下の表の推奨事項は、メモリーが少ないシステム(1 GB 以下以下)で特に重要で特に重要
です。このようなシステムで十分なスワップ領域を割り当てられないと、不安定です。このようなシステムで十分なスワップ領域を割り当てられないと、不安定
になる問題が生じたり、インストールしたシステムが起動できなくなる可能性がになる問題が生じたり、インストールしたシステムが起動できなくなる可能性が
あります。あります。
         

表表9.2 システムの推奨システムの推奨 swap 領域領域

 システム内のシステム内の RAM の容量の容量  推奨されるスワップ領域推奨されるスワップ領域  ハイバネートを許可する場ハイバネートを許可する場
合に推奨される合に推奨される swap 領域領域  

 ⩽ 2GB  RAM 容量の容量の 2 倍倍  RAM 容量の容量の 3 倍倍 

 > 2GB – 8GB  RAM 容量と同じ容量と同じ  RAM 容量の容量の 2 倍倍 

 > 8GB – 64GB  最低最低 4GB  RAM 容量の容量の 1.5 倍倍 

 > 64GB  最低最低 4GB  ハイバネートは推奨されなハイバネートは推奨されな
いい 

         上記の各範囲の境界線上（システムの上記の各範囲の境界線上（システムの RAM がが 2GB、、8GB、または、または 64GB などの場などの場
合）、選択したスワップ領域とハイバネートへのサポートに関して決定を行なってください。合）、選択したスワップ領域とハイバネートへのサポートに関して決定を行なってください。
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システムリソースに余裕がある場合は、スワップ領域を増やすとパフォーマンスが向上するこシステムリソースに余裕がある場合は、スワップ領域を増やすとパフォーマンスが向上するこ
とがあります。とがあります。
        

         特に高速ドライブ、コントローラー、インターフェイスを備えたシステムでは、複数のス特に高速ドライブ、コントローラー、インターフェイスを備えたシステムでは、複数のス
トレージデバイスにスワップ領域を分散させると、トレージデバイスにスワップ領域を分散させると、swap 領域のパフォーマンスが向上するこ領域のパフォーマンスが向上するこ
とに注意してください。とに注意してください。
        

注記注記

          Red Hat Enterprise Linux 6.0、、6.1、および、および 6.2 向けのスワップ領域サイ向けのスワップ領域サイ
ズの推奨事項は、ズの推奨事項は、2012 年年 6 月に月に Red Hat Enterprise Linux 6.3 のリリースで最のリリースで最
初に発行され、ハイバネート領域を考慮しなかった現在の推奨事項とは異なりま初に発行され、ハイバネート領域を考慮しなかった現在の推奨事項とは異なりま
す。このような以前のバージョンのす。このような以前のバージョンの Red Hat Enterprise Linux 6 の自動インスの自動インス
トールは、この代替の推奨事項に合わせて引き続きスワップ領域を生成します。トールは、この代替の推奨事項に合わせて引き続きスワップ領域を生成します。
ただし、ただし、Red Hat Enterprise Linux 6.3 向けに発行された新しい推奨事項に合わ向けに発行された新しい推奨事項に合わ
せて、スワップ領域のサイズを手動で選択することが推奨されます。せて、スワップ領域のサイズを手動で選択することが推奨されます。
         

/boot/ パーティションパーティション(250 MB)

          /boot/ にマウントされたパーティションには、オペレーティングシステムのカーネルにマウントされたパーティションには、オペレーティングシステムのカーネル
（システムの（システムの Red Hat Enterprise Linux の起動が可能）と、ブートストラッププロセス中に使の起動が可能）と、ブートストラッププロセス中に使
用されるファイルが含まれます。ほとんどのユーザーの場合は、用されるファイルが含まれます。ほとんどのユーザーの場合は、250 MB のブートパーティのブートパーティ
ションで十分です。ションで十分です。
         

重要重要

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティショ（ルート）パーティショ
ンは、ンは、ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できま（推奨）ファイルシステムのみを使用できま
す。す。Btrfs、、XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home 
などの他のパーティションは、などの他のパーティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサ（利用可能な場合）を含むサ
ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの を参照を参照 https://access.redhat.com/solutions/667273 してくださしてくださ
い。い。
         

警告警告

          通常、通常、/boot パーティションはインストーラーによって自動的に作成パーティションはインストーラーによって自動的に作成
されることに注意してください。ただし、されることに注意してください。ただし、/ (root)パーティションがパーティションが 2 TB 
を超え、起動にを超え、起動に(U) EFI を使用する場合は、マシンを正常に起動するためにを使用する場合は、マシンを正常に起動するために 
2 TB 未満の未満の /boot パーティションを別途作成する必要があります。パーティションを別途作成する必要があります。
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注記注記

          ハードドライブがハードドライブが 1024 を超えるシリンダ（お使いのシステムがを超えるシリンダ（お使いのシステムが 2 年以上年以上
前）である場合は、前）である場合は、/ (root)パーティションにハードドライブの残りの領域をすパーティションにハードドライブの残りの領域をす
べて使用する場合は、べて使用する場合は、/boot/ パーティションを作成する必要があります。パーティションを作成する必要があります。
         

注記注記

          RAID カードを実装している場合、カードを実装している場合、BIOS タイプは、タイプは、RAID カードからの起カードからの起
動に対応していない場合がある点に注意してください。このような場合、動に対応していない場合がある点に注意してください。このような場合、/boot/ 
パーティションは、別のハードドライブなど、パーティションは、別のハードドライブなど、RAID アレイ以外のパーティショアレイ以外のパーティショ
ンに作成する必要があります。ンに作成する必要があります。
         

         ルートルート パーティションパーティション(3.0 GB - 5.0 GB)-/" (root ディレクトリーディレクトリー)が配置される場所でが配置される場所で
す。この設定では、すべてのファイルす。この設定では、すべてのファイル( /bootに保存されているファイルを除くに保存されているファイルを除く)はは root パーパー
ティション上にあります。ティション上にあります。
        

         3.0 GB のパーティションを使用すると最小インストールを実行できますが、のパーティションを使用すると最小インストールを実行できますが、5.0 GB のの
ルートパーティションでは、すべてのパッケージグループを選択してフルインストールを実行ルートパーティションでは、すべてのパッケージグループを選択してフルインストールを実行
できます。できます。
        

重要重要

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティショ（ルート）パーティショ
ンは、ンは、ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できま（推奨）ファイルシステムのみを使用できま
す。す。Btrfs、、XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home 
などの他のパーティションは、などの他のパーティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサ（利用可能な場合）を含むサ
ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの を参照を参照 https://access.redhat.com/solutions/667273 してくださしてくださ
い。い。
         

重要重要

          / （またはルート）パーティションはディレクトリー構造の最上位で（またはルート）パーティションはディレクトリー構造の最上位で
す。す。/root ディレクトリーディレクトリー(slash-root が通知されることもありますが通知されることもあります)は、システは、システ
ム管理用のユーザーアカウントのホームディレクトリーです。ム管理用のユーザーアカウントのホームディレクトリーです。
         

ホームホーム パーティションパーティション(100 MB 以上以上)

          システムデータとユーザーデータを別々に保存するには、システムデータとユーザーデータを別々に保存するには、/home ディレクトリーのボディレクトリーのボ
リュームグループ内に専用のパーティションを作成します。こうすることで、ユーザーデータリュームグループ内に専用のパーティションを作成します。こうすることで、ユーザーデータ
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のファイルを消去せずにのファイルを消去せずに Red Hat Enterprise Linux をアップグレードしたり、再インストールをアップグレードしたり、再インストール
したりできるようになります。したりできるようになります。
         

       多くのシステムでは、上記の最小パーティションよりも多くのパーティションがあります。パー多くのシステムでは、上記の最小パーティションよりも多くのパーティションがあります。パー
ティション設定は、システム固有のニーズに応じて決定してください。詳細は、ティション設定は、システム固有のニーズに応じて決定してください。詳細は、「パーティション設定「パーティション設定
に関するアドバイス」に関するアドバイス」 を参照してください。を参照してください。
      

       1 つの大きなつの大きな / パーティションの代わりに多数のパーティションを作成すると、アップグレードがパーティションの代わりに多数のパーティションを作成すると、アップグレードが
容易になります。詳細は、容易になります。詳細は、「「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 」」 のの Edit 
オプションの説明を参照してください。オプションの説明を参照してください。
      

       次の表は、一覧表示されたディレクトリーを含むパーティションのパーティションの最小サイズを次の表は、一覧表示されたディレクトリーを含むパーティションのパーティションの最小サイズを
まとめています。これらのディレクトリーごとに個別のパーティションを作成する必要まとめています。これらのディレクトリーごとに個別のパーティションを作成する必要 はありませんはありません。。
たとえば、たとえば、/foo を含むパーティションがを含むパーティションが 500 MB 以上で、別の以上で、別の /foo パーティションを作成しない場パーティションを作成しない場
合、合、/ (root)パーティションはパーティションは 500 MB 以上である必要があります。以上である必要があります。
      

表表9.3 パーティションの最小サイズパーティションの最小サイズ

 ディレクトリーディレクトリー  最小サイズ最小サイズ 

 /  250 MB 

 /usr  250 MB 

 /tmp  50 MB 

 /var  384 MB 

 /home  100 MB 

 /boot  250 MB 

注記注記

        Excess Capacity Unallocated をそのままにし、すぐに必要なパーティションにのをそのままにし、すぐに必要なパーティションにの
みストレージ容量を割り当てます。必要に応じて空き容量をいつでも割り当てることがみストレージ容量を割り当てます。必要に応じて空き容量をいつでも割り当てることが
できます。ストレージ管理の柔軟な方法は、できます。ストレージ管理の柔軟な方法は、付録付録D LVM の理解の理解 を参照してください。を参照してください。
       

       コンピューターに最も適したパーティションを設定するのが分からない場合は、デフォルトのパーコンピューターに最も適したパーティションを設定するのが分からない場合は、デフォルトのパー
ティションレイアウトを受け入れます。ティションレイアウトを受け入れます。
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9.15.5.1.1. パーティション設定に関するアドバイスパーティション設定に関するアドバイス

        最適なパーティション設定は対象となる最適なパーティション設定は対象となる Linux システムの用途によって異なります。以下のヒンシステムの用途によって異なります。以下のヒン
トは、ディスク領域の割り当て方法を決定するのに役立ちます。トは、ディスク領域の割り当て方法を決定するのに役立ちます。
       

          機密データを格納する可能性があるパーティションには暗号化を検討してください。暗機密データを格納する可能性があるパーティションには暗号化を検討してください。暗
号化を行うと、権限を持たない人が物理ストレージデバイスにアクセスできても、暗号化した号化を行うと、権限を持たない人が物理ストレージデバイスにアクセスできても、暗号化した
パーティションにあるデータにアクセスできなくなります。ほとんどの場合、少なくともパーティションにあるデータにアクセスできなくなります。ほとんどの場合、少なくとも 
/home パーティションは暗号化してください。パーティションは暗号化してください。
         

          システムにインストールされている各カーネルには、システムにインストールされている各カーネルには、/boot パーティションに約パーティションに約 30 MB 
が必要です。優れたカーネルをインストールする予定がない限り、が必要です。優れたカーネルをインストールする予定がない限り、/boot ではデフォルトのではデフォルトの
パーティションサイズパーティションサイズ 250 MB で十分です。で十分です。
         

重要重要

           Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティショ（ルート）パーティショ
ンは、ンは、ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できま（推奨）ファイルシステムのみを使用できま
す。す。Btrfs、、XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home 
などの他のパーティションは、などの他のパーティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサ（利用可能な場合）を含むサ
ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの を参照を参照 https://access.redhat.com/solutions/667273 してくださしてくださ
い。い。
          

          /var ディレクトリーには、ディレクトリーには、Apache web サーバーなど複数のアプリケーションのコンテサーバーなど複数のアプリケーションのコンテ
ンツが収納されます。また、ダウンロードした更新パッケージの一時的な保存にも使用されまンツが収納されます。また、ダウンロードした更新パッケージの一時的な保存にも使用されま
す。す。/var ディレクトリーを持たせるパーティションには、ダウンロードした更新パッケージのディレクトリーを持たせるパーティションには、ダウンロードした更新パッケージの
一時的な保存や他のコンテンツの収納ができるよう十分な領域を確保してください。一時的な保存や他のコンテンツの収納ができるよう十分な領域を確保してください。
         

警告警告

            PackageKit 更新ソフトウェアでは、デフォルトで更新パッケージ更新ソフトウェアでは、デフォルトで更新パッケージ
をを /var/cache/yum/ にダウンロードします。システムを手動でパーティにダウンロードします。システムを手動でパーティ
ションし、別のションし、別の /var/ パーティションを作成する場合は、パッケージの更新パーティションを作成する場合は、パッケージの更新
をダウンロードするのに十分な大きさのパーティションをダウンロードするのに十分な大きさのパーティション(3.0 GB 以上以上)を作を作
成してください。成してください。
          

          /usr ディレクトリーには、ディレクトリーには、Red Hat Enterprise Linux システムのほとんどのソフトウェシステムのほとんどのソフトウェ
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アコンテンツが含まれています。デフォルトのソフトウェアセットをインストールするには、アコンテンツが含まれています。デフォルトのソフトウェアセットをインストールするには、
少なくとも少なくとも 4 GB の領域を割り当てます。ソフトウェア開発者であるか、またはの領域を割り当てます。ソフトウェア開発者であるか、または Red Hat 
Enterprise Linux システムを使用してソフトウェア開発スキルを学習する場合は、少なくともシステムを使用してソフトウェア開発スキルを学習する場合は、少なくとも 
2 倍のこの割り当てが必要になる場合があります。倍のこの割り当てが必要になる場合があります。
         

          LVM ボリュームグループ内の一部領域を未割り当てのまま残しておくことを検討してくボリュームグループ内の一部領域を未割り当てのまま残しておくことを検討してく
ださい。この未割り当て領域により、領域の要件が変更されても、他のパーティションからださい。この未割り当て領域により、領域の要件が変更されても、他のパーティションから
データを削除してストレージを再割り当てしない場合に柔軟性が得られます。データを削除してストレージを再割り当てしない場合に柔軟性が得られます。
         

          サブディレクトリーをパーティションに分割した場合は、現在のシステムに新しいバーサブディレクトリーをパーティションに分割した場合は、現在のシステムに新しいバー
ジョンのジョンの Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、これらのサブディレクトリーをインストールする場合は、これらのサブディレクトリー
にコンテンツを保持できます。たとえば、にコンテンツを保持できます。たとえば、/var/lib/mysql でで MySQL データバッジを実行する場データバッジを実行する場
合は、後で再インストールする必要がある場合には、そのディレクトリー用に別のパーティ合は、後で再インストールする必要がある場合には、そのディレクトリー用に別のパーティ
ションを作成します。ションを作成します。
         

          UEFI システムには、システムには、EFI システムパーティションファイルシステムを持つシステムパーティションファイルシステムを持つ 50-150MB 
/boot/efi パーティションが含まれている必要があります。パーティションが含まれている必要があります。
         

        以下の表は、以下の表は、1 つの新しいつの新しい 80 GB のハードディスクとのハードディスクと 1 GB のの RAM があるシステムのパーティがあるシステムのパーティ
ション設定が可能です。将来の拡張を可能にするために、ボリュームグループの約ション設定が可能です。将来の拡張を可能にするために、ボリュームグループの約 10 GB が割り当てが割り当て
られていないことに注意してください。られていないことに注意してください。
       

注記注記

         この設定はサンプルであり、すべてのユースケースに最適ではありません。この設定はサンプルであり、すべてのユースケースに最適ではありません。
        

例例9.1 パーティション設定の例パーティション設定の例

         
表表9.4 パーティション設定の例パーティション設定の例

 パーティションパーティション  サイズおよびタイプサイズおよびタイプ 

 /boot  250 MB のの ext3 パーティションパーティション 

 swap  2 GB のスワップのスワップ 

 LVM 物理ボリューム物理ボリューム  1 つのつの LVM ボリュームグループとしての残ボリュームグループとしての残
りの領域りの領域 
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         物理ボリュームはデフォルトのボリュームグループに割り当てられ、以下の論理ボリュームに物理ボリュームはデフォルトのボリュームグループに割り当てられ、以下の論理ボリュームに
分割されます。分割されます。
        

         
表表9.5 パーティション設定の例：パーティション設定の例：LVM 物理ボリューム物理ボリューム

 パーティションパーティション  サイズおよびタイプサイズおよびタイプ 

 /  13 GB ext4 

 /var  4 GB ext4 

 /home  50 GB ext4 

        

9.16. ディスクへの変更の書き込みディスクへの変更の書き込み

     インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。Write 
changes to disk をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、Red 
Hat Enterprise Linux をインストールできるようにします。をインストールできるようにします。
    

図図9.47 ストレージ設定のディスクへの書き込みストレージ設定のディスクへの書き込み

[D]
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     続行する場合は、続行する場合は、Write changes to disk をクリックします。をクリックします。
    

警告警告

      インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後
に変更を加えていません。に変更を加えていません。Write changes to disk をクリックすると、インストーをクリックすると、インストー
ラーはハードドライブの領域を割り当て、ラーはハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域にをこの領域に
移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。
     

      この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、Go back をクリックしをクリックし
ます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。このます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。この
時点で電源を切る場合、ほとんどのコンピューターでは電源ボタンを数秒間、押し時点で電源を切る場合、ほとんどのコンピューターでは電源ボタンを数秒間、押し
続けると電源が切れます。続けると電源が切れます。
     

      Write changes to disk をクリックした後に、インストールプロセスを完了させをクリックした後に、インストールプロセスを完了させ
ます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッ
トしたり、停電したりした場合など）、トしたり、停電したりした場合など）、Red Hat Enterprise Linux のインストールのインストール
プロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストープロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストー
ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。
     

9.17. パッケージグループの選択パッケージグループの選択

     インストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シスインストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シス
テムのパッケージをカスタマイズすることができます。テムのパッケージをカスタマイズすることができます。
    

     パッケージのパッケージの インストールデフォルトインストールデフォルト 画面画面 が表示され、が表示され、Red Hat Enterprise Linux インストールインストール
のデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールするのデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールする Red Hat 
Enterprise Linux のバージョンによって異なります。のバージョンによって異なります。
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重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、パッケーをテキストモードでインストールする場合は、パッケー
ジを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルージを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルー
プからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールププからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールプ
ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備
が整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インスが整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インス
トールを完了してから、トールを完了してから、ソフトウェアの追加ソフトウェアの追加/削除削除 アプリケーションを使用して必要な変アプリケーションを使用して必要な変
更を加えます。更を加えます。
     

図図9.48 パッケージグループの選択パッケージグループの選択

[D]

     デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux インストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデインストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデ
プロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカプロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカ
ル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるにル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるに
は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。
    

基本サーバー基本サーバー

        このオプションは、サーバーで使用するためのこのオプションは、サーバーで使用するための Red Hat Enterprise Linux の基本インストールの基本インストール
を提供します。を提供します。
       

 

データベースサーバーデータベースサーバー
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        このオプションは、このオプションは、MySQL およびおよび PostgreSQL データベースを提供します。データベースを提供します。
       

 

Web server

        このオプションはこのオプションは Apache Web サーバーを提供します。サーバーを提供します。
       

 

エンタープライズエンタープライズ Identity Server ベースベース

        このオプションは、このオプションは、ID サーバーおよび認証サーバーを作成するためのサーバーおよび認証サーバーを作成するための OpenLDAP およびおよび 
Enterprise Identity Management (IPA)を提供します。を提供します。
       

 

Virtual Host

        このオプションは、仮想マシンのホストを作成するこのオプションは、仮想マシンのホストを作成する KVM およびおよび Virtual Machine Manager 
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

デスクトップデスクトップ

        このオプションは、このオプションは、OpenOffice.org 生産性スイート、生産性スイート、GIMP などのグラフィカルツール、およなどのグラフィカルツール、およ
びマルチメディアアプリケーションを提供します。びマルチメディアアプリケーションを提供します。
       

 

ソフトウェア開発ワークステーションソフトウェア開発ワークステーション

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux システムでソフトウェアのコンパイルに必要なシステムでソフトウェアのコンパイルに必要な
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

最小最小

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux の実行に必要なパッケージのみを提供します。の実行に必要なパッケージのみを提供します。
最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ
のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。
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警告警告

         現在、最小インストールでは、現在、最小インストールでは、authconfig パッケージおよびパッケージおよび system-
config-firewall-base パッケージが選択にないため、デフォルトでファイアパッケージが選択にないため、デフォルトでファイア
ウォールウォール(iptables/ip6tables)を設定しません。この問題を回避するには、キッを設定しません。この問題を回避するには、キッ
クスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージにクスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージに
追加します。回避策の詳細は追加します。回避策の詳細は Red Hat カスタマーポータルカスタマーポータル、キックスタート、キックスタート
ファイルの詳細はファイルの詳細は 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してくださを参照してくださ
い。い。
        

         回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア
ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。
        

 

     現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、「パッケージのインストール」「パッケージのインストール」 に進に進
んでください。んでください。
    

     コンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしまコンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしま
すす( 図図9.48「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     パッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面のパッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面の Customize now オプションを選択しまオプションを選択しま
す。す。次次 へへ をクリックすると、をクリックすると、パッケージグループの選択パッケージグループの選択 画面に移動します。画面に移動します。
    

9.17.1. 追加リポジトリーからのインストール追加リポジトリーからのインストール

      追加の追加の リポジトリーリポジトリー を定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこを定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこ
とができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述するとができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述する 
メタデータメタデータ を保存するネットワークの場所です。を保存するネットワークの場所です。Red Hat Enterprise Linux で使用されるソフトウェで使用されるソフトウェ
アパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタアパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタ
データを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこデータを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこ
とを確認します。とを確認します。
     

      基本的なオプションは以下のとおりです。基本的なオプションは以下のとおりです。
     

        High Availability リポジトリーには、リポジトリーには、Red Hat High Availability Service Management ココ
ンポーネントを使用した高可用性ンポーネントを使用した高可用性 クラスターリング（フェイルオーバークラスターリングクラスターリング（フェイルオーバークラスターリングともとも
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呼ばれる）のパッケージが含まれます。呼ばれる）のパッケージが含まれます。
       

        Load Balancer リポジトリーには、リポジトリーには、Linux Virtual Server (LVS)を使用した負荷分散クラスを使用した負荷分散クラス
ターリング用のパッケージが含まれます。ターリング用のパッケージが含まれます。
       

        Red Hat Enterprise Linux リポジトリーが自動的に選択されます。これには、リポジトリーが自動的に選択されます。これには、Red Hat 
Enterprise Linux 6.9 としてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリースとしてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリース
時の現在のバージョンにさまざまなソフトウェアが含まれています。時の現在のバージョンにさまざまなソフトウェアが含まれています。
       

        Resilient Storage リポジトリーには、リポジトリーには、Red Hat グローバルファイルシステムグローバルファイルシステム (GFS)を使を使
用したストレージクラスターリング用のパッケージが含まれます。用したストレージクラスターリング用のパッケージが含まれます。
       

      Red Hat Enterprise Linux 6.9 でのクラスターリングの詳細については、『でのクラスターリングの詳細については、『Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 High Availability Add-On Overview』』 https://access.redhat.com/documentation/ja-
JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/High_Availability_Add-On_Overview/index.html を参照してを参照して
ください。。ください。。
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図図9.49 ソフトウェアリポジトリーの追加ソフトウェアリポジトリーの追加

[D]

      追加追加 リポジトリーリポジトリー からソフトウェアを含めるには、からソフトウェアを含めるには、Add additional software repositories を選択を選択
し、リポジトリーの場所を指定します。し、リポジトリーの場所を指定します。
     

      既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、Modify 
repository を選択します。を選択します。
     

      Red Hat Enterprise Linux DVD など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変
更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。
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図図9.50 ネットワークインターフェイスの選択ネットワークインターフェイスの選択

[D]

1. 
        ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。
       

2. 
        OK をクリックします。をクリックします。
       

      次に、次に、Anaconda によりにより NetworkManager が起動し、インターフェイスを設定できます。が起動し、インターフェイスを設定できます。
     

図図9.51 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]
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      NetworkManager の使用方法は、を参照してください。の使用方法は、を参照してください。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
     

      Add additional software repositories を選択すると、を選択すると、Edit repository ダイアログが表示されまダイアログが表示されま
す。す。リポジトリー名リポジトリー名 と、そのロケーションのと、そのロケーションの リポジトリーリポジトリー URL を指定します。を指定します。
     

      ミラーを見つけたら、使用するミラーを見つけたら、使用する URL を判別するために、を判別するために、repodata という名前のディレクトリーがという名前のディレクトリーが 
含ま含ま れるミラー上のディレクトリーを検索します。れるミラー上のディレクトリーを検索します。
     

      追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク
経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ
ます。ます。
     

警告警告

       パッケージ選択画面からパッケージ選択画面から Back を選択すると、入力した追加のリポジトリーを選択すると、入力した追加のリポジトリー
データが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルできデータが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルでき
ます。現在、入力後にます。現在、入力後に 1 つのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませつのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませ
ん。ん。
      

9.17.2.  ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ  

注記注記

       Red Hat Enterprise Linux システムは、インストールプロセスの開始時に選択したシステムは、インストールプロセスの開始時に選択した
言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか
らその言語のパッケージグループを選択らその言語のパッケージグループを選択 しし ます。ます。
      

      Customize now を選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプを選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプ
ションを使用すると、インストールプロセスでションを使用すると、インストールプロセスで Next を選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さを選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さ
れます。れます。
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図図9.52 パッケージグループの詳細パッケージグループの詳細

[D]

      Red Hat Enterprise Linux は、同梱のソフトウェアをは、同梱のソフトウェアを  パッケージグループパッケージグループ。簡単に使用できるよ。簡単に使用できるよ
うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。
     

      機能機能( X Window System やや Editorsなどなど)、個々のパッケージ、またはこの、個々のパッケージ、またはこの 2 つの組み合わせに従っつの組み合わせに従っ
てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。
     

      カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側
のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。
     

      インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選
択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま
す。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストールす。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストール
されません。されません。
     

      パッケージグループを選択すると、パッケージグループを選択すると、Red Hat Enterprise Linux は、そのグループのベースパッケーは、そのグループのベースパッケー
ジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージ
をインストールするかを変更するには、グループの説明の下にあるをインストールするかを変更するには、グループの説明の下にある Optional Packages ボタンを選択ボタンを選択
します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。
     

      右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース
パッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できまパッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できま
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す。す。
     

図図9.53 パッケージ選択リストコンテキストメニューパッケージ選択リストコンテキストメニュー

[D]

      必要なパッケージを選択したら、必要なパッケージを選択したら、Next を選択して続行します。インストーラーは選択をチェックを選択して続行します。インストーラーは選択をチェック
し、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージのし、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージの
選択が終了したら、選択が終了したら、Close をクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージをクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージ
選択画面に戻ります。選択画面に戻ります。
     

      選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、Add/Remove Software 
ツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除しツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除し
ます。このツールを実行するには、メインメニューからます。このツールを実行するには、メインメニューから System → Administration → Add/Remove 
Software を選択します。を選択します。Red Hat Enterprise Linux ソフトウェア管理システムは、インストールディソフトウェア管理システムは、インストールディ
スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。
     

9.17.2.1.  コアとなるネットワークサービスコアとなるネットワークサービス 

       すべてのすべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれまインストールには、以下のネットワークサービスが含まれま
す。す。
      

         syslog による集中ロギングによる集中ロギング
        

         SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メールによる電子メール
        

         NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有によるネットワークファイル共有
        

         SSH (Secure SHell) によるリモートアクセスによるリモートアクセス
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         mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズによるリソースのアドバタイズ
        

       デフォルトのインストールでは、以下も提供します。デフォルトのインストールでは、以下も提供します。
      

         HTTP によるネットワークファイル転送によるネットワークファイル転送(HyperText Transfer Protocol)
        

         CUPS による印刷による印刷(Common UNIX Printing System)
        

         VNC を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）
        

       Red Hat Enterprise Linux システムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シシステムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シ
ステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷なステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。Red Hat Enterprise Linux は、これらのサーは、これらのサー
ビスを有効にせずにビスを有効にせずに NFS 共有、共有、HTTP、、VNC コンポーネントをインストールします。コンポーネントをインストールします。
      

       インストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアクインストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアク
セスサービスを提供するようにセスサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。システムを設定できます。SSH サービスはサービスは
デフォルトで有効になっています。デフォルトで有効になっています。NFS 共有サービスを有効にしなくても、共有サービスを有効にしなくても、NFS を使用して他のシスを使用して他のシス
テムのファイルにアクセスできます。テムのファイルにアクセスできます。
      

9.18. X86、、AMD64、および、および INTEL 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

     ブートメディアを使用せずにシステムを起動するには、通常ブートローダーをインストールする必ブートメディアを使用せずにシステムを起動するには、通常ブートローダーをインストールする必
要があります。ブートローダーは、コンピューターの起動時に実行する最初のソフトウェアプログラム要があります。ブートローダーは、コンピューターの起動時に実行する最初のソフトウェアプログラム
です。これは、オペレーティングシステムカーネルソフトウェアへの制御の読み込みおよび転送を行いです。これは、オペレーティングシステムカーネルソフトウェアへの制御の読み込みおよび転送を行い
ます。次にカーネルは、残りのオペレーティングシステムを初期化します。ます。次にカーネルは、残りのオペレーティングシステムを初期化します。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合、インストーをテキストモードでインストールする場合、インストー
ラーはブートローダーを自動的に設定し、インストールプロセス時にブートローダーをラーはブートローダーを自動的に設定し、インストールプロセス時にブートローダーを
カスタマイズすることはできません。カスタマイズすることはできません。
     

     デフォルトでインストールされるデフォルトでインストールされる GRUB (GRand Unified Bootloader)は非常に強力なブートローは非常に強力なブートロー
ダーです。ダーです。GRUB は、さまざまな空きオペレーティングシステムや、チェーン読み込みを備えたプロプは、さまざまな空きオペレーティングシステムや、チェーン読み込みを備えたプロプ
ライエタリーオペレーティングシステム（別のブートローダーを読み込んでライエタリーオペレーティングシステム（別のブートローダーを読み込んで Windows などのサポートなどのサポート
対象外のオペレーティングシステムを読み込むメカニズム）を読み込むことができます。対象外のオペレーティングシステムを読み込むメカニズム）を読み込むことができます。Red Hat 
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Enterprise Linux 6 のの GRUB のバージョンは、アップストリーム開発がのバージョンは、アップストリーム開発が GRUB 2 に移行したため、現に移行したため、現

在在 GRUB Legacy と呼ばれる旧バージョンで安定版であることに注意してください。と呼ばれる旧バージョンで安定版であることに注意してください。[4] Red Hat は、は、
同梱するすべてのパッケージと同じように、同梱するすべてのパッケージと同じように、Red Hat Enterprise Linux 6 に同梱されるに同梱される GRUB のバーのバー
ジョンの維持に取り組んでいます。ジョンの維持に取り組んでいます。
    

注記注記

      デュアルブートシステムを除き、デュアルブートシステムを除き、GRUB メニューはデフォルトで非表示になっていメニューはデフォルトで非表示になってい
ます。システムの起動時にます。システムの起動時に GRUB メニューを表示するには、カーネルが読み込まれる前メニューを表示するには、カーネルが読み込まれる前
にに Shift キーを押して保持します。（それ以外のキーも機能しますが、キーを押して保持します。（それ以外のキーも機能しますが、Shift キーは最もキーは最も
安全です。）安全です。）
     

図図9.54 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

[D]

     コンピューターに他のオペレーティングシステムがない場合や、他のオペレーティングシステムをコンピューターに他のオペレーティングシステムがない場合や、他のオペレーティングシステムを
完全に削除している場合、インストールプログラムは介入なしに完全に削除している場合、インストールプログラムは介入なしに GRUB をブートローダーとしてインをブートローダーとしてイン
ストールします。このような場合には、ストールします。このような場合には、「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」 までお待ちください。までお待ちください。
    

     システムにブートローダーがすでにインストールされている可能性があります。オペレーティングシステムにブートローダーがすでにインストールされている可能性があります。オペレーティング
システムは、独自の優先ブートローダーをインストールするか、サードパーティーのブートローダーをシステムは、独自の優先ブートローダーをインストールするか、サードパーティーのブートローダーを
インストールしている可能性があります。ブートローダーがインストールしている可能性があります。ブートローダーが Linux パーティションを認識しない場合パーティションを認識しない場合
は、は、Red Hat Enterprise Linux を起動できない場合があります。ブートローダーとしてを起動できない場合があります。ブートローダーとして GRUB を使用を使用
して、して、Linux や他のほとんどのオペレーティングシステムをブートします。本章の指示に従ってや他のほとんどのオペレーティングシステムをブートします。本章の指示に従って GRUB 
をインストールします。をインストールします。
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警告警告

      GRUB をインストールすると、既存のブートローダーを上書きする可能性があをインストールすると、既存のブートローダーを上書きする可能性があ
ります。ります。
     

     デフォルトでは、インストールプログラムはデフォルトでは、インストールプログラムは root ファイルシステムのデバイスのマスターブートレファイルシステムのデバイスのマスターブートレ
コードまたはコードまたは MBR にに GRUB をインストールします。新しいブートローダーのインストールを拒否するをインストールします。新しいブートローダーのインストールを拒否する
には、には、Install boot loader on /dev/sda の選択を解除します。の選択を解除します。
    

警告警告

      何らかの理由で何らかの理由で GRUB をインストールしない場合は、システムを直接起動できをインストールしない場合は、システムを直接起動でき
ず、別の起動方法（商用ブートローダーアプリケーションなど）を使用する必要がず、別の起動方法（商用ブートローダーアプリケーションなど）を使用する必要が
あります。このオプションは、システムを起動する別の方法がある場合にのみ使用あります。このオプションは、システムを起動する別の方法がある場合にのみ使用
してください。してください。
     

     他のオペレーティングシステムがすでにインストールされている場合、他のオペレーティングシステムがすでにインストールされている場合、Red Hat Enterprise Linux 
は、そのオペレーティングシステムを自動的に検出して起動するようには、そのオペレーティングシステムを自動的に検出して起動するように GRUB を設定しようとしまを設定しようとしま
す。す。GRUB がオペレーティングシステムを検出しない場合は、追加のオペレーティングシステムを手動がオペレーティングシステムを検出しない場合は、追加のオペレーティングシステムを手動
で設定できます。で設定できます。
    

     検出されたオペレーティングシステムの設定を追加、削除、または変更するには、指定したオプ検出されたオペレーティングシステムの設定を追加、削除、または変更するには、指定したオプ
ションを使用します。ションを使用します。
    

Add

        Add を選択して、追加のオペレーティングシステムをを選択して、追加のオペレーティングシステムを GRUB に追加します。に追加します。
       

        ドロップダウンリストから起動可能なオペレーティングシステムを含むディスクパーティショドロップダウンリストから起動可能なオペレーティングシステムを含むディスクパーティショ
ンを選択し、エントリーにラベルを指定します。ンを選択し、エントリーにラベルを指定します。GRUB では、このラベルがブートメニューに表示では、このラベルがブートメニューに表示
されます。されます。
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編集編集

        GRUB ブートメニューでエントリーを変更するには、エントリーを選択し、ブートメニューでエントリーを変更するには、エントリーを選択し、Edit を選択しまを選択しま
す。す。
       

 

Delete

        GRUB ブートメニューからエントリーを削除するには、エントリーを選択し、ブートメニューからエントリーを削除するには、エントリーを選択し、Delete を選択しを選択し
ます。ます。
       

 

     優先するブートパーティションの横にある優先するブートパーティションの横にある デフォルトデフォルト を選択して、デフォルトの起動可能なを選択して、デフォルトの起動可能な OS をを
選択します。選択します。デフォルトのブートイメージを選択しない限り、インストールを進めることはできませデフォルトのブートイメージを選択しない限り、インストールを進めることはできませ
ん。ん。
    

注記注記

      ラベルラベル コラムにコラムに は、任意のオペレーティングシステムを起動するために、ブートプは、任意のオペレーティングシステムを起動するために、ブートプ
ロンプトにグラフィカル以外のブートローダーに入力する必要のあるものが一覧表示さロンプトにグラフィカル以外のブートローダーに入力する必要のあるものが一覧表示さ
れます。れます。
     

      GRUB ブート画面を読み込んだら、矢印キーを使用してブートラベルを選択するブート画面を読み込んだら、矢印キーを使用してブートラベルを選択する
か、編集にはか、編集には e と入力します。選択したブートラベルの設定ファイルに項目の一覧が表と入力します。選択したブートラベルの設定ファイルに項目の一覧が表
示されます。示されます。
     

     ブートローダーパスワードは、サーバーへの物理的なアクセスが可能な環境でセキュリティーメカブートローダーパスワードは、サーバーへの物理的なアクセスが可能な環境でセキュリティーメカ
ニズムを提供します。ニズムを提供します。
    

     ブートローダーをインストールする場合は、システムを保護するパスワードを作成する必要がありブートローダーをインストールする場合は、システムを保護するパスワードを作成する必要があり
ます。ブートローダーのパスワードがないと、システムにアクセスできるユーザーはカーネルにオプます。ブートローダーのパスワードがないと、システムにアクセスできるユーザーはカーネルにオプ
ションを渡すことができ、システムのセキュリティーが危険にさらされる可能性があります。ブートションを渡すことができ、システムのセキュリティーが危険にさらされる可能性があります。ブート
ローダーパスワードが導入されている場合、標準以外の起動オプションを選択する前に、最初にパスローダーパスワードが導入されている場合、標準以外の起動オプションを選択する前に、最初にパス
ワードを入力する必要があります。ただし、ワードを入力する必要があります。ただし、BIOS が対応している場合でも、マシンに物理的にアクセが対応している場合でも、マシンに物理的にアクセ
スできるユーザーがディスクトランスケット、スできるユーザーがディスクトランスケット、CD-ROM、、DVD、または、または USB メディアから起動するこメディアから起動するこ
とは可能です。ブートローダーパスワードを含むセキュリティープランでも、別の起動方法に対応するとは可能です。ブートローダーパスワードを含むセキュリティープランでも、別の起動方法に対応する
必要があります。必要があります。
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注記注記

      システムに信頼できるオペレーターのみがある場合や、制御されたコンソールアクセシステムに信頼できるオペレーターのみがある場合や、制御されたコンソールアクセ
スで物理的に保護されている場合は、スで物理的に保護されている場合は、GRUB パスワードは必要ありません。ただし、信パスワードは必要ありません。ただし、信
頼できないユーザーがコンピューターのキーボードに物理的にアクセスして監視できる頼できないユーザーがコンピューターのキーボードに物理的にアクセスして監視できる
場合、そのユーザーはシステムを再起動して場合、そのユーザーはシステムを再起動して GRUB にアクセスできます。この場合、パにアクセスできます。この場合、パ
スワードは役立ちます。スワードは役立ちます。
     

     ブートローダーパスワードを使用してシステムセキュリティーを強化する場合は、ブートローダーパスワードを使用してシステムセキュリティーを強化する場合は、Use a boot 
loader password のラベルが付いたチェックボックスを必ず選択してください。のラベルが付いたチェックボックスを必ず選択してください。
    

     選択したら、パスワードを入力して確認します。選択したら、パスワードを入力して確認します。
    

     GRUB はパスワードを暗号化された形式で保存するため、読み取りや復元ははパスワードを暗号化された形式で保存するため、読み取りや復元は できませんできません。起動パス。起動パス
ワードを忘れた場合は、通常通りにシステムを起動し、ワードを忘れた場合は、通常通りにシステムを起動し、/boot/grub/grub.conf ファイルのパスワードエファイルのパスワードエ
ントリーを変更します。起動できない場合は、最初のントリーを変更します。起動できない場合は、最初の Red Hat Enterprise Linux インストールディスインストールディス
クのクの rescue モードを使用してモードを使用して GRUB パスワードをリセットできる場合があります。パスワードをリセットできる場合があります。
    

     GRUB パスワードを変更する必要がある場合は、パスワードを変更する必要がある場合は、grub-md5-crypt ユーティリティーを使用します。ユーティリティーを使用します。
このユーティリティーの使用方法は、ターミナルウィンドウでこのユーティリティーの使用方法は、ターミナルウィンドウで man grub-md5-crypt コマンドを使用しコマンドを使用し
てて man ページを読み取ります。ページを読み取ります。
    

重要重要

      GRUB パスワードを選択する場合は、システムに実際に接続されているキーボードパスワードを選択する場合は、システムに実際に接続されているキーボード
に関係なく、に関係なく、GRUB はは QWERTY キーボードレイアウトのみを認識していることに注意キーボードレイアウトのみを認識していることに注意
してください。レイアウトが非常に異なるキーボードを使用する場合は、パターンが生してください。レイアウトが非常に異なるキーボードを使用する場合は、パターンが生
成する単語ではなくキーストロークのパターンを記憶する方が効果的な場合がありま成する単語ではなくキーストロークのパターンを記憶する方が効果的な場合がありま
す。す。
     

     ドライブの順序の変更やカーネルにオプションを渡すなど、より高度なブートローダーオプションドライブの順序の変更やカーネルにオプションを渡すなど、より高度なブートローダーオプション
を設定するには、を設定するには、Next をクリックする前にをクリックする前に Configure advanced boot loader options が選択されていが選択されてい
ることを確認してください。ることを確認してください。
    

9.18.1. 高度なブートローダー設定高度なブートローダー設定

      インストールするブートローダーを選択したので、ブートローダーのインストール先を決定するこインストールするブートローダーを選択したので、ブートローダーのインストール先を決定するこ
ともできます。ブートローダーは、以下のともできます。ブートローダーは、以下の 2 つの場所のいずれかにインストールできます。つの場所のいずれかにインストールできます。
     

第第9章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

173



        マスターブートレコードマスターブートレコード(MBR): MBR が別のオペレーティングシステムローダーが別のオペレーティングシステムローダー(System 
Commander などなど)を起動していない限り、を起動していない限り、BIOS ファームウェアのシステムにブートローダーファームウェアのシステムにブートローダー
をインストールすることが推奨されます。をインストールすることが推奨されます。MBR は、ご使用のコンピューターのは、ご使用のコンピューターの BIOS によってによって
自動的に読み込まれるハードドライブの特別な領域で、ブートローダーがブートプロセスを制自動的に読み込まれるハードドライブの特別な領域で、ブートローダーがブートプロセスを制
御できる最速点となります。御できる最速点となります。MBR にインストールする場合、マシンのブート時ににインストールする場合、マシンのブート時に GRUB にに
ブートプロンプトが表示されます。その後、ブートプロンプトが表示されます。その後、Red Hat Enterprise Linux またはブートローダーまたはブートローダー
を起動用に設定したその他のオペレーティングシステムを起動できます。を起動用に設定したその他のオペレーティングシステムを起動できます。
       

        EFI システムパーティションシステムパーティション - UEFI ファームウェアのシステムには、ブートローダーをイファームウェアのシステムには、ブートローダーをイ
ンストールするための特別なパーティションが必要です。これは、ンストールするための特別なパーティションが必要です。これは、efi タイプの物理タイプの物理(LVM 以外以外)
パーティションパーティション(50 MB 以上以上)である必要があります。推奨されるサイズはである必要があります。推奨されるサイズは 200 MB です。このです。この
パーティションを含むドライブには、マスターブートレコードではなくパーティションを含むドライブには、マスターブートレコードではなく GUID パーティションパーティション
テーブルテーブル(GPT)でラベル付けする必要があります。でラベル付けする必要があります。MBR を備えたドライブにを備えたドライブに Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする場合は、ドライブに再ラベル付けする必要があります。をインストールする場合は、ドライブに再ラベル付けする必要があります。
ドライブ上のすべてのデータはプロセス内で失われます。ドライブ上のすべてのデータはプロセス内で失われます。
       

         ブートパーティションの最初のセクター：これは、システムで別のブートローダーをすでブートパーティションの最初のセクター：これは、システムで別のブートローダーをすで
に使用している場合に推奨されます。この場合、他のブートローダーが最初に制御されます。に使用している場合に推奨されます。この場合、他のブートローダーが最初に制御されます。
その後、ブートローダーがその後、ブートローダーが GRUB を開始し、その後を開始し、その後 Red Hat Enterprise Linux を起動するよを起動するよ
うに設定できます。うに設定できます。
       

注記注記

         GRUB をセカンダリーブートローダーとしてインストールする場合は、新をセカンダリーブートローダーとしてインストールする場合は、新
しいカーネルからインストールおよび起動するたびに、プライマリーブートローしいカーネルからインストールおよび起動するたびに、プライマリーブートロー
ダーを再設定する必要があります。ダーを再設定する必要があります。Microsoft Windows などのオペレーティンなどのオペレーティン
グシステムのカーネルは、同じ方法で起動しません。したがって、ほとんどのグシステムのカーネルは、同じ方法で起動しません。したがって、ほとんどの
ユーザーは、デュアルブートシステムでユーザーは、デュアルブートシステムで GRUB をプライマリーブートローダーをプライマリーブートローダー
として使用します。として使用します。
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図図9.55 ブートローダーのインストールブートローダーのインストール

[D]

注記注記

       RAID カードを実装している場合、カードを実装している場合、BIOS タイプは、タイプは、RAID カードからの起動に対応カードからの起動に対応
していない場合がある点に注意してください。このような場合、ブートローダーしていない場合がある点に注意してください。このような場合、ブートローダー はは 
RAID アレイのアレイの MBR にインストールしないにインストールしない でください。代わりに、ブートローダーでください。代わりに、ブートローダー
は、は、/boot/ パーティションと同じドライブのパーティションと同じドライブの MBR にインストールする必要がありまにインストールする必要がありま
す。す。
      

      お使いのシステムでお使いのシステムで Red Hat Enterprise Linux のみを使用する場合は、のみを使用する場合は、MBR を選択する必要があを選択する必要があ
ります。ります。
     

      ドライブの順序を再編成する場合や、ドライブの順序を再編成する場合や、BIOS が正しいドライブの順序を返しない場合は、ドライブが正しいドライブの順序を返しない場合は、ドライブ
の順序のの順序の 変更変更 ボタンをクリックします。ドライブの順序の変更は、複数のボタンをクリックします。ドライブの順序の変更は、複数の SCSI アダプター、またはアダプター、または 
SCSI アダプターとアダプターと IDE アダプターの両方があり、アダプターの両方があり、SCSI デバイスから起動する場合に便利です。デバイスから起動する場合に便利です。
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注記注記

       ハードドライブのパーティション設定中、古いシステムのハードドライブのパーティション設定中、古いシステムの BIOS はハードドライブはハードドライブ
の最初のの最初の 1024 個以上のシリンダーにアクセスできないことに注意してください。この場個以上のシリンダーにアクセスできないことに注意してください。この場
合は、ハードドライブの最初の合は、ハードドライブの最初の 1024 シリンダーのシリンダーの /boot Linux パーティション用の領域パーティション用の領域
を確保して、を確保して、Linux を起動する容量を残します。他のを起動する容量を残します。他の Linux パーティションは、シリンパーティションは、シリン
ダーダー 1024 以降にすることができます。以降にすることができます。
      

       parted では、では、1024 シリンダーはシリンダーは 528MB に相当します。詳細は、以下を参照してくに相当します。詳細は、以下を参照してく
ださい。ださい。
      

http://www.pcguide.com/ref/hdd/bios/sizeMB504-c.html

9.18.2. レスキューモードレスキューモード

      レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、ブートメディアまたはその他の起動レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、ブートメディアまたはその他の起動
方法から、小規模の方法から、小規模の Red Hat Enterprise Linux 環境全体を起動する機能を提供します。システムの環境全体を起動する機能を提供します。システムの
ハードドライブ上のファイルにアクセスするのに十分な数のハードドライブ上のファイルにアクセスするのに十分な数の Red Hat Enterprise Linux を稼働できなを稼働できな
い場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライブからい場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライブから Red Hat Enterprise Linux 
を実際に実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されているファイルにアクセスできを実際に実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されているファイルにアクセスでき
ます。レスキューモードを使用する必要がある場合は、以下の方法を試してください。ます。レスキューモードを使用する必要がある場合は、以下の方法を試してください。
     

        CD、、DVD、、USB、、PXE などのインストールメディアからなどのインストールメディアから x86、、AMD64、または、または Intel 64 
システムを起動し、インストール起動プロンプトでシステムを起動し、インストール起動プロンプトで linux rescue と入力します。レスキューと入力します。レスキュー
モードの詳細は、モードの詳細は、36章章基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元 を参照してください。を参照してください。
       

      詳細は、詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド を参照してください。を参照してください。
     

9.18.3. 代替ブートローダー代替ブートローダー

      GRUB はは Red Hat Enterprise Linux のデフォルトのブートローダーですが、唯一の選択肢ではありのデフォルトのブートローダーですが、唯一の選択肢ではあり
ません。ません。LILO、、SYSLINUX、、Acronis Disk Director Suite など、など、Red Hat Enterprise Linux のロードのロード
には、には、GRUB に代わるさまざまなオープンソースおよびプロプライエタリーの選択肢を利用できます。に代わるさまざまなオープンソースおよびプロプライエタリーの選択肢を利用できます。
     

重要重要

       Red Hat は、サードパーティーのブートローダーのカスタマーサポートを提供しては、サードパーティーのブートローダーのカスタマーサポートを提供して
いません。いません。
      

9.19. パッケージのインストールパッケージのインストール
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     この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選
択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。
    

     利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関
係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。
    

図図9.56 インストールの開始インストールの開始

[D]

     Red Hat Enterprise Linux は、選択したパッケージをシステムに書き込む際に画面にインストールは、選択したパッケージをシステムに書き込む際に画面にインストール
の進捗を報告します。の進捗を報告します。
    

図図9.57 完了パッケージ完了パッケージ

[D]

       参考までに、システムを再起動すると、インストールの完全なログは参考までに、システムを再起動すると、インストールの完全なログは /root/install.log にありまにありま
す。す。
    

     インストールが完了したら、インストールが完了したら、再再 起動起動 を選択してコンピューターを再起動します。を選択してコンピューターを再起動します。Red Hat 
Enterprise Linux は、コンピューターの再起動前に読み込み済みのディスクを取り出します。は、コンピューターの再起動前に読み込み済みのディスクを取り出します。
    

9.20. インストールの完了インストールの完了

     お疲れさまでした。お疲れさまでした。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。のインストールが完了しました。
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     インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。再起インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。再起
動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。
    

     コンピューターの通常の電源アップシーケンスが完了すると、コンピューターの通常の電源アップシーケンスが完了すると、Red Hat Enterprise Linux が読み込が読み込
まれて起動します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏にまれて起動します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏に
隠れています。最終的には、隠れています。最終的には、login: プロンプトまたはプロンプトまたは GUI ログイン画面が表示されますログイン画面が表示されます(X Window 
System をインストールしていて、をインストールしていて、X を自動的に起動した場合を自動的に起動した場合)。。
    

     Red Hat Enterprise Linux システムをランレベルシステムをランレベル 5 （グラフィカルランレベル）で初めて起動する（グラフィカルランレベル）で初めて起動する
と、と、Red Hat Enterprise Linux の設定をガイドするの設定をガイドする FirstBoot ツールが表示されます。このツールを使ツールが表示されます。このツールを使
用して、システムの時刻と日付の設定、ソフトウェアのインストール、用して、システムの時刻と日付の設定、ソフトウェアのインストール、Red Hat Network へのマシンのへのマシンの
登録などを行うことができます。登録などを行うことができます。firstboot を使用すると、最初を使用すると、最初 に環境を設定して、に環境を設定して、Red Hat 
Enterprise Linux システムをすぐに使い始めることができます。システムをすぐに使い始めることができます。
    

     34章章Firstboot 設定プロセスについて説明します。設定プロセスについて説明します。
    

[2] 
      root パスワードは、パスワードは、Red Hat Enterprise Linux システムの管理パスワードです。システムメンテシステムの管理パスワードです。システムメンテ
ナーンスに必要な場合にのみ、ナーンスに必要な場合にのみ、root でログインする必要があります。でログインする必要があります。root アカウントは、通常のユーアカウントは、通常のユー
ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、root で行った変更はシステム全体に影響を与で行った変更はシステム全体に影響を与
える可能性があります。える可能性があります。
     

[3] 
          fsck アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、1 つ以上のつ以上の Linux 
ファイルシステムを修復するために使用されます。ファイルシステムを修復するために使用されます。
         

[4] 
      http://www.gnu.org/software/grub/grub-legacy.html
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第第10章章 INTEL またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング

    本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。
   

    デバッグの目的で、デバッグの目的で、anaconda はインストールアクションをはインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにロディレクトリー内のファイルにロ
グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。
   

/tmp/anaconda.log

       一般的な一般的な anaconda メッセージメッセージ
      

 

/tmp/program.log

       anacondaにより実行されるすべての外部プログラムにより実行されるすべての外部プログラム
      

 

/tmp/storage.log

       ストレージモジュールの詳細情報ストレージモジュールの詳細情報
      

 

/tmp/yum.log

       yum パッケージのインストールメッセージパッケージのインストールメッセージ
      

 

/tmp/syslog

       ハードウェア関連のシステムメッセージハードウェア関連のシステムメッセージ
      

 

    インストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージはインストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier にに
集約されます。集約されます。identifier はランダムな文字列です。はランダムな文字列です。
   

    上記のすべてのファイルはインストーラーの上記のすべてのファイルはインストーラーの ramdisk にあるため、揮発性になります。永続的なコにあるため、揮発性になります。永続的なコ
ピーを作成するには、インストールイメージのピーを作成するには、インストールイメージの scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらを使用してネットワーク上の別のシステムにこれら
のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。
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10.1. RED HAT ENTERPRISE LINUX を起動できないを起動できない

10.1.1. RAID カードから起動できないカードから起動できない

      インストールを実行し、システムを適切に起動できない場合は、再インストールして別のパーティインストールを実行し、システムを適切に起動できない場合は、再インストールして別のパーティ
ションを作成する必要がある場合があります。ションを作成する必要がある場合があります。
     

      BIOS によっては、によっては、RAID カードからの起動に対応していないため注意が必要です。インストールのカードからの起動に対応していないため注意が必要です。インストールの
最後には、ブートローダーのプロンプトを表示するテキストベースの画面（例：最後には、ブートローダーのプロンプトを表示するテキストベースの画面（例： GRUB: ）とフラッ）とフラッ
シュカーソルがすべて表示される場合があります。この場合は、システムのパーティションを再設定すシュカーソルがすべて表示される場合があります。この場合は、システムのパーティションを再設定す
る必要があります。る必要があります。
     

      自動パーティションまたは手動パーティションのどちらを選択するかにかかわらず、別のハードド自動パーティションまたは手動パーティションのどちらを選択するかにかかわらず、別のハードド
ライブなど、ライブなど、RAID アレイの外部でアレイの外部で /boot パーティションをインストールする必要があります。問題のパーティションをインストールする必要があります。問題の
あるある RAID カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必要です。カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必要です。
     

      また、また、RAID アレイ以外のドライブのアレイ以外のドライブの MBR に、希望するブートローダーに、希望するブートローダー(GRUB またはまたは LILO)をイをイ
ンストールする必要があります。これは、ンストールする必要があります。これは、/boot/ パーティションをホストするドライブと同じである必パーティションをホストするドライブと同じである必
要があります。要があります。
     

      このような変更が行われたら、インストールを完了し、システムを適切に起動できるはずです。このような変更が行われたら、インストールを完了し、システムを適切に起動できるはずです。
     

10.1.2. signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

      セグメンテーションフォールトセグメンテーションフォールト として知られるシグナルとして知られるシグナル 11 エラーは、割り当てられていないメモエラーは、割り当てられていないメモ
リーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナルリーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナル 11 エラーは、インストールされエラーは、インストールされ
ているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性がているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性が
あります。あります。
     

      インストール時に致命的なインストール時に致命的な signal 11 エラーが発生した場合は、おそらくシステムのバスのメモエラーが発生した場合は、おそらくシステムのバスのメモ
リーでハードウェアエラーが発生している可能性があります。他のオペレーティングシステムと同様リーでハードウェアエラーが発生している可能性があります。他のオペレーティングシステムと同様
に、に、Red Hat Enterprise Linux はシステムのハードウェアに独自の要求を配置します。このハードウェはシステムのハードウェアに独自の要求を配置します。このハードウェ
アの一部は、別のアの一部は、別の OS で適切に動作している場合でも、これらの要求に対応できない可能性がありまで適切に動作している場合でも、これらの要求に対応できない可能性がありま
す。す。
     

      最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータを確認し最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータを確認し
て、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。最新のイメージがまだ失敗すると、ハードて、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。最新のイメージがまだ失敗すると、ハード
ウェアに問題がある可能性があります。通常、これらのエラーはメモリーまたはウェアに問題がある可能性があります。通常、これらのエラーはメモリーまたは CPU キャッシュにあキャッシュにあ
ります。お使いのシステムがこれに対応している場合は、このエラーの解決策としてります。お使いのシステムがこれに対応している場合は、このエラーの解決策として BIOS でで CPU 
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キャッシュをオフにすることができます。マザーボードスロットの周りのメモリーをスワップして、問キャッシュをオフにすることができます。マザーボードスロットの周りのメモリーをスワップして、問
題がスロットまたはメモリーに関連しているかどうかを確認することもできます。題がスロットまたはメモリーに関連しているかどうかを確認することもできます。
     

      もうもう 1 つのオプションは、インストールつのオプションは、インストール DVD でメディアチェックを実行することです。インスでメディアチェックを実行することです。インス
トールプログラムであるトールプログラムである Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能がありまには、インストールメディアの整合性をテストする機能がありま
す。す。DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。のインストール方法で動作します。Red Hat は、イは、イ
ンストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべてのインスンストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべてのインス
トールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告されたバグの多くは、不適切に書き込まれトールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告されたバグの多くは、不適切に書き込まれ
たた DVD によるものです）。このテストを使用するには、によるものです）。このテストを使用するには、boot: またはまたは yaboot: プロンプトで以下のコプロンプトで以下のコ
マンドを入力します。マンドを入力します。
     

linux mediacheck

      シグナルシグナル 11 エラーに関する詳細は、以下を参照してください。エラーに関する詳細は、以下を参照してください。
     

http://www.bitwizard.nl/sig11/

10.1.3. 起動初期問題の診断起動初期問題の診断

      ブートコンソールブートコンソール は、システムが起動に失敗してもは、システムが起動に失敗しても GRUB ブートメニューが正常に表示される場ブートメニューが正常に表示される場
合に便利な場合があります。ブートコンソールのメッセージは、現在のカーネルバージョン、起動メ合に便利な場合があります。ブートコンソールのメッセージは、現在のカーネルバージョン、起動メ
ニューからカーネルに渡されるコマンドラインパラメーター、現在のカーネルのハードウェアサポーニューからカーネルに渡されるコマンドラインパラメーター、現在のカーネルのハードウェアサポー
ト、物理メモリーマップ、問題の原因を見つけるのに役立つその他の情報について通知できます。ト、物理メモリーマップ、問題の原因を見つけるのに役立つその他の情報について通知できます。
     

      起動コンソールを有効にするには、起動コンソールを有効にするには、GRUB ブートメニューでエントリーを選択し、ブートメニューでエントリーを選択し、e を押して起動を押して起動
オプションを編集します。キーワードオプションを編集します。キーワード kernel （または（または linux ）で始まる行で、以下を追加します。）で始まる行で、以下を追加します。
     

        BIOS ファームウェアのシステムでは、ファームウェアのシステムでは、earlyprintk=vga,keep を追加します。起動コンを追加します。起動コン
ソールメッセージがシステムディスプレイに表示されます。ソールメッセージがシステムディスプレイに表示されます。
       

        UEFI ファームウェアのシステムでは、ファームウェアのシステムでは、earlyprintk=efi,keep を追加します。その後、ブーを追加します。その後、ブー
トコンソールメッセージがトコンソールメッセージが EFI フレームバッファーに表示される必要があります。フレームバッファーに表示される必要があります。
       

      また、また、quiet オプション（まだ存在しない場合）を追加して、他のすべてのメッセージを抑制し、起オプション（まだ存在しない場合）を追加して、他のすべてのメッセージを抑制し、起
動コンソールからのメッセージのみを表示することもできます。動コンソールからのメッセージのみを表示することもできます。
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注記注記

       BIOS およびおよび UEFI のの earlyprintk オプションは、カーネルのオプションは、カーネルの /boot/config-バージョバージョ
ンン ファイルでも有効にする必要があります。ファイルでも有効にする必要があります。CONFIG_EARLY_PRINTK= およびおよび 
CONFIG_EARLY_PRINTK_EFI= オプションはオプションは y 値に設定する必要があります。これら値に設定する必要があります。これら
はデフォルトで有効になっていますが、無効にした場合は、はデフォルトで有効になっていますが、無効にした場合は、/boot パーティションをレスパーティションをレス
キューモードでマウントし、設定ファイルを編集して再度有効にする必要がある場合がキューモードでマウントし、設定ファイルを編集して再度有効にする必要がある場合が
あります。あります。
      

10.2. インストール開始時の問題インストール開始時の問題

10.2.1. グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題

      グラフィカルなインストールプログラムでの起動に問題があるビデオカードがいくつかあります。グラフィカルなインストールプログラムでの起動に問題があるビデオカードがいくつかあります。
インストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、低い解像度モードで実行しよインストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、低い解像度モードで実行しよ
うとします。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラムはテキストモードによる実行を試うとします。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラムはテキストモードによる実行を試
行します。行します。
     

      考えられる解決策の考えられる解決策の 1 つは、インストール時に基本的なビデオドライバーのみを使用することでつは、インストール時に基本的なビデオドライバーのみを使用することで
す。これは、ブートメニューです。これは、ブートメニューで Install system with basic video driver を選択するか、起動プロンプトを選択するか、起動プロンプト
でで xdriver=vesa ブートオプションを使用して実行できます。または、ブートオプションを使用して実行できます。または、resolve = 起動オプションを指定起動オプションを指定
して、インストーラーに特定の画面の解像度を強制的に使用することもできます。このオプションは、して、インストーラーに特定の画面の解像度を強制的に使用することもできます。このオプションは、
ラップトップのユーザーに最も役立ちます。試行するもうラップトップのユーザーに最も役立ちます。試行するもう 1 つの解決策は、ビデオカード用に読み込むつの解決策は、ビデオカード用に読み込む
ドライバーを指定するドライバーを指定する driver= オプションです。これが機能する場合は、インストーラーがビデオカーオプションです。これが機能する場合は、インストーラーがビデオカー
ドを自動的に検出できないため、バグとして報告する必要があります。起動オプションの詳細は、ドを自動的に検出できないため、バグとして報告する必要があります。起動オプションの詳細は、28
章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
     

注記注記

       フレームバッファーのサポートを無効にして、インストールプログラムがテキストフレームバッファーのサポートを無効にして、インストールプログラムがテキスト
モードで実行できるようにするには、モードで実行できるようにするには、nofb 起動オプションの使用を試行します。このコ起動オプションの使用を試行します。このコ
マンドは、一部の画面読み取りハードウェアへのアクセスに必要になる場合がありまマンドは、一部の画面読み取りハードウェアへのアクセスに必要になる場合がありま
す。す。
      

10.3. インストール中の問題インストール中の問題

10.3.1. "No devices found to install Red Hat Enterprise Linux" エラーメッセージエラーメッセージ

      No devices found to install Red Hat Enterprise Linux というエラーメッセージが表示される場合というエラーメッセージが表示される場合
は、インストールプログラムで認識されないは、インストールプログラムで認識されない SCSI コントローラーがある可能性があります。コントローラーがある可能性があります。
     

      この問題を解決するドライバー更新が入手可能になっていないかハードウェア製造元のこの問題を解決するドライバー更新が入手可能になっていないかハードウェア製造元の Web サイトサイト
を確認してください。ドライバー更新に関する一般的な情報は、を確認してください。ドライバー更新に関する一般的な情報は、6章章Intel およびおよび AMD システムへのイシステムへのイ
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ンストール中におけるドライバーの更新ンストール中におけるドライバーの更新 を参照してください。を参照してください。
     

      また、以下のオンラインのまた、以下のオンラインの 『『Red Hat Hardware Compatibility List』』 を参照してください。を参照してください。
     

      https://hardware.redhat.com/
     

10.3.2. トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存

      グラフィカルインストールプロセス中にグラフィカルインストールプロセス中に anaconda でエラーが発生すると、クラッシュレポートのでエラーが発生すると、クラッシュレポートの
ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスが表示されます。
     

図図10.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

Details

         エラーの詳細を表示します。エラーの詳細を表示します。
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図図10.2 クラッシュの詳細クラッシュの詳細

[D]

 

保存保存

         エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。
        

 

終了終了

         インストールプロセスを終了します。インストールプロセスを終了します。
        

 

      メインダイアログからメインダイアログから Save を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。
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図図10.3 レポーターの選択レポーターの選択

[D]

       

ロガーロガー

          指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま
す。す。
         

 

Red Hat Customer Support

          サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。
         

 

Report uploader

          圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを Bugzilla または任意のまたは任意の URL にアップロードしにアップロードし
ます。ます。
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      レポートを送信する前に、レポートを送信する前に、Preferences をクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しまをクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しま
す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、Configure Event をクリックします。をクリックします。
     

      

図図10.4 レポーターの設定レポーターの設定 

[D]

       

ロガーロガー

          ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合
は、は、Append を確認してください。を確認してください。
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図図10.5 ログファイルのローカルパスの指定ログファイルのローカルパスの指定

[D]

 

Red Hat Customer Support

          レポートがカスタマーサポートレポートがカスタマーサポート となり、アカウントにリンクされるように、となり、アカウントにリンクされるように、Red Hat 
Network のユーザー名とパスワードを入力します。のユーザー名とパスワードを入力します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでがデフォルトで
チェックされていることを確認チェックされていることを確認 します。します。
         

図図10.6 Red Hat Network の認証情報を入力します。の認証情報を入力します。

[D]

 

Report uploader
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          クラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするためのクラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするための URL を指定します。を指定します。
         

図図10.7 クラッシュレポートをアップロードするためのクラッシュレポートをアップロードするための URL を入力します。を入力します。

[D]

 

Bugzilla

          Bugzilla のユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用してのユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用して Red Hat のの
バグ追跡システムでバグを延期します。バグ追跡システムでバグを延期します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでチェックされがデフォルトでチェックされ
ていることを確認ていることを確認 します。します。
         

図図10.8 Bugzilla 認証の詳細を入力します。認証の詳細を入力します。

[D]
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      設定を入力したら、設定を入力したら、OK をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選
択し、択し、Forward をクリックします。をクリックします。
     

      

図図10.9 レポートデータの確認レポートデータの確認

[D]

       これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了
したら、したら、Apply をクリックします。をクリックします。
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図図10.10 report in progress

[D]

       この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。Forward をを
クリックして続行します。クリックして続行します。
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図図10.11 実行されたレポート実行されたレポート

[D]

       レポートが完了しました。レポートが完了しました。Forward をクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレをクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレ
ポートを作成するか、ポートを作成するか、Close をクリックしてレポートユーティリティーを終了してからをクリックしてレポートユーティリティーを終了してから Exit をクリッをクリッ
クしてインストールプロセスを閉じます。クしてインストールプロセスを閉じます。
     

10.3.3. パーティションテーブルに関する問題パーティションテーブルに関する問題

      インストールのインストールの ディスクパーティションセットアップディスクパーティションセットアップ(「ディスクパーティション設定」「ディスクパーティション設定」)フェーズフェーズ
のの 後に、以下のようなエラーが表示されます。後に、以下のようなエラーが表示されます。
     

       デバイスデバイス hda のパーティションテーブルが読み取れませんでした。新しいパーのパーティションテーブルが読み取れませんでした。新しいパー
ティションを作成するには、初期化する必要があります。これにより、このドライブ上ティションを作成するには、初期化する必要があります。これにより、このドライブ上
のの すべてすべて のの DATA が失われてしまいます。が失われてしまいます。
      

      そのドライブにはパーティションテーブルがない場合や、ドライブ上のパーティションテーブルそのドライブにはパーティションテーブルがない場合や、ドライブ上のパーティションテーブル
が、インストールプログラムで使用されるパーティションソフトウェアで認識できない可能性がありまが、インストールプログラムで使用されるパーティションソフトウェアで認識できない可能性がありま
す。す。
     

      EZ-BIOS などのプログラムを使用した場合は同様の問題が発生し、データが失われる（インストーなどのプログラムを使用した場合は同様の問題が発生し、データが失われる（インストー
ルの開始前にデータのバックアップが行われていないと仮定）は、復元できませんでした。ルの開始前にデータのバックアップが行われていないと仮定）は、復元できませんでした。
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      実行しているインストールのタイプに関係なく、システム上の既存データのバックアップは常に行実行しているインストールのタイプに関係なく、システム上の既存データのバックアップは常に行
う必要があります。う必要があります。
     

10.3.4. 残りの領域の使用残りの領域の使用

      swap パーティションとパーティションと / (root)パーティションが作成され、残りの領域を使用するようにルートパーティションが作成され、残りの領域を使用するようにルート
パーティションを選択しているが、ハードドライブがいっぱいになっていない。パーティションを選択しているが、ハードドライブがいっぱいになっていない。
     

      ハードドライブがハードドライブが 1024 を超えるシリンダーである場合は、を超えるシリンダーである場合は、/ (root)パーティションでハードドライパーティションでハードドライ
ブ上の残りの領域をすべて使用する場合は、ブ上の残りの領域をすべて使用する場合は、/boot パーティションを作成する必要があります。パーティションを作成する必要があります。
     

10.3.5. "drive must have a GPT disk label" のエラーメッセージのエラーメッセージ

      UEFI システムを使用するシステムにシステムを使用するシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールし、既存のパーをインストールし、既存のパー
ティションレイアウトを持つディスクをブートドライブとして使用すると（ブートローダーがインスティションレイアウトを持つディスクをブートドライブとして使用すると（ブートローダーがインス
トールされているドライブ）、カスタムパーティション設定中に以下のエラーメッセージが表示されるトールされているドライブ）、カスタムパーティション設定中に以下のエラーメッセージが表示される
ことがあります。ことがあります。
     

sda must have a GPT disk label

      これは、ブートドライブ（この場合はこれは、ブートドライブ（この場合は sda）にマスターブートレコード）にマスターブートレコード(MBR)ラベルがありますラベルがあります
が、が、UEFI システムにはシステムには GUID Partition Table (GPT)ラベルが必要であるために発生します。したがっラベルが必要であるために発生します。したがっ
て、て、MBR にラベルを付けたドライブ上の既存のパーティションレイアウトを再利用することはできまにラベルを付けたドライブ上の既存のパーティションレイアウトを再利用することはできま
せん。ディスクに再ラベル付けする必要があります。つまり、新しいパーティションのレイアウトを作せん。ディスクに再ラベル付けする必要があります。つまり、新しいパーティションのレイアウトを作
成し、既存のデータをすべて失います。成し、既存のデータをすべて失います。
     

      この問題を回避するには、パーティション設定ストラテジーを選択する画面に戻ります。カスタムこの問題を回避するには、パーティション設定ストラテジーを選択する画面に戻ります。カスタム
パーティション設定パーティション設定 以外以外 のオプションのオプション( Use All Spaceなどなど)を選択します。を選択します。パーティション設定レイアパーティション設定レイア
ウトの確認および変更ウトの確認および変更 チェックボックスにチェックを入れ、チェックボックスにチェックを入れ、Next をクリックします。をクリックします。
     

      次の画面で、必要に応じて自動的に作成されたレイアウトを変更します。終了して次の画面で、必要に応じて自動的に作成されたレイアウトを変更します。終了して Next をクリッをクリッ
クすると、クすると、Anaconda はレイアウトを使用して自動的にドライブのラベルを変更します。はレイアウトを使用して自動的にドライブのラベルを変更します。
     

      また、インストールを開始する前に、キックスタートファイルを使用するか、別のシステムを使用また、インストールを開始する前に、キックスタートファイルを使用するか、別のシステムを使用
してディスクに再ラベル付けすることで、この問題を解決することもできます。詳細は、してディスクに再ラベル付けすることで、この問題を解決することもできます。詳細は、「「UEFI シスシス
テムでテムで MBR を搭載したディスクドライブ」を搭載したディスクドライブ」 を参照してください。を参照してください。MBR およびおよび GPT の詳細は、の詳細は、「パー「パー
ティションティション: 1 つのドライブの分割」つのドライブの分割」 を参照してください。を参照してください。
     

10.3.6. その他のパーティション設定の問題その他のパーティション設定の問題
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      手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に
必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。
     

      最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。
     

        / (ルートルート) パーティションパーティション
       

        タイプタイプ swap のの <swap> パーティションパーティション
       

      詳細は、詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
     

注記注記

       パーティションのタイプをパーティションのタイプを swap として定義する場合は、マウントポイントを割りとして定義する場合は、マウントポイントを割り
当てないでください。当てないでください。Anaconda はマウントポイントを自動的に割り当てます。はマウントポイントを自動的に割り当てます。
      

10.4. インストール後の問題インストール後の問題

10.4.1. x86 ベースのシステムでグラフィカルベースのシステムでグラフィカル GRUB 画面に関する問題画面に関する問題

      GRUB で問題が発生した場合は、グラフィカルブート画面を無効にする必要がある場合がありまで問題が発生した場合は、グラフィカルブート画面を無効にする必要がある場合がありま
す。これを行うには、す。これを行うには、root ユーザーになり、ユーザーになり、/boot/grub/grub.conf ファイルを編集します。ファイルを編集します。
     

      grub.conf ファイル内で、行の先頭にファイル内で、行の先頭に # 文字を挿入して、文字を挿入して、splashimage で始まる行をコメントアウで始まる行をコメントアウ
トします。トします。
     

      Enter を押して編集モードを終了します。を押して編集モードを終了します。
     

      ブートローダー画面が返されたら、ブートローダー画面が返されたら、b と入力してシステムを起動します。と入力してシステムを起動します。
     

      再起動すると、再起動すると、grub.conf ファイルは再読み込みされ、変更が反映されます。ファイルは再読み込みされ、変更が反映されます。
     

      上記の行を上記の行を grub.conf ファイルにコメント解除（または追加）し、グラフィカルブート画面を再度ファイルにコメント解除（または追加）し、グラフィカルブート画面を再度
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有効にできます。有効にできます。
     

10.4.2. グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

      X Window System をインストールしていて、システムにログインした後にグラフィカルデスクをインストールしていて、システムにログインした後にグラフィカルデスク
トップ環境が表示されない場合は、コマンドトップ環境が表示されない場合は、コマンド startx を使用してを使用して X Window System グラフィカルイングラフィカルイン
ターフェイスを起動できます。ターフェイスを起動できます。
     

      このコマンドを入力し、このコマンドを入力し、Enter をクリックすると、グラフィカルデスクトップ環境が表示されまをクリックすると、グラフィカルデスクトップ環境が表示されま
す。す。
     

      ただし、手動による起動はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないこただし、手動による起動はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないこ
とに注意してください。とに注意してください。
     

      グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、runlevel セクションセクション
の数字をの数字を 1 つだけ変更して、つだけ変更して、1 つのファイルつのファイル /etc/inittab を編集する必要があります。設定を終えたらを編集する必要があります。設定を終えたら
コンピューターを再起動します。次回のログイン時には、グラフィカルログインプロンプトが表示されコンピューターを再起動します。次回のログイン時には、グラフィカルログインプロンプトが表示され
ます。ます。
     

      シェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントでログインしている場合はシェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントでログインしている場合は su コマンドでコマンドで root 
になります。になります。
     

      ここで、以下のコマンドを実行して、ここで、以下のコマンドを実行して、gedit でファイルを編集します。でファイルを編集します。
     

gedit /etc/inittab

      /etc/inittab ファイルが開きます。最初の画面では、以下のようなファイルが開きます。最初の画面では、以下のような ファイルのファイルの セクションが表示さセクションが表示さ
れます。れます。
     

# Default runlevel. The runlevels used are: 
#   0 - halt (Do NOT set initdefault to this) 
#   1 - Single user mode 
#   2 - Multiuser, without NFS (The same as 3, if you do not have networking) 
#   3 - Full multiuser mode 
#   4 - unused 
#   5 - X11 
#   6 - reboot (Do NOT set initdefault to this) 
#
id:3:initdefault:
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      コンソールからグラフィカルログインに変更するには、コンソールからグラフィカルログインに変更するには、id:3:initdefault: 行目の番号を行目の番号を 3 からから 5 に変に変
更します。更します。
     

警告警告

       デフォルトランレベルの数デフォルトランレベルの数 のみのみ をを 3 からから 5 に変更します。に変更します。
      

      変更した行は、以下のようになります。変更した行は、以下のようになります。
     

id:5:initdefault:

      変更に問題がなければ、変更に問題がなければ、Ctrl+Q キーを使用してファイルを保存して終了します。ウィンドウが表示キーを使用してファイルを保存して終了します。ウィンドウが表示
され、変更を保存するかどうかを尋ねられます。され、変更を保存するかどうかを尋ねられます。Save をクリックします。をクリックします。
     

      システムを再起動してから次回ログインすると、グラフィカルログインプロンプトが表示されまシステムを再起動してから次回ログインすると、グラフィカルログインプロンプトが表示されま
す。す。
     

10.4.3. X Window System (GUI)に関する問題に関する問題

      X (X Window System)の起動に問題がある場合は、インストール時にインストールされていない可の起動に問題がある場合は、インストール時にインストールされていない可
能性があります。能性があります。
     

      X を使用する場合は、を使用する場合は、Red Hat Enterprise Linux インストールメディアからパッケージをインスインストールメディアからパッケージをインス
トールするか、アップグレードを実行できます。トールするか、アップグレードを実行できます。
     

      アップグレードを選択した場合は、アップグレードを選択した場合は、X Window System パッケージを選択し、アップグレードパッパッケージを選択し、アップグレードパッ
ケージの選択プロセスでケージの選択プロセスで GNOME、、KDE、またはその両方を選択します。、またはその両方を選択します。
     

      デスクトップ環境のインストールに関する詳細は、デスクトップ環境のインストールに関する詳細は、「グラフィカルログインへの切り替え」「グラフィカルログインへの切り替え」 を参照を参照
してください。してください。
     

10.4.4. X サーバーのクラッシュと非サーバーのクラッシュと非 root ユーザーの問題ユーザーの問題
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      ログイン時にログイン時に X サーバーがクラッシュする際に問題が発生した場合は、完全なファイルシステムサーバーがクラッシュする際に問題が発生した場合は、完全なファイルシステム
（または利用可能なハードドライブ領域がない）がある可能性があります。（または利用可能なハードドライブ領域がない）がある可能性があります。
     

      これが発生したことを確認するには、以下のコマンドを実行します。これが発生したことを確認するには、以下のコマンドを実行します。
     

df -h

      df コマンドは、どのパーティションが満杯かの診断に役立ちます。コマンドは、どのパーティションが満杯かの診断に役立ちます。df の詳細と、利用可能なオプの詳細と、利用可能なオプ
ション（この例ではション（この例では -h オプションなど）の詳細は、シェルプロンプトでオプションなど）の詳細は、シェルプロンプトで man df  と入力してと入力して df を参照を参照
してください。してください。
     

      キーインジケーターはキーインジケーターは 100% 完全であるか、パーティションで完全であるか、パーティションで 90% またはまたは 95% を超える割合でを超える割合で
す。す。/home/ パーティションおよびパーティションおよび /tmp/ パーティションは、ユーザーファイルですぐにいっぱいになパーティションは、ユーザーファイルですぐにいっぱいにな
る場合があります。古いファイルを削除することで、そのパーティションに部屋を確保できます。ディる場合があります。古いファイルを削除することで、そのパーティションに部屋を確保できます。ディ
スク領域の一部を解放したら、以前に失敗したユーザーとしてスク領域の一部を解放したら、以前に失敗したユーザーとして X を実行してみてください。を実行してみてください。
     

10.4.5. ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題

      firstboot 画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、Ctrl+Alt+F2 を押してコンソールにを押してコンソールに
切り替えてください。切り替えてください。root としてログインし、としてログインし、root に割り当てたパスワードを使用します。に割り当てたパスワードを使用します。
     

      root パスワードを覚えていない場合は、システムをパスワードを覚えていない場合は、システムを linux single として起動します。として起動します。
     

      x86 ベースのシステムを使用しており、ベースのシステムを使用しており、GRUB がインストールされているブートローダーの場合がインストールされているブートローダーの場合
は、は、e と入力して、と入力して、GRUB ブート画面が読み込まれたときに編集します。選択したブートラベルの設定ブート画面が読み込まれたときに編集します。選択したブートラベルの設定
ファイルに項目の一覧が表示されます。ファイルに項目の一覧が表示されます。
     

      kernel で始まる行を選択し、で始まる行を選択し、e と入力してこのブートエントリーを編集します。と入力してこのブートエントリーを編集します。
     

      カーネルカーネル 行の最後に、以下を追加します。行の最後に、以下を追加します。
     

single

      Enter を押して編集モードを終了します。を押して編集モードを終了します。
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      ブートローダー画面が返されたら、ブートローダー画面が返されたら、b と入力してシステムを起動します。と入力してシステムを起動します。
     

      シングルユーザーモードで起動してシングルユーザーモードで起動して # プロンプトにアクセスできる場合は、プロンプトにアクセスできる場合は、passwd root と入力すと入力す
ると、ると、root の新しいパスワードを入力できます。この時点での新しいパスワードを入力できます。この時点で shutdown -r と入力し、新しいと入力し、新しい root パスパス
ワードを使用してシステムを再起動することができます。ワードを使用してシステムを再起動することができます。
     

      ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、root になる必要があります。になる必要があります。root になるになる
には、には、su - と入力し、プロンプトが表示されたらと入力し、プロンプトが表示されたら root パスワードを入力します。次に、パスワードを入力します。次に、passwd 
<username> と入力しと入力し ます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力すます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力す
ることができます。ることができます。
     

      グラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださグラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださ
い。『い。『ハードウェア互換性一覧ハードウェア互換性一覧』』 については、以下を参照してください。については、以下を参照してください。
     

https://hardware.redhat.com/

10.4.6. RAM が認識されませんかが認識されませんか ?

      カーネルがすべてのメモリーカーネルがすべてのメモリー(RAM)を認識しない場合があります。これは、を認識しない場合があります。これは、cat /proc/meminfo ココ
マンドで確認できます。マンドで確認できます。
     

      表示される数量が、システム内の既知の表示される数量が、システム内の既知の RAM 容量と同じであることを確認します。これが等しく容量と同じであることを確認します。これが等しく
ない場合は、以下の行をない場合は、以下の行を /boot/grub/grub.conf に追加します。に追加します。
     

mem=xxM

      xx を、メガバイト単位のを、メガバイト単位の RAM 容量に置き換えます。容量に置き換えます。
     

      /boot/grub/grub.conf では、上記の例は以下のようになります。では、上記の例は以下のようになります。
     

# NOTICE: You have a /boot partition. This means that 
#  all kernel paths are relative to /boot/ 
default=0 
timeout=30 
splashimage=(hd0,0)/grub/splash.xpm.gz 
 title Red Hat Enterprise Linux Client (2.6.32.130.el6.i686)
root (hd0,1)
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kernel /vmlinuz-(2.6.32.130.el6.i686 ro root=UUID=04a07c13-e6bf-6d5a-b207-002689545705 
mem=1024M
initrd /initrd-(2.6.32.130.el6.i686.img

      再起動すると、再起動すると、grub.conf への変更はシステムに反映されます。への変更はシステムに反映されます。
     

      GRUB ブート画面を読み込んだら、ブート画面を読み込んだら、e と入力して編集します。選択したブートラベルの設定ファイと入力して編集します。選択したブートラベルの設定ファイ
ルに項目の一覧が表示されます。ルに項目の一覧が表示されます。
     

      kernel で始まる行を選択し、で始まる行を選択し、e と入力してこのブートエントリーを編集します。と入力してこのブートエントリーを編集します。
     

      kernel 行の最後に、を追加します。行の最後に、を追加します。
     

mem=xxM

      ここでのここでの xx は、システムのは、システムの RAM 容量になります。容量になります。
     

      Enter を押して編集モードを終了します。を押して編集モードを終了します。
     

      ブートローダー画面が返されたら、ブートローダー画面が返されたら、b と入力してシステムを起動します。と入力してシステムを起動します。
     

      xx をシステムのをシステムの RAM 容量に置き換えることを忘れないでください。容量に置き換えることを忘れないでください。Enter を押して起動します。を押して起動します。
     

10.4.7. プリンターが機能しなくなるプリンターが機能しなくなる

      プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、Printer Configuration 
Tool の使用を試行します。の使用を試行します。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-printer コマンドを入力して、コマンドを入力して、Printer Configuration Tool を起を起
動します。動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めるプロンプトが表示されます。パスワードを求めるプロンプトが表示されます。
     

10.4.8. Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する

      Apache HTTP Server (httpd)またはまたは Sendmail が起動時に応答しなくなった場合は、以下の行がが起動時に応答しなくなった場合は、以下の行が 
/etc/hosts ファイルにあることを確認します。ファイルにあることを確認します。
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127.0.0.1  localhost.localdomain  localhost
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パートパート II. IBM POWER SYSTEMS: インストールと起動インストールと起動

    『『Red Hat Enterprise Linux インストールガイドインストールガイド』』 のこのパートでは、のこのパートでは、IBM Power Systems サーサー
バーのインストールおよび基本的なトラブルシューティングについて説明します。バーのインストールおよび基本的なトラブルシューティングについて説明します。IBM Power 
Systems サーバーには、サーバーには、IBM PowerLinux サーバーと、サーバーと、Linux を実行しているを実行している POWER7 およびおよび 
POWER6 Power Systems サーバーが含まれます。サーバーが含まれます。
   

    高度なインストールオプションは、高度なインストールオプションは、パートパートIV「高度なインストールオプション」「高度なインストールオプション」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
   

重要重要

     Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースでは、の以前のリリースでは、32 ビットおよびビットおよび 64 ビットのビットの 
Power Systems サーバーサーバー(ppc およびおよび ppc64 )に対応していました。に対応していました。Red Hat 
Enterprise Linux 6 は、は、64 ビットのビットの Power Systems サーバーサーバー(ppc64)のみをサポートのみをサポート
します。します。
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第第11章章 POWER SYSTEMS サーバーでのインストール計画サーバーでのインストール計画

11.1. アップグレードまたはインストールの選択アップグレードまたはインストールの選択

     自動インプレースアップグレードがサポートされるようになりましたが、サポートは現在自動インプレースアップグレードがサポートされるようになりましたが、サポートは現在 AMD64 おお
よびよび Intel 64 システムに限定されます。システムに限定されます。IBM Power Systems サーバーにサーバーに Red Hat Enterprise Linux のの
既存のインストールがある場合は、クリーンインストールを実行して既存のインストールがある場合は、クリーンインストールを実行して Red Hat Enterprise Linux 7 に移に移
行する必要があります。クリーンインストールは、システムからのデータをすべてバックアップし、行する必要があります。クリーンインストールは、システムからのデータをすべてバックアップし、
ディスクパーティションをフォーマットし、インストールメディアからディスクパーティションをフォーマットし、インストールメディアから Red Hat Enterprise Linux 7 のの
インストールを実行してから、ユーザーデータを復元します。インストールを実行してから、ユーザーデータを復元します。
    

11.2. ハードウェア要件ハードウェア要件

     IBM Power Systems サーバーにサーバーに Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合、をインストールする場合、Red Hat はは  
SCSI、、SATA、、SAS などの標準の内部インターフェイスに接続されたハードドライブをサポートしまなどの標準の内部インターフェイスに接続されたハードドライブをサポートしま
す。す。
    

     ファイバーチャネルのホストバスアダプターおよびマルチパスデバイスがサポートされます。ベンファイバーチャネルのホストバスアダプターおよびマルチパスデバイスがサポートされます。ベン
ダーが提供するドライバーは、特定のハードウェアで必要になる場合があります。ダーが提供するドライバーは、特定のハードウェアで必要になる場合があります。
    

     また、仮想クライアントまた、仮想クライアント LPAR で仮想で仮想 SCSI (vSCSI)アダプターを使用する場合、アダプターを使用する場合、Power Systems 
サーバーへの仮想化インストールにも対応しています。サーバーへの仮想化インストールにも対応しています。
    

     Red Hat は、は、USB ドライブまたはドライブまたは SD メモリーカードへのインストールに対応していないことに注メモリーカードへのインストールに対応していないことに注
意してください。意してください。
    

11.3. インストールツールインストールツール

     IBM Installation Toolkit は、は、Linux のインストールを迅速化するオプションのツールで、特にのインストールを迅速化するオプションのツールで、特に 
Linux に精通していない場合に役立ちます。に精通していない場合に役立ちます。IBM Installation Toolkit で以下のアクションを行いまで以下のアクションを行いま

す。す。[5]

    

       仮想化されていない仮想化されていない Power Systems サーバーにサーバーに Linux をインストールして設定します。をインストールして設定します。
      

       論理パーティション論理パーティション (LPAR、仮想化サーバーとも呼ばれる、仮想化サーバーとも呼ばれる) を設定済みのサーバーにを設定済みのサーバーに  
Linux のインストールと設定を行います。のインストールと設定を行います。
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       新しい新しい Linux システムまたは既にインストール済みのシステムまたは既にインストール済みの Linux システムにシステムに IBM サービスと生サービスと生
産性ツールをインストールします。産性ツールをインストールします。IBM サービスと生産性ツールには動的な論理パーティショサービスと生産性ツールには動的な論理パーティショ
ンン (DLPAR) ユーティリティーが含まれています。ユーティリティーが含まれています。
      

       Power Systems サーバーでシステムのファームウェアレベルをアップグレードします。サーバーでシステムのファームウェアレベルをアップグレードします。
      

       既にインストール済みのシステムで診断またはメンテナーンスを行います。既にインストール済みのシステムで診断またはメンテナーンスを行います。
      

       LAMP サーバー（ソフトウェアスタック）およびアプリケーションデータをサーバー（ソフトウェアスタック）およびアプリケーションデータを System x かか
らら System p システムに移行します。システムに移行します。LAMP サーバーは、オープンソースソフトウェアのバンサーバーは、オープンソースソフトウェアのバン
ドルです。ドルです。LAMP は、は、Linux、、Apache HTTP Server、、MySQL リレーショナルデータベース、リレーショナルデータベース、
PHP (Perl またはまたは Python)スクリプト言語用の頭字語です。スクリプト言語用の頭字語です。
      

     IBM Installation Toolkit for PowerLinux のドキュメントについては、のドキュメントについては、Linux Information Center ( 
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?topic=%2Fliaan%2Fpowerpack.htm)をを
参照してください。参照してください。
    

     PowerLinux サービスと生産性ツールはオプションのツールセットです。ハードウェアサービス診断サービスと生産性ツールはオプションのツールセットです。ハードウェアサービス診断
支援ツール、生産性ツール、インストール支援ツール、および支援ツール、生産性ツール、インストール支援ツール、および POWER7、、POWER6、、POWER5、、
POWER4 をベースとしたをベースとした IBM サーバーへのサーバーへの Linux OS インストール支援ツールなどが含まれていまインストール支援ツールなどが含まれていま
す。す。
    

     サービスおよび生産性ツールに関するドキュメントは、サービスおよび生産性ツールに関するドキュメントは、Linux Information Center ( 
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?
topic=%2Fliaau%2Fliaauraskickoff.htm)を参照してください。を参照してください。
    

11.4. IBM POWER SYSTEMS サーバーの準備サーバーの準備

重要重要

      real-base のブートパラメーターがのブートパラメーターが c00000 にセットされているか必ず確認してくだにセットされているか必ず確認してくだ
さい。このパラメーターがセットされていないと以下のようなエラーが表示される可能さい。このパラメーターがセットされていないと以下のようなエラーが表示される可能
性があります。性があります。
     

DEFAULT CATCH!, exception-handler=fff00300

     IBM Power Systems サーバーでは、パーティション設定、仮想デバイス、ネイティブのデバイス、サーバーでは、パーティション設定、仮想デバイス、ネイティブのデバイス、

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

202

http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?topic=%2Fliaan%2Fpowerpack.htm
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?topic=%2Fliaau%2Fliaauraskickoff.htm


コンソールなどで多くのオプションが提供されています。コンソールなどで多くのオプションが提供されています。
    

     パーティション設定されていないシステムを使用する場合、インストール前のセットアップは必要パーティション設定されていないシステムを使用する場合、インストール前のセットアップは必要
ありません。ありません。HVSI シリアルコンソールを使用するシステムの場合には、コンソールをシリアルコンソールを使用するシステムの場合には、コンソールを T2 シリアルシリアル
ポートに接続します。ポートに接続します。
    

     パーティション設定されたシステムを使用する場合、パーティション作成およびインストール開始パーティション設定されたシステムを使用する場合、パーティション作成およびインストール開始
の手順はほぼ同じです。の手順はほぼ同じです。HMC でパーティションを作成し、でパーティションを作成し、CPU、メモリーのリソース、、メモリーのリソース、SCSI、イーサ、イーサ
ネットのリソースなどを適宜割り当てます。仮想、ネイティブいずれでも構いません。ネットのリソースなどを適宜割り当てます。仮想、ネイティブいずれでも構いません。HMC のパーのパー
ティション作成ウィザードを使用すると手順を追って作成することができます。ティション作成ウィザードを使用すると手順を追って作成することができます。
    

     パーティションの作成に関する詳細は、パーティションの作成に関する詳細は、IBM Systems Hardware Information Center のの 
『『Partitioning for Linux with an HMC』』 PDF を参照してくださを参照してくださ
い。い。http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/powersys/v3r1m5/topic/iphbi_p5/iphbibook.pdf
    

     ネイティブではなく仮想のネイティブではなく仮想の SCSI リソースを使用する場合には、まず先に仮想リソースを使用する場合には、まず先に仮想 SCSI によるパーティによるパーティ
ションへのリンクを設定してから、仮想ションへのリンクを設定してから、仮想 SCSI 提供のパーティション自体を設定してください。提供のパーティション自体を設定してください。HMC 
で仮想で仮想 SCSI クライアントとサーバーのスロット間にリンクを作成します。仮想クライアントとサーバーのスロット間にリンクを作成します。仮想 SCSI サーバーはサーバーは 
VIOS (Virtual I/O Server) またはまたは IBM i のいずれで設定しても構いません。ご使用のモデルやオプショのいずれで設定しても構いません。ご使用のモデルやオプショ
ンによります。ンによります。
    

     Intel iSCSI Remote Boot を使用してインストールする場合は、接続されているすべてのを使用してインストールする場合は、接続されているすべての iSCSI ストスト
レージデバイスを無効にする必要があります。無効にしないとインストールは成功しますが、インスレージデバイスを無効にする必要があります。無効にしないとインストールは成功しますが、インス
トールしたシステムが起動しなくなります。トールしたシステムが起動しなくなります。
    

     仮想デバイスの使用方法については、仮想デバイスの使用方法については、IBM Redbooks 資料の資料のVirtualizing an Infrastructure with 
System p and Linuxを参照してください。を参照してください。http://publib-
b.boulder.ibm.com/abstracts/sg247499.html でご覧いただけます。でご覧いただけます。
    

     システムの設定が完了したら、システムの設定が完了したら、HMC からアクティベートするか電源をオンにする必要があります。からアクティベートするか電源をオンにする必要があります。
実行するインストールのタイプによっては、システムをインストールプログラムで正しく起動するよう実行するインストールのタイプによっては、システムをインストールプログラムで正しく起動するよう
にに SMS を設定する必要がある場合があります。を設定する必要がある場合があります。
    

11.5.  RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス 
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重要重要

      Red Hat Enterprise Linux 6 は、は、Intel BIOS RAID セットへのインストールにセットへのインストールに 
dmraid の代わりにの代わりに mdraid を使用します。このセットは自動的に検出され、を使用します。このセットは自動的に検出され、Intel ISW 
メタデータを持つデバイスはメタデータを持つデバイスは dmraid ではなくではなく mdraid として認識されます。として認識されます。mdraid のの
下にあるこのようなデバイスのデバイスノード名は、下にあるこのようなデバイスのデバイスノード名は、dmraid のデバイスノード名とは異のデバイスノード名とは異
なることに注意してください。したがって、なることに注意してください。したがって、Intel BIOS RAID セットを持つシステムをセットを持つシステムを
移行する場合は、特別な予防措置が必要です。移行する場合は、特別な予防措置が必要です。
     

      /etc/fstab、、/etc/crypttab、またはデバイスノード名でデバイスを参照するその他の、またはデバイスノード名でデバイスを参照するその他の
設定ファイルに対するローカルの変更は、設定ファイルに対するローカルの変更は、Red Hat Enterprise Linux 6では機能しませでは機能しませ
ん。これらのファイルを移行する前に、デバイスノードパスをデバイスのん。これらのファイルを移行する前に、デバイスノードパスをデバイスの UUID に置きに置き
換えるように編集する必要があります。デバイスの換えるように編集する必要があります。デバイスの UUID は、は、blkid コマンドで確認するコマンドで確認する
ことができます。ことができます。
     

11.5.1.  ハードウェアハードウェア RAID 

      RAID (Redundant Array of Independent Disks)を使用すると、ドライブのグループまたはアレイを使用すると、ドライブのグループまたはアレイ
がが 1 つのデバイスとして機能します。インストールを開始する前に、コンピューターのメインボードでつのデバイスとして機能します。インストールを開始する前に、コンピューターのメインボードで
提供される提供される RAID 機能をすべて設定するか、またはコントローラーカードを接続しておいてください。機能をすべて設定するか、またはコントローラーカードを接続しておいてください。
アクティブな各アクティブな各 RAID アレイは、アレイは、Red Hat Enterprise Linux 内で内で 1 つのドライブとして表示されます。つのドライブとして表示されます。
     

      複数のハードドライブが搭載されているシステムでは、ハードウェアを追加することなく、複数の複数のハードドライブが搭載されているシステムでは、ハードウェアを追加することなく、複数の
ドライブをドライブを Linux RAID アレイとして動作するようにアレイとして動作するように Red Hat Enterprise Linux を設定できます。を設定できます。
     

11.5.2.  ソフトウェアソフトウェア RAID 

      Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムを使用して、インストールプログラムを使用して、Linux ソフトウェアソフトウェア RAID アレイアレイ
を作成できます。を作成できます。RAID 機能は専用のハードウェアではなく、オペレーティングシステムによって制御機能は専用のハードウェアではなく、オペレーティングシステムによって制御
されます。これらの機能については、されます。これらの機能については、「「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 
」」 で詳しく説明しています。で詳しく説明しています。
     

11.5.3. FireWire およびおよび USB ディスクディスク

      一部の一部の FireWire およびおよび USB ハードディスクは、ハードディスクは、Red Hat Enterprise Linux インストールシステムインストールシステム
では認識されない場合があります。インストール時にこれらのディスクの設定が重要でない場合は、混では認識されない場合があります。インストール時にこれらのディスクの設定が重要でない場合は、混
乱を避けるために接続を切断してください。乱を避けるために接続を切断してください。
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注記注記

       インストール後に、外部のインストール後に、外部の FireWire およびおよび USB ハードディスクに接続して設定でハードディスクに接続して設定で
きます。このようなデバイスのほとんどは、接続後に自動的に認識され、使用できるよきます。このようなデバイスのほとんどは、接続後に自動的に認識され、使用できるよ
うになります。うになります。
      

11.6. 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?

     現代のほぼすべてのオペレーティングシステム現代のほぼすべてのオペレーティングシステム (OS) はは ディスクパーティションディスクパーティション を使用しており、を使用しており、
Red Hat Enterprise Linux も例外ではありません。も例外ではありません。Red Hat Enterprise Linux をインストールするとをインストールすると
き、ディスクパーティションの操作が必要になる場合があります。以前にディスクパーティションを使き、ディスクパーティションの操作が必要になる場合があります。以前にディスクパーティションを使
用していない場合（または、基本的な概念を素早く確認する必要がある場合は、用していない場合（または、基本的な概念を素早く確認する必要がある場合は、付録付録A ディスクパーディスクパー
ティションの概要ティションの概要 を参照してから先に進んでください）。を参照してから先に進んでください）。
    

     Red Hat Enterprise Linux が使用するディスク領域は、システムにインストールしている可能性のが使用するディスク領域は、システムにインストールしている可能性の
ある他のある他の OS が使用するディスク領域から分離する必要があります。が使用するディスク領域から分離する必要があります。
    

     インストールプロセスを開始する前に、以下を行う必要があります。インストールプロセスを開始する前に、以下を行う必要があります。
    

       unpartitioned （未パーティション化）が十分である（未パーティション化）が十分である[6] Red Hat Enterprise Linux インスインス
トールのディスク領域トールのディスク領域
      

       削除可能なパーティションが削除可能なパーティションが 1 つ以上あるため、つ以上あるため、Red Hat Enterprise Linux をインストーをインストー
ルするのに十分なディスク領域が解放されます。ルするのに十分なディスク領域が解放されます。
      

     実際に必要な容量をよりよく理解するには、実際に必要な容量をよりよく理解するには、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 で説明しで説明し
ている、推奨されるパーティション設定サイズを参照してください。ている、推奨されるパーティション設定サイズを参照してください。
    

11.7. 起動方法の選択起動方法の選択

     DVD からインストールするには、からインストールするには、Red Hat Enterprise Linux 製品を購入し、製品を購入し、Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 DVD があり、それからの起動に対応するシステムにがあり、それからの起動に対応するシステムに DVD ドライブが必要です。インストードライブが必要です。インストー
ルル DVD の作成方法については、の作成方法については、2章章メディアの作成メディアの作成 を参照してください。を参照してください。
    

     インストールインストール DVD から起動する以外に、起動可能なから起動する以外に、起動可能な CD の形式での形式で 最小限の起動メディアから最小限の起動メディアから Red 
Hat Enterprise Linux インストールプログラムを起動インストールプログラムを起動 することもできます。ブートすることもできます。ブート CD でシステムを起でシステムを起
動したら、ローカルのハードドライブやネットワーク上の場所など、別のインストールソースからのイ動したら、ローカルのハードドライブやネットワーク上の場所など、別のインストールソースからのイ
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ンストールを完了します。ブートンストールを完了します。ブート CD の作成方法については、の作成方法については、「最小ブートメディアの作成」「最小ブートメディアの作成」 を参照しを参照し
てください。てください。
    

[5] 
      このセクションの一部は、このセクションの一部は、IBM のの Linux 情報で情報で IBM システムシステム  リソースのリソースの 
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?
topic=%2Fliaay%2Ftools_overview.htmで公開されていました。で公開されていました。
     

[6] 
        パーティションが分割されていないディスク領域とは、インストールするハードドライブで利用可パーティションが分割されていないディスク領域とは、インストールするハードドライブで利用可
能なディスク領域が、データ用のセクションに分割されていないことを意味します。ディスクをパー能なディスク領域が、データ用のセクションに分割されていないことを意味します。ディスクをパー
ティション分割すると、各パーティションは個別のディスクドライブのように動作します。ティション分割すると、各パーティションは個別のディスクドライブのように動作します。
       

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

206

http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/lnxinfo/v3r0m0/index.jsp?topic=%2Fliaay%2Ftools_overview.htm


第第12章章 インストールの準備インストールの準備

12.1. ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備

重要重要

      16 GB のの Huge Page がシステムまたはパーティションに割り当てられており、カーがシステムまたはパーティションに割り当てられており、カー
ネルコマンドラインにネルコマンドラインに Huge Page パラメーターが含まれていない場合、パラメーターが含まれていない場合、eHEA モジューモジュー
ルは初期化に失敗します。このため、ルは初期化に失敗します。このため、IBM eHEA イーサネットアダプターを使ってネッイーサネットアダプターを使ってネッ
トワークインストールを行う際は、インストール時にシステムやパーティションに対しトワークインストールを行う際は、インストール時にシステムやパーティションに対し
てて huge page を割り当てることはできません。ラージページが機能するはずです。を割り当てることはできません。ラージページが機能するはずです。
     

注記注記

      ネットワークベースのインストールを実行する場合は、インストールネットワークベースのインストールを実行する場合は、インストール DVD （または（または
その他のタイプのその他のタイプの DVD またはまたは CD）がシステムの）がシステムの CD またはまたは DVD ドライブにないことドライブにないこと
を確認してください。ドライブにを確認してください。ドライブに DVD またはまたは CD があると、予期しないエラーが発生すがあると、予期しないエラーが発生す
る可能性があります。る可能性があります。
     

     CD、、DVD、またはフラッシュドライブなどの、またはフラッシュドライブなどの USB ストレージデバイスで使用可能なブートメディストレージデバイスで使用可能なブートメディ
アがあることを確認します。アがあることを確認します。
    

     Red Hat Enterprise Linux インストールメディアは、ネットワークインストールインストールメディアは、ネットワークインストール(NFS、、FTP、、
HTTP、または、または HTTPS 経由経由)またはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにすまたはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにす
る必要があります。る必要があります。NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS のインストールを実行している場合は、以下のインストールを実行している場合は、以下
の手順に従います。の手順に従います。
    

     ネットワークを介したインストールに使用するネットワークを介したインストールに使用する NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーは、別サーバーは、別
のネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。インストールのネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。インストール DVD-ROM の完全なコの完全なコ
ンテンツを提供する必要があります。ンテンツを提供する必要があります。
    

注記注記

      Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。のインストール方法で動作します。Red 
Hat は、インストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告は、インストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告
する前に、すべてのインストールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告する前に、すべてのインストールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告
されたバグの多くは、不適切に書き込まれたされたバグの多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用によるものです）。このテストを使用
するには、するには、yaboot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
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注記注記

      FTP、、NFS、、HTTP、または、または HTTPS でインストールファイルにアクセスするためにでインストールファイルにアクセスするために
使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー
ジにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリージにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリー 
/var/www/inst/rhel6.9 は、は、http://network.server.com/inst/rhel6.9 としてアクセスできとしてアクセスでき
ます。ます。
     

      以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー
のディレクトリーはのディレクトリーは /location/of/disk/space として指定されます。として指定されます。FTP、、NFS、、
HTTP、または、または HTTPS 経由で一般に公開されるディレクトリー経由で一般に公開されるディレクトリー
は、は、/publicly_available_directory として指定されます。たとえとして指定されます。たとえ
ば、ば、/location/of/disk/space は、は、/var/isos という名前のディレクトリーになりまという名前のディレクトリーになりま
す。す。/publicly_available_directory は、は、HTTP インストール用のインストール用の /var/www/html/rhel6.9 
である可能性があります。である可能性があります。
     

     以下では、以下では、ISO イメージイメージ が必要です。が必要です。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーを含むのコンテンツの完全なコピーを含む
ファイルです。ファイルです。DVD からから ISO イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。
    

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

     ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージファイルに指イメージファイルに指
定する名前、定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステム上の場所へのパスでイメージが保存されるシステム上の場所へのパスで
す。す。
    

     インストールインストール DVD から、インストールステージングサーバーとして機能するから、インストールステージングサーバーとして機能する Linux インスタンスにインスタンスに
ファイルをコピーするには、ファイルをコピーするには、「「FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備」インストールの準備」  またはまたは 「「NFS インイン
ストールの準備」ストールの準備」 に進みます。に進みます。
    

12.1.1. FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備インストールの準備

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

208



警告警告

       Apache Web サーバーまたはサーバーまたは tftp FTP サーバー設定でサーバー設定で SSL セキュリティーがセキュリティーが
有効になっている場合は、有効になっている場合は、TLSv1 プロトコルのみを有効にし、プロトコルのみを有効にし、SSLv2 およびおよび 
SSLv3 を必ず無効にしてください。を必ず無効にしてください。POODLE SSL 脆弱性脆弱性 (CVE-2014-3566) の影の影
響を受けないようにするためです。響を受けないようにするためです。Apache のセキュア化に関する詳細、およびのセキュア化に関する詳細、および 
https://access.redhat.com/solutions/1234773 tftp のセキュリティー保護に関すのセキュリティー保護に関す
る詳細は、を参照る詳細は、を参照 https://access.redhat.com/solutions/1232413 してください。してください。
      

      インストールインストール DVD のの ISO イメージからファイルを展開して、イメージからファイルを展開して、FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有で共有
されるディレクトリーに配置します。されるディレクトリーに配置します。
     

      次に、次に、 ディレクトリーがディレクトリーが FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有されていることを確認し、クライアで共有されていることを確認し、クライア
ントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストしてントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストして
から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。
     

12.1.2. NFS インストールの準備インストールの準備

      NFS をインストールする場合は、をインストールする場合は、ISO イメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませイメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませ
ん。ん。ISO イメージ自体、イメージ自体、install.img ファイル、およびオプションでファイル、およびオプションで NFS 経由でネットワークサーバー経由でネットワークサーバー
でで product.img ファイルを利用できるようにするだけで十分です。ファイルを利用できるようにするだけで十分です。
     

1. 
        ISO イメージをイメージを NFS のエクスポート済みディレクトリーに転送します。のエクスポート済みディレクトリーに転送します。Linux システムシステム
で、以下を実行します。で、以下を実行します。
       

mv /path_to_image/name_of_image.iso /publicly_available_directory/

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、publicly_available_directory はは NFS で利用可能なディレクトリー、またはで利用可能なディレクトリー、または 
NFS で利用可能にするディレクトリーです。で利用可能にするディレクトリーです。
       

2. 
        SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
       

$ sha256sum name_of_image.iso
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        ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
       

3. 
        ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
       

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントではイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントで
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

        ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
       

4. 
        images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 
ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
       

重要重要

         install.img およびおよび product.img は、は、images/ ディレクトリー内のファイルディレクトリー内のファイル
のみである必要があります。のみである必要があります。
        

5. 
        公開されているディレクトリーのエントリーが、公開されているディレクトリーのエントリーが、NFS 経由で利用できるように、ネット経由で利用できるように、ネット
ワークサーバーのワークサーバーの /etc/exports ファイルに存在することを確認します。ファイルに存在することを確認します。
       

        ディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用しディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用し
ます。ます。
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/publicly_available_directory client.ip.address (ro)

        ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用
します。します。
       

/publicly_available_directory * (ro)

6. 
        ネットワークサーバーで、ネットワークサーバーで、NFS デーモンを起動しますデーモンを起動します(Red Hat Enterprise Linux システシステ
ムでは、ムでは、/sbin/service nfs startを使用しますを使用します)。。NFS がすでに実行中の場合は、設定ファイルがすでに実行中の場合は、設定ファイル
を再読み込みしますを再読み込みします(Red Hat Enterprise Linux システムではシステムでは /sbin/service nfs reloadを使用を使用
しますします)。。
       

7. 
        Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド の指示に従っての指示に従って NFS 共有をテストする共有をテストする
ようにしてください。ようにしてください。NFS サーバーの起動と停止の詳細は、サーバーの起動と停止の詳細は、NFS のドキュメントを参照してくのドキュメントを参照してく
ださい。ださい。
       

注記注記

        Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
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12.2. ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備

注記注記

      ハードドライブのインストールは、ハードドライブのインストールは、ext2、、ext3、、ext4、または、または FAT ファイルシステファイルシステ
ムでのみ機能します。他のファイルシステムにフォーマットされたハードドライブをムでのみ機能します。他のファイルシステムにフォーマットされたハードドライブを 
Red Hat Enterprise Linux のインストールソースとして使用することはできません。のインストールソースとして使用することはできません。
     

      Windows オペレーティングシステムでハードドライブパーティションのファイルシオペレーティングシステムでハードドライブパーティションのファイルシ
ステムを確認するには、ステムを確認するには、Disk Management ツールを使用します。ツールを使用します。Linux オペレーティンオペレーティン
グシステムでハードドライブパーティションのファイルシステムを確認するには、グシステムでハードドライブパーティションのファイルシステムを確認するには、fdisk 
ツールを使用します。ツールを使用します。
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重要重要

      LVM が制御するパーティション（論理ボリューム管理）でが制御するパーティション（論理ボリューム管理）で ISO ファイルを使用するファイルを使用する
ことはできません。ことはできません。
     

     DVD ドライブやネットワーク接続のないシステムにドライブやネットワーク接続のないシステムに Red Hat Enterprise Linux をインストールするをインストールする
場合は、このオプションを使用します。場合は、このオプションを使用します。
    

     ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。
    

       インストールインストール DVD のの ISO イメージイメージ。。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーのコンテンツの完全なコピー
が含まれるファイルです。が含まれるファイルです。
      

       ISO イメージから抽出したイメージから抽出した install.img ファイル。ファイル。
      

       オプションで、オプションで、ISO イメージから抽出したイメージから抽出した product.img ファイル。ファイル。
      

     ハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストーハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストー
ルソースとしてルソースとして ハードドライブハードドライブ を選択できますを選択できます( 「インストール方法」「インストール方法」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     CD、、DVD、またはフラッシュドライブなどの、またはフラッシュドライブなどの USB ストレージデバイスで使用可能なブートメディストレージデバイスで使用可能なブートメディ
アがあることを確認します。アがあることを確認します。
    

     インストールソースとしてハードドライブを準備するには、以下の手順に従います。インストールソースとしてハードドライブを準備するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD のの ISO イメージを取得しますイメージを取得します( 1
章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。また、物理メディアに。また、物理メディアに DVD がが
ある場合は、ある場合は、Linux システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。
      

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

       ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージイメージ
ファイルに指定する名前、ファイルに指定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステムイメージが保存されるシステム
上の場所へのパスです。上の場所へのパスです。
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2. 
       ISO イメージをハードドライブに転送します。イメージをハードドライブに転送します。
      

       ISO イメージは、イメージは、Red Hat Enterprise Linux をインストールするコンピューターの内部にをインストールするコンピューターの内部に
あるハードドライブか、あるハードドライブか、USB によってそのコンピューターに接続されているハードドライブにによってそのコンピューターに接続されているハードドライブに
ある必要があります。ある必要があります。
      

3. 
       SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
      

$ sha256sum name_of_image.iso

       ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
      

4. 
       ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
      

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

       path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージファイメージファ
イルの名前、イルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントです。はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントです。
以下に例を示します。以下に例を示します。
      

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

       ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
      

5. 
       images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 
ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
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パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
      

重要重要

        install.img およびおよび product.img は、は、images/ ディレクトリー内のファイルディレクトリー内のファイル
のみである必要があります。のみである必要があります。
       

注記注記

       Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
     

linux mediacheck
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第第13章章 IBM POWER SYSTEMS サーバーでのインストール中のドライバーの更新サーバーでのインストール中のドライバーの更新

    ほとんどの場合、ほとんどの場合、Red Hat Enterprise Linux にはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでににはシステムを設定するデバイスのドライバーがすでに
含まれています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハー含まれています。しかし、かなり最近にリリースされたハードウェアが搭載されている場合、そのハー
ドウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供すドウェア用のドライバーはまだ含まれていない可能性があります。新しいデバイスのサポートを提供す
るドライバー更新は、るドライバー更新は、Red Hat またはハードウェアベンダーまたはハードウェアベンダー( rpm パッケージパッケージ を含むを含む ドライバーディドライバーディ
スクスク )から入手できる場合があります。通常、ドライバーディスクはから入手できる場合があります。通常、ドライバーディスクは ISO イメージファイルイメージファイル としてダウとしてダウ
ンロードできます。ンロードできます。
   

    インストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ローインストールプロセス中に新しいハードウェアが必要になることはほぼありません。たとえば、ロー
カルのハードドライブへのインストールにカルのハードドライブへのインストールに DVD を使用する場合は、ネットワークカード用のドライを使用する場合は、ネットワークカード用のドライ
バーがなくてもインストールは成功します。このような状況では、インストールを完了し、その後のバーがなくてもインストールは成功します。このような状況では、インストールを完了し、その後の
ハードウェアのサポートを追加します。このサポートの追加に関する詳細は、ハードウェアのサポートを追加します。このサポートの追加に関する詳細は、「ドライバー更新「ドライバー更新 rpm 
パッケージ」パッケージ」 を参照してください。を参照してください。
   

    他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要他の状況では、インストールプロセスでデバイスのドライバーを追加して特定の設定に対応する必要
がある場合があります。たとえば、ネットワークデバイスまたはストレージアダプターカードのドライがある場合があります。たとえば、ネットワークデバイスまたはストレージアダプターカードのドライ
バーをインストールして、インストーラーにシステムが使用するストレージデバイスへのアクセス権限バーをインストールして、インストーラーにシステムが使用するストレージデバイスへのアクセス権限
を付与する場合があります。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれかの方法を付与する場合があります。インストール中にこうしたサポートを追加するには、次のいずれかの方法
でドライバーディスクを使用します。でドライバーディスクを使用します。 
    

1. 
       インストーラーがアクセスできる場所にドライバーディスクのインストーラーがアクセスできる場所にドライバーディスクの ISO イメージファイルを配イメージファイルを配
置します。置します。 
       

a. 
          ローカルのハードドライブ上ローカルのハードドライブ上
         

b. 
          USB フラッシュドライブフラッシュドライブ
         

      

2. 
       イメージファイルを以下に抽出してドライバーディスクを作成します。イメージファイルを以下に抽出してドライバーディスクを作成します。 
       

a. 
          a CD
         

b. 
          a DVD
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       CD またはまたは DVD にに ISO イメージファイルを書き込む方法は、イメージファイルを書き込む方法は、「インストール「インストール DVD の作の作
成」成」 でインストールディスクを作成する手順を参照してください。でインストールディスクを作成する手順を参照してください。
      

   

    Red Hat、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中、ハードウェアの製造元、または信頼できるサードパーティーなどによってインストール中
のドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中からのドライバー更新が必要であることが明示されている場合には、本章で説明している方法の中から 1 つつ
選択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ選択し、検証してからインストールを実行するようにしてください。逆に、お使いのシステムでドライ
バーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。不要なドライバーバーの更新が必要かどうかが不明な場合には、ドライバーは更新しないでください。不要なドライバー
更新をインストールすると害は発生しませんが、想定されていないシステムにドライバーが存在すると更新をインストールすると害は発生しませんが、想定されていないシステムにドライバーが存在すると
サポートが複雑になる可能性があります。サポートが複雑になる可能性があります。
   

13.1. インストール中にドライバーを更新する場合の制約インストール中にドライバーを更新する場合の制約

     ただし、インストール中にドライバー更新を使用してドライバーを提供できない状況もあります。ただし、インストール中にドライバー更新を使用してドライバーを提供できない状況もあります。
    

すでに使用されているデバイスすでに使用されているデバイス

        ドライバー更新を使用して、インストールプログラムがすでに読み込まれているドライバーをドライバー更新を使用して、インストールプログラムがすでに読み込まれているドライバーを
置き換えることはできません。代わりに、インストールプログラムがロードしたドライバーでイン置き換えることはできません。代わりに、インストールプログラムがロードしたドライバーでイン
ストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新する必要があります。インストールストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新する必要があります。インストール
プロセスに新しいドライバーが必要な場合は、初期プロセスに新しいドライバーが必要な場合は、初期 RAM ディスクドライバーの更新の実行を検討しディスクドライバーの更新の実行を検討し
てください。てください。「初期「初期 RAM ディスク更新の準備」ディスク更新の準備」 を参照してください。を参照してください。
       

同等のデバイスを持つデバイスが利用可能です同等のデバイスを持つデバイスが利用可能です

        同じタイプのすべてのデバイスが一緒に初期化されるため、インストールプログラムが同様の同じタイプのすべてのデバイスが一緒に初期化されるため、インストールプログラムが同様の
デバイス用にドライバーを読み込んだ場合は、デバイスのドライバーを更新できません。たとえデバイス用にドライバーを読み込んだ場合は、デバイスのドライバーを更新できません。たとえ
ば、ば、2 つの異なるネットワークアダプターを持つシステムについて考えてみましょう。そのうちのつの異なるネットワークアダプターを持つシステムについて考えてみましょう。そのうちの 1 
つはドライバー更新です。インストールプログラムは両方のアダプターを同時に初期化するため、つはドライバー更新です。インストールプログラムは両方のアダプターを同時に初期化するため、
このドライバー更新を使用することはできません。ここでも、インストールプログラムにより読みこのドライバー更新を使用することはできません。ここでも、インストールプログラムにより読み
込まれたドライバーのインストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新するか、込まれたドライバーのインストールを完了し、インストール後に新しいドライバーに更新するか、
初期初期 RAM ディスクドライバーの更新を使用します。ディスクドライバーの更新を使用します。
       

13.2. インストール中にドライバーを更新するための準備インストール中にドライバーを更新するための準備

     ハードウェアにドライバーの更新が必要で、利用可能な場合、ハードウェアにドライバーの更新が必要で、利用可能な場合、Red Hat またはハードウェアベンまたはハードウェアベン
ダーなどの信頼できるサードパーティーは、通常、ダーなどの信頼できるサードパーティーは、通常、ISO 形式のイメージファイルで提供されます。ドラ形式のイメージファイルで提供されます。ドラ
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イバー更新を実行するには、インストールプログラムでイメージファイルを利用できるようにする方法イバー更新を実行するには、インストールプログラムでイメージファイルを利用できるようにする方法
もありますが、ドライバー更新ディスクの作成にはイメージファイルを使用する必要があります。もありますが、ドライバー更新ディスクの作成にはイメージファイルを使用する必要があります。  

イメージファイル自体を使用するメソッドイメージファイル自体を使用するメソッド

           ローカルハードドライブローカルハードドライブ
          

           USB フラッシュドライブフラッシュドライブ
          

 

イメージファイルから生成されたドライバー更新ディスクを使用する方法イメージファイルから生成されたドライバー更新ディスクを使用する方法

           CD
          

           DVD
          

 

    

     ドライバー更新を提供する方法を選択し、ドライバー更新を提供する方法を選択し、「ドライバー更新イメージファイルを使用するための準「ドライバー更新イメージファイルを使用するための準
備」備」、、「ドライバー更新用「ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスクファイルを提供するディスク (CD またはまたは DVD) の準備」の準備」、または、または 「初「初
期期 RAM ディスク更新の準備」ディスク更新の準備」 を参照してください。を参照してください。USB ストレージデバイスを使用して、イメージストレージデバイスを使用して、イメージ
ファイルを提供するか、ドライバー更新ディスクとして提供できることに注意してください。ファイルを提供するか、ドライバー更新ディスクとして提供できることに注意してください。
    

13.2.1. ドライバー更新イメージファイルを使用するための準備ドライバー更新イメージファイルを使用するための準備

13.2.1.1. ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備

       ハードドライブやハードドライブや USB フラッシュドライブなど、ローカルストレージでフラッシュドライブなど、ローカルストレージで ISO イメージファイルをイメージファイルを
利用できるようにするには、まず更新を自動的にインストールするか、または手動で選択するかを決定利用できるようにするには、まず更新を自動的にインストールするか、または手動で選択するかを決定
する必要があります。する必要があります。
      

       手動インストールでは、ファイルをストレージデバイスにコピーします。ファイルを変更すると、手動インストールでは、ファイルをストレージデバイスにコピーします。ファイルを変更すると、
ファイル名を変更することができますが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これはファイル名を変更することができますが、ファイル名の拡張子は変更しないでください。これは .iso のの
ままにする必要があります。以下の例では、ファイルの名前はままにする必要があります。以下の例では、ファイルの名前は dd.iso です。です。
      

図図13.1 ドライバー更新イメージファイルを保持するドライバー更新イメージファイルを保持する USB フラッシュドライブの内容フラッシュドライブの内容
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図図13.1 ドライバー更新イメージファイルを保持するドライバー更新イメージファイルを保持する USB フラッシュドライブの内容フラッシュドライブの内容

[D]

       この方法を使用すると、ストレージデバイスには単一のファイルのみが含まれることに注意してくこの方法を使用すると、ストレージデバイスには単一のファイルのみが含まれることに注意してく
ださい。これは、多くのファイルを含むださい。これは、多くのファイルを含む CD やや DVD などの形式のドライバーディスクとは異なりまなどの形式のドライバーディスクとは異なりま
す。す。ISO イメージファイルには、通常ドライバーディスクにあるすべてのファイルが含まれます。イメージファイルには、通常ドライバーディスクにあるすべてのファイルが含まれます。
      

       インストール中にドライバーの更新を手動で選択する方法については、インストール中にドライバーの更新を手動で選択する方法については、「インストーラーによるド「インストーラーによるド
ライバー更新のプロンプトの表示」ライバー更新のプロンプトの表示」 およびおよび 「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用
する」する」 を参照してください。を参照してください。
      

       自動インストールでは、単にコピーするのではなく、ストレージデバイスのルートディレクトリー自動インストールでは、単にコピーするのではなく、ストレージデバイスのルートディレクトリー
にに ISO を抽出する必要があります。を抽出する必要があります。ISO のコピーは、手動インストールでのみ有効です。また、デバイのコピーは、手動インストールでのみ有効です。また、デバイ
スのファイルシステムラベルをスのファイルシステムラベルを OEMDRV に変更する必要があります。に変更する必要があります。
      

       インストールプログラムは、ドライバーの更新について自動的に検証し、検出したものを読み込みインストールプログラムは、ドライバーの更新について自動的に検証し、検出したものを読み込み
ます。この動作は、デフォルトで有効になっているます。この動作は、デフォルトで有効になっている dlabel=on 起動オプションによって制御されま起動オプションによって制御されま
す。す。「インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする」「インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
      

13.2.2. ドライバー更新用ドライバー更新用 ISO ファイルを提供するディスクファイルを提供するディスク (CD またはまたは DVD) の準備の準備

      CD またはまたは DVD にドライバー更新ディスクを作成できます。にドライバー更新ディスクを作成できます。
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13.2.2.1. CD またはまたは DVD でのドライバー更新ディスクの作成でのドライバー更新ディスクの作成

重要重要

        CD/DVD Creator はは GNOME デスクトップの一部です。別のデスクトップの一部です。別の Linux デスクトップ、デスクトップ、
または別のオペレーティングシステムを使用する場合は、別のソフトウェアを使用してまたは別のオペレーティングシステムを使用する場合は、別のソフトウェアを使用して 
CD またはまたは DVD を作成する必要があります。手順は通常同様です。を作成する必要があります。手順は通常同様です。
       

        選択したソフトウェアが、イメージファイルから選択したソフトウェアが、イメージファイルから CD またはまたは DVD を作成できるこを作成できるこ
とを確認します。これは、ほとんどのとを確認します。これは、ほとんどの CD およびおよび DVD 書き込みソフトウェアに当てはま書き込みソフトウェアに当てはま
りますが、例外が存在します。りますが、例外が存在します。burn from image or similar というラベルが付いたボタというラベルが付いたボタ
ンまたはメニューエントリーを探します。ソフトウェアにこの機能がない場合や、ソフンまたはメニューエントリーを探します。ソフトウェアにこの機能がない場合や、ソフ
トウェアを選択しない場合、作成されるディスクはイメージファイルのコンテンツではトウェアを選択しない場合、作成されるディスクはイメージファイルのコンテンツでは
なくイメージファイル自体のみを保持します。なくイメージファイル自体のみを保持します。
       

1. 
         デスクトップファイルマネージャーを使用して、デスクトップファイルマネージャーを使用して、Red Hat またはハードウェアベンダーかまたはハードウェアベンダーか
ら提供されたドライバーディスクのら提供されたドライバーディスクの ISO イメージファイルを見つけます。イメージファイルを見つけます。
        

図図13.2 ファイルマネージャーウィンドウに表示される通常のファイルマネージャーウィンドウに表示される通常の .iso ファイルファイル

[D]

2. 
         このファイルを右クリックし、このファイルを右クリックし、Write to disc を選択します。以下のようなウィンドウが表を選択します。以下のようなウィンドウが表
示されます。示されます。
        

図図13.3 CD/DVD クリエーターのクリエーターの Disc への書き込みダイアログへの書き込みダイアログ
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図図13.3 CD/DVD クリエーターのクリエーターの Disc への書き込みダイアログへの書き込みダイアログ

[D]

3. 
         Write ボタンをクリックします。空のディスクがドライブにない場合は、ボタンをクリックします。空のディスクがドライブにない場合は、CD/DVD 作成者作成者
によりディスクによりディスク を挿入するように求められます。を挿入するように求められます。
        

       ドライバー更新用ディスクのドライバー更新用ディスクの CD またはまたは DVD を作成したら、システムにディスクを挿入し、ファを作成したら、システムにディスクを挿入し、ファ
イルマネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。イルマネージャーで表示して、そのディスクが正常に作成されたか確認します。rhdd3 という名前のという名前の
ファイルと、ファイルと、rpms という名前のディレクトリーが表示されるはずです。という名前のディレクトリーが表示されるはずです。
      

図図13.4 CD またはまたは DVD 上の一般的なドライバー更新ディスクの内容上の一般的なドライバー更新ディスクの内容
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図図13.4 CD またはまたは DVD 上の一般的なドライバー更新ディスクの内容上の一般的なドライバー更新ディスクの内容

[D]

       末尾が末尾が .iso のファイルがのファイルが 1 つしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないので作成し直しつしかない場合は、ディスクが正しく作成されていないので作成し直し
てください。てください。GNOME 以外の以外の Linux デスクトップやデスクトップや Linux 以外のオペレーティングシステムを使用し以外のオペレーティングシステムを使用し
ている場合は、ている場合は、イメージの書き込みイメージの書き込み などのオプションを選択しているか確認してください。などのオプションを選択しているか確認してください。
      

       インストール中にドライバー更新ディスクを使用する方法については、インストール中にドライバー更新ディスクを使用する方法については、「インストーラーによるド「インストーラーによるド
ライバー更新のプロンプトの表示」ライバー更新のプロンプトの表示」 およびおよび 「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用
する」する」 を参照してください。を参照してください。
      

13.2.3. 初期初期 RAM ディスク更新の準備ディスク更新の準備

重要重要

       これは、他の方法でドライバーの更新を実行できない場合にのみ考慮する必要があこれは、他の方法でドライバーの更新を実行できない場合にのみ考慮する必要があ
る高度な手順です。る高度な手順です。
      

      Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムは、インストールプログラムは、RAM ディスクからインストールプロセスディスクからインストールプロセス
の初期段階で更新を読み込むことができます。これは、ディスクの初期段階で更新を読み込むことができます。これは、ディスク であるかのように一時的に動作するコであるかのように一時的に動作するコ
ンピューターのメモリー領域です。これと同じ機能を使用して、ドライバーの更新を読み込むことがでンピューターのメモリー領域です。これと同じ機能を使用して、ドライバーの更新を読み込むことがで
きます。インストール時にドライバーの更新を実行するには、コンピューターがきます。インストール時にドライバーの更新を実行するには、コンピューターが yaboot インストールインストール
サーバーから起動でき、ネットワークで利用できる必要があります。サーバーから起動でき、ネットワークで利用できる必要があります。yaboot インストールサーバーのインストールサーバーの
使用方法については、使用方法については、30章章インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ を参照してください。を参照してください。
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      インストールサーバーでドライバーの更新を利用できるようにするには、以下を実行します。インストールサーバーでドライバーの更新を利用できるようにするには、以下を実行します。
     

1. 
        ドライバー更新イメージファイルをインストールサーバーに配置します。通常、これは、ドライバー更新イメージファイルをインストールサーバーに配置します。通常、これは、
Red Hat またはハードウェアベンダーが指定するインターネット上の場所からサーバーにダウまたはハードウェアベンダーが指定するインターネット上の場所からサーバーにダウ
ンロードすることで行います。ドライバー更新イメージファイルの名前は、ンロードすることで行います。ドライバー更新イメージファイルの名前は、.iso で終わりまで終わりま
す。す。
       

2. 
        ドライバー更新イメージファイルをドライバー更新イメージファイルを /tmp/initrd_update ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

3. 
        ドライバー更新イメージファイルの名前をドライバー更新イメージファイルの名前を dd.img に変更します。に変更します。
       

4. 
        コマンドラインで、コマンドラインで、/tmp/initrd_update ディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力ディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力
して、して、Enter を押します。を押します。
       

find . | cpio --quiet -o -H newc | gzip -9 >/tmp/initrd_update.img

5. 
        /tmp/initrd_update.img ファイルを、インストールに使用するターゲットを保持しているファイルを、インストールに使用するターゲットを保持している
ディレクトリーにコピーします。このディレクトリーは、ディレクトリーにコピーします。このディレクトリーは、/var/lib/tftpboot/yaboot/ ディレクトディレクト
リーの下にあります。たとえば、リーの下にあります。たとえば、/var/lib/tftpboot/yaboot/rhel6/ は、は、Red Hat Enterprise 
Linux 6 のの yaboot インストールターゲットを保持する可能性があります。インストールターゲットを保持する可能性があります。
       

6. 
        /var/lib/tftpboot/yaboot/yaboot.conf ファイルを編集し、作成した初期ファイルを編集し、作成した初期 RAM ディスクのディスクの
更新を含むエントリーを以下の形式で追加します。更新を含むエントリーを以下の形式で追加します。
       

image=target/vmlinuz
label=target-dd
initrd=target/initrd.img,target/dd.img

        ここで、ここで、target は、インストールに使用するターゲットに置き換えます。は、インストールに使用するターゲットに置き換えます。
       

      インストール時に初期インストール時に初期 RAM ディスクの更新を使用する方法については、ディスクの更新を使用する方法については、「ドライバー更新を含む「ドライバー更新を含む
インストールサーバーターゲットの選択」インストールサーバーターゲットの選択」 を参照してください。を参照してください。
     

例例13.1 ドライバー更新イメージファイルからの初期ドライバー更新イメージファイルからの初期 RAM ディスク更新の準備ディスク更新の準備

       この例では、この例では、driver_update.iso はインターネットからインストールサーバーのディレクトリーはインターネットからインストールサーバーのディレクトリー
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にダウンロードしたドライバー更新イメージファイルです。起動したいインストールサーバーのにダウンロードしたドライバー更新イメージファイルです。起動したいインストールサーバーの
ターゲットはターゲットは /var/lib/tftpboot/yaboot/rhel6/にあります。にあります。
      

       コマンドラインで、ファイルを保持するディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力しまコマンドラインで、ファイルを保持するディレクトリーに移動し、以下のコマンドを入力しま
す。す。
      

$ cp driver_update.iso /tmp/initrd_update/dd.img
$ cd /tmp/initrd_update
$ find . | cpio --quiet -c -o -H newc | gzip -9 >/tmp/initrd_update.img
$ cp /tmp/initrd_update.img /tftpboot/yaboot/rhel6/dd.img

       /var/lib/tftpboot/yaboot/yaboot.conf ファイルを編集し、以下のエントリーを追加します。ファイルを編集し、以下のエントリーを追加します。
      

13.3. インストール中のドライバー更新インストール中のドライバー更新

     インストール中にドライバーの更新は、以下の方法で実行できます。インストール中にドライバーの更新は、以下の方法で実行できます。 
     

        インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索させます。インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索させます。
       

        インストーラーがドライバーの更新を求めるプロンプトを出します。インストーラーがドライバーの更新を求めるプロンプトを出します。
       

        ドライバー更新ディスクを指定するには、起動オプションを使用します。ドライバー更新ディスクを指定するには、起動オプションを使用します。
       

    

13.3.1. インストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにするインストーラーがドライバー更新ディスクを自動的に検索できるようにする

      インストールプロセスを開始する前に、ファイルシステムラベルインストールプロセスを開始する前に、ファイルシステムラベル OEMDRV でブロックデバイスをでブロックデバイスを
接続します。インストーラーはデバイスを自動的に検査し、検出したドライバーの更新を読み込み、プ接続します。インストーラーはデバイスを自動的に検査し、検出したドライバーの更新を読み込み、プ
ロセス中にプロンプトを表示しません。インストーラーが検索できるようにストレージデバイスを準備ロセス中にプロンプトを表示しません。インストーラーが検索できるようにストレージデバイスを準備
するには、するには、「ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備」「ローカルストレージでイメージファイルを使用するための準備」 を参照してください。を参照してください。
     

image=rhel6/vmlinuz
label=rhel6-dd
initrd=rhel6/initrd.img,rhel6/dd.img
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13.3.2. インストーラーによるドライバー更新のプロンプトの表示インストーラーによるドライバー更新のプロンプトの表示

1. 
        選択した方法であれば、通常インストールを開始します。インストーラーがインストール選択した方法であれば、通常インストールを開始します。インストーラーがインストール
プロセスに不可欠なハードウェアのドライバーをロードできない場合（たとえば、ネットワープロセスに不可欠なハードウェアのドライバーをロードできない場合（たとえば、ネットワー
クまたはストレージコントローラーを検出できない場合など）、ドライバー更新ディスクを挿クまたはストレージコントローラーを検出できない場合など）、ドライバー更新ディスクを挿
入するように求められます。入するように求められます。
       

図図13.5 ドライバーが見つかりませんダイアログドライバーが見つかりませんダイアログ

[D]

2. 
        Use a driver disk を選択し、を選択し、「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新
ディスクの場所の指定」ディスクの場所の指定」 を参照してください。を参照してください。
       

13.3.3. ドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用するドライバー更新ディスクの指定に起動オプションを使用する

重要重要

        この方法は、既存のドライバーを更新せずに、完全に新しいドライバーの導入のみこの方法は、既存のドライバーを更新せずに、完全に新しいドライバーの導入のみ
を行います。を行います。
       

1. 
        インストールプロセスの開始時に、起動プロンプトにインストールプロセスの開始時に、起動プロンプトに linux dd とと 入力入力 し、し、Enter を押しを押し
ます。インストーラーは、ドライバーディスクがあることを確認するように求められます。ます。インストーラーは、ドライバーディスクがあることを確認するように求められます。
       

図図13.6 ドライバーディスクプロンプトドライバーディスクプロンプト
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図図13.6 ドライバーディスクプロンプトドライバーディスクプロンプト

[D]

2. 
        CD、、DVD、または、または USB フラッシュドライブで作成したドライバー更新ディスクを挿入フラッシュドライブで作成したドライバー更新ディスクを挿入
し、し、Yes を選択します。インストーラーは検出できるストレージデバイスを検査します。ドラを選択します。インストーラーは検出できるストレージデバイスを検査します。ドラ
イバーディスクを保持できる場所がイバーディスクを保持できる場所が 1 つしかない場合（たとえば、インストーラーがつしかない場合（たとえば、インストーラーが DVD ドド
ライブの存在を検出しますが、その他のストレージデバイスはない）、その場所で見つかったライブの存在を検出しますが、その他のストレージデバイスはない）、その場所で見つかった
ドライバー更新が自動的に読み込まれます。ドライバー更新が自動的に読み込まれます。
       

        インストーラーがドライバー更新を保持できる複数の場所を見つけると、更新の場所を指インストーラーがドライバー更新を保持できる複数の場所を見つけると、更新の場所を指
定するように求められます。定するように求められます。「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディス「ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディス
クの場所の指定」クの場所の指定」を参照してください。を参照してください。
       

13.3.4. ドライバー更新を含むインストールサーバーターゲットの選択ドライバー更新を含むインストールサーバーターゲットの選択

1. 
        SMS メニューでメニューで Select Boot Options を選択してを選択して Boot/Install Device を選択し、ネットを選択し、ネット
ワークインターフェイスから起動するようにコンピューターを設定します。使用可能なデバイワークインターフェイスから起動するようにコンピューターを設定します。使用可能なデバイ
ス一覧からネットワークデバイスを選択します。ス一覧からネットワークデバイスを選択します。
       

2. 
        yaboot インストールサーバー環境で、インストールサーバーで準備した起動ターゲットインストールサーバー環境で、インストールサーバーで準備した起動ターゲット
を選択します。たとえば、インストールサーバーのを選択します。たとえば、インストールサーバーの /var/lib/tftpboot/yaboot/yaboot.conf ファファ
イルにこの環境イルにこの環境 rhel6-dd というラベルを付けた場合は、プロンプトでというラベルを付けた場合は、プロンプトで rhel6-dd とと 入力入力 し、し、
Enter を押します。を押します。
       

      インストール時に更新を実行するためにインストール時に更新を実行するために yaboot インストールサーバーを使用する方法についてインストールサーバーを使用する方法について
は、は、「初期「初期 RAM ディスク更新の準備」ディスク更新の準備」 およびおよび 30章章インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ を参照してを参照して
ください。これは高度な手順であり、ドライバー更新を実行する他の方法が失敗しない限り、試行しなください。これは高度な手順であり、ドライバー更新を実行する他の方法が失敗しない限り、試行しな
いでください。いでください。
     

13.4. ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディスクの場所の指定ドライバー更新イメージファイルまたはドライバー更新ディスクの場所の指定
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     インストーラーが、ドライバー更新を保持できる複数のデバイスを検出すると、正しいデバイスをインストーラーが、ドライバー更新を保持できる複数のデバイスを検出すると、正しいデバイスを
選択するように求められます。ドライバー更新の保存先のデバイスを表すオプションが不明な場合は、選択するように求められます。ドライバー更新の保存先のデバイスを表すオプションが不明な場合は、
正しいオプションを見つけるまで、さまざまなオプションを試してください。正しいオプションを見つけるまで、さまざまなオプションを試してください。
    

図図13.7 ドライバーディスクソースの選択ドライバーディスクソースの選択

[D]

     選択したデバイスに適切な更新メディアが含まれていない場合、インストーラーは別の選択を促し選択したデバイスに適切な更新メディアが含まれていない場合、インストーラーは別の選択を促し
ます。ます。
    

     CD、、DVD、または、または USB フラッシュドライブにドライバー更新ディスクを行うと、インストーラーフラッシュドライブにドライバー更新ディスクを行うと、インストーラー
はドライバーの更新を読み込むようになりました。ただし、選択したデバイスが複数のパーティションはドライバーの更新を読み込むようになりました。ただし、選択したデバイスが複数のパーティション
を含むことができるデバイスのタイプである場合（現在複数のパーティションがあるかどうかに関係なを含むことができるデバイスのタイプである場合（現在複数のパーティションがあるかどうかに関係な
く）、インストーラーはドライバー更新を保持するパーティションを選択するように求める場合がありく）、インストーラーはドライバー更新を保持するパーティションを選択するように求める場合があり
ます。ます。
    

図図13.8 ドライバーディスクパーティションの選択ドライバーディスクパーティションの選択
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図図13.8 ドライバーディスクパーティションの選択ドライバーディスクパーティションの選択

[D]

     インストーラーは、ドライバーの更新が含まれるファイルを指定するよう要求します。インストーラーは、ドライバーの更新が含まれるファイルを指定するよう要求します。
    

図図13.9 ISO イメージの選択イメージの選択

[D]

     ドライバー更新を内部ハードドライブまたはドライバー更新を内部ハードドライブまたは USB ストレージデバイスに保存した場合、これらの画ストレージデバイスに保存した場合、これらの画
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面が表示されます。ドライバーの更新が面が表示されます。ドライバーの更新が CD またはまたは DVD にある場合は、表示されないはずです。にある場合は、表示されないはずです。
    

     イメージファイルまたはドライバー更新ディスクのどちらの形式でドライバーの更新を提供していイメージファイルまたはドライバー更新ディスクのどちらの形式でドライバーの更新を提供してい
るかにかかわらず、インストーラーは適切な更新ファイルを一時的なストレージ領域（ディスク上ではるかにかかわらず、インストーラーは適切な更新ファイルを一時的なストレージ領域（ディスク上では
なく）にコピーするようになりました。インストーラーは、追加のドライバー更新を使用するかどうかなく）にコピーするようになりました。インストーラーは、追加のドライバー更新を使用するかどうか
を尋ねる場合があります。を尋ねる場合があります。Yes を選択すると、追加の更新が順番にロードされます。読み込むドライを選択すると、追加の更新が順番にロードされます。読み込むドライ
バーの更新がない場合は、バーの更新がない場合は、No を選択します。ドライバー更新をリムーバブルメディアに保存した場を選択します。ドライバー更新をリムーバブルメディアに保存した場
合、ディスクまたはデバイスを安全に取り出しまたは切断できるようになりました。インストーラーは合、ディスクまたはデバイスを安全に取り出しまたは切断できるようになりました。インストーラーは
ドライバーの更新を必要としなくなり、他の目的でメディアを再利用できます。ドライバーの更新を必要としなくなり、他の目的でメディアを再利用できます。
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第第14章章 インストーラーの起動インストーラーの起動

重要重要

     グラフィカルインストールが推奨されます。グラフィカルインストールが推奨されます。Power Systems サーバーは主にテキスサーバーは主にテキス
トコンソールを使用するため、トコンソールを使用するため、anaconda は自動的にグラフィカルインストールを開始は自動的にグラフィカルインストールを開始
しません。ただし、グラフィカルインストーラーはより多くの機能とカスタマイズでしません。ただし、グラフィカルインストーラーはより多くの機能とカスタマイズで
き、システムにグラフィカルディスプレイがある場合は推奨されます。き、システムにグラフィカルディスプレイがある場合は推奨されます。
    

     グラフィカルインストールを開始するには、グラフィカルインストールを開始するには、vnc 起動オプションを渡します起動オプションを渡します( 「「VNC 
によるリモートアクセスの有効化」によるリモートアクセスの有効化」を参照してくださいを参照してください)。。
    

重要重要

     一部のマシンで、一部のマシンで、yaboot が起動していない可能性がある場合は、エラーメッセージが起動していない可能性がある場合は、エラーメッセージ
を返します。を返します。
    

Cannot load initrd.img: Claim failed for initrd memory at 02000000 rc=ffffffff

     この問題を回避するには、この問題を回避するには、real-base をを c00000 に変更します。に変更します。printenv コマンドをコマンドを
使用して使用して OpenFirmware プロンプトからプロンプトから real-base の値を取得し、の値を取得し、setenv コマンドでコマンドで
値を設定します。値を設定します。
    

    IBM Power Systems サーバーをサーバーを DVD から起動するには、から起動するには、システム管理サービスシステム管理サービス (System 
Management Services) (SMS) メニューでインストールブートデバイスを指定する必要があります。メニューでインストールブートデバイスを指定する必要があります。
   

    システム管理サービスシステム管理サービス (System Management Services) GUI に入るには、ブートプロセスでチャイに入るには、ブートプロセスでチャイ
ムが聞こえたらムが聞こえたら 1 キーを押します。これにより、このセクションに説明してあるグラフィカルインターキーを押します。これにより、このセクションに説明してあるグラフィカルインター
フェイスと同様の画面が立ち上がります。フェイスと同様の画面が立ち上がります。
   

    テキストコンソール上では、セルフテストでテスト済みのコンポーネントと一緒にバナーが表示されテキストコンソール上では、セルフテストでテスト済みのコンポーネントと一緒にバナーが表示され
ている時にている時に 1 を押します。を押します。
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図図14.1 SMS コンソールコンソール

[D]

    SMS メニュー内に入ったら、メニュー内に入ったら、ブートオプションの選択ブートオプションの選択 (Select Boot Options) からオプションを選びからオプションを選び
ます。このメニュー内で、ます。このメニュー内で、インストールデバイスまたはブートデバイスの選択インストールデバイスまたはブートデバイスの選択 (Select Install or Boot 
a Device) を指定します。そこでを指定します。そこで CD/DVD を選択したらバスタイプを選びますを選択したらバスタイプを選びます (ほとんどの場合、ほとんどの場合、
SCSI)。どのタイプか分からない場合は、すべてのデバイスを表示できます。これにより、ネットワー。どのタイプか分からない場合は、すべてのデバイスを表示できます。これにより、ネットワー
クアダプターやハードドライブなど、ブートデバイスに使用できるすべてのバスがスキャンされます。クアダプターやハードドライブなど、ブートデバイスに使用できるすべてのバスがスキャンされます。
   

    最後に、インストール最後に、インストール DVD を収納しているデバイスを選択します。を収納しているデバイスを選択します。Yaboot はこのデバイスからはこのデバイスから
ロードされ、ロードされ、boot: プロンプトが表示されます。グラフィカルインストールを開始するには、プロンプトが表示されます。グラフィカルインストールを開始するには、vnc 起動起動
オプションを渡します。それ以外の場合は、オプションを渡します。それ以外の場合は、Enter を押すか、またはタイムアウトが期限切れになるのを押すか、またはタイムアウトが期限切れになるの
を待機します。インストールが開始するまで待機します。を待機します。インストールが開始するまで待機します。
   

    vmlinuz およびおよび ramdisk でで yaboot を使用してネットワーク経由でシステムを起動しまを使用してネットワーク経由でシステムを起動しま
す。す。ppc64.img を使用してネットワーク経由で起動することはできません。を使用してネットワーク経由で起動することはできません。TFTP にはファイルが大きにはファイルが大き
すぎます。すぎます。
   

14.1. ブートメニューブートメニュー

     インストーラーにはインストーラーには boot: プロンプトが表示されます。以下に例を示します。プロンプトが表示されます。以下に例を示します。
    

IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
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IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM IBM
/
Elapsed time since release of system processors: 276 mins 49 secs

System has 128 Mbytes in RMA
Config file read, 227 bytes

Welcome to the 64-bit Red Hat Enterprise Linux 6.0 installer!
Hit <TAB> for boot options.

Welcome to yaboot version 1.3.14 (Red Hat 1.3.14-35.el6)
Enter "help" to get some basic usage information
boot:

     インストールを続行するには、インストールを続行するには、linux とと 入力入力 し、し、Enter を押します。を押します。
    

     このプロンプトで起動オプションを指定することもできます。詳細は、このプロンプトで起動オプションを指定することもできます。詳細は、28章章起動オプション起動オプション を参照を参照
してください。たとえば、インストーラーを使用して以前にインストールされたシステムをレスキューしてください。たとえば、インストーラーを使用して以前にインストールされたシステムをレスキュー
するには、するには、linux rescue とと 入力入力 してして Enter を押します。を押します。
    

     以下の例は、グラフィカルインストールを開始するために以下の例は、グラフィカルインストールを開始するために vnc 起動オプションを渡す方法を示して起動オプションを渡す方法を示して
います。います。
    

boot:
* linux
boot: linux vnc
Please wait, loading kernel...

14.2.  異なるソースからのインストール異なるソースからのインストール  

     Red Hat Enterprise Linux は、ハードディスクに保存されているは、ハードディスクに保存されている ISO イメージからインストールすイメージからインストールす
るか、るか、NFS、、FTP、、HTTP、、HTTPS メソッドを使用してネットワークからインストールできます。ハーメソッドを使用してネットワークからインストールできます。ハー
ドディスクやネットワークサーバーからのデータ読み込みはドディスクやネットワークサーバーからのデータ読み込みは DVD からの読み込みよりも高速なため、からの読み込みよりも高速なため、
経験豊富なユーザーはこれらの方法をよく使用します。経験豊富なユーザーはこれらの方法をよく使用します。
    

     以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約していま以下の表では、メディアごとに使用できる起動方法と推奨インストール方法について要約していま
す。す。
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表表14.1 起動方法およびインストールソース起動方法およびインストールソース

 起動方法起動方法  インストールソースインストールソース 

 インストールインストール DVD  DVD、ネットワーク、またはハードディスク、ネットワーク、またはハードディスク 

 インストールインストール USB フラッシュドライブフラッシュドライブ   インストールインストール DVD、ネットワーク、または、ネットワーク、または
ハードディスクハードディスク 

 最小限の起動最小限の起動 CD またはまたは USB、レスキュー、レスキュー CD  ネットワークまたはハードディスクネットワークまたはハードディスク 

     システムを起動したメディア以外の場所からインストールする方法は、システムを起動したメディア以外の場所からインストールする方法は、「インストール方法の選「インストール方法の選
択」択」 を参照してください。を参照してください。
    

14.3. YABOOT インストールサーバーを使用したネットワークからの起動インストールサーバーを使用したネットワークからの起動

     起動方法起動方法  yaboot インストールサーバー、適切に設定されたサーバー、およびインストールサーインストールサーバー、適切に設定されたサーバー、およびインストールサー
バーをサポートするコンピューターのネットワークインターフェイスが必要です。インストールサーバーをサポートするコンピューターのネットワークインターフェイスが必要です。インストールサー
バーの設定方法は、バーの設定方法は、30章章インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ を参照してください。を参照してください。
    

     SMS メニューでメニューで Select Boot Options を選択してを選択して Boot/Install Device を選択し、ネットワークイを選択し、ネットワークイ
ンターフェイスから起動するようにコンピューターを設定します。使用可能なデバイス一覧からネットンターフェイスから起動するようにコンピューターを設定します。使用可能なデバイス一覧からネット
ワークデバイスを選択します。ワークデバイスを選択します。
    

     インストールサーバーからの起動を適切に設定すると、コンピューターは他のメディアがなくてもインストールサーバーからの起動を適切に設定すると、コンピューターは他のメディアがなくても 
Red Hat Enterprise Linux インストールシステムを起動できます。インストールシステムを起動できます。
    

     yaboot インストールサーバーからコンピューターを起動するには、次のコマンドを実行します。インストールサーバーからコンピューターを起動するには、次のコマンドを実行します。
    

1. 
       ネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオンネットワークケーブルが接続されていることを確認します。コンピューターの電源がオン
になっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンにになっていない場合でも、ネットワークソケットのリンクインジケーターのライトがオンに
なっているはずです。なっているはずです。
      

2. 
       コンピューターの電源を入れます。コンピューターの電源を入れます。
      

3. 
       メニュー画面が表示されます。目的のオプションに該当する数字キーを押します。メニュー画面が表示されます。目的のオプションに該当する数字キーを押します。
      

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

232



     PC がネットワークインストールサーバーから起動しない場合は、正しいネットワークインターフェがネットワークインストールサーバーから起動しない場合は、正しいネットワークインターフェ
イスから最初に起動するようにイスから最初に起動するように SMS が設定されていることを確認してください。詳細は、ハードウェが設定されていることを確認してください。詳細は、ハードウェ
アのドキュメントを参照してください。アのドキュメントを参照してください。
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第第15章章 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定

    グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必
要があります。要があります。
   

15.1. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

重要重要

      グラフィカルインターフェイスを使用してグラフィカルインターフェイスを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストーをインストー
ルすることが推奨されます。グラフィカルディスプレイのないシステムにルすることが推奨されます。グラフィカルディスプレイのないシステムに Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする場合は、をインストールする場合は、VNC 接続でのインストールを検討してく接続でのインストールを検討してく
ださい。ださい。31章章VNC 経由でのインストール経由でのインストール を参照してください。を参照してください。VNC 接続を介したイン接続を介したイン
ストールが可能なシステムで、ストールが可能なシステムで、anaconda がテキストモードでインストールすることをがテキストモードでインストールすることを
検知した場合に、インストール時にオプションが制限されても、検知した場合に、インストール時にオプションが制限されても、anaconda によりテキによりテキ
ストモードでのインストールを決定するように求められます。ストモードでのインストールを決定するように求められます。
     

      システムにグラフィカルディスプレイがあるものの、グラフィカルインストールが失システムにグラフィカルディスプレイがあるものの、グラフィカルインストールが失
敗した場合は、敗した場合は、xdriver=vesa オプションを指定して起動してみてください。を参照してオプションを指定して起動してみてください。を参照して
ください。ください。 28章章起動オプション起動オプション
     

     ローダーと後続のローダーと後続の anaconda はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示
される画面上のされる画面上の ウィジェットウィジェット のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。図図
15.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」およびおよび 図図15.2「「言言
語の選択語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」 は、インストールプロセス時に画面は、インストールプロセス時に画面
に表示されるウィジェットを示しています。に表示されるウィジェットを示しています。
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図図15.1 URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェットにあるように、インストールプログラムのウィジェット

[D]

図図15.2 言語の選択言語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェットウィジェット

[D]

     ウィジェットには以下が含まれます。ウィジェットには以下が含まれます。
    

       window: Windows （通常はマニュアルの（通常はマニュアルの ダイアログダイアログ と呼ばれます）は、インストールプと呼ばれます）は、インストールプ
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ロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることがロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることが
できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終
了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。
      

       チェックボックスチェックボックス - チェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能にチェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能に
なります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）のなります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）の
いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、Space を押して機能を押して機能
を選択または選択解除します。を選択または選択解除します。
      

       テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領
域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。
      

       テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時
折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま
す。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報がす。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報が
含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた
場合は、場合は、Up およびおよび Down の矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールできの矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールでき
ます。現在の位置は、ます。現在の位置は、# 文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー
が上に移動し、スクロールダウンします。が上に移動し、スクロールダウンします。
      

       スクロールバースクロールバー - ウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフ
レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用
すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。
      

       ボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要なボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要な
方法です。方法です。Tab キーおよびキーおよび Enter キーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストーキーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストー
ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。
      

       カーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およカーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およ
び対話）に使用されます。カーソルがび対話）に使用されます。カーソルが widget からから widget に移動すると、ウィジェットが色をに移動すると、ウィジェットが色を
変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり
ます。ます。図図15.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」 でで
は、カーソルはは、カーソルは Enable HTTP proxy チェックボックスに配置されます。チェックボックスに配置されます。図図8.2「「言語の選択言語の選択 でで
表示されるインストールプログラムの表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」OK ボタンにカーソルを表示します。ボタンにカーソルを表示します。
      

15.1.1. キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動

      インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。
カーソルを移動するには、カーソルを移動するには、左、左、右右 、、Up、および、および Down の矢印キーを使用します。の矢印キーを使用します。Tab、、Shift:Tab をを
使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画
面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。
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      ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例：ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例： Tab を使用）、を使用）、Space またはまたは 
Enter を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動
し、し、Enter を押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスにを押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスに
移動し、移動し、Space を押して項目を選択します。選択を解除するには、を押して項目を選択します。選択を解除するには、Space をを 2 回押します。回押します。
     

      F12 を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。OK ボタンを押すのと同じです。ボタンを押すのと同じです。
     

警告警告

       ダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセスダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセス
時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性
があります）。があります）。
      

15.2. 言語の選択言語の選択

     キーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択しますキーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択します( 図図15.3「言「言
語の選択」語の選択」を参照してくださいを参照してください)。選択した言語が強調表示されたら、。選択した言語が強調表示されたら、Tab キーを押してキーを押して OK ボタンにボタンに
移動し、移動し、Enter キーを押して選択を確定します。キーを押して選択を確定します。
    

     ここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりまここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりま
す。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできます。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできま
す。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しようす。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しよう
とします。とします。
    

     追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。
詳細は、詳細は、「「 ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ 」」 を参照してください。を参照してください。
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図図15.3 言語の選択言語の選択

[D]

     適切な言語を選択したら、適切な言語を選択したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

15.3. インストール方法インストール方法

     キーボードの矢印キーを使用して、インストール方法を選択しますキーボードの矢印キーを使用して、インストール方法を選択します( 図図15.4「インストール方法」「インストール方法」をを
参照してください参照してください)。選択した方法が強調表示されたら。選択した方法が強調表示されたら Tab キーを押してキーを押して OK ボタンに移動し、ボタンに移動し、Enter 
キーを押して選択を確定します。キーを押して選択を確定します。
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図図15.4 インストール方法インストール方法

[D]

15.3.1.  インストールの開始インストールの開始  

15.3.1.1. DVD からのインストールからのインストール

       DVD からから Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、をインストールするには、DVD ドライブのドライブの DVD を配置しを配置し
て、て、DVD からシステムを起動します。代替メディアから起動した場合でも、からシステムを起動します。代替メディアから起動した場合でも、DVD メディアからメディアから Red 
Hat Enterprise Linux をインストールできます。をインストールできます。
      

       次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、DVD ドライブの識別を試みます。ドライブの識別を試みます。IDE 
(ATAPI としても知られているとしても知られている) DVD ドライブを検索することから開始します。ドライブを検索することから開始します。
      

       DVD ドライブが検出されず、ドライブが検出されず、SCSI DVD の場合は、インストールプログラムによりの場合は、インストールプログラムにより SCSI ドライドライ
バーを選択するように求められます。アダプターに最も類似するドライバーを選択します。必要に応じバーを選択するように求められます。アダプターに最も類似するドライバーを選択します。必要に応じ
てドライバーのオプションを指定できますが、ほとんどのドライバーはてドライバーのオプションを指定できますが、ほとんどのドライバーは SCSI アダプターを自動的に検アダプターを自動的に検
出します。出します。
      

       DVD ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、DVD でメディアチェックを実でメディアチェックを実
行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、この手順をスキップすることもで行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、この手順をスキップすることもで
きます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起動しきます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起動し
てメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストールプロてメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストールプロ
セスの次の段階に進みますセスの次の段階に進みます( 「「Red Hat Enterprise Linux へようこそ」へようこそ」を参照してくださいを参照してください)。。
      

15.3.2. ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール
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      パーティションのパーティションの 選択選択 画面画面 は、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さは、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さ
れます（つまり、れます（つまり、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで ハードドライブハードドライブ を選択しました）。このダイアログを選択しました）。このダイアログ
では、では、Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーにのインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーに
名前を付けることができます。名前を付けることができます。repo=hd 起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで
に指定している。に指定している。
     

図図15.5 ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択

[D]

      利用可能なパーティションの一覧から、利用可能なパーティションの一覧から、ISO ファイルを含むパーティションを選択します。内部ファイルを含むパーティションを選択します。内部 
IDE、、SATA、、SCSI、および、および USB ドライブデバイス名は、ドライブデバイス名は、/dev/sd で始まります。各ドライブにはそれで始まります。各ドライブにはそれ
ぞれ独自の文字があります（例：ぞれ独自の文字があります（例： /dev/sda ）。ドライブの各パーティションには、）。ドライブの各パーティションには、/dev/sda1 などのなどの
番号が付けられます。番号が付けられます。
     

      また、また、イメージを保持するディレクトリーイメージを保持するディレクトリー を指定します。を指定します。ISO イメージファイルを含むドライブかイメージファイルを含むドライブか
ら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しまら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しま
す。す。
     

表表15.1 パーティションタイプごとに異なるパーティションタイプごとに異なる ISO イメージの場所イメージの場所

 パーティションタイパーティションタイ
ププ 

 ボリュームボリューム  ファイルへの元のパファイルへの元のパ
スス 

 使用するディレクト使用するディレクト
リーリー 

 VFAT  D:\  D:\Downloads\RHE
L6.9 

 /Downloads/RHEL6.
9 

 ext2、、ext3、、ext4  /home  /home/user1/RHEL6
.9 

 /user1/RHEL6.9 
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      ISO イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、/ を入力しを入力し
ます。ます。ISO イメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパーイメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパー
ティション内のティション内の ISO イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、ISO イメージイメージ
が正常にが正常に /home/ としてマウントされ、イメージがとしてマウントされ、イメージが /home/new/ にある場合は、にある場合は、/new/ を入力します。を入力します。
     

重要重要

       スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。
      

      OK を選択して続行します。を選択して続行します。16章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
     

15.3.3. ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行

      askmethod またはまたは repo= オプションでインストールを開始すると、オプションでインストールを開始すると、FTP、、HTTP、、HTTPS、または、または  
NFS プロトコルを使用して、ネットワークサーバーからプロトコルを使用して、ネットワークサーバーから Red Hat Enterprise Linux をインストールでをインストールで
きます。きます。Anaconda は、同じネットワーク接続を使用して、インストールプロセスの後半で追加のソフは、同じネットワーク接続を使用して、インストールプロセスの後半で追加のソフ
トウェアリポジトリーを参照します。トウェアリポジトリーを参照します。
     

      システムに複数のネットワークデバイスがある場合、システムに複数のネットワークデバイスがある場合、anaconda には利用可能なすべてのデバイスには利用可能なすべてのデバイス
の一覧が表示され、インストール時に使用するデバイスを選択するように求められます。システムにの一覧が表示され、インストール時に使用するデバイスを選択するように求められます。システムに
ネットワークデバイスがネットワークデバイスが 1 つしかない場合は、つしかない場合は、anaconda は自動的に選択し、このダイアログは表示さは自動的に選択し、このダイアログは表示さ
れません。れません。
     

図図15.6 ネットワークデバイスネットワークデバイス

[D]
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      リストのどのデバイスがシステム上の物理ソケットに対応するかわからない場合は、一覧でデバイリストのどのデバイスがシステム上の物理ソケットに対応するかわからない場合は、一覧でデバイ
スを選択して、スを選択して、Identify ボタンを押します。ボタンを押します。Identify NIC ダイアログが表示されます。ダイアログが表示されます。
     

図図15.7 NIC の特定の特定

[D]

      ほとんどのネットワークデバイスのソケットは、ほとんどのネットワークデバイスのソケットは、アクティビティーライトアクティビティーライト( リンクライトリンクライト とも呼ばとも呼ば
れるれる)を特長としています。を特長としています。LED は、データがソケットを通過することを示すは、データがソケットを通過することを示す LED です。です。Anaconda 
は、は、Networking Device ダイアログで選択したネットワークデバイスのアクティビティーライトを最大ダイアログで選択したネットワークデバイスのアクティビティーライトを最大 
30 秒間フラッシュできます。必要な秒数を入力して秒間フラッシュできます。必要な秒数を入力して OK を押します。を押します。anaconda がライトをフラッシュがライトをフラッシュ
を終了すると、を終了すると、Networking Device ダイアログに戻ります。ダイアログに戻ります。
     

      ネットワークデバイスを選択すると、ネットワークデバイスを選択すると、anaconda により、により、TCP/IP の設定方法を選択するように求めの設定方法を選択するように求め
られます。られます。
     

IPv4 オプションオプション

動的動的 IP 設定設定(DHCP)

         Anaconda は、ネットワークで実行しているは、ネットワークで実行している DHCP を使用して、ネットワーク設定を自動的を使用して、ネットワーク設定を自動的
に提供します。に提供します。
        

 

手動による設定手動による設定

         Anaconda では、このシステムのでは、このシステムの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、DNS 
アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。
        

 

IPv6 オプションオプション
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自動自動

         Anaconda は、ネットワーク環境に基づく自動設定には、ネットワーク環境に基づく自動設定に ルーター広告ルーター広告 (RA)とと DHCP を使用しまを使用しま
す。す。( NetworkManagerのの Automatic オプションと同等ですオプションと同等です)
        

 

自動、自動、DHCP のみのみ

         Anaconda はは RA を使用しませんが、を使用しませんが、DHCPv6 からの情報を直接要求してステートフル設定をからの情報を直接要求してステートフル設定を
作成します。作成します。( NetworkManagerのの Automatic オプション、オプション、DHCP のみのみ オプションと同等ですオプションと同等です)
        

 

手動による設定手動による設定

         Anaconda では、このシステムのでは、このシステムの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、DNS 
アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。アドレスなど、ネットワーク設定を手動で入力するように求められます。
        

 

      Anaconda は、は、IPv4 プロトコルおよびプロトコルおよび IPv6 プロトコルをサポートします。ただし、プロトコルをサポートします。ただし、IPv4 とと IPv6 
の両方を使用するようにインターフェイスを設定する場合は、の両方を使用するようにインターフェイスを設定する場合は、IPv4 接続が正常に実行される必要があ接続が正常に実行される必要があ
ります。そうでないと、ります。そうでないと、IPv6 接続が成功した場合でもインターフェイスが動作しません。接続が成功した場合でもインターフェイスが動作しません。
     

図図15.8 TCP/IP の設定の設定

[D]

      デフォルトでは、デフォルトでは、anaconda はは DHCP を使用してを使用して IPv4 と自動設定のネットワーク設定を自動的にと自動設定のネットワーク設定を自動的に
提供し、提供し、IPv6 のネットワーク設定を提供します。のネットワーク設定を提供します。TCP/IP を手動で設定する場合は、を手動で設定する場合は、anaconda によによ
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り、り、Manual TCP/IP Configuration ダイアログで詳細を入力するように求められます。ダイアログで詳細を入力するように求められます。
     

図図15.9 TCP/IP の手動設定の手動設定

[D]

      ダイアログには、ネットワークゲートウェイおよびネームサーバーのフィールドとともに、手動でダイアログには、ネットワークゲートウェイおよびネームサーバーのフィールドとともに、手動で
設定するプロトコルに応じて、設定するプロトコルに応じて、IPv4 アドレスおよびアドレスおよび IPv6 アドレスおよび接頭辞のフィールドが表示さアドレスおよび接頭辞のフィールドが表示さ
れます。ネットワークの詳細を入力し、れます。ネットワークの詳細を入力し、OK を押します。を押します。
     

      インストールプロセスが完了すると、これらの設定をシステムに転送します。インストールプロセスが完了すると、これらの設定をシステムに転送します。
     

        NFS 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「NFS 経由でのインストール」経由でのインストール」 に進みます。に進みます。
       

        Web またはまたは FTP 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用を使用
したインストール」したインストール」 に進みます。に進みます。
       

15.3.4. NFS 経由でのインストール経由でのインストール

      NFS ダイアログは、ダイアログは、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで NFS イメージイメージ を選択している場合にのみ適用を選択している場合にのみ適用
されます。されます。repo=nfs 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい
ます。ます。
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図図15.10 NFS 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

1. 
        NFS server name フィールドにフィールドに NFS サーバーのドメイン名またはサーバーのドメイン名または IP アドレスを入力しまアドレスを入力しま
す。たとえば、ドメインす。たとえば、ドメイン example.com のの eastcoast という名前のホストからインストールすという名前のホストからインストールす
る場合は、る場合は、eastcoast.example.com を入力します。を入力します。
       

2. 
        Red Hat Enterprise Linux 6.9 directory フィールドに、エクスポートしたディレクトリーフィールドに、エクスポートしたディレクトリー  
の名前を入力します。の名前を入力します。
       

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux インストールツリーのミラーをエクスインストールツリーのミラーをエクス
ポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。すポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。す
べてが正しく指定された場合は、べてが正しく指定された場合は、Red Hat Enterprise Linux のインストールプログラムがのインストールプログラムが
実行していることを示すメッセージが表示されます。実行していることを示すメッセージが表示されます。
         

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux DVD のの ISO イメージをエクスポートすイメージをエクスポートす
る場合は、る場合は、ISO イメージが含まれるディレクトリーを入力します。イメージが含まれるディレクトリーを入力します。
         

        「「NFS インストールの準備」インストールの準備」 で説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディで説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディ
レクトリーは、レクトリーは、public _available_directory で指定したディレクトリーで指定したディレクトリー  になります。になります。
       

3. 
        NFS マウントオプションマウントオプション フィールドに、必要なフィールドに、必要な NFS マウントオプションマウントオプション を指定します。を指定します。
オプションの包括的な一覧は、オプションの包括的な一覧は、mount およびおよび nfs のの man ページを参照してください。マウンページを参照してください。マウン
トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。
       

4. 
        16章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
       

15.3.5. FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール
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重要重要

       インストールソースにインストールソースに URL を指定する場合は、を指定する場合は、http:// またはまたは https:// またはまたは ftp:// 
をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。
      

      URL ダイアログは、ダイアログは、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーからインストールする場合にのみ適用サーバーからインストールする場合にのみ適用
されますされます( インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで URL を選択した場合を選択した場合)。このダイアログで、。このダイアログで、Red Hat 
Enterprise Linux のインストール元となるのインストール元となる FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーに関する情報の入力サーバーに関する情報の入力
が求められます。が求められます。repo=ftp またはまたは repo=http 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび
パスをすでに指定している。パスをすでに指定している。
     

      インストールするインストールする FTP、、HTTP、または、または HTTPS サイトの名前またはサイトの名前または IP アドレスと、アーキテクアドレスと、アーキテク
チャーのチャーの /images ディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しまディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しま
す。す。
     

      /mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/ppc64/
     

      セキュアなセキュアな HTTPS 接続を使用してインストールするには、接続を使用してインストールするには、https:// をプロトコルとして指定しまをプロトコルとして指定しま
す。す。
     

      プロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワープロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワー
ドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていることドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていること
を示すメッセージボックスが表示されます。を示すメッセージボックスが表示されます。
     

      FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のようにサーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のように URL の一部の一部
としてユーザーとパスワードを指定します。としてユーザーとパスワードを指定します。
     

      {ftp|http|https}://<user>:<password>@<hostname>[:<port>]/<directory>/
     

      以下に例を示します。以下に例を示します。
     

      http://install:rhel6.9pw@name.example.com/mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/ppc64/
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図図15.11 URL 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

      16章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
     

15.4. メディアの検証メディアの検証

     DVD には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。DVD メディアの生成中にメディアの生成中に
記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ
ラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエ
ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。
    

     検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先
にダウンロードしたにダウンロードした ISO イメージを使用して新しいイメージを使用して新しい DVD を作成します。を作成します。
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第第16章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

    本章では、本章では、anaconda のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説
明します。明します。
   

16.1. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

     テキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストーテキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストー
ルプログラムを使用するものは、ルプログラムを使用するものは、GUI インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、
テキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカルテキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカル
モードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガモードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガ
イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。
    

       LVM、、RAID、、FCoE、、zFCP、、iSCSI などの高度なストレージ方法を設定する。などの高度なストレージ方法を設定する。
      

       パーティションレイアウトのカスタマイズパーティションレイアウトのカスタマイズ
      

       ブートローダーレイアウトのカスタマイズブートローダーレイアウトのカスタマイズ
      

       インストール中のパッケージの選択インストール中のパッケージの選択
      

       firstbootでインストール済みシステムの設定でインストール済みシステムの設定
      

16.2. グラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスグラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス

     前に前に グラフィカルユーザーインターフェイスグラフィカルユーザーインターフェイス(GUI) を使用した場合は、このプロセスをすでに理解を使用した場合は、このプロセスをすでに理解
しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入
力したりします。力したりします。
    

     キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。Tab キーを使用すると、画面内キーを使用すると、画面内
を移動してリストをスクロールできます。を移動してリストをスクロールできます。+ キーとキーと - キーはリストを展開および折りたたむことができキーはリストを展開および折りたたむことができ
ます。一方、ます。一方、Space およびおよび Enter は強調表示された項目を選択または削除します。また、は強調表示された項目を選択または削除します。また、Alt+X キーコキーコ
マンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできまマンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできま
す。す。X は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。
    

     パーティション化されたシステムなど、その機能を持たないシステムでグラフィカルインストールパーティション化されたシステムなど、その機能を持たないシステムでグラフィカルインストール
を使用する場合は、を使用する場合は、VNC またはディスプレイ転送を使用できます。またはディスプレイ転送を使用できます。VNC およびディスプレイ転送オプおよびディスプレイ転送オプ
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ションには、インストール中にアクティブなネットワークとブート時の引数を使用する必要がありまションには、インストール中にアクティブなネットワークとブート時の引数を使用する必要がありま
す。利用可能なブート時間オプションの詳細は、を参照してください。す。利用可能なブート時間オプションの詳細は、を参照してください。 28章章起動オプション起動オプション
    

注記注記

      GUI インストールプログラムを使用しない場合は、テキストモードのインストールプインストールプログラムを使用しない場合は、テキストモードのインストールプ
ログラムも使用できます。テキストモードのインストールプログラムを起動するにログラムも使用できます。テキストモードのインストールプログラムを起動するに
は、は、yaboot: プロンプトで以下のコマンドを使用します。プロンプトで以下のコマンドを使用します。
     

linux text

      Red Hat Enterprise Linux ブートメニューと、テキストモードのインストール手順ブートメニューと、テキストモードのインストール手順
の概要については、の概要については、「ブートメニュー」「ブートメニュー」 を参照してください。を参照してください。「テキストモードのイン「テキストモードのイン
ストールプログラムユーザーインターフェイス」ストールプログラムユーザーインターフェイス」
     

      GUI インストールプログラムを使用してインストールを行うことが強く推奨されまインストールプログラムを使用してインストールを行うことが強く推奨されま
す。す。GUI インストールプログラムは、テキストモードのインストール時に利用できないインストールプログラムは、テキストモードのインストール時に利用できない  
LVM 設定など、設定など、Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムの完全な機能を提供インストールプログラムの完全な機能を提供
します。します。
     

      テキストモードのインストールプログラムを使用する必要があるユーザーは、テキストモードのインストールプログラムを使用する必要があるユーザーは、GUI イイ
ンストールの指示に従い、必要な情報をすべて取得できます。ンストールの指示に従い、必要な情報をすべて取得できます。
     

16.3. LINUX 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記

     この情報は、コンソールとしてビデオカードを使用するパーティション化されていないシステムこの情報は、コンソールとしてビデオカードを使用するパーティション化されていないシステム p 
システムのユーザーにのみ適用されます。パーティション化されたシステムシステムのユーザーにのみ適用されます。パーティション化されたシステム p システムのユーザーシステムのユーザー
は、は、「「HMC vterm の使用」の使用」 をスキップする必要があります。をスキップする必要があります。
    

     Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムでは、インストールプロセスのダイアログボッインストールプログラムでは、インストールプロセスのダイアログボッ
クスが多く提供されます。いくつかの診断メッセージを利用できます。また、シェルプロンプトからコクスが多く提供されます。いくつかの診断メッセージを利用できます。また、シェルプロンプトからコ
マンドを入力することもできます。インストールプログラムは、これらのメッセージをマンドを入力することもできます。インストールプログラムは、これらのメッセージを 5 つのつの 仮想コ仮想コ
ンソールンソール に表示されます。その中で、に表示されます。その中で、1 つのキーストロークの組み合わせを使用して切り替えることがつのキーストロークの組み合わせを使用して切り替えることが
できます。できます。
    

     仮想コンソールは、非グラフィカル環境のシェルプロンプトで、リモートではなく物理マシンから仮想コンソールは、非グラフィカル環境のシェルプロンプトで、リモートではなく物理マシンから
アクセスします。複数の仮想コンソールを同時にアクセスできます。アクセスします。複数の仮想コンソールを同時にアクセスできます。
    

     これらの仮想コンソールは、これらの仮想コンソールは、Red Hat Enterprise Linux のインストール中に問題が発生した場合にのインストール中に問題が発生した場合に
役に立ちます。インストールまたはシステムコンソールに表示されるメッセージは、問題の特定に役立役に立ちます。インストールまたはシステムコンソールに表示されるメッセージは、問題の特定に役立
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ちます。仮想コンソール、それらへの切り替えに使用するキーストローク、その内容の一覧は、ちます。仮想コンソール、それらへの切り替えに使用するキーストローク、その内容の一覧は、表表
16.1「コンソール、キーストローク、およびコンテンツ」「コンソール、キーストローク、およびコンテンツ」 を参照してください。を参照してください。
    

     通常、インストール問題を診断しようとしない限り、グラフィカルインストールにはデフォルトの通常、インストール問題を診断しようとしない限り、グラフィカルインストールにはデフォルトの
コンソール（仮想コンソールコンソール（仮想コンソール #6）のままにする理由はありません。）のままにする理由はありません。
    

表表16.1 コンソール、キーストローク、およびコンテンツコンソール、キーストローク、およびコンテンツ

 console  キーストロークキーストローク  コンテンツコンテンツ 

 1  Ctrl+alt+f1  インストールダイアログインストールダイアログ 

 2  Ctrl+alt+f2  シェルプロンプトシェルプロンプト 

 3  Ctrl+alt+f3  ログのインストール（インスログのインストール（インス
トールプログラムからのメットールプログラムからのメッ
セージ）セージ） 

 4  Ctrl+alt+f4  システム関連のメッセージシステム関連のメッセージ 

 5  Ctrl+alt+f5  その他のメッセージその他のメッセージ 

 6  Ctrl+alt+f6  X グラフィカルディスプレイグラフィカルディスプレイ 

16.4. HMC VTERM の使用の使用

     HMC vterm は、パーティション化されたは、パーティション化された IBM System p のコンソールです。これは、のコンソールです。これは、HMC のパーのパー
ティションを右クリックし、ティションを右クリックし、Open Terminal Window を選択して開きます。を選択して開きます。1 度にコンソールに接続す度にコンソールに接続す
ることができるのはることができるのは 1 つのつの vterm のみで、のみで、vterm 以外にパーティション化されたシステムのコンソー以外にパーティション化されたシステムのコンソー
ルアクセスはありません。これは、多くの場合、ルアクセスはありません。これは、多くの場合、'virtual console' と呼ばれますが、と呼ばれますが、「「Linux 仮想コン仮想コン
ソールに関する注記」ソールに関する注記」  の仮想コンソールとは異なります。の仮想コンソールとは異なります。
    

16.5. RED HAT ENTERPRISE LINUX へようこそへようこそ

     Welcome 画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。
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図図16.1 Welcome 画面画面

[D]

     Next ボタンをクリックして続行します。ボタンをクリックして続行します。
    

16.6. 言語の選択言語の選択

     マウスを使って言語を選択します（例：マウスを使って言語を選択します（例：U.S）。英語）インストールとシステムのデフォルトとして）。英語）インストールとシステムのデフォルトとして
使用したい場合（以下の図を参照）。使用したい場合（以下の図を参照）。
    

     選択が完了したら、選択が完了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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図図16.2 言語設定言語設定

[D]

16.7. キーボードの設定キーボードの設定

     マウスを使って正しいレイアウトタイプを選択します（例：マウスを使って正しいレイアウトタイプを選択します（例：U.S）。英語）インストールとシステム）。英語）インストールとシステム
のデフォルトとして使用するキーボードの場合のデフォルトとして使用するキーボードの場合( 図図16.3「キーボードの設定」「キーボードの設定」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     選択が完了したら、選択が完了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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図図16.3 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

注記注記

      インストール完了後にキーボードレイアウトタイプを変更するには、キーボードインストール完了後にキーボードレイアウトタイプを変更するには、キーボード 設設
定ツール定ツール を使用しますを使用します。。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-keyboard コマンドを入力して、キーボードコマンドを入力して、キーボード 設設
定ツール定ツール を起動しますを起動します。。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めるパスワードを求める
プロンプトが表示されます。プロンプトが表示されます。
     

16.8. ストレージデバイスストレージデバイス

     さまざまなストレージデバイスにさまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。この画面でをインストールできます。この画面で
は、基本的なストレージデバイスまたは特殊なストレージデバイスのいずれかを選択できます。は、基本的なストレージデバイスまたは特殊なストレージデバイスのいずれかを選択できます。
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図図16.4 ストレージデバイスストレージデバイス

[D]

基本的なストレージデバイス基本的なストレージデバイス

        Basic Storage Devices を選択して、以下のストレージデバイスにを選択して、以下のストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux 
をインストールします。をインストールします。
       

          ハードドライブまたはソリッドステートドライブがローカルシステムに直接接続されハードドライブまたはソリッドステートドライブがローカルシステムに直接接続され
ている。ている。
         

 

特殊なストレージデバイス特殊なストレージデバイス

        Specialized Storage Devices を選択して、以下のストレージデバイスにを選択して、以下のストレージデバイスに Red Hat Enterprise 
Linux をインストールします。をインストールします。
       

          ストレージエリアネットワークストレージエリアネットワーク (SAN)
         

          ダイレクトアクセスストレージデバイスダイレクトアクセスストレージデバイス (DASD)
         

          ファームウェアファームウェア RAID デバイスデバイス
         

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

254

ld-idm140616921966128.html


          マルチパスデバイスマルチパスデバイス
         

        Specialized Storage Devices オプションを使用して、オプションを使用して、Internet Small Computer System 
Interface (iSCSI)およびおよび FCoE （ファイバーチャネル（ファイバーチャネル over Ethernet）接続を設定します。）接続を設定します。
       

 

     Basic Storage Devices を選択すると、を選択すると、anaconda はシステムに接続されているローカルストレージはシステムに接続されているローカルストレージ
を自動的に検出し、これからさらに入力する必要はありません。を自動的に検出し、これからさらに入力する必要はありません。「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」 に進みます。に進みます。
    

注記注記

      mdeventd デーモンによるデーモンによる LVM デバイスおよびソフトウェアデバイスおよびソフトウェア RAID デバイスの監視デバイスの監視
は、インストール時には実行されません。は、インストール時には実行されません。
     

16.8.1.  ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面  

      ストレージデバイスの選択画面には、ストレージデバイスの選択画面には、anaconda がアクセスできるすべてのストレージデバイスががアクセスできるすべてのストレージデバイスが
表示されます。表示されます。
     

図図16.5 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 基本デバイス基本デバイス

[D]
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図図16.6 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - マルチパスデバイスマルチパスデバイス

[D]

図図16.7 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 他の他の SAN デバイスデバイス

[D]

      デバイスは、以下のタブに分類されます。デバイスは、以下のタブに分類されます。
     

基本デバイス基本デバイス
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         ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続されハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続され
ている基本的なストレージデバイス。ている基本的なストレージデバイス。
        

 

ファームウェアファームウェア RAID

         ファームウェアファームウェア RAID コントローラーに接続されているストレージデバイスです。コントローラーに接続されているストレージデバイスです。
        

 

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

         同じシステムにある、複数の同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のコントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数の
パスからアクセスできるストレージデバイスです。パスからアクセスできるストレージデバイスです。
        

重要重要

          インストーラーは、インストーラーは、16 文字または文字または 32 文字の長さのシリアル番号を持つマルチ文字の長さのシリアル番号を持つマルチ
パスストレージデバイスのみを検出します。パスストレージデバイスのみを検出します。
         

 

その他のその他の SAN デバイスデバイス

         SAN (Storage Area Network)で利用可能なその他のデバイス。で利用可能なその他のデバイス。
        

 

      iSCSI またはまたは FCoE ストレージを設定する必要がある場合は、ストレージを設定する必要がある場合は、Add Advanced Target をクリックをクリック
して、して、「「 高度なストレージオプション高度なストレージオプション 」」 を参照してください。を参照してください。
     

      ストレージデバイス選択画面にはストレージデバイス選択画面には 検索検索 タブがあり、アクセスするタブがあり、アクセスする World Wide Identifier (WWID)まま
たはポート、ターゲット、またはたはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号論理ユニット番号 (LUN)のいずれかでストレージデバイスをフィルのいずれかでストレージデバイスをフィル
ターリングできます。ターリングできます。
     

図図16.8 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]
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      タブには、ポート、ターゲット、タブには、ポート、ターゲット、WWID、または、または LUN での検索を選択するドロップダウンメニューでの検索を選択するドロップダウンメニュー
が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。WWID またはまたは LUN で検索するで検索する
には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。
     

      各タブには、各タブには、anaconda によって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ちによって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ち
ます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニュー
では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、マルチパスデバイスマルチパスデバイス タブのメタブのメ
ニューでは、各デバイスに示される詳細に含めるニューでは、各デバイスに示される詳細に含める WWID、、容量容量、、ベンダーベンダー、、相互相互 接続接続 、およびパス、およびパス のの
いずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ちいずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ち
ます。ます。
     

図図16.9 列の選択列の選択

[D]

      各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ
ス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にあるス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にある ララ
ジオボタンジオボタン をクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除しをクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除し
ます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかにます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかに Red Hat Enterprise Linux をを
インストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイスインストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイス
を自動的にマウントすることを選択できます。を自動的にマウントすることを選択できます。
     

      ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませ
ん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわ
けではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイスけではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイス
は、インストール後には、インストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加することができます。ファイルを変更してシステムに追加することができます。
     

重要重要

       この画面で選択しないストレージデバイスは、この画面で選択しないストレージデバイスは、anaconda から完全に表示されなくから完全に表示されなく
なります。別のブートローダーからなります。別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローダーをブートローダーを チェーチェー
ンロードンロード するには、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。するには、この画面に表示されるすべてのデバイスを選択します。
      

      インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、Next をクリックしてをクリックして に進みに進み
ます。ます。 「ハードディスクの初期化」「ハードディスクの初期化」
     

16.8.1.1.  高度なストレージオプション高度なストレージオプション 
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       この画面から、この画面から、iSCSI (SCSI over TCP/IP)ターゲットまたはターゲットまたは FCoE (Fibre channel over ethernet) 
SAN （ストレージエリアネットワーク）を設定できます。（ストレージエリアネットワーク）を設定できます。iSCSI の概要は、の概要は、付録付録B iSCSI ディスクディスク をを
参照してください。参照してください。
      

図図16.10 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

       iSCSI ターゲットの追加ターゲットの追加 またはまたは FCoE SAN の追加の追加 を選択し、を選択し、ドライブの追加ドライブの追加 をクリックします。をクリックします。
iSCSI ターゲットを追加する場合は、ターゲットをターゲットを追加する場合は、ターゲットを ネットワークインターフェイスへバインドするネットワークインターフェイスへバインドする とと
いうラベルが付いたボックスに任意でチェックを入れいうラベルが付いたボックスに任意でチェックを入れ ます。ます。
      

16.8.1.1.1. ネットワークインターフェイスの選択および設定ネットワークインターフェイスの選択および設定

        Advanced Storage Options 画面には、システムでアクティブなネットワークインターフェイス画面には、システムでアクティブなネットワークインターフェイス 
anaconda が一覧表示されます。何も見つからなかった場合、が一覧表示されます。何も見つからなかった場合、anaconda はストレージデバイスに接続はストレージデバイスに接続
するためのインターフェイスをアクティブ化する必要があります。するためのインターフェイスをアクティブ化する必要があります。
       

        Advanced Storage Options 画面で画面で Configure Network をクリックし、インストール時に使用すをクリックし、インストール時に使用す
るる NetworkManager を使用してネットワークの設定およびアクティベートします。あるいは、を使用してネットワークの設定およびアクティベートします。あるいは、ドライドライ
ブの追加ブの追加 をクリックした後に、をクリックした後に、anaconda により、により、Select network interface ダイアログが表示されまダイアログが表示されま
す。す。
       

第第16章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

259

ld-idm140616928315888.html


図図16.11 ネットワークインターフェイスの選択ネットワークインターフェイスの選択

[D]

1. 
          ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。
         

2. 
          OK をクリックします。をクリックします。
         

        次に、次に、Anaconda によりにより NetworkManager が起動し、インターフェイスを設定できます。が起動し、インターフェイスを設定できます。
       

図図16.12 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]
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        NetworkManager の使用方法は、を参照してください。の使用方法は、を参照してください。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
       

16.8.1.1.2. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

        iSCSI ターゲットを追加するには、ターゲットを追加するには、iSCSI ターゲットのターゲットの 追加追加 を選択して、を選択して、ドライブの追加ドライブの追加 をクをク
リックします。リックします。
       

        インストールにインストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、ストレージデバイスを使用するには、anaconda がが iSCSI ターゲットとしターゲットとし
てて 検出検出 し、し、iSCSI セッションセッション を作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたびを作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたび
に、に、CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol)認証のユーザー名とパスワードが必要に認証のユーザー名とパスワードが必要に
なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側でターゲッターゲット側でターゲッ
トの接続先となるシステムのトの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできますイニシエータを認証するよう設定することもできます (リバースリバース 
CHAP)。。CHAP とリバースとリバース CHAP を併用する場合はを併用する場合は 相互相互 CHAP またはまたは 双方向双方向 CHAP と呼ばれます。と呼ばれます。
相互相互 CHAP は、特には、特に CHAP 認証とリバース認証とリバース CHAP 認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、
iSCSI 接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。
       

        iSCSI 検出と検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべてのログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追加を行ストレージの追加を行
います。ただし、初回の検出試行後は、います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はできません。イニシエーターの名前の変更はできません。iSCSI イニイニ
シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。
       

手順手順16.1 iSCSI 検出検出

         iSCSI 検出の詳細検出の詳細 ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報をターゲットの検出に必要な情報を anaconda にに
提供します。提供します。
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図図16.13 iSCSI 検出詳細ダイアログ検出詳細ダイアログ

[D]

1. 
          ターゲットターゲット IP アドレスアドレス フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのターゲットの IP アドレスを入力します。アドレスを入力します。
         

2. 
          iSCSI イニシエーターのイニシエーターの iSCSI イニシエーターの名前フィールドにイニシエーターの名前フィールドに、、iSCSI 修飾名修飾名(IQN)
形式で名前形式で名前 を指定します。を指定します。
         

          有効な有効な IQN には以下が含まれます。には以下が含まれます。
         

            iqn. の文字列の文字列 (ピリオドが必要ピリオドが必要)
           

            日付コード日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録
された年と月、記述の順序は年を表すされた年と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、桁の数字、
ピリオドの順で設定。たとえば、ピリオドの順で設定。たとえば、2010 年年 9 月の場合は月の場合は 2010-09. のようになります。のようになります。
           

            企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドトップレベルのド
メインを先頭にして逆順で表す。例、メインを先頭にして逆順で表す。例、storage.example.com のサブドメインのサブドメイン
は、は、com.example.storage と表す。と表す。)
           

            コロンコロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でそのと、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有イニシエーターを固有
に識別する文字列。たとえば、に識別する文字列。たとえば、:diskarrays-sn-a8675309 のようになります。のようになります。
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          したがって、完全なしたがって、完全な IQN はは IQN. 2010-09.storage.example.com:diskarrays-sn-
a8675309 と似ており、と似ており、anaconda はこの形式の名前を持つはこの形式の名前を持つ iSCSI Initiator Name フィールドフィールド
を事前に入力し、その構造に役立ちます。を事前に入力し、その構造に役立ちます。
         

          IQN の詳細は、で利用できるの詳細は、で利用できる http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 『『RFC 
3720 - Internet Small Computer Systems Interface ( 『『 iSCSI)』』 のの 3.2.6. iSCSI Names』』 をを
参照してください。また、に記載の参照してください。また、に記載の 『『RFC 3721 - Internet Small Computer Systems 
Interface (iSCSI) Naming and Discovery』』 http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 のの 
『『1. iSCSI Names and Addresses』』 を参照してください。を参照してください。
         

3. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証のタイプを指定します。検出に使用する認証のタイプを指定します。
         

図図16.14 iSCSI 検出認証検出認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

4. 
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            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図16.15 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 およびおよび 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターイニシエーター
のユーザー名とパスワードを指定します。のユーザー名とパスワードを指定します。
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図図16.16 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

5. 
          探索を開始探索を開始 をクリックします。入力情報を使ってをクリックします。入力情報を使って Anaconda によるによる iSCSI ターゲットのターゲットの
検索が試行されます。検出に成功すると、検索が試行されます。検出に成功すると、iSCSI Discovered Nodes ダイアログに、ターゲッダイアログに、ターゲッ
トで検出されたすべてのトで検出されたすべての iSCSI ノードの一覧が表示されます。ノードの一覧が表示されます。
         

6. 
          各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス
をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。
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図図16.17 iSCSI 検出されたノードダイアログ検出されたノードダイアログ

[D]

7. 
          Login をクリックしてをクリックして iSCSI セッションを開始します。セッションを開始します。
         

手順手順16.2 iSCSI セッションの開始セッションの開始

         iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットのノードにログインしてターゲットのノードにログインして 
iSCSI セッションを開始するために必要な情報をセッションを開始するために必要な情報を anaconda に指定します。に指定します。
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図図16.18 iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログダイアログ

[D]

1. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI セッションに使用する認証のタイプを指定しセッションに使用する認証のタイプを指定し
ます。ます。
         

図図16.19 iSCSI セッション認証セッション認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

            検出ステップの認証情報の使用検出ステップの認証情報の使用
           

          ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、iSCSI 検出および検出および iSCSI セッションに同じセッションに同じ
ユーザー名とパスワードを使用する場合は、ユーザー名とパスワードを使用する場合は、検出手順からの認証情報を使用検出手順からの認証情報を使用 して、これらの認して、これらの認
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証情報を再利用します。証情報を再利用します。
         

2. 
          

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図16.20 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 とと 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターのイニシエーターの
ユーザー名とパスワードを指定します。ユーザー名とパスワードを指定します。
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図図16.21 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

3. 
          Login をクリックします。をクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて、は指定した情報に基づいて、iSCSI ターゲットのターゲットの
ノードへのログインを試みます。ノードへのログインを試みます。iSCSI ログイン結果ログイン結果 ダイアログに結果が表示されます。ダイアログに結果が表示されます。
         

図図16.22 iSCSI ログイン結果ダイアログログイン結果ダイアログ

[D]

4. 
          OK をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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16.8.1.1.3.  FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定 

        FCoE SAN を設定するには、を設定するには、FCoE SAN のの 追加追加 を選択し、ドライブのを選択し、ドライブの 追加追加 をクリックしをクリックし ます。ます。
       

        Add drive をクリックした後に表示される次のダイアログボックスで、をクリックした後に表示される次のダイアログボックスで、FCoE スイッチに接続されスイッチに接続され
ているネットワークインターフェイスを選択し、ているネットワークインターフェイスを選択し、FCoE ディスクの追加ディスクの追加 をクリックします。をクリックします。
       

図図16.23 FCoE パラメーターの設定パラメーターの設定

[D]

        Data Center Bridging (DCB) とは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続のとは、ストレージネットワークやクラスターでイーサネット接続の
効率性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ効率性を向上させる目的で設計されたイーサネットプロトコルに対する拡張セットです。このダイアロ
グのチェックボックスで、インストーラーによるグのチェックボックスで、インストーラーによる DCB 認識を有効または無効にします。これは、ホス認識を有効または無効にします。これは、ホス
トベースのトベースの DCBX クライアントを必要とするネットワークインターフェイスにのみ設定する必要があクライアントを必要とするネットワークインターフェイスにのみ設定する必要があ
ります。ハードウェアります。ハードウェア DCBX クライアントを実装するインターフェイスの設定では、このチェッククライアントを実装するインターフェイスの設定では、このチェック
ボックスを空のままにします。ボックスを空のままにします。
       

        自動自動 VLAN では、では、VLAN 検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れる検出を行うかどうかを指定します。このボックスにチェックを入れる
と、リンク設定が検証されると、と、リンク設定が検証されると、FIP VLAN 検出プロトコルがイーサネットインターフェイスで実行さ検出プロトコルがイーサネットインターフェイスで実行さ
れます。まだ設定が行われていない場合には、検出されたれます。まだ設定が行われていない場合には、検出された FCoE VLAN 全てに対してネットワークイン全てに対してネットワークイン
ターフェイスが自動的に作成され、ターフェイスが自動的に作成され、FCoE のインスタンスがのインスタンスが VLAN インターフェイス上に作成されまインターフェイス上に作成されま
す。す。
       

16.9. ホスト名の設定ホスト名の設定

     セットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名にセットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名に
は、は、hostname . domainname の形式で完全修飾の形式で完全修飾 ドメイン名ドメイン名 (FQDN)、または、または  hostname  形式の形式の 短縮短縮
ホスト名ホスト名 を指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供すを指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供す
るる DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) サービスがあります。サービスがあります。DHCP サービスがこのマシンサービスがこのマシン
にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。
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注記注記

      完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名
には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。
     

図図16.24 ホスト名の設定ホスト名の設定

[D]

     Red Hat Enterprise Linux システムがインターネットにシステムがインターネットに 直接直接 接続されている場合は、アップスト接続されている場合は、アップスト
リームのサービスプロバイダーによるサービスの中断やリスクアクションを回避するために、追加の考リームのサービスプロバイダーによるサービスの中断やリスクアクションを回避するために、追加の考
慮事項に注意する必要があります。これらの問題の完全な説明は、本書では扱いません。慮事項に注意する必要があります。これらの問題の完全な説明は、本書では扱いません。
    

注記注記

      インストールプログラムはモデムを設定しません。インストール後にインストールプログラムはモデムを設定しません。インストール後に Network ユーユー
ティリティーを使用してこれらのデバイスを設定します。モデムの設定は、特定のインティリティーを使用してこれらのデバイスを設定します。モデムの設定は、特定のイン
ターネットサービスプロバイダーターネットサービスプロバイダー(ISP)に固有のものです。に固有のものです。
     

16.9.1. ネットワーク接続の編集ネットワーク接続の編集
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重要重要

       Red Hat Enterprise Linux 6.9 インストールを初めて起動すると、インストールプロインストールを初めて起動すると、インストールプロ
セス時に設定したネットワークインターフェイスが有効になります。ただし、セス時に設定したネットワークインターフェイスが有効になります。ただし、DVD からから
ローカルのハードドライブにローカルのハードドライブに Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合など、をインストールする場合など、
一般的なインストールパスでネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプト一般的なインストールパスでネットワークインターフェイスの設定を求めるプロンプト
は表示されません。は表示されません。
      

       ローカルのインストールソースからローカルストレージデバイスにローカルのインストールソースからローカルストレージデバイスに Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする場合は、システムの初回起動時にネットワークアをインストールする場合は、システムの初回起動時にネットワークア
クセスが必要な場合は、少なくともクセスが必要な場合は、少なくとも 1 つのネットワークインターフェイスを手動で設定つのネットワークインターフェイスを手動で設定
してください。接続の編集時に、してください。接続の編集時に、Connect automatically オプションを手動で選択するオプションを手動で選択する
必要があります。必要があります。
      

注記注記

       インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、Network 
Administration Tool を使用します。を使用します。
      

       シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-network コマンドを入力して、コマンドを入力して、Network 
Administration Tool を起動します。を起動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワーパスワー
ドを求めるプロンプトが表示されます。ドを求めるプロンプトが表示されます。
      

       ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール は非推奨となり、は非推奨となり、Red Hat Enterprise Linux 6 の有効期間の有効期間
中に中に NetworkManager に置き換えられます。に置き換えられます。
      

      ネットワーク接続を手動で設定するには、ネットワークのネットワーク接続を手動で設定するには、ネットワークの 設定設定 ボタンをクリックしますボタンをクリックします。。Network 
Connections ダイアログが表示され、ダイアログが表示され、NetworkManager ツールを使用してシステムの有線、無線、モツールを使用してシステムの有線、無線、モ
バイルブロードバンド、バイルブロードバンド、InfiniBand、、VPN、、DSL、、VLAN、ボンディングされた接続を設定できるよう、ボンディングされた接続を設定できるよう
になります。になります。NetworkManager で可能なすべての設定に関する詳しい説明は、本ガイドの対象外となで可能なすべての設定に関する詳しい説明は、本ガイドの対象外とな
ります。本セクションでは、インストール中に有線接続を設定する方法の最も一般的なシナリオのみをります。本セクションでは、インストール中に有線接続を設定する方法の最も一般的なシナリオのみを
説明します。他のタイプのネットワークの設定はほぼ同じですが、設定する必要のある特定のパラメー説明します。他のタイプのネットワークの設定はほぼ同じですが、設定する必要のある特定のパラメー
ターは必ずしも異なります。ターは必ずしも異なります。
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図図16.25 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]

      新しい接続を追加するには、新しい接続を追加するには、Add をクリックし、メニューから接続タイプを選択します。既存の接をクリックし、メニューから接続タイプを選択します。既存の接
続を変更するには、一覧でその接続を選択し、続を変更するには、一覧でその接続を選択し、Edit をクリックします。いずれの場合も、以下で説明さをクリックします。いずれの場合も、以下で説明さ
れているように、特定の接続タイプに適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。れているように、特定の接続タイプに適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。
接続を削除するには、一覧で接続を選択し、接続を削除するには、一覧で接続を選択し、Delete をクリックします。をクリックします。
     

      ネットワーク設定の編集が終了したら、ネットワーク設定の編集が終了したら、適用適用 をクリックして新しい設定を保存します。インストーをクリックして新しい設定を保存します。インストー
ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起
動する必要があります動する必要があります( 「ネットワークデバイスを再起動します。」「ネットワークデバイスを再起動します。」 を参照してくださいを参照してください)。。
     

16.9.1.1. すべてのタイプの接続に共通するオプションすべてのタイプの接続に共通するオプション

       特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。
      

       Connection name name フィールドに接続の名前を指定します。フィールドに接続の名前を指定します。
      

       Connect automatically を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。
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       NetworkManager がインストール済みシステムで実行されると、がインストール済みシステムで実行されると、Available to all users オプショオプショ
ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時 に、設定に、設定
したネットワークインターフェイスで、すべてのユーザーしたネットワークインターフェイスで、すべてのユーザー がすべてのユーザーに選択されていることをがすべてのユーザーに選択されていることを
確認します。確認します。
      

16.9.1.2. 有線タブ有線タブ

       Wired タブを使用して、ネットワークアダプターのタブを使用して、ネットワークアダプターの メディアアクセス制御メディアアクセス制御 (MAC)アドレスを指定アドレスを指定
または変更し、インターフェイスを経由できるまたは変更し、インターフェイスを経由できる 最大伝送単位最大伝送単位 （バイト単位）を設定します。（バイト単位）を設定します。
      

図図16.26 有線タブ有線タブ

[D]
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16.9.1.3. 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

       802.1x Security タブを使用して、タブを使用して、802.1X ポートベースのネットワークアクセス制御ポートベースのネットワークアクセス制御 (PNAC)を設を設
定します。定します。この接続にこの接続に 802.1X セキュリティーを使用セキュリティーを使用 をを 選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー
クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。
      

認証認証

          以下のいずれかの認証方法を選択します。以下のいずれかの認証方法を選択します。
         

            トランスポート層セキュリティートランスポート層セキュリティーのの TLS
           

            TTLS またはまたは EAP-TTLS として知られる、として知られる、Tunneled Transport Layer Security のトのト
ンネルンネル TLS
           

             Protected Extensible Authentication Protocol の保護の保護 EAP (PEAP)
           

 

アイデンティティーアイデンティティー

          このサーバーの識別子を入力します。このサーバーの識別子を入力します。
         

 

ユーザー証明書ユーザー証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れた個人のれた個人の X.509 証明書ファイルを参照します。証明書ファイルを参照します。
         

 

CA 証明書証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れたれた X.509 認証局証明認証局証明 書ファイルを参照します。書ファイルを参照します。
         

 

秘密鍵秘密鍵

          識別名エンコーディングルール識別名エンコーディングルール (DER)、、Privacy Enhanced Mail (PEM)、または、または Personal 
Information Exchange Syntax Standard (PKCS#12)でエンコードされたでエンコードされた 秘密鍵秘密鍵 ファイルを参照しファイルを参照し
ます。ます。
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秘密鍵のパスワード秘密鍵のパスワード

          秘密鍵秘密鍵 フィールドで指定される秘密フィールドで指定される秘密 鍵鍵 のパスワード。のパスワード。パスワードを表示パスワードを表示を選択すると、入力を選択すると、入力
時にパスワードが表示されます。時にパスワードが表示されます。
         

 

図図16.27 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

[D]

16.9.1.4. IPv4 設定タブ設定タブ
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       IPv4 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv4 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

自動自動(DHCP)

          IPv4 パラメーターは、ネットワーク上のパラメーターは、ネットワーク上の DHCP サービスで設定されます。サービスで設定されます。
         

 

自動自動(DHCP)アドレスのみアドレスのみ

          IPv4 アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上のアドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上の DHCP サービスサービス
で設定されますが、で設定されますが、DNS サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。
         

 

Manual

          IPv4 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          169.254/16 範囲の範囲の リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

他のコンピューターと共有他のコンピューターと共有

          システムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていまシステムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていま
す。インターフェイスにはす。インターフェイスには 10.42.x.1/24 の範囲のアドレスが割り当てられ、の範囲のアドレスが割り当てられ、DHCP サーバーとサーバーと DNS 
サーバーが起動し、ネットワークサーバーが起動し、ネットワーク アドレス変換アドレス変換(NAT)を使用してシステム上のデフォルトのネットを使用してシステム上のデフォルトのネット
ワークワーク 接続にインターフェイスが接続されます。接続にインターフェイスが接続されます。
         

 

Disabled

          この接続ではこの接続では IPv4 が無効になっています。が無効になっています。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
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レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv4 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv6 設定が成功する場合は、この接続に必要な設定が成功する場合は、この接続に必要な IPv4 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、システムが除して、システムが IPv6 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
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図図16.28 IPv4 設定タブ設定タブ

[D]

16.9.1.4.1. IPv4 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv4 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
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図図16.29 IPv4 ルートの編集ルートの編集 ダイアログダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        自動的に取得したルートを無視自動的に取得したルートを無視 するする を選択して、インターフェイスがここで指定されたルートのを選択して、インターフェイスがここで指定されたルートの
みを使用するようにします。みを使用するようにします。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

16.9.1.5. IPv6 設定タブ設定タブ

       IPv6 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv6 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

無視無視

          この接続ではこの接続では IPv6 は無視されます。は無視されます。
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自動自動

          NetworkManager は、は、ルーター広告ルーター広告 (RA)を使用して自動のステートレス設定を作成します。を使用して自動のステートレス設定を作成します。
         

 

自動、アドレスのみ自動、アドレスのみ

          NetworkManager はは RA を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、DNS サーバーとサーバーと
検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。
         

 

自動、自動、DHCP のみのみ

          NetworkManager はは RA を使用しませんが、を使用しませんが、DHCPv6 からの情報を直接要求してステートフからの情報を直接要求してステートフ
ル設定を作成します。ル設定を作成します。
         

 

Manual

          IPv6 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          fe80::/10 接頭辞を持つ接頭辞を持つ リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv6 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv4 設定が成功した場合は、この接続のために設定が成功した場合は、この接続のために IPv6 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、除して、IPv4 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
      

第第16章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

281



図図16.30 IPv6 設定タブ設定タブ

[D]

16.9.1.5.1. IPv6 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv6 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
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図図16.31 IPv6 ルートの編集ダイアログルートの編集ダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

16.9.1.6. ネットワークデバイスを再起動します。ネットワークデバイスを再起動します。

       インストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするためインストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするため
に、に、anaconda でデバイスを切断して再接続する必要があります。でデバイスを切断して再接続する必要があります。Anaconda は、は、インターフェイス設インターフェイス設
定定 (ifcfg)ファイルを使用してファイルを使用して NetworkManager と通信します。と通信します。ONBOOT=yes が設定されている限が設定されている限
り、デバイスはり、デバイスは ifcfg ファイルが削除され、ファイルが削除され、ifcfg ファイルが復元されると再接続されます。インターファイルが復元されると再接続されます。インター
フェイス設定ファイルの詳細はフェイス設定ファイルの詳細は https://access.redhat.com/documentation/ja-
JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html、の、の 『『Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 Deployment Guide』』 を参照してください。を参照してください。
      

1. 
         Ctrl+Alt+F2 を押して、仮想ターミナルを押して、仮想ターミナル tty2 に切り替えます。に切り替えます。
        

2. 
         インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。
        

mv /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-device_name /tmp
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         device_name は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、ifcfg-eth0 は、は、eth0 
のの ifcfg ファイルです。ファイルです。
        

         デバイスがデバイスが anaconda で切断されました。で切断されました。
        

3. 
         vi エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。
        

vi /tmp/ifcfg-device_name

4. 
         インターフェイス設定ファイルにインターフェイス設定ファイルに ONBOOT=yes 行が含まれていることを確認します。行が含まれていることを確認します。
ファイルにファイルに 行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。
        

5. 
         vi エディターを終了します。エディターを終了します。
        

6. 
         インターフェイス設定ファイルをインターフェイス設定ファイルを /etc/sysconfig/network-scripts/ ディレクトリーに移動ディレクトリーに移動
します。します。
        

mv /tmp/ifcfg-device_name /etc/sysconfig/network-scripts/

         デバイスがデバイスが anaconda で再接続されるようになりました。で再接続されるようになりました。
        

7. 
         Ctrl+Alt+F6 を押してを押して anaconda に戻ります。に戻ります。
        

16.10. タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

     お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。
地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。
    

     ここから、タイムゾーンを選択する方法はここから、タイムゾーンを選択する方法は 2 つあります。つあります。
    

       マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色
のドットで表示）。選択したことを示す赤いのドットで表示）。選択したことを示す赤い X が表示されます。が表示されます。
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       また、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできままた、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできま
す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。
      

     Red Hat Enterprise Linux がコンピューター上で唯一のオペレーティングシステムである場合は、がコンピューター上で唯一のオペレーティングシステムである場合は、
システムシステム クロックにクロックに UTC を使用を使用 します。システムクロックは、コンピューターシステムのハードウェします。システムクロックは、コンピューターシステムのハードウェ
アの一部です。アの一部です。Red Hat Enterprise Linux はは timezone 設定を使用して、システムクロックのローカル設定を使用して、システムクロックのローカル
時間と時間と UTC の間のオフセットを決定します。この動作は、の間のオフセットを決定します。この動作は、UNIX、、Linux、および同様のオペレーティ、および同様のオペレーティ
ングシステムを使用するシステムの標準です。ングシステムを使用するシステムの標準です。
    

     Next をクリックして先に進みます。をクリックして先に進みます。
    

注記注記

      インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、Time and Date Properties 
Tool を使用します。を使用します。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-date コマンドを入力して、コマンドを入力して、日付と時刻のプロパ日付と時刻のプロパ
ティーツールを起動しますティーツールを起動します。。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めパスワードを求め
るプロンプトが表示されます。るプロンプトが表示されます。
     

16.11. ROOT パスワードの設定パスワードの設定

     root アカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順のアカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順の 1 つです。つです。root アカウアカウ
ントは、パッケージのインストール、ントは、パッケージのインストール、RPM のアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナーのアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナー
ンスの実行に使用されます。ンスの実行に使用されます。root でログインすると、システムを完全に制御できます。でログインすると、システムを完全に制御できます。
    

注記注記

      root ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全
なアクセス権があります。そのため、なアクセス権があります。そのため、root ユーザーとしてログインすることは、システユーザーとしてログインすることは、システ
ムのメンテナーンスや管理ムのメンテナーンスや管理 のみのみ を実行するのが最適です。を実行するのが最適です。
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図図16.32 root パスワードパスワード

[D]

     root アカウントはシステム管理にのみ使用してください。アカウントはシステム管理にのみ使用してください。root 以外のアカウントを作成して、スー以外のアカウントを作成して、スー
パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、su コマンドを使用してコマンドを使用して root 
に変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限にに変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限に
抑えます。抑えます。
    

注記注記

      root になるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトでになるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトで su - とと 入力入力 し、し、
Enter を押します。次にを押します。次に root パスワードを入力し、パスワードを入力し、Enter を押します。を押します。
     

     インストールプログラムにより、インストールプログラムにより、root パスワードの設定が求められます。パスワードの設定が求められます。[7] システム用です。システム用です。 の形の形
式にする必要があります。式にする必要があります。root パスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進むパスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進む
ことはできません。ことはできません。
    

     root パスワードはパスワードは 6 文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ
ん。パスワードをん。パスワードを 2 回入力する必要があります。回入力する必要があります。2 つのパスワードが一致しない場合、インストールプつのパスワードが一致しない場合、インストールプ
ログラムにより再度入力が求められます。ログラムにより再度入力が求められます。
    

     root パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名
前、電話番号、前、電話番号、Q werty、、パスワード、パスワード、root、、 123456、および、および anteater は、すべて不正なパスワードは、すべて不正なパスワード
の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例：の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例： Aard387vark 
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またはまたは 420BMttNT ）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード
を入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書きを入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書き
留めないことが推奨されます。留めないことが推奨されます。
    

警告警告

      このマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださこのマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださ
い。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされい。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされ
る可能性があります。る可能性があります。
     

     インストール終了後にインストール終了後に root パスワードを変更する場合はパスワードを変更する場合は root でで passwd コマンドを実行します。コマンドを実行します。
root パスワードを忘れた場合は、パスワードを忘れた場合は、Red Hat Enterprise Linux 6 デプロイメントガイドのデプロイメントガイドの システムリカシステムリカ
バリーモードでの問題の解決バリーモードでの問題の解決 を参照してください。を参照してください。
    

16.12.  ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て  

     ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合( 「ストレージデバイ「ストレージデバイ
ス」ス」を参照を参照)、、anaconda は、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択をは、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択を
要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。
1 つのストレージデバイスのみを選択した場合、つのストレージデバイスのみを選択した場合、anaconda はこの画面を表示しません。はこの画面を表示しません。
    

     インストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされまインストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされま
すが、パーティション化やフォーマットは行われません。すが、パーティション化やフォーマットは行われません。
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図図16.33 ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て

[D]

     画面は画面は 2 つのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバつのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバ
イスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できるイスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できる
デバイスの一覧が含まれます。デバイスの一覧が含まれます。
    

     各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い
た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表
示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの
特定に役立ちます。特定に役立ちます。
    

     デバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベデバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベ
ルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動すルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動す
ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。
    

     インストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタンインストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタン
も含まれます。このラジオボタンを使用して、システムのブートデバイスとして使用するデバイスを指も含まれます。このラジオボタンを使用して、システムのブートデバイスとして使用するデバイスを指
定します。定します。
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重要重要

      ストレージデバイスに、ストレージデバイスに、Red Hat Enterprise Linux ブートローダーをチェーンローブートローダーをチェーンロー
ドするブートローダーが含まれている場合は、ドするブートローダーが含まれている場合は、インストールターゲットデバイスインストールターゲットデバイス にそのにその
ストレージデバイスを含めますストレージデバイスを含めます。。Install Target Devices として識別するストレージデバとして識別するストレージデバ
イスは、ブートローダーの設定時にイスは、ブートローダーの設定時に anaconda に表示されたままになります。に表示されたままになります。
     

      この画面でこの画面で Install Target Devices として識別するストレージデバイスは、パーティとして識別するストレージデバイスは、パーティ
ション設定画面でション設定画面で Use All Space オプションを選択していない限り、インストールプロオプションを選択していない限り、インストールプロ
セスにより自動的に消去されませんセスにより自動的に消去されません( 「ディスクパーティション設定」「ディスクパーティション設定」を参照してくださを参照してくださ
いい)。。
     

     インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

16.13. ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化

     既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス
トールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスクトールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスク
の既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブランの既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブラン
ドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除してドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除して
いる場合は、いる場合は、Re-initialize drive をクリックします。をクリックします。
    

     インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個
別のダイアログが表示されます。別のダイアログが表示されます。Ignore all ボタンまたはボタンまたは Re-initialize all ボタンをクリックして、同じボタンをクリックして、同じ
回答をすべてのデバイスに適用します。回答をすべてのデバイスに適用します。
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図図16.34 警告画面警告画面 - ハードドライブの初期化ハードドライブの初期化

[D]

     特定の特定の RAID システムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハードシステムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハード
ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能
な物理ディスク構造に応答します。な物理ディスク構造に応答します。
    

     必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド zerombr を使を使
用します用します( 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストールを参照してくださいを参照してください)。このコマンドは、以前に初。このコマンドは、以前に初
期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。
    

警告警告

      インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設
定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動
します。します。
     

16.14.  既存システムのアップグレード既存システムのアップグレード  
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重要重要

      以下のセクションは、以下のセクションは、Red Hat Enterprise Linux 6.4 をを Red Hat Enterprise Linux 
6.5 以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での Red Hat Enterprise 
Linux のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、Red Hat Enterprise 
Linux 6 からから Red Hat Enterprise Linux 7 へのアップグレードなど、メジャーバージョへのアップグレードなど、メジャーバージョ
ン間のアップグレードではサポートされません。ン間のアップグレードではサポートされません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン間のインプレースアップグレードのメジャーバージョン間のインプレースアップグレード
は、は、Red Hat Upgrade Tool およびおよび Preupgrade Assistant ツールを使用した特定の制限ツールを使用した特定の制限
で行うことができます。詳細は、で行うことができます。詳細は、37章章現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
     

     インストールシステムは、インストールシステムは、Red Hat Enterprise Linux の既存のインストールを自動的に検出しまの既存のインストールを自動的に検出しま
す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、
ユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティションユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティション
構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され
ます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できるます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できる
ように追加の設定ファイルをインストールします。ように追加の設定ファイルをインストールします。
    

     使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ
トウェアパッケージが含まれているとは限りません。トウェアパッケージが含まれているとは限りません。
    

16.14.1.  アップグレードダイアログアップグレードダイアログ 

      システムにシステムに Red Hat Enterprise Linux インストールが含まれる場合は、そのインストールをアップインストールが含まれる場合は、そのインストールをアップ
グレードするかどうかを尋ねるダイアログが表示されます。既存のシステムのアップグレードを実行すグレードするかどうかを尋ねるダイアログが表示されます。既存のシステムのアップグレードを実行す
るには、ドロップダウンリストから適切なインストールを選択し、るには、ドロップダウンリストから適切なインストールを選択し、Next を選択します。を選択します。
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図図16.35 アップグレードダイアログアップグレードダイアログ

[D]

注記注記

       既存の既存の Red Hat Enterprise Linux システムに手動でインストールしたソフトウェアシステムに手動でインストールしたソフトウェア
は、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソは、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソ
フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正
しく実行されるようにする必要がある場合があります。しく実行されるようにする必要がある場合があります。
      

16.14.2.  インストーラーを使用したアップグレードインストーラーを使用したアップグレード 

注記注記

       通常、通常、Red Hat は、別のは、別の /home パーティションにユーザーデータを保持し、新規イパーティションにユーザーデータを保持し、新規イ
ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、「ディ「ディ
スクパーティション設定」スクパーティション設定」 を参照してください。を参照してください。
      

      インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、Red Hat Enterprise 
Linux ソフトウェアと競合するソフトウェアと競合する Red Hat Enterprise Linux で提供されていないソフトウェアは上書きで提供されていないソフトウェアは上書き
されます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケーされます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケー
ジの一覧を作成します。ジの一覧を作成します。
     

rpm -qa --qf '%{NAME} %{VERSION}-%{RELEASE} %{ARCH}\n' > ~/old-pkglist.txt
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      インストール後に、この一覧を参照して、インストール後に、この一覧を参照して、Red Hat 以外のソースから再ビルドまたは取得する必要以外のソースから再ビルドまたは取得する必要
があるパッケージを見つけます。があるパッケージを見つけます。
     

      次に、システム設定データのバックアップを作成します。次に、システム設定データのバックアップを作成します。
     

su -c 'tar czf /tmp/etc-`date +%F`.tar.gz /etc' 
su -c 'mv /tmp/etc-*.tar.gz /home'

      アップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータアップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータ
には、には、/home ディレクトリー全体の内容や、ディレクトリー全体の内容や、Apache、、FTP、、SQL サーバーなどのサービスやソースサーバーなどのサービスやソース
コード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありまコード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありま
せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。
     

警告警告

       上記の例では、バックアップの資料が上記の例では、バックアップの資料が /home ディレクトリーに保存されるこディレクトリーに保存されるこ
とに注意してください。とに注意してください。/home ディレクトリーが別のパーティションではない場合ディレクトリーが別のパーティションではない場合
は、は、これらの例の動詞は従わないでください。これらの例の動詞は従わないでください。CD、、DVD ディスクなどの別のデバディスクなどの別のデバ
イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。
      

      後でアップグレードプロセスを完了する方法は、後でアップグレードプロセスを完了する方法は、「アップグレードの完了」「アップグレードの完了」 を参照してください。を参照してください。
     

16.15. ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

警告警告

      システムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえシステムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえ
ば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存しておば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存してお
くストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違いくストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違い
が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。
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重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、本セクをテキストモードでインストールする場合は、本セク
ションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。インションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。イン
ストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシスストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシス
テムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイテムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイ
アウトが必要な場合は、アウトが必要な場合は、VNC 接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ
ンストールを実行する必要があります。ンストールを実行する必要があります。
     

      さらに、さらに、LVM、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの
高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。
     

重要重要

      RAID カードを実装している場合、カードを実装している場合、BIOS タイプは、タイプは、RAID カードからの起動に対応カードからの起動に対応
していない場合がある点に注意してください。このような場合、していない場合がある点に注意してください。このような場合、/boot/ パーティションパーティション
は、別のハードドライブなど、は、別のハードドライブなど、RAID アレイ以外のパーティションに作成する必要がありアレイ以外のパーティションに作成する必要があり
ます。問題のあるます。問題のある RAID カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必カードとのパーティション作成には、内部ハードドライブが必
要です。要です。
     

      また、また、/boot パーティションはソフトウェアパーティションはソフトウェア RAID の設定にも必要になります。の設定にも必要になります。
     

      システムのパーティション設定を自動で選択した場合は、システムのパーティション設定を自動で選択した場合は、レビューレビュー を選択しを選択し
て、て、/boot/ パーティションを手動で編集する必要があります。パーティションを手動で編集する必要があります。
     

     パーティション分割により、ハードドライブを分離セクションに分割し、各セクションが独自のパーティション分割により、ハードドライブを分離セクションに分割し、各セクションが独自の
ハードドライブとして動作します。パーティションは、複数のオペレーティングシステムを実行する場ハードドライブとして動作します。パーティションは、複数のオペレーティングシステムを実行する場
合に特に便利です。システムのパーティション設定方法が不明な場合は、合に特に便利です。システムのパーティション設定方法が不明な場合は、付録付録A ディスクパーティショディスクパーティショ
ンの概要ンの概要 を参照してください。を参照してください。
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図図16.36 ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

[D]

     この画面では、この画面では、4 つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動
でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。
    

     最初の最初の 4 つのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストールつのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストール
を実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプションを実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプション
を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選
択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。
    

     オプションは以下のとおりです。オプションは以下のとおりです。
    

全領域の使用全領域の使用

        このオプションを選択して、ハードドライブ上のすべてのパーティションを削除します（これこのオプションを選択して、ハードドライブ上のすべてのパーティションを削除します（これ
には、には、Windows VFAT パーティションやパーティションや NTFS パーティションなどの他のオペレーティングシステパーティションなどの他のオペレーティングシステ
ムによって作成されたパーティションが含まれます）。ムによって作成されたパーティションが含まれます）。
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警告警告

         このオプションを選択すると、選択したハードドライブの全データがインこのオプションを選択すると、選択したハードドライブの全データがイン
ストールプログラムにより削除されます。ストールプログラムにより削除されます。Red Hat Enterprise Linux をインスをインス
トールするハードドライブに保持する情報がある場合は、このオプションを選トールするハードドライブに保持する情報がある場合は、このオプションを選
択しないでください。択しないでください。
        

         特に、別のブートローダーから特に、別のブートローダーから Red Hat Enterprise Linux ブートローブートロー
ダーをチェーンロードするようにシステムを設定する場合は、このオプションダーをチェーンロードするようにシステムを設定する場合は、このオプション
を選択しないでください。を選択しないでください。
        

 

既存の既存の Linux システムの置き換えシステムの置き換え

        このオプションを選択して、以前のこのオプションを選択して、以前の Linux インストールで作成されたパーティションのみを削インストールで作成されたパーティションのみを削
除します。これにより、ハードドライブにある可能性のある他のパーティション除します。これにより、ハードドライブにある可能性のある他のパーティション(VFAT やや FAT32 
パーティションなどパーティションなど)は削除されません。は削除されません。
       

 

現在のシステムの縮小現在のシステムの縮小

        このオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域にこのオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域に
デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux レイアウトをインストールします。レイアウトをインストールします。
       

警告警告

         他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション
を縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありまを縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありま
す。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オす。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オ
ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用
するオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更するするオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更する
前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。
        

 

空き領域の使用空き領域の使用
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        現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス
ペースにペースに Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、このオプションを選択します。このをインストールするには、このオプションを選択します。この
オプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださオプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださ
い。い。「十分なディスク容量がありますか「十分なディスク容量がありますか?」」 を参照してください。を参照してください。
       

 

カスタムレイアウトの作成カスタムレイアウトの作成

        このオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされこのオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされ
たレイアウトを作成します。参照：たレイアウトを作成します。参照： 「「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変
更更 」」
       

 

     ダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティションダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティション
設定方法を選択します。設定方法を選択します。
    

     Encrypt system を選択して、を選択して、/boot パーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しまパーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しま
す。暗号化の詳細は、す。暗号化の詳細は、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してください。を参照してください。
    

     自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、Review オオ
プションを選択します。プションを選択します。Review を選択してを選択して Next をクリックして前方に移動すると、をクリックして前方に移動すると、anaconda で作で作
成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ
とができます。とができます。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux ブートローダーを別のブートローダーからブートローダーを別のブートローダーから チェーンローチェーンロー
ドド するように設定するには、手動で起動ドライブを指定する必要があります。自動パーするように設定するには、手動で起動ドライブを指定する必要があります。自動パー
ティション設定オプションのいずれかを選択した場合は、ティション設定オプションのいずれかを選択した場合は、Next をクリックする前をクリックする前
に、に、パーティションレイアウトの確認および変更パーティションレイアウトの確認および変更 を行うか、正しい起動ドライブを指定を行うか、正しい起動ドライブを指定
できないようにする必要があります。できないようにする必要があります。
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重要重要

      マルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムにマルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムに Red Hat 
Enterprise Linux 6 をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定
レイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグレイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグ
ループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反することループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反すること
になります。になります。
     

      自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ
スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。
または、カスタムのパーティション設定または、カスタムのパーティション設定 を選択します。を選択します。
     

     選択が完了したら選択が完了したら Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

16.16. ディスク暗号化パスフレーズの選択ディスク暗号化パスフレーズの選択

     Encrypt System オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号
化するパスフレーズの入力を求めます。化するパスフレーズの入力を求めます。
    

     パーティションはパーティションは Linux Unified Key Setup を使用して暗号化されます。詳細は、を使用して暗号化されます。詳細は、付録付録C ディスクディスク
の暗号化の暗号化 を参照してください。を参照してください。
    

図図16.37  暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。  

[D]

     パスフレーズが決まったらダイアログボックスのパスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。このパスフレーつのフィールドに入力します。このパスフレー
ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。
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警告警告

      このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのこのパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびその
パーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくパーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなく
なったパスフレーズを復元する方法はありません。なったパスフレーズを復元する方法はありません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のキックスタートインストールを実行する場合は、のキックスタートインストールを実行する場合は、
暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ
を作成できます。を作成できます。「パスフレーズの保存」「パスフレーズの保存」 およびおよび 「バックアップパスフレーズの「バックアップパスフレーズの
作成および保存」作成および保存」 を参照してください。を参照してください。
     

16.17.  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更  

     4 つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、Review を選択しなかった場合を選択しなかった場合
は、は、「ディスクへの変更の書き込み」「ディスクへの変更の書き込み」 に進んでください。に進んでください。
    

     自動パーティション設定オプションの自動パーティション設定オプションの 1 つを選択し、つを選択し、確認確認 を選択した場合は、現在のパーティショを選択した場合は、現在のパーティショ
ン設定を受け入れるかン設定を受け入れるか( Nextをクリックしてをクリックして)、パーティション設定画面で手動で設定を変更します。、パーティション設定画面で手動で設定を変更します。
    

     カスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムにカスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムに Red Hat Enterprise Linux のイのイ
ンストール場所を指示する必要があります。これには、ンストール場所を指示する必要があります。これには、Red Hat Enterprise Linux がインストールされがインストールされ
ているている 1 つ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。つ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。
    

     パーティションの設定方法を計画していない場合は、パーティションの設定方法を計画していない場合は、付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要 およびおよび 
「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少なくとも、適切なサイズのルートを参照してください。少なくとも、適切なサイズのルート
(/)パーティション、パーティション、 /boot/ パーティション、パーティション、PReP 起動パーティション、および通常、システムの起動パーティション、および通常、システムの 
RAM 容量に適した容量に適した swap パーティションが必要です。パーティションが必要です。
    

     Anaconda は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。
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図図16.38 IBM System p でのパーティション設定でのパーティション設定

[D]

     パーティション画面にはパーティション画面には 2 つのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択したつのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択した
ハードドライブ、論理ボリューム、またはハードドライブ、論理ボリューム、または RAID デバイスがグラフィカル表示されます。デバイスがグラフィカル表示されます。
    

     デバイスのグラフィック表示の上に、ドライブの名前デバイスのグラフィック表示の上に、ドライブの名前( /dev/sda やや LogVol00などなど)、そのサイズ、そのサイズ(MB 
単位単位)、およびインストールプログラムで検出されるモデルを確認できます。、およびインストールプログラムで検出されるモデルを確認できます。
    

     マウスを使ってマウスを使って 1 回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル
クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。
    

     下部ペインには、インストールプロセスで以前に指定されているように、インストール中に使用さ下部ペインには、インストールプロセスで以前に指定されているように、インストール中に使用さ
れるドライブ、論理ボリューム、およびれるドライブ、論理ボリューム、および RAID デバイスの一覧が含まれます。を参照してください。デバイスの一覧が含まれます。を参照してください。 「「 
ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て 」」
    

     デバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッデバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッ
クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。
    

     Anaconda では、各デバイスの詳細が表示されます。では、各デバイスの詳細が表示されます。
    

Device
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        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前
       

 

サイズサイズ(MB)

        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズデバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズ(MB 単位単位)
       

 

マウントポイントマウントポイント/RAID/ボリュームボリューム

        パーティションをパーティションを マウントするマウントポイントマウントするマウントポイント （ファイルシステム内の場所）、またはその（ファイルシステム内の場所）、またはその
一部である一部である RAID または論理ボリュームグループの名前または論理ボリュームグループの名前
       

 

型型

        パーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドはパーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドは
パーティション上のファイルシステムタイプパーティション上のファイルシステムタイプ(ext4 などなど)を表示します。それ以外の場合は、パーを表示します。それ以外の場合は、パー
ティションがティションが 物理ボリューム物理ボリューム(LVM) またはまたは ソフトウェアソフトウェア RAIDの一部であることを示します。の一部であることを示します。
       

 

形式形式

        この列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示しこの列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示し
ています。ています。
       

 

     下部ペインの下には、下部ペインの下には、Create、、Edit、、Delete、、Reset のの 4 つのボタンがあります。つのボタンがあります。
    

     下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション
を選択し、を選択し、4 つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。
    

Create

        新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を作成するを作成する
       

 

編集編集

        既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を変更します。パーティを変更します。パーティ
ションを縮小できるのはションを縮小できるのは リサイズリサイズ (resize)ボタンのみで、パーティションの拡大はできないことにボタンのみで、パーティションの拡大はできないことに
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注意してください。注意してください。
       

 

Delete

        パーティション、論理ボリューム、またはソフトウェアパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID の削除の削除
       

 

リセットリセット

        この画面で行ったすべての変更を元に戻すこの画面で行ったすべての変更を元に戻す
       

 

16.17.1.  ストレージの作成ストレージの作成 

      ストレージのストレージの 作成作成 ダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソ
フトウェアフトウェア RAID を作成できます。を作成できます。Anaconda は、システムにすでに存在するストレージや、システムは、システムにすでに存在するストレージや、システム
に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示
します。します。
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図図16.39 ストレージの作成ストレージの作成

[D]

      オプションは、オプションは、パーティションの作成パーティションの作成、、ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成、および、および LVM の作成の作成 の下でグの下でグ
ループ化されます。ループ化されます。
     

 パーティションの作成パーティションの作成 

       パーティションの追加パーティションの追加 ダイアログの詳細は、ダイアログの詳細は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。を参照してください。
      

        標準標準 パーティションパーティション - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に( 付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要で説明で説明
されているようにされているように)標準ディスクパーティションを作成します。標準ディスクパーティションを作成します。
       

 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 
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       詳細は、詳細は、「「 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        RAID パーティション：パーティション： ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスの一部を形成するために、未割り当デバイスの一部を形成するために、未割り当
ての領域にパーティションを作成します。ソフトウェアての領域にパーティションを作成します。ソフトウェア RAID デバイスを形成するには、デバイスを形成するには、2 つつ
以上の以上の RAID パーティションがシステムで利用できる必要があります。パーティションがシステムで利用できる必要があります。
       

        RAID デバイスデバイス: 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションをソフトウェアパーティションをソフトウェア RAID デバイスに統合しデバイスに統合し
ます。このオプションを選択すると、作成するます。このオプションを選択すると、作成する RAID デバイスのタイプデバイスのタイプ( RAID レベルレベル)を指定を指定
できます。このオプションは、システムでできます。このオプションは、システムで 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションが利用できる場合パーティションが利用できる場合
にのみ利用できます。にのみ利用できます。
       

 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

       詳細は、詳細は、「「 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        LVM 物理ボリューム物理ボリューム - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に 物理ボリューム物理ボリューム を作成します。を作成します。
       

        LVM ボリュームグループボリュームグループ - 1 つ以上の物理つ以上の物理 ボリュームからボリュームグループボリュームからボリュームグループ を作成しを作成し
ます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくともます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくとも 1 つ利用可能な場合にのみつ利用可能な場合にのみ
利用できます。利用できます。
       

        LVM 論理ボリューム論理ボリューム - ボリュームグループにボリュームグループに 論理ボリューム論理ボリューム を作成します。このオプを作成します。このオプ
ションは、システムで少なくともションは、システムで少なくとも 1 つのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用できつのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用でき
ます。ます。
       

16.17.2. パーティションの追加パーティションの追加

      新しいパーティションを追加するには、新しいパーティションを追加するには、Create ボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さ
れますれます( 図図16.40「新しいパーティションの作成」「新しいパーティションの作成」を参照してくださいを参照してください)。。
     

注記注記

       このインストールには、少なくともこのインストールには、少なくとも 1 つのパーティションを割り当てる必要があつのパーティションを割り当てる必要があ
り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、付録付録A ディスクパーティディスクパーティ
ションの概要ションの概要 を参照してください。を参照してください。
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図図16.40 新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成

[D]

        マウントポイントマウントポイント: パーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、このパーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、この
パーティションをパーティションを root パーティションにする必要がある場合はパーティションにする必要がある場合は / を入力します。を入力します。/boot パーパー
ティションの場合はティションの場合は /boot と入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションのと入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションの
正しいマウントポイントを選択することもできます。正しいマウントポイントを選択することもできます。swap パーティションの場合、マウントパーティションの場合、マウント
ポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプをポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分でに設定するだけで十分で
す。す。
       

        File System Type: プルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイプルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイ
ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、「ファイルシステムのタ「ファイルシステムのタ
イプ」イプ」 を参照してください。を参照してください。
       

        許容許容 可能なドライブ可能なドライブ: このフィールドには、システムにインストールされているハードこのフィールドには、システムにインストールされているハード
ディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハードディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハード
ディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられてディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられて いないいない 
場合、そのハードディスクに場合、そのハードディスクに はは パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定
を使用すると、必要な場所にを使用すると、必要な場所に anaconda のパーティションを配置するか、のパーティションを配置するか、anaconda にパーにパー
ティションの移動先を決定できます。ティションの移動先を決定できます。
       

        サイズサイズ(MB): パーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールドパーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールド
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はは 200 MB で始まります。変更しない限り、で始まります。変更しない限り、200 MB のパーティションのみが作成されます。のパーティションのみが作成されます。
       

        追加のサイズオプション追加のサイズオプション: このパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイントこのパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイント
まで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りのまで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りの
ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。
       

        (MB)までの領域をすべて表示するまでの領域をすべて表示する 場合は、このオプションの右側にある場合は、このオプションの右側にある フィールドにサフィールドにサ
イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一
定領域を確保できます。定領域を確保できます。
       

        force to be a primary パーティションパーティション: 作成したパーティションをハードドライブの最初作成したパーティションをハードドライブの最初
のの 4 つのパーティションのつのパーティションの 1 つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、
パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、「パーティション内の「パーティション内の
パーティションパーティション - 拡張パーティションの概要」拡張パーティションの概要」 を参照してください。を参照してください。
       

        encrypt: ストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなしストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなし
で保存されているデータにアクセスできないように、パーティションをで保存されているデータにアクセスできないように、パーティションを 暗号暗号 化するかどうかを化するかどうかを
選択します。ストレージデバイスの暗号化については、選択します。ストレージデバイスの暗号化については、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してくを参照してく
ださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフ
レーズの入力が求められます。レーズの入力が求められます。
       

        OK: 設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は OK を選択します。を選択します。
       

        取り消し取り消し: パーティションを作成しない場合はパーティションを作成しない場合は Cancel を選択します。を選択します。
       

16.17.2.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

       Red Hat Enterprise Linux では、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できまでは、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できま
す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡
単に説明しています。単に説明しています。
      

パーティションタイプパーティションタイプ

         標準パーティション標準パーティション: 標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含
めることも、ソフトウェアめることも、ソフトウェア RAID またはまたは LVM 物理ボリュームにコンテナーを提供できます。物理ボリュームにコンテナーを提供できます。
        

         swap — Swap パーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シパーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納するステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータがが不足すると、そのデータが swap パーティパーティ
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ションに書き込まれます。詳細は、ションに書き込まれます。詳細は、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参照してを参照して
ください。ください。
        

         ソフトウェアソフトウェア RAID — 複数のソフトウェア複数のソフトウェア RAID パーティションを作成してパーティションを作成して 1 台の台の RAID 
デバイスとして設定します。デバイスとして設定します。RAID の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイデプロイメントガイ
ドド のの 『『RAID (Redundant Array of Independent Disks)』』 の章を参照してください。の章を参照してください。
        

         物理ボリューム物理ボリューム(LVM) - 1 つ以上の物理ボリュームつ以上の物理ボリューム(LVM)パーティションを作成すると、パーティションを作成すると、
LVM 論理ボリュームを作成できます。論理ボリュームを作成できます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンは、物理ディスクを使用する場合にパフォーマン
スを向上させることができます。スを向上させることができます。LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガデプロイメントガ
イドイド を参照してください。を参照してください。
        

ファイルシステムファイルシステム

         ext4: ext4 ファイルシステムはファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が加えファイルシステムをベースとし、多くの改善が加え
られています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになられています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようにな
り、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトり、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクト
リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、
ジャーナリングがより強力になりました。ジャーナリングがより強力になりました。ext4 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポーのファイルシステムがサポー
トされます。トされます。ext4 ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。
        

注記注記

          user_xattr およびおよび acl マウントオプションは、インストールシステムにマウントオプションは、インストールシステムに
よってよって ext4 システムに自動的に設定されます。これらのオプションは、拡張属システムに自動的に設定されます。これらのオプションは、拡張属
性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細
は、は、Red Hat Enterprise Linux Storage Administration Guide を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
         

         ext3 — ext3 ファイルシステムはファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリングファイルシステムをベースとし、ジャーナリング
機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する
と、と、fsckが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しまが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しま

す。す。 [8] ファイルシステム。ファイルシステム。ext3 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポートされます。のファイルシステムがサポートされます。
        

         ext2: ext2 ファイルシステムは標準のファイルシステムは標準の Unix ファイルタイプ（通常のファイル、ディレクファイルタイプ（通常のファイル、ディレク
トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を文字までの長いファイル名を
割り当てることができます。割り当てることができます。
        

         XFS - XFS は、最大は、最大 16 エクサバイト（約エクサバイト（約 1,600万テラバイト）のファイルシステム、最万テラバイト）のファイルシステム、最
大大 8 エクサバイト（約エクサバイト（約 800万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ
レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。XFS 
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は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイファイ
ルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができまルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができま
す。す。
        

注記注記

          インストーラーが作成できるインストーラーが作成できる XFS パーティションの最大サイズはパーティションの最大サイズは 100 TB 
です。です。
         

         vfat - VFAT ファイルシステムは、ファイルシステムは、FAT ファイルシステムのファイルシステムの Microsoft Windows の長いの長い
ファイル名と互換性があるファイル名と互換性がある Linux ファイルシステムです。ファイルシステムです。
        

         Btrfs - Btrfs は、は、ext2、、ext3、および、および ext4 のファイルシステムよりも多くのファイル、のファイルシステムよりも多くのファイル、
より大きなファイル、およびより大きなファイル、および ext4 のボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとしてのボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとして
開発中です。開発中です。Btrfs は、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エは、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エ
ラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータ
の有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッの有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッ
トを維持します。トを維持します。
        

         Btrfs はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供
されません。ドライブにされません。ドライブに Btrfs パーティションを作成する場合は、起動オプションパーティションを作成する場合は、起動オプション  btrfs でイでイ
ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、28章章起動オプション起動オプション を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
        

警告警告

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 には、テクノロジープレビューとしてには、テクノロジープレビューとして 
Btrfs が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重
なデータを含むパーティションにはなデータを含むパーティションには Btrfs を選択しないでください。まを選択しないでください。ま
た、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないでた、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないで
ください。ください。
         

16.17.3.  ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 

      RAID ( Redundant Array of independent disks)は、複数のは、複数の ストレージデバイスから設定されておストレージデバイスから設定されてお
り、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまなり、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまな
種類の種類の RAID の詳細はの詳細は 、、Red Hat Enterprise Linux ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイド を参照してください。を参照してください。
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      RAID デバイスを作成するには、まずソフトウェアデバイスを作成するには、まずソフトウェア RAID パーティションを作成する必要がありまパーティションを作成する必要がありま
す。す。2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションを作成したら、パーティションを作成したら、RAID を選択して、ソフトウェアを選択して、ソフトウェア 
RAID パーティションをパーティションを RAID デバイスに参加させます。デバイスに参加させます。
     

RAID パーティションパーティション

         ソフトウェアソフトウェア RAID のパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオのパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオ
プションは、ディスクにソフトウェアプションは、ディスクにソフトウェア RAID パーティションが含まれていない場合にのみ使用できパーティションが含まれていない場合にのみ使用でき
ます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプ
ションの説明は、ションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System Type をを 
ソフトウェアソフトウェア RAIDに設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
        

図図16.41 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

[D]

 

RAID デバイスデバイス

         既存のソフトウェア既存のソフトウェア RAID パーティションからパーティションから RAID デバイスを構築する場合は、このオプデバイスを構築する場合は、このオプ
ションを選択します。このオプションは、ションを選択します。このオプションは、2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションが設定されパーティションが設定され
ている場合に使用できます。ている場合に使用できます。
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図図16.42 RAID デバイスの作成デバイスの作成

[D]

         標準パーティションのファイルシステムの種類を標準パーティションのファイルシステムの種類を として選択します。として選択します。
        

         Anaconda はは RAID デバイスの名前を自動的に提案しますが、デバイスの名前を自動的に提案しますが、md0 からから md15 への名前を手への名前を手
動で選択できます。動で選択できます。
        

         個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この RAID に含めるに含める
か、または削除します。か、または削除します。
        

         RAID レベルレベル は、特定タイプのは、特定タイプの RAID に対応します。次のいずれかのオプションを選択しまに対応します。次のいずれかのオプションを選択しま
す。す。
        

           RAID 0: 複数のストレージデバイスにデータを分散します。複数のストレージデバイスにデータを分散します。RAID レベルレベル 0 は、標準は、標準
パーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージをパーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージを 1 つのつの
大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル 0 RAIDS は冗長性がなく、は冗長性がなく、
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アレイ内のアレイ内の 1 つのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだつのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだ
さい。さい。RAID 0 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 1: 1 つのストレージデバイス上のデータを、他のつのストレージデバイス上のデータを、他の 1 つ以上のストレージデバイつ以上のストレージデバイ
スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。
RAID 1 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 4: 複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の 1 つのデバつのデバ
イスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティーイスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティー
情報を保存します。すべてのパリティー情報が情報を保存します。すべてのパリティー情報が 1 つのデバイスに保存されるため、このデバつのデバイスに保存されるため、このデバ
イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。RAID 4 にはには
少なくとも少なくとも 3 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 5: データおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。しデータおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。し
たがって、たがって、RAID レベルレベル 5 は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点
を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、RAID レベルレベル 4 のパフォーマのパフォーマ
ンスボトルネックは共有しないでください。ンスボトルネックは共有しないでください。RAID 5 には少なくともには少なくとも 3 つのつの RAID パーティパーティ
ションが必要です。ションが必要です。
          

           RAID 6: レベルレベル 6 のの RAID はは レベルレベル 5 RAID と似ていますが、パリティーデータのと似ていますが、パリティーデータの
セットはセットは 1 つだけ格納されるのではなく、つだけ格納されるのではなく、2 つのセットを保存します。つのセットを保存します。RAID 6 には少なくには少なく
ともとも 4 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 10: レベルレベル 10 RAID は、は、ネストされたネストされた RAID またはまたは ハイブリッドハイブリッド RAID です。です。
RAID レベルレベル 10 は、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散すは、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散す
ることにより構築されます。たとえば、ることにより構築されます。たとえば、4 つのつの RAID パーティションから設定されたパーティションから設定された RAID 
レベルレベル 10 のの RAID は、は、1 つのパーティションがもうつのパーティションがもう 1 つのパーティションをミラーリングつのパーティションをミラーリング
するする 2 つのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベルつのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベル 0 RAID と同と同
様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。RAID 10 には少なくともには少なくとも 4 つのつの RAID 
パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

 

16.17.4.  LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

重要重要

       テキストモードのインストール時にテキストモードのインストール時に LVM の初期セットアップは利用できません。の初期セットアップは利用できません。
LVM 設定をゼロから作成する必要がある場合は、設定をゼロから作成する必要がある場合は、AltF  2 をを 押して別の仮想コンソール押して別の仮想コンソール
を使用し、を使用し、lvm コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るには、コマンドを実行します。テキストモードのインストールに戻るには、
AltF 1 をを 押し押し ます。ます。
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      論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM)は、ハードドライブやは、ハードドライブや LUN などの基礎となる物理ストレージ領域の論などの基礎となる物理ストレージ領域の論
理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム物理ボリューム として表示され、として表示され、ボボ
リュームグループリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数のにグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボリューム論理ボリューム 
に分割することができます。したがって、に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ
とが可能なパーティションとして機能します。とが可能なパーティションとして機能します。
     

      LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド を参照してください。を参照してください。LVM は、は、
グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。
     

LVM 物理ボリューム物理ボリューム

         LVM 物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを
選択します。このオプションは、ストレージに選択します。このオプションは、ストレージに LVM ボリュームグループが含まれていない場合にのボリュームグループが含まれていない場合にの
み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用
可能なオプションの説明は、可能なオプションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System 
Type をを 物理ボリューム物理ボリューム(LVM)に設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
        

図図16.43 LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

[D]
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LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

         利用可能な利用可能な LVM 物理ボリュームから物理ボリュームから LVM ボリュームグループを作成するか、既存の論理ボボリュームグループを作成するか、既存の論理ボ
リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。
        

図図16.44 LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

[D]

         ボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前をボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前を
付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、Add オプオプ
ション、ション、Edit オプション、オプション、Delete オプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボオプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボ
リュームを設定します。リュームを設定します。
        

         ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十
分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、8 GB の論理ボリュームを含むの論理ボリュームを含む 2 つのつの 5 GB 
のの LVM 物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス
トーラーは、トーラーは、8 GB の論理ボリューム用に、グループにの論理ボリューム用に、グループに 5 GB しか残っていないため、いずれかのコしか残っていないため、いずれかのコ
ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切
に減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボに減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボ
リュームのサイズをリュームのサイズを 4 GB に減らすと、に減らすと、5 GB の物理ボリュームのいずれかを削除できます。の物理ボリュームのいずれかを削除できます。
        

 

論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
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         LVM 論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ
ションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズ(MB 単位単位)を選択しを選択し
ます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定すます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定す
ることもできます。ることもできます。
        

図図16.45 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

[D]

 

16.17.5. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

      特に理由がない限り、以下のパーティションを作成することが推奨されます。特に理由がない限り、以下のパーティションを作成することが推奨されます。
     

        スワップスワップ パーティション（少なくともパーティション（少なくとも 256 MB））- swap パーティションは仮想メモリーをパーティションは仮想メモリーを
サポートします。データは、システムが処理しているデータを格納するのに十分なサポートします。データは、システムが処理しているデータを格納するのに十分な RAM がながな
い場合にい場合に swap パーティションに書き込まれます。パーティションに書き込まれます。
       

        過去数年、推奨されるスワップ領域のサイズは、システムの過去数年、推奨されるスワップ領域のサイズは、システムの RAM サイズに比例して増加サイズに比例して増加
していました。ただし、最近のシステムには、数百ギガバイトのしていました。ただし、最近のシステムには、数百ギガバイトの RAM が含まれていることがが含まれていることが
よくあります。結果として、推奨されるスワップ領域は、システムのメモリーではなく、シスよくあります。結果として、推奨されるスワップ領域は、システムのメモリーではなく、シス
テムメモリーのワークロードの機能とみなされます。テムメモリーのワークロードの機能とみなされます。
       

        以下の表では、システムの以下の表では、システムの RAM の容量別に推奨されるスワップパーティションのサイズの容量別に推奨されるスワップパーティションのサイズ
と、システムをハイバネートするのに十分なメモリーが必要かどうかを示しています。推奨さと、システムをハイバネートするのに十分なメモリーが必要かどうかを示しています。推奨さ
れるスワップパーティションのサイズは、インストール時に自動的に確定されます。ただし、れるスワップパーティションのサイズは、インストール時に自動的に確定されます。ただし、
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ハイバネートを可能にするには、カスタムパーティション設定段階でスワップ領域を編集するハイバネートを可能にするには、カスタムパーティション設定段階でスワップ領域を編集する
必要があります。必要があります。
       

重要重要

         以下の表の推奨事項は、メモリーが少ないシステム以下の表の推奨事項は、メモリーが少ないシステム(1 GB 以下以下)で特に重要で特に重要
です。このようなシステムで十分なスワップ領域を割り当てられないと、不安定です。このようなシステムで十分なスワップ領域を割り当てられないと、不安定
になる問題が生じたり、インストールしたシステムが起動できなくなる可能性がになる問題が生じたり、インストールしたシステムが起動できなくなる可能性が
あります。あります。
        

表表16.2 システムの推奨システムの推奨 swap 領域領域

 システム内のシステム内の RAM の容量の容量  推奨されるスワップ領域推奨されるスワップ領域  ハイバネートを許可する場ハイバネートを許可する場
合に推奨される合に推奨される swap 領域領域  

 ⩽ 2GB  RAM 容量の容量の 2 倍倍  RAM 容量の容量の 3 倍倍 

 > 2GB – 8GB  RAM 容量と同じ容量と同じ  RAM 容量の容量の 2 倍倍 

 > 8GB – 64GB  最低最低 4GB  RAM 容量の容量の 1.5 倍倍 

 > 64GB  最低最低 4GB  ハイバネートは推奨されなハイバネートは推奨されな
いい 

        上記の各範囲の境界線上（システムの上記の各範囲の境界線上（システムの RAM がが 2GB、、8GB、または、または 64GB などの場合）、などの場合）、
選択したスワップ領域とハイバネートへのサポートに関して決定を行なってください。システ選択したスワップ領域とハイバネートへのサポートに関して決定を行なってください。システ
ムリソースに余裕がある場合は、スワップ領域を増やすとパフォーマンスが向上することがあムリソースに余裕がある場合は、スワップ領域を増やすとパフォーマンスが向上することがあ
ります。ります。
       

        特に高速ドライブ、コントローラー、インターフェイスを備えたシステムでは、複数のス特に高速ドライブ、コントローラー、インターフェイスを備えたシステムでは、複数のス
トレージデバイスにスワップ領域を分散させると、トレージデバイスにスワップ領域を分散させると、swap 領域のパフォーマンスが向上するこ領域のパフォーマンスが向上するこ
とに注意してください。とに注意してください。
       

注記注記

         Red Hat Enterprise Linux 6.0、、6.1、および、および 6.2 向けのスワップ領域サイ向けのスワップ領域サイ
ズの推奨事項は、ズの推奨事項は、2012 年年 6 月に月に Red Hat Enterprise Linux 6.3 のリリースで最のリリースで最
初に発行され、ハイバネート領域を考慮しなかった現在の推奨事項とは異なりま初に発行され、ハイバネート領域を考慮しなかった現在の推奨事項とは異なりま
す。このような以前のバージョンのす。このような以前のバージョンの Red Hat Enterprise Linux 6 の自動インスの自動インス
トールは、この代替の推奨事項に合わせて引き続きスワップ領域を生成します。トールは、この代替の推奨事項に合わせて引き続きスワップ領域を生成します。
ただし、ただし、Red Hat Enterprise Linux 6.3 向けに発行された新しい推奨事項に合わ向けに発行された新しい推奨事項に合わ
せて、スワップ領域のサイズを手動で選択することが推奨されます。せて、スワップ領域のサイズを手動で選択することが推奨されます。
        

第第16章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

315



        ハードドライブの最初のパーティションにあるハードドライブの最初のパーティションにある PReP 起動パーティション起動パーティション - PReP 起動起動
パーティションにはパーティションには が含まれます（他のが含まれます（他の Power Systems サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise 
Linux を起動できるようにします）。を起動できるようにします）。 ネットワークソースから起動する予定がない限り、ネットワークソースから起動する予定がない限り、Red 
Hat Enterprise Linux を起動するにはを起動するには PReP 起動パーティションが必要です。起動パーティションが必要です。
       

        IBM System p ユーザーの場合：ユーザーの場合： PReP ブートパーティションはブートパーティションは 10 MB を超えるのではなを超えるのではな
く、く、4-8 MB の間である必要があります。の間である必要があります。
       

          /boot/  パーティションパーティション(250 MB)- /boot/ にマウントされたパーティションには、オペにマウントされたパーティションには、オペ
レーティングシステムのカーネル（システムのレーティングシステムのカーネル（システムの Red Hat Enterprise Linux の起動を可能にすの起動を可能にす
る）と、ブートストラッププロセス中に使用されるファイルが含まれます。ほとんどのる）と、ブートストラッププロセス中に使用されるファイルが含まれます。ほとんどの PC 
ファームウェアの制限により、これらを保持する小さなパーティションを作成すると良いでファームウェアの制限により、これらを保持する小さなパーティションを作成すると良いで
しょう。ほとんどのユーザーの場合は、しょう。ほとんどのユーザーの場合は、250 MB のブートパーティションで十分です。のブートパーティションで十分です。
       

警告警告

         RAID カードをお持ちの場合は、カードをお持ちの場合は、Red Hat Enterprise Linux 6.9 はは 
IPR カードでのハードウェアカードでのハードウェア RAID の設定をサポートしていないことに注の設定をサポートしていないことに注
意してください。インストールの前にスタンドアロン診断意してください。インストールの前にスタンドアロン診断 CD を起動してを起動して 
RAID アレイを作成してから、そのアレイを作成してから、その RAID アレイにインストールを実行しアレイにインストールを実行し
ます。ます。
        

重要重要

         Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティショ（ルート）パーティショ
ンは、ンは、ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できま（推奨）ファイルシステムのみを使用できま
す。す。Btrfs、、XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home 
などの他のパーティションは、などの他のパーティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサ（利用可能な場合）を含むサ
ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの を参照を参照 https://access.redhat.com/solutions/667273 してくださしてくださ
い。い。
        

        ルートルート パーティションパーティション(3.0 GB - 5.0 GB)-/" (root ディレクトリーディレクトリー)が配置される場所です。が配置される場所です。
この設定では、すべてのファイルこの設定では、すべてのファイル( /bootに保存されているファイルを除くに保存されているファイルを除く)はは root パーティパーティ
ション上にあります。ション上にあります。
       

        3.0 GB のパーティションを使用すると最小インストールを実行できますが、のパーティションを使用すると最小インストールを実行できますが、5.0 GB のの
ルートパーティションでは、すべてのパッケージグループを選択してフルインストールを実行ルートパーティションでは、すべてのパッケージグループを選択してフルインストールを実行
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できます。できます。
       

重要重要

         Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティショ（ルート）パーティショ
ンは、ンは、ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できま（推奨）ファイルシステムのみを使用できま
す。す。Btrfs、、XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home 
などの他のパーティションは、などの他のパーティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサ（利用可能な場合）を含むサ
ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、ポート対象のファイルシステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーカスタマー
ポータルのポータルの を参照を参照 https://access.redhat.com/solutions/667273 してくださしてくださ
い。い。
        

重要重要

         / （またはルート）パーティションはディレクトリー構造の最上位で（またはルート）パーティションはディレクトリー構造の最上位で
す。す。/root ディレクトリーディレクトリー(slash-root が通知されることもありますが通知されることもあります)は、システは、システ
ム管理用のユーザーアカウントのホームディレクトリーです。ム管理用のユーザーアカウントのホームディレクトリーです。
        

警告警告

        PackageKit 更新ソフトウェアでは、デフォルトで更新パッケージを更新ソフトウェアでは、デフォルトで更新パッケージを 
/var/cache/yum/ にダウンロードします。システムを手動でパーティションし、別にダウンロードします。システムを手動でパーティションし、別
のの /var/ パーティションを作成する場合は、パッケージの更新をダウンロードするパーティションを作成する場合は、パッケージの更新をダウンロードする
のに十分な大きさのパーティションのに十分な大きさのパーティション(3.0 GB 以上以上)を作成してください。を作成してください。
      

16.18. ディスクへの変更の書き込みディスクへの変更の書き込み

     インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。Write 
changes to disk をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、Red 
Hat Enterprise Linux をインストールできるようにします。をインストールできるようにします。
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図図16.46 ストレージ設定のディスクへの書き込みストレージ設定のディスクへの書き込み

[D]

     続行する場合は、続行する場合は、Write changes to disk をクリックします。をクリックします。
    

警告警告

      インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後
に変更を加えていません。に変更を加えていません。Write changes to disk をクリックすると、インストーをクリックすると、インストー
ラーはハードドライブの領域を割り当て、ラーはハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域にをこの領域に
移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。
     

      この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、Go back をクリックしをクリックし
ます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。ます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。
     

      Write changes to disk をクリックした後に、インストールプロセスを完了させをクリックした後に、インストールプロセスを完了させ
ます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッ
トしたり、停電したりした場合など）、トしたり、停電したりした場合など）、Red Hat Enterprise Linux のインストールのインストール
プロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストープロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストー
ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。
     

16.19. パッケージグループの選択パッケージグループの選択

     インストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シスインストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シス
テムのパッケージをカスタマイズすることができます。テムのパッケージをカスタマイズすることができます。
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     パッケージのパッケージの インストールデフォルトインストールデフォルト 画面画面 が表示され、が表示され、Red Hat Enterprise Linux インストールインストール
のデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールするのデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールする Red Hat 
Enterprise Linux のバージョンによって異なります。のバージョンによって異なります。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、パッケーをテキストモードでインストールする場合は、パッケー
ジを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルージを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルー
プからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールププからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールプ
ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備
が整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インスが整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インス
トールを完了してから、トールを完了してから、ソフトウェアの追加ソフトウェアの追加/削除削除 アプリケーションを使用して必要な変アプリケーションを使用して必要な変
更を加えます。更を加えます。
     

図図16.47 パッケージグループの選択パッケージグループの選択

[D]

     デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux インストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデインストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデ
プロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカプロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカ
ル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるにル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるに
は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。
    

基本サーバー基本サーバー

        このオプションは、サーバーで使用するためのこのオプションは、サーバーで使用するための Red Hat Enterprise Linux の基本インストールの基本インストール
を提供します。を提供します。
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データベースサーバーデータベースサーバー

        このオプションは、このオプションは、MySQL およびおよび PostgreSQL データベースを提供します。データベースを提供します。
       

 

Web server

        このオプションはこのオプションは Apache Web サーバーを提供します。サーバーを提供します。
       

 

エンタープライズエンタープライズ Identity Server ベースベース

        このオプションは、このオプションは、ID サーバーおよび認証サーバーを作成するためのサーバーおよび認証サーバーを作成するための OpenLDAP およびおよび 
Enterprise Identity Management (IPA)を提供します。を提供します。
       

 

Virtual Host

        このオプションは、仮想マシンのホストを作成するこのオプションは、仮想マシンのホストを作成する KVM およびおよび Virtual Machine Manager 
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

デスクトップデスクトップ

        このオプションは、このオプションは、OpenOffice.org 生産性スイート、生産性スイート、GIMP などのグラフィカルツール、およなどのグラフィカルツール、およ
びマルチメディアアプリケーションを提供します。びマルチメディアアプリケーションを提供します。
       

 

ソフトウェア開発ワークステーションソフトウェア開発ワークステーション

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux システムでソフトウェアのコンパイルに必要なシステムでソフトウェアのコンパイルに必要な
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

最小最小

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux の実行に必要なパッケージのみを提供します。の実行に必要なパッケージのみを提供します。
最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ
のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。
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警告警告

         現在、最小インストールでは、現在、最小インストールでは、authconfig パッケージおよびパッケージおよび system-
config-firewall-base パッケージが選択にないため、デフォルトでファイアパッケージが選択にないため、デフォルトでファイア
ウォールウォール(iptables/ip6tables)を設定しません。この問題を回避するには、キッを設定しません。この問題を回避するには、キッ
クスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージにクスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージに
追加します。回避策の詳細は追加します。回避策の詳細は Red Hat カスタマーポータルカスタマーポータル、キックスタート、キックスタート
ファイルの詳細はファイルの詳細は 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してくださを参照してくださ
い。い。
        

         回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア
ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。
        

 

     現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、「パッケージのインストール」「パッケージのインストール」 に進に進
んでください。んでください。
    

     コンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしまコンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしま
すす( 図図16.47「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     パッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面のパッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面の Customize now オプションを選択しまオプションを選択しま
す。す。次次 へへ をクリックすると、をクリックすると、パッケージグループの選択パッケージグループの選択 画面に移動します。画面に移動します。
    

16.19.1. 追加リポジトリーからのインストール追加リポジトリーからのインストール

      追加の追加の リポジトリーリポジトリー を定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこを定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこ
とができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述するとができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述する 
メタデータメタデータ を保存するネットワークの場所です。を保存するネットワークの場所です。Red Hat Enterprise Linux で使用されるソフトウェで使用されるソフトウェ
アパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタアパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタ
データを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこデータを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこ
とを確認します。とを確認します。
     

      Red Hat Enterprise Linux リポジトリーが自動的に選択されます。これには、リポジトリーが自動的に選択されます。これには、Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 としてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリース時の現在のバージョとしてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリース時の現在のバージョ
ンにさまざまなソフトウェアが含まれています。ンにさまざまなソフトウェアが含まれています。
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図図16.48 ソフトウェアリポジトリーの追加ソフトウェアリポジトリーの追加

[D]

      追加追加 リポジトリーリポジトリー からソフトウェアを含めるには、からソフトウェアを含めるには、Add additional software repositories を選択を選択
し、リポジトリーの場所を指定します。し、リポジトリーの場所を指定します。
     

      既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、Modify 
repository を選択します。を選択します。
     

      Red Hat Enterprise Linux DVD など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変
更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。
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図図16.49 ネットワークインターフェイスの選択ネットワークインターフェイスの選択

[D]

1. 
        ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。
       

2. 
        OK をクリックします。をクリックします。
       

      次に、次に、Anaconda によりにより NetworkManager が起動し、インターフェイスを設定できます。が起動し、インターフェイスを設定できます。
     

図図16.50 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]
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      NetworkManager の使用方法は、を参照してください。の使用方法は、を参照してください。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
     

      Add additional software repositories を選択すると、を選択すると、Edit repository ダイアログが表示されまダイアログが表示されま
す。す。リポジトリー名リポジトリー名 と、そのロケーションのと、そのロケーションの リポジトリーリポジトリー URL を指定します。を指定します。
     

      ミラーを見つけたら、使用するミラーを見つけたら、使用する URL を判別するために、を判別するために、repodata という名前のディレクトリーがという名前のディレクトリーが 
含ま含ま れるミラー上のディレクトリーを検索します。れるミラー上のディレクトリーを検索します。
     

      追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク
経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ
ます。ます。
     

警告警告

       パッケージ選択画面からパッケージ選択画面から Back を選択すると、入力した追加のリポジトリーを選択すると、入力した追加のリポジトリー
データが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルできデータが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルでき
ます。現在、入力後にます。現在、入力後に 1 つのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませつのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませ
ん。ん。
      

16.19.2.  ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ 

注記注記

       Red Hat Enterprise Linux システムは、インストールプロセスの開始時に選択したシステムは、インストールプロセスの開始時に選択した
言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか
らその言語のパッケージグループを選択らその言語のパッケージグループを選択 しし ます。ます。
      

注記注記

       64 ビットアプリケーションの開発または実行のサポートを希望する場合は、互換性ビットアプリケーションの開発または実行のサポートを希望する場合は、互換性
アーカイブアーカイブ サポートサポート およびおよび 互換性互換性 Arch Development Support パッケージを選択しパッケージを選択し
て、システムのアーキテクチャー固有のサポートをインストールすることが推奨されまて、システムのアーキテクチャー固有のサポートをインストールすることが推奨されま
す。す。
      

      Customize now を選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプを選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプ
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ションを使用すると、インストールプロセスでションを使用すると、インストールプロセスで Next を選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さを選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さ
れます。れます。
     

図図16.51 パッケージグループの詳細パッケージグループの詳細

[D]

      Red Hat Enterprise Linux は、同梱のソフトウェアをは、同梱のソフトウェアを  パッケージグループパッケージグループ。簡単に使用できるよ。簡単に使用できるよ
うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。
     

      機能機能( X Window System やや Editorsなどなど)、個々のパッケージ、またはこの、個々のパッケージ、またはこの 2 つの組み合わせに従っつの組み合わせに従っ
てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。
     

      カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側
のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。
     

      インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選
択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま
す。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストールす。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストール
されません。されません。
     

      パッケージグループを選択すると、パッケージグループを選択すると、Red Hat Enterprise Linux は、そのグループのベースパッケーは、そのグループのベースパッケー
ジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージ
をインストールするかを変更するには、グループの説明の下にあるをインストールするかを変更するには、グループの説明の下にある Optional Packages ボタンを選択ボタンを選択
します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。
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      右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース
パッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できまパッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できま
す。す。
     

図図16.52 パッケージ選択リストコンテキストメニューパッケージ選択リストコンテキストメニュー

[D]

      必要なパッケージを選択したら、必要なパッケージを選択したら、Next を選択して続行します。インストーラーは選択をチェックを選択して続行します。インストーラーは選択をチェック
し、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージのし、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージの
選択が終了したら、選択が終了したら、Close をクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージをクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージ
選択画面に戻ります。選択画面に戻ります。
     

      選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、Add/Remove Software 
ツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除しツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除し
ます。このツールを実行するには、メインメニューからます。このツールを実行するには、メインメニューから System → Administration → Add/Remove 
Software を選択します。を選択します。Red Hat Enterprise Linux ソフトウェア管理システムは、インストールディソフトウェア管理システムは、インストールディ
スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。
     

16.19.2.1.  コアとなるネットワークサービスコアとなるネットワークサービス 

       すべてのすべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれまインストールには、以下のネットワークサービスが含まれま
す。す。
      

         syslog による集中ロギングによる集中ロギング
        

         SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メールによる電子メール
        

         NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有によるネットワークファイル共有
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         SSH (Secure SHell) によるリモートアクセスによるリモートアクセス
        

         mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズによるリソースのアドバタイズ
        

       デフォルトのインストールでは、以下も提供します。デフォルトのインストールでは、以下も提供します。
      

         HTTP によるネットワークファイル転送によるネットワークファイル転送(HyperText Transfer Protocol)
        

         CUPS による印刷による印刷(Common UNIX Printing System)
        

         VNC を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）
        

       Red Hat Enterprise Linux システムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シシステムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シ
ステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷なステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。Red Hat Enterprise Linux は、これらのサーは、これらのサー
ビスを有効にせずにビスを有効にせずに NFS 共有、共有、HTTP、、VNC コンポーネントをインストールします。コンポーネントをインストールします。
      

       インストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアクインストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアク
セスサービスを提供するようにセスサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。システムを設定できます。SSH サービスはサービスは
デフォルトで有効になっています。デフォルトで有効になっています。NFS 共有サービスを有効にしなくても、共有サービスを有効にしなくても、NFS を使用して他のシスを使用して他のシス
テムのファイルにアクセスできます。テムのファイルにアクセスできます。
      

16.20. パッケージのインストールパッケージのインストール

     この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選
択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。
    

     利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関
係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。
    

第第16章章 ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

327



図図16.53 インストールの開始インストールの開始

[D]

     選択したパッケージとその依存関係のインストール中に、以下の進捗バーが表示されます。選択したパッケージとその依存関係のインストール中に、以下の進捗バーが表示されます。
    

図図16.54 完了パッケージ完了パッケージ

[D]

16.21. インストールの完了インストールの完了

     お疲れさまでした。お疲れさまでした。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。のインストールが完了しました。
    

     インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。再起インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。再起
動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。動時にインストールメディアが自動的に取り出されない場合は、忘れず取り出してください。
    

     コンピューターの通常の電源アップシーケンスが完了すると、コンピューターの通常の電源アップシーケンスが完了すると、Red Hat Enterprise Linux が読み込が読み込
まれて起動します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏にまれて起動します。デフォルトでは、開始プロセスは進捗バーを表示しているグラフィカル画面の裏に
隠れています。最終的には、隠れています。最終的には、login: プロンプトまたはプロンプトまたは GUI ログイン画面が表示されますログイン画面が表示されます(X Window 
System をインストールしていて、をインストールしていて、X を自動的に起動した場合を自動的に起動した場合)。。
    

     Red Hat Enterprise Linux システムをランレベルシステムをランレベル 5 （グラフィカルランレベル）で初めて起動する（グラフィカルランレベル）で初めて起動する
と、と、Red Hat Enterprise Linux の設定をガイドするの設定をガイドする FirstBoot ツールが表示されます。このツールを使ツールが表示されます。このツールを使
用して、システムの時刻と日付の設定、ソフトウェアのインストール、用して、システムの時刻と日付の設定、ソフトウェアのインストール、Red Hat Network へのマシンのへのマシンの
登録などを行うことができます。登録などを行うことができます。firstboot を使用すると、最初を使用すると、最初 に環境を設定して、に環境を設定して、Red Hat 
Enterprise Linux システムをすぐに使い始めることができます。システムをすぐに使い始めることができます。
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     34章章Firstboot 設定プロセスについて説明します。設定プロセスについて説明します。
    

[7] 
      root パスワードは、パスワードは、Red Hat Enterprise Linux システムの管理パスワードです。システムメンテシステムの管理パスワードです。システムメンテ
ナーンスに必要な場合にのみ、ナーンスに必要な場合にのみ、root でログインする必要があります。でログインする必要があります。root アカウントは、通常のユーアカウントは、通常のユー
ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、root で行った変更はシステム全体に影響を与で行った変更はシステム全体に影響を与
える可能性があります。える可能性があります。
     

[8] 
          fsck アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、1 つ以上のつ以上の Linux 
ファイルシステムを修復するために使用されます。ファイルシステムを修復するために使用されます。
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第第17章章 IBM POWER SYSTEMS サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング

    本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。
   

    デバッグの目的で、デバッグの目的で、anaconda はインストールアクションをはインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにロディレクトリー内のファイルにロ
グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。
   

/tmp/anaconda.log

       一般的な一般的な anaconda メッセージメッセージ
      

 

/tmp/program.log

       anacondaにより実行されるすべての外部プログラムにより実行されるすべての外部プログラム
      

 

/tmp/storage.log

       ストレージモジュールの詳細情報ストレージモジュールの詳細情報
      

 

/tmp/yum.log

       yum パッケージのインストールメッセージパッケージのインストールメッセージ
      

 

/tmp/syslog

       ハードウェア関連のシステムメッセージハードウェア関連のシステムメッセージ
      

 

    インストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージはインストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier にに
集約されます。集約されます。identifier はランダムな文字列です。はランダムな文字列です。
   

    また、また、IBM Online Alert Section for System のの p useful を確認することもできます。これは以下にを確認することもできます。これは以下に
あります。あります。
   

http://www14.software.ibm.com/webapp/set2/sas/f/lopdiags/info/LinuxAlerts.html
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    上記のすべてのファイルはインストーラーの上記のすべてのファイルはインストーラーの ramdisk にあるため、揮発性になります。永続的なコにあるため、揮発性になります。永続的なコ
ピーを作成するには、インストールイメージのピーを作成するには、インストールイメージの scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらを使用してネットワーク上の別のシステムにこれら
のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。
   

17.1. RED HAT ENTERPRISE LINUX を起動できないを起動できない

17.1.1. signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

      セグメンテーションフォールトセグメンテーションフォールト として知られるシグナルとして知られるシグナル 11 エラーは、割り当てられていないメモエラーは、割り当てられていないメモ
リーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナルリーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナル 11 エラーは、インストールされエラーは、インストールされ
ているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性がているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性が
あります。あります。
     

      インストール時に致命的なインストール時に致命的な signal 11 エラーが発生した場合は、おそらくシステムのバスのメモエラーが発生した場合は、おそらくシステムのバスのメモ
リーでハードウェアエラーが発生している可能性があります。他のオペレーティングシステムと同様リーでハードウェアエラーが発生している可能性があります。他のオペレーティングシステムと同様
に、に、Red Hat Enterprise Linux はシステムのハードウェアに独自の要求を配置します。このハードウェはシステムのハードウェアに独自の要求を配置します。このハードウェ
アの一部は、別のアの一部は、別の OS で適切に動作している場合でも、これらの要求に対応できない可能性がありまで適切に動作している場合でも、これらの要求に対応できない可能性がありま
す。す。
     

      最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータを確認し最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータを確認し
て、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。最新のイメージがまだ失敗すると、ハードて、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。最新のイメージがまだ失敗すると、ハード
ウェアに問題がある可能性があります。通常、これらのエラーはメモリーまたはウェアに問題がある可能性があります。通常、これらのエラーはメモリーまたは CPU キャッシュにあキャッシュにあ
ります。お使いのシステムがこれに対応している場合は、このエラーの解決策としてります。お使いのシステムがこれに対応している場合は、このエラーの解決策として BIOS でで CPU 
キャッシュをオフにすることができます。マザーボードスロットの周りのメモリーをスワップして、問キャッシュをオフにすることができます。マザーボードスロットの周りのメモリーをスワップして、問
題がスロットまたはメモリーに関連しているかどうかを確認することもできます。題がスロットまたはメモリーに関連しているかどうかを確認することもできます。
     

      もうもう 1 つのオプションは、インストールつのオプションは、インストール DVD でメディアチェックを実行することです。インスでメディアチェックを実行することです。インス
トールプログラムであるトールプログラムである Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能がありまには、インストールメディアの整合性をテストする機能がありま
す。す。DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。のインストール方法で動作します。Red Hat は、イは、イ
ンストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべてのインスンストールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべてのインス
トールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告されたバグの多くは、不適切に書き込まれトールメディアをテストすることを推奨します（実際に報告されたバグの多くは、不適切に書き込まれ
たた DVD によるものです）。このテストを使用するには、によるものです）。このテストを使用するには、boot: またはまたは yaboot: プロンプトで以下のコプロンプトで以下のコ
マンドを入力します。マンドを入力します。
     

linux mediacheck

      シグナルシグナル 11 エラーに関する詳細は、以下を参照してください。エラーに関する詳細は、以下を参照してください。
     

http://www.bitwizard.nl/sig11/

17.2. インストール開始時の問題インストール開始時の問題
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17.2.1. グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題

      グラフィカルなインストールプログラムでの起動に問題があるビデオカードがいくつかあります。グラフィカルなインストールプログラムでの起動に問題があるビデオカードがいくつかあります。
インストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、低い解像度モードで実行しよインストールプログラムがデフォルト設定を使用して実行しない場合は、低い解像度モードで実行しよ
うとします。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラムはテキストモードによる実行を試うとします。それでも動作が失敗する場合、インストールプログラムはテキストモードによる実行を試
行します。行します。
     

      考えられる解決策の考えられる解決策の 1 つは、つは、resolution= 起動オプションの使用を試みることです。詳細は、起動オプションの使用を試みることです。詳細は、28
章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
     

注記注記

       フレームバッファーのサポートを無効にして、インストールプログラムがテキストフレームバッファーのサポートを無効にして、インストールプログラムがテキスト
モードで実行できるようにするには、モードで実行できるようにするには、nofb 起動オプションの使用を試行します。このコ起動オプションの使用を試行します。このコ
マンドは、一部の画面読み取りハードウェアへのアクセスに必要になる場合がありまマンドは、一部の画面読み取りハードウェアへのアクセスに必要になる場合がありま
す。す。
      

17.3. インストール中の問題インストール中の問題

17.3.1. "No devices found to install Red Hat Enterprise Linux" エラーメッセージエラーメッセージ

      No devices found to install Red Hat Enterprise Linux というエラーメッセージが表示される場合というエラーメッセージが表示される場合
は、インストールプログラムで認識されないは、インストールプログラムで認識されない SCSI コントローラーがある可能性があります。コントローラーがある可能性があります。
     

      ハードウェアベンダーのハードウェアベンダーの Web サイトを確認して、問題を修正するドライバーディスクイメージが利サイトを確認して、問題を修正するドライバーディスクイメージが利
用可能かどうかを確認します。ドライバーディスクに関する一般的な情報は、用可能かどうかを確認します。ドライバーディスクに関する一般的な情報は、13章章IBM Power 
Systems サーバーでのインストール中のドライバーの更新サーバーでのインストール中のドライバーの更新 を参照してください。を参照してください。
     

      また、以下のオンラインのまた、以下のオンラインの 『『Red Hat Hardware Compatibility List』』 を参照してください。を参照してください。
     

      https://hardware.redhat.com/
     

17.3.2. トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存

      グラフィカルインストールプロセス中にグラフィカルインストールプロセス中に anaconda でエラーが発生すると、クラッシュレポートのでエラーが発生すると、クラッシュレポートの
ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスが表示されます。
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図図17.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

Details

         エラーの詳細を表示します。エラーの詳細を表示します。
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図図17.2 クラッシュの詳細クラッシュの詳細

[D]

 

保存保存

         エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。
        

 

終了終了

         インストールプロセスを終了します。インストールプロセスを終了します。
        

 

      メインダイアログからメインダイアログから Save を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。
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図図17.3 レポーターの選択レポーターの選択

[D]

       

ロガーロガー

          指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま
す。す。
         

 

Red Hat Customer Support

          サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。
         

 

Report uploader

          圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを Bugzilla または任意のまたは任意の URL にアップロードしにアップロードし
ます。ます。
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      レポートを送信する前に、レポートを送信する前に、Preferences をクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しまをクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しま
す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、Configure Event をクリックします。をクリックします。
     

      

図図17.4 レポーターの設定レポーターの設定 

[D]

       

ロガーロガー

          ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合
は、は、Append を確認してください。を確認してください。
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図図17.5 ログファイルのローカルパスの指定ログファイルのローカルパスの指定

[D]

 

Red Hat Customer Support

          レポートがカスタマーサポートレポートがカスタマーサポート となり、アカウントにリンクされるように、となり、アカウントにリンクされるように、Red Hat 
Network のユーザー名とパスワードを入力します。のユーザー名とパスワードを入力します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでがデフォルトで
チェックされていることを確認チェックされていることを確認 します。します。
         

図図17.6 Red Hat Network の認証情報を入力します。の認証情報を入力します。

[D]

 

Report uploader
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          クラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするためのクラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするための URL を指定します。を指定します。
         

図図17.7 クラッシュレポートをアップロードするためのクラッシュレポートをアップロードするための URL を入力します。を入力します。

[D]

 

Bugzilla

          Bugzilla のユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用してのユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用して Red Hat のの
バグ追跡システムでバグを延期します。バグ追跡システムでバグを延期します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでチェックされがデフォルトでチェックされ
ていることを確認ていることを確認 します。します。
         

図図17.8 Bugzilla 認証の詳細を入力します。認証の詳細を入力します。

[D]
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      設定を入力したら、設定を入力したら、OK をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選
択し、択し、Forward をクリックします。をクリックします。
     

      

図図17.9 レポートデータの確認レポートデータの確認

[D]

       これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了
したら、したら、Apply をクリックします。をクリックします。
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図図17.10 report in progress

[D]

       この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。Forward をを
クリックして続行します。クリックして続行します。
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図図17.11 実行されたレポート実行されたレポート

[D]

       レポートが完了しました。レポートが完了しました。Forward をクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレをクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレ
ポートを作成するか、ポートを作成するか、Close をクリックしてレポートユーティリティーを終了してからをクリックしてレポートユーティリティーを終了してから Exit をクリッをクリッ
クしてインストールプロセスを閉じます。クしてインストールプロセスを閉じます。
     

重要重要

       この情報は、ヘッドレスこの情報は、ヘッドレス IBM System p システムのユーザーには適用されません。システムのユーザーには適用されません。
      

17.3.3. パーティションテーブルに関する問題パーティションテーブルに関する問題

      インストールのインストールの ディスクパーティションセットアップディスクパーティションセットアップ(「ディスクパーティション設定」「ディスクパーティション設定」)フェーズフェーズ
のの 後に、以下のようなエラーが表示されます。後に、以下のようなエラーが表示されます。
     

       デバイスデバイス hda のパーティションテーブルが読み取れませんでした。新しいパーのパーティションテーブルが読み取れませんでした。新しいパー
ティションを作成するには、初期化する必要があります。これにより、このドライブ上ティションを作成するには、初期化する必要があります。これにより、このドライブ上
のの すべてすべて のの DATA が失われてしまいます。が失われてしまいます。
      

      そのドライブにはパーティションテーブルがない場合や、ドライブ上のパーティションテーブルそのドライブにはパーティションテーブルがない場合や、ドライブ上のパーティションテーブル
が、インストールプログラムで使用されるパーティションソフトウェアで認識できない可能性がありまが、インストールプログラムで使用されるパーティションソフトウェアで認識できない可能性がありま
す。す。
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      実行しているインストールのタイプに関係なく、システム上の既存データのバックアップは常に行実行しているインストールのタイプに関係なく、システム上の既存データのバックアップは常に行
う必要があります。う必要があります。
     

17.3.4.  IBM Power Systems ユーザー向けのパーティション作成に関するその他の問題ユーザー向けのパーティション作成に関するその他の問題 

      手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に
必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。
     

      最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。
     

        / (ルートルート) パーティションパーティション
       

        タイプタイプ swap のの <swap> パーティションパーティション
       

        PReP Boot パーティション。パーティション。
       

        /boot/ パーティション。パーティション。
       

      詳細は、詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
     

注記注記

       パーティションのタイプをパーティションのタイプを swap として定義する場合は、マウントポイントを割りとして定義する場合は、マウントポイントを割り
当てないでください。当てないでください。Anaconda はマウントポイントを自動的に割り当てます。はマウントポイントを自動的に割り当てます。
      

17.4. インストール後の問題インストール後の問題

17.4.1. Unable to IPL from *NWSSTG

      *NWSSTG からから IPL を試行する際に問題が発生した場合は、アクティブとしてを試行する際に問題が発生した場合は、アクティブとして PReP Boot パーパー
ティションセットを作成していない可能性があります。ティションセットを作成していない可能性があります。
     

17.4.2. グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動
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      X Window System をインストールしていて、システムにログインした後にグラフィカルデスクをインストールしていて、システムにログインした後にグラフィカルデスク
トップ環境が表示されない場合は、コマンドトップ環境が表示されない場合は、コマンド startx を使用してを使用して X Window System グラフィカルイングラフィカルイン
ターフェイスを起動できます。ターフェイスを起動できます。
     

      このコマンドを入力し、このコマンドを入力し、Enter をクリックすると、グラフィカルデスクトップ環境が表示されまをクリックすると、グラフィカルデスクトップ環境が表示されま
す。す。
     

      ただし、手動による起動はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないこただし、手動による起動はその場限りで、次回からのログインプロセスを変更するわけではないこ
とに注意してください。とに注意してください。
     

      グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、グラフィカルログイン画面でログインできるようにシステムを設定するには、runlevel セクションセクション
の数字をの数字を 1 つだけ変更して、つだけ変更して、1 つのファイルつのファイル /etc/inittab を編集する必要があります。設定を終えたらを編集する必要があります。設定を終えたら
コンピューターを再起動します。次回のログイン時には、グラフィカルログインプロンプトが表示されコンピューターを再起動します。次回のログイン時には、グラフィカルログインプロンプトが表示され
ます。ます。
     

      シェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントでログインしている場合はシェルプロンプトを開きます。ユーザーアカウントでログインしている場合は su コマンドでコマンドで root 
になります。になります。
     

      ここで、以下のコマンドを実行して、ここで、以下のコマンドを実行して、gedit でファイルを編集します。でファイルを編集します。
     

gedit /etc/inittab

      /etc/inittab ファイルが開きます。最初の画面では、以下のようなファイルが開きます。最初の画面では、以下のような ファイルのファイルの セクションが表示さセクションが表示さ
れます。れます。
     

# Default runlevel. The runlevels used are: 
#   0 - halt (Do NOT set initdefault to this) 
#   1 - Single user mode 
#   2 - Multiuser, without NFS (The same as 3, if you do not have networking) 
#   3 - Full multiuser mode 
#   4 - unused 
#   5 - X11 
#   6 - reboot (Do NOT set initdefault to this) 
#
id:3:initdefault:

      コンソールからグラフィカルログインに変更するには、コンソールからグラフィカルログインに変更するには、id:3:initdefault: 行目の番号を行目の番号を 3 からから 5 に変に変
更します。更します。
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警告警告

       デフォルトランレベルの数デフォルトランレベルの数 のみのみ をを 3 からから 5 に変更します。に変更します。
      

      変更した行は、以下のようになります。変更した行は、以下のようになります。
     

id:5:initdefault:

      変更に問題がなければ、変更に問題がなければ、Ctrl+Q キーを使用してファイルを保存して終了します。ウィンドウが表示キーを使用してファイルを保存して終了します。ウィンドウが表示
され、変更を保存するかどうかを尋ねられます。され、変更を保存するかどうかを尋ねられます。Save をクリックします。をクリックします。
     

      システムを再起動してから次回ログインすると、グラフィカルログインプロンプトが表示されまシステムを再起動してから次回ログインすると、グラフィカルログインプロンプトが表示されま
す。す。
     

17.4.3. X Window System (GUI)に関する問題に関する問題

      X (X Window System)の起動に問題がある場合は、インストール時にインストールされていない可の起動に問題がある場合は、インストール時にインストールされていない可
能性があります。能性があります。
     

      X を使用する場合は、を使用する場合は、Red Hat Enterprise Linux インストールメディアからパッケージをインスインストールメディアからパッケージをインス
トールするか、アップグレードを実行できます。トールするか、アップグレードを実行できます。
     

      アップグレードを選択した場合は、アップグレードを選択した場合は、X Window System パッケージを選択し、アップグレードパッパッケージを選択し、アップグレードパッ
ケージの選択プロセスでケージの選択プロセスで GNOME、、KDE、またはその両方を選択します。、またはその両方を選択します。
     

      デスクトップ環境のインストールに関する詳細は、デスクトップ環境のインストールに関する詳細は、「グラフィカルログインへの切り替え」「グラフィカルログインへの切り替え」 を参照を参照
してください。してください。
     

17.4.4. X サーバーのクラッシュと非サーバーのクラッシュと非 root ユーザーの問題ユーザーの問題

      ログイン時にログイン時に X サーバーがクラッシュする際に問題が発生した場合は、完全なファイルシステムサーバーがクラッシュする際に問題が発生した場合は、完全なファイルシステム
（または利用可能なハードドライブ領域がない）がある可能性があります。（または利用可能なハードドライブ領域がない）がある可能性があります。
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      これが発生したことを確認するには、以下のコマンドを実行します。これが発生したことを確認するには、以下のコマンドを実行します。
     

df -h

      df コマンドは、どのパーティションが満杯かの診断に役立ちます。コマンドは、どのパーティションが満杯かの診断に役立ちます。df の詳細と、利用可能なオプの詳細と、利用可能なオプ
ション（この例ではション（この例では -h オプションなど）の詳細は、シェルプロンプトでオプションなど）の詳細は、シェルプロンプトで man df  と入力してと入力して df を参照を参照
してください。してください。
     

      キーインジケーターはキーインジケーターは 100% 完全であるか、パーティションで完全であるか、パーティションで 90% またはまたは 95% を超える割合でを超える割合で
す。す。/home/ パーティションおよびパーティションおよび /tmp/ パーティションは、ユーザーファイルですぐにいっぱいになパーティションは、ユーザーファイルですぐにいっぱいにな
る場合があります。古いファイルを削除することで、そのパーティションに部屋を確保できます。ディる場合があります。古いファイルを削除することで、そのパーティションに部屋を確保できます。ディ
スク領域の一部を解放したら、以前に失敗したユーザーとしてスク領域の一部を解放したら、以前に失敗したユーザーとして X を実行してみてください。を実行してみてください。
     

17.4.5. ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題

      firstboot 画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、Ctrl+Alt+F2 を押してコンソールにを押してコンソールに
切り替えてください。切り替えてください。root としてログインし、としてログインし、root に割り当てたパスワードを使用します。に割り当てたパスワードを使用します。
     

      root パスワードを覚えていない場合は、システムをパスワードを覚えていない場合は、システムを linux single として起動します。として起動します。
     

      シングルユーザーモードで起動してシングルユーザーモードで起動して # プロンプトにアクセスできる場合は、プロンプトにアクセスできる場合は、passwd root と入力すと入力す
ると、ると、root の新しいパスワードを入力できます。この時点での新しいパスワードを入力できます。この時点で shutdown -r と入力し、新しいと入力し、新しい root パスパス
ワードを使用してシステムを再起動することができます。ワードを使用してシステムを再起動することができます。
     

      ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、root になる必要があります。になる必要があります。root になるになる
には、には、su - と入力し、プロンプトが表示されたらと入力し、プロンプトが表示されたら root パスワードを入力します。次に、パスワードを入力します。次に、passwd 
<username> と入力しと入力し ます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力すます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力す
ることができます。ることができます。
     

      グラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださグラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださ
い。『い。『ハードウェア互換性一覧ハードウェア互換性一覧』』 については、以下を参照してください。については、以下を参照してください。
     

https://hardware.redhat.com/

17.4.6. プリンターが機能しなくなるプリンターが機能しなくなる

      プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、Printer Configuration 
Tool の使用を試行します。の使用を試行します。
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      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-printer コマンドを入力して、コマンドを入力して、Printer Configuration Tool を起を起
動します。動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めるプロンプトが表示されます。パスワードを求めるプロンプトが表示されます。
     

17.4.7. Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する

      Apache HTTP Server (httpd)またはまたは Sendmail が起動時に応答しなくなった場合は、以下の行がが起動時に応答しなくなった場合は、以下の行が 
/etc/hosts ファイルにあることを確認します。ファイルにあることを確認します。
     

127.0.0.1  localhost.localdomain  localhost
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パートパート III. IBM SYSTEM Z アーキテクチャーアーキテクチャー - インストールと起動インストールと起動

    『『Red Hat Enterprise Linux インストールガイドインストールガイド』』 のこのパートでは、のこのパートでは、IBM System z 上の上の Red 
Hat Enterprise Linux のインストールと起動（またはのインストールと起動（または 最初のプログラムの読み込み最初のプログラムの読み込み、、IPL）について説）について説
明します。明します。
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第第18章章 SYSTEM Z へのインストールプランへのインストールプラン

18.1. インストール前インストール前

     Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、は、System z9 以降の以降の IBM メインフレームシステムで実行されまメインフレームシステムで実行されま
す。す。
    

     インストールプロセスでは、ユーザーがインストールプロセスでは、ユーザーが IBM System z に精通し、に精通し、論理パーティション論理パーティション (LPAR)およおよ
びび z/VM ゲスト仮想マシンをセットアップできることを前提としています。ゲスト仮想マシンをセットアップできることを前提としています。System z の詳細は、を参の詳細は、を参
照して照して http://www.ibm.com/systems/z ください。ください。
    

     Red Hat Enterprise Linux をを System z にインストールする場合、にインストールする場合、Red Hat はは DASD およびおよび FCP 
ストレージデバイスをサポートします。ストレージデバイスをサポートします。
    

     Red Hat Enterprise Linux をインストールする前に、以下を決定する必要があります。をインストールする前に、以下を決定する必要があります。
    

       オペレーティングシステムをオペレーティングシステムを LPAR 上で稼働させるのか、上で稼働させるのか、z/VM ゲストのゲストの OS として稼働として稼働
させるのか選択します。させるのか選択します。
      

       swap 領域が必要かどうか、またその容量がどの程度かを判断します。領域が必要かどうか、またその容量がどの程度かを判断します。z/VM ゲスト仮想マゲスト仮想マ
シンに十分なメモリーを割り当て、シンに十分なメモリーを割り当て、z/VM が必要なスワッピングを実行できるようにすることがが必要なスワッピングを実行できるようにすることが
可能ですが、必要な可能ですが、必要な RAM の容量が予測が困難な場合があります。このような場合にはケースの容量が予測が困難な場合があります。このような場合にはケース
バイケースで検討してください。バイケースで検討してください。「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
      

       ネットワーク設定を決定します。ネットワーク設定を決定します。IBM System z 向けの向けの Red Hat Enterprise Linux 6.9 
は、以下のネットワークデバイスに対応しています。は、以下のネットワークデバイスに対応しています。
      

         物理的および仮想の物理的および仮想の OSA (オープンシステムアダプターオープンシステムアダプター)
        

         物理および仮想の物理および仮想の HiperSockets
        

         物理的な物理的な OSA 対応の対応の LCS (LAN チャネルステーションチャネルステーション)
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     以下のハードウェアが必要になります。以下のハードウェアが必要になります。
    

       ディスク領域。ディスク領域。DASD で必要なディスク容量を計算して、十分な容量を割り当てる必要がで必要なディスク容量を計算して、十分な容量を割り当てる必要が

あります。あります。[9] またはまたは SCSI[10] ディスクのパーティションを設定できます。サーバーのインスディスクのパーティションを設定できます。サーバーのインス
トールには少なくともトールには少なくとも 2 GB が必要で、すべてのパッケージをインストールする場合はが必要で、すべてのパッケージをインストールする場合は 5 GB 
が必要です。アプリケーションデータにもディスク領域が必要です。インストール後、必要にが必要です。アプリケーションデータにもディスク領域が必要です。インストール後、必要に
応じて応じて DASD またはまたは SCSI ディスクパーティションを追加または削除できます。ディスクパーティションを追加または削除できます。
      

       新規インストールした新規インストールした Red Hat Enterprise Linux システムシステム(Linux インスタンスインスタンス)が使用すが使用す
るディスク領域は、システムにインストールされている可能性のある他のオペレーティングシるディスク領域は、システムにインストールされている可能性のある他のオペレーティングシ
ステムが使用するディスク領域から分離する必要があります。ステムが使用するディスク領域から分離する必要があります。
      

       ディスクとパーティションの設定に関する詳細は、ディスクとパーティションの設定に関する詳細は、「推奨されるパーティション設定ス「推奨されるパーティション設定ス
キーム」キーム」 を参照してください。を参照してください。
      

       RAM。。Linux インスタンス用にインスタンス用に 1 GB (推奨推奨) を確保してください。調整を行うと、を確保してください。調整を行うと、512 MB 
のの RAM でもインスタンスを稼働できる場合があります。でもインスタンスを稼働できる場合があります。
      

18.2. SYSTEM Z インストール手順の概要インストール手順の概要

     Red Hat Enterprise Linux は、は、System z に対話形式でインストールすることも、無人モードでインに対話形式でインストールすることも、無人モードでイン
ストールすることもできます。ストールすることもできます。System z へのインストールは通常、ローカルへのインストールは通常、ローカル DVD ではなくネットワーではなくネットワー
ク経由で行われるという点で、他のアーキテクチャーとは異なります。インストールは以下のように要ク経由で行われるという点で、他のアーキテクチャーとは異なります。インストールは以下のように要
約できます。約できます。
    

1. インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL)

       メインフレームに接続し、その後にインストールプログラムを含むメディアからメインフレームに接続し、その後にインストールプログラムを含むメディアから IPL 
(initial program load)、つまり起動を実行します。、つまり起動を実行します。
      

2. インストールフェーズインストールフェーズ 1

       初期ネットワークデバイスを設定します。次に、このネットワークデバイスを使用して、初期ネットワークデバイスを設定します。次に、このネットワークデバイスを使用して、
SSH またはまたは VNC 経由でインストールシステムに接続します。これにより、フルスクリーン経由でインストールシステムに接続します。これにより、フルスクリーン
モードのターミナルやグラフィカルディスプレイが表示され、他のアーキテクチャーと同様にモードのターミナルやグラフィカルディスプレイが表示され、他のアーキテクチャーと同様に
インストールが続行されます。インストールが続行されます。
      

3. インストールフェーズインストールフェーズ 2

       使用する言語と、使用する言語と、Red Hat インストールメディアのリポジトリーからインストールするイインストールメディアのリポジトリーからインストールするイ
ンストールプログラムとソフトウェアパッケージの場所を指定します。ンストールプログラムとソフトウェアパッケージの場所を指定します。
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4. インストールフェーズインストールフェーズ 3

       残りのインストールを実行するには、残りのインストールを実行するには、anaconda (Red Hat インストールプログラムの主要インストールプログラムの主要
部分部分)を使用します。を使用します。
      

図図18.1 インストールプロセスインストールプロセス

[D]

18.2.1. インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL)

      メインフレームとの接続を確立したら、インストールプログラムを含むメディアからメインフレームとの接続を確立したら、インストールプログラムを含むメディアから IPL (initial 
program load)、つまり起動を実行する必要があります。本書では、、つまり起動を実行する必要があります。本書では、System z にに Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 をインストールする最も一般的な方法を説明します。通常、どの方法でもをインストールする最も一般的な方法を説明します。通常、どの方法でも Linux インストーインストー
ルシステムを起動できます。このシステムは、少なくともルシステムを起動できます。このシステムは、少なくとも generic.prm のパラメーターとともに、カーのパラメーターとともに、カー
ネルネル(kernel.img)および初期および初期 ramdisk (initrd.img)で設定されます。本書では、で設定されます。本書では、Linux インストールシスインストールシス
テムはテムは インストーラーインストーラー とも呼ばれます。とも呼ばれます。
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      IPL プロセスを開始できる制御ポイントは、プロセスを開始できる制御ポイントは、Linux を実行する環境によって異なります。を実行する環境によって異なります。Linux をを 
z/VM ゲストのオペレーティングシステムとして実行する場合は、ホストであるゲストのオペレーティングシステムとして実行する場合は、ホストである z/VM のの CP (コントコント
ロールプログラムロールプログラム) が制御ポイントになります。が制御ポイントになります。Linux をを LPAR モードで実行する場合は、メインフモードで実行する場合は、メインフ
レームのレームの SE ( サポートエレメントサポートエレメント )または接続されているまたは接続されている IBM System z Hardware Management 
Console (HMC)が制御ポイントになります。が制御ポイントになります。
     

      以下の起動メディアは、以下の起動メディアは、Linux をを z/VM 環境でゲストのオペレーティングシステムとして実行する環境でゲストのオペレーティングシステムとして実行する
場合にのみ使用できます。場合にのみ使用できます。
     

        z/VM リーダー：詳細は、リーダー：詳細は、「「z/VM リーダーの使用」リーダーの使用」 を参照してください。を参照してください。
       

      以下の起動メディアは、以下の起動メディアは、Linux をを LPAR モードで実行する場合にのみ使用できます。モードで実行する場合にのみ使用できます。
     

        リモートリモート FTP サーバー経由のサーバー経由の SE またはまたは HMC: 詳細は、詳細は、「「FTP サーバーの使用」サーバーの使用」 を参照を参照
してください。してください。
       

        SE またはまたは HMC DVD: 詳細は、詳細は、「「HMC またはまたは SE DVD ドライブの使用」ドライブの使用」 を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
       

      以下の起動メディアは、以下の起動メディアは、z/VM とと LPAR の両方に使用できます。の両方に使用できます。
     

        DASD: z/VM の場合はの場合は 「設定済み「設定済み DASD の使用」の使用」、、LPAR の場合はの場合は 「設定済み「設定済み DASD のの
使用」使用」 を参照してください。を参照してください。
       

        FCP チャネルを介して接続しているチャネルを介して接続している SCSI デバイス：デバイス：z/VM の場合はの場合は 「設定済み「設定済み FCP 接接
続の続の SCSI ディスクの使用」ディスクの使用」、または、または LPAR の場合はの場合は 「設定済み「設定済み FCP 接続の接続の SCSI ディスクディスク
の使用」の使用」 を参照してください。を参照してください。
       

        FCP 接続の接続の SCSI DVD - z/VM の場合はの場合は 「「 FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブ」ドライブ」、または、または 
LPAR の場合はの場合は 「「FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブ」ドライブ」 を参照してください。を参照してください。
       

      DASD およびおよび FCP 接続の接続の SCSI デバイスデバイス(SCSI DVD を除くを除く)をブートメディアとして使用する場合をブートメディアとして使用する場合
は、設定済みのは、設定済みの zipl ブートローダーが必要です。詳細は、『ブートローダーが必要です。詳細は、『Red Hat Enterprise Linux 6 のの Linux on 
System z Device Drivers, Features, and Commands』』 のの zipl の章を参照してください。の章を参照してください。
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18.2.2. インストールフェーズインストールフェーズ 1

      カーネルが起動したら、カーネルが起動したら、1 つのネットワークデバイスを設定します。インストールを完了するにつのネットワークデバイスを設定します。インストールを完了するに
は、このネットワークデバイスが必要です。は、このネットワークデバイスが必要です。
     

      インストールフェーズインストールフェーズ 1 で使用するインターフェイスは、ラインモードとテキストベースので使用するインターフェイスは、ラインモードとテキストベースの linuxrc 
インターフェイスです。インターフェイスです。( 21章章インストールフェーズインストールフェーズ 1: ネットワークデバイスの設定ネットワークデバイスの設定 )
     

18.2.3. インストールフェーズインストールフェーズ 2

      インストールフェーズインストールフェーズ 2 では、使用する言語と、では、使用する言語と、Red Hat インストールメディアのリポジトリーかインストールメディアのリポジトリーか
らインストールするソフトウェアパッケージとソフトウェアパッケージの場所を指定する必要がありまらインストールするソフトウェアパッケージとソフトウェアパッケージの場所を指定する必要がありま
す。す。System z では、インストールソースは通常では、インストールソースは通常 DVD からネットワークサーバーに転送されます。インからネットワークサーバーに転送されます。イン
ストールプログラムのフェーズストールプログラムのフェーズ 3 とリポジトリーには、以下のいずれかの方法でアクセスできます。とリポジトリーには、以下のいずれかの方法でアクセスできます。
     

        ネットワーク上で、ネットワーク上で、FTP、、HTTP、、HTTPS、または、または NFS プロトコルのいずれかを使用しまプロトコルのいずれかを使用しま
す。必要なインストールソースをすべて保持する別のネットワークサーバーす。必要なインストールソースをすべて保持する別のネットワークサーバー(FTP、、HTTP、、
HTTPS、または、または NFS)は、事前に設定する必要があります。ネットワークサーバーの設定方法は、事前に設定する必要があります。ネットワークサーバーの設定方法
は、は、「ネットワークからのインストールの準備」「ネットワークからのインストールの準備」 を参照してください。を参照してください。
       

        ハードディスクハードディスク(DASD またはまたは FCP チャンネルを介してチャンネルを介して SCSI デバイスデバイス)必要なインストー必要なインストー
ルソースを保持するディスクを事前に設定する必要があります。詳細は、ルソースを保持するディスクを事前に設定する必要があります。詳細は、「ハードドライブの「ハードドライブの
インストールの準備」インストールの準備」 を参照してください。を参照してください。
       

        FCP 接続の接続の SCSI DVD。。FCP 接続の接続の SCSI DVD から起動すると、自動的に処理されまから起動すると、自動的に処理されま
す。す。
       

      インストールフェーズインストールフェーズ 2 で使用するインターフェイスはローダーで、デフォルトで青色のテキストで使用するインターフェイスはローダーで、デフォルトで青色のテキスト
ベースのインターフェイスと青い背景を提供します。ベースのインターフェイスと青い背景を提供します。cmdline モードでの無人インストールの場合、モードでの無人インストールの場合、
ローダーはラインモードとテキストベースの出力を提供します。ローダーはラインモードとテキストベースの出力を提供します。( 22章章インストールフェーズインストールフェーズ 2: 言語お言語お
よびインストールソースの設定よびインストールソースの設定 )
     

18.2.4. インストールフェーズインストールフェーズ 3

      インストールフェーズインストールフェーズ 3 では、グラフィカルモード、テキストベースのモード、またはでは、グラフィカルモード、テキストベースのモード、または cmdline 
モードでモードで anaconda を使用します。を使用します。
     

グラフィカルモードグラフィカルモード
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         これは、これは、VNC クライアント（推奨）またはクライアント（推奨）または X11 サーバーを介して使用できます。マウスサーバーを介して使用できます。マウス
とキーボードを使用して画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、フィールドにテキストとキーボードを使用して画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、フィールドにテキスト
を入力したりできます。を入力したりできます。
        

テキストベースのモードテキストベースのモード

         GUI のインターフェイス要素は一切提供されないため、すべての設定には対応していませのインターフェイス要素は一切提供されないため、すべての設定には対応していませ
ん。ん。VNC クライアントまたはクライアントまたは X11 サーバーを使用できない場合には、対話的なインストールサーバーを使用できない場合には、対話的なインストール
でこれを使用します。でこれを使用します。
        

cmdline モードモード

         これは、これは、System z への自動インストールを目的としています。への自動インストールを目的としています。( 「キックスタートを「キックスタートを
使ったインストールのパラメーター」使ったインストールのパラメーター」を参照してくださいを参照してください)
        

      ネットワーク接続速度が遅い場合や、テキストベースのインストールを選択する場合は、ネットネットワーク接続速度が遅い場合や、テキストベースのインストールを選択する場合は、ネット
ワーク経由でログインする際にワーク経由でログインする際に X11 転送を使用せず、パラメーターファイルに転送を使用せず、パラメーターファイルに display= 変数を設定し変数を設定し
ないでください（詳細はないでください（詳細は 「「VNC およびおよび X11 パラメーター」パラメーター」 を参照してください）。を参照してください）。Red Hat 
Enterprise Linux 6.9 では、テキストベースのインストールはユーザーとの対話を最小限に抑えるためでは、テキストベースのインストールはユーザーとの対話を最小限に抑えるため
に削減されました。に削減されました。FCP 接続の接続の SCSI デバイスへのインストール、パーティションレイアウトの変更、デバイスへのインストール、パーティションレイアウトの変更、
パッケージの選択などの機能は、グラフィカルユーザーインターフェイスのインストールでのみ使用でパッケージの選択などの機能は、グラフィカルユーザーインターフェイスのインストールでのみ使用で
きます。可能な限りグラフィカルインストールを使用してください。きます。可能な限りグラフィカルインストールを使用してください。( 23章章インストールフェーズインストールフェーズ 3: 
Anaconda を使用したインストールを使用したインストール )
     

18.3. X11 またはまたは VNC を使用したグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したグラフィカルユーザーインターフェイス

     グラフィカルユーザーインターフェイスでグラフィカルユーザーインターフェイスで anaconda を実行するには、を実行するには、X Window System (X11)
サーバーまたはサーバーまたは VNC クライアントがインストールされているワークステーションを使用します。クライアントがインストールされているワークステーションを使用します。
    

     SSH クライアントまたはクライアントまたは X11 で直接で直接 X11 転送を使用できます。転送を使用できます。X11 サーバーが必要なサーバーが必要な X11 拡張を拡張を
サポートしないため、ワークステーションのインストーラーが失敗する場合は、サポートしないため、ワークステーションのインストーラーが失敗する場合は、X11 サーバーをアップサーバーをアップ
グレードするか、グレードするか、VNC を使用する必要がある可能性があります。を使用する必要がある可能性があります。
    

     VNC を使用するには、メインフレームでを使用するには、メインフレームで Linux インストールシステムに接続する前にインストールシステムに接続する前に SSH クライクライ
アントでアントで X11 転送を無効にするか、パラメーターファイルに転送を無効にするか、パラメーターファイルに vnc パラメーターを指定します。低速まパラメーターを指定します。低速ま
たは長期のネットワーク接続には、たは長期のネットワーク接続には、VNC を使用することが推奨されます。を使用することが推奨されます。「インストールシステムへ「インストールシステムへ
のリモートアクセスの有効化」のリモートアクセスの有効化」 を参照してください。を参照してください。
    

     表表18.1「パラメーターおよび「パラメーターおよび SSH ログインタイプ」ログインタイプ」 は、パラメーターとは、パラメーターと SSH ログインタイプが、ログインタイプが、
使用される使用される anaconda ユーザーインターフェイスを制御する方法を示しています。ユーザーインターフェイスを制御する方法を示しています。
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表表18.1 パラメーターおよびパラメーターおよび SSH ログインタイプログインタイプ

Parameter SSH login User interface

none SSH without X11 forwarding VNC or text

vnc SSH with or without X11
forwarding

VNC

none SSH with X11 forwarding X11

display=IP/hostname:display SSH without X11 forwarding X11

18.3.1. X11 転送を使用したインストール転送を使用したインストール

      ワークステーションをメインフレーム上のワークステーションをメインフレーム上の Linux インストールシステムに接続し、インストールシステムに接続し、X11 転送で転送で SSH 
を使用してグラフィカルインストールプログラムを表示できます。を使用してグラフィカルインストールプログラムを表示できます。
     

      X11 転送を許可する転送を許可する SSH クライアントが必要です。接続を開くには、まずワークステーションのクライアントが必要です。接続を開くには、まずワークステーションの X 
サーバーを起動します。次に、サーバーを起動します。次に、Linux インストールシステムに接続します。接続時にインストールシステムに接続します。接続時に SSH クライアンクライアン
トでトで X11 転送を有効にできます。転送を有効にできます。
     

      たとえば、たとえば、OpenSSH の場合は、ワークステーションのターミナルウィンドウに以下を入力しまの場合は、ワークステーションのターミナルウィンドウに以下を入力しま
す。す。
     

ssh -X install@linuxvm.example.com

      linuxvm.example.com は、インストールするシステムのホスト名またはは、インストールするシステムのホスト名または IP アドレスに置き換えまアドレスに置き換えま
す。す。-X オプション（大文字オプション（大文字 X）は）は X11 転送を有効にします。転送を有効にします。
     

18.3.2. X11 を使用したインストールを使用したインストール

      X11 クライアントからローカルワークステーションのクライアントからローカルワークステーションの X11 サーバーへの直接接続には、サーバーへの直接接続には、System z 
からワークステーションへのからワークステーションへの IP 接続が必要です。ネットワークおよびファイアウォールがこのような接続が必要です。ネットワークおよびファイアウォールがこのような
接続を防ぐ場合は、代わりに接続を防ぐ場合は、代わりに X11 転送または転送または VNC を使用してください。を使用してください。
     

      グラフィカルインストールプログラムでは、グラフィカルインストールプログラムでは、DNS とホスト名が正しく設定され、とホスト名が正しく設定され、Linux インストーインストー
ルシステムがディスプレイでアプリケーションを開ける必要があります。これを確認するには、パラルシステムがディスプレイでアプリケーションを開ける必要があります。これを確認するには、パラ
メーターファイルにパラメーターメーターファイルにパラメーター display=workstationname:0.0 を設定します。ここで、を設定します。ここで、
workstationname は、は、Linux イメージに接続するクライアントワークステーションのホスト名です。イメージに接続するクライアントワークステーションのホスト名です。
または、または、display 環境変数を設定し、環境変数を設定し、SSH でユーザーでユーザー root としてログインした後にローダーを手動でとしてログインした後にローダーを手動で

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

354



実行できます。デフォルトでは、実行できます。デフォルトでは、user install としてログインします。これによりローダーが自動的にとしてログインします。これによりローダーが自動的に
起動し、起動し、display 環境変数をオーバーライドすることはできません。環境変数をオーバーライドすることはできません。
     

      X11 クライアントがワークステーションのクライアントがワークステーションの X11 サーバーでアプリケーションを開くのを許可するにサーバーでアプリケーションを開くのを許可するに
は、は、xauth コマンドを使用します。コマンドを使用します。X11 認証クッキーを認証クッキーを xauth で管理するには、で管理するには、SSH をユーザーをユーザー root 
として使用してとして使用して Linux インストールシステムにログインする必要があります。インストールシステムにログインする必要があります。xauth の詳細と、承認の詳細と、承認
クッキーの管理方法は、クッキーの管理方法は、xauth のの man ページを参照してください。ページを参照してください。
     

      xauth でで X11 認証を設定するのとは対照的に、認証を設定するのとは対照的に、xhost を使用してを使用して Linux インストールシステムがインストールシステムが 
X11 サーバーに接続できるようにすることができます。サーバーに接続できるようにすることができます。
     

xhost +linuxvm

      linuxvm は、は、Linux インストールシステムのホスト名またはインストールシステムのホスト名または IP アドレスに置き換えます。これによアドレスに置き換えます。これによ
り、り、linuxvm がが X11 サーバーに接続できるようになります。サーバーに接続できるようになります。
     

      グラフィカルインストールが自動的に開始されない場合は、パラメーターファイルのグラフィカルインストールが自動的に開始されない場合は、パラメーターファイルの display= 変数変数
設定を確認します。設定を確認します。z/VM でインストールを実行する場合は、インストールを再実行して、新しいパラでインストールを実行する場合は、インストールを再実行して、新しいパラ
メーターファイルをリーダーに読み込みます。メーターファイルをリーダーに読み込みます。
     

18.3.3. VNC を使用したインストールを使用したインストール

      低速または長期のネットワーク接続には、低速または長期のネットワーク接続には、VNC を使用することが推奨されます。を使用することが推奨されます。VNC を使用するを使用する
には、一時的なには、一時的な Linux インストールシステムに接続する前に、インストールシステムに接続する前に、SSH クライアントでクライアントで X11 転送を無効に転送を無効に
します。次に、ローダーはテキストモードとします。次に、ローダーはテキストモードと VNC を選択できます。ここでを選択できます。ここで VNC を選択します。またを選択します。また
は、は、vnc 変数と、オプションでパラメーターファイルに変数と、オプションでパラメーターファイルに vncpassword 変数を指定します（詳細は変数を指定します（詳細は 
「「VNC およびおよび X11 パラメーター」パラメーター」 を参照してください）。を参照してください）。
     

      ワークステーションのワークステーションの SSH ターミナルのメッセージは、ターミナルのメッセージは、VNC クライアントビューアーの起動とクライアントビューアーの起動と 
VNC ディスプレイ仕様の詳細が表示されます。ディスプレイ仕様の詳細が表示されます。SSH ターミナルからターミナルから VNC クライアントビューアーにクライアントビューアーに
仕様を入力し、一時的な仕様を入力し、一時的な Linux インストールシステムに接続してインストールを開始します。詳細インストールシステムに接続してインストールを開始します。詳細
は、は、31章章VNC 経由でのインストール経由でのインストール を参照してください。を参照してください。
     

18.3.4. VNC リスナーを使用したインストールリスナーを使用したインストール

      一時的な一時的な Linux インストールシステムから、リスニングモードでワークステーションで実行していインストールシステムから、リスニングモードでワークステーションで実行してい
るる VNC クライアントに接続するには、パラメーターファイルでクライアントに接続するには、パラメーターファイルで vnc オプションおよびオプションでオプションおよびオプションで 
vncpassword オプションを指定して、オプションを指定して、vncconnect オプションを使用します。ネットワークとファイオプションを使用します。ネットワークとファイ
アウォールでは、一時的なアウォールでは、一時的な Linux インストールからワークステーションへのインストールからワークステーションへの IP 接続が許可されている接続が許可されている
必要があります。必要があります。
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      一時的な一時的な Linux インストールシステムをインストールシステムを VNC クライアントに自動的に接続させるには、最初にククライアントに自動的に接続させるには、最初にク
ライアントをリスニングモードで起動します。ライアントをリスニングモードで起動します。Red Hat Enterprise Linux システムでは、システムでは、-listen オプオプ
ションを使用してションを使用して vncviewer をリスナーとして実行します。端末ウィンドウで、以下のコマンドを入をリスナーとして実行します。端末ウィンドウで、以下のコマンドを入
力します。力します。
     

vncviewer -listen

      詳細は、詳細は、31章章VNC 経由でのインストール経由でのインストール を参照してください。を参照してください。
     

18.3.5. キックスタートを使用したインストールの自動化キックスタートを使用したインストールの自動化

      キックスタートを使用して、インストールを無人で実行できるようにすることができます。キックスタートを使用して、インストールを無人で実行できるようにすることができます。A  キッキッ
クスタートクスタート ファイルはインストールの設定を指定します。インストールシステムが起動すると、キックファイルはインストールの設定を指定します。インストールシステムが起動すると、キック
スタートファイルを読み込んで、ユーザーからの追加入力なしにインストールプロセスを実行できまスタートファイルを読み込んで、ユーザーからの追加入力なしにインストールプロセスを実行できま
す。す。
     

      System z では、このパラメーターファイルも必要になります（オプションででは、このパラメーターファイルも必要になります（オプションで z/VM 下の追加設定下の追加設定
ファイル）。このパラメーターファイルには、ファイル）。このパラメーターファイルには、「インストール用ネットワークパラメーター」「インストール用ネットワークパラメーター」 で説明さで説明さ
れている必要なネットワークオプションが含まれ、れている必要なネットワークオプションが含まれ、ks= オプションを使用してキックスタートファイルオプションを使用してキックスタートファイル
を指定する必要があります。通常、キックスタートファイルはネットワークにあります。パラメーターを指定する必要があります。通常、キックスタートファイルはネットワークにあります。パラメーター
ファイルには、ファイルには、SSH を使用してネットワーク経由でログインせずにローダーを実行するオプションを使用してネットワーク経由でログインせずにローダーを実行するオプション  
cmdline およびおよび RUNKS=1 も含まれますも含まれます( 「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」をを
参照してください参照してください)。。
     

      キックスタートファイルの設定方法は、キックスタートファイルの設定方法は、「キックスタートファイルの作成」「キックスタートファイルの作成」 を参照してください。を参照してください。
     

18.3.5.1. キックスタートファイルのすべてのインストールプロイメントキックスタートファイルのすべてのインストールプロイメント

       Red Hat Enterprise Linux のインストールプロセスでは、インストール済みシステムの設定が含まのインストールプロセスでは、インストール済みシステムの設定が含ま
れるキックスタートファイルが自動的に書き込まれます。このファイルは、常にれるキックスタートファイルが自動的に書き込まれます。このファイルは、常に /root/anaconda-
ks.cfg として保存されます。このファイルを使用して、同じ設定でインストールを繰り返すか、コピーとして保存されます。このファイルを使用して、同じ設定でインストールを繰り返すか、コピー
を変更して他のシステムの設定を指定できます。を変更して他のシステムの設定を指定できます。
      

[9] 
        Direct Access Storage Devices (DASD) は、デバイスごとに最大は、デバイスごとに最大 3 つのパーティションを許可すつのパーティションを許可す
るハードディスクです。たとえば、るハードディスクです。たとえば、dasda には、には、dasda1、、dasda2、および、および dasda3 のパーティションのパーティション
を設定できます。を設定できます。
       

[10] 
        SCSI-over-Fibre Channel デバイスドライバーデバイスドライバー(zfcp デバイスドライバーデバイスドライバー)とスイッチを使用するとスイッチを使用する
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と、と、SCSI LUN をローカルに接続されたをローカルに接続された SCSI ドライブであるかのようにドライブであるかのように System z 上の上の Linux に提供に提供
できます。できます。
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第第19章章 インストールの準備インストールの準備

19.1. ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備

注記注記

      ネットワークベースのインストールを実行する場合は、ホストパーティションのドラネットワークベースのインストールを実行する場合は、ホストパーティションのドラ
イブにはインストールイブにはインストール DVD （もしくは（もしくは DVD またはまたは CD の他のタイプ）がないことを確の他のタイプ）がないことを確
認します。ドライブに認します。ドライブに DVD またはまたは CD があると、予期しないエラーが発生する可能性ががあると、予期しないエラーが発生する可能性が
あります。あります。
     

     20章章インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL) の説明に従って、ブートメディアが利用できることを確認します。の説明に従って、ブートメディアが利用できることを確認します。
    

     Red Hat Enterprise Linux インストールメディアは、ネットワークインストールインストールメディアは、ネットワークインストール(NFS、、FTP、、
HTTP、または、または HTTPS 経由経由)またはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにすまたはローカルストレージを使用したインストールで利用できるようにす
る必要があります。る必要があります。NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS のインストールを実行している場合は、以下のインストールを実行している場合は、以下
の手順に従います。の手順に従います。
    

     ネットワークを介したインストールに使用するネットワークを介したインストールに使用する NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーは、別サーバーは、別
のネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。別のサーバーには、仮想マシン、のネットワークアクセス可能なサーバーである必要があります。別のサーバーには、仮想マシン、
LPAR、またはその他のシステム、またはその他のシステム(Power Systems やや x86 システムのシステムの Linux などなど)を指定できます。イを指定できます。イ
ンストールンストール DVD-ROM の完全なコンテンツを提供する必要があります。の完全なコンテンツを提供する必要があります。
    

注記注記

      FTP、、NFS、、HTTP、または、または HTTPS でインストールファイルにアクセスするためにでインストールファイルにアクセスするために
使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー使用されるパブリックディレクトリーは、ネットワークサーバー上のローカルストレー
ジにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリージにマッピングされます。たとえば、ネットワークサーバーのローカルディレクトリー 
/var/www/inst/rhel6.9 は、は、http://network.server.com/inst/rhel6.9 としてアクセスできとしてアクセスでき
ます。ます。
     

      以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー以下の例では、インストールファイルが含まれるインストールステージングサーバー
のディレクトリーはのディレクトリーは /location/of/disk/space として指定されます。として指定されます。FTP、、NFS、、
HTTP、または、または HTTPS 経由で一般に公開されるディレクトリー経由で一般に公開されるディレクトリー
は、は、/publicly_available_directory として指定されます。たとえとして指定されます。たとえ
ば、ば、/location/of/disk/space は、は、/var/isos という名前のディレクトリーになりまという名前のディレクトリーになりま
す。す。/publicly_available_directory は、は、HTTP インストール用のインストール用の /var/www/html/rhel6.9 
である可能性があります。である可能性があります。
     

     以下では、以下では、ISO イメージイメージ が必要です。が必要です。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーを含むのコンテンツの完全なコピーを含む
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ファイルです。ファイルです。DVD からから ISO イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。イメージを作成するには、次のコマンドを使用します。
    

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

     ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージファイルに指イメージファイルに指
定する名前、定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステム上の場所へのパスでイメージが保存されるシステム上の場所へのパスで
す。す。
    

     インストールインストール DVD から、インストールステージングサーバーとして機能するから、インストールステージングサーバーとして機能する Linux インスタンスにインスタンスに
ファイルをコピーするには、ファイルをコピーするには、「「FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備」インストールの準備」  またはまたは 「「NFS インイン
ストールの準備」ストールの準備」 に進みます。に進みます。
    

19.1.1. FTP、、HTTP、および、および HTTPS インストールの準備インストールの準備

警告警告

       Apache Web サーバーまたはサーバーまたは tftp FTP サーバー設定でサーバー設定で SSL セキュリティーがセキュリティーが
有効になっている場合は、有効になっている場合は、TLSv1 プロトコルのみを有効にし、プロトコルのみを有効にし、SSLv2 およびおよび 
SSLv3 を必ず無効にしてください。を必ず無効にしてください。POODLE SSL 脆弱性脆弱性 (CVE-2014-3566) の影の影
響を受けないようにするためです。響を受けないようにするためです。Apache のセキュア化に関する詳細、およびのセキュア化に関する詳細、および 
https://access.redhat.com/solutions/1234773 tftp のセキュリティー保護に関すのセキュリティー保護に関す
る詳細は、を参照る詳細は、を参照 https://access.redhat.com/solutions/1232413 してください。してください。
      

      インストールインストール DVD のの ISO イメージからファイルを展開して、イメージからファイルを展開して、FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有で共有
されるディレクトリーに配置します。されるディレクトリーに配置します。
     

      次に、次に、 ディレクトリーがディレクトリーが FTP、、HTTP、または、または HTTPS で共有されていることを確認し、クライアで共有されていることを確認し、クライア
ントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストしてントアクセスを確認します。ディレクトリーがサーバー自体からアクセスできるかどうかをテストして
から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。から、インストールする同じサブネット上の別のマシンからアクセスできるかどうかをテストします。
     

19.1.2. NFS インストールの準備インストールの準備

      NFS をインストールする場合は、をインストールする場合は、ISO イメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませイメージからすべてのファイルを抽出する必要はありませ
ん。ん。ISO イメージ自体、イメージ自体、install.img ファイル、およびオプションでファイル、およびオプションで NFS 経由でネットワークサーバー経由でネットワークサーバー
でで product.img ファイルを利用できるようにするだけで十分です。ファイルを利用できるようにするだけで十分です。
     

1. 



第第19章章 インストールの準備インストールの準備

359

https://access.redhat.com/solutions/1234773
https://access.redhat.com/solutions/1232413


        ISO イメージをイメージを NFS のエクスポート済みディレクトリーに転送します。のエクスポート済みディレクトリーに転送します。Linux システムシステム
で、以下を実行します。で、以下を実行します。
       

mv /path_to_image/name_of_image.iso /publicly_available_directory/

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、publicly_available_directory はは NFS で利用可能なディレクトリー、またはで利用可能なディレクトリー、または 
NFS で利用可能にするディレクトリーです。で利用可能にするディレクトリーです。
       

2. 
        SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
       

$ sha256sum name_of_image.iso

        ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
       

3. 
        ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
       

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントではイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントで
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

        ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
       

4. 
        images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

360



ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
       

5. 
        公開されているディレクトリーのエントリーが、公開されているディレクトリーのエントリーが、NFS 経由で利用できるように、ネット経由で利用できるように、ネット
ワークサーバーのワークサーバーの /etc/exports ファイルに存在することを確認します。ファイルに存在することを確認します。
       

        ディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用しディレクトリーを特定のシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用し
ます。ます。
       

/publicly_available_directory client.ip.address (ro)

        ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用ディレクトリーをすべてのシステムに読み取り専用でエクスポートするには、以下を使用
します。します。
       

/publicly_available_directory * (ro)

6. 
        ネットワークサーバーで、ネットワークサーバーで、NFS デーモンを起動しますデーモンを起動します(Red Hat Enterprise Linux システシステ
ムでは、ムでは、/sbin/service nfs startを使用しますを使用します)。。NFS がすでに実行中の場合は、設定ファイルがすでに実行中の場合は、設定ファイル
を再読み込みしますを再読み込みします(Red Hat Enterprise Linux システムではシステムでは /sbin/service nfs reloadを使用を使用
しますします)。。
       

7. 
        Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド の指示に従っての指示に従って NFS 共有をテストする共有をテストする
ようにしてください。ようにしてください。NFS サーバーの起動と停止の詳細は、サーバーの起動と停止の詳細は、NFS のドキュメントを参照してくのドキュメントを参照してく
ださい。ださい。
       

注記注記

        Anaconda には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。には、インストールメディアの整合性をテストする機能があります。
DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方法で動作します。インスのインストール方法で動作します。インス
トールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべトールプロセスを開始する前に、およびインストール関連のバグを報告する前に、すべ
てのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグのてのインストールメディアをテストすることが推奨されます（実際に報告されたバグの
多くは、不適切に書き込まれた多くは、不適切に書き込まれた DVD によるものです）。このテストを使用するにによるものです）。このテストを使用するに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
      

linux mediacheck

19.2. ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備

     このオプションを使用して、このオプションを使用して、DVD ドライブなしでハードウェアシステムにドライブなしでハードウェアシステムに Red Hat Enterprise 
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Linux をインストールします。また、インストールフェーズをインストールします。また、インストールフェーズ 3 とネットワーク経由でパッケージリポジとネットワーク経由でパッケージリポジ
トリーにアクセスしたくない場合は、このオプションを使用します。トリーにアクセスしたくない場合は、このオプションを使用します。
    

19.2.1. インストールフェーズインストールフェーズ 3 およびハードドライブでのパッケージリポジトリーへのアクセスおよびハードドライブでのパッケージリポジトリーへのアクセス

注記注記

       DASD またはまたは FCP 接続の接続の SCSI ストレージを使用したハードドライブのインストーストレージを使用したハードドライブのインストー
ルは、ネイティブのルは、ネイティブの ext2 パーティション、パーティション、ext3 パーティション、パーティション、ext4 パーティションパーティション
からのみ有効です。ネイティブからのみ有効です。ネイティブ ext2、、ext3、または、または ext4 以外のデバイス（特に以外のデバイス（特に RAID 
またはまたは LVM パーティションに基づくファイルシステム）をベースとするファイルシステパーティションに基づくファイルシステム）をベースとするファイルシステ
ムがある場合、ハードドライブのインストールを行うためのソースとして使用できませムがある場合、ハードドライブのインストールを行うためのソースとして使用できませ
ん。ん。
      

      ハードドライブのインストールでは、インストールハードドライブのインストールでは、インストール DVD のの ISO イメージイメージ (DVD のコンテンツの完のコンテンツの完
全なコピーを含むファイル全なコピーを含むファイル)と、と、ISO イメージから抽出したイメージから抽出した install.img ファイルを使用します。ハードファイルを使用します。ハード
ドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時に、インストールソースドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時に、インストールソース
としてとして ハードドライブハードドライブ を選択できます。を選択できます。
     

      ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。ハードドライブのインストールでは以下のファイルを使用します。
     

        インストールインストール DVD のの ISO イメージイメージ。。ISO イメージは、イメージは、DVD のコンテンツの完全なコピーのコンテンツの完全なコピー
が含まれるファイルです。が含まれるファイルです。
       

        ISO イメージから抽出したイメージから抽出した install.img ファイル。ファイル。
       

        オプションで、オプションで、ISO イメージから抽出したイメージから抽出した product.img ファイル。ファイル。
       

      ハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストーハードドライブにこれらのファイルが存在すると、インストールプログラムの起動時にインストー
ルソースとしてルソースとして ハードドライブハードドライブ を選択できますを選択できます( 「インストール方法」「インストール方法」を参照してくださいを参照してください)。。
     

      20章章インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL) の説明に従って、ブートメディアが利用できることを確認します。の説明に従って、ブートメディアが利用できることを確認します。
     

      DASD またはまたは FCP 接続のデバイスをインストールソースとして準備するには、以下の手順に従いま接続のデバイスをインストールソースとして準備するには、以下の手順に従いま
す。す。
     

1. 
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        Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD のの ISO イメージを取得しますイメージを取得します( 1
章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。また、物理メディアに。また、物理メディアに DVD がが
ある場合は、ある場合は、Linux システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。システムで以下のコマンドを実行して、そのイメージを作成できます。
       

dd if=/dev/dvd of=/path_to_image/name_of_image.iso

        ここで、ここで、dvd はは DVD ドライブデバイス、ドライブデバイス、name_of_image は作成されるは作成される ISO イメージイメージ
ファイルに指定する名前、ファイルに指定する名前、path_to_image は、作成されるは、作成される ISO イメージが保存されるシステムイメージが保存されるシステム
上の場所へのパスです。上の場所へのパスです。
       

2. 
        ISO イメージをイメージを DASD デバイスまたはデバイスまたは SCSI デバイスに転送します。デバイスに転送します。
       

        ISO ファイルは、インストールフェーズファイルは、インストールフェーズ 1 でアクティベートされるハードドライブでアクティベートされるハードドライブ( 21
章章インストールフェーズインストールフェーズ 1: ネットワークデバイスの設定ネットワークデバイスの設定を参照を参照)またはインストールフェーズまたはインストールフェーズ 2 
( 22章章インストールフェーズインストールフェーズ 2: 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定を参照を参照)にある必要がありにある必要があり
ます。これはます。これは DASD を使用して自動的に可能です。を使用して自動的に可能です。
       

        FCP LUN の場合は、同じの場合は、同じ FCP LUN から起動から起動(IPL)するか、インストールフェーズするか、インストールフェーズ 1 メメ
ニューが提供するレスキューシェルを使用して、ニューが提供するレスキューシェルを使用して、ISO を保持するを保持する FCP LUN を手動でアクティを手動でアクティ
ブにする必要があります（ブにする必要があります（ 「「FCP LUN の動的なアクティベート」の動的なアクティベート」
       

3. 
        SHA256 チェックサムプログラムを使用して、コピーしたチェックサムプログラムを使用して、コピーした ISO イメージはそのままであるイメージはそのままである
ことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くのことを確認します。さまざまなオペレーティングシステム用に、多くの SHA256 チェックサムチェックサム
プログラムが利用できます。プログラムが利用できます。Linux システムで、以下を実行します。システムで、以下を実行します。
       

$ sha256sum name_of_image.iso

        ここで、ここで、name_of_image はは ISO イメージファイルの名前です。イメージファイルの名前です。SHA256 チェックサムプチェックサムプ
ログラムは、ログラムは、ハッシュハッシュ と呼ばれると呼ばれる 64 文字の文字列を表示します。このハッシュを、文字の文字列を表示します。このハッシュを、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの ダウンロードダウンロード ページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュとページにあるこの特定のイメージに表示されるハッシュと
比較します比較します( 1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linuxを参照してくださいを参照してください)。。2 つのハッシュはつのハッシュは
同一でなければなりません。同一でなければなりません。
       

4. 
        ISO イメージ内からイメージ内から ISO イメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレクイメージファイル自体を保存したディレクトリーと同じディレク
トリーにトリーに images/ ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。ディレクトリーをコピーします。以下のコマンドを実行します。
       

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/images /publicly_available_directory/
umount /mount_point

第第19章章 インストールの準備インストールの準備

363



        path_to_image はは ISO イメージファイルへのパス、イメージファイルへのパス、name_of_image はは ISO イメージイメージ
ファイルの名前、ファイルの名前、mount_point はイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントではイメージからファイルをコピーする際のマウントポイントで
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

mount -t iso9660 /var/isos/RHEL6.iso /mnt/tmp -o loop,ro
cp -pr /mnt/tmp/images /var/isos/
umount /mnt/tmp

        ISO イメージファイルとイメージファイルと images/ ディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようになディレクトリーが同じディレクトリーに並べるようにな
りました。りました。
       

5. 
        images/ ディレクトリーに少なくともディレクトリーに少なくとも install.img ファイルが含まれていることを確認し、ファイルが含まれていることを確認し、
インストールを続行できません。オプションで、インストールを続行できません。オプションで、images/ ディレクトリーにはディレクトリーには product.img 
ファイルが含まれている必要があります。ただし、ファイルが含まれている必要があります。ただし、最小最小 インストール用のパッケージのみがインストール用のパッケージのみが
パッケージグループ選択の段階で利用できますパッケージグループ選択の段階で利用できます( 「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。
       

重要重要

         install.img およびおよび product.img は、は、images/ ディレクトリー内のファイルディレクトリー内のファイル
のみである必要があります。のみである必要があります。
        

6. 
        新しい新しい z/VM ゲスト仮想マシンまたはゲスト仮想マシンまたは LPAR からから DASD またはまたは SCSI LUN にアクセスでにアクセスで
きるようにしてから、インストールを続行します。きるようにしてから、インストールを続行します。( 20章章インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL)を参照を参照)まま
たはたは 「ハードドライブからインストーラーを起動するための準備」「ハードドライブからインストーラーを起動するための準備」 を参照してください。を参照してください。
       

注記注記

       Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムは、インストールメディアの整インストールプログラムは、インストールメディアの整
合性をテストできます。合性をテストできます。DVD、ハードドライブ、ハードドライブ ISO、および、および NFS ISO のインストール方のインストール方
法で動作します。インストールプロセスを開始する前に、インストールメディアをすべ法で動作します。インストールプロセスを開始する前に、インストールメディアをすべ
てテストしてから、インストール関連のバグを報告することが推奨されます。このテスてテストしてから、インストール関連のバグを報告することが推奨されます。このテス
トを使用するには、トを使用するには、mediacheck パラメーターをパラメーターファイルに追加しますパラメーターをパラメーターファイルに追加します( 
「その他のパラメーター」「その他のパラメーター」を参照してくださいを参照してください)。。
      

19.2.1.1. ハードドライブからインストーラーを起動するための準備ハードドライブからインストーラーを起動するための準備

       インストールフェーズインストールフェーズ 3 およびパッケージリポジトリーへのアクセスに加えて、ハードドライブかおよびパッケージリポジトリーへのアクセスに加えて、ハードドライブか
らインストーラーを起動らインストーラーを起動(IPL)したい場合は、オプションで同じディスク（または別のディスク）にしたい場合は、オプションで同じディスク（または別のディスク）に zipl 
ブートローダーをインストールできます。ブートローダーをインストールできます。zipl はディスクごとにはディスクごとに 1 つのブートレコードのみをサポートつのブートレコードのみをサポート
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することに注意してください。ディスクに複数のパーティションがある場合、それらのパーティションすることに注意してください。ディスクに複数のパーティションがある場合、それらのパーティション
はすべてディスクのブートレコードを共有します。はすべてディスクのブートレコードを共有します。
      

       以下では、以下では、「インストールフェーズ「インストールフェーズ 3 およびハードドライブでのパッケージリポジトリーへのアクおよびハードドライブでのパッケージリポジトリーへのアク
セス」セス」 で説明されているようにハードドライブが準備され、で説明されているようにハードドライブが準備され、/mnt にマウントされ、既存のブートレにマウントされ、既存のブートレ
コードを保存する必要がないことを仮定します。コードを保存する必要がないことを仮定します。
      

       インストーラーを起動するハードドライブを準備するには、以下のコマンドを入力して、ハードドインストーラーを起動するハードドライブを準備するには、以下のコマンドを入力して、ハードド
ライブにライブに zipl ブートローダーをインストールします。ブートローダーをインストールします。
      

zipl -V -t /mnt/ -i /mnt/images/kernel.img -r /mnt/images/initrd.img -p /mnt/images/generic.prm

       zipl.conf の詳細は、『の詳細は、『Red Hat Enterprise Linux 6 のの Linux on System z Device Drivers, 
Features, and Commands』』 のの zipl の章を参照してください。の章を参照してください。
      

警告警告

        ディスクにオペレーティングシステムがインストールされており、後でそれにディスクにオペレーティングシステムがインストールされており、後でそれに
アクセスする予定がある場合は、アクセスする予定がある場合は、zipl ブートローダー（つまりブートローダー（つまり zipl.confの）に新しの）に新し
いエントリーを追加する方法についてはいエントリーを追加する方法については 『『、、Red Hat Enterprise Linux 6 上の上の 
Linux on System z Device Drivers, Features, and Commands』』 のの zipl の章を参の章を参
照してください。照してください。
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第第20章章 インストーラーの起動インストーラーの起動(IPL)

    インストーラーの初期起動インストーラーの初期起動(IPL)を実行する手順は、を実行する手順は、Red Hat Enterprise Linux を実行する環境を実行する環境(z/VM 
またはまたは LPAR のいずれかのいずれか)によって異なります。起動の詳細は、『によって異なります。起動の詳細は、『Red Hat Enterprise Linux 6 のの 
Linux on System z Device Drivers, Features, and Commands のの 『『Booting Linux』』 』』 の章を参照の章を参照
してください。してください。
   

20.1. Z/VM へのインストールへのインストール

     z/VM 環境にインストールする場合は、以下から起動できます。環境にインストールする場合は、以下から起動できます。
    

       z/VM 仮想リーダー仮想リーダー
      

       DASD またはまたは FCP 接続の接続の SCSI デバイスデバイス(zipl ブートローダーを設定済みブートローダーを設定済み)
      

       FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブドライブ
      

     Linux インストールに選択したインストールに選択した z/VM ゲストの仮想マシンにログオンします。ゲストの仮想マシンにログオンします。Red Hat Enterprise 
Linux のの x3270-text パッケージのパッケージの x3270 またはまたは c3270 を使用して、他のを使用して、他の Linux システムからシステムから z/VM にに
ログインできます。または、ログインできます。または、IBM System z Hardware Management Console (HMC)でで 3270 端末エ端末エ
ミュレーターを使用します。ミュレーターを使用します。Windows オペレーティングシステムが搭載されているマシンから作業しオペレーティングシステムが搭載されているマシンから作業し
ている場合、ている場合、Jolly Gianthttp://www.jollygiant.com/（）は（）は SSL 対応の対応の 3270 エミュレーターを提供しエミュレーターを提供し
ます。ます。wc3270 という名前のという名前の c3270 のフリーなネイティブのフリーなネイティブ Windows ポートもあります。ポートもあります。
    

注記注記

      使用中の使用中の 3270 接続が割り込みを受け、それまでのセッションがまだアクティブなた接続が割り込みを受け、それまでのセッションがまだアクティブなた
めに再ログインができない場合は、めに再ログインができない場合は、z/VM ログイン画面で以下のコマンドを入力すると、ログイン画面で以下のコマンドを入力すると、
それまでのセッションを新規のセッションに置き換えることができます。それまでのセッションを新規のセッションに置き換えることができます。
     

logon user here

      user にはには z/VM ゲスト仮想マシンの名前を入れてください。ゲスト仮想マシンの名前を入れてください。RACF などの外部セなどの外部セ
キュリティーマネージャーが使用されているかどうかによって、ログオンコマンドが異キュリティーマネージャーが使用されているかどうかによって、ログオンコマンドが異
なる場合があります。なる場合があります。
     

     ゲストでゲストで CMS (z/VM に同梱されるシングルユーザーオペレーティングシステムに同梱されるシングルユーザーオペレーティングシステム)を実行していないを実行していない
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場合は、以下のコマンドを入力してここで起動します。場合は、以下のコマンドを入力してここで起動します。
    

#cp ipl cms

     インストールターゲットには、インストールターゲットには、A ディスクディスク (多くの場合デバイス番号は多くの場合デバイス番号は 0191) などのなどの CMS ディスクディスク
を使用しないようにしてください。を使用しないようにしてください。CMS が使用しているディスクを確認するには、以下のクエリーをが使用しているディスクを確認するには、以下のクエリーを
使用します。使用します。
    

query disk

     以下の以下の CP (z/VM ハイパーバイザーであるハイパーバイザーである z/VM 制御プログラム制御プログラム) のの query コマンドを使用すると、コマンドを使用すると、
z/VM ゲスト仮想マシンのデバイス設定を確認できます。ゲスト仮想マシンのデバイス設定を確認できます。
    

       利用可能なメインメモリーをクエリーします。これは利用可能なメインメモリーをクエリーします。これは System z の用語での用語で ストレージストレージ と呼と呼
ばれます。ゲストには、最低ばれます。ゲストには、最低 512 メガバイトのメインメモリーが必要です。メガバイトのメインメモリーが必要です。
      

cp query virtual storage

       タイプの利用可能なネットワークデバイスをクエリーします。タイプの利用可能なネットワークデバイスをクエリーします。
      

osa

          OSA (CHPID タイプタイプ OSD、、real またはまたは virtual （（VSWITCH またはまたは GuestLAN タイタイ
ププ QDIO)の両方の両方(QDIO モードモード)
         

hsi

          HiperSockets (CHPID タイプタイプ IQD、物理または仮想（、物理または仮想（GuestLAN タイプタイプ Hipers)））
         

lcs

          LCS (CHPID タイプタイプ OSE)
         

       たとえば、上記のネットワークデバイスタイプをすべて問い合わせるには、次のコマンドたとえば、上記のネットワークデバイスタイプをすべて問い合わせるには、次のコマンド
を実行します。を実行します。
      

cp query virtual osa
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       利用できる利用できる DASD をクエリーします。インストールターゲットとして使用できるのは、をクエリーします。インストールターゲットとして使用できるのは、
RW のフラグが付いた読み取りのフラグが付いた読み取り/書き込みモードの書き込みモードの RW のみです。のみです。
      

cp query virtual dasd

       利用できる利用できる FCP チャネルをクエリーします。チャネルをクエリーします。
      

cp query virtual fcp

20.1.1. z/VM リーダーの使用リーダーの使用

      以下の手順に従って以下の手順に従って z/VM リーダーから起動します。リーダーから起動します。
     

1. 
        必要に応じて、必要に応じて、z/VM のの TCP/IP ツールを含むデバイスをツールを含むデバイスを CMS ディスクの一覧に追加しまディスクの一覧に追加しま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

        fm をを FILEMODE 文字に置き換えます。文字に置き換えます。
       

2. 
        コマンドを実行します。コマンドを実行します。
       

ftp host

        host は、ブートイメージは、ブートイメージ(kernel.img およびおよび initrd.img)をホストするをホストする FTP サーバーのホサーバーのホ
スト名またはスト名または IP アドレスです。アドレスです。
       

3. 
        ログインして以下のコマンドを実行します。既存のログインして以下のコマンドを実行します。既存の kernel.img ファイル、ファイル、initrd.img ファファ
イル、イル、generic.prm ファイル、またはファイル、または redhat.exec ファイルを上書きしている場合は、ファイルを上書きしている場合は、(repl オオ
プションを使用します。プションを使用します。
       

cd /location/of/install-tree/images/
ascii 
get generic.prm (repl 
get redhat.exec (repl 
locsite fix 80 

cp link tcpmaint 592 592
acc 592 fm
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binary 
get kernel.img (repl 
get initrd.img (repl 
quit

4. 
        必要に応じて、必要に応じて、CMS コマンドコマンド filelist を使用して受信したファイルとその形式を表示し、を使用して受信したファイルとその形式を表示し、
ファイルが正しく転送されたかどうかを確認します。ファイルが正しく転送されたかどうかを確認します。Format コラムでコラムで kernel.img とと 
initrd.img のレコードの長さが固定形式を示すのレコードの長さが固定形式を示す F になっていること、になっていること、Lrecl コラムでそのレコーコラムでそのレコー
ドの長さがドの長さが 80 になっていることが重要になります。以下に例を示します。になっていることが重要になります。以下に例を示します。
       

VMUSER FILELIST A0 V 169 Trunc=169 Size=6 Line=1 Col=1 Alt=0
Cmd Filename Filetype Fm Format Lrecl Records Blocks Date Time
 REDHAT EXEC B1 V 22 1 1 4/15/10 9:30:40
 GENERIC PRM B1 V 44 1 1 4/15/10 9:30:32
 INITRD IMG B1 F 80 118545 2316 4/15/10 9:30:25
 KERNEL IMG B1 F 80 74541 912 4/15/10 9:30:17

        PF3 を押してを押して filelist を終了し、を終了し、CMS プロンプトに戻ります。プロンプトに戻ります。
       

5. 
        最後に最後に REXX スクリプトスクリプト redhat.exec を実行して、インストーラーを起動しますを実行して、インストーラーを起動します(IPL)。。
       

redhat

20.1.2. 設定済み設定済み DASD の使用の使用

      準備済み準備済み DASD から起動し、から起動し、Red Hat Enterprise Linux インストーラーを参照するインストーラーを参照する zipl ブートメブートメ
ニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用します。ニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用します。
     

cp ipl DASD device number loadparm boot_entry_number

      DASD デバイス番号デバイス番号 を起動デバイスのデバイス番号に置き換え、を起動デバイスのデバイス番号に置き換え、boot_entry_number を、このデを、このデ
バイスのバイスの zipl 設定メニューに置き換えます。以下に例を示します。設定メニューに置き換えます。以下に例を示します。
     

cp ipl eb1c loadparm 0

20.1.3. 設定済み設定済み FCP 接続の接続の SCSI ディスクの使用ディスクの使用

      設定済み設定済み FCP を接続したを接続した SCSI ディスクから起動するには、以下の手順を実行します。ディスクから起動するには、以下の手順を実行します。
     

1. 
        FCP ストレージエリアネットワークで準備したストレージエリアネットワークで準備した SCSI ディスクにアクセスするようにディスクにアクセスするように 
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z/VM のの SCSI ブートローダーを設定します。ブートローダーを設定します。Red Hat Enterprise Linux インストーラーを参照インストーラーを参照
する準備済みのする準備済みの zipl ブートメニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用しまブートメニューエントリーを選択します。コマンドを次の形式で使用しま
す。す。
       

cp set loaddev portname WWPN lun LUN bootprog boot_entry_number

        WWPN はストレージシステムのはストレージシステムの WWPN に、に、LUN はディスクのはディスクの LUN に置き換えます。に置き換えます。16 
桁の桁の 16 進数は、それぞれ進数は、それぞれ 8 桁の桁の 2 つのペアに分割する必要があります。以下に例を示しまつのペアに分割する必要があります。以下に例を示しま
す。す。
       

cp set loaddev portname 50050763 050b073d lun 40204011 00000000 bootprog 0

2. 
        必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。
       

query loaddev

3. 
        コマンドを使用して、ディスクを含むストレージシステムに接続しているコマンドを使用して、ディスクを含むストレージシステムに接続している FCP デバイスデバイス
をを IPL します。します。
       

cp ipl FCP_device 

        以下に例を示します。以下に例を示します。
       

cp ipl fc00

20.1.4.  FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブドライブ

      これには、これには、FCP-to-SCSI ブリッジに接続し、ブリッジに接続し、System z のの FCP アダプターに接続しているアダプターに接続している SCSI 
DVD ドライブが必要です。ドライブが必要です。FCP アダプターを設定し、アダプターを設定し、z/VM で利用できるようにする必要があります。で利用できるようにする必要があります。
     

1. 
        DVD ドライブにドライブに Red Hat Enterprise Linux for System z DVD を挿入します。を挿入します。
       

2. 
        FCP ストレージエリアネットワークのストレージエリアネットワークの DVD ドライブにアクセスできるようにドライブにアクセスできるように z/VM のの 
SCSI ブートローダーを設定し、ブートローダーを設定し、Red Hat Enterprise Linux for System z DVD のブートエントのブートエント
リーにリーに 1 を指定します。コマンドを次の形式で使用します。を指定します。コマンドを次の形式で使用します。
       

cp set loaddev portname WWPN lun FCP_LUN bootprog 1
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        WWPN は、は、FCP-to-SCSI ブリッジのブリッジの WWPN に、に、FCP_LUN は、は、DVD ドライブのドライブの LUN 
に置き換えます。に置き換えます。16 桁の桁の 16 進数は、それぞれ進数は、それぞれ 8 桁の桁の 2 つのペアに分割する必要があります。つのペアに分割する必要があります。
以下に例を示します。以下に例を示します。
       

cp set loaddev portname 20010060 eb1c0103 lun 00010000 00000000 bootprog 1

3. 
        必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。必要に応じて、次のコマンドで設定を確認します。
       

cp query loaddev

4. 
        FCP-to-SCSI ブリッジに接続しているブリッジに接続している FCP デバイスでデバイスで IPL を行います。を行います。
       

cp ipl FCP_device

        以下に例を示します。以下に例を示します。
       

cp ipl fc00

20.2. LPAR へのインストールへのインストール

     LPAR (論理パーティション論理パーティション) 内にインストールする場合は以下から起動することができます。内にインストールする場合は以下から起動することができます。
    

       FTP サーバーサーバー
      

       HMC またはまたは SE のの DVD ドライブドライブ
      

       DASD またはまたは FCP 接続の接続の SCSI ドライブドライブ(zipl ブートローダーを設定済みブートローダーを設定済み)
      

       FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブドライブ
      

     上記に共通する手順をまず実行します。上記に共通する手順をまず実行します。
    

1. 
       IBM System z Hardware Management Console (HMC)またはまたは Support Element (SE)に、に、
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LPAR に新しいオペレーティングシステムをインストールするのに十分な権限を持つユーザーに新しいオペレーティングシステムをインストールするのに十分な権限を持つユーザー
としてログインします。としてログインします。SYSPROG ユーザーが推奨ユーザーになります。ユーザーが推奨ユーザーになります。
      

2. 
       Images を選択し、インストールするを選択し、インストールする LPAR を選択します。右側にあるフレーム内の矢印を選択します。右側にあるフレーム内の矢印
を使ってを使って CPC Recovery (CPC リカバリーリカバリー) メニューに進みます。メニューに進みます。
      

3. 
       Operating System Messages をダブルクリックして、をダブルクリックして、Linux ブートメッセージが表示さブートメッセージが表示さ
れ、ユーザー入力が必要になる可能性のあるテキストコンソールを表示します。れ、ユーザー入力が必要になる可能性のあるテキストコンソールを表示します。Linux on 
System z Device Drivers, Features, and 『『Commands on System z Device Drivers, 
Features, and commands on Red Hat Enterprise Linux 6』』 and the 『『Hardware 
Management Console Operations Guide』』, order number の章を参照してください。の章を参照してください。 [SC28-
6857]詳細は、、を参照してください。詳細は、、を参照してください。
      

     インストールソースの手順に進みます。インストールソースの手順に進みます。
    

20.2.1. FTP サーバーの使用サーバーの使用

1. 
        Load from CD-ROM, DVD, or Server (CD-ROM、、DVD、またはサーバーからロード、またはサーバーからロード) をダをダ
ブルクリックします。ブルクリックします。
       

2. 
        続いて表示されるダイアログボックスで、続いて表示されるダイアログボックスで、FTP Source を選択し、以下の情報を入力しまを選択し、以下の情報を入力しま
す。す。 Host Computer: インストール元となるインストール元となる FTP サーバーのホスト名またはサーバーのホスト名または IP アドレスアドレス
(ftp.redhat.com などなど)のユーザーのユーザー ID: FTP サーバー（または匿名）パスワードでのユーザーサーバー（または匿名）パスワードでのユーザー
名：名： パスワード（匿名でログインする場合はメールアドレスを使用します）（オプション）。パスワード（匿名でログインする場合はメールアドレスを使用します）（オプション）。 
このフィールドには、ファイルの場所は空のままにします（オプション）。このフィールドには、ファイルの場所は空のままにします（オプション）。 Red Hat 
Enterprise Linux for System z を保持するを保持する FTP サーバーのディレクトリーサーバーのディレクトリー
（例：（例：/rhel/s390x/））
       

3. 
        Continue (続行続行) をクリックします。をクリックします。
       

4. 
        次に表示されるダイアログボックスでは、次に表示されるダイアログボックスでは、generic.ins のデフォルト選択はそのままにしのデフォルト選択はそのままにし
て、て、Continue (続行続行) をクリックします。をクリックします。
       

20.2.2. HMC またはまたは SE DVD ドライブの使用ドライブの使用

1. 
        Load from CD-ROM, DVD, or Server (CD-ROM、、DVD、またはサーバーからロード、またはサーバーからロード) をダをダ
ブルクリックします。ブルクリックします。
       

2. 
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        続いて表示されるダイアログボックスで、続いて表示されるダイアログボックスで、Local CD-ROM / DVD を選択し、を選択し、Continue をを
クリックします。クリックします。
       

3. 
        続いて表示されるダイアログで、続いて表示されるダイアログで、generic.ins のデフォルト選択はそのままにしのデフォルト選択はそのままにし
て、て、Continue をクリックします。をクリックします。
       

20.2.3. 設定済み設定済み DASD の使用の使用

1. 
        Load (ロードロード) をダブルクリックします。をダブルクリックします。
       

2. 
        続いて表示されるダイアログボックスの続いて表示されるダイアログボックスの Load type でで Normal を選択します。を選択します。
       

3. 
        Load address （ロードアドレス）は（ロードアドレス）は DASD のデバイス番号を入力します。のデバイス番号を入力します。
       

4. 
        Load parameter には、には、Red Hat Enterprise Linux インストーラーの起動用に準備したインストーラーの起動用に準備した 
zipl ブートメニューエントリーに対応する数字を入力します。ブートメニューエントリーに対応する数字を入力します。
       

5. 
        OK ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
       

20.2.4. 設定済み設定済み FCP 接続の接続の SCSI ディスクの使用ディスクの使用

1. 
        Load (ロードロード) をダブルクリックします。をダブルクリックします。
       

2. 
        続いて表示されるダイアログボックスの続いて表示されるダイアログボックスの Load typeでで SCSI を選択します。を選択します。
       

3. 
        Load address は、は、SCSI ディスクに接続しているディスクに接続している FCP チャネルのデバイス番号を入力しチャネルのデバイス番号を入力し
ます。ます。
       

4. 
        World wide port name は、ディスクを含むストレージシステムのは、ディスクを含むストレージシステムの WWPN をを 16 桁の桁の 16 
進数で入力します。進数で入力します。
       

5. 
        Logical unit number には、ディスクのには、ディスクの LUN がが 16 桁の桁の 16 進数で入力されます。進数で入力されます。
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6. 
        Boot program selector には、には、Red Hat Enterprise Linux インストーラーの起動用に準備インストーラーの起動用に準備
したした zipl 起動メニューエントリーに対応する数字が入力されます。起動メニューエントリーに対応する数字が入力されます。
       

7. 
        Boot record logical block address (ブートレコードの論理ブロックアドレスブートレコードの論理ブロックアドレス) はは 0 のままのまま
にしておきます。また、にしておきます。また、Operating system specific load parameters (オペレーティングシスオペレーティングシス
テム固有のロードパラメーターテム固有のロードパラメーター) は空のままにしておきます。は空のままにしておきます。
       

8. 
        OK ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
       

20.2.5. FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブドライブ

      SCSI DVD ドライブをドライブを FCP-to-SCSI ブリッジに接続し、次にブリッジに接続し、次に System z マシンのマシンの FCP アダプターアダプター
に接続する必要があります。に接続する必要があります。FCP アダプターを設定し、アダプターを設定し、LPAR で利用できるようにする必要がありまで利用できるようにする必要がありま
す。す。
     

1. 
        DVD ドライブにドライブに Red Hat Enterprise Linux for System z DVD を挿入します。を挿入します。
       

2. 
        Load をダブルクリックします。をダブルクリックします。
       

3. 
        続いて表示されるダイアログボックスの続いて表示されるダイアログボックスの Load typeでで SCSI を選択します。を選択します。
       

4. 
        Load address は、は、FCP-to-SCSI ブリッジに接続しているブリッジに接続している FCP チャネルのデバイス番号チャネルのデバイス番号
を入力します。を入力します。
       

5. 
        World wide port name には、には、FCP-to-SCSI ブリッジのブリッジの WWPN をを 16 桁の桁の 16 進数で入力進数で入力
します。します。
       

6. 
        Logical unit number には、には、DVD ドライブのドライブの LUN がが 16 桁の桁の 16 進数で入力されます。進数で入力されます。
       

7. 
        Boot program selector には番号には番号 1 を入力し、を入力し、Red Hat Enterprise Linux for System z 
DVD のブートエントリーを選択します。のブートエントリーを選択します。
       

8. 
        Boot record logical block address (ブートレコードの論理ブロックアドレスブートレコードの論理ブロックアドレス) はは 0 のままのまま
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にしておきます。また、にしておきます。また、Operating system specific load parameters (オペレーティングシスオペレーティングシス
テム固有のロードパラメーターテム固有のロードパラメーター) は空のままにしておきます。は空のままにしておきます。
       

9. 
        OK ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
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第第21章章 インストールフェーズインストールフェーズ 1: ネットワークデバイスの設定ネットワークデバイスの設定

    カーネルが起動したら、カーネルが起動したら、linuxrc プログラムを使用してネットワークデバイスをプログラムを使用してネットワークデバイスを 1 つ設定します。イつ設定します。イ
ンストールを完了するには、このネットワークデバイスが必要です。（デフォルトのパラメーターファンストールを完了するには、このネットワークデバイスが必要です。（デフォルトのパラメーターファ
イルイル generic.prmを使用して）対話的にインストールする場合は、ネットワークに関する質問を行いまを使用して）対話的にインストールする場合は、ネットワークに関する質問を行いま
す。マイグレーションや類似の形でデータの準備を整えるとよいでしょう。この手順を自動化するにす。マイグレーションや類似の形でデータの準備を整えるとよいでしょう。この手順を自動化するに
は、パラメーターファイルまたはは、パラメーターファイルまたは CMS 設定ファイルに各オプションの情報を指定します。設定ファイルに各オプションの情報を指定します。
   

    たとえば、たとえば、z/VM でで OSA ネットワークアダプターを設定する方法を見ていきます。ネットワークアダプターを設定する方法を見ていきます。linuxrc が起動すが起動す
ると、以下のメッセージが表示されます。ると、以下のメッセージが表示されます。
   

Starting the zSeries initrd to configure networking. Version is 1.2
Starting udev...

    ネットワークデバイスは意味があり、リストされています。デバイスの一覧は、使用されるネットワークデバイスは意味があり、リストされています。デバイスの一覧は、使用される 
cio_ignore カーネルパラメーターによって異なります。カーネルパラメーターによって異なります。cio_ignore が原因でデバイスが見つからないが原因でデバイスが見つからない
場合は、無視されるデバイスの一覧をクリアできます。これには少し時間がかかる場合があります。場合は、無視されるデバイスの一覧をクリアできます。これには少し時間がかかる場合があります。
LPAR などのデバイスが多数ある場合には、一覧が長いことに注意してください。などのデバイスが多数ある場合には、一覧が長いことに注意してください。
   

Scanning for available network devices...
Autodetection found 0 devices.
Note: There is a device blacklist active! (Clearing might take long)
c) clear blacklist, m) manual config, r) rescan, s) shell:
c
Clearing device blacklist...
Scanning for available network devices...
Autodetection found 14 devices.
 
NUM CARD CU CHPID TYPE DRIVER IF DEVICES
 1 OSA (QDIO) 1731/01 00 OSD qeth eth 0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502
 2 OSA (QDIO) 1731/01 01 OSD qeth eth 0.0.f503,0.0.f504,0.0.f505
 3 OSA (QDIO) 1731/01 02 OSD qeth eth 0.0.1010,0.0.1011,0.0.1012
 4 HiperSockets 1731/05 03 IQD qeth hsi 0.0.1013,0.0.1014,0.0.1015
 5 OSA (QDIO) 1731/01 04 OSD qeth eth 0.0.1017,0.0.1018,0.0.1019
 6 CTC adapter 3088/08 12 ? ctcm ctc 0.0.1000,0.0.1001
 7 escon channel 3088/1f 12 ? ctcm ctc 0.0.1002,0.0.1003
 8 ficon channel 3088/1e 12 ? ctcm ctc 0.0.1004,0.0.1005
 9 OSA (QDIO) 1731/01 76 OSD qeth eth 0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2
 10 LCS OSA 3088/60 8a OSE lcs eth 0.0.1240,0.0.1241
 11 HiperSockets 1731/05 fb IQD qeth hsi 0.0.8024,0.0.8025,0.0.8026
 12 HiperSockets 1731/05 fc IQD qeth hsi 0.0.8124,0.0.8125,0.0.8126
 13 HiperSockets 1731/05 fd IQD qeth hsi 0.0.8224,0.0.8225,0.0.8226
 14 HiperSockets 1731/05 fe IQD qeth hsi 0.0.8324,0.0.8325,0.0.8326
 
<num>) use config, m) manual config, r) rescan, s) shell:

    使用する設定の数を入力します（例：使用する設定の数を入力します（例： 9 ）。テーブルから選択すると、インストーラーにネットワー）。テーブルから選択すると、インストーラーにネットワー
クデバイスの種類とそのサブチャネルのデバイスアドレスに関する情報が表示されます。または、クデバイスの種類とそのサブチャネルのデバイスアドレスに関する情報が表示されます。または、m をを
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入力して、ネットワーク種別入力して、ネットワーク種別(qeth)、読み取り、書き込み、データチャネル、および、読み取り、書き込み、データチャネル、および OSA ポートの入ポートの入
力に進みます。力に進みます。Enter を押してデフォルトを受け入れます。を押してデフォルトを受け入れます。z/VM でで Enter をを 2 回押す必要がある場合回押す必要がある場合
があります。があります。
   

m
 
* NOTE: To enter default or empty values press enter twice. *
 
 
Network type (qeth, lcs, ctc, ? for help). Default is qeth:
qeth
 
Read,write,data channel (e.g. 0.0.0300,0.0.0301,0.0.0302 or ? for help).
0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2
 
Portname (1..8 characters, or ? for help). Default is no portname:
 
 
Relative port number for OSA (0, 1, or ? for help). Default is 0:
 
 
 
Activating network device...
Detected: OSA card in OSD mode, Gigabit Ethernet

    次に、次に、Linux インスタンスに関する質問が表示されます。インスタンスに関する質問が表示されます。
   

 Hostname of your new Linux guest (FQDN e.g. s390.redhat.com or ? for help):
host.subdomain.domain

IPv4 address / IPv6 addr. (e.g. 10.0.0.2 / 2001:0DB8:: or ? for help)
10.0.0.42
 
IPv4 netmask or CIDR prefix (e.g. 255.255.255.0 or 1..32 or ? for help). Default is 255.0.0.0:
24
 
IPv4 address of your default gateway or ? for help:
10.0.0.1
Trying to reach gateway 10.0.0.1...
 
IPv4 addresses of DNS servers (separated by colons ':' or ? for help):
10.1.2.3:10.3.2.1
Trying to reach DNS servers...
 
DNS search domains (separated by colons ':' or ? for help):
subdomain.domain:domain
 
DASD range (e.g. 200-203,205 or ? for help). Default is autoprobing:
eb1c
Activated DASDs:
0.0.eb1c(ECKD) dasda : active, blocksize: 4096, 1803060 blocks, 7043 MB

重要重要
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重要重要

     インストーラーにはインストーラーには DASD の定義が必要です。の定義が必要です。SCSI のみのインストールの場合は、のみのインストールの場合は、
何何 もも 入力しません。これは、定義された入力しません。これは、定義された DASD パラメーターの要件を満たす一方で、パラメーターの要件を満たす一方で、
SCSI のみの環境になります。のみの環境になります。
    

    間違えた場合はダイアログがエラーを認識し、パラメーターの再入力を尋ねるか、後で戻ってダイア間違えた場合はダイアログがエラーを認識し、パラメーターの再入力を尋ねるか、後で戻ってダイア
ログを再起動することができます。ログを再起動することができます。
   

 Incorrect ... (<OPTION-NAME>):
0) redo this parameter, 1) continue, 2) restart dialog, 3) halt, 4) shell

    ダイアログを再起動すると、以下の前に入力した内容が記憶されます。ダイアログを再起動すると、以下の前に入力した内容が記憶されます。
   

 Network type
0) default is previous "qeth", 1) new value, ?) help

    設定の最後に、設定の最後に、Initial configuration completed というメッセージが表示されます。というメッセージが表示されます。
   

 Initial configuration completed.
 
c) continue, p) parm file/configuration, n) network state, r) restart, s) shell

    これでこれで n を入力してネットワーク設定を確認できるようになりました。を入力してネットワーク設定を確認できるようになりました。
   

 n
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 02:00:00:AB:C9:81
 inet addr:10.0.0.42 Bcast:10.0.0.255 Mask:255.255.255.0
 UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1492 Metric:1
 RX packets:64 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
 TX packets:4 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
 collisions:0 txqueuelen:1000
 RX bytes:3334 (3.2 KiB) TX bytes:336 (336.0 b)
 
lo Link encap:Local Loopback
 inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0
 UP LOOPBACK RUNNING MTU:16436 Metric:1
 RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
 TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
 collisions:0 txqueuelen:0
 RX bytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)
 
Kernel IP routing table
Destination Gateway Genmask Flags Metric Ref Use Iface
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127.0.0.1 0.0.0.0 255.255.255.255 UH 0 0 0 lo
10.0.0.0 0.0.0.0 255.255.255.0 U 0 0 0 eth0
0.0.0.0 10.0.0.1 0.0.0.0 UG 0 0 0 eth0
 
c) continue, p) parm file/configuration, n) network state, r) restart, s) shell

    何かを変更する場合は、何かを変更する場合は、r を入力してダイアログを再起動します。パラメーターまたは設定ファイルを入力してダイアログを再起動します。パラメーターまたは設定ファイル
で指定したパラメーターを表示するか、対話的にで指定したパラメーターを表示するか、対話的に p を入力します。次に、ターミナルから出力をコピーを入力します。次に、ターミナルから出力をコピー
し、エディターに貼り付けて、ローカルワークステーションのディスクに保存できます。今後のインスし、エディターに貼り付けて、ローカルワークステーションのディスクに保存できます。今後のインス
トールで、コピーをパラメーターまたは設定ファイルのテンプレートとして使用できます。トールで、コピーをパラメーターまたは設定ファイルのテンプレートとして使用できます。
   

 p
 
NETTYPE=qeth
IPADDR=10.0.0.42
NETMASK=255.255.255.0
GATEWAY=10.0.0.1
HOSTNAME=host.subdomain.domain
SUBCHANNELS=0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2
LAYER2=1
MACADDR=02:00:00:AB:C9:81
PORTNAME=OSAPORT
DNS=10.1.2.3:10.3.2.1
SEARCHDNS=subdomain.domain:domain
DASD=eb1c
 
c) continue, p) parm file/configuration, n) network state, r) restart, s) shell

    再度、内容を変更するには、再度、内容を変更するには、r でダイアログを再起動します。最後に、すべてが順番に存在する場合でダイアログを再起動します。最後に、すべてが順番に存在する場合
は、は、c を入力して続行します。を入力して続行します。
   

 c
 
Starting sshd to allow login over the network.
 
Connect now to 10.0.0.42 and log in as user 'install' to start the
installation.
E.g. using: ssh -x install@10.0.0.42
For VNC or text mode, disable X11 forwarding (recommended) with 'ssh -x'.
For X11, enable X11 forwarding with 'ssh -X'.
 
You may log in as the root user to start an interactive shell.

    予備のネットワーク設定が完了し、インストーラーが予備のネットワーク設定が完了し、インストーラーが SSH デーモンを起動します。デーモンを起動します。SSH 経由で経由で  
Linux インスタンスにログインすることができます。キックスタートおよびコマンドラインモードでインスタンスにログインすることができます。キックスタートおよびコマンドラインモードで 
RUNKS=1 を使用している場合、を使用している場合、linuxrc は自動的にローダーを起動します。は自動的にローダーを起動します。
   

21.1. ターミナルに関する注記ターミナルに関する注記
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     インストール時に、インストールプログラムは行モードの端末にメッセージを表示します。これインストール時に、インストールプログラムは行モードの端末にメッセージを表示します。これ
は、は、LPAR 下にインストールする場合は下にインストールする場合は HMC Operating System Messages アプレット、またはアプレット、または z/VM 
下にインストールする場合は下にインストールする場合は 3270 ターミナルです。ターミナルです。
    

     linuxrc は、行モードのターミナルでレスキューシェルを提供します。は、行モードのターミナルでレスキューシェルを提供します。Enter キーキー(z/VM の配下の配下)を押を押
してシェルを起動します。してシェルを起動します。line-mode 端末で端末で vi エディターなどのフルスクリーンアプリケーションをエディターなどのフルスクリーンアプリケーションを
使用することはできません。必要に応じて、使用することはできません。必要に応じて、ex、または、または sed などの行モードベースのエディターに切などの行モードベースのエディターに切
り替えて、テキストファイルを編集します。り替えて、テキストファイルを編集します。
    

     長時間実行されるコマンドは、エスケープシーケンス長時間実行されるコマンドは、エスケープシーケンス Ctrl+C で割り込みできない可能性があることで割り込みできない可能性があること
に注意してください。自発的に時刻を返すに注意してください。自発的に時刻を返す オプションでコマンドを呼び出します。オプションでコマンドを呼び出します。3270 ターミナルのターミナルの
シェルは、システムを再起動する必要がある時点まで、インストールプロセス全体で利用できます。シェルは、システムを再起動する必要がある時点まで、インストールプロセス全体で利用できます。
    

     シェルが提供されたら、エラーレベルシェルが提供されたら、エラーレベル 0 で終了して、古いシェルインスタンスを置き換えたり、イで終了して、古いシェルインスタンスを置き換えたり、イ
ンストールシステムのシャットダウンを強制するためにゼロとは異なるエラーレベルで終了したりするンストールシステムのシャットダウンを強制するためにゼロとは異なるエラーレベルで終了したりする
ことができます。ことができます。
    

     ユーザーユーザー root を使用してインストール済みシステムに接続し、インストーラーを自動的に起動せずを使用してインストール済みシステムに接続し、インストーラーを自動的に起動せず
にに root シェルを取得します。問題の特定には、多くのシェルを取得します。問題の特定には、多くの ssh セッションに接続することができます。セッションに接続することができます。
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第第22章章 インストールフェーズインストールフェーズ 2: 言語およびインストールソースの設定言語およびインストールソースの設定

    グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必グラフィカルインストールプログラムを起動する前に、言語およびインストールソースを設定する必
要があります。要があります。
   

    デフォルトでは、対話形式でインストールする場合（デフォルトのパラメーターファイルデフォルトでは、対話形式でインストールする場合（デフォルトのパラメーターファイル 
generic.prmを使用）、ローダープログラムは言語を選択し、インストールソースはテキストモードでを使用）、ローダープログラムは言語を選択し、インストールソースはテキストモードで
開始します。新しい開始します。新しい ssh セッションには、以下のメッセージが表示されます。セッションには、以下のメッセージが表示されます。
   

Welcome to the anaconda install environment 1.2 for zSeries

22.1. 非対話的な行モードのインストール非対話的な行モードのインストール

     パラメーターファイルパラメーターファイル(「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」)またはキックスまたはキックス
タートファイルでタートファイルで cmdline オプションを起動オプションとして指定した場合オプションを起動オプションとして指定した場合( 「キックスタートファイ「キックスタートファイ
ルの作成」ルの作成」 を参照を参照)、ローダーは行モード指向のテキスト出力で起動します。このモードでは、必要な、ローダーは行モード指向のテキスト出力で起動します。このモードでは、必要な
すべての情報をキックスタートファイルに提供する必要があります。インストーラーは、ユーザーの対すべての情報をキックスタートファイルに提供する必要があります。インストーラーは、ユーザーの対
話を許可し、インストール情報が指定されていない場合は停止します。話を許可し、インストール情報が指定されていない場合は停止します。
    

22.2. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

     ローダーと後続のローダーと後続の anaconda はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示はいずれも、グラフィカルユーザーインターフェイスで一般的に表示
される画面上のされる画面上の ウィジェットウィジェット のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。のほとんどを含む画面ベースのインターフェイスを使用します。図図
22.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」およびおよび 図図22.2「「言言
語の選択語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」 は、インストールプロセス時に画面は、インストールプロセス時に画面
に表示されるウィジェットを示しています。に表示されるウィジェットを示しています。
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図図22.1 URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェットにあるように、インストールプログラムのウィジェット

[D]

図図22.2 言語の選択言語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェットウィジェット

[D]

     図図22.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」 およびおよび 図図
22.2「「言語の選択言語の選択 で表示されるインストールプログラムので表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」 に表示される最も重要なに表示される最も重要な
ウィジェットの一覧を以下に示します。ウィジェットの一覧を以下に示します。
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       window: Windows （通常はマニュアルの（通常はマニュアルの ダイアログダイアログ と呼ばれます）は、インストールプと呼ばれます）は、インストールプ
ロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることがロセス時に画面に表示されます。あるウィンドウで別のウィンドウをオーバーレイすることが
できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終できます。このような場合には、上部のウィンドウのみと対話できます。そのウィンドウで終
了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。了すると、ウィンドウが消え、下のウィンドウで作業を継続できます。
      

       チェックボックスチェックボックス - チェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能にチェックボックスを使用すると、機能の選択または選択解除が可能に
なります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）のなります。ボックスには、アスタリスク（選択済み）またはスペース（選択されていない）の
いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、いずれかが表示されます。カーソルがチェックボックス内にある場合は、Space を押して機能を押して機能
を選択または選択解除します。を選択または選択解除します。
      

       テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領テキスト入力：テキスト入力行は、インストールプログラムで必要な情報を入力できる領
域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。域です。カーソルがテキスト入力行に移動したら、その行で情報を入力または編集できます。
      

       テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時テキストウィジェット：テキストウィジェットは、テキスト表示用の画面領域です。時
折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま折、テキストウィジェットにチェックボックスなどの他のウィジェットを含めることもできま
す。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報がす。テキストウィジェットに、予約されているスペースで表示できる情報よりも多くの情報が
含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた含まれる場合、スクロールバーが表示されます。テキストウィジェット内のカーソルを置きた
場合は、場合は、Up およびおよび Down の矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールできの矢印キーを使用して、利用可能なすべての情報をスクロールでき
ます。現在の位置は、ます。現在の位置は、# 文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー文字でスクロールバーに表示されます。これにより、スクロールバー
が上に移動し、スクロールダウンします。が上に移動し、スクロールダウンします。
      

       スクロールバースクロールバー - ウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフウィンドウの下部にスクロールバーが表示され、現在ウィンドウのフ
レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用レームにリストまたはドキュメントのどの部分があるかを制御します。スクロールバーを使用
すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。すると、ファイルの任意の部分に簡単に移動できます。
      

       ボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要なボタンウィジェット：ボタンウィジェットは、インストールプログラムと対話する主要な
方法です。方法です。Tab キーおよびキーおよび Enter キーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストーキーを使用してこれらのボタンをナビゲートし、インストー
ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。ルプログラムのウィンドウに移動します。ボタンは強調表示されたときに選択できます。
      

       カーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およカーソル：ウィジェットではありませんが、カーソルは特定のウィジェットの選択（およ
び対話）に使用されます。カーソルがび対話）に使用されます。カーソルが widget からから widget に移動すると、ウィジェットが色をに移動すると、ウィジェットが色を
変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり変更するか、カーソル自体がウィジェットの位置内または隣の隣にのみ表示されることがあり
ます。ます。図図22.1「「URL セットアップセットアップにあるように、インストールプログラムのウィジェット」にあるように、インストールプログラムのウィジェット」 でで
は、カーソルはは、カーソルは Enable HTTP proxy チェックボックスに配置されます。チェックボックスに配置されます。図図8.2「「言語の選択言語の選択 でで
表示されるインストールプログラムの表示されるインストールプログラムのウィジェット」ウィジェット」OK ボタンにカーソルを表示します。ボタンにカーソルを表示します。
      

22.2.1. キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動

      インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。インストールダイアログを介したナビゲーションは、簡単なキーセットを介して実行されます。
カーソルを移動するには、カーソルを移動するには、左、左、右右 、、Up、および、および Down の矢印キーを使用します。の矢印キーを使用します。Tab、、Shift:Tab をを
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使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画使用して、画面上の各ウィジェットを前方または後方で循環させます。下部の下部には、ほとんどの画
面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。面に、利用可能なカーソル位置するキーの概要が表示されます。
     

      ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例：ボタンを非表示にするには、カーソルをボタンの上に配置し（例： Tab を使用）、を使用）、Space またはまたは 
Enter を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動を押します。アイテムの一覧から項目を選択するには、カーソルを選択する項目に移動
し、し、Enter を押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスにを押します。チェックボックスのある項目を選択するには、カーソルをチェックボックスに
移動し、移動し、Space を押して項目を選択します。選択を解除するには、を押して項目を選択します。選択を解除するには、Space をを 2 回押します。回押します。
     

      F12 を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。を押すと現在の値を受け入れ、次のダイアログに進みます。OK ボタンを押すのと同じです。ボタンを押すのと同じです。
     

警告警告

       ダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセスダイアログボックスが入力を待機している場合を除き、インストールプロセス
時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性時にキーを押しないでください（そうしないと、予期しない動作が発生する可能性
があります）。があります）。
      

22.3. 言語の選択言語の選択

     キーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択しますキーボードの矢印キーを使用して、インストールプロセスで使用する言語を選択します( 図図22.3「言「言
語の選択」語の選択」を参照してくださいを参照してください)。選択した言語が強調表示されたら、。選択した言語が強調表示されたら、Tab キーを押してキーを押して OK ボタンにボタンに
移動し、移動し、Enter キーを押して選択を確定します。パラメーターファイルでこの選択を自動化するには、キーを押して選択を確定します。パラメーターファイルでこの選択を自動化するには、
パラメーターファイルパラメーターファイル( lang= )またはキックスタートコマンドのまたはキックスタートコマンドの lang を使用しますを使用します( 「ローダーパラ「ローダーパラ
メーター」メーター」を参照してくださいを参照してください)。。「キックスタートを使用したインストールの自動化」「キックスタートを使用したインストールの自動化」
    

     ここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりまここで選択する言語は、インストール後にオペレーティングシステムのデフォルト言語になりま
す。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできます。適切な言語を選択すると、インストール後にタイムゾーン設定をターゲットにすることもできま
す。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しようす。インストールプログラムは、この画面で指定する内容に基づいて適切なタイムゾーンを定義しよう
とします。とします。
    

     追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。追加言語のサポートを追加するには、パッケージ選択段階でインストールをカスタマイズします。
詳細は、詳細は、「「 ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ 」」 を参照してください。を参照してください。
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図図22.3 言語の選択言語の選択

[D]

     適切な言語を選択したら、適切な言語を選択したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

22.4. インストール方法インストール方法

     キーボードの矢印キーを使用して、インストール方法を選択しますキーボードの矢印キーを使用して、インストール方法を選択します( 図図22.4「インストール方法」「インストール方法」をを
参照してください参照してください)。選択した方法が強調表示されたら。選択した方法が強調表示されたら Tab キーを押してキーを押して OK ボタンに移動し、ボタンに移動し、Enter 
キーを押して選択を確定します。キーを押して選択を確定します。
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図図22.4 インストール方法インストール方法

[D]

22.4.1. DVD からのインストールからのインストール

      DVD からから Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、をインストールするには、DVD ドライブにドライブに DVD を配置しを配置し
て、て、z/VM の場合はの場合は 「「 FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブ」ドライブ」 for LPAR で説明されているように、で説明されているように、DVD かか
らシステムを起動します。らシステムを起動します。「「FCP 接続の接続の SCSI DVD ドライブ」ドライブ」
     

      次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、次に、インストールプログラムはシステムをプローブし、DVD-ROM ドライブの特定を試みます。ドライブの特定を試みます。
SCSI DVD-ROM ドライブを検索することから開始します。ドライブを検索することから開始します。
     

注記注記

       この時点でインストールプロセスを中断するには、マシンを再起動してから起動メこの時点でインストールプロセスを中断するには、マシンを再起動してから起動メ
ディアを取り出します。ディアを取り出します。Write changes to disk screen の前に、いつでもインストールの前に、いつでもインストール
を安全にキャンセルできます。詳細は、を安全にキャンセルできます。詳細は、「ディスクへの変更の書き込み」「ディスクへの変更の書き込み」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
      

      DVD ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、ドライブが見つかり、ドライバーが読み込まれている場合は、DVD でメディアチェックを実でメディアチェックを実
行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、このステップをスキップすること行するオプションが表示されます。これには少し時間がかかるため、このステップをスキップすること
もできます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起もできます。ただし、後でインストーラーで問題が発生した場合には、サポートを呼び出す前に、再起
動してメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストール動してメディアチェックを実行する必要があります。メディアチェックダイアログから、インストール
プロセスの次の段階に進みますプロセスの次の段階に進みます( 「「Red Hat Enterprise Linux へようこそ」へようこそ」を参照してくださいを参照してください)。。
     

22.4.2. ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール
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      パーティションのパーティションの 選択選択 画面画面 は、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さは、ディスクパーティションからインストールする場合にのみ適用さ
れます（つまり、れます（つまり、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで ハードドライブハードドライブ を選択しました）。このダイアログを選択しました）。このダイアログ
では、では、Red Hat Enterprise Linux のインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーにのインストール元となるディスクパーティションとディレクトリーに
名前を付けることができます。名前を付けることができます。repo=hd 起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで起動オプションを使用している場合は、パーティションをすで
に指定している。に指定している。
     

図図22.5 ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択ハードドライブのインストール用のパーティションダイアログの選択

[D]

      利用可能なパーティションの一覧から、利用可能なパーティションの一覧から、ISO ファイルを含むパーティションを選択します。ファイルを含むパーティションを選択します。DASD 
名は名は /dev/dasd で始まります。各ドライブにはそれぞれ独自の文字があります（例：で始まります。各ドライブにはそれぞれ独自の文字があります（例： /dev/dasda またまた
はは /dev/sda ）。ドライブの各パーティションには、）。ドライブの各パーティションには、/dev/dasda1 やや /dev/sda1 などの番号が付けられなどの番号が付けられ
ます。ます。
     

      FCP LUN の場合は、同じの場合は、同じ FCP LUN から起動から起動(IPL)するか、またはするか、または linuxrc メニューが提供するレスメニューが提供するレス
キューシェルを使用して、キューシェルを使用して、ISO を保持するを保持する FCP LUN を手動でアクティブにする必要があります（を手動でアクティブにする必要があります（ 
「「FCP LUN の動的なアクティベート」の動的なアクティベート」
     

      また、また、イメージを保持するディレクトリーイメージを保持するディレクトリー を指定します。を指定します。ISO イメージファイルを含むドライブかイメージファイルを含むドライブか
ら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しまら完全なディレクトリーパスを入力します。以下の表には、この情報の入力方法の例をいくつか示しま
す。す。
     

表表22.1 パーティションタイプごとに異なるパーティションタイプごとに異なる ISO イメージの場所イメージの場所
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 ファイルシステムファイルシステム  マウントポイントマウントポイント  ファイルへの元のパファイルへの元のパ
スス 

 使用するディレクト使用するディレクト
リーリー 

 ext2、、ext3、、ext4  /home  /home/user1/RHEL6
.9 

 /user1/RHEL6.9 

      ISO イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、イメージがパーティションのルート（トップレベル）ディレクトリーにある場合は、/ を入力しを入力し
ます。ます。ISO イメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパーイメージがマウントされたパーティションのサブディレクトリーにある場合は、そのパー
ティション内のティション内の ISO イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、イメージを保持するディレクトリーの名前を入力します。たとえば、ISO イメージイメージ
が正常にが正常に /home/ としてマウントされ、イメージがとしてマウントされ、イメージが /home/new/ にある場合は、にある場合は、/new/ を入力します。を入力します。
     

重要重要

       スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。スラッシュのないエントリーにより、インストールが失敗する場合があります。
      

      OK を選択して続行します。を選択して続行します。23章章インストールフェーズインストールフェーズ 3: Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進に進
みます。みます。
     

22.4.3. ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行

      インストールプログラムはネットワークに対応しており、多くの機能にネットワーク設定を使用でインストールプログラムはネットワークに対応しており、多くの機能にネットワーク設定を使用で
きます。きます。System z では、インストールフェーズでは、インストールフェーズ 2 およびおよび 3 が、以前に対話的またはインストールが、以前に対話的またはインストール
フェーズフェーズ 1 のパラメーターまたは設定ファイルにより指定したネットワーク設定値を引き継ぎます。まのパラメーターまたは設定ファイルにより指定したネットワーク設定値を引き継ぎます。ま
た、プロセスの後半で追加のソフトウェアリポジトリーを参照するようインストールプログラムに指示た、プロセスの後半で追加のソフトウェアリポジトリーを参照するようインストールプログラムに指示
することもできます。することもできます。
     

        NFS 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「NFS 経由でのインストール」経由でのインストール」 に進みます。に進みます。
       

        Web またはまたは FTP 経由でインストールする場合は、経由でインストールする場合は、「「FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用を使用
したインストール」したインストール」 に進みます。に進みます。
       

22.4.4. NFS 経由でのインストール経由でのインストール

      NFS ダイアログは、ダイアログは、インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで NFS イメージイメージ を選択している場合にのみ適用を選択している場合にのみ適用
されます。されます。repo=nfs 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい起動オプションを使用している場合は、サーバーおよびパスをすでに指定してい
ます。ます。
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図図22.6 NFS 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

1. 
        NFS server name フィールドにフィールドに NFS サーバーのドメイン名またはサーバーのドメイン名または IP アドレスを入力しまアドレスを入力しま
す。たとえば、ドメインす。たとえば、ドメイン example.com のの eastcoast という名前のホストからインストールすという名前のホストからインストールす
る場合は、る場合は、eastcoast.example.com を入力します。を入力します。
       

2. 
        Red Hat Enterprise Linux 6.9 directory フィールドに、エクスポートしたディレクトリーフィールドに、エクスポートしたディレクトリー  
の名前を入力します。の名前を入力します。
       

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux インストールツリーのミラーをエクスインストールツリーのミラーをエクス
ポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。すポートする場合は、インストールツリーのルートを含むディレクトリーを入力します。す
べてが正しく指定された場合は、べてが正しく指定された場合は、Red Hat Enterprise Linux のインストールプログラムがのインストールプログラムが
実行していることを示すメッセージが表示されます。実行していることを示すメッセージが表示されます。
         

          NFS サーバーがサーバーが Red Hat Enterprise Linux DVD のの ISO イメージをエクスポートすイメージをエクスポートす
る場合は、る場合は、ISO イメージが含まれるディレクトリーを入力します。イメージが含まれるディレクトリーを入力します。
         

        「「NFS インストールの準備」インストールの準備」 で説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディで説明されている設定に従う場合、エクスポートしたディ
レクトリーは、レクトリーは、public _available_directory で指定したディレクトリーで指定したディレクトリー  になります。になります。
       

3. 
        NFS マウントオプションマウントオプション フィールドに、必要なフィールドに、必要な NFS マウントオプションマウントオプション を指定します。を指定します。
オプションの包括的な一覧は、オプションの包括的な一覧は、mount およびおよび nfs のの man ページを参照してください。マウンページを参照してください。マウン
トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。トオプションが必要ない場合は、フィールドを空のままにします。
       

4. 
        23章章インストールフェーズインストールフェーズ 3: Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
       

22.4.5. FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール
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重要重要

       インストールソースにインストールソースに URL を指定する場合は、を指定する場合は、http:// またはまたは https:// またはまたは ftp:// 
をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。をプロトコルとして明示的に指定する必要があります。
      

      URL ダイアログは、ダイアログは、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーからインストールする場合にのみ適用サーバーからインストールする場合にのみ適用
されますされます( インストール方法インストール方法 ダイアログでダイアログで URL を選択した場合を選択した場合)。このダイアログで、。このダイアログで、Red Hat 
Enterprise Linux のインストール元となるのインストール元となる FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーに関する情報の入力サーバーに関する情報の入力
が求められます。が求められます。repo=ftp またはまたは repo=http 起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび起動オプションを使用している場合は、サーバーおよび
パスをすでに指定している。パスをすでに指定している。
     

      インストールするインストールする FTP、、HTTP、または、または HTTPS サイトの名前またはサイトの名前または IP アドレスと、アーキテクアドレスと、アーキテク
チャーのチャーの /images ディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しまディレクトリーが含まれるディレクトリーの名前を入力します。以下に例を示しま
す。す。
     

      /mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/s390x/
     

      セキュアなセキュアな HTTPS 接続を使用してインストールするには、接続を使用してインストールするには、https:// をプロトコルとして指定しまをプロトコルとして指定しま
す。す。
     

      プロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワープロキシーサーバーのアドレスを指定し、必要な場合はポート番号、ユーザー名、およびパスワー
ドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていることドを指定します。すべてが正しく指定されている場合は、ファイルがサーバーから取得されていること
を示すメッセージボックスが表示されます。を示すメッセージボックスが表示されます。
     

      FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のようにサーバーでユーザー認証が必要な場合は、以下のように URL の一部の一部
としてユーザーとパスワードを指定します。としてユーザーとパスワードを指定します。
     

      {ftp|http|https}://<user>:<password>@<hostname>[:<port>]/<directory>/
     

      以下に例を示します。以下に例を示します。
     

      http://install:rhel6.9pw@name.example.com/mirrors/redhat/rhel-6.9/Server/s390x/
     

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

390



図図22.7 URL 設定ダイアログ設定ダイアログ

[D]

      23章章インストールフェーズインストールフェーズ 3: Anaconda を使用したインストールを使用したインストール に進みます。に進みます。
     

22.5. メディアの検証メディアの検証

     DVD には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。には、メディアの整合性を検証するオプションが用意されています。DVD メディアの生成中にメディアの生成中に
記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ記録エラーが発生する可能性があります。インストールプログラムで選択したパッケージのデータでエ
ラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエラーが発生すると、インストールが中止する可能性があります。インストールに影響を与えるデータエ
ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。ラーの可能性を最小限に抑えるには、インストール前にメディアを確認します。
    

     検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先検証に成功すると、インストールプロセスは正常に続行されます。プロセスが失敗した場合は、先
にダウンロードしたにダウンロードした ISO イメージを使用して新しいイメージを使用して新しい DVD を作成します。を作成します。
    

22.6. インストールプログラムのフェーズインストールプログラムのフェーズ 3 の取得の取得

     次にローダーは、インストールプログラムのフェーズ次にローダーは、インストールプログラムのフェーズ 3 をネットワークからをネットワークから RAM ディスクに取得しディスクに取得し
ます。これには少し時間がかかる場合があります。ます。これには少し時間がかかる場合があります。
    

図図22.8 インストールプログラムのフェーズインストールプログラムのフェーズ 3 の取得の取得
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図図22.8 インストールプログラムのフェーズインストールプログラムのフェーズ 3 の取得の取得

[D]
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第第23章章 インストールフェーズインストールフェーズ 3: ANACONDA を使用したインストールを使用したインストール

    本章では、本章では、anaconda のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説のグラフィカルユーザーインターフェイスを使用したインストールについて説
明します。明します。
   

23.1. 非対話的な線モードテキストインストールプログラムの出力非対話的な線モードテキストインストールプログラムの出力

     パラメーターファイルパラメーターファイル( 「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」「キックスタートを使ったインストールのパラメーター」を参照を参照)またはまたは
キックスタートファイルでキックスタートファイルで cmdline オプションを起動オプションとして指定した場合オプションを起動オプションとして指定した場合( 32章章キックスキックス
タートを使ったインストールタートを使ったインストールを参照を参照)、、anaconda は行モード指向のテキスト出力から開始します。このは行モード指向のテキスト出力から開始します。この
モードでは、必要なすべての情報をキックスタートファイルに提供する必要があります。インストールモードでは、必要なすべての情報をキックスタートファイルに提供する必要があります。インストール
情報が未指定の場合には、インストーラーはユーザーの対話を許可し、停止します。情報が未指定の場合には、インストーラーはユーザーの対話を許可し、停止します。
    

23.2. テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

     テキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストーテキストモードのインストールは明示的に文書化されていませんが、テキストモードのインストー
ルプログラムを使用するものは、ルプログラムを使用するものは、GUI インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、インストールの指示に従うことを簡単に実行できます。ただし、
テキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカルテキストモードではよりシンプルで合理的なインストールプロセスが表示されるため、グラフィカル
モードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガモードで利用可能な特定のオプションは、テキストモードでも使用できます。これらの相違点は、本ガ
イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。イドのインストールプロセスの説明に記載されており、以下が含まれます。
    

       FCP LUN の対話的なアクティブ化の対話的なアクティブ化
      

       LVM、、RAID、、FCoE、、zFCP、、iSCSI などの高度なストレージ方法を設定する。などの高度なストレージ方法を設定する。
      

       パーティションレイアウトのカスタマイズパーティションレイアウトのカスタマイズ
      

       ブートローダーレイアウトのカスタマイズブートローダーレイアウトのカスタマイズ
      

       インストール中のパッケージの選択インストール中のパッケージの選択
      

       firstbootでインストール済みシステムの設定でインストール済みシステムの設定
      

23.3. グラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスグラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス

     前に前に グラフィカルユーザーインターフェイスグラフィカルユーザーインターフェイス(GUI) を使用した場合は、このプロセスをすでに理解を使用した場合は、このプロセスをすでに理解
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しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入しているので、マウスを使って画面を移動したり、ボタンをクリックしたり、テキストフィールドに入
力したりします。力したりします。
    

     キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。キーボードを使用して、インストールに移動することもできます。Tab キーを使用すると、画面内キーを使用すると、画面内
を移動してリストをスクロールできます。を移動してリストをスクロールできます。+ キーとキーと - キーはリストを展開および折りたたむことができキーはリストを展開および折りたたむことができ
ます。一方、ます。一方、Space およびおよび Enter は強調表示された項目を選択または削除します。また、は強調表示された項目を選択または削除します。また、Alt+X キーコキーコ
マンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできまマンドの組み合わせをボタンをクリックして選択したり、他の画面を選択したりすることもできま
す。す。X は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。は、その画面に表示される改行文字に置き換えられます。
    

23.4. インストールターミナルの設定インストールターミナルの設定

     ssh およびおよび X11 転送でログインすると、転送でログインすると、anaconda はグラフィカルユーザーインターフェイスで直はグラフィカルユーザーインターフェイスで直
ちに起動します。ちに起動します。
    

     display= 変数を設定しておらず、変数を設定しておらず、X11 転送を使用しない場合は、転送を使用しない場合は、anaconda でで VNC モードまたはテモードまたはテ
キストモードの開始を選択できます。キストモードの開始を選択できます。
    

図図23.1 VNC モードまたはテキストモードの選択モードまたはテキストモードの選択

[D]

     VNC を選択した場合は、パスワードの入力を求めるか、パスワードなしでを選択した場合は、パスワードの入力を求めるか、パスワードなしで VNC を使用できます。を使用できます。
パスワードを使用する場合は、今後の参照用にパスワードを書き留めておきます。次に、パスワードを使用する場合は、今後の参照用にパスワードを書き留めておきます。次に、VNC サーサー
バーが起動します。バーが起動します。
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図図23.2 VNC サーバーが起動するサーバーが起動する

[D]

     次に、次に、VNC クライアントを使用してクライアントを使用して z/VM ゲスト仮想マシンのゲスト仮想マシンの IP アドレスへの接続を開きます。以アドレスへの接続を開きます。以
前に入力したパスワードを使用して前に入力したパスワードを使用して VNC サーバーに対して認証します。サーバーに対して認証します。
    

23.5. RED HAT ENTERPRISE LINUX へようこそへようこそ

     Welcome 画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。画面では入力を求めるプロンプトは表示されません。
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図図23.3 Welcome 画面画面

[D]

     Next ボタンをクリックして続行します。ボタンをクリックして続行します。
    

23.6. ストレージデバイスストレージデバイス

     さまざまなストレージデバイスにさまざまなストレージデバイスに Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。をインストールできます。System z 
の場合は、の場合は、Specialized Storage Devicesを選択します。を選択します。
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図図23.4 ストレージデバイスストレージデバイス

[D]

基本的なストレージデバイス基本的なストレージデバイス

        このオプションは、このオプションは、System z には適用されません。には適用されません。
       

 

特殊なストレージデバイス特殊なストレージデバイス

        Specialized Storage Devices を選択して、以下のストレージデバイスにを選択して、以下のストレージデバイスに Red Hat Enterprise 
Linux をインストールします。をインストールします。
       

          ダイレクトアクセスストレージデバイスダイレクトアクセスストレージデバイス (DASD)
         

          複数のパスを持つ複数のパスを持つ FCP 接続可能な接続可能な SCSI LUN などのマルチパスデバイスなどのマルチパスデバイス
         

          FCP で接続可能なで接続可能な SCSI LUN などのなどの Storage Area Network (SAN)とと 1 つのパスつのパス
         

        Specialized Storage Devices オプションを使用して、オプションを使用して、Internet Small Computer System 
Interface (iSCSI)接続を設定します。接続を設定します。System z ではでは FCoE （ファイバーチャネルオーバーイーサ（ファイバーチャネルオーバーイーサ
ネット）オプションは使用できません。このオプションはグレーアウトされます。ネット）オプションは使用できません。このオプションはグレーアウトされます。
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注記注記

      mdeventd デーモンによるデーモンによる LVM デバイスおよびソフトウェアデバイスおよびソフトウェア RAID デバイスの監視デバイスの監視
は、インストール時には実行されません。は、インストール時には実行されません。
     

23.6.1.  ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面  

      ストレージデバイスの選択画面には、ストレージデバイスの選択画面には、anaconda がアクセスできるすべてのストレージデバイスががアクセスできるすべてのストレージデバイスが
表示されます。表示されます。
     

      デバイスは、以下のタブに分類されます。デバイスは、以下のタブに分類されます。
     

基本デバイス基本デバイス

         ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続されハードディスクドライブやソリッドステートドライブなど、ローカルシステムに直接接続され
ている基本的なストレージデバイス。ている基本的なストレージデバイス。System z では、これには、アクティブ化されたでは、これには、アクティブ化された DASD が含が含
まれます。まれます。
        

 

ファームウェアファームウェア RAID

         ファームウェアファームウェア RAID コントローラーに接続されているストレージデバイスです。これはコントローラーに接続されているストレージデバイスです。これは 
System z には適用されません。には適用されません。
        

 

マルチパスデバイスマルチパスデバイス

         同じシステムにある、複数の同じシステムにある、複数の SCSI コントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数のコントローラーやファイバーチャネルポートなどの複数の
パスからアクセスできるストレージデバイスです。パスからアクセスできるストレージデバイスです。
        

重要重要

          インストーラーは、インストーラーは、16 文字または文字または 32 文字の長さのシリアル番号を持つマルチ文字の長さのシリアル番号を持つマルチ
パスストレージデバイスのみを検出します。パスストレージデバイスのみを検出します。
         

 

その他のその他の SAN デバイスデバイス

         1 つのパスで接続されたつのパスで接続された FCP LUN など、など、SAN (Storage Area Network)で利用可能なその他ので利用可能なその他の
デバイス。デバイス。
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図図23.5 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 基本デバイス基本デバイス

[D]

図図23.6 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - マルチパスデバイスマルチパスデバイス

[D]
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図図23.7 ストレージデバイスの選択ストレージデバイスの選択 - 他の他の SAN デバイスデバイス

[D]

      ストレージデバイス選択画面にはストレージデバイス選択画面には 検索検索 タブがあり、アクセスするタブがあり、アクセスする World Wide Identifier (WWID)まま
たはポート、ターゲット、またはたはポート、ターゲット、または 論理ユニット番号論理ユニット番号 (LUN)のいずれかでストレージデバイスをフィルのいずれかでストレージデバイスをフィル
ターリングできます。ターリングできます。
     

図図23.8 ストレージデバイスの検索タブストレージデバイスの検索タブ

[D]

      タブには、ポート、ターゲット、タブには、ポート、ターゲット、WWID、または、または LUN での検索を選択するドロップダウンメニューでの検索を選択するドロップダウンメニュー
が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。が含まれます（これらの値に対応するテキストボックスがあります）。WWID またはまたは LUN で検索するで検索する
には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。には、対応するテキストボックスに追加の値が必要です。
     

      各タブには、各タブには、anaconda によって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ちによって検出されるデバイスの一覧が表示され、デバイスの識別に役立ち
ます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューます。アイコンが付いた小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニュー
では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、では、各デバイスに表示されるデータの種類を選択できます。たとえば、マルチパスデバイスマルチパスデバイス タブのメタブのメ
ニューでは、各デバイスに示される詳細に含めるニューでは、各デバイスに示される詳細に含める WWID、、容量容量、、ベンダーベンダー、、相互相互 接続接続 、およびパス、およびパス のの
いずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ちいずれかを指定できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの特定に役立ち
ます。ます。
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図図23.9 列の選択列の選択

[D]

      各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ各デバイスは別々の行に表示され、左側にチェックボックスが表示されます。インストールプロセ
ス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にあるス中にチェックボックスをクリックしてデバイスを利用できるようにするか、列見出しの左側にある ララ
ジオボタンジオボタン をクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除しをクリックして、特定の画面にリストされているすべてのデバイスを選択または選択解除し
ます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかにます。インストールプロセスで、ここで選択したデバイスのいずれかに Red Hat Enterprise Linux をを
インストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイスインストールすることを選択し、インストール済みシステムの一部としてここで選択した他のデバイス
を自動的にマウントすることを選択できます。を自動的にマウントすることを選択できます。
     

      ここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませここで選択するデバイスのデータがインストールプロセスで自動的に消去されるわけではありませ
ん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわん。この画面上でデバイスを選択しても、それだけでデバイスに保存されているデータが抹消されるわ
けではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイスけではありません。また、ここでインストールシステムの一部を形成するように選択しないデバイス
は、インストール後には、インストール後に /etc/fstab ファイルを変更してシステムに追加することができます。ファイルを変更してシステムに追加することができます。
     

      インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、インストール時に利用可能にするストレージデバイスを選択したら、Next をクリックしてをクリックして に進みに進み
ます。ます。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
     

23.6.1.1. DASD の低レベルフォーマットの低レベルフォーマット

       使用する使用する DASD は低レベルフォーマットである必要があります。インストーラーはこれを検出し、は低レベルフォーマットである必要があります。インストーラーはこれを検出し、
フォーマットが必要なフォーマットが必要な DASD を一覧表示します。を一覧表示します。
      

       linuxrc またはパラメーターまたは設定ファイル内で対話的に指定したまたはパラメーターまたは設定ファイル内で対話的に指定した DASD のいずれかが低レベのいずれかが低レベ
ルのフォーマットではない場合は、以下の確認ダイアログが表示されます。ルのフォーマットではない場合は、以下の確認ダイアログが表示されます。
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図図23.10 未フォーマットの未フォーマットの DASD デバイスが見つかりませんデバイスが見つかりません

[D]

       フォーマットされていないオンラインフォーマットされていないオンライン DASD の低レベルフォーマットを自動的に許可するには、の低レベルフォーマットを自動的に許可するには、
キックスタートコマンドキックスタートコマンド zerombr を指定します。詳細は、を指定します。詳細は、32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール 
を参照してください。を参照してください。
      

23.6.1.2.  高度なストレージオプション高度なストレージオプション 

       この画面から、この画面から、iSCSI (SCSI over TCP/IP)ターゲットまたはターゲットまたは FCP LUN を設定できます。を設定できます。iSCSI のの
概要は、概要は、付録付録B iSCSI ディスクディスク を参照してください。を参照してください。
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図図23.11 高度なストレージオプション高度なストレージオプション

[D]

23.6.1.2.1. iSCSI パラメーターの設定パラメーターの設定

        インストールにインストールに iSCSI ストレージデバイスを使用するには、ストレージデバイスを使用するには、anaconda がが iSCSI ターゲットとしターゲットとし
てて 検出検出 し、し、iSCSI セッションセッション を作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたびを作成してアクセスできるようにする必要があります。この手順のたび
に、に、CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol)認証のユーザー名とパスワードが必要に認証のユーザー名とパスワードが必要に
なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、なる場合があります。また、検出、セッションの作成いずれの場合も、iSCSI ターゲット側でターゲッターゲット側でターゲッ
トの接続先となるシステムのトの接続先となるシステムの iSCSI イニシエータを認証するよう設定することもできますイニシエータを認証するよう設定することもできます (リバースリバース 
CHAP)。。CHAP とリバースとリバース CHAP を併用する場合はを併用する場合は 相互相互 CHAP またはまたは 双方向双方向 CHAP と呼ばれます。と呼ばれます。
相互相互 CHAP は、特には、特に CHAP 認証とリバース認証とリバース CHAP 認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、認証でユーザー名とパスワードが異なる場合に、
iSCSI 接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。接続の最大レベルのセキュリティーを提供します。
       

        iSCSI 検出と検出と iSCSI ログインの手順を繰り返して、必要なすべてのログインの手順を繰り返して、必要なすべての iSCSI ストレージの追加を行ストレージの追加を行
います。ただし、初回の検出試行後は、います。ただし、初回の検出試行後は、iSCSI イニシエーターの名前の変更はできません。イニシエーターの名前の変更はできません。iSCSI イニイニ
シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。シエーターの名前を変更する場合は、インストールを最初からやり直す必要があります。
       

手順手順23.1 iSCSI 検出検出

         iSCSI 検出の詳細検出の詳細 ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットの検出に必要な情報をターゲットの検出に必要な情報を anaconda にに
提供します。提供します。
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図図23.12 iSCSI 検出詳細ダイアログ検出詳細ダイアログ

[D]

1. 
          ターゲットターゲット IP アドレスアドレス フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのターゲットの IP アドレスを入力します。アドレスを入力します。
         

2. 
          iSCSI イニシエーターのイニシエーターの iSCSI イニシエーターの名前フィールドにイニシエーターの名前フィールドに、、iSCSI 修飾名修飾名(IQN)
形式で名前形式で名前 を指定します。を指定します。
         

          有効な有効な IQN には以下が含まれます。には以下が含まれます。
         

            iqn. の文字列の文字列 (ピリオドが必要ピリオドが必要)
           

            日付コード日付コード (企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名が登録
された年と月、記述の順序は年を表すされた年と月、記述の順序は年を表す 4 桁の数字、ダッシュ記号、月を表す桁の数字、ダッシュ記号、月を表す 2 桁の数字、桁の数字、
ピリオドの順で設定。たとえば、ピリオドの順で設定。たとえば、2010 年年 9 月の場合は月の場合は 2010-09. のようになります。のようになります。
           

            企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名企業や組織のインターネットドメイン名またはサブドメイン名 (トップレベルのドトップレベルのド
メインを先頭にして逆順で表す。例、メインを先頭にして逆順で表す。例、storage.example.com のサブドメインのサブドメイン
は、は、com.example.storage と表す。と表す。)
           

            コロンコロン (:) と、ドメインまたはサブドメイン内でそのと、ドメインまたはサブドメイン内でその iSCSI イニシエーターを固有イニシエーターを固有
に識別する文字列。たとえば、に識別する文字列。たとえば、:diskarrays-sn-a8675309 のようになります。のようになります。
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          したがって、完全なしたがって、完全な IQN はは IQN. 2010-09.storage.example.com:diskarrays-sn-
a8675309 と似ており、と似ており、anaconda はこの形式の名前を持つはこの形式の名前を持つ iSCSI Initiator Name フィールドフィールド
を事前に入力し、その構造に役立ちます。を事前に入力し、その構造に役立ちます。
         

          IQN の詳細は、で利用できるの詳細は、で利用できる http://tools.ietf.org/html/rfc3720#section-3.2.6 『『RFC 
3720 - Internet Small Computer Systems Interface ( 『『 iSCSI)』』 のの 3.2.6. iSCSI Names』』 をを
参照してください。また、に記載の参照してください。また、に記載の 『『RFC 3721 - Internet Small Computer Systems 
Interface (iSCSI) Naming and Discovery』』 http://tools.ietf.org/html/rfc3721#section-1 のの 
『『1. iSCSI Names and Addresses』』 を参照してください。を参照してください。
         

3. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI 検出に使用する認証のタイプを指定します。検出に使用する認証のタイプを指定します。
         

図図23.13 iSCSI 検出認証検出認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

4. 
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            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図23.14 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 およびおよび 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターイニシエーター
のユーザー名とパスワードを指定します。のユーザー名とパスワードを指定します。
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図図23.15 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

5. 
          探索を開始探索を開始 をクリックします。入力情報を使ってをクリックします。入力情報を使って Anaconda によるによる iSCSI ターゲットのターゲットの
検索が試行されます。検出に成功すると、検索が試行されます。検出に成功すると、iSCSI Discovered Nodes ダイアログに、ターゲッダイアログに、ターゲッ
トで検出されたすべてのトで検出されたすべての iSCSI ノードの一覧が表示されます。ノードの一覧が表示されます。
         

6. 
          各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス各ノードには、そのノードの横にチェックボックスが表示されます。チェックボックス
をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。をクリックして、インストールに使用するノードを選択します。
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図図23.16 iSCSI 検出されたノードダイアログ検出されたノードダイアログ

[D]

7. 
          Login をクリックしてをクリックして iSCSI セッションを開始します。セッションを開始します。
         

手順手順23.2 iSCSI セッションの開始セッションの開始

         iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログを使用して、ダイアログを使用して、iSCSI ターゲットのノードにログインしてターゲットのノードにログインして 
iSCSI セッションを開始するために必要な情報をセッションを開始するために必要な情報を anaconda に指定します。に指定します。
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図図23.17 iSCSI ノードのログインノードのログイン ダイアログダイアログ

[D]

1. 
          ドロップダウンメニューを使用して、ドロップダウンメニューを使用して、iSCSI セッションに使用する認証のタイプを指定しセッションに使用する認証のタイプを指定し
ます。ます。
         

図図23.18 iSCSI セッション認証セッション認証

[D]

            証明書なし証明書なし
           

            CHAP 秘密鍵秘密鍵
           

            CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア
           

            検出ステップの認証情報の使用検出ステップの認証情報の使用
           

          ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、ご使用の環境が同じタイプの認証を使用し、iSCSI 検出および検出および iSCSI セッションに同じセッションに同じ
ユーザー名とパスワードを使用する場合は、ユーザー名とパスワードを使用する場合は、検出手順からの認証情報を使用検出手順からの認証情報を使用 して、これらの認して、これらの認
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証情報を再利用します。証情報を再利用します。
         

2. 
          

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵秘密鍵 を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 とと CHAP パスパス
ワードワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とターゲットのユーザー名と パスワードを指定パスワードを指定 しし ます。ます。
           

図図23.19 CHAP 秘密鍵秘密鍵

[D]

           

            認証タイプに認証タイプに CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア を選択した場合は、を選択した場合は、CHAP ユーザー名ユーザー名 
とと CHAP パスワードパスワード フィールドにフィールドに iSCSI ターゲットのユーザー名とパスワード、逆引きターゲットのユーザー名とパスワード、逆引き 
CHAP ユーザー名ユーザー名 とと 逆順逆順 CHAP パスワードパスワード の各フィールドにの各フィールドに iSCSI イニシエーターのイニシエーターの
ユーザー名とパスワードを指定します。ユーザー名とパスワードを指定します。
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図図23.20 CHAP 秘密鍵とリバースペア秘密鍵とリバースペア

[D]

         

3. 
          Login をクリックします。をクリックします。Anaconda は指定した情報に基づいて、は指定した情報に基づいて、iSCSI ターゲットのターゲットの
ノードへのログインを試みます。ノードへのログインを試みます。iSCSI ログイン結果ログイン結果 ダイアログに結果が表示されます。ダイアログに結果が表示されます。
         

図図23.21 iSCSI ログイン結果ダイアログログイン結果ダイアログ

[D]

4. 
          OK をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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23.6.1.2.2. FCP デバイスデバイス

        FCP デバイスは、デバイスは、IBM System z がが DASD デバイスの代わりに、またはデバイスの代わりに、または DASD デバイスに加えてデバイスに加えて 
SCSI デバイスを使用できるようにするものです。デバイスを使用できるようにするものです。FCP デバイスはスイッチドファブリックトポロジーデバイスはスイッチドファブリックトポロジー
を提供し、これによりを提供し、これにより System z システムがシステムが SCSI LUN を従来のを従来の DASD デバイスとしてもディスクデデバイスとしてもディスクデ
バイスとして使用できるようになります。バイスとして使用できるようになります。
       

        IBM System z では、インストールプログラムがでは、インストールプログラムが FCP LUN をアクティベートするために、すべてをアクティベートするために、すべて
のの FCP デバイスを手動で入力する必要があります（インストールプログラムの対話形式、またはパラデバイスを手動で入力する必要があります（インストールプログラムの対話形式、またはパラ
メーターまたはメーターまたは CMS 設定ファイルで一意のパラメーターエントリーとして指定）。ここで入力される設定ファイルで一意のパラメーターエントリーとして指定）。ここで入力される
値は、設定されている各サイトに固有のものとなります。値は、設定されている各サイトに固有のものとなります。
       

注記注記

          FCP デバイスの対話形式の作成は、グラフィカルモードでのみ可能です。テキストのみデバイスの対話形式の作成は、グラフィカルモードでのみ可能です。テキストのみ
のインストールでのインストールで FCP デバイスを対話的に設定することはできません。デバイスを対話的に設定することはできません。
         

          入力した各値は、システムが正しく動作しない可能性があるので、正しく検証する必要入力した各値は、システムが正しく動作しない可能性があるので、正しく検証する必要
があります。があります。16 進法で小文字のみを使用してください。進法で小文字のみを使用してください。
         

          これらの値の詳細は、ハードウェアドキュメントこれらの値の詳細は、ハードウェアドキュメント を参照して、このシステムのネットを参照して、このシステムのネット
ワークを設定しているシステム管理者を参照してください。ワークを設定しているシステム管理者を参照してください。
         

        ファイバーチャネルプロトコルファイバーチャネルプロトコル SCSI デバイスを設定するには、デバイスを設定するには、Add ZFCP LUN を選択し、を選択し、Add 
Drive をクリックします。をクリックします。FCP デバイスの追加デバイスの追加 ダイアログで、ダイアログで、16 ビットデバイス番号、ビットデバイス番号、64 ビットビット  
World Wide Port Number (WWPN)、および、および 64 ビットビット FCP LUN の情報を入力します。の情報を入力します。Add ボタンをボタンを
クリックして、この情報を使用してクリックして、この情報を使用して FCP デバイスに接続します。デバイスに接続します。
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図図23.22 FCP デバイスの追加デバイスの追加

[D]

        新たに追加したデバイスは、新たに追加したデバイスは、マルチパスマルチパス デバイスデバイス タブのストレージデバイス選択画面で表示さタブのストレージデバイス選択画面で表示さ
れ、使用できる必要があります。同じれ、使用できる必要があります。同じ LUN に複数のパスをアクティベートした場合、またはに複数のパスをアクティベートした場合、または 他の他の SAN 
デバイスデバイス ではでは LUN へのへの 1 つのパスのみをアクティベートします。つのパスのみをアクティベートします。
       

重要重要

         インストーラーにはインストーラーには DASD の定義が必要です。の定義が必要です。SCSI のみのインストールの場合のみのインストールの場合
は、対話型インストールのフェーズは、対話型インストールのフェーズ 1 においてパラメーターとしてにおいてパラメーターとして none を入力するを入力する
か、パラメーターまたはか、パラメーターまたは CMS 設定ファイルに設定ファイルに DASD=none を追加します。これは、定を追加します。これは、定
義された義された DASD パラメーターの要件を満たす一方で、パラメーターの要件を満たす一方で、SCSI のみの環境になります。のみの環境になります。
        

23.7. ホスト名の設定ホスト名の設定

     セットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名にセットアップにより、このコンピューターのホスト名を指定するように求められます。ホスト名に
は、は、hostname . domainname の形式で完全修飾の形式で完全修飾 ドメイン名ドメイン名 (FQDN)、または、または  hostname  形式の形式の 短縮短縮
ホスト名ホスト名 を指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供すを指定します。多くのネットワークには、自動的に接続されたシステムにドメイン名を提供す
るる DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) サービスがあります。サービスがあります。DHCP サービスがこのマシンサービスがこのマシン
にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。にドメイン名を割り当てるようにするには、短縮ホスト名のみを指定します。
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注記注記

      完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名完全なホスト名が一意であれば、システムに名前を付けることができます。ホスト名
には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。には、文字、数字、およびハイフンを含めることができます。
     

     デフォルト設定のデフォルト設定の localhost.localdomain を、を、Linux インスタンスごとに一意の名前に変更します。インスタンスごとに一意の名前に変更します。
    

図図23.23 ホスト名の設定ホスト名の設定

[D]

23.7.1. ネットワーク接続の編集ネットワーク接続の編集

注記注記

       インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、インストールの完了後にネットワーク設定を変更するには、Network 
Administration Tool を使用します。を使用します。
      

       シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-network コマンドを入力して、コマンドを入力して、Network 
Administration Tool を起動します。を起動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワーパスワー
ドを求めるプロンプトが表示されます。ドを求めるプロンプトが表示されます。
      

       ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール は非推奨となり、は非推奨となり、Red Hat Enterprise Linux 6 の有効期間の有効期間
中に中に NetworkManager に置き換えられます。に置き換えられます。
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      通常、インストールフェーズ通常、インストールフェーズ 1 で以前に設定されたネットワーク接続は、残りのインストール中にで以前に設定されたネットワーク接続は、残りのインストール中に
変更する必要はありません。ネットワークサブチャネルを事前にグループ化してオンラインに設定する変更する必要はありません。ネットワークサブチャネルを事前にグループ化してオンラインに設定する
必要があるため、必要があるため、System z に新しい接続を追加することはできません。これは現在、インストールに新しい接続を追加することはできません。これは現在、インストール
フェーズフェーズ 1 でのみ行われます。既存のネットワーク接続を変更するには、ネットワークのでのみ行われます。既存のネットワーク接続を変更するには、ネットワークの 設定設定 ボタンボタン
をクリックしますをクリックします。。Network Connections ダイアログが表示され、ダイアログが表示され、System z に関連するすべてのネッに関連するすべてのネッ
トワーク接続ではなく、システムのネットワーク接続を設定できます。トワーク接続ではなく、システムのネットワーク接続を設定できます。
     

図図23.24 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]

      System z のすべてのネットワーク接続はのすべてのネットワーク接続は Wired タブに一覧表示されます。デフォルトでは、これタブに一覧表示されます。デフォルトでは、これ
にはインストールフェーズにはインストールフェーズ 1 で以前に設定された接続が含まれ、で以前に設定された接続が含まれ、eth0 (OSA、、LCS)またはまたは hsi0 
(HiperSockets)のいずれかです。のいずれかです。System z では、ここに新しい接続を追加できないことに注意してくでは、ここに新しい接続を追加できないことに注意してく
ださい。既存の接続を変更するには、一覧で行を選択し、ださい。既存の接続を変更するには、一覧で行を選択し、編集編集 ボタンをクリックします。以下のようボタンをクリックします。以下のよう
に、有線接続に適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。に、有線接続に適したタブのセットを含むダイアログボックスが表示されます。
     

      System z で最も重要なタブはで最も重要なタブは Wired とと IPv4 Settings です。です。
     

      ネットワーク設定の編集が終了したら、ネットワーク設定の編集が終了したら、適用適用 をクリックして新しい設定を保存します。インストーをクリックして新しい設定を保存します。インストー
ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起ル中にすでにアクティブなデバイスを再設定した場合は、新しい設定を使用するようにデバイスを再起
動する必要があります動する必要があります( 「ネットワークデバイスを再起動します。」「ネットワークデバイスを再起動します。」 を参照してくださいを参照してください)。。
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23.7.1.1. すべてのタイプの接続に共通するオプションすべてのタイプの接続に共通するオプション

       特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。特定の設定オプションは、すべての接続タイプに共通します。
      

       Connection name name フィールドに接続の名前を指定します。フィールドに接続の名前を指定します。
      

       Connect automatically を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。を選択して、システムの起動時に接続を自動的に開始します。
      

       NetworkManager がインストール済みシステムで実行されると、がインストール済みシステムで実行されると、Available to all users オプショオプショ
ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時ンは、ネットワーク設定をシステム全体で使用できるかどうかを制御します。インストール時 に、設定に、設定
したネットワークインターフェイスで、すべてのユーザーしたネットワークインターフェイスで、すべてのユーザー がすべてのユーザーに選択されていることをがすべてのユーザーに選択されていることを
確認します。確認します。
      

23.7.1.2. 有線タブ有線タブ

       Wired タブを使用して、ネットワークアダプターのタブを使用して、ネットワークアダプターの メディアアクセス制御メディアアクセス制御 (MAC)アドレスを指定アドレスを指定
または変更し、インターフェイスを経由できるまたは変更し、インターフェイスを経由できる 最大伝送単位最大伝送単位 （バイト単位）を設定します。（バイト単位）を設定します。
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図図23.25 有線タブ有線タブ

[D]

23.7.1.3. 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

       802.1x Security タブを使用して、タブを使用して、802.1X ポートベースのネットワークアクセス制御ポートベースのネットワークアクセス制御 (PNAC)を設を設
定します。定します。この接続にこの接続に 802.1X セキュリティーを使用セキュリティーを使用 をを 選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー選択してアクセス制御を有効にし、ネットワー
クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。クの詳細を指定します。設定オプションには以下が含まれます。
      

認証認証

          以下のいずれかの認証方法を選択します。以下のいずれかの認証方法を選択します。
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            トランスポート層セキュリティートランスポート層セキュリティーのの TLS
           

            TTLS またはまたは EAP-TTLS として知られる、として知られる、Tunneled Transport Layer Security のトのト
ンネルンネル TLS
           

             Protected Extensible Authentication Protocol の保護の保護 EAP (PEAP)
           

 

アイデンティティーアイデンティティー

          このサーバーの識別子を入力します。このサーバーの識別子を入力します。
         

 

ユーザー証明書ユーザー証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れた個人のれた個人の X.509 証明書ファイルを参照します。証明書ファイルを参照します。
         

 

CA 証明書証明書

          Distinguished Encoding Rules (DER)またはまたは Privacy Enhanced Mail (PEM)でエンコードさでエンコードさ
れたれた X.509 認証局証明認証局証明 書ファイルを参照します。書ファイルを参照します。
         

 

秘密鍵秘密鍵

          識別名エンコーディングルール識別名エンコーディングルール (DER)、、Privacy Enhanced Mail (PEM)、または、または Personal 
Information Exchange Syntax Standard (PKCS#12)でエンコードされたでエンコードされた 秘密鍵秘密鍵 ファイルを参照しファイルを参照し
ます。ます。
         

 

秘密鍵のパスワード秘密鍵のパスワード

          秘密鍵秘密鍵 フィールドで指定される秘密フィールドで指定される秘密 鍵鍵 のパスワード。のパスワード。パスワードを表示パスワードを表示を選択すると、入力を選択すると、入力
時にパスワードが表示されます。時にパスワードが表示されます。
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図図23.26 802.1x セキュリティータブセキュリティータブ

[D]

23.7.1.4. IPv4 設定タブ設定タブ

       IPv4 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv4 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       IPv4 接続のアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、接続のアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DNS 検索接尾辞、および検索接尾辞、および DNS 検索接尾辞検索接尾辞
は、インストールフェーズは、インストールフェーズ 1 で設定されていたか、パラメーターファイルまたは設定ファイルの以下ので設定されていたか、パラメーターファイルまたは設定ファイルの以下の
パラメーターを反映しています。パラメーターを反映しています。IPADDR、、NETMASK、、GATEWAY、、DNS、、SEARCHDNS （参照）（参照） 
「インストール用ネットワークパラメーター」「インストール用ネットワークパラメーター」
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       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

自動自動(DHCP)

          IPv4 パラメーターは、ネットワーク上のパラメーターは、ネットワーク上の DHCP サービスで設定されます。サービスで設定されます。
         

 

自動自動(DHCP)アドレスのみアドレスのみ

          IPv4 アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上のアドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレスは、ネットワーク上の DHCP サービスサービス
で設定されますが、で設定されますが、DNS サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。サーバーおよび検索ドメインは手動で設定する必要があります。
         

 

Manual

          IPv4 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          169.254/16 範囲の範囲の リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

他のコンピューターと共有他のコンピューターと共有

          システムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていまシステムは、他のコンピューターにネットワークアクセスを提供するように設定されていま
す。インターフェイスにはす。インターフェイスには 10.42.x.1/24 の範囲のアドレスが割り当てられ、の範囲のアドレスが割り当てられ、DHCP サーバーとサーバーと DNS 
サーバーが起動し、ネットワークサーバーが起動し、ネットワーク アドレス変換アドレス変換(NAT)を使用してシステム上のデフォルトのネットを使用してシステム上のデフォルトのネット
ワークワーク 接続にインターフェイスが接続されます。接続にインターフェイスが接続されます。
         

 

Disabled

          この接続ではこの接続では IPv4 が無効になっています。が無効になっています。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
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servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv4 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv6 設定が成功する場合は、この接続に必要な設定が成功する場合は、この接続に必要な IPv4 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、システムが除して、システムが IPv6 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
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図図23.27 IPv4 設定タブ設定タブ

[D]

23.7.1.4.1. IPv4 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv4 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
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図図23.28 IPv4 ルートの編集ルートの編集 ダイアログダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        自動的に取得したルートを無視自動的に取得したルートを無視 するする を選択して、インターフェイスがここで指定されたルートのを選択して、インターフェイスがここで指定されたルートの
みを使用するようにします。みを使用するようにします。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

23.7.1.5. IPv6 設定タブ設定タブ

       IPv6 Settings タブタブタブタブ を使用して、以前に選択したネットワーク接続のを使用して、以前に選択したネットワーク接続の IPv6 パラメーターを設パラメーターを設
定します。定します。
      

       Method ドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行しているドロップダウンメニューを使用して、ネットワークで実行している DHCP ( Dynamic 
Host Configuration Protocol )サービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオサービスからシステムが試行する設定を指定します。次のいずれかのオ
プションを選択します。プションを選択します。
      

無視無視

          この接続ではこの接続では IPv6 は無視されます。は無視されます。
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自動自動

          NetworkManager は、は、ルーター広告ルーター広告 (RA)を使用して自動のステートレス設定を作成します。を使用して自動のステートレス設定を作成します。
         

 

自動、アドレスのみ自動、アドレスのみ

          NetworkManager はは RA を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、を使用して自動ステートレス設定を作成しますが、DNS サーバーとサーバーと
検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。検索ドメインは無視されるため、手動で設定する必要があります。
         

 

自動、自動、DHCP のみのみ

          NetworkManager はは RA を使用しませんが、を使用しませんが、DHCPv6 からの情報を直接要求してステートフからの情報を直接要求してステートフ
ル設定を作成します。ル設定を作成します。
         

 

Manual

          IPv6 パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。パラメーターは、静的設定用に手動で設定されます。
         

 

リンクローカルのみリンクローカルのみ

          fe80::/10 接頭辞を持つ接頭辞を持つ リンクローカルリンクローカル アドレスがインターフェイスに割り当てられます。アドレスがインターフェイスに割り当てられます。
         

 

       手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの手動パラメーターを指定する必要がある方法を選択した場合は、このインターフェイスの IP アドアド
レスの詳細、ネットマスク、アドレスレスの詳細、ネットマスク、アドレス フィールドにゲートウェイを入力フィールドにゲートウェイを入力 しし ます。ます。Add およびおよび Delete 
ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。ボタンを使用してアドレスを追加または削除します。DNS サーバーのコンマ区切りリストをサーバーのコンマ区切りリストを DNS 
servers フィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインのフィールドに入力します。ネームサーバールックアップに含めるドメインの Search domains 
フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。フィールドに、ドメインのコンマ区切りリストを入力します。
      

       必要に応じて、必要に応じて、DHCP クライアントクライアント ID フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。フィールドにこのネットワーク接続の名前を入力します。
この名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のあるこの名前は、サブネットで一意でなければなりません。意味のある DHCP クライアントクライアント ID を接続に割を接続に割
り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。り当てると、ネットワークの問題のトラブルシューティング時にこの接続を簡単に特定できます。
      

       IPv6 設定が失敗しても設定が失敗しても IPv4 設定が成功した場合は、この接続のために設定が成功した場合は、この接続のために IPv6 アドレスアドレス の選択を解の選択を解
除して、除して、IPv4 対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。対応ネットワークでこの接続を確立できるようにします。
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図図23.29 IPv6 設定タブ設定タブ

[D]

23.7.1.5.1. IPv6 ルートの編集ルートの編集

        Red Hat Enterprise Linux は、デバイスのは、デバイスの IP アドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定しアドレスに基づいて多数のルートを自動的に設定し
ます。追加のルートを編集するには、ます。追加のルートを編集するには、Routes ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。IPv6 ルートの編集ルートの編集  ダイアログダイアログ
が表示されます。が表示されます。
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図図23.30 IPv6 ルートの編集ダイアログルートの編集ダイアログ

[D]

        Add をクリックして、新しい静的ルートのをクリックして、新しい静的ルートの IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、アドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、
およびメトリックを追加します。およびメトリックを追加します。
       

        Use this connection only for resources on its network を選択し、接続をローカルネットワークを選択し、接続をローカルネットワーク
のみに制限します。のみに制限します。
       

23.7.1.6. ネットワークデバイスを再起動します。ネットワークデバイスを再起動します。

       インストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするためインストール時にすでに使用されているネットワークを再設定する場合は、変更を有効にするため
に、に、anaconda でデバイスを切断して再接続する必要があります。でデバイスを切断して再接続する必要があります。Anaconda は、は、インターフェイス設インターフェイス設
定定 (ifcfg)ファイルを使用してファイルを使用して NetworkManager と通信します。と通信します。ONBOOT=yes が設定されている限が設定されている限
り、デバイスはり、デバイスは ifcfg ファイルが削除され、ファイルが削除され、ifcfg ファイルが復元されると再接続されます。インターファイルが復元されると再接続されます。インター
フェイス設定ファイルの詳細はフェイス設定ファイルの詳細は https://access.redhat.com/documentation/ja-
JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html、の、の 『『Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 Deployment Guide』』 を参照してください。を参照してください。
      

1. 
         Ctrl+Alt+F2 を押して、仮想ターミナルを押して、仮想ターミナル tty2 に切り替えます。に切り替えます。
        

2. 
         インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。インターフェイス設定ファイルを一時的な場所に移動します。
        

mv /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-device_name /tmp
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         device_name は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、は、再設定したデバイスに置き換えます。たとえば、ifcfg-eth0 は、は、eth0 
のの ifcfg ファイルです。ファイルです。
        

         デバイスがデバイスが anaconda で切断されました。で切断されました。
        

3. 
         vi エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。エディターでインターフェイス設定ファイルを開きます。
        

vi /tmp/ifcfg-device_name

4. 
         インターフェイス設定ファイルにインターフェイス設定ファイルに ONBOOT=yes 行が含まれていることを確認します。行が含まれていることを確認します。
ファイルにファイルに 行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。行が含まれていない場合は、ここで追加してファイルを保存します。
        

5. 
         vi エディターを終了します。エディターを終了します。
        

6. 
         インターフェイス設定ファイルをインターフェイス設定ファイルを /etc/sysconfig/network-scripts/ ディレクトリーに移動ディレクトリーに移動
します。します。
        

mv /tmp/ifcfg-device_name /etc/sysconfig/network-scripts/

         デバイスがデバイスが anaconda で再接続されるようになりました。で再接続されるようになりました。
        

7. 
         Ctrl+Alt+F6 を押してを押して anaconda に戻ります。に戻ります。
        

23.8. タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

     お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。お使いのコンピューターの物理的な場所に最も近い都市を選択して、タイムゾーンを設定します。
地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。地図をクリックして、世界の特定の地理的地域に拡大します。
    

     システムクロックの精度を維持するためにシステムクロックの精度を維持するために NTP (Network Time Protocol) を使用する予定であってを使用する予定であって
も、タイムゾーンを指定してください。も、タイムゾーンを指定してください。
    

     ここから、タイムゾーンを選択する方法はここから、タイムゾーンを選択する方法は 2 つあります。つあります。
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       マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色マウスを使ってインタラクティブマップをクリックして、特定の都市を選択します（黄色
のドットで表示）。選択したことを示す赤いのドットで表示）。選択したことを示す赤い X が表示されます。が表示されます。
      

       また、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできままた、画面の下部にあるリストをスクロールしてタイムゾーンを選択することもできま
す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。す。マウスを使って場所をクリックし、選択内容を強調表示します。
      

     System clock uses UTC を選択します。システムクロックは、コンピューターシステムのハードを選択します。システムクロックは、コンピューターシステムのハード
ウェアの一部です。ウェアの一部です。Red Hat Enterprise Linux はは timezone 設定を使用して、システムクロックのロー設定を使用して、システムクロックのロー
カル時間とカル時間と UTC の間のオフセットを決定します。この動作は、の間のオフセットを決定します。この動作は、UNIX、、Linux、および同様のオペレー、および同様のオペレー
ティングシステムを使用するシステムの標準です。ティングシステムを使用するシステムの標準です。
    

     Next をクリックして先に進みます。をクリックして先に進みます。
    

注記注記

      インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、インストール完了後にタイムゾーン設定を変更するには、Time and Date Properties 
Tool を使用します。を使用します。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-date コマンドを入力して、コマンドを入力して、日付と時刻のプロパ日付と時刻のプロパ
ティーツールを起動しますティーツールを起動します。。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めパスワードを求め
るプロンプトが表示されます。るプロンプトが表示されます。
     

23.9. ROOT パスワードの設定パスワードの設定

     root アカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順のアカウントとパスワードの設定は、インストール中に最も重要な手順の 1 つです。つです。root アカウアカウ
ントは、パッケージのインストール、ントは、パッケージのインストール、RPM のアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナーのアップグレード、およびほとんどのシステムメンテナー
ンスの実行に使用されます。ンスの実行に使用されます。root でログインすると、システムを完全に制御できます。でログインすると、システムを完全に制御できます。
    

注記注記

      root ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全ユーザー（スーパーユーザーとも呼ばれる）には、システム全体に対する完全
なアクセス権があります。そのため、なアクセス権があります。そのため、root ユーザーとしてログインすることは、システユーザーとしてログインすることは、システ
ムのメンテナーンスや管理ムのメンテナーンスや管理 のみのみ を実行するのが最適です。を実行するのが最適です。
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図図23.31 root パスワードパスワード

[D]

     root アカウントはシステム管理にのみ使用してください。アカウントはシステム管理にのみ使用してください。root 以外のアカウントを作成して、スー以外のアカウントを作成して、スー
パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、パーユーザー認証を必要とするタスクを実行する必要がある場合に限り、su コマンドを使用してコマンドを使用して root 
に変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限にに変更します。これらの基本ルールは、誤字や誤ったコマンドでシステムに破損する可能性を最小限に
抑えます。抑えます。
    

注記注記

      root になるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトでになるには、ターミナルウィンドウにシェルプロンプトで su - とと 入力入力 し、し、
Enter を押します。次にを押します。次に root パスワードを入力し、パスワードを入力し、Enter を押します。を押します。
     

     インストールプログラムにより、インストールプログラムにより、root パスワードの設定が求められます。パスワードの設定が求められます。[11] システム用です。システム用です。 のの
形式にする必要があります。形式にする必要があります。root パスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進パスワードを入力しなくても、インストールプロセスの次の段階に進
むことはできません。むことはできません。
    

     root パスワードはパスワードは 6 文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ文字以上である必要があります。入力したパスワードは画面にエコーされませ
ん。パスワードをん。パスワードを 2 回入力する必要があります。回入力する必要があります。2 つのパスワードが一致しない場合、インストールプつのパスワードが一致しない場合、インストールプ
ログラムにより再度入力が求められます。ログラムにより再度入力が求められます。
    

     root パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名パスワードは覚えておくことができるはずですが、他者にとっては簡単に推測できません。名
前、電話番号、前、電話番号、Q werty、、パスワード、パスワード、root、、 123456、および、および anteater は、すべて不正なパスワードは、すべて不正なパスワード
の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例：の例です。適切なパスワードは、大文字、小文字で、辞書の単語は含まれません（例： Aard387vark 
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またはまたは 420BMttNT ）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード）。パスワードは大文字と小文字を区別することに注意してください。パスワード
を入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書きを入力した場合は、安全な場所に保持してください。ただし、作成するパスワードやパスワードを書き
留めないことが推奨されます。留めないことが推奨されます。
    

警告警告

      このマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださこのマニュアルに記載されているサンプルパスワードは使用しないでくださ
い。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされい。これらのパスワードのいずれかを使用して、セキュリティーリスクと見なされ
る可能性があります。る可能性があります。
     

     インストール終了後にインストール終了後に root パスワードを変更する場合はパスワードを変更する場合は root でで passwd コマンドを実行します。コマンドを実行します。
root パスワードを忘れた場合は、パスワードを忘れた場合は、Red Hat Enterprise Linux 6 デプロイメントガイドのデプロイメントガイドの システムリカシステムリカ
バリーモードでの問題の解決バリーモードでの問題の解決 を参照してください。を参照してください。
    

23.10.  ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て  

     ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合ストレージデバイス選択画面で複数のストレージデバイスを選択した場合( 「ストレージデバイ「ストレージデバイ
ス」ス」を参照を参照)、、anaconda は、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択をは、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの選択を
要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。要求します。また、データストレージのためにファイルシステムにのみアタッチする必要があります。
    

     インストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされまインストール時に、ここで識別するデバイスはファイルシステムの一部としてのみマウントされま
すが、パーティション化やフォーマットは行われません。すが、パーティション化やフォーマットは行われません。
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図図23.32 ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て

[D]

     画面は画面は 2 つのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバつのペインに分割されます。左側のペインには、データストレージのみに使用されるデバ
イスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できるイスの一覧が含まれます。右側のペインには、オペレーティングシステムのインストールに使用できる
デバイスの一覧が含まれます。デバイスの一覧が含まれます。
    

     各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い各リストには、デバイスの識別に役立つデバイスに関する情報が含まれています。アイコンが付い
た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表た小さなドロップダウンメニューは、列見出しの右側にあります。このメニューでは、各デバイスに表
示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの示されるデータの種類を選択できます。提示される情報量を縮小または拡張すると、特定のデバイスの
特定に役立ちます。特定に役立ちます。
    

     デバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベデバイスをクリックしてから、データストレージデバイスの一覧に移動するか、右向き矢印でラベ
ルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動すルが付いたボタンを、オペレーティングシステムのインストールに使用できるデバイスの一覧に移動す
ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。ると、デバイスをあるリストから別のリストから移動します。
    

     インストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタンインストールターゲットとして利用可能なデバイスのリストには、各デバイスの横にラジオボタン
も含まれます。も含まれます。System z 以外のプラットフォームでは、このラジオボタンを使用して、ブートロー以外のプラットフォームでは、このラジオボタンを使用して、ブートロー
ダーをインストールするデバイスを指定します。ダーをインストールするデバイスを指定します。System z では、この選択肢は効果がありません。では、この選択肢は効果がありません。zipl 
ブートローダーは、ブートローダーは、/boot ディレクトリーが含まれるディスクにインストールされます。これは、パーディレクトリーが含まれるディスクにインストールされます。これは、パー
ティション設定中に後で決定されます。ティション設定中に後で決定されます。
    

     インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、インストールに使用するデバイスの特定が終了したら、Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
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23.11. ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化

     既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス既存のハードディスクに読み取り可能なパーティションテーブルが見つからない場合は、インス
トールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスクトールプログラムがハードディスクを初期化するように要求します。この操作により、ハードディスク
の既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブランの既存データはすべて読み取れません。オペレーティングシステムがインストールされていないブラン
ドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除してドの新しいハードディスクがある場合、またはハードディスク上のすべてのパーティションを削除して
いる場合は、いる場合は、Re-initialize drive をクリックします。をクリックします。
    

     インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個インストールプログラムにより、有効なパーティションテーブルを読み取れないディスクごとに個
別のダイアログが表示されます。別のダイアログが表示されます。Ignore all ボタンまたはボタンまたは Re-initialize all ボタンをクリックして、同じボタンをクリックして、同じ
回答をすべてのデバイスに適用します。回答をすべてのデバイスに適用します。
    

図図23.33 警告画面：警告画面：DASD の初期化の初期化

[D]
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図図23.34 警告画面警告画面 - FCP LUN の初期化の初期化

[D]

     特定の特定の RAID システムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハードシステムまたはその他の非標準設定はインストールプログラムに読み取れず、ハード
ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能ディスクを初期化するプロンプトが表示される場合があります。インストールプログラムは、検出可能
な物理ディスク構造に応答します。な物理ディスク構造に応答します。
    

     必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド必要になるハードディスクの自動初期化を有効にするには、キックスタートコマンド zerombr を使を使
用します用します( 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストールを参照してくださいを参照してください)。このコマンドは、以前に初。このコマンドは、以前に初
期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する場合に必要です。
    

警告警告

      インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設インストール中にデタッチして後で検出して設定できる標準以外のディスク設
定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動定がある場合は、システムの電源をオフにしてデタッチし、インストールを再起動
します。します。
     

23.12.  既存システムのアップグレード既存システムのアップグレード  
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重要重要

      以下のセクションは、以下のセクションは、Red Hat Enterprise Linux 6.4 をを Red Hat Enterprise Linux 
6.5 以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での以降にアップグレードするなど、マイナーバージョン間での Red Hat Enterprise 
Linux のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、のアップグレードにのみ適用されます。このアプローチは、Red Hat Enterprise 
Linux 6 からから Red Hat Enterprise Linux 7 へのアップグレードなど、メジャーバージョへのアップグレードなど、メジャーバージョ
ン間のアップグレードではサポートされません。ン間のアップグレードではサポートされません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン間のインプレースアップグレードのメジャーバージョン間のインプレースアップグレード
は、は、Red Hat Upgrade Tool およびおよび Preupgrade Assistant ツールを使用した特定の制限ツールを使用した特定の制限
で行うことができます。詳細は、で行うことができます。詳細は、37章章現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
     

     インストールシステムは、インストールシステムは、Red Hat Enterprise Linux の既存のインストールを自動的に検出しまの既存のインストールを自動的に検出しま
す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、す。アップグレードプロセスでは、既存のシステムソフトウェアを新しいバージョンで更新しますが、
ユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティションユーザーのホームディレクトリーからデータは削除されません。ハードドライブの既存パーティション
構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され構造は変更されません。システム設定は、パッケージのアップグレードで要求した場合にのみ変更され
ます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できるます。ほとんどのパッケージアップグレードでは、システム設定は変更されませんが、後で確認できる
ように追加の設定ファイルをインストールします。ように追加の設定ファイルをインストールします。
    

     使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ使用しているインストールメディアには、コンピューターのアップグレードに必要なすべてのソフ
トウェアパッケージが含まれているとは限りません。トウェアパッケージが含まれているとは限りません。
    

注記注記

      既存の既存の Red Hat Enterprise Linux システムに手動でインストールしたソフトウェアシステムに手動でインストールしたソフトウェア
は、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソは、アップグレード後に動作が異なる可能性があります。アップグレード後に、このソ
フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正フトウェアを手動で再インストールまたは再コンパイルして、更新されたシステムで正
しく実行されるようにする必要がある場合があります。しく実行されるようにする必要がある場合があります。
     

23.12.1.  インストーラーを使用したアップグレードインストーラーを使用したアップグレード 

注記注記

       通常、通常、Red Hat は、別のは、別の /home パーティションにユーザーデータを保持し、新規イパーティションにユーザーデータを保持し、新規イ
ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、ンストールを行うことを推奨します。パーティションとその設定方法の詳細は、「ディ「ディ
スクパーティション設定」スクパーティション設定」 を参照してください。を参照してください。
      

      インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、インストールプログラムを使用してシステムのアップグレードを選択すると、Red Hat Enterprise 
Linux ソフトウェアと競合するソフトウェアと競合する Red Hat Enterprise Linux で提供されていないソフトウェアは上書きで提供されていないソフトウェアは上書き
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されます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケーされます。この方法でアップグレードを開始する前に、後で参照するためにシステムの現在のパッケー
ジの一覧を作成します。ジの一覧を作成します。
     

rpm -qa --qf '%{NAME} %{VERSION}-%{RELEASE} %{ARCH}\n' > ~/old-pkglist.txt

      インストール後に、この一覧を参照して、インストール後に、この一覧を参照して、Red Hat 以外のソースから再ビルドまたは取得する必要以外のソースから再ビルドまたは取得する必要
があるパッケージを見つけます。があるパッケージを見つけます。
     

      次に、システム設定データのバックアップを作成します。次に、システム設定データのバックアップを作成します。
     

su -c 'tar czf /tmp/etc-`date +%F`.tar.gz /etc' 
su -c 'mv /tmp/etc-*.tar.gz /home'

      アップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータアップグレードを実行する前に、重要なデータをすべてバックアップしてください。重要なデータ
には、には、/home ディレクトリー全体の内容や、ディレクトリー全体の内容や、Apache、、FTP、、SQL サーバーなどのサービスやソースサーバーなどのサービスやソース
コード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありまコード管理システムなどのコンテンツが含まれる場合があります。アップグレードは破壊的ではありま
せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。せんが、正しく実行しないと、データが失われる可能性が若干あります。
     

警告警告

       上記の例では、バックアップの資料が上記の例では、バックアップの資料が /home ディレクトリーに保存されるこディレクトリーに保存されるこ
とに注意してください。とに注意してください。/home ディレクトリーが別のパーティションではない場合ディレクトリーが別のパーティションではない場合
は、は、これらの例の動詞は従わないでください。これらの例の動詞は従わないでください。CD、、DVD ディスクなどの別のデバディスクなどの別のデバ
イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。イスにバックアップを保存するか、外部ハードディスクに保存します。
      

      後でアップグレードプロセスを完了する方法は、後でアップグレードプロセスを完了する方法は、「アップグレードの完了」「アップグレードの完了」 を参照してください。を参照してください。
     

23.13. ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定
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警告警告

      システムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえシステムにあるデータのバックアップを作成することが推奨されます。たとえ
ば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存しておば、デュアルブートシステムをアップグレードまたは作成する場合は、保存してお
くストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違いくストレージデバイスのデータをすべてバックアップする必要があります。間違い
が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。が発生し、すべてのデータが失われる可能性があります。
     

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、本セクをテキストモードでインストールする場合は、本セク
ションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。インションで説明するデフォルトのパーティション設定スキームのみを使用できます。イン
ストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシスストーラーが自動的に追加または削除するもの以外に、パーティションやファイルシス
テムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイテムを追加または削除することはできません。インストール時にカスタマイズしたレイ
アウトが必要な場合は、アウトが必要な場合は、VNC 接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ接続またはキックスタートインストールでグラフィカルイ
ンストールを実行する必要があります。ンストールを実行する必要があります。
     

      さらに、さらに、LVM、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの、暗号化ファイルシステム、サイズ変更可能なファイルシステムなどの
高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。高度なオプションは、グラフィカルモードとキックスタートでのみ利用可能です。
     

     パーティション分割により、ストレージデバイスを分離セクションに分割し、各セクションが個別パーティション分割により、ストレージデバイスを分離セクションに分割し、各セクションが個別
のの Linux デバイスとして動作します。パーティション設定は、複数のオペレーティングシステムを実行デバイスとして動作します。パーティション設定は、複数のオペレーティングシステムを実行
する場合や、ストレージパーティション（ユーザー情報を永続的に含むする場合や、ストレージパーティション（ユーザー情報を永続的に含む /home パーティションなど）パーティションなど）
間で論理的または機能を区別するようにする場合に特に便利です。間で論理的または機能を区別するようにする場合に特に便利です。
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図図23.35 ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

[D]

     この画面では、この画面では、4 つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動つの方法のいずれかでデフォルトのパーティションレイアウトを作成するか、手動
でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。でストレージデバイスのパーティション設定を選択してカスタムレイアウトを作成できます。
    

     最初の最初の 4 つのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストールつのオプションでは、ストレージデバイスをパーティション分割せずに自動インストール
を実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプションを実行できます。システムのパーティション設定に慣れていない場合は、以下のいずれかのオプション
を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選を選択し、インストールプログラムにストレージデバイスのパーティション設定を行ってください。選
択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。択したオプションに応じて、システムから削除されたデータ（存在する場合）を制御できます。
    

重要重要

      パーティションを暗号化するには、パーティションを暗号化するには、カスタムレイアウトの作成カスタムレイアウトの作成 オプションを選択すオプションを選択す
る必要があります。る必要があります。4 つの自動化オプションのいずれかで作成されたパーティションはつの自動化オプションのいずれかで作成されたパーティションは
暗号化できません。暗号化できません。
     

     オプションは以下のとおりです。オプションは以下のとおりです。
    

全領域の使用全領域の使用

        このオプションを選択して、ストレージドライブ上のすべてのパーティションを削除しますこのオプションを選択して、ストレージドライブ上のすべてのパーティションを削除します
（これには、（これには、z/VM、、z/OS などの他のオペレーティングシステムによって作成されたパーティションなどの他のオペレーティングシステムによって作成されたパーティション
が含まれます）。が含まれます）。
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警告警告

         このオプションを選択すると、選択したこのオプションを選択すると、選択した DASD およびおよび SCSI ストレージデストレージデ
バイス上のすべてのデータがインストールプログラムにより削除されます。バイス上のすべてのデータがインストールプログラムにより削除されます。
        

 

既存の既存の Linux システムの置き換えシステムの置き換え

        このオプションを選択して、このオプションを選択して、Linux パーティション（以前のパーティション（以前の Linux インストールから作成されインストールから作成され
たパーティション）のみを削除します。これにより、ストレージデバイス上たパーティション）のみを削除します。これにより、ストレージデバイス上(z/VM パーティションパーティション
やや z/OS パーティションなどパーティションなど)に他のパーティションは削除されません。に他のパーティションは削除されません。
       

 

現在のシステムの縮小現在のシステムの縮小

        このオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域にこのオプションを選択して、現在のデータおよびパーティションを手動で変更し、空き領域に
デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux レイアウトをインストールします。レイアウトをインストールします。
       

警告警告

         他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション他のオペレーティングシステムがインストールされているパーティション
を縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありまを縮小すると、そのオペレーティングシステムを使用できない可能性がありま
す。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オす。このパーティション設定オプションはデータを破棄しませんが、通常、オ
ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用ペレーティングシステムにはパーティションに空き領域が必要です。再度使用
するオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更するするオペレーティングシステムを保持するパーティションのサイズを変更する
前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。前に、空き領域を残す必要がある容量を確認してください。
        

 

空き領域の使用空き領域の使用

        現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス現在のデータおよびパーティションを保持し、ストレージドライブで利用可能な未使用のス
ペースにペースに Red Hat Enterprise Linux をインストールするには、このオプションを選択します。このをインストールするには、このオプションを選択します。この
オプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださオプションを選択する前に、ストレージドライブに十分なスペースがあることを確認してくださ
い。い。「インストール前」「インストール前」 を参照してください。を参照してください。
       

 

カスタムレイアウトの作成カスタムレイアウトの作成
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        このオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされこのオプションを選択してストレージデバイスを手動でパーティションし、カスタマイズされ
たレイアウトを作成します。参照：たレイアウトを作成します。参照： 「「 カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変
更更 」」
       

 

     ダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティションダイアログボックスにある説明の左側にあるラジオボタンをクリックして、任意のパーティション
設定方法を選択します。設定方法を選択します。
    

     Encrypt system を選択して、を選択して、/boot パーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しまパーティション以外のすべてのパーティションを暗号化しま
す。暗号化の詳細は、す。暗号化の詳細は、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してください。を参照してください。
    

     自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、自動パーティション設定で作成されたパーティションに必要な変更を確認して行うには、Review オオ
プションを選択します。プションを選択します。Review を選択してを選択して Next をクリックして前方に移動すると、をクリックして前方に移動すると、anaconda で作で作
成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ成したパーティションが表示されます。必要でない場合は、これらのパーティションに変更を加えるこ
とができます。とができます。
    

重要重要

      マルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムにマルチパスおよび非マルチパスのストレージデバイスを使用するシステムに Red Hat 
Enterprise Linux 6 をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定をインストールすると、インストーラーの自動パーティション設定
レイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグレイアウトで、マルチパスデバイスと非マルチパスのデバイスが混在するボリュームグ
ループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反することループが作成される場合があります。これはマルチパスストレージの目的に反すること
になります。になります。
     

      自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ自動パーティション設定を選択した後に表示されるディスク選択画面では、マルチパ
スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。スのみを選択するか、マルチパス以外のデバイスのみを選択することが推奨されます。
または、カスタムのパーティション設定または、カスタムのパーティション設定 を選択します。を選択します。
     

     選択が完了したら選択が完了したら Next をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

23.14. ディスク暗号化パスフレーズの選択ディスク暗号化パスフレーズの選択

     Encrypt System オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号オプションを選択した場合、インストーラーはシステム上のパーティションを暗号
化するパスフレーズの入力を求めます。化するパスフレーズの入力を求めます。
    

     パーティションはパーティションは Linux Unified Key Setup を使用して暗号化されます。詳細は、を使用して暗号化されます。詳細は、付録付録C ディスクディスク
の暗号化の暗号化 を参照してください。を参照してください。
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図図23.36  暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。暗号化されたパーティションのパスフレーズを入力します。  

[D]

     パスフレーズが決まったらダイアログボックスのパスフレーズが決まったらダイアログボックスの 2 つのフィールドに入力します。このパスフレーつのフィールドに入力します。このパスフレー
ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。ズはシステムが起動するたび、毎回入力する必要があります。
    

警告警告

      このパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびそのこのパスフレーズを紛失してしまうと、暗号化したパーティションおよびその
パーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなくパーティション上にあるデータは完全にアクセスできなくなります。分からなく
なったパスフレーズを復元する方法はありません。なったパスフレーズを復元する方法はありません。
     

      Red Hat Enterprise Linux のキックスタートインストールを実行する場合は、のキックスタートインストールを実行する場合は、
暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ暗号化パスフレーズを保存し、インストール中にバックアップ暗号化パスフレーズ
を作成できます。を作成できます。「パスフレーズの保存」「パスフレーズの保存」 およびおよび 「バックアップパスフレーズの「バックアップパスフレーズの
作成および保存」作成および保存」 を参照してください。を参照してください。
     

23.15.  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更  

     4 つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、つの自動パーティション設定オプションのいずれかを選択し、Review を選択しなかった場合を選択しなかった場合
は、は、「ディスクへの変更の書き込み」「ディスクへの変更の書き込み」 に進んでください。に進んでください。
    

     カスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムにカスタムレイアウトを作成する場合は、インストールプログラムに Red Hat Enterprise Linux のイのイ
ンストール場所を指示する必要があります。これには、ンストール場所を指示する必要があります。これには、Red Hat Enterprise Linux がインストールされがインストールされ
ているている 1 つ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。つ以上のディスクパーティションのマウントポイントを定義します。
    

     パーティションの設定方法を計画していない場合は、パーティションの設定方法を計画していない場合は、付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要 およびおよび 
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「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。少なくとも、適切にサイズのルートを参照してください。少なくとも、適切にサイズのルート
パーティションと、通常はシステムにあるパーティションと、通常はシステムにある RAM の容量に適したの容量に適した swap パーティションが必要です。パーティションが必要です。
    

     Anaconda は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。は、一般的なインストールのパーティション要件を処理できます。
    

図図23.37  System z でのパーティション設定でのパーティション設定 

[D]

     パーティション画面にはパーティション画面には 2 つのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択したつのペインが含まれます。上部ペインには、下部のペインで選択した 
DASD、、FCP LUN、または論理ボリュームがグラフィカル表示されます。、または論理ボリュームがグラフィカル表示されます。
    

     表示の上に、ドライブ名表示の上に、ドライブ名(/dev/dasda などなど)、、Geom （ハードディスクのジオメトリーが表示され、（ハードディスクのジオメトリーが表示され、
ハードディスクが報告するシリンダ数、ヘッド、セクターの数を表すハードディスクが報告するシリンダ数、ヘッド、セクターの数を表す 3 つの数字）、およびインストーつの数字）、およびインストー
ルプログラムで検出されたハードドライブのルプログラムで検出されたハードドライブの モデルモデル を確認できます。を確認できます。
    

     マウスを使ってマウスを使って 1 回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル回クリックし、グラフィカル表示で特定のフィールドを強調表示します。ダブル
クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。クリックして既存のパーティションを編集するか、既存の空き領域からパーティションを作成します。
    

     下部ペインには、インストールプロセスの前半で指定されているように、インストール時に使用さ下部ペインには、インストールプロセスの前半で指定されているように、インストール時に使用さ
れるすべてのれるすべての DASD、、FCP LUN、および論理ボリュームの一覧が含まれます。、および論理ボリュームの一覧が含まれます。「「 ストレージデバイスストレージデバイス
の割り当ての割り当て 」」 を参照してください。パラメーターファイルでを参照してください。パラメーターファイルで CMSDASD を指定すると、を指定すると、DASD 名は名は 
dasdb で始まります。で始まります。dasda はは CMSDASD に割り当てられ、この名前はインストールプロセスのこのに割り当てられ、この名前はインストールプロセスのこの
時点では使用できなくなりました。時点では使用できなくなりました。
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     デバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッデバイスはタイプ別にグループ化されます。各デバイスタイプの左にある小さなトリアグをクリッ
クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。クして、そのタイプのデバイスを表示または非表示にします。
    

     Anaconda では、各デバイスの詳細が表示されます。では、各デバイスの詳細が表示されます。
    

Device

        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前デバイス、論理ボリューム、またはパーティションの名前
       

 

サイズサイズ(MB)

        デバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズデバイス、論理ボリューム、またはパーティションのサイズ(MB 単位単位)
       

 

マウントポイントマウントポイント/RAID/ボリュームボリューム

        パーティションをパーティションを マウントするマウントポイントマウントするマウントポイント （ファイルシステム内の場所）、またはその（ファイルシステム内の場所）、またはその
一部である一部である RAID または論理ボリュームグループの名前または論理ボリュームグループの名前
       

 

型型

        パーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドはパーティションのタイプ。パーティションが標準のパーティションの場合、このフィールドは
パーティション上のファイルシステムタイプパーティション上のファイルシステムタイプ(ext4 などなど)を表示します。それ以外の場合は、パーを表示します。それ以外の場合は、パー
ティションがティションが 物理ボリューム物理ボリューム(LVM) またはまたは ソフトウェアソフトウェア RAIDの一部であることを示します。の一部であることを示します。
       

 

形式形式

        この列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示しこの列のチェックマークは、パーティションをインストール時にフォーマットすることを示し
ています。ています。
       

 

     下部ペインの下には、下部ペインの下には、Create、、Edit、、Delete、、Reset のの 4 つのボタンがあります。つのボタンがあります。
    

     下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション下のペインの一覧の上部ペインでグラフィカル表示をクリックしてデバイスまたはパーティション
を選択し、を選択し、4 つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。つのボタンのいずれかをクリックして以下のアクションを実行します。
    

Create
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        新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア新しいパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を作成するを作成する
       

 

編集編集

        既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア既存のパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID を変更します。パーティを変更します。パーティ
ションを縮小できるのはションを縮小できるのは リサイズリサイズ (resize)ボタンのみで、パーティションの拡大はできないことにボタンのみで、パーティションの拡大はできないことに
注意してください。注意してください。
       

 

Delete

        パーティション、論理ボリューム、またはソフトウェアパーティション、論理ボリューム、またはソフトウェア RAID の削除の削除
       

 

リセットリセット

        この画面で行ったすべての変更を元に戻すこの画面で行ったすべての変更を元に戻す
       

 

     最後に、どのデバイスが最後に、どのデバイスが /boot に関連付けられているかに注意してください。カーネルファイルとに関連付けられているかに注意してください。カーネルファイルと
ブートローダーセクターは、このデバイスに関連付けられます。最初のブートローダーセクターは、このデバイスに関連付けられます。最初の DASD またはまたは SCSI LUN が使が使
用され、そのデバイス番号がインストール後のシステムを再度用され、そのデバイス番号がインストール後のシステムを再度 IPL ブートする時に使用されます。ブートする時に使用されます。
    

注記注記

      このマニュアルの以下のサブセクションのスクリーンショットには、このマニュアルの以下のサブセクションのスクリーンショットには、System z ではでは
そのようなように表示されないハードディスクタイプとデバイス名が表示されることがそのようなように表示されないハードディスクタイプとデバイス名が表示されることが
あります。このスクリーンショットは、インストールインターフェイス自体を示し、あります。このスクリーンショットは、インストールインターフェイス自体を示し、
DASD およびおよび FCP 接続の接続の SCSI ディスクにも同等に適用することを目的としています。ディスクにも同等に適用することを目的としています。
     

23.15.1.  ストレージの作成ストレージの作成 

      ストレージのストレージの 作成作成 ダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソダイアログでは、新しいストレージパーティション、論理ボリューム、およびソ
フトウェアフトウェア RAID を作成できます。を作成できます。Anaconda は、システムにすでに存在するストレージや、システムは、システムにすでに存在するストレージや、システム
に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示に転送するように設定されているストレージに応じて、利用可能または利用できないオプションを表示
します。します。
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図図23.38 ストレージの作成ストレージの作成

[D]

      オプションは、オプションは、パーティションの作成パーティションの作成、、ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成、および、および LVM の作成の作成 の下でグの下でグ
ループ化されます。ループ化されます。
     

 パーティションの作成パーティションの作成 

       パーティションの追加パーティションの追加 ダイアログの詳細は、ダイアログの詳細は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。を参照してください。
      

        標準標準 パーティションパーティション - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に( 付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要で説明で説明
されているようにされているように)標準ディスクパーティションを作成します。標準ディスクパーティションを作成します。
       

 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 

       System z では、ストレージサブシステムはでは、ストレージサブシステムは RAID を透過的に使用し、設定する必要はありませを透過的に使用し、設定する必要はありませ
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ん。ん。
      

       詳細は、詳細は、「「 ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        RAID パーティション：パーティション： ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスの一部を形成するために、未割り当デバイスの一部を形成するために、未割り当
ての領域にパーティションを作成します。ソフトウェアての領域にパーティションを作成します。ソフトウェア RAID デバイスを形成するには、デバイスを形成するには、2 つつ
以上の以上の RAID パーティションがシステムで利用できる必要があります。パーティションがシステムで利用できる必要があります。
       

        RAID デバイスデバイス: 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションをソフトウェアパーティションをソフトウェア RAID デバイスに統合しデバイスに統合し
ます。このオプションを選択すると、作成するます。このオプションを選択すると、作成する RAID デバイスのタイプデバイスのタイプ( RAID レベルレベル)を指定を指定
できます。このオプションは、システムでできます。このオプションは、システムで 2 つ以上のつ以上の RAID パーティションが利用できる場合パーティションが利用できる場合
にのみ利用できます。にのみ利用できます。
       

 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

       詳細は、詳細は、「「 LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 」」 を参照してください。を参照してください。
      

        LVM 物理ボリューム物理ボリューム - 未割り当ての領域に未割り当ての領域に 物理ボリューム物理ボリューム を作成します。を作成します。
       

        LVM ボリュームグループボリュームグループ - 1 つ以上の物理つ以上の物理 ボリュームからボリュームグループボリュームからボリュームグループ を作成しを作成し
ます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくともます。このオプションは、システムで物理ボリュームが少なくとも 1 つ利用可能な場合にのみつ利用可能な場合にのみ
利用できます。利用できます。
       

        LVM 論理ボリューム論理ボリューム - ボリュームグループにボリュームグループに 論理ボリューム論理ボリューム を作成します。このオプを作成します。このオプ
ションは、システムで少なくともションは、システムで少なくとも 1 つのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用できつのボリュームグループが利用可能な場合にのみ利用でき
ます。ます。
       

23.15.2. パーティションの追加パーティションの追加

      新しいパーティションを追加するには、新しいパーティションを追加するには、Create ボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さボタンを選択します。ダイアログボックスが表示さ
れますれます( 図図23.39「新しいパーティションの作成」「新しいパーティションの作成」を参照してくださいを参照してください)。。
     

注記注記

       このインストールには、少なくともこのインストールには、少なくとも 1 つのパーティションを割り当てる必要があつのパーティションを割り当てる必要があ
り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、り、必要に応じてこれを指定する必要があります。詳細は、付録付録A ディスクパーティディスクパーティ
ションの概要ションの概要 を参照してください。を参照してください。
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図図23.39 新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成

[D]

        マウントポイントマウントポイント: パーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、このパーティションのマウントポイントを入力します。たとえば、この
パーティションをパーティションを root パーティションにする必要がある場合はパーティションにする必要がある場合は / を入力します。を入力します。/boot パーパー
ティションの場合はティションの場合は /boot と入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションのと入力します。プルダウンメニューを使用して、パーティションの
正しいマウントポイントを選択することもできます。正しいマウントポイントを選択することもできます。swap パーティションの場合、マウントパーティションの場合、マウント
ポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプをポイントは設定しないでください。ファイルシステムタイプを swap に設定するだけで十分でに設定するだけで十分で
す。す。
       

        File System Type: プルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイプルダウンメニューを使用して、このパーティションに適切なファイ
ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、ルシステムタイプを選択します。ファイルシステムの種類の詳細は、「ファイルシステムのタ「ファイルシステムのタ
イプ」イプ」 を参照してください。を参照してください。
       

        許容許容 可能なドライブ可能なドライブ: このフィールドには、システムにインストールされているハードこのフィールドには、システムにインストールされているハード
ディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハードディスクの一覧が含まれます。ハードディスクのボックスが強調表示されると、そのハード
ディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられてディスク上に必要なパーティションを作成できます。ボックスにチェックが付けられて いないいない 
場合、そのハードディスクに場合、そのハードディスクに はは パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定パーティションは作成されません。別のチェックボックス設定
を使用すると、必要な場所にを使用すると、必要な場所に anaconda のパーティションを配置するか、のパーティションを配置するか、anaconda にパーにパー
ティションの移動先を決定できます。ティションの移動先を決定できます。
       

        サイズサイズ(MB): パーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールドパーティションのサイズ（メガバイト単位）を入力します。このフィールド
はは 200 MB で始まります。変更しない限り、で始まります。変更しない限り、200 MB のパーティションのみが作成されます。のパーティションのみが作成されます。
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        追加のサイズオプション追加のサイズオプション: このパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイントこのパーティションを固定サイズに保持するか、特定ポイント
まで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りのまで拡大（利用可能なハードドライブ領域を入力します）を許可するか、利用可能な残りの
ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。ハードドライブ領域を埋めるようにするかを選択します。
       

        (MB)までの領域をすべて表示するまでの領域をすべて表示する 場合は、このオプションの右側にある場合は、このオプションの右側にある フィールドにサフィールドにサ
イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一イズの制約を指定する必要があります。これにより、今後使用するためにハードドライブに一
定領域を確保できます。定領域を確保できます。
       

        force to be a primary パーティションパーティション: 作成したパーティションをハードドライブの最初作成したパーティションをハードドライブの最初
のの 4 つのパーティションのつのパーティションの 1 つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、つに指定するかどうかを選択します。選択されていない場合は、
パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、パーティションが論理パーティションとして作成されます。詳細は、「パーティション内の「パーティション内の
パーティションパーティション - 拡張パーティションの概要」拡張パーティションの概要」 を参照してください。を参照してください。
       

        encrypt: ストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなしストレージデバイスが別のシステムに接続されている場合でもパスフレーズなし
で保存されているデータにアクセスできないように、パーティションをで保存されているデータにアクセスできないように、パーティションを 暗号暗号 化するかどうかを化するかどうかを
選択します。ストレージデバイスの暗号化については、選択します。ストレージデバイスの暗号化については、付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化 を参照してくを参照してく
ださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフださい。このオプションを選択すると、パーティションがディスクに書き込まれる前にパスフ
レーズの入力が求められます。レーズの入力が求められます。
       

        OK: 設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は設定に満足し、パーティションを作成する必要がある場合は OK を選択します。を選択します。
       

        取り消し取り消し: パーティションを作成しない場合はパーティションを作成しない場合は Cancel を選択します。を選択します。
       

23.15.2.1. ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ

       Red Hat Enterprise Linux では、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できまでは、異なるパーティションタイプとファイルシステムを作成できま
す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡す。以下は、使用可能なパーティションの種類とファイルシステムの種類と、その使用方法について簡
単に説明しています。単に説明しています。
      

パーティションタイプパーティションタイプ

         標準パーティション標準パーティション: 標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含標準パーティションにはファイルシステムまたはスワップ領域を含
めることも、ソフトウェアめることも、ソフトウェア RAID またはまたは LVM 物理ボリュームにコンテナーを提供できます。物理ボリュームにコンテナーを提供できます。
        

         swap — Swap パーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シパーティションは仮想メモリーに対応するため使用されます。つまり、シ
ステムが処理しているデータを格納するステムが処理しているデータを格納する RAM が不足すると、そのデータがが不足すると、そのデータが swap パーティパーティ
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ションに書き込まれます。詳細は、ションに書き込まれます。詳細は、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参照してを参照して
ください。ください。
        

         ソフトウェアソフトウェア RAID — 複数のソフトウェア複数のソフトウェア RAID パーティションを作成してパーティションを作成して 1 台の台の RAID 
デバイスとして設定します。デバイスとして設定します。RAID の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイデプロイメントガイ
ドド のの 『『RAID (Redundant Array of Independent Disks)』』 の章を参照してください。の章を参照してください。
        

         物理ボリューム物理ボリューム(LVM) - 1 つ以上の物理ボリュームつ以上の物理ボリューム(LVM)パーティションを作成すると、パーティションを作成すると、
LVM 論理ボリュームを作成できます。論理ボリュームを作成できます。LVM は、物理ディスクを使用する場合にパフォーマンは、物理ディスクを使用する場合にパフォーマン
スを向上させることができます。スを向上させることができます。LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガデプロイメントガ
イドイド を参照してください。を参照してください。
        

ファイルシステムファイルシステム

         ext4: ext4 ファイルシステムはファイルシステムは ext3 ファイルシステムをベースとし、多くの改善が加えファイルシステムをベースとし、多くの改善が加え
られています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようになられています。より大きなファイルシステム、そしてより大きなファイルに対応するようにな
り、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクトり、ディスク領域の割り当てに要する時間が短縮され効率化されています。また、ディレクト
リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、リー内のサブディレクトリーの数に制限がなく、ファイルシステムチェックが速くなり、
ジャーナリングがより強力になりました。ジャーナリングがより強力になりました。ext4 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポーのファイルシステムがサポー
トされます。トされます。ext4 ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。ファイルシステムはデフォルトで選択されるため、強く推奨されます。
        

注記注記

          マウントオプションマウントオプション user_xattr およびおよび acl は、インストールシステムには、インストールシステムに
よって自動的によって自動的に ext4 システムに設定されます。これらのオプションは、拡張属システムに設定されます。これらのオプションは、拡張属
性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細性とアクセス制御リストをそれぞれ有効にします。マウントオプションの詳細
は、は、Red Hat Enterprise Linux Storage Administration Guide を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
         

         ext3 — ext3 ファイルシステムはファイルシステムは ext2 ファイルシステムをベースとし、ジャーナリングファイルシステムをベースとし、ジャーナリング
機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する機能という大きな利点を備えています。ジャーナリングファイルシステムを使用する
と、と、fsckが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しまが必要ないため、クラッシュ後のファイルシステムの復旧に費やす時間を短縮しま

す。す。 [12] ファイルシステム。ファイルシステム。ext3 では、最大では、最大 16TB のファイルシステムがサポートされます。のファイルシステムがサポートされます。
        

         ext2: ext2 ファイルシステムは標準のファイルシステムは標準の Unix ファイルタイプ（通常のファイル、ディレクファイルタイプ（通常のファイル、ディレク
トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大トリー、シンボリックリンクなど）をサポートします。最大 255 文字までの長いファイル名を文字までの長いファイル名を
割り当てることができます。割り当てることができます。
        

         XFS - XFS は、最大は、最大 16 エクサバイト（約エクサバイト（約 1,600万テラバイト）のファイルシステム、最万テラバイト）のファイルシステム、最
大大 8 エクサバイト（約エクサバイト（約 800万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ万テラバイト）のファイル、および数千万のエントリーを含むディ
レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。レクトリー構造に対応する、スケーラビリティーが高く高性能なファイルシステムです。XFS 
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は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、は、クラッシュからの回復が早いメタデータジャーナル機能に対応します。また、XFS ファイファイ
ルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができまルシステムは、マウント中でアクティブな場合でも、最適化やサイズ変更を行うことができま
す。す。
        

重要重要

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 は、は、System z でのでの XFS をサポートしませをサポートしませ
ん。ん。
         

         vfat - VFAT ファイルシステムは、ファイルシステムは、FAT ファイルシステムのファイルシステムの Microsoft Windows の長いの長い
ファイル名と互換性があるファイル名と互換性がある Linux ファイルシステムです。ファイルシステムです。
        

         Btrfs - Btrfs は、は、ext2、、ext3、および、および ext4 のファイルシステムよりも多くのファイル、のファイルシステムよりも多くのファイル、
より大きなファイル、およびより大きなファイル、および ext4 のボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとしてのボリュームに対応し、管理できるファイルシステムとして
開発中です。開発中です。Btrfs は、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エは、ファイルシステムがエラーに耐性を持たせるように設計されており、エ
ラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータラー発生時の検出と修復を容易にします。チェックサムを使用して、データおよびメタデータ
の有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッの有効性を確保し、バックアップまたは修復に使用できるファイルシステムのスナップショッ
トを維持します。トを維持します。
        

         Btrfs はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供はまだ実験的で開発中であるため、インストールプログラムはデフォルトでは提供
されません。ドライブにされません。ドライブに Btrfs パーティションを作成する場合は、起動オプションパーティションを作成する場合は、起動オプション  btrfs でイでイ
ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、ンストールプロセスを開始する必要があります。手順は、28章章起動オプション起動オプション を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
        

警告警告

          Red Hat Enterprise Linux 6.9 には、テクノロジープレビューとしてには、テクノロジープレビューとして 
Btrfs が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重が含まれており、このファイルシステムを試すことができます。貴重
なデータを含むパーティションにはなデータを含むパーティションには Btrfs を選択しないでください。まを選択しないでください。ま
た、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないでた、重要なシステムの運用に不可欠となるパーティションは選択しないで
ください。ください。
         

23.15.3.  ソフトウェアソフトウェア RAID の作成の作成 
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注記注記

       System z では、ストレージサブシステムがでは、ストレージサブシステムが RAID を透過的に使用します。ソフトを透過的に使用します。ソフト
ウェアウェア RAID を設定する必要はありません。を設定する必要はありません。
      

      RAID ( Redundant Array of independent disks)は、複数のは、複数の ストレージデバイスから設定されておストレージデバイスから設定されてお
り、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまなり、これによりパフォーマンスが向上し、一部の設定ではより高い耐障害性が得られます。さまざまな
種類の種類の RAID の詳細はの詳細は 、、Red Hat Enterprise Linux ストレージ管理ガイドストレージ管理ガイド を参照してください。を参照してください。
     

      RAID デバイスを作成するには、まずソフトウェアデバイスを作成するには、まずソフトウェア RAID パーティションを作成する必要がありまパーティションを作成する必要がありま
す。す。2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションを作成したら、パーティションを作成したら、RAID を選択して、ソフトウェアを選択して、ソフトウェア 
RAID パーティションをパーティションを RAID デバイスに参加させます。デバイスに参加させます。
     

RAID パーティションパーティション

         ソフトウェアソフトウェア RAID のパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオのパーティションを設定するには、このオプションを選択します。このオ
プションは、ディスクにソフトウェアプションは、ディスクにソフトウェア RAID パーティションが含まれていない場合にのみ使用できパーティションが含まれていない場合にのみ使用でき
ます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用可能なオプ
ションの説明は、ションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System Type をを 
ソフトウェアソフトウェア RAIDに設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
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図図23.40 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

[D]

 

RAID デバイスデバイス

         既存のソフトウェア既存のソフトウェア RAID パーティションからパーティションから RAID デバイスを構築する場合は、このオプデバイスを構築する場合は、このオプ
ションを選択します。このオプションは、ションを選択します。このオプションは、2 つ以上のソフトウェアつ以上のソフトウェア RAID パーティションが設定されパーティションが設定され
ている場合に使用できます。ている場合に使用できます。
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図図23.41 RAID デバイスの作成デバイスの作成

[D]

         標準パーティションのファイルシステムの種類を標準パーティションのファイルシステムの種類を として選択します。として選択します。
        

         Anaconda はは RAID デバイスの名前を自動的に提案しますが、デバイスの名前を自動的に提案しますが、md0 からから md15 への名前を手への名前を手
動で選択できます。動で選択できます。
        

         個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この個々のストレージデバイスの横にあるチェックボックスをクリックして、この RAID に含めるに含める
か、または削除します。か、または削除します。
        

         RAID レベルレベル は、特定タイプのは、特定タイプの RAID に対応します。次のいずれかのオプションを選択しまに対応します。次のいずれかのオプションを選択しま
す。す。
        

           RAID 0: 複数のストレージデバイスにデータを分散します。複数のストレージデバイスにデータを分散します。RAID レベルレベル 0 は、標準は、標準
パーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージをパーティションでのパフォーマンスを向上させます。複数のデバイスのストレージを 1 つのつの
大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル大きな仮想デバイスにプールするために使用できます。レベル 0 RAIDS は冗長性がなく、は冗長性がなく、
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アレイ内のアレイ内の 1 つのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだつのデバイスに障害が発生してもアレイ全体が破棄されることに注意してくだ
さい。さい。RAID 0 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 1: 1 つのストレージデバイス上のデータを、他のつのストレージデバイス上のデータを、他の 1 つ以上のストレージデバイつ以上のストレージデバイ
スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。スにミラーリングします。アレイ内のデバイスを増やすことで冗長レベルを強化します。
RAID 1 には少なくともには少なくとも 2 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 4: 複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の複数のストレージデバイスにデータを分散しますが、アレイ内の 1 つのデバつのデバ
イスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティーイスを使用して、アレイ内のデバイスに障害が発生した場合にアレイを保護するパリティー
情報を保存します。すべてのパリティー情報が情報を保存します。すべてのパリティー情報が 1 つのデバイスに保存されるため、このデバつのデバイスに保存されるため、このデバ
イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。イスにアクセスすると、アレイのパフォーマンスにボトルネックが生じます。RAID 4 にはには
少なくとも少なくとも 3 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 5: データおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。しデータおよびパリティー情報を複数のストレージデバイスに分散します。し
たがって、たがって、RAID レベルレベル 5 は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点は、データを複数のデバイスに分散するパフォーマンス上の利点
を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、を提供しますが、パリティー情報もアレイで配布されるため、RAID レベルレベル 4 のパフォーマのパフォーマ
ンスボトルネックは共有しないでください。ンスボトルネックは共有しないでください。RAID 5 には少なくともには少なくとも 3 つのつの RAID パーティパーティ
ションが必要です。ションが必要です。
          

           RAID 6: レベルレベル 6 のの RAID はは レベルレベル 5 RAID と似ていますが、パリティーデータのと似ていますが、パリティーデータの
セットはセットは 1 つだけ格納されるのではなく、つだけ格納されるのではなく、2 つのセットを保存します。つのセットを保存します。RAID 6 には少なくには少なく
ともとも 4 つのつの RAID パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

           RAID 10: レベルレベル 10 RAID は、は、ネストされたネストされた RAID またはまたは ハイブリッドハイブリッド RAID です。です。
RAID レベルレベル 10 は、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散すは、ミラーリングされているストレージデバイスセットにデータを分散す
ることにより構築されます。たとえば、ることにより構築されます。たとえば、4 つのつの RAID パーティションから設定されたパーティションから設定された RAID 
レベルレベル 10 のの RAID は、は、1 つのパーティションがもうつのパーティションがもう 1 つのパーティションをミラーリングつのパーティションをミラーリング
するする 2 つのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベルつのパーティションのペアで設定されます。その後、データは、レベル 0 RAID と同と同
様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。様に、ストレージデバイスのペアに分散されます。RAID 10 には少なくともには少なくとも 4 つのつの RAID 
パーティションが必要です。パーティションが必要です。
          

 

23.15.4.  LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成 

重要重要

       テキストモードのインストール時にテキストモードのインストール時に LVM の初期セットアップは利用できません。の初期セットアップは利用できません。
LVM 設定をゼロから作成する必要がある場合は、設定をゼロから作成する必要がある場合は、root ユーザーでインストールイメージユーザーでインストールイメージ
に別のに別の SSH 接続を確立し、接続を確立し、lvm コマンドを実行します。コマンドを実行します。
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      論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM)は、ハードドライブやは、ハードドライブや LUN などの基礎となる物理ストレージ領域の論などの基礎となる物理ストレージ領域の論
理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは理ビューを表示します。物理ストレージ上のパーティションは 物理ボリューム物理ボリューム として表示され、として表示され、ボボ
リュームグループリュームグループ にグループ化することができます。各ボリュームグループは複数のにグループ化することができます。各ボリュームグループは複数の 論理ボリューム論理ボリューム 
に分割することができます。したがって、に分割することができます。したがって、LVM 論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ論理ボリュームは、複数の物理ディスクにまたがるこ
とが可能なパーティションとして機能します。とが可能なパーティションとして機能します。
     

      LVM の詳細は、の詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド を参照してください。を参照してください。LVM は、は、
グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。グラフィカルインストールプログラムでのみ使用できることに注意してください。
     

LVM 物理ボリューム物理ボリューム

         LVM 物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを物理ボリュームとしてパーティションまたはデバイスを設定するには、このオプションを
選択します。このオプションは、ストレージに選択します。このオプションは、ストレージに LVM ボリュームグループが含まれていない場合にのボリュームグループが含まれていない場合にの
み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用み使用できます。これは、標準パーティションの追加時に表示されるダイアログと同じです。利用
可能なオプションの説明は、可能なオプションの説明は、「パーティションの追加」「パーティションの追加」 を参照してください。ただし、を参照してください。ただし、File System 
Type をを 物理ボリューム物理ボリューム(LVM)に設定する必要があることに注意してください。に設定する必要があることに注意してください。
        

図図23.42 LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

[D]

 

LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

         利用可能な利用可能な LVM 物理ボリュームから物理ボリュームから LVM ボリュームグループを作成するか、既存の論理ボボリュームグループを作成するか、既存の論理ボ
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リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。リュームをボリュームグループに追加するには、このオプションを選択します。
        

図図23.43 LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

[D]

         ボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前をボリュームグループに物理ボリュームを割り当てるには、最初にボリュームグループに名前を
付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、付けます。次に、ボリュームグループで使用する物理ボリュームを選択します。最後に、Add オプオプ
ション、ション、Edit オプション、オプション、Delete オプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボオプションを使用して、任意のボリュームグループに論理ボ
リュームを設定します。リュームを設定します。
        

         ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十ボリュームグループから物理ボリュームを削除すると、そのグループの論理ボリューム用に十
分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、分な領域が残ってしまう可能性があります。たとえば、8 GB の論理ボリュームを含むの論理ボリュームを含む 2 つのつの 5 GB 
のの LVM 物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス物理ボリュームパーティションで設定されるボリュームグループの例を示します。インス
トーラーは、トーラーは、8 GB の論理ボリューム用に、グループにの論理ボリューム用に、グループに 5 GB しか残っていないため、いずれかのコしか残っていないため、いずれかのコ
ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切ンポーネントの物理ボリュームを削除することはできません。論理ボリュームの合計サイズを適切
に減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボに減らす場合は、ボリュームグループから物理ボリュームを削除できます。この例では、論理ボ
リュームのサイズをリュームのサイズを 4 GB に減らすと、に減らすと、5 GB の物理ボリュームのいずれかを削除できます。の物理ボリュームのいずれかを削除できます。
        

 

論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

         LVM 論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ論理ボリュームを作成するには、このオプションを選択します。標準のディスクパーティ
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ションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズションであるかのように、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、サイズ(MB 単位単位)を選択しを選択し
ます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定すます。論理ボリュームの名前を選択し、その論理ボリュームが属するボリュームグループを指定す
ることもできます。ることもできます。
        

図図23.44 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

[D]

 

23.15.5. 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

      System z 上の上の Linux に効率的なスワップ領域を設定することは複雑なタスクです。環境に大きくに効率的なスワップ領域を設定することは複雑なタスクです。環境に大きく
依存するため、実際にシステムにかかる負荷に応じて調整を行ってください。依存するため、実際にシステムにかかる負荷に応じて調整を行ってください。
     

      詳細や決定については、以下のリソースを参照してください。詳細や決定については、以下のリソースを参照してください。
     

        第第 7 章章IBM Redbooks 資料『資料『Linux on IBM System z: Performance Measurement and 
Tuning』』 のの Linux スワップスワップ [IBM Form Number SG24-6926-01],[ISBN 0738485586]
(http://www.redbooks.ibm.com/abstracts/sg246926.html から利用可能から利用可能)
       

        『『Linux Performance when running under VM』』 
(http://www.vm.ibm.com/perf/tips/linuxper.html)
       

23.16. ディスクへの変更の書き込みディスクへの変更の書き込み

     インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。インストーラーは、選択したパーティションオプションを確認するように求められます。Write 
changes to disk をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、をクリックして、インストーラーがハードドライブのパーティションを作成し、Red 
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Hat Enterprise Linux をインストールできるようにします。をインストールできるようにします。
    

図図23.45 ストレージ設定のディスクへの書き込みストレージ設定のディスクへの書き込み

[D]

     続行する場合は、続行する場合は、Write changes to disk をクリックします。をクリックします。
    

警告警告

      インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後インストールプロセスのこの時点で、インストーラーはコンピューターに最後
に変更を加えていません。に変更を加えていません。Write changes to disk をクリックすると、インストーをクリックすると、インストー
ラーはハードドライブの領域を割り当て、ラーはハードドライブの領域を割り当て、Red Hat Enterprise Linux をこの領域にをこの領域に
移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで移動します。選択したパーティション設定オプションに応じて、このプロセスで
は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。は、コンピューターに存在しているデータの消去が行われる場合があります。
     

      この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、この時点までに行った選択のいずれかを修正するには、Go back をクリックしをクリックし
ます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。ます。インストールを完全に取り消すには、コンピューターをオフにします。
     

      Write changes to disk をクリックした後に、インストールプロセスを完了させをクリックした後に、インストールプロセスを完了させ
ます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッます。プロセスが中断された場合（コンピューターの電源をオフにしたり、リセッ
トしたり、停電したりした場合など）、トしたり、停電したりした場合など）、Red Hat Enterprise Linux のインストールのインストール
プロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストープロセスを再起動および完了するか、別のオペレーティングシステムをインストー
ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。ルするまでコンピューターを使用できない可能性があります。
     

23.17. パッケージグループの選択パッケージグループの選択

     インストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シスインストールにほとんどの選択肢を行ったので、デフォルトのパッケージ選択を確認するか、シス
テムのパッケージをカスタマイズすることができます。テムのパッケージをカスタマイズすることができます。
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     パッケージのパッケージの インストールデフォルトインストールデフォルト 画面画面 が表示され、が表示され、Red Hat Enterprise Linux インストールインストール
のデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールするのデフォルトパッケージセットの詳細が表示されます。この画面は、インストールする Red Hat 
Enterprise Linux のバージョンによって異なります。のバージョンによって異なります。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux をテキストモードでインストールする場合は、パッケーをテキストモードでインストールする場合は、パッケー
ジを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルージを選択することはできません。インストーラーは、ベースグループおよびコアグルー
プからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールププからのみパッケージを自動的に選択します。これらのパッケージは、インストールプ
ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備ロセスの最後にシステムが動作し、更新および新規パッケージをインストールする準備
が整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インスが整っていることを確認するには十分です。パッケージの選択を変更するには、インス
トールを完了してから、トールを完了してから、ソフトウェアの追加ソフトウェアの追加/削除削除 アプリケーションを使用して必要な変アプリケーションを使用して必要な変
更を加えます。更を加えます。
     

図図23.46 パッケージグループの選択パッケージグループの選択

[D]

     デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux インストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデインストールプロセスは、基本的なサーバーとしてデ
プロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカプロイされたシステムに適したソフトウェアの選択を読み込みます。このインストールにはグラフィカ
ル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるにル環境が含まれていないことに注意してください。他のロールに適したソフトウェアの選択を含めるに
は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。は、次のいずれかのオプションに対応するラジオボタンをクリックします。
    

基本サーバー基本サーバー
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        このオプションは、サーバーで使用するためのこのオプションは、サーバーで使用するための Red Hat Enterprise Linux の基本インストールの基本インストール
を提供します。を提供します。
       

 

データベースサーバーデータベースサーバー

        このオプションは、このオプションは、MySQL およびおよび PostgreSQL データベースを提供します。データベースを提供します。
       

 

Web server

        このオプションはこのオプションは Apache Web サーバーを提供します。サーバーを提供します。
       

 

エンタープライズエンタープライズ Identity Server ベースベース

        このオプションは、このオプションは、ID サーバーおよび認証サーバーを作成するためのサーバーおよび認証サーバーを作成するための OpenLDAP およびおよび 
Enterprise Identity Management (IPA)を提供します。を提供します。
       

 

Virtual Host

        このオプションは、仮想マシンのホストを作成するこのオプションは、仮想マシンのホストを作成する KVM およびおよび Virtual Machine Manager 
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

デスクトップデスクトップ

        このオプションは、このオプションは、OpenOffice.org 生産性スイート、生産性スイート、GIMP などのグラフィカルツール、およなどのグラフィカルツール、およ
びマルチメディアアプリケーションを提供します。びマルチメディアアプリケーションを提供します。
       

 

ソフトウェア開発ワークステーションソフトウェア開発ワークステーション

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux システムでソフトウェアのコンパイルに必要なシステムでソフトウェアのコンパイルに必要な
ツールを提供します。ツールを提供します。
       

 

最小最小

        このオプションは、このオプションは、Red Hat Enterprise Linux の実行に必要なパッケージのみを提供します。の実行に必要なパッケージのみを提供します。
最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ最小インストールは、単一の目的サーバーまたはデスクトップアプライアンスの基盤を提供し、こ
のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。のようなインストールでパフォーマンスとセキュリティーを最大化します。
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警告警告

         現在、最小インストールでは、現在、最小インストールでは、authconfig パッケージおよびパッケージおよび system-
config-firewall-base パッケージが選択にないため、デフォルトでファイアパッケージが選択にないため、デフォルトでファイア
ウォールウォール(iptables/ip6tables)を設定しません。この問題を回避するには、キッを設定しません。この問題を回避するには、キッ
クスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージにクスタートファイルを使用して、これらのパッケージを選択したパッケージに
追加します。回避策の詳細は追加します。回避策の詳細は Red Hat カスタマーポータルカスタマーポータル、キックスタート、キックスタート
ファイルの詳細はファイルの詳細は 32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してくださを参照してくださ
い。い。
        

         回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア回避策を使用しない場合、インストールは正常に完了しますが、ファイア
ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。ウォールは設定されず、セキュリティーリスクが発生します。
        

 

     現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、現在のパッケージリストを受け入れることを選択した場合は、「パッケージのインストール」「パッケージのインストール」 に進に進
んでください。んでください。
    

     コンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしまコンポーネントを選択するには、そのコンポーネントの横にあるチェックボックスをクリックしま
すす( 図図23.46「パッケージグループの選択」「パッケージグループの選択」を参照してくださいを参照してください)。。
    

     パッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面のパッケージセットをさらにカスタマイズするには、画面の Customize now オプションを選択しまオプションを選択しま
す。す。次次 へへ をクリックすると、をクリックすると、パッケージグループの選択パッケージグループの選択 画面に移動します。画面に移動します。
    

23.17.1. 追加リポジトリーからのインストール追加リポジトリーからのインストール

      追加の追加の リポジトリーリポジトリー を定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこを定義して、インストール時にシステムで利用可能なソフトウェアを増やすこ
とができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述するとができます。リポジトリーは、ソフトウェアパッケージと、そのソフトウェアパッケージを記述する 
メタデータメタデータ を保存するネットワークの場所です。を保存するネットワークの場所です。Red Hat Enterprise Linux で使用されるソフトウェで使用されるソフトウェ
アパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタアパッケージの多くは、他のソフトウェアをインストールする必要があります。インストーラーはメタ
データを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこデータを使用して、インストール用に選択したすべてのソフトウェアでこれらの要件を満たしているこ
とを確認します。とを確認します。
     

      Red Hat Enterprise Linux リポジトリーが自動的に選択されます。これには、リポジトリーが自動的に選択されます。これには、Red Hat Enterprise 
Linux 6.9 としてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリース時の現在のバージョとしてリリースされたソフトウェアの完全なコレクションと、リリース時の現在のバージョ
ンにさまざまなソフトウェアが含まれています。ンにさまざまなソフトウェアが含まれています。
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図図23.47 ソフトウェアリポジトリーの追加ソフトウェアリポジトリーの追加

[D]

      追加追加 リポジトリーリポジトリー からソフトウェアを含めるには、からソフトウェアを含めるには、Add additional software repositories を選択を選択
し、リポジトリーの場所を指定します。し、リポジトリーの場所を指定します。
     

      既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、既存のソフトウェアリポジトリーの場所を編集するには、一覧でリポジトリーを選択し、Modify 
repository を選択します。を選択します。
     

      Red Hat Enterprise Linux DVD など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変など、ネットワーク以外のインストール時にリポジトリー情報を変
更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。更すると、インストーラーはネットワーク設定情報の入力を求めます。
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図図23.48 ネットワークインターフェイスの選択ネットワークインターフェイスの選択

[D]

1. 
        ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。ドロップダウンメニューからインターフェイスを選択します。
       

2. 
        OK をクリックします。をクリックします。
       

      次に、次に、Anaconda によりにより NetworkManager が起動し、インターフェイスを設定できます。が起動し、インターフェイスを設定できます。
     

図図23.49 ネットワーク接続ネットワーク接続

[D]
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      NetworkManager の使用方法は、を参照してください。の使用方法は、を参照してください。 「ホスト名の設定」「ホスト名の設定」
     

      Add additional software repositories を選択すると、を選択すると、Edit repository ダイアログが表示されまダイアログが表示されま
す。す。リポジトリー名リポジトリー名 と、そのロケーションのと、そのロケーションの リポジトリーリポジトリー URL を指定します。を指定します。
     

      ミラーを見つけたら、使用するミラーを見つけたら、使用する URL を判別するために、を判別するために、repodata という名前のディレクトリーがという名前のディレクトリーが 
含ま含ま れるミラー上のディレクトリーを検索します。れるミラー上のディレクトリーを検索します。
     

      追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク追加リポジトリーの情報を入力すると、インストーラーはパッケージのメタデータをネットワーク
経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ経由で読み取ります。特別にマークされたソフトウェアは、パッケージグループ選択システムに含まれ
ます。ます。
     

警告警告

       パッケージ選択画面からパッケージ選択画面から Back を選択すると、入力した追加のリポジトリーを選択すると、入力した追加のリポジトリー
データが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルできデータが失われます。これにより、追加のリポジトリーを効果的にキャンセルでき
ます。現在、入力後にます。現在、入力後に 1 つのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませつのリポジトリーのみをキャンセルする方法はありませ
ん。ん。
      

23.17.2.  ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ 

注記注記

       Red Hat Enterprise Linux システムは、インストールプロセスの開始時に選択したシステムは、インストールプロセスの開始時に選択した
言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか言語を自動的にサポートします。追加言語のサポートを含めるには、言語カテゴリーか
らその言語のパッケージグループを選択らその言語のパッケージグループを選択 しし ます。ます。
      

注記注記

       従来の従来の 31 ビットアプリケーションの開発または実行をサポートするビットアプリケーションの開発または実行をサポートする IBM System z 
のユーザーは、互換性アーカイブのユーザーは、互換性アーカイブ サポートおよびサポートおよび 互換性互換性 Arch Development Support 
パッケージを選択して、システムのアーキテクチャー固有のサポートをインストールすパッケージを選択して、システムのアーキテクチャー固有のサポートをインストールす
ることが推奨されます。ることが推奨されます。
      

      Customize now を選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプを選択して、最終的なシステムのソフトウェアパッケージを指定します。このオプ
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ションを使用すると、インストールプロセスでションを使用すると、インストールプロセスで Next を選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さを選択すると、追加のカスタマイズ画面が表示さ
れます。れます。
     

図図23.50 パッケージグループの詳細パッケージグループの詳細

[D]

      Red Hat Enterprise Linux は、同梱のソフトウェアをは、同梱のソフトウェアを  パッケージグループパッケージグループ。簡単に使用できるよ。簡単に使用できるよ
うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。うに、パッケージ選択画面には、これらのグループがカテゴリーとして表示されます。
     

      機能機能( X Window System やや Editorsなどなど)、個々のパッケージ、またはこの、個々のパッケージ、またはこの 2 つの組み合わせに従っつの組み合わせに従っ
てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。てコンポーネントをグループ化するパッケージグループを選択できます。
     

      カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側カテゴリーのパッケージグループを表示するには、左側の一覧からカテゴリーを選択します。右側
のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。のリストには、現在選択されているカテゴリーのパッケージグループが表示されます。
     

      インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選インストール用のパッケージグループを指定するには、グループの横にあるチェックボックスを選
択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま択します。画面下部のボックスには、現在強調表示されているパッケージグループの詳細が表示されま
す。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストールす。そのグループのチェックボックスが選択されていない限り、グループのパッケージはインストール
されません。されません。
     

      パッケージグループを選択すると、パッケージグループを選択すると、Red Hat Enterprise Linux は、そのグループのベースパッケーは、そのグループのベースパッケー
ジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージジと必須パッケージを自動的にインストールします。選択したグループ内のどのオプションパッケージ
をインストールするかを変更するには、グループの説明の下にあるをインストールするかを変更するには、グループの説明の下にある Optional Packages ボタンを選択ボタンを選択
します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。します。次に、個々のパッケージ名の横にあるチェックボックスを使用して選択を変更します。
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      右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース右側のパッケージ選択リストでは、コンテキストメニューをショートカットとして使用し、ベース
パッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できまパッケージおよび必須パッケージまたはすべてのオプションパッケージを選択または選択解除できま
す。す。
     

図図23.51 パッケージ選択リストコンテキストメニューパッケージ選択リストコンテキストメニュー

[D]

      必要なパッケージを選択したら、必要なパッケージを選択したら、Next を選択して続行します。インストーラーは選択をチェックを選択して続行します。インストーラーは選択をチェック
し、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージのし、選択したソフトウェアを使用するのに必要な追加パッケージを自動的に追加します。パッケージの
選択が終了したら、選択が終了したら、Close をクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージをクリックしてオプションのパッケージ選択を保存し、メインのパッケージ
選択画面に戻ります。選択画面に戻ります。
     

      選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、選択したパッケージは永続的ではありません。システムを起動したら、Add/Remove Software 
ツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除しツールを使用して、新しいソフトウェアをインストールするか、インストールしたパッケージを削除し
ます。このツールを実行するには、メインメニューからます。このツールを実行するには、メインメニューから System → Administration → Add/Remove 
Software を選択します。を選択します。Red Hat Enterprise Linux ソフトウェア管理システムは、インストールディソフトウェア管理システムは、インストールディ
スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。スクで使用するのではなく、ネットワークサーバーから最新のパッケージをダウンロードします。
     

23.17.2.1.  コアとなるネットワークサービスコアとなるネットワークサービス 

       すべてのすべての Red Hat Enterprise Linux インストールには、以下のネットワークサービスが含まれまインストールには、以下のネットワークサービスが含まれま
す。す。
      

         syslog による集中ロギングによる集中ロギング
        

         SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) による電子メールによる電子メール
        

         NFS (Network File System) によるネットワークファイル共有によるネットワークファイル共有
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         SSH (Secure SHell) によるリモートアクセスによるリモートアクセス
        

         mDNS (multicast DNS) によるリソースのアドバタイズによるリソースのアドバタイズ
        

       デフォルトのインストールでは、以下も提供します。デフォルトのインストールでは、以下も提供します。
      

         HTTP によるネットワークファイル転送によるネットワークファイル転送(HyperText Transfer Protocol)
        

         CUPS による印刷による印刷(Common UNIX Printing System)
        

         VNC を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）を介したリモートデスクトップアクセス（仮想ネットワークコンピューティング）
        

       Red Hat Enterprise Linux システムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シシステムの一部の自動プロセスは、電子メールサービスを使用して、シ
ステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷なステム管理者にレポートとメッセージを送信します。デフォルトでは、電子メール、ログ記録、印刷な
どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。どのサービスは他のシステムからの接続は受信しません。Red Hat Enterprise Linux は、これらのサーは、これらのサー
ビスを有効にせずにビスを有効にせずに NFS 共有、共有、HTTP、、VNC コンポーネントをインストールします。コンポーネントをインストールします。
      

       インストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアクインストール後に電子メール、ファイル共有、ロギング、印刷、およびリモートデスクトップアク
セスサービスを提供するようにセスサービスを提供するように Red Hat Enterprise Linux システムを設定できます。システムを設定できます。SSH サービスはサービスは
デフォルトで有効になっています。デフォルトで有効になっています。NFS 共有サービスを有効にしなくても、共有サービスを有効にしなくても、NFS を使用して他のシスを使用して他のシス
テムのファイルにアクセスできます。テムのファイルにアクセスできます。
      

23.18. パッケージのインストールパッケージのインストール

     この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選この時点で、すべてのパッケージがインストールされるまで、何も実行しません。この速度は、選
択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。択したパッケージの数とコンピューターの速度によって異なります。
    

     利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関利用可能なリソースによっては、インストーラーがインストール用に選択したパッケージの依存関
係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。係を解決する間に、以下の進捗バーが表示される場合があります。
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図図23.52 インストールの開始インストールの開始

[D]

     選択したパッケージとその依存関係のインストール中に、以下の進捗バーが表示されます。選択したパッケージとその依存関係のインストール中に、以下の進捗バーが表示されます。
    

図図23.53 完了パッケージ完了パッケージ

[D]

23.19. インストールの完了インストールの完了

     お疲れさまでした。お疲れさまでした。Red Hat Enterprise Linux のインストールが完了しました。のインストールが完了しました。
    

     インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。インストールプログラムにより、システム再起動の準備を求めるプロンプトが表示されます。
    

     インストールプログラムは、インストールが完了したシステムで自動的に再起動します。インストールプログラムは、インストールが完了したシステムで自動的に再起動します。
    

     インストールプログラムは、再起動されない場合には、インストールプログラムは、再起動されない場合には、IPL を行うを行う (起動する起動する) デバイスからの情報デバイスからの情報
を表示します。シャットダウンオプションを受け入れ、シャットダウン後に、を表示します。シャットダウンオプションを受け入れ、シャットダウン後に、Red Hat Enterprise 
Linux のの /boot パーティションがインストールされているパーティションがインストールされている DASD またはまたは SCSI LUN からから IPL を受け入を受け入
れます。れます。
    

23.19.1. z/VM の配下のの配下の IPL

      DASD から起動から起動 (IPL) するには、するには、3270 コンソール上のコンソール上の DASD デバイスなどを使用し、次のコマンドデバイスなどを使用し、次のコマンド
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を実行します。を実行します。
     

#cp i 200

      自動パーティション設定が行われ自動パーティション設定が行われ (全パーティションのデータを消去全パーティションのデータを消去) DASD しかない環境では、通しかない環境では、通
常、最初に作動させる常、最初に作動させる DASD にに /boot パーティションが配置されます。パーティションが配置されます。
     

      FCP LUN にあるにある /boot を使用する場合は、起動を使用する場合は、起動 (IPL) するする FCP 接続のデバイスの接続のデバイスの WWPN とと LUN 
を与える必要があります。を与える必要があります。
     

       FCP 接続のデバイスから起動接続のデバイスから起動 (IPL) するには、以下を実行します。するには、以下を実行します。
      

1. 
        FCP 接続のデバイスに接続のデバイスに FCP ルーティング情報を指定します。たとえば、ルーティング情報を指定します。たとえば、WWPN はは  
0x50050763050B073D、、FCP LUN はは 0x4020400100000000 とします。とします。
       

#cp set loaddev portname50050763 050B073D lun 40204001 00000000

2. 
        FC00 など、など、FCP アダプターを起動アダプターを起動 (IPL) します。します。
       

#cp ipl FC00

注記注記

       仮想マシンで稼働中の仮想マシンで稼働中の Linux を停止することなく、を停止することなく、3270 端末を切断するには、端末を切断するには、#cp 
logoff ではなくではなく #cp disconnect を使用します。通常のログイン手順で仮想マシンを再を使用します。通常のログイン手順で仮想マシンを再
接続すると、接続すると、CP コンソール関数モードコンソール関数モード (CP READ) にセットされる場合があります。こにセットされる場合があります。こ
の場合、仮想マシン上で実行を再開するにはの場合、仮想マシン上で実行を再開するには BEGIN コマンドを入力します。コマンドを入力します。
      

23.19.2. LPAR 上での起動上での起動 (IPL)

      LPAR ベースのインストールの場合、ベースのインストールの場合、HMC でで LPAR に対して読み込みのコマンドを実行しまに対して読み込みのコマンドを実行しま
す。す。/boot パーティションがパーティションが 配置されている配置されている FCP LUN およびおよび WWPN、、FCP アダプターまたは特定のアダプターまたは特定の 
DASD を指定します。を指定します。
     

23.19.3. 再起動後の続行再起動後の続行(re-IPL)

      自動再起動またはインストールされた自動再起動またはインストールされた Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムの手動オペレーティングシステムの手動  
IPL の後に、の後に、ssh を介してシステムにログインできます。を介してシステムにログインできます。root でログインできるのは、でログインできるのは、3270 端末また端末また
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はは /etc/securetty に記載されている端末デバイスに限られることに注意してください。に記載されている端末デバイスに限られることに注意してください。
     

      グラフィカル環境でグラフィカル環境で Red Hat Enterprise Linux システムを初めて起動する場合は、システムを初めて起動する場合は、FirstBoot を使を使
用して用して Red Hat Enterprise Linux の設定をガイドできます。このツールを使用して、システムの時刻の設定をガイドできます。このツールを使用して、システムの時刻
と日付の設定、ソフトウェアのインストール、と日付の設定、ソフトウェアのインストール、Red Hat Network へのマシンの登録などを行うことがでへのマシンの登録などを行うことがで
きます。きます。firstboot を使用すると、最初を使用すると、最初 に環境を設定して、に環境を設定して、Red Hat Enterprise Linux システムをすぐシステムをすぐ
に使い始めることができます。に使い始めることができます。
     

      34章章Firstboot 設定プロセスについて説明します。設定プロセスについて説明します。
     

[11] 
      root パスワードは、パスワードは、Red Hat Enterprise Linux システムの管理パスワードです。システムメンテシステムの管理パスワードです。システムメンテ
ナーンスに必要な場合にのみ、ナーンスに必要な場合にのみ、root でログインする必要があります。でログインする必要があります。root アカウントは、通常のユーアカウントは、通常のユー
ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、ザーアカウントに設定された制限内では動作しないため、root で行った変更はシステム全体に影響を与で行った変更はシステム全体に影響を与
える可能性があります。える可能性があります。
     

[12] 
          fsck アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、アプリケーションは、ファイルシステムでメタデータの整合性を確認し、1 つ以上のつ以上の Linux 
ファイルシステムを修復するために使用されます。ファイルシステムを修復するために使用されます。
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第第24章章 IBM SYSTEM Z でのインストールに関するトラブルシューティングでのインストールに関するトラブルシューティング

    本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。本セクションでは、一般的なインストールの問題とその解決策について説明します。
   

    デバッグの目的で、デバッグの目的で、anaconda はインストールアクションをはインストールアクションを /tmp ディレクトリー内のファイルにロディレクトリー内のファイルにロ
グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。グ記録します。これらのファイルには、以下が含まれます。
   

/tmp/anaconda.log

       一般的な一般的な anaconda メッセージメッセージ
      

 

/tmp/program.log

       anacondaにより実行されるすべての外部プログラムにより実行されるすべての外部プログラム
      

 

/tmp/storage.log

       ストレージモジュールの詳細情報ストレージモジュールの詳細情報
      

 

/tmp/yum.log

       yum パッケージのインストールメッセージパッケージのインストールメッセージ
      

 

/tmp/syslog

       ハードウェア関連のシステムメッセージハードウェア関連のシステムメッセージ
      

 

    インストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージはインストールが失敗すると、こうしたログファイルのメッセージは /tmp/anaconda-tb-identifier にに
集約されます。集約されます。identifier はランダムな文字列です。はランダムな文字列です。
   

    上記のすべてのファイルはインストーラーの上記のすべてのファイルはインストーラーの ramdisk にあるため、揮発性になります。永続的なコにあるため、揮発性になります。永続的なコ
ピーを作成するには、インストールイメージのピーを作成するには、インストールイメージの scp を使用してネットワーク上の別のシステムにこれらを使用してネットワーク上の別のシステムにこれら
のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。のファイルをコピーします（他の方法ではありません）。
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24.1. RED HAT ENTERPRISE LINUX を起動できないを起動できない

24.1.1. signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される

      セグメンテーションフォールトセグメンテーションフォールト として知られるシグナルとして知られるシグナル 11 エラーは、割り当てられていないメモエラーは、割り当てられていないメモ
リーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナルリーの場所にプログラムがアクセスしたことを意味します。シグナル 11 エラーは、インストールされエラーは、インストールされ
ているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性がているソフトウェアプログラムのいずれかまたは障害のあるハードウェアのバグが原因である可能性が
あります。あります。
     

      Red Hat の最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータの最新のインストール更新およびイメージがあることを確認します。オンラインエラータ
を確認して、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。を確認して、新しいバージョンが利用可能かどうかを確認します。
     

24.2. インストール中の問題インストール中の問題

24.2.1. "No devices found to install Red Hat Enterprise Linux" エラーメッセージエラーメッセージ

      No devices found to install Red Hat Enterprise Linux というエラーメッセージが表示される場合というエラーメッセージが表示される場合
は、は、DASD デバイスに問題がある可能性があります。このエラーが発生した場合には、パラメーターデバイスに問題がある可能性があります。このエラーが発生した場合には、パラメーター
ファイルまたはファイルまたは CMS 設定ファイルに設定ファイルに DASD=<disks > パラメーターを追加しますパラメーターを追加します( disks は、インスは、インス
トール用に予約されているトール用に予約されている DASD 範囲範囲)。インストールを再度開始します。。インストールを再度開始します。
     

      さらに、さらに、CMS を使用してを使用して DASD をフォーマットするのではなく、をフォーマットするのではなく、Linux root シェル内でシェル内で dasdfmt 
コマンドを使用してコマンドを使用して DASD をフォーマットするようにします。をフォーマットするようにします。Anaconda は、未フォーマットのは、未フォーマットの 
DASD デバイスを自動的に検出し、このデバイスをフォーマットするかを尋ねます。デバイスを自動的に検出し、このデバイスをフォーマットするかを尋ねます。
     

24.2.2. トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存

      グラフィカルインストールプロセス中にグラフィカルインストールプロセス中に anaconda でエラーが発生すると、クラッシュレポートのでエラーが発生すると、クラッシュレポートの
ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスが表示されます。
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図図24.1 クラッシュレポートのダイアログボックスクラッシュレポートのダイアログボックス

[D]

Details

         エラーの詳細を表示します。エラーの詳細を表示します。
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図図24.2 クラッシュの詳細クラッシュの詳細

[D]

 

保存保存

         エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。エラーの詳細をローカルまたはリモートに保存します。
        

 

終了終了

         インストールプロセスを終了します。インストールプロセスを終了します。
        

 

      メインダイアログからメインダイアログから Save を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。を選択した場合は、以下のオプションから選択できます。
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図図24.3 レポーターの選択レポーターの選択

[D]

       

ロガーロガー

          指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま指定した場所にあるローカルのハードドライブにログファイルとしてエラーの詳細を保存しま
す。す。
         

 

Red Hat Customer Support

          サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。サポートが必要な場合は、カスタマーサポートにクラッシュレポートを送信します。
         

 

Report uploader

          圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを圧縮されたバージョンのクラッシュレポートを Bugzilla または任意のまたは任意の URL にアップロードしにアップロードし
ます。ます。
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      レポートを送信する前に、レポートを送信する前に、Preferences をクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しまをクリックして宛先を指定するか、認証情報を指定しま
す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、す。設定する必要のあるレポート方法を選択し、Configure Event をクリックします。をクリックします。
     

      

図図24.4 レポーターの設定レポーターの設定 

[D]

       

ロガーロガー

          ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合ログファイルのパスとファイル名を指定します。既存のログファイルに追加する場合
は、は、Append を確認してください。を確認してください。
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図図24.5 ログファイルのローカルパスの指定ログファイルのローカルパスの指定

[D]

 

Red Hat Customer Support

          レポートがカスタマーサポートレポートがカスタマーサポート となり、アカウントにリンクされるように、となり、アカウントにリンクされるように、Red Hat 
Network のユーザー名とパスワードを入力します。のユーザー名とパスワードを入力します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでがデフォルトで
チェックされていることを確認チェックされていることを確認 します。します。
         

図図24.6 Red Hat Network の認証情報を入力します。の認証情報を入力します。

[D]

 

Report uploader
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          クラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするためのクラッシュレポートの圧縮バージョンをアップロードするための URL を指定します。を指定します。
         

図図24.7 クラッシュレポートをアップロードするためのクラッシュレポートをアップロードするための URL を入力します。を入力します。

[D]

 

Bugzilla

          Bugzilla のユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用してのユーザー名とパスワードを入力して、クラッシュレポートを使用して Red Hat のの
バグ追跡システムでバグを延期します。バグ追跡システムでバグを延期します。URL が事前に入力され、が事前に入力され、SSL がデフォルトでチェックされがデフォルトでチェックされ
ていることを確認ていることを確認 します。します。
         

図図24.8 Bugzilla 認証の詳細を入力します。認証の詳細を入力します。

[D]
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      設定を入力したら、設定を入力したら、OK をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選をクリックしてレポート選択ダイアログに戻ります。問題の報告方法を選
択し、択し、Forward をクリックします。をクリックします。
     

      

図図24.9 レポートデータの確認レポートデータの確認

[D]

       これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了これで、含まれる問題の選択を解除して、レポートをカスタマイズできるようになりました。完了
したら、したら、Apply をクリックします。をクリックします。
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図図24.10 report in progress

[D]

       この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。この画面には、ログの送信または保存のエラーなど、レポートの結果が表示されます。Forward をを
クリックして続行します。クリックして続行します。
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図図24.11 実行されたレポート実行されたレポート

[D]

       レポートが完了しました。レポートが完了しました。Forward をクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレをクリックして、レポート選択ダイアログに戻ります。別のレ
ポートを作成するか、ポートを作成するか、Close をクリックしてレポートユーティリティーを終了してからをクリックしてレポートユーティリティーを終了してから Exit をクリッをクリッ
クしてインストールプロセスを閉じます。クしてインストールプロセスを閉じます。
     

24.2.3. その他のパーティション設定の問題その他のパーティション設定の問題

      手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に手動でパーティションを作成している際に次の画面へ移動できない場合は、インストールの継続に
必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。必要なすべてのパーティションが作成されていないことが考えられます。
     

      最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。最低必要条件として次のパーティションがあることを確認してください。
     

        / (ルートルート) パーティションパーティション
       

        タイプタイプ swap のの <swap> パーティションパーティション
       

      詳細は、詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
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注記注記

       パーティションのタイプをパーティションのタイプを swap として定義する場合は、マウントポイントを割りとして定義する場合は、マウントポイントを割り
当てないでください。当てないでください。Anaconda はマウントポイントを自動的に割り当てます。はマウントポイントを自動的に割り当てます。
      

24.3. インストール後の問題インストール後の問題

24.3.1. リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

      X Window System をインストールしており、グラフィカルログインマネージャーを使用してをインストールしており、グラフィカルログインマネージャーを使用して Red 
Hat Enterprise Linux システムにログインする場合は、システムにログインする場合は、XDMCP ( X Display Manager Control 
Protocol )を有効にします。このプロトコルにより、ユーザーは、を有効にします。このプロトコルにより、ユーザーは、X Window System と互換性のあると互換性のある
クライアント（ネットワーク接続されたワークステーションやクライアント（ネットワーク接続されたワークステーションや X11 ターミナルなど）からデスクトッターミナルなど）からデスクトッ
プ環境にリモートでログインできます。プ環境にリモートでログインできます。
     

      XDMCP を使用したリモートログインを有効にするには、を使用したリモートログインを有効にするには、vi、、nano などのテキストエディターでなどのテキストエディターで 
Red Hat Enterprise Linux システムのシステムの /etc/gdm/custom.conf ファイルを編集します。ファイルを編集します。[xdcmp] セクセク
ションで、ションで、Enable=true の行を追加し、ファイルを保存してテキストエディターを終了します。の行を追加し、ファイルを保存してテキストエディターを終了します。
     

      この変更を有効にするには、この変更を有効にするには、X Window System を再起動する必要があります。まず、ランレベルを再起動する必要があります。まず、ランレベル 4 
に切り替えます。に切り替えます。
     

/sbin/init 4

      グラフィカルディスプレイが閉じ、ターミナルのみが残ります。グラフィカルディスプレイが閉じ、ターミナルのみが残ります。login: プロンプトが表示されたプロンプトが表示された
ら、ユーザー名とパスワードを入力します。ら、ユーザー名とパスワードを入力します。
     

      次に、ターミナルで次に、ターミナルで root として、ランレベルとして、ランレベル 5 に切り替えて、グラフィカルインターフェイスに戻に切り替えて、グラフィカルインターフェイスに戻
り、り、X11 サーバーを起動します。サーバーを起動します。
     

/sbin/init 5

      クライアントマシンから、クライアントマシンから、X を使用してリモートを使用してリモート X11 セッションを開始します。以下に例を示しまセッションを開始します。以下に例を示しま
す。す。
     

X :1 -query s390vm.example.com

      このコマンドは、このコマンドは、XDMCP を使用してリモートを使用してリモート X11 サーバーに接続しサーバーに接続し( s390vm.example.com をリをリ
モートモート X11 サーバーのホスト名に置き換えサーバーのホスト名に置き換え)、、X11 サーバーシステムのディスプレイサーバーシステムのディスプレイ :1 にリモートのグにリモートのグ
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ラフィカルログイン画面を表示します（通常はラフィカルログイン画面を表示します（通常は Ctrl-Alt-F8 キーの組み合わせを使用してアクセスできキーの組み合わせを使用してアクセスでき
ます）。ます）。
     

      nested X11 サーバーを使用してリモートデスクトップセッションにアクセスすることもできます。サーバーを使用してリモートデスクトップセッションにアクセスすることもできます。
これにより、リモートデスクトップが現在のこれにより、リモートデスクトップが現在の X11 セッションの画面として開きます。セッションの画面として開きます。Xnest を使うを使う
と、ユーザーはローカルのと、ユーザーはローカルの X11 セッション内にネストされたリモートデスクトップを開くことができセッション内にネストされたリモートデスクトップを開くことができ
ます。たとえば、以下のコマンドを使用してます。たとえば、以下のコマンドを使用して Xnest を実行し、を実行し、s390vm.example.com をリモートをリモート X11 
サーバーのホスト名に置き換えます。サーバーのホスト名に置き換えます。
     

Xnest :1 -query s390vm.example.com

24.3.2. ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題

      firstboot 画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、画面でユーザーアカウントを作成していない場合は、Ctrl+Alt+F2 を押してコンソールにを押してコンソールに
切り替えてください。切り替えてください。root としてログインし、としてログインし、root に割り当てたパスワードを使用します。に割り当てたパスワードを使用します。
     

      root パスワードを覚えていない場合は、ブートオプションパスワードを覚えていない場合は、ブートオプション 1 つをつを zipl ブートメニューに追加するブートメニューに追加する
か、その他の手段でか、その他の手段で IPL にカーネルコマンドラインオプションを追加して、システムをにカーネルコマンドラインオプションを追加して、システムを シングルシングル ユーユー
ザーモードで起動します。ザーモードで起動します。
     

      シングルユーザーモードで起動してシングルユーザーモードで起動して # プロンプトにアクセスできる場合は、プロンプトにアクセスできる場合は、passwd root と入力すと入力す
ると、ると、root の新しいパスワードを入力できます。この時点での新しいパスワードを入力できます。この時点で shutdown -r と入力し、新しいと入力し、新しい root パスパス
ワードを使用してシステムを再起動することができます。ワードを使用してシステムを再起動することができます。
     

      ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、ユーザーアカウントのパスワードを記憶できない場合は、root になる必要があります。になる必要があります。root になるになる
には、には、su - と入力し、プロンプトが表示されたらと入力し、プロンプトが表示されたら root パスワードを入力します。次に、パスワードを入力します。次に、passwd 
<username> と入力しと入力し ます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力すます。これにより、指定したユーザーアカウントの新しいパスワードを入力す
ることができます。ることができます。
     

      グラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださグラフィカルログイン画面が表示されない場合は、ハードウェアで互換性の問題を確認してくださ
い。『い。『ハードウェア互換性一覧ハードウェア互換性一覧』』 については、以下を参照してください。については、以下を参照してください。
     

https://hardware.redhat.com/

24.3.3. プリンターが機能しなくなるプリンターが機能しなくなる

      プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、プリンターの設定方法がわからない場合、または正常に機能しない場合は、Printer Configuration 
Tool の使用を試行します。の使用を試行します。
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      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-printer コマンドを入力して、コマンドを入力して、Printer Configuration Tool を起を起
動します。動します。root でない場合は、続行するためにでない場合は、続行するために root パスワードを求めるプロンプトが表示されます。パスワードを求めるプロンプトが表示されます。
     

24.3.4. Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する

      Apache HTTP Server (httpd)またはまたは Sendmail が起動時に応答しなくなった場合は、以下の行がが起動時に応答しなくなった場合は、以下の行が 
/etc/hosts ファイルにあることを確認します。ファイルにあることを確認します。
     

127.0.0.1  localhost.localdomain  localhost
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第第25章章 SYSTEM Z インスタンスでのインストール済みインスタンスでのインストール済み LINUX の設定の設定

    System z 上の上の Linux の詳細は、の詳細は、27章章IBM System z のリファレンスのリファレンス に記載されているパブリケーに記載されているパブリケー
ションを参照してください。一般的なタスクの一部がここで説明されています。ションを参照してください。一般的なタスクの一部がここで説明されています。
   

25.1. DASD の追加の追加

     本セクションでは、本セクションでは、DASD ( Direct Access Storage Device )をオンラインに設定し、フォーマットをオンラインに設定し、フォーマット
する方法と、システムを永続的に接続して、再起動後に自動的に利用できるようにする方法を説明しまする方法と、システムを永続的に接続して、再起動後に自動的に利用できるようにする方法を説明しま
す。す。
    

注記注記

      z/VM 環境下で実行する場合は、デバイスが環境下で実行する場合は、デバイスが Linux システムに接続またはリンクされシステムに接続またはリンクされ
ていることを確認してください。ていることを確認してください。
     

CP ATTACH EB1C TO *

      アクセス可能なミニディスクをリンクするには、以下のようなコマンドを実行しまアクセス可能なミニディスクをリンクするには、以下のようなコマンドを実行しま
す。す。
     

CP LINK RHEL6X 4B2E 4B2E MR
DASD 4B2E LINKED R/W

      これらのコマンドの詳細は、『これらのコマンドの詳細は、『z/VM: CP Commands and Utilities Reference, 
SC24-6175』』 を参照してください。を参照してください。
     

25.1.1. DASD のオンラインでの動的な設定のオンラインでの動的な設定

      以下の手順では、（永続的ではなく）以下の手順では、（永続的ではなく）DASD を動的にオンライン化する方法を説明します。これを動的にオンライン化する方法を説明します。これ
は、新しいは、新しい DASD を設定する際の最初の手順です。後の手順で、永続的に利用可能にする方法を説明を設定する際の最初の手順です。後の手順で、永続的に利用可能にする方法を説明
します。します。
     

手順手順25.1 VMCP ドライバーを使用したドライバーを使用した IBM System z へのへの DASD ディスクの追加ディスクの追加

1. 
        VMCP ドライバーを有効にします。ドライバーを有効にします。
       

# modprobe vmcp
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2. 
        cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧から DASD を削除して、を削除して、Linux 
から見えるようにします。から見えるようにします。
       

# cio_ignore -r DeviceNumber

        DeviceNumber をを DASD のデバイス番号に置き換えます。以下に例を示します。のデバイス番号に置き換えます。以下に例を示します。
       

# cio_ignore -r 0102

3. 
        ディスクを仮想マシンにリンクします。ディスクを仮想マシンにリンクします。
       

# vmcp 'link * DeviceNumber DeviceNumber rw'

        DeviceNumber をを DASD のデバイス番号に置き換えます。のデバイス番号に置き換えます。
       

4. 
        デバイスをオンラインに設定します。コマンドを次の形式で使用します。デバイスをオンラインに設定します。コマンドを次の形式で使用します。
       

# # chccwdev -e DeviceNumber

        DeviceNumber をを DASD のデバイス番号に置き換えます。のデバイス番号に置き換えます。
       

5. 
        lsdasd コマンドを使用して、ディスクの準備ができていることを確認します。コマンドを使用して、ディスクの準備ができていることを確認します。
       

# lsdasd
Bus-ID     Status      Name      Device  Type  BlkSz  Size      Blocks
===========================================================================
===
0.0.0100   active      dasda     94:0    ECKD  4096   2347MB    600840
0.0.0301   active      dasdb     94:4    FBA   512    512MB     1048576
0.0.0300   active      dasdc     94:8    FBA   512    256MB     524288
0.0.0101   active      dasdd     94:12   ECKD  4096   2347MB    600840
0.0.0200   active      dasde     94:16   ECKD  4096   781MB     200160
0.0.0102   active      dasdf     94:20   ECKD  4096   2347MB    600840

        上記の例では、デバイス上記の例では、デバイス 0102 ( Bus-ID 列に列に 0.0.0102 として表示として表示)にはには /dev/dasdf としてとして
アクセスされています。アクセスされています。
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      上記の手順に従うと、新しい上記の手順に従うと、新しい DASD が現行セッションに対してのみ割り当てられます。つまり、シが現行セッションに対してのみ割り当てられます。つまり、シ
ステムの再起動後にステムの再起動後に DASD は接続されません。ストレージデバイスを永続的に接続する方法は接続されません。ストレージデバイスを永続的に接続する方法
は、は、「「DASD のオンラインへの永続的な設定」のオンラインへの永続的な設定」 を参照してください。を参照してください。
     

      詳細は、『詳細は、『Red Hat Enterprise Linux 6 のの Linux on System z Device Drivers, Features, and 
Commands』』 のの DASD の章を参照してください。の章を参照してください。
     

25.1.2. DASD のオンラインへの永続的な設定のオンラインへの永続的な設定

      「「DASD のオンラインでの動的な設定」のオンラインでの動的な設定」 の手順では、実行中のシステムでの手順では、実行中のシステムで DASD を動的にアクを動的にアク
ティブにする方法を説明します。このような変更は永続的ではありません。システムの再起動後にティブにする方法を説明します。このような変更は永続的ではありません。システムの再起動後に 
DASD は接続されません。本セクションで説明している手順では、は接続されません。本セクションで説明している手順では、DASD がすでに動的に割り当てられがすでに動的に割り当てられ
ていることを前提としています。ていることを前提としています。
     

      Linux システムでシステムで DASD 設定の変更を永続化する方法は、設定の変更を永続化する方法は、DASD がが root (/)ファイルシステムに属ファイルシステムに属
するかどうかによって異なります。するかどうかによって異なります。root ファイルシステムに必要なこれらのファイルシステムに必要なこれらの DASD は、ブートプロセは、ブートプロセ
スの初期段階でスの初期段階で initramfs でアクティベートして、でアクティベートして、root ファイルシステムをマウントできるようにするファイルシステムをマウントできるようにする
必要があります。ルートファイルシステムの一部ではない必要があります。ルートファイルシステムの一部ではない DASD は後でアクティベートできるため、は後でアクティベートできるため、
設定プロセスが簡素化されます。設定プロセスが簡素化されます。
     

      無視されるデバイスのリスト無視されるデバイスのリスト(cio_ignore)は、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されまは、永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されま
す。す。ignore リストからデバイスを手動で解放する必要はありません。リストからデバイスを手動で解放する必要はありません。
     

25.1.2.1. ルートファイルシステムの一部であるルートファイルシステムの一部である DASD

       root ファイルシステムの一部として新しいファイルシステムの一部として新しい DASD を割り当てる場合は、を割り当てる場合は、zipl ブートローダーの設ブートローダーの設
定を編集してから定を編集してから initramfs を再生成し、次回の再起動後に変更が反映されるようにを再生成し、次回の再起動後に変更が反映されるように initramfs を再生を再生
成する必要があります。以下の手順では、必要な手順を説明します。成する必要があります。以下の手順では、必要な手順を説明します。
      

手順手順25.2 DASD をルートデバイスとして永続的に接続をルートデバイスとして永続的に接続

1. 
         プレーンテキストエディター（例：）を使用してプレーンテキストエディター（例：）を使用して /etc/dasd.conf 設定ファイルを編集設定ファイルを編集
し、し、DASD の設定でこのファイルに行を追加します。の設定でこのファイルに行を追加します。以前に設定されたデバイスを参照用に記以前に設定されたデバイスを参照用に記
述するファイルの一部を使用できます。有効な設定行は、以下のようになります。述するファイルの一部を使用できます。有効な設定行は、以下のようになります。
        

2. 
         /etc/zipl.conf 設定ファイルを編集します。設定ファイルを編集します。zipl.conf ファイルの例を以下に示します。ファイルの例を以下に示します。
        

0.0.0102 use_diag=0 readonly=0 erplog=0 failfast=0
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         parameters= の行に複数のの行に複数の rd_DASD= オプションがあることに注意してください。同じオプションがあることに注意してください。同じ
構文構文( rd_DASD= キーワード、その後にデバイスキーワード、その後にデバイス ID とオプションのコンマ区切りリストとオプションのコンマ区切りリスト)を使を使
用して、新しい用して、新しい DASD をこの行に追加する必要があります。詳細は、『をこの行に追加する必要があります。詳細は、『Linux on System z 
Device Drivers, Features, and Commands on Red Hat Enterprise Linux 6』』 のの DASD デバデバ
イスドライバーの章のイスドライバーの章の dasd= パラメーターの説明を参照してください。パラメーターの説明を参照してください。
        

3. 
         次の手順では、次の手順では、initrd を再ビルドします。を再ビルドします。
        

# mkinitrd -f /boot/initramfs-2.6.32-71.el6.s390x.img `uname -r`

4. 
         次に、次に、zipl コマンドを使用してブートローダー設定を再構築します。より詳細な出力にコマンドを使用してブートローダー設定を再構築します。より詳細な出力に
は、は、-V オプションを使用します。オプションを使用します。
        

# zipl -V
Using config file '/etc/zipl.conf'
Target device information
  Device..........................: 5e:00
  Partition.......................: 5e:01
  Device name.....................: dasda
  DASD device number..............: 0201
  Type............................: disk partition
  Disk layout.....................: ECKD/compatible disk layout
  Geometry - heads................: 15
  Geometry - sectors..............: 12
  Geometry - cylinders............: 3308
  Geometry - start................: 24
  File system block size..........: 4096
  Physical block size.............: 4096
  Device size in physical blocks..: 595416
Building bootmap in '/boot/'
Building menu 'rh-automatic-menu'
Adding #1: IPL section 'linux' (default)
  kernel image......: /boot/vmlinuz-2.6.32-19.el6.s390x
  kernel parmline...: 'root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd_DASD=0.0.0200,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 
rd_DASD=0.0.0207,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/
[linux]
  image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el6.s390x
  ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el6.s390x.img
  parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd_DASD=0.0.0200,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0 
rd_DASD=0.0.0207,use_diag=0,readonly=0,erplog=0,failfast=0  
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM 
LANG=en_US.UTF-8 SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us 
cio_ignore=all,!0.0.0009"
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rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!0.0.0009'
  initial ramdisk...: /boot/initramfs-2.6.32-19.el6.s390x.img
  component address:
    kernel image....: 0x00010000-0x00a70fff
    parmline........: 0x00001000-0x00001fff
    initial ramdisk.: 0x02000000-0x022d2fff
    internal loader.: 0x0000a000-0x0000afff
Preparing boot device: dasda (0201).
Preparing boot menu
  Interactive prompt......: enabled
  Menu timeout............: 15 seconds
  Default configuration...: 'linux'
Syncing disks...
Done.

       この手順を完了すると、新しいこの手順を完了すると、新しい DASD が永続的に割り当てられ、が永続的に割り当てられ、root ファイルシステムの一部とファイルシステムの一部と
して使用できるようになります。ただし、して使用できるようになります。ただし、root ファイルシステムを新しいファイルシステムを新しい DASD に拡張する必要があに拡張する必要があ
ります。ります。root ファイルシステムにファイルシステムに LVM 論理ボリュームを使用している場合は、このボリューム（およ論理ボリュームを使用している場合は、このボリューム（およ
びそのボリュームを含むボリュームグループ）を新しいびそのボリュームを含むボリュームグループ）を新しい DASD に拡張する必要があります。これは、に拡張する必要があります。これは、
組み込みの組み込みの pvcreate コマンド、コマンド、vgextend コマンドおよびコマンドおよび lvextend コマンドを使用してコマンドを使用して LVM の物理の物理
ボリュームを作成し、既存のボリュームグループを展開し、それぞれルート論理ボリュームを拡張するボリュームを作成し、既存のボリュームグループを展開し、それぞれルート論理ボリュームを拡張する
ことで実行できます。詳細は、ことで実行できます。詳細は、「既存の「既存の LVM ボリュームの新しいストレージデバイスへの拡張」ボリュームの新しいストレージデバイスへの拡張」 を参を参
照してください。照してください。
      

25.1.3. ルートファイルシステムの一部ではないルートファイルシステムの一部ではない DASD

      ルートファイルシステムの一部でないルートファイルシステムの一部でない DASD、すなわち、すなわち データディスクデータディスク はは /etc/dasd.conf 内で永内で永
続的に設定されています。このファイルでは各行に続的に設定されています。このファイルでは各行に 1 つのつの DASD が含まれています。各行はが含まれています。各行は DASD のの
デバイスバスデバイスバス ID で始まります。オプションとして各行は、空白またはタブ文字区切りでオプションをで始まります。オプションとして各行は、空白またはタブ文字区切りでオプションを
続けられます。オプションは、キーと値が等号続けられます。オプションは、キーと値が等号 (＝＝) で分けられたキーと値ペアで設定されています。で分けられたキーと値ペアで設定されています。
     

      キーは、キーは、DASD が持つことができる有効なが持つことができる有効な sysfs 属性に対応します。値はキーの属性に対応します。値はキーの sysfs 属性に書き属性に書き
込まれます。込まれます。DASD がシステムに追加されるとがシステムに追加されると /etc/zfcp.conf 内のエントリーが内のエントリーが udev によってアクによってアク
ティベートされ設定されます。ブート時にはシステム側で見えるすべてのティベートされ設定されます。ブート時にはシステム側で見えるすべての DASD が追加されてが追加されて udev をを
開始します。開始します。
     

      /etc/dasd.conf のコンテンツの例のコンテンツの例
     

0.0.0207
0.0.0200 use_diag=1 readonly=1

      /etc/dasd.conf の変更は、システムの再起動後か、システムのの変更は、システムの再起動後か、システムの I/O 設定を変更して新規の設定を変更して新規の DASD をを
動的に追加動的に追加 (つまり、つまり、DASD をを z/VM 下で接続下で接続) した後でしか有効になりません。別の方法では、以下のした後でしか有効になりません。別の方法では、以下の

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

488



コマンドを実行することで、アクティブではなかったコマンドを実行することで、アクティブではなかった DASD 用に用に /etc/dasd.conf 内の新規のエント内の新規のエント
リーをアクティベートできます。リーをアクティベートできます。
     

手順手順25.3 DASD を非ルートデバイスとして永続的に接続を非ルートデバイスとして永続的に接続

        デバイスのデバイスの uevent 属性を書き込みことでアクティベートします。属性を書き込みことでアクティベートします。
       

echo add > /sys/bus/ccw/devices/device.bus,ID/uevent

        以下に例を示します。以下に例を示します。
       

echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.021a/uevent

25.1.4. 低レベルフォーマットによる新規低レベルフォーマットによる新規 DASD の準備の準備

      DASD をオンラインにした後の次のステップは、そのをオンラインにした後の次のステップは、その DASD をフォーマットすることです。以下のをフォーマットすることです。以下の
手順では、必要な手順を説明します。手順では、必要な手順を説明します。
     

警告警告

       この手順では、ディスク上の既存データをすべて消去します。続行する前に、この手順では、ディスク上の既存データをすべて消去します。続行する前に、
保持するデータを必ずバックアップしてください。保持するデータを必ずバックアップしてください。
      

手順手順25.4 DASD のフォーマットのフォーマット

1. 
        dasdfmt コマンドを使用して、コマンドを使用して、DASD 上の既存データをすべて消去しま上の既存データをすべて消去しま
す。す。DeviceNumber をを DASD のデバイス番号に置き換えます。確認を求めるプロンプトが出さのデバイス番号に置き換えます。確認を求めるプロンプトが出さ
れたら（以下の例を参照）、れたら（以下の例を参照）、yes と入力して先に進みます。と入力して先に進みます。
       

# dasdfmt -b 4096 -d cdl -p /dev/disk/by-path/ccw-0.0.DeviceNumber
Drive Geometry: 10017 Cylinders * 15 Heads =  150255 Tracks

I am going to format the device /dev/disk/by-path/ccw-0.0.0102 in the following way:
   Device number of device : 0x4b2e
   Labelling device        : yes
   Disk label              : VOL1
   Disk identifier         : 0X0102
   Extent start (trk no)   : 0
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   Extent end (trk no)     : 150254
   Compatible Disk Layout  : yes
   Blocksize               : 4096

--->> ATTENTION! <<---
All data of that device will be lost.
Type "yes" to continue, no will leave the disk untouched: yes
cyl    97 of  3338 |#----------------------------------------------|   2%

        進捗バーが最後まで到達してフォーマットが完了すると、進捗バーが最後まで到達してフォーマットが完了すると、dasdfmt は以下の出力を出力しは以下の出力を出力し
ます。ます。
       

Rereading the partition table...
Exiting...

         dasdfmt コマンドの構文については、コマンドの構文については、dasdfmt (8) man ページを参照してください。ページを参照してください。
       

2. 
        fdasd コマンドを使用して、新しいコマンドを使用して、新しい Linux 互換のパーティションテーブルを互換のパーティションテーブルを DASD に書きに書き
込みます。込みます。DeviceNumber をを DASD のデバイス番号に置き換えます。のデバイス番号に置き換えます。
       

# fdasd -a /dev/disk/by-path/ccw-DeviceNumber
auto-creating one partition for the whole disk...
writing volume label...
writing VTOC...
checking !
wrote NATIVE!
rereading partition table...

        この例では、この例では、-a オプションを使用して、ディスク全体にまたがる単一のパーティションをオプションを使用して、ディスク全体にまたがる単一のパーティションを
作成します。他のレイアウトが可能です。最大作成します。他のレイアウトが可能です。最大 3 つのパーティションをつのパーティションを 1 つのつの DASD に作成でに作成で
きます。きます。fdasd コマンドの構文および利用可能なオプションは、コマンドの構文および利用可能なオプションは、fdasd (8) man ページを参照しページを参照し
てください。てください。
       

3. 
        fdisk を使用して、新しいパーティションを作成します。を使用して、新しいパーティションを作成します。DeviceName をを DASD のデバイのデバイ
ス名に置き換えます。ス名に置き換えます。
       

# fdisk /dev/DeviceName

        fdisk を実行すると、一連のプロンプトがターミナルに表示されます。これらのプロンプを実行すると、一連のプロンプトがターミナルに表示されます。これらのプロンプ
トを使用して、ディスクパーティションテーブルの操作、新しいパーティションの作成、またトを使用して、ディスクパーティションテーブルの操作、新しいパーティションの作成、また
は既存パーティションの編集を行うことができます。は既存パーティションの編集を行うことができます。fdisk の使用方法は、の使用方法は、 fdisk (8) のの man 
ページを参照してください。ページを参照してください。
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      (ローレベルフォーマットを行ったローレベルフォーマットを行った) DASD をオンラインにすると、をオンラインにすると、Linux 環境下の他のディスクと環境下の他のディスクと
同様に使用できます。たとえば、同様に使用できます。たとえば、DASD のパーティション上にはファイルシステムやのパーティション上にはファイルシステムや LVM 物理ボ物理ボ
リューム、リューム、swap 領域などを作成することができます領域などを作成することができます (例、例、/dev/disk/by-path/ccw-0.0.4b2e-part1 
)。。dasdfmt およびおよび fdasd コマンド以外では、絶対にコマンド以外では、絶対に DASD デバイス全体デバイス全体 (dev/dasdb) を使用しないでを使用しないで
ください。ください。DASD 全体を使用する場合は、上述の全体を使用する場合は、上述の fdasd の例で示すように、ドライブ全体にまたがるの例で示すように、ドライブ全体にまたがる
パーティションをパーティションを 1 つ作成します。つ作成します。
     

注記注記

       たとえばたとえば /etc/fstab の既存のディスクエントリーの設定を壊さずに新しいディスクの既存のディスクエントリーの設定を壊さずに新しいディスク
を後で追加するには、を後で追加するには、/dev/disk/by-path/ 配下で永続的なデバイスシンボリックリンクを配下で永続的なデバイスシンボリックリンクを
使用します。使用します。
      

25.1.5. 既存の既存の LVM ボリュームの新しいストレージデバイスへの拡張ボリュームの新しいストレージデバイスへの拡張

      システムでシステムで LVM を使用している場合は、既存のボリュームグループとを使用している場合は、既存のボリュームグループと 1 つ以上の論理ボリュームつ以上の論理ボリューム
を拡張して、本章の手順に従って、接続した新しいを拡張して、本章の手順に従って、接続した新しい DASD が含まれるようにする必要があります。そが含まれるようにする必要があります。そ
うしないと、うしないと、DASD がシステムに接続されますが、使用することができません。がシステムに接続されますが、使用することができません。
     

      以下の手順では、新しい以下の手順では、新しい DASD の全容量を使用して、既存の論理ボリュームを拡張する方法を説明の全容量を使用して、既存の論理ボリュームを拡張する方法を説明
します。複数の論理ボリュームに新しいします。複数の論理ボリュームに新しい DASD を使用する場合は、このパーティションに複数のを使用する場合は、このパーティションに複数の LVM 
物理ボリュームを作成し、拡張する論理ボリューム（およびボリュームグループ）ごとにこの手順を繰物理ボリュームを作成し、拡張する論理ボリューム（およびボリュームグループ）ごとにこの手順を繰
り返します。この手順は、り返します。この手順は、「「DASD のオンラインでの動的な設定」のオンラインでの動的な設定」 の手順に従って新しいの手順に従って新しい DASD を動を動
的にアタッチし、的にアタッチし、「ルートファイルシステムの一部である「ルートファイルシステムの一部である DASD」」 の手順を永続的にアタッチし、の手順を永続的にアタッチし、root 
ボリュームに使用するように準備し、ボリュームに使用するように準備し、「低レベルフォーマットによる新規「低レベルフォーマットによる新規 DASD の準備」の準備」 で説明されで説明され
ているようにフォーマット化し、そこにているようにフォーマット化し、そこに 1 つのパーティションを作成していることを前提としていまつのパーティションを作成していることを前提としていま
す。す。
     

手順手順25.5 既存の論理ボリュームを拡張して新しい既存の論理ボリュームを拡張して新しい DASD を使用するを使用する

1. 
        pvcreate コマンドを使用して、コマンドを使用して、DASD にに LVM 用の物理ボリュームを新規作成します。用の物理ボリュームを新規作成します。
       

# pvcreate /dev/DeviceName

重要重要

         デバイス名は、デバイス名は、パーティションパーティション として指定する必要があります（例：として指定する必要があります（例： 
/dev/dasdf1 ）。ブロックデバイス全体は指定しないでください。）。ブロックデバイス全体は指定しないでください。
        

2. 
        pvs コマンドを使用して既存の物理ボリュームを一覧表示し、物理ボリュームが作成されコマンドを使用して既存の物理ボリュームを一覧表示し、物理ボリュームが作成され
ていることを確認します。ていることを確認します。
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# pvs
PV                 VG             Fmt  Attr PSize   PFree
 /dev/dasda2        vg_local       lvm2 a--    1,29g       0
 /dev/dasdd1        vg_local       lvm2 a--    2,29g       0
 /dev/dasdf1                       lvm2 a--    2,29g    2,29g
 /dev/mapper/mpathb vgextnotshared lvm2 a--  200,00g 1020,00m

        上記の例で分かるように、上記の例で分かるように、/dev/dasdf1 には、どのボリュームグループにも割り当てられには、どのボリュームグループにも割り当てられ
ていない空の物理ボリュームが含まれるようになりました。ていない空の物理ボリュームが含まれるようになりました。
       

3. 
        vgextend コマンドを使用して、新しいコマンドを使用して、新しい DASD を使用するボリュームを含む既存のボを使用するボリュームを含む既存のボ
リュームグループを拡張します。リュームグループを拡張します。
       

# vgextend VolumeGroup PhysicalVolume

        VolumeGroup を拡張するボリュームグループの名前に置き換え、を拡張するボリュームグループの名前に置き換え、PhysicalVolume を物を物
理ボリュームの名前（例：理ボリュームの名前（例： /dev/dasdf1）に置き換えます。）に置き換えます。
       

4. 
        lvextend コマンドを使用して、新しいコマンドを使用して、新しい DASD を使用する論理ボリュームを拡張します。を使用する論理ボリュームを拡張します。
       

# lvextend -L +Size /dev/mapper/VolumeGroup-LogicalVolume

        以下に例を示します。以下に例を示します。
       

# lvextend -L +2G /dev/mapper/vg_local-lv_root
Extending logical volume lv_root to 2,58 GiB
Logical volume lv_root successfully resized

      この手順が完了すると、既存の論理ボリュームが拡張され、以前に割り当てられたストレージデバこの手順が完了すると、既存の論理ボリュームが拡張され、以前に割り当てられたストレージデバ
イスに加えて、新しいイスに加えて、新しい DASD が含まれます。が含まれます。pvs、、vgs、および、および lvs コマンドをコマンドを root として使用して、として使用して、
既存の既存の LVM 物理ボリューム、ボリュームグループ、および論理ボリュームも表示できます。物理ボリューム、ボリュームグループ、および論理ボリュームも表示できます。
     

25.2.  FCP 接続の論理ユニット接続の論理ユニット(LUN)の追加の追加

     FCP LUN の追加方法の例を以下に示します。の追加方法の例を以下に示します。
    

注記注記
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注記注記

      z/VM 下で実行している場合は、下で実行している場合は、FCP アダプターがアダプターが z/VM ゲストの仮想マシンに接続ゲストの仮想マシンに接続
されていることを確認してください。実稼働環境でのマルチパス設定には、されていることを確認してください。実稼働環境でのマルチパス設定には、2 つの異なつの異な
る物理アダプターる物理アダプター (CHPID) 上に少なくとも上に少なくとも 2 つのつの FCP デバイスを配置することになりデバイスを配置することになり
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
     

CP ATTACH FC00 TO *
CP ATTACH FCD0 TO *

25.2.1. FCP LUN の動的なアクティベートの動的なアクティベート

      LUN をアクティベートするには以下の手順に従います。をアクティベートするには以下の手順に従います。
     

1. 
        cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧から FCP アダプターを削除アダプターを削除
し、し、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
       

# cio_ignore -r DeviceNumber

        DeviceNumber は、は、FCP アダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示しまアダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示しま
す。す。
       

2. 
        以下のコマンドを使用して以下のコマンドを使用して FCP アダプターデバイスをオンラインにします。アダプターデバイスをオンラインにします。
       

# chccwdev -e fc00

3. 
        zfcp デバイスドライバーの自動ポートスキャンで必要なデバイスドライバーの自動ポートスキャンで必要な WWPN が検出されたこと確認しが検出されたこと確認し
ます。ます。
       

# ls -l /sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630040710b
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x50050763050b073d
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630e060521
drwxr-xr-x.  3 root root    0 Apr 28 18:19 0x500507630e860521
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 availability
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 card_version
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 cmb_enable
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 cutype
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 devtype
lrwxrwxrwx.  1 root root    0 Apr 28 18:17 driver ->  ../../../../bus/ccw/drivers/zfcp
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 failed
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 hardware_version
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drwxr-xr-x. 35 root root    0 Apr 28 18:17 host0
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 in_recovery
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 lic_version
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 modalias
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 online
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_d_id
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_wwnn
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 peer_wwpn
--w-------.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 port_remove
--w-------.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 port_rescan
drwxr-xr-x.  2 root root    0 Apr 28 18:19 power
-r--r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:19 status
lrwxrwxrwx.  1 root root    0 Apr 28 18:17 subsystem ->  ../../../../bus/ccw
-rw-r--r--.  1 root root 4096 Apr 28 18:17 uevent

4. 
        LUN へのアクセスに使用するポートへのアクセスに使用するポート (WWPN) にに FCP LUN を追加してを追加して FCP LUN をアクをアク
ティベートします。ティベートします。
       

# echo 0x4020400100000000 > 
/sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/0x50050763050b073d/unit_add

5. 
        割り当て済みの割り当て済みの SCSI デバイス名を見つけます。デバイス名を見つけます。
       

# lszfcp -DV
/sys/devices/css0/0.0.0015/0.0.fc00/0x50050763050b073d/0x4020400100000000
/sys/bus/ccw/drivers/zfcp/0.0.fc00/host0/rport-0:0-21/target0:0:21/0:0:21:1089355792

      詳細は、『詳細は、『Linux on System z Device Drivers, Features, and Commands on Red Hat Enterprise 
Linux 6』』 のの SCSI-over-Fibre Channel の章を参照してください。の章を参照してください。
     

25.2.2. FCP LUN の永続的なアクティブ化の永続的なアクティブ化

      上記では、実行中のシステムで上記では、実行中のシステムで FCP LUN を動的にアクティベートする手順を説明しています。しを動的にアクティベートする手順を説明しています。し
かし、そのような変更は永続的ではなく再起動後には維持されません。かし、そのような変更は永続的ではなく再起動後には維持されません。Linux システムにおいてシステムにおいて FCP 
設定の変更を永続化する方法は、設定の変更を永続化する方法は、FCP LUN がルートファイルシステムに属しているかどうかによってがルートファイルシステムに属しているかどうかによって
異なります。異なります。root ファイルシステムに必要なファイルシステムに必要な FCP LUN は、ブートプロセスの初期段階では、ブートプロセスの初期段階で initramfs でで
アクティベートして、アクティベートして、root ファイルシステムをマウントできるようにする必要があります。ファイルシステムをマウントできるようにする必要があります。cio_ignore 
は永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイスを手動で解放すは永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイスを手動で解放す
る必要はありません。る必要はありません。
     

25.2.2.1. ルートファイルシステムの一部であるルートファイルシステムの一部である FCP LUN

       Root ファイルシステムに含まれるファイルシステムに含まれる FCP LUN を追加するために変更を加える必要のあるファイルを追加するために変更を加える必要のあるファイル
はは /etc/zipl.conf です。その後に、です。その後に、zipl ブートローダーツールを実行します。ブートローダーツールを実行します。initramfs を再作成する必を再作成する必
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要はありません。要はありません。
      

       Red Hat Enterprise Linux は、ブートプロセスの初期段階では、ブートプロセスの初期段階で FCP LUN をアクティベートするパラをアクティベートするパラ
メーター（メーター（ rd_ZFCP=この値は、コンマで区切ったデバイスバスこの値は、コンマで区切ったデバイスバス ID、、0x で始まるで始まる 16 進法の進法の 16 桁の数桁の数
字の字の WWPN、および、および 0x で始まりで始まり 16 進法の進法の 16 桁の数字の右側にゼロが列記される桁の数字の右側にゼロが列記される FCP LUN から設から設
定されます。定されます。
      

       以下に以下に zipl.conf の例を示します。これは、の例を示します。これは、LVM ボリュームグループボリュームグループ vg_devel1 向けの向けの 2 つのつの 
FCP LUN のパーティション上にある物理ボリュームを使用するシステム用で、こののパーティション上にある物理ボリュームを使用するシステム用で、この LVM ボリュームグボリュームグ
ループにはルートファイルシステム用のループにはルートファイルシステム用の lv_root が含まれています。分かりやすくするため、この例でが含まれています。分かりやすくするため、この例で
はマルチパスなしの設定となっています。はマルチパスなしの設定となっています。
      

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/
[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el6.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el6.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!0.0.0009"

       デバイスバスデバイスバス ID 0.0.fc00、、WWPN 0x5105074308c212e9 およびおよび FCP LUN 0x401040a300000000 
を持つを持つ 3 番目の番目の FCP LUN のパーティションに別の物理ボリュームを追加するには、以下のようにのパーティションに別の物理ボリュームを追加するには、以下のように 
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000 をを zipl.conf のブートカーネルのパラのブートカーネルのパラ
メーター行に追加します。以下に例を示します。メーター行に追加します。以下に例を示します。
      

[defaultboot]
default=linux
target=/boot/
[linux]
image=/boot/vmlinuz-2.6.32-19.el6.s390x
ramdisk=/boot/initramfs-2.6.32-19.el6.s390x.img
parameters="root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000
rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8
SYSFONT=latarcyrheb-sun16 KEYTABLE=us cio_ignore=all,!0.0.0009"

       zipl を実行して次回のを実行して次回の IPL にに /etc/zipl.conf の変更を適用します。の変更を適用します。
      

# zipl -V
Using config file '/etc/zipl.conf'
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Target device information
Device..........................: 08:00
Partition.......................: 08:01
Device name.....................: sda
Device driver name..............: sd
Type............................: disk partition
Disk layout.....................: SCSI disk layout
Geometry - start................: 2048
File system block size..........: 4096
Physical block size.............: 512
Device size in physical blocks..: 10074112
Building bootmap in '/boot/'
Building menu 'rh-automatic-menu'
Adding #1: IPL section 'linux' (default)
kernel image......: /boot/vmlinuz-2.6.32-19.el6.s390x
kernel parmline...: 'root=/dev/mapper/vg_devel1-lv_root 
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a000000000 
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a100000000 
rd_ZFCP=0.0.fc00,0x5105074308c212e9,0x401040a300000000 rd_LVM_LV=vg_devel1/lv_root 
rd_NO_LUKS rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 SYSFONT=latarcyrheb-sun16 
KEYTABLE=us cio_ignore=all,!0.0.0009'
initial ramdisk...: /boot/initramfs-2.6.32-19.el6.s390x.img
component address:
kernel image....: 0x00010000-0x007a21ff
parmline........: 0x00001000-0x000011ff
initial ramdisk.: 0x02000000-0x028f63ff
internal loader.: 0x0000a000-0x0000a3ff
Preparing boot device: sda.
Detected SCSI PCBIOS disk layout.
Writing SCSI master boot record.
Syncing disks...
Done.

25.2.2.2. ルートファイルシステムの一部ではないルートファイルシステムの一部ではない FCP LUN

       データディスクなど、ルートファイルシステムの一部を設定しないデータディスクなど、ルートファイルシステムの一部を設定しない FCP LUN はは /etc/zfcp.conf 
ファイル内で永続的に設定します。このファイルの各行にはファイル内で永続的に設定します。このファイルの各行には FCP LUN が含まれています。各行には、が含まれています。各行には、
FCP アダプターのデバイスバスアダプターのデバイスバス ID、、0x で始まるで始まる 16 桁の桁の 16 進数の数字の進数の数字の WWPN、および、および 0x で始まで始ま
りり 16 桁の桁の 16 進数の数字の右側にゼロが列記され、空白またはタブで区切られている進数の数字の右側にゼロが列記され、空白またはタブで区切られている FCP LUN から設から設
定されます。定されます。FCP アダプターがシステムに追加されるとアダプターがシステムに追加されると /etc/zfcp.conf 内のエントリーが内のエントリーが udev によっによっ
てアクティベートされ設定されます。起動時には、システム側で見えるてアクティベートされ設定されます。起動時には、システム側で見える FCP アダプターがすべて追加アダプターがすべて追加
され、され、udev が起動されます。が起動されます。
      

       /etc/zfcp.conf のコンテンツの例：のコンテンツの例：
      

0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a000000000
0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a100000000
0.0.fc00 0x5105074308c212e9 0x401040a300000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a000000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a100000000
0.0.fcd0 0x5105074308c2aee9 0x401040a300000000

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

496



       /etc/zfcp.conf での変更は、システムを再起動するか、システムのでの変更は、システムを再起動するか、システムの I/O 設定を変更して新規の設定を変更して新規の FCP 
チャネルを動的に追加チャネルを動的に追加 (つまり、チャネルをつまり、チャネルを z/VM 下で接続下で接続) した後でしか有効になりません。別の方法した後でしか有効になりません。別の方法
として、今までアクティブではなかったとして、今までアクティブではなかった FCP アダプター用に編集したアダプター用に編集した /etc/zfcp.conf 内の新規エント内の新規エント
リーをアクティベートする場合は以下のコマンドを順番に実行します。リーをアクティベートする場合は以下のコマンドを順番に実行します。
      

1. 
         cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧から FCP アダプターを削除アダプターを削除
し、し、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
        

# cio_ignore -r DeviceNumber

         DeviceNumber は、は、FCP アダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示しまアダプターのデバイス番号に置き換えます。以下に例を示しま
す。す。
        

# cio_ignore -r fcfc

2. 
         次に変更をアクティベートする次に変更をアクティベートする uevent を開始します。を開始します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/Device.Bus.ID/uevent

         以下に例を示します。以下に例を示します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.fcfc/uevent

25.3. ネットワークデバイスの追加ネットワークデバイスの追加

     ネットワークデバイスドライバーモジュールはネットワークデバイスドライバーモジュールは udev が自動的に読み込みます。が自動的に読み込みます。
    

     ネットワークインターフェイスは、ネットワークインターフェイスは、IBM System z の動的または永続的に追加できます。の動的または永続的に追加できます。
    

       動的に追加する方法動的に追加する方法
      

1. 
         デバイスドライバーを読み込みます。デバイスドライバーを読み込みます。
        

2. 
         無視するデバイスの一覧からネットワークデバイスを削除します。無視するデバイスの一覧からネットワークデバイスを削除します。
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3. 
         グループデバイスを作成します。グループデバイスを作成します。
        

4. 
         デバイスを設定します。デバイスを設定します。
        

5. 
         デバイスをオンラインに設定します。デバイスをオンラインに設定します。
        

       永続的に追加する方法永続的に追加する方法
      

1. 
         設定スクリプトを作成します。設定スクリプトを作成します。
        

2. 
         インターフェイスをアクティベートします。インターフェイスをアクティベートします。
        

     以下のセクションでは、各以下のセクションでは、各 IBM System z ネットワークデバイスドライバーの各タスクの基本情報ネットワークデバイスドライバーの各タスクの基本情報
を提供します。を提供します。「「qeth デバイスの追加」デバイスの追加」 では、では、qeth デバイスをデバイスを Red Hat Enterprise Linux の既存のの既存の
インスタンスに追加する方法を説明します。インスタンスに追加する方法を説明します。「「LCS デバイスの追加」デバイスの追加」 では、では、lcs デバイスをデバイスを Red Hat 
Enterprise Linux の既存のインスタンスに追加する方法を説明します。の既存のインスタンスに追加する方法を説明します。「サブチャネルとネットワーク「サブチャネルとネットワーク
デバイス名のマッピング」デバイス名のマッピング」 永続的なネットワークデバイス名の仕組みを記述します。永続的なネットワークデバイス名の仕組みを記述します。「ネットワーク「ネットワーク
ルートファイルシステム用のルートファイルシステム用の System z ネットワークデバイスの設定」ネットワークデバイスの設定」 では、ネットワークからのみアでは、ネットワークからのみア
クセスできるクセスできる root ファイルシステムで使用するようにネットワークデバイスを設定する方法を説明しファイルシステムで使用するようにネットワークデバイスを設定する方法を説明し
ます。ます。
    

25.3.1. qeth デバイスの追加デバイスの追加

      qeth ネットワークデバイスドライバーは、ネットワークデバイスドライバーは、QDIO モード、モード、HiperSockets、、z/VM ゲストゲスト LAN、およ、およ
びび z/VM VSWITCH でで System z OSA-Express 機能をサポートします。機能をサポートします。
     

      追加するインターフェイスの種類に基づいて、追加するインターフェイスの種類に基づいて、qeth デバイスドライバーはベースインターフェイスデバイスドライバーはベースインターフェイス
名の名の 1 つを割り当てます。つを割り当てます。
     

        HiperSockets デバイスのデバイスの hsin
       

        イーサネット機能の場合はイーサネット機能の場合は ethn
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      値値 n は、デバイスを一意に識別する整数です。は、デバイスを一意に識別する整数です。n はそのタイプの最初のデバイスの場合ははそのタイプの最初のデバイスの場合は 0、、2 番番
目のデバイスの場合は目のデバイスの場合は 1 です。です。
     

25.3.1.1. qeth デバイスの動的な追加デバイスの動的な追加

       qeth デバイスを動的に追加するには、以下の手順に従います。デバイスを動的に追加するには、以下の手順に従います。
      

1. 
         qeth デバイスドライバーモジュールが読み込まれているかどうかを確認します。以下のデバイスドライバーモジュールが読み込まれているかどうかを確認します。以下の
例は、ロードされた例は、ロードされた qeth モジュールを示しています。モジュールを示しています。
        

# lsmod | grep qeth
qeth_l3                  127056  9
qeth_l2                   73008  3
ipv6                  492872  155ip6t_REJECT,nf_conntrack_ipv6,qeth_l3
qeth                  115808  2 qeth_l3,qeth_l2
qdio                   68240  1 qeth
ccwgroup               12112  2 qeth

         lsmod コマンドの出力で、コマンドの出力で、qeth モジュールが読み込まれていないことが示されている場モジュールが読み込まれていないことが示されている場
合は、合は、modprobe コマンドを実行してそれらを読み込みます。コマンドを実行してそれらを読み込みます。
        

# modprobe qeth

2. 
         cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルをコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除して、削除して、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
        

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id

         read_device_bus_id とと write_device_bus_id、、data_device_bus_id は、ネットワークは、ネットワーク
デバイスを表すデバイスを表す 3 つのデバイスバスつのデバイスバス ID で置き換えます。以下に例を示しまで置き換えます。以下に例を示しま
す。す。read_device_bus_id がが 0.0.f500 の場合、の場合、write_device_bus_id はは 0.0.f501 
に、に、data_device_bus_id はは 0.0.f502 になります。になります。
        

# cio_ignore -r 0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502

3. 
         znetconf コマンドを使用して、ネットワークデバイスの候補設定を識別して一覧表示しコマンドを使用して、ネットワークデバイスの候補設定を識別して一覧表示し
ます。ます。
        

# znetconf -u
Scanning for network devices...
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv.
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------------------------------------------------------------
0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 1731/01 OSA (QDIO)        00 qeth
0.0.f503,0.0.f504,0.0.f505 1731/01 OSA (QDIO)        01 qeth
0.0.0400,0.0.0401,0.0.0402 1731/05 HiperSockets      02 qeth

4. 
         使用する設定を選択し、使用する設定を選択し、znetconf を使用してその設定を適用し、設定したグループデバを使用してその設定を適用し、設定したグループデバ
イスをネットワークデバイスとしてオンラインに設定します。イスをネットワークデバイスとしてオンラインに設定します。
        

# znetconf -a f500
Scanning for network devices...
Successfully configured device 0.0.f500 (eth1)

5. 
         必要に応じて、オンラインに設定する前に、グループデバイスに設定されている引数を渡必要に応じて、オンラインに設定する前に、グループデバイスに設定されている引数を渡
すこともできます。すこともできます。
        

# znetconf -a f500 -o portname=myname
Scanning for network devices...
Successfully configured device 0.0.f500 (eth1)

         これで、ネットワークこれで、ネットワーク eth1 インターフェイスの設定を継続できます。インターフェイスの設定を継続できます。
        

       または、または、sysfs 属性を使用して、以下のようにデバイスをオンラインに設定することもできます。属性を使用して、以下のようにデバイスをオンラインに設定することもできます。
      

1. 
         qeth グループデバイスを作成します。グループデバイスを作成します。
        

# echo read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id > 
/sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/group

         以下に例を示します。以下に例を示します。
        

# echo 0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/group

2. 
         次に、読み取りチャネルを探して次に、読み取りチャネルを探して qeth グループデバイスが正しく作成されていることをグループデバイスが正しく作成されていることを
確認します。確認します。
        

# ls /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500

         必要に応じて、システムや必要な機能を設定する方法に応じて、追加のパラメーターや機必要に応じて、システムや必要な機能を設定する方法に応じて、追加のパラメーターや機
能を設定できます。以下に例を示します。能を設定できます。以下に例を示します。
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           portno
          

           layer2
          

           portname
          

         追加のパラメーターの詳細は、『追加のパラメーターの詳細は、『Linux on System z Device Drivers, Features, and 
Commands on Red Hat Enterprise Linux 6』』 のの qeth デバイスドライバーの章を参照してくデバイスドライバーの章を参照してく
ださい。ださい。
        

3. 
         オンラインオンライン sysfs 属性に属性に 1 と書き込んでデバイスをオンラインにします。と書き込んでデバイスをオンラインにします。
        

# echo 1 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/online

4. 
         次に、デバイスの状態を確認します。次に、デバイスの状態を確認します。
        

# cat /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/online
1

         戻り値が戻り値が 1 の場合は、デバイスがオンラインであることを示し、戻り値がの場合は、デバイスがオンラインであることを示し、戻り値が 0 の場合は、デの場合は、デ
バイスがオフラインであることを示します。バイスがオフラインであることを示します。
        

5. 
         デバイスに割り当てられたインターフェイス名を見つけます。デバイスに割り当てられたインターフェイス名を見つけます。
        

# cat /sys/bus/ccwgroup/drivers/qeth/0.0.f500/if_name
eth1

         これで、ネットワークこれで、ネットワーク eth1 インターフェイスの設定を継続できます。インターフェイスの設定を継続できます。
        

         s390utils パッケージの以下のコマンドは、パッケージの以下のコマンドは、qeth デバイスの最も重要な設定を表示しまデバイスの最も重要な設定を表示しま
す。す。
        

# lsqeth eth1
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Device name                     : eth1
---------------------------------------------
        card_type               : OSD_1000
        cdev0                   : 0.0.f500
        cdev1                   : 0.0.f501
        cdev2                   : 0.0.f502
        chpid                   : 76
        online                  : 1
        portname                : OSAPORT
        portno                  : 0
        state                   : UP (LAN ONLINE)
        priority_queueing       : always queue 0
        buffer_count            : 16
        layer2                  : 1
        isolation               : none

25.3.1.2. qeth デバイスの動的な削除デバイスの動的な削除

       qeth デバイスを削除するには、デバイスを削除するには、znetconf ツールを使用します。以下に例を示します。ツールを使用します。以下に例を示します。
      

1. 
         znetconf コマンドを使用して、設定済みのネットワークデバイスをすべて表示します。コマンドを使用して、設定済みのネットワークデバイスをすべて表示します。
        

znetconf -c
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv. Name        State
--------------------------------------------------------------------------------
0.0.8036,0.0.8037,0.0.8038 1731/05 HiperSockets      FB qeth hsi1        online
0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2 1731/01 OSD_1000          76 qeth eth0        online
0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502 1731/01 GuestLAN QDIO     00 qeth eth1        online

2. 
         削除するネットワークデバイスを選択し、削除するネットワークデバイスを選択し、znetconf をトリガーしてデバイスをオフライをトリガーしてデバイスをオフライ
ンに設定し、ンに設定し、ccw グループデバイスのグループ化を解除します。グループデバイスのグループ化を解除します。
        

# znetconf -r f500
Remove network device 0.0.f500 (0.0.f500,0.0.f501,0.0.f502)?
Warning: this may affect network connectivity!
Do you want to continue (y/n)?y
Successfully removed device 0.0.f500 (eth1)

3. 
         削除の完了を確認します。削除の完了を確認します。
        

znetconf -c
Device IDs                 Type    Card Type      CHPID Drv. Name        State
--------------------------------------------------------------------------------
0.0.8036,0.0.8037,0.0.8038 1731/05 HiperSockets      FB qeth hsi1        online
0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2 1731/01 OSD_1000          76 qeth eth0        online
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25.3.1.3. qeth デバイスの永続的な追加デバイスの永続的な追加

       新しい新しい qeth デバイスを永続化するには、新しいインターフェイス用の設定ファイルを作成する必デバイスを永続化するには、新しいインターフェイス用の設定ファイルを作成する必
要があります。ネットワークインターフェイス設定ファイルは要があります。ネットワークインターフェイス設定ファイルは /etc/sysconfig/network-scripts/ に配置に配置
されます。されます。
      

       ネットワーク設定ファイルは命名規則ネットワーク設定ファイルは命名規則 ifcfg-device を使用します。を使用します。device は、先に作成したは、先に作成した qeth 
グループデバイスのグループデバイスの if_name ファイルにある値になります。この例では、ファイルにある値になります。この例では、eth1 です。です。cio_ignore は永は永
続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイスを手動で解放する必続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイスを手動で解放する必
要はありません。要はありません。
      

       同じタイプの別のデバイスの設定ファイルがすでに存在する場合、最も簡単な方法はそれを新しい同じタイプの別のデバイスの設定ファイルがすでに存在する場合、最も簡単な方法はそれを新しい
名前にコピーすることです。名前にコピーすることです。
      

# cd /etc/sysconfig/network-scripts
# cp ifcfg-eth0 ifcfg-eth1

       同様のデバイスをまだ定義していない場合は、デバイスを作成する必要があります。テンプレート同様のデバイスをまだ定義していない場合は、デバイスを作成する必要があります。テンプレート
としてとして ifcfg-eth0 の例を使用します。の例を使用します。
      

       /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0
      

       新規の新規の ifcfg-eth1 ファイルを以下のように編集します。ファイルを以下のように編集します。
      

1. 
         DEVICE ステートメントを変更し、ステートメントを変更し、ccwgroup のの if_name ファイルの内容を反映しまファイルの内容を反映しま
す。す。
        

2. 
         IPADDR ステートメントを変更し、新しいインターフェイスのステートメントを変更し、新しいインターフェイスの IP アドレスを反映させまアドレスを反映させま

# IBM QETH
DEVICE=eth0
BOOTPROTO=static
IPADDR=10.12.20.136
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=qeth
SUBCHANNELS=0.0.09a0,0.0.09a1,0.0.09a2
PORTNAME=OSAPORT
OPTIONS='layer2=1 portno=0'
MACADDR=02:00:00:23:65:1a
TYPE=Ethernet
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す。す。
        

3. 
         必要に応じて必要に応じて NETMASK ステートメントを変更します。ステートメントを変更します。
        

4. 
         新しいインターフェイスを起動時にアクティブにするには、新しいインターフェイスを起動時にアクティブにするには、ONBOOT がが yes に設定されに設定され
ていることを確認します。ていることを確認します。
        

5. 
         SUBCHANNELS ステートメントがステートメントが qeth デバイスのハードウェアアドレスと一致していデバイスのハードウェアアドレスと一致してい
ることを確認します。ることを確認します。
        

6. 
         PORTNAME ステートメントを修正するか、または使用環境で不要であれば除外します。ステートメントを修正するか、または使用環境で不要であれば除外します。
        

7. 
         有効な有効な sysfs 属性とその値を属性とその値を OPTIONS パラメーターに追加できます。現在、パラメーターに追加できます。現在、Red Hat 
Enterprise Linux インストーラーはこれを使用してレイヤーモードインストーラーはこれを使用してレイヤーモード(layer2)とと qeth デバイスのデバイスの
相対ポート番号相対ポート番号(portno)を設定します。を設定します。
        

         OSA デバイス用のデバイス用の qeth デバイスドライバーのデフォルトがレイヤーデバイスドライバーのデフォルトがレイヤー 2 モードになりまモードになりま
す。以前のデフォルトであるレイヤーす。以前のデフォルトであるレイヤー 3 モードに依存する以前のモードに依存する以前の ifcfg 定義を引き続き使用す定義を引き続き使用す
るには、るには、layer2=0 をを OPTIONS パラメーターに追加します。パラメーターに追加します。
        

       /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth1
      

       ifcfg ファイルの変更は、システムの再起動後かシステムのファイルの変更は、システムの再起動後かシステムの I/O 設定の変更による新規のネットワー設定の変更による新規のネットワー
クデバイスの動的な追加クデバイスの動的な追加 (たとえば、たとえば、z/VM 下で接続下で接続) の後でのみ反映されます。別の方法では、以前にの後でのみ反映されます。別の方法では、以前に
アクティブでなかったネットワークチャネルに以下のコマンドを実行してアクティブでなかったネットワークチャネルに以下のコマンドを実行して ifcfg ファイルのアクティファイルのアクティ
ベーションを開始できます。ベーションを開始できます。
      

# IBM QETH
DEVICE=eth1
BOOTPROTO=static
IPADDR=192.168.70.87
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=qeth
SUBCHANNELS=0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602
PORTNAME=OSAPORT
OPTIONS='layer2=1 portno=0'
MACADDR=02:00:00:b3:84:ef
TYPE=Ethernet
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1. 
         cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルをコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除して、削除して、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
        

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id

         read_device_bus_id とと write_device_bus_id、、data_device_bus_id は、ネットワークは、ネットワーク
デバイスを表すデバイスを表す 3 つのデバイスバスつのデバイスバス ID で置き換えます。以下に例を示しまで置き換えます。以下に例を示しま
す。す。read_device_bus_id がが 0.0.0600 の場合は、の場合は、write_device_bus_id はは 
0.0.0601、、data_device_bus_id はは 0.0.0602 となります。となります。
        

# cio_ignore -r 0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602

2. 
         次に変更をアクティベートする次に変更をアクティベートする uevent を開始します。を開始します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/read-channel/uevent

         以下に例を示します。以下に例を示します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.0600/uevent

3. 
         ネットワークデバイスのステータスを確認します。ネットワークデバイスのステータスを確認します。
        

# lsqeth

4. 
         ここで新しいインターフェイスを開始します。ここで新しいインターフェイスを開始します。
        

# ifup eth1

5. 
         インターフェイスのステータスを確認します。インターフェイスのステータスを確認します。
        

# ifconfig eth1
eth1      Link encap:Ethernet  HWaddr 02:00:00:00:00:01
          inet addr:192.168.70.87  Bcast:192.168.70.255 Mask:255.255.255.0
          inet6 addr: fe80::ff:fe00:1/64 Scope:Link
          UP BROADCAST RUNNING NOARP MULTICAST  MTU:1492  Metric:1
          RX packets:23 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:3 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:644 (644.0 b)  TX bytes:264 (264.0 b)
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6. 
         新しいインターフェイスのルーティングを確認します。新しいインターフェイスのルーティングを確認します。
        

# route
Kernel IP routing table
Destination     Gateway         Genmask        Flags Metric Ref  Use Iface
192.168.70.0    *               255.255.255.0  U     0      0      0 eth1
10.1.20.0       *               255.255.255.0  U     0      0      0 eth0
default         10.1.20.1       0.0.0.0        UG    0      0      0 eth0

7. 
         ping コマンドを使用して、ゲートウェイまたは新規デバイスのサブネット上の別のホスコマンドを使用して、ゲートウェイまたは新規デバイスのサブネット上の別のホス
トにトに ping し、変更を確認します。し、変更を確認します。
        

# ping -c 1 192.168.70.8
PING 192.168.70.8 (192.168.70.8) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 192.168.70.8: icmp_seq=0 ttl=63 time=8.07 ms

8. 
         デフォルトのルート情報が変更している場合、それに応じてデフォルトのルート情報が変更している場合、それに応じて /etc/sysconfig/network もも
更新する必要があります。更新する必要があります。
        

25.3.2. LCS デバイスの追加デバイスの追加

      LCS (LAN チャネルステーションチャネルステーション) のデバイスドライバーは、のデバイスドライバーは、OSA-Express2 とと OSA-Express 3 機機
能で能で 1000Base-T Ethernet をサポートします。をサポートします。
     

      追加するインターフェイスの種類に基づいて、追加するインターフェイスの種類に基づいて、LCS ドライバーはベースインターフェイス名をドライバーはベースインターフェイス名を 1 つつ
割り当てます。割り当てます。
     

        OSA-Express Fast イーサネットおよびギガビットイーサネットの場合はイーサネットおよびギガビットイーサネットの場合は ethn
       

      n はそのタイプの最初のデバイスの場合ははそのタイプの最初のデバイスの場合は 0、、2 番目のデバイスの場合は番目のデバイスの場合は 1 です。です。
     

25.3.2.1. LCS デバイスの動的な追加デバイスの動的な追加

1. 
         デバイスドライバーを読み込みます。デバイスドライバーを読み込みます。
        

# modprobe lcs

2. 
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2. 
         cio_ignore コマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルをコマンドを使用して、無視するデバイスの一覧からネットワークチャネルを
削除して、削除して、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
        

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id

         read_device_bus_id とと write_device_bus_id は、ネットワークデバイスを表すは、ネットワークデバイスを表す 2 つのデつのデ
バイスバイス ID で置き換えます。以下に例を示します。で置き換えます。以下に例を示します。
        

# cio_ignore -r 0.0.09a0,0.0.09a1

3. 
         グループデバイスを作成します。グループデバイスを作成します。
        

# echo read_device_bus_id,write_device_bus_id > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/group

4. 
         デバイスを設定します。デバイスを設定します。OSA カードは、カードは、CHPID 1 つにつき最大つにつき最大 16 ポートまで提供できポートまで提供でき
ます。デフォルトでは、ます。デフォルトでは、LCS グループデバイスはポートグループデバイスはポート 0 を使用します。別のポートを使うにを使用します。別のポートを使うに
は、次のようなコマンドを実行します。は、次のようなコマンドを実行します。
        

# echo portno > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/device_bus_id/portno

         portno には使用するポート番号を入力します。には使用するポート番号を入力します。LCS ドライバーの設定に関する詳細は、ドライバーの設定に関する詳細は、
『『Red Hat Enterprise Linux 6 のの Linux on System z Device Drivers, Features, and 
Commands』』 のの LCS の章を参照してください。の章を参照してください。
        

5. 
         デバイスをオンラインに設定します。デバイスをオンラインに設定します。
        

# echo 1 > /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/read_device_bus_id/online

6. 
         割り当て済みのネットワークデバイス名を確認するには、以下のコマンドを入力します。割り当て済みのネットワークデバイス名を確認するには、以下のコマンドを入力します。
        

# ls -l /sys/bus/ccwgroup/drivers/lcs/read_device_bus_ID/net/
drwxr-xr-x 4 root root 0 2010-04-22 16:54 eth1

25.3.2.2. LCS デバイスの永続的な追加デバイスの永続的な追加

       cio_ignore は永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイスは永続的なデバイス設定に対して透過的に処理されるため、無視する一覧からデバイス
を手動で解放する必要はありません。を手動で解放する必要はありません。
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       LCS デバイスを永続的に追加するには、以下の手順に従います。デバイスを永続的に追加するには、以下の手順に従います。
      

1. 
         ifcfg-ethn のような名前で、のような名前で、/etc/sysconfig/network-scripts/ のファイルとして設定スクのファイルとして設定スク
リプトを作成します。リプトを作成します。n は、は、0 で始まる整数です。このファイルは以下のようになります。で始まる整数です。このファイルは以下のようになります。
        

2. 
         PORTNAME の値を変更し、使用するの値を変更し、使用する LCS ポート番号ポート番号 (portno) を反映させます。任意のを反映させます。任意の 
OPTIONS パラメーターに、有効なパラメーターに、有効な lcs sysfs 属性とその値を追加できます。構文について属性とその値を追加できます。構文について
は、は、「「qeth デバイスの永続的な追加」デバイスの永続的な追加」 を参照してください。を参照してください。
        

3. 
         DEVICE パラメーターを以下のように設定します。パラメーターを以下のように設定します。
        

4. 
         ifup コマンドを実行してデバイスをアクティベートします。コマンドを実行してデバイスをアクティベートします。
        

# ifup ethn

       ifcfg ファイルへの変更はシステムの再起動後にのみ反映されます。以下のコマンドを実行することファイルへの変更はシステムの再起動後にのみ反映されます。以下のコマンドを実行すること
で、ネットワークチャネル用ので、ネットワークチャネル用の ifcfg ファイルのアクティベーションを開始することができます。ファイルのアクティベーションを開始することができます。
      

1. 
         cio_ignore コマンドを使用して、無視されるデバイスの一覧からコマンドを使用して、無視されるデバイスの一覧から LCS デバイスアダプデバイスアダプ
ターを削除し、ターを削除し、Linux から見えるようにします。から見えるようにします。
        

# cio_ignore -r read_device_bus_id,write_device_bus_id

         read_device_bus_id とと write_device_bus_id は、は、LCS デバイスのデバイスデバイスのデバイス ID で置き換で置き換

/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0
# IBM LCS
DEVICE=eth0
BOOTPROTO=static
IPADDR=10.12.20.136
NETMASK=255.255.255.0
ONBOOT=yes
NETTYPE=lcs
SUBCHANNELS=0.0.09a0,0.0.09a1
PORTNAME=0
OPTIONS=''
TYPE=Ethernet

DEVICE=ethn
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えます。以下に例を示します。えます。以下に例を示します。
        

# cio_ignore -r 0.0.09a0,0.0.09a1

2. 
         次に変更をアクティベートする次に変更をアクティベートする uevent を開始します。を開始します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/read-channel/uevent

         以下に例を示します。以下に例を示します。
        

echo add > /sys/bus/ccw/devices/0.0.09a0/uevent 

25.3.3. サブチャネルとネットワークデバイス名のマッピングサブチャネルとネットワークデバイス名のマッピング

      ifcfg ファイルのファイルの DEVICE= オプションは、サブチャネルからネットワークデバイス名へのマッピンオプションは、サブチャネルからネットワークデバイス名へのマッピン
グを決定しません。代わりに、グを決定しません。代わりに、udev ルールファイルルールファイル /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules は、どは、ど
のネットワークデバイスチャンネルを取得するかを判断します。のネットワークデバイスチャンネルを取得するかを判断します。
     

      System z に新しいネットワークデバイスを設定すると、システムはそのファイルに新しいルールをに新しいネットワークデバイスを設定すると、システムはそのファイルに新しいルールを
自動的に追加し、次の未使用のデバイス名を割り当てます。その後、各デバイスの自動的に追加し、次の未使用のデバイス名を割り当てます。その後、各デバイスの NAME= 変数に割り変数に割り
当てられた値を編集できます。当てられた値を編集できます。
     

      /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules のコンテンツの例：のコンテンツの例：
     

# This file was automatically generated by the /lib/udev/write_net_rules
# program run by the persistent-net-generator.rules rules file.
#
# You can modify it,as long as you keep each rule on a single line.
# S/390 qeth device at 0.0.f5f0
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.f5f0", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0"
# S/390 ctcm device at 0.0.1000
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="ctcm", KERNELS=="0.0.1000", 
ATTR{type}=="256", KERNEL=="ctc*", NAME="ctc0"
# S/390 qeth device at 0.0.8024
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.8024", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="hsi*", NAME="hsi0"
# S/390 qeth device at 0.0.8124
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.8124", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="hsi*", NAME="hsi1"
# S/390 qeth device at 0.0.1017
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.1017", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth3"
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25.3.4. ネットワークルートファイルシステム用のネットワークルートファイルシステム用の System z ネットワークデバイスの設定ネットワークデバイスの設定

      root ファイルシステムへのアクセスに必要なネットワークデバイスを追加するには、起動オプショファイルシステムへのアクセスに必要なネットワークデバイスを追加するには、起動オプショ
ンの変更だけが必要です。ブートオプションは、パラメーターファイルンの変更だけが必要です。ブートオプションは、パラメーターファイル( 26章章パラメーターおよび設定パラメーターおよび設定
ファイルファイルを参照を参照)か、か、zipl ブートローダーを準備したブートローダーを準備した DASD またはまたは FCP 接続の接続の SCSI LUN 上の上の 
zipl.conf の一部にすることができます。の一部にすることができます。initramfs を再作成する必要はありません。を再作成する必要はありません。
     

      Dracut ( initrdの代わりとなるの代わりとなる initramfs で機能を提供するで機能を提供する mkinitrd の後継の後継)は、起動プロセスの初は、起動プロセスの初
期段階で期段階で System z 上のネットワークデバイスをアクティベートする起動パラメーター上のネットワークデバイスをアクティベートする起動パラメーター rd_ZNET= を提を提
供します。供します。
     

      このパラメーターには、このパラメーターには、NETTYPE (qeth、、lcs、、ctc) の一覧の一覧 (2 つつ (lcs、、ctc) またはまたは 3 つつ (qeth) のの
デバイスバスデバイスバス ID) をコンマ区切りで指定します。また、任意で、ネットワークデバイスのをコンマ区切りで指定します。また、任意で、ネットワークデバイスの sysfs 属性に属性に
相当するキー値ペアから設定される追加パラメーターを指定します。このパラメーターは、相当するキー値ペアから設定される追加パラメーターを指定します。このパラメーターは、System z 
ネットワークハードウェアを設定し、アクティベートします。ネットワークハードウェアを設定し、アクティベートします。IP アドレスとその他のネットワーク仕様アドレスとその他のネットワーク仕様
の設定は、他のプラットフォームと同様に機能します。詳細はの設定は、他のプラットフォームと同様に機能します。詳細は dracut のドキュメントを参照してくだのドキュメントを参照してくだ
さい。さい。
     

      ネットワークチャンネルのネットワークチャンネルの cio_ignore は、起動時に透過的に処理されます。は、起動時に透過的に処理されます。
     

      NFS 経由のネットワークでアクセスした経由のネットワークでアクセスした root ファイルシステムの起動オプションの例ファイルシステムの起動オプションの例:
     

root=10.16.105.196:/nfs/nfs_root cio_ignore=all,!0.0.0009 
rd_ZNET=qeth,0.0.0a00,0.0.0a01,0.0.0a02,layer2=1,portno=0,portname=OSAPORT 
ip=10.16.105.197:10.16.105.196:10.16.111.254:255.255.248.0:nfs‑server.subdomain.domain:eth0:non
e rd_NO_LUKS rd_NO_LVM rd_NO_MD rd_NO_DM LANG=en_US.UTF-8 SYSFONT=latarcyrheb-
sun16 KEYTABLE=us

# S/390 qeth device at 0.0.8324
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.8324", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="hsi*", NAME="hsi3"
# S/390 qeth device at 0.0.8224
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.8224", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="hsi*", NAME="hsi2"
# S/390 qeth device at 0.0.1010
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.1010", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth2"
# S/390 lcs device at 0.0.1240
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="lcs", KERNELS=="0.0.1240", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1"
# S/390 qeth device at 0.0.1013
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="qeth", KERNELS=="0.0.1013", 
ATTR{type}=="1", KERNEL=="hsi*", NAME="hsi4"

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

510



第第26章章 パラメーターおよび設定ファイルパラメーターおよび設定ファイル

    IBM System z アーキテクチャーでは、カスタマイズされたパラメーターファイルアーキテクチャーでは、カスタマイズされたパラメーターファイル  を使用して、を使用して、
カーネルとインストーラーにブートパラメーターを渡すことができます。このセクションでは、このパカーネルとインストーラーにブートパラメーターを渡すことができます。このセクションでは、このパ
ラメーターファイルの内容について説明します。ラメーターファイルの内容について説明します。
   

    本セクションは、配布されているパラメーターファイルを変更する場合にのみお読みください。次を本セクションは、配布されているパラメーターファイルを変更する場合にのみお読みください。次を
行う場合は、パラメーターを変更する必要があります。行う場合は、パラメーターを変更する必要があります。
   

      linuxrc またはローダーのユーザー入力を自動化しますまたはローダーのユーザー入力を自動化します( 21章章インストールフェーズインストールフェーズ 1: ネッネッ
トワークデバイスの設定トワークデバイスの設定 およびおよび 22章章インストールフェーズインストールフェーズ 2: 言語およびインストールソース言語およびインストールソース
の設定の設定を参照してくださいを参照してください)。。
     

      キックスタートによる無人インストールキックスタートによる無人インストール
     

      レスキューモードなど、インストーラーの対話式ユーザーインターフェイスからアクセスでレスキューモードなど、インストーラーの対話式ユーザーインターフェイスからアクセスで
きないデフォルト以外のインストール設定を選択します。きないデフォルト以外のインストール設定を選択します。
     

    パラメーターファイルは、インストールプログラム（ローダーおよびパラメーターファイルは、インストールプログラム（ローダーおよび anaconda）の開始前に、非対）の開始前に、非対
話的にネットワークを設定するために使用できます。話的にネットワークを設定するために使用できます。
   

    カーネルパラメーターファイルは、カーネルパラメーターファイルは、895 文字に行末文字を加えた長さに制限されています。パラメー文字に行末文字を加えた長さに制限されています。パラメー
ターファイルには、可変長または固定長のレコードフォーマットのいずれかが使用されます。固定長レターファイルには、可変長または固定長のレコードフォーマットのいずれかが使用されます。固定長レ
コードフォーマットは、レコードの長さまで各行を追加してファイルサイズを増やします。インストーコードフォーマットは、レコードの長さまで各行を追加してファイルサイズを増やします。インストー
ラーがラーが LPAR 環境に指定されたすべてのパラメーターを認識しないという問題が発生した場合は、すべ環境に指定されたすべてのパラメーターを認識しないという問題が発生した場合は、すべ
てのパラメーターをてのパラメーターを 1 行に配置するか、各行を空白文字で開始および終了してみてください。行に配置するか、各行を空白文字で開始および終了してみてください。
   

    カーネルパラメーターとその指定の可能性の詳細については、カーネルパラメーターとその指定の可能性の詳細については、Linux の起動に関する章と、『の起動に関する章と、『Linux 
on System z Device Drivers, Features, and Commands on Red Hat Enterprise Linux 6』』 のカーネのカーネ
ルパラメーターに関する章を参照してください。ルパラメーターに関する章を参照してください。
   

    パラメーターファイルには、パラメーターファイルには、root=/dev/ram0 またはまたは ro などのカーネルパラメーターなどのカーネルパラメーター
と、と、vncpassword=test またはまたは vnc などのインストールプロセスのパラメーターが含まれます。などのインストールプロセスのパラメーターが含まれます。
   

26.1. 必須パラメーター必須パラメーター

     以下のパラメーターは必須となるので、パラメーターファイル内に必ず含めてください。これらの以下のパラメーターは必須となるので、パラメーターファイル内に必ず含めてください。これらの
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パラメーターはインストールパラメーターはインストール DVD のの images/ ディレクトリー内にあるディレクトリー内にある generic.prm ファイルでも提供ファイルでも提供
されています。されています。
    

root=file_system

        file_system は、は、root ファイルシステムがあるデバイスを表します。インストールの目的で、ファイルシステムがあるデバイスを表します。インストールの目的で、
Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムが含まれるインストールプログラムが含まれる ramdisk であるである /dev/ram0 に設定すに設定す
る必要があります。る必要があります。
       

 

ro

        ramdisk で読み取り専用であるで読み取り専用である root ファイルシステムをマウントします。ファイルシステムをマウントします。
       

 

ip=off

        自動ネットワーク設定を無効にします。自動ネットワーク設定を無効にします。
       

 

ramdisk_size=size

        ramdisk 用に予約されているメモリーサイズを変更して、用に予約されているメモリーサイズを変更して、Red Hat Enterprise Linux インスインス
トールプログラムを収まるようにします。たとえば、トールプログラムを収まるようにします。たとえば、ramdisk_size=40000 のようになります。のようになります。
       

 

     generic.prm ファイルには、追加のパラメーターファイルには、追加のパラメーター cio_ignore=all,!0.0.0009 も含まれます。この設定も含まれます。この設定
は、デバイスが多いシステムで、起動とデバイス検出を高速化します。インストーラーは、無視されるは、デバイスが多いシステムで、起動とデバイス検出を高速化します。インストーラーは、無視される
デバイスのアクティベーションを透過的に処理します。デバイスのアクティベーションを透過的に処理します。
    

重要重要

      スタック全体でスタック全体で cio_ignore サポートが実装されていないというインストールの問題サポートが実装されていないというインストールの問題
を回避するには、を回避するには、cio_ignore= パラメーター値をシステムに適応させるか、インストーパラメーター値をシステムに適応させるか、インストー
ラーの起動ラーの起動(IPL)に使用するパラメーターファイルからパラメーターを完全に削除しまに使用するパラメーターファイルからパラメーターを完全に削除しま
す。す。
     

      FCP 接続の接続の DVD ドライブからインストールし、無視されたデバイスに問題がある場ドライブからインストールし、無視されたデバイスに問題がある場
合は、合は、linuxrc でで( 21章章インストールフェーズインストールフェーズ 1: ネットワークデバイスの設定ネットワークデバイスの設定を参照を参照)メメ
ニューオプションを選択して、無視するデバイスの一覧を削除します。ニューオプションを選択して、無視するデバイスの一覧を削除します。
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26.2. Z/VM 設定ファイル設定ファイル

     以下は、以下は、z/VM 環境でのインストールにのみ適用されます。環境でのインストールにのみ適用されます。z/VM では、では、CMS でフォーマットしたでフォーマットした
ディスクの設定ファイルを使用できます。ディスクの設定ファイルを使用できます。CMS 設定ファイルの目的は、初期ネットワーク設定、設定ファイルの目的は、初期ネットワーク設定、DASD 
およびおよび FCP 仕様を設定するパラメーターをパラメーターファイルから移動することで、パラメーター仕様を設定するパラメーターをパラメーターファイルから移動することで、パラメーター
ファイルの領域を節約することですファイルの領域を節約することです( 「インストール用ネットワークパラメーター」「インストール用ネットワークパラメーター」を参照してくださを参照してくださ
いい)。。
    

     CMS 設定ファイルの各行には、変数がひとつとそれに関連する値が含まれていま設定ファイルの各行には、変数がひとつとそれに関連する値が含まれていま
す。す。variable=value のようなシェルスタイルの構文になります。のようなシェルスタイルの構文になります。
    

     パラメーターファイルにはパラメーターファイルには CMSDASD およびおよび CMSCONFFILE パラメーターも追加する必要がありパラメーターも追加する必要があり
ます。このパラメーターは、設定ファイルの場所をインストールプログラムに指定します。ます。このパラメーターは、設定ファイルの場所をインストールプログラムに指定します。
    

CMSDASD=cmsdasd_address 

        cmsdasd_address には設定ファイルを格納しているには設定ファイルを格納している CMS フォーマット済みディスクのデバフォーマット済みディスクのデバ
イス番号を入れます。一般的にはイス番号を入れます。一般的には CMS ユーザーのユーザーの A ディスクになります。ディスクになります。
       

        例例: CMSDASD=191
       

 

CMSCONFFILE=configuration_file 

        configuration_file は設定ファイル名に置き換えます。この値は小文字で指定してくださは設定ファイル名に置き換えます。この値は小文字で指定してくださ
い。い。CMS_file_name.CMS_file_type などのなどの Linux ファイル名の形式で指定します。ファイル名の形式で指定します。
       

        CMS ファイルのファイルの REDHAT CONF はは redhat.conf と入力します。と入力します。CMS のファイル名およびのファイル名および
ファイルタイプは、それぞれファイルタイプは、それぞれ CMS 規則に従い規則に従い 1 文字から文字から 8 文字の長さにします。文字の長さにします。
       

        例例: CMSCONFFILE=redhat.conf
       

 

26.3. インストール用ネットワークパラメーターインストール用ネットワークパラメーター

     以下のパラメーターを使用して、事前ネットワークを自動的に設定でき、パラメーターファイルま以下のパラメーターを使用して、事前ネットワークを自動的に設定でき、パラメーターファイルま
たはたは CMS 設定ファイルのいずれかで定義することができます。このセクションで説明するパラメー設定ファイルのいずれかで定義することができます。このセクションで説明するパラメー
ターは、ターは、CMS 設定ファイルでも使用できるパラメーターのみに限定されます。その他のセクションで設定ファイルでも使用できるパラメーターのみに限定されます。その他のセクションで
扱われるその他のパラメーターはすべて、パラメーターファイル内で指定する必要があります。扱われるその他のパラメーターはすべて、パラメーターファイル内で指定する必要があります。
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NETTYPE="type" 

        type はは qeth、、lcs、、ctc のいずれかにしてください。デフォルトはのいずれかにしてください。デフォルトは qeth です。です。
       

        以下を使用する場合は以下を使用する場合は lcs を選択します。を選択します。
       

          OSA-2 イーサネットイーサネット/トークンリングトークンリング
         

          非非 QDIO モードのモードの OSA-Express Fast イーサネットイーサネット
         

          非非 QDIO モードのモードの OSA-Express High Speed トークンリングトークンリング
         

          非非 QDIO モードのモードの Gigabit イーサネットイーサネット
         

        以下を使用する場合は以下を使用する場合は qeth を選択します。を選択します。
       

          OSA-Express Fast イーサネットイーサネット
         

          Gigabit イーサネットイーサネット (1000Base-T を含むを含む)
         

          High Speed トークンリングトークンリング
         

          HiperSockets
         

          ATM (イーサネットイーサネット LAN エミュレーションを実行エミュレーションを実行)
         

 

SUBCHANNELS="device_bus_IDs"

        bus_IDs は、は、2 つまたはつまたは 3 つのデバイスバスつのデバイスバス ID のコンマ区切りリストです。のコンマ区切りリストです。
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        各ネットワークインターフェイスに、それぞれ必要なデバイスバス各ネットワークインターフェイスに、それぞれ必要なデバイスバス ID を入力します。を入力します。
       

        以下に例を示します以下に例を示します (qeth SUBCHANNEL ステートメントの場合ステートメントの場合)。。
       

 

PORTNAME="osa_portname" , PORTNAME="lcs_portnumber" 

        この変数は、この変数は、qdio モードまたは非モードまたは非 qdio モードで動作するモードで動作する OSA デバイスに対応します。デバイスに対応します。
       

        qdio モードモード (NETTYPE="qeth") を使用する場合、を使用する場合、qeth モードで動作しているモードで動作している OSA デバイスデバイス
上で指定するポート名は上で指定するポート名は osa_portname です。です。
       

        non-qdio モードモード (NETTYPE="lcs") を使用する場合はを使用する場合は lcs_portnumber を使ってを使って 0 からから 15 のの
整数で適切なポート番号を渡します。整数で適切なポート番号を渡します。
       

 

PORTNO="portnumber"

        CMS 設定ファイルに設定ファイルに PORTNO="0" (ポートポート 0 を使用を使用) またはまたは PORTNO="1" (各各 CHPID にポーにポー
トがトが 2 つあるつある OSA 機能のポート機能のポート 1 を使用を使用) のいずれかを追加すると、モード入力が要求されなくなのいずれかを追加すると、モード入力が要求されなくな
ります。ります。
       

 

LAYER2="value"

        value はは 0 またはまたは 1 になります。になります。
       

        レイヤーレイヤー 3 モードモード (NETTYPE="qeth") でで OSA またはまたは HiperSocket を動作させる場合を動作させる場合
は、は、LAYER2="0" を使用します。レイヤーを使用します。レイヤー 2 モードの場合は、モードの場合は、LAYER2="1" を使用します。を使用します。z/VM 
環境の仮想ネットワークデバイスの場合、この設定はデバイスを接続する環境の仮想ネットワークデバイスの場合、この設定はデバイスを接続する GuestLAN またはまたは 
VSWITCH の定義と同じにしてください。の定義と同じにしてください。
       

        DHCP などのレイヤーなどのレイヤー 2 (Data Link Layer またはそのまたはその MAC サブレイヤーサブレイヤー) で動作するネットで動作するネット
ワークサービスを使用する場合は、レイヤーワークサービスを使用する場合は、レイヤー 2 モードを選択することが推奨されます。モードを選択することが推奨されます。
       

qeth: SUBCHANNELS="read_device_bus_id,write_device_bus_id,data_device_bus_id"
lcs or ctc: SUBCHANNELS="read_device_bus_id,write_device_bus_id"

SUBCHANNELS="0.0.f5f0,0.0.f5f1,0.0.f5f2"

第第26章章 パラメーターおよび設定ファイルパラメーターおよび設定ファイル

515



        OSA デバイス用のデバイス用の qeth デバイスドライバーのデフォルトがレイヤーデバイスドライバーのデフォルトがレイヤー 2 モードになります。以モードになります。以
前のデフォルトであるレイヤー前のデフォルトであるレイヤー 3 モードを引き続き使用する場合は、モードを引き続き使用する場合は、LAYER2="0" を明示的に設定を明示的に設定
します。します。
       

 

VSWITCH="value"

        value はは 0 またはまたは 1 になります。になります。
       

        z/VM VSWITCH またはまたは GuestLAN に接続する場合はに接続する場合は VSWITCH="1" を指定します。実際のを指定します。実際の 
OSA または実際のまたは実際の HiperSocket を直接接続して使用する場合はを直接接続して使用する場合は VSWITCH="0" を指定しますを指定します (またまた
は何も指定しませんは何も指定しません)。。
       

 

MACADDR="MAC_address"

        LAYER2="1" とと VSWITCH="0" を指定している場合は、このパラメーターを使用してを指定している場合は、このパラメーターを使用して MAC アア
ドレスを指定することもできます。ドレスを指定することもできます。Linux では、小文字とでは、小文字と 16 進数の組み合わせをコロンで区切っ進数の組み合わせをコロンで区切っ
た、た、6 つのオクテット形式が必要ですつのオクテット形式が必要です (MACADDR=62:a3:18:e7:bc:5f などなど)。。z/VM で使用される表で使用される表
記とは異なります。記とは異なります。
       

        LAYER2="1" とと VSWITCH="1" を指定する場合は、を指定する場合は、MACADDR を指定しないでください。レを指定しないでください。レ
イヤーイヤー 2 モードの場合は、モードの場合は、z/VM により固有のにより固有の MAC アドレスが仮想ネットワークデバイスに割り当アドレスが仮想ネットワークデバイスに割り当
てられます。てられます。
       

 

CTCPROT="value"

        value はは 0、、1、、3 のいずれかになります。のいずれかになります。
       

        NETTYPE="ctc" のの CTC プロトコルを指定します。デフォルトはプロトコルを指定します。デフォルトは 0 です。です。
       

 

HOSTNAME="string"

        string は、新たにインストールしたは、新たにインストールした Linux インスタンスのホスト名です。インスタンスのホスト名です。
       

 

IPADDR="IP"
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        IP は新しいは新しい Linux インスタンスのインスタンスの IP アドレスを入力します。アドレスを入力します。
       

 

NETMASK="netmask"

        netmask はネットマスクです。はネットマスクです。
       

        IPv4 CIDR (クラスレス相互ドメインルーティングクラスレス相互ドメインルーティング) で規定されているようにネットマスクではで規定されているようにネットマスクでは
接頭辞の整数接頭辞の整数 (1 からから 32) の構文に対応しています。たとえば、の構文に対応しています。たとえば、255.255.255.0 の代わりにの代わりに 24 を指定を指定
したり、したり、255.255.240.0 の代わりにの代わりに 20 を指定できます。を指定できます。
       

 

GATEWAY="gw"

        gw はこのネットワークデバイスのゲートウェイはこのネットワークデバイスのゲートウェイ IP アドレスを入力します。アドレスを入力します。
       

 

MTU="mtu"

        mtu はこのネットワークデバイスのはこのネットワークデバイスの Maximum Transmission Unit (MTU) を入力します。を入力します。
       

 

DNS="server1:server2:additional_server_terms:serverN"

        "server1:server2:additional_server_terms:serverN" はコロンで区切ったはコロンで区切った DNS サーバーの一サーバーの一
覧です。以下に例を示します。覧です。以下に例を示します。
       

 

SEARCHDNS="domain1:domain2:additional_dns_terms:domainN"

        "domain1:domain2:additional_dns_terms:domainN" はコロンで区切った検索ドメインの一はコロンで区切った検索ドメインの一
覧です。以下に例を示します。覧です。以下に例を示します。
       

        SEARCHDNS= の指定が必要となるのは、の指定が必要となるのは、DNS= パラメーターを使用する場合のみです。パラメーターを使用する場合のみです。
       

 

DASD=

DNS="10.1.2.3:10.3.2.1"

SEARCHDNS="subdomain.domain:domain"
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        DASD またはまたは DASD の範囲を定義して、インストールを設定します。構文の詳細な説明は、の範囲を定義して、インストールを設定します。構文の詳細な説明は、
『『Red Hat Enterprise Linux 6 のの Linux on System z Device Drivers, Features, and 
Commands』』 のの DASD デバイスドライバーの章で説明されているデバイスドライバーの章で説明されている dasd_mod デバイスドライバーデバイスドライバー
モジュールオプションを参照してください。モジュールオプションを参照してください。
       

        linuxrc は、オプション属性であるは、オプション属性である ro、、diag、、erplog、および、および failfast を使用して、コンマ区を使用して、コンマ区
切りのデバイスバス切りのデバイスバス ID またはデバイスバスまたはデバイスバス ID の範囲の一覧をサポートします。必要に応じて、デの範囲の一覧をサポートします。必要に応じて、デ
バイス番号で先行するゼロを除くことでデバイスバスバイス番号で先行するゼロを除くことでデバイスバス ID を短縮できます。いずれのオプション属性を短縮できます。いずれのオプション属性
も、コロンで区切り、括弧で囲む必要があります。オプションの属性は、デバイスバスも、コロンで区切り、括弧で囲む必要があります。オプションの属性は、デバイスバス ID、または、または
デバイスバスデバイスバス ID の範囲の後に続きます。の範囲の後に続きます。
       

        サポートされている唯一のグローバルオプションはサポートされている唯一のグローバルオプションは autodetect です。ここでは、存在しないです。ここでは、存在しない 
DASD の仕様をサポートして、後で追加するの仕様をサポートして、後で追加する DASD 用にカーネルデバイス名を確保するということ用にカーネルデバイス名を確保するということ
は行いません。永続性のあるは行いません。永続性のある DASD デバイス名デバイス名 (例例: /dev/disk/by-path/...) を使用して、ディスクのを使用して、ディスクの
後での透過的な追加を有効にしてください。後での透過的な追加を有効にしてください。probeonly、、nopav、、nofcx などの他のグローバルオプなどの他のグローバルオプ
ションは、ションは、linuxrc ではサポートされていません。ではサポートされていません。
       

        システムには、実際にインストールする必要のあるシステムには、実際にインストールする必要のある DASD のみを指定します。ここで指定するのみを指定します。ここで指定する
未フォーマットの未フォーマットの DASD はすべて、インストーラーで後で確認してからフォーマットする必要があはすべて、インストーラーで後で確認してからフォーマットする必要があ
りますります( 「「DASD の低レベルフォーマット」の低レベルフォーマット」を参照してくださいを参照してください)。。「ルートファイルシステムの一「ルートファイルシステムの一
部ではない部ではない DASD」」 の説明に従って、インストール後に、の説明に従って、インストール後に、root ファイルシステムまたはファイルシステムまたは /boot パーパー
ティションに不要なデータティションに不要なデータ DASD を追加します。を追加します。
       

        FCP のみの環境では、のみの環境では、DASD="none" を指定します。を指定します。
       

        以下に例を示します。以下に例を示します。
       

 

FCP_n="device_bus_ID WWPN FCP_LUN"

        ここで、ここで、
       

          通常、通常、n は整数値になりますがは整数値になりますが (FCP_1、、FCP_2 などなど)、アルファベット、数字、下線、アルファベット、数字、下線
などを使った文字列でも構いません。などを使った文字列でも構いません。
         

          device_bus_ID にはには HBA (ホストバスアダプターホストバスアダプター) (デバイスデバイス fc00 ならなら 0.0.fc00 などなど) 
を表すを表す FCP デバイスのデバイスバスデバイスのデバイスバス ID を指定します。を指定します。
         

DASD="eb1c,0.0.a000-0.0.a003,eb10-eb14(diag),0.0.ab1c(ro:diag)"

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

518



          WWPN はルーティングに使用される世界共通のポート名ですはルーティングに使用される世界共通のポート名です (マルチパスと併用されマルチパスと併用され
ることが多いることが多い)。。16 桁の桁の 16 進数の値になります進数の値になります (0x50050763050b073d などなど)。。
         

          FCP_LUN はストレージの論理ユニット識別子を指し、はストレージの論理ユニット識別子を指し、16 桁の桁の 16 進数の右側にゼロ進数の右側にゼロ
を加えた値で指定しますを加えた値で指定します (0x4020400100000000 などなど)。。
         

        この変数は、システムで、この変数は、システムで、FCP デバイスとともに使用して、デバイスとともに使用して、SCSI ディスクなどのディスクなどの FCP LUN 
をアクティベートできます。追加のをアクティベートできます。追加の FCP LUN は、インストール中に対話的またはキックスタートは、インストール中に対話的またはキックスタート
ファイルでアクティベートできます。ファイルでアクティベートできます。linuxrc には、には、FCP に対する対話的な質問はありません。値のに対する対話的な質問はありません。値の
例は、以下のようになります。例は、以下のようになります。
       

重要重要

         FCP パラメーターで使用する各値パラメーターで使用する各値 (FCP_1、、FCP_2 などなど) はサイト固有となるはサイト固有となる
ため、通常はため、通常は FCP ストレージ管理者から提供されます。ストレージ管理者から提供されます。
        

 

     FCP_n 以外の必須のパラメーターが、パラメーターや設定ファイル内に記載されていないと、イン以外の必須のパラメーターが、パラメーターや設定ファイル内に記載されていないと、イン
ストールプログラムにより入力が求められます。ストールプログラムにより入力が求められます。
    

26.4. VNC およびおよび X11 パラメーターパラメーター

     以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能設定ファイル内では機能
しません。これらのパラメーターでは、しません。これらのパラメーターでは、anaconda に使用するインターフェイスを制御します。に使用するインターフェイスを制御します。
    

     X11 転送なしで転送なしで X11 ユーザーインターフェイスを使用するには、以下のユーザーインターフェイスを使用するには、以下の X11 パラメーターを指定しパラメーターを指定し
ます。ます。
    

display=IP/hostname:display

        インストーラーが接続し、グラフィカルユーザーインターフェイスを表示するホスト名またはインストーラーが接続し、グラフィカルユーザーインターフェイスを表示するホスト名または 
IP アドレスとアドレスと X11 ディスプレイを設定します。ディスプレイを設定します。
       

 

     X11 ユーザーインターフェイスの代わりにユーザーインターフェイスの代わりに VNC サーバーを使用するには、以下のサーバーを使用するには、以下の VNC パラメーパラメー

FCP_1="0.0.fc00 0x50050763050b073d 0x4020400100000000"
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ターを指定します。ターを指定します。
    

vnc

        インストールプロセスの後半でインストールプロセスの後半で VNC グラフィカルユーザーインターフェイスを使用するにグラフィカルユーザーインターフェイスを使用するに
は、は、vnc を指定します。を指定します。
       

 

vncpassword=

        このパラメーターは、このパラメーターは、VNC サーバーへの接続に使用されるパスワードを設定します。サーバーへの接続に使用されるパスワードを設定します。
password パラメーターはオプションです。使用されていない場合、パラメーターはオプションです。使用されていない場合、VNC サーバーはパスワードをサーバーはパスワードを
使用せず、誰かが使用せず、誰かが VNC サーバーに接続できます。サーバーに接続できます。
       

 

vncconnect=IP/hostname[:port]

        vnc およびおよび vncpassword= の他に、の他に、VNC クライアントがリスニングモードで実行しているホクライアントがリスニングモードで実行しているホ
スト名またはスト名または IP アドレス（オプションでアドレス（オプションで TCP ポート）を指定します。インストーラーは、このポート）を指定します。インストーラーは、この  
VNC クライアントにグラフィカルユーザーインターフェイスに接続し、表示します。クライアントにグラフィカルユーザーインターフェイスに接続し、表示します。
       

 

26.5. ローダーパラメーターローダーパラメーター

     以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能設定ファイル内では機能
しません。しません。
    

     ローダー画面を自動化するには、以下のパラメーターを指定します。ローダー画面を自動化するには、以下のパラメーターを指定します。
    

lang=language

        インストーラーユーザーインターフェイスの言語を設定します。たとえば、ドイツ語の場合はインストーラーユーザーインターフェイスの言語を設定します。たとえば、ドイツ語の場合は 
en またはまたは de です。これにより、です。これにより、Choose a Language ( 「言語の選択」「言語の選択」を参照を参照)への応答が自動化への応答が自動化
されます。されます。
       

 

repo=installation_source

        stage 2 およびインストールするパッケージが含まれるリポジトリーにアクセスするインスおよびインストールするパッケージが含まれるリポジトリーにアクセスするインス
トールソースを設定します。これにより、トールソースを設定します。これにより、インストール方法インストール方法 への応答が自動化されますへの応答が自動化されます( 「インス「インス
トール方法」トール方法」を参照してくださいを参照してください)。。
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26.6. キックスタートを使ったインストールのパラメーターキックスタートを使ったインストールのパラメーター

     以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能設定ファイル内では機能
しません。しません。
    

ks=URL

        キックスタートファイルを参照します。このファイルは、通常、キックスタートファイルを参照します。このファイルは、通常、System z でのでの Linux インスインス
トールのネットワークにあります。トールのネットワークにあります。URL は、キックスタートファイルのファイル名を含む完全パスは、キックスタートファイルのファイル名を含む完全パス
に置き換えます。このパラメーターは、キックスタートによる自動インストールを有効にします。に置き換えます。このパラメーターは、キックスタートによる自動インストールを有効にします。
詳細は、詳細は、「キックスタートを使用したインストールの自動化」「キックスタートを使用したインストールの自動化」 およびおよび 「キックスタートインストー「キックスタートインストー
ルの開始」ルの開始」 を参照してください。を参照してください。]
       

 

RUNKS=value

        ここでは、ここでは、SSH を使用したネットワーク上でログインを必要とせずにを使用したネットワーク上でログインを必要とせずに Linux コンソール上で自コンソール上で自
動的にローダーを実行する場合、動的にローダーを実行する場合、value をを 1 と定義します。と定義します。RUNKS=1 を使用するには、コンソーを使用するには、コンソー
ルがフルスクリーンをサポートしているか、以下のルがフルスクリーンをサポートしているか、以下の cmdline オプションを使用する必要がありまオプションを使用する必要がありま
す。後者は、す。後者は、z/VM 環境下の環境下の 3270 ターミナルまたはターミナルまたは LPAR 用のオペレーティングシステムメッセー用のオペレーティングシステムメッセー
ジコンソールに適用されるものです。キックスタートを使用した完全自動インストールにはジコンソールに適用されるものです。キックスタートを使用した完全自動インストールには 
RUNKS=1 が推奨されます。が推奨されます。RUNKS=1 を設定すると、パラメーターエラーの発生時にを設定すると、パラメーターエラーの発生時に linuxrc は自は自
動的に続行され、ユーザーの対話を要求して無人インストールを中断しません。動的に続行され、ユーザーの対話を要求して無人インストールを中断しません。
       

        これ以外は変更せずそのままにしておくかこれ以外は変更せずそのままにしておくか RUNKS=0 を指定します。を指定します。
       

 

cmdline

        cmdline を指定すると、行モード端末を指定すると、行モード端末(z/VM のの 3270、、LPAR 向けオペレーティングシステム向けオペレーティングシステム
メッセージなどメッセージなど)で出力が読み取り可能になります。インストーラーは、で出力が読み取り可能になります。インストーラーは、UNIX のようなコンソールのようなコンソール
にのみ適用されるエスケープ端末シーケンスを無効にするためです。これには、インストーラーでにのみ適用されるエスケープ端末シーケンスを無効にするためです。これには、インストーラーで
ははcmdline モードで対話式のユーザー入力をサポートしないため、すべての質問に回答するキックモードで対話式のユーザー入力をサポートしないため、すべての質問に回答するキック
スタートファイルを使用したインストールが必要になります。スタートファイルを使用したインストールが必要になります。
       

 

     RUNKS またはまたは cmdline オプションのいずれかを使用する前に、キックスタートファイルに必要なオプションのいずれかを使用する前に、キックスタートファイルに必要な
パラメーターがすべて含まれていることを確認してください。詳細は、パラメーターがすべて含まれていることを確認してください。詳細は、32章章キックスタートを使ったイキックスタートを使ったイ
ンストールンストール を参照してください。を参照してください。
    

26.7. その他のパラメーターその他のパラメーター

     以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、以下のパラメーターは、パラメーターファイル内で定義できますが、CMS 設定ファイル内では機能設定ファイル内では機能
しません。しません。
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askmethod

        自動的に検出された自動的に検出された DVD をインストールソースとして使用しないでくださいが、インストールをインストールソースとして使用しないでくださいが、インストール
ソースを手動で指定するように、インストール方法を尋ねてください。このパラメーターは、ソースを手動で指定するように、インストール方法を尋ねてください。このパラメーターは、FCP 
接続の接続の DVD から起動しているが、別のインストールソース（ネットワークやローカルのハードディから起動しているが、別のインストールソース（ネットワークやローカルのハードディ
スクなど）を維持したい場合に便利です。スクなど）を維持したい場合に便利です。
       

 

mediacheck

        ISO ベースのインストールソースのテストをオンにします。たとえば、ベースのインストールソースのテストをオンにします。たとえば、FCP 接続の接続の DVD からから
起動する場合や、ローカルのハードディスク上、または起動する場合や、ローカルのハードディスク上、または NFS でマウントしたでマウントした ISO を使用してを使用して repo= 
を使用します。を使用します。
       

 

nompath

        マルチパスデバイスのサポートを無効にします。マルチパスデバイスのサポートを無効にします。
       

 

proxy=[protocol://][username[:password]@]host[:port]

        HTTP、、HTTPS、または、または FTP を介したインストールで使用するプロキシーを指定します。を介したインストールで使用するプロキシーを指定します。
       

 

rescue

        ramdisk から実行しているレスキューシステムで起動し、インストールされたシステムを修正から実行しているレスキューシステムで起動し、インストールされたシステムを修正
および復元できます。および復元できます。
       

 

stage2=URL

        インストールソースではなく、インストールソースではなく、install.img ファイルへのパスを指定します。それ以外の場合ファイルへのパスを指定します。それ以外の場合
は、は、repo= と同じ構文に従います。と同じ構文に従います。stage2 が指定されている場合、通常はが指定されている場合、通常は install.img を検索するを検索する
他の方法よりも優先されます。ただし、他の方法よりも優先されます。ただし、anaconda がローカルメディア上でがローカルメディア上で install.img を検出するを検出する
と、と、stage2 URL は無視されます。は無視されます。
       

        stage2 が指定されておらず、が指定されておらず、install.img がローカルで見つからない場合、がローカルで見つからない場合、anaconda はは repo= 
またはまたは method= で指定された場所を検索します。で指定された場所を検索します。
       

        repo= またはまたは method= なしでなしで stage2= のみを指定すると、のみを指定すると、anaconda は、インストール用には、インストール用に
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デフォルトで有効になっているインストール済みシステムのリポジトリーを使用します。デフォルトで有効になっているインストール済みシステムのリポジトリーを使用します。
       

 

syslog=IP/hostname[:port]

        インストーラーがログメッセージをリモートのインストーラーがログメッセージをリモートの syslog サーバーに送信するようにします。サーバーに送信するようにします。
       

 

     ここで説明するブートパラメーターは、ここで説明するブートパラメーターは、System z へのインストールとトラブルシューティングに最へのインストールとトラブルシューティングに最
も役立ちますが、インストーラーに影響を与えるのはこれらのサブセットのみです。インストーラーも役立ちますが、インストーラーに影響を与えるのはこれらのサブセットのみです。インストーラー
ブートパラメーターの完全なリストは、ブートパラメーターの完全なリストは、28章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
    

26.8. パラメーターファイルとパラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例

     パラメーターファイルを変更する場合は、配布されているパラメーターファイルを変更する場合は、配布されている generic.prm ファイルの拡張から始めてファイルの拡張から始めて
ください。ください。
    

     generic.prm ファイルの例ファイルの例:
    

     QETH ネットワークデバイスを設定するネットワークデバイスを設定する redhat.conf ファイルの例ファイルの例 (CMSCONFFILE 内の内の 
CMSCONFFILE により指定されていますにより指定されています)
    

root="/dev/ram0" ro ip="off" ramdisk_size="40000" cio_ignore="all,!0.0.0009"
CMSDASD="191" CMSCONFFILE="redhat.conf"
vnc

NETTYPE="qeth"
SUBCHANNELS="0.0.0600,0.0.0601,0.0.0602"
PORTNAME="FOOBAR"
PORTNO="0"
LAYER2="1"
MACADDR="02:00:be:3a:01:f3"
HOSTNAME="foobar.systemz.example.com"
IPADDR="192.168.17.115"
NETMASK="255.255.255.0"
GATEWAY="192.168.17.254"
DNS="192.168.17.1"
SEARCHDNS="systemz.example.com:example.com"
DASD="200-203"
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第第27章章 IBM SYSTEM Z のリファレンスのリファレンス

27.1. IBM SYSTEM Z の公開の公開

     Linux on System z の資料の現行バージョンは、を参照しての資料の現行バージョンは、を参照して 
http://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/documentation_red_hat.html ください。使用ください。使用
可能なオプションには、以下のものがあります。可能なオプションには、以下のものがあります。
    

Linux on System z - Red Hat Enterprise Linux 6 で利用可能なデバイスドライバー、機能、およびコで利用可能なデバイスドライバー、機能、およびコ
マンドマンド. 
       IBM
      . 2010. SC34-2597. 

Linux on System z - Using the Dump Tools on Red Hat Enterprise Linux 6. 
       IBM
      . 2010. SC34-2607. 

Linux on System z - How to use FC-attached SCSI devices with Linux on System z9 and zSeries. 
       IBM
      . 2008. SC33-8413. 

How to use Execute-in-Place Technology with Linux on z/VM. 
       IBM
      . 2008. SC34-2594. 

Linux on System z - How to Set up a Terminal Server Environment on z/VM. 
       IBM
      . 2009. SC34-2596. 

Linux on System z - libica 2.0 Programmer's Reference. 
       IBM
      . 2009. SC34-2602. 

Linux on System z - How to Improve Performance with PAV. 
       IBM
      . 2008. SC33-8414. 

z/VM - Getting Started with Linux on System z. 
       IBM
      . 2009. SC24-6194. 

27.2. IBM REDBOOKS PUBLICATIONS FOR SYSTEM Z (SYSTEM Z のの IBM REDBOOKS 公開公開)

     IBM Redbooks の資料の現行バージョンは、の資料の現行バージョンは、http://www.redbooks.ibm.com/ を参照してくださを参照してくださ
い。使用可能なオプションには、以下のものがあります。い。使用可能なオプションには、以下のものがあります。
    

入門用の出版物入門用の出版物

Introduction to the New Mainframe: z/VM Basics (新メインフレーム入門編新メインフレーム入門編: z/VM Basics). 
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Introduction to the New Mainframe: z/VM Basics (新メインフレーム入門編新メインフレーム入門編: z/VM Basics). 
       IBM Redbooks
      . 2007. SG24-7316. 

z/VM and Linux on IBM System z The Virtualization Cookbook for Red Hat Enterprise Linux 5.2. 
       IBM Redbooks
      . 2008. SG24-7492. 

Practical Migration to Linux on System z (Linux on System z への実践的マイグレーションへの実践的マイグレーション). 
       IBM Redbooks
      . 2009. SG24-7727. 

パフォーマンスおよび高可用性パフォーマンスおよび高可用性

Linux on IBM System z: Performance Measurement and Tuning (パフォーマンスの測定とチューニパフォーマンスの測定とチューニ
ングング). 
       IBM Redbooks
      . 2011. SG24-6926. 

Achieving High Availability on Linux for System z with Linux-HA Release 2 (Linux for System z でで 
Linux-HA Release 2 を使用して高可用性を実現する方法を使用して高可用性を実現する方法). 
       IBM Redbooks
      . 2009. SG24-7711. 

セキュリティーセキュリティー

Security for Linux on System z (Linux on System z 向けセキュリティー向けセキュリティー). 
       IBM Redbooks
      . 2013. SG24-7728. 

Using Cryptographic Adapters for Web Servers on Linux on IBM System z9 and zSeries. 
       IBM Redbooks
      . 2006. REDP-4131. 

ネットワークネットワーク

IBM System z Connectivity Handbook (IBM System z の接続性ハンドブックの接続性ハンドブック). 
       IBM Redbooks
      . 2013. SG24-5444. 

OSA Express Implementation Guide (OSA Express 実装ガイド実装ガイド). 
       IBM Redbooks
      . 2009. SG24-5948. 

HiperSockets Implementation Guide (HiperSockets 実装ガイド実装ガイド). 
       IBM Redbooks
      . 2007. SG24-6816. 

Fibre Channel Protocol for Linux and z/VM on IBM System z (IBM System z のの Linux およびおよび z/VM 
向けファイバーチャネルプロトコル向けファイバーチャネルプロトコル). 
       IBM Redbooks
      . 2007. SG24-7266. 

27.3. オンラインリソースオンラインリソース
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 For z/VM publications, refer to http://www.vm.ibm.com/library/ . 

 For System z I/O connectivity information, refer to 
http://www.ibm.com/systems/z/hardware/connectivity/index.html . 

 For System z cryptographic coprocessor information, refer to 
http://www.ibm.com/security/cryptocards/ . 

z/VM でのでの RHEL 5.3 Linux の共有と維持の共有と維持. Brad Hinson 、、 Mike MacIsaac.  
http://www.linuxvm.org/Present/misc/ro-root-RH5.pdf . 
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パートパート IV. 高度なインストールオプション高度なインストールオプション

    『『Red Hat Enterprise Linux インストールガイドインストールガイド のこのパートでは、以下を含むのこのパートでは、以下を含む Red Hat 
Enterprise Linux インストールインストール』』 の高度な方法または一般的でない方法について説明します。の高度な方法または一般的でない方法について説明します。
   

      起動オプション起動オプション
     

      メディアなしでのインストール。メディアなしでのインストール。
     

      VNC でのインストール。でのインストール。
     

      キックスタートキックスタート を使用したインストールプロセスの自動化を使用したインストールプロセスの自動化
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第第28章章 起動オプション起動オプション

    Red Hat Enterprise Linux インストールシステムには、管理者向けのさまざまな機能とオプションがインストールシステムには、管理者向けのさまざまな機能とオプションが
含まれています。起動オプションを使用するには、含まれています。起動オプションを使用するには、boot: プロンプトでプロンプトで linux option と入力します。と入力します。
   

    グラフィカル起動画面を表示するシステムでグラフィカル起動画面を表示するシステムで boot: プロンプトにアクセスするには、グラフィカル起プロンプトにアクセスするには、グラフィカル起
動画面が表示されている間に動画面が表示されている間に Esc キーを押します。キーを押します。
   

    複数のオプションを指定する場合は、各オプションを複数のオプションを指定する場合は、各オプションを 1 つのスペースで区切ります。以下に例を示しつのスペースで区切ります。以下に例を示し
ます。ます。
   

linux option1 option2 option3

注記注記

     Red Hat Enterprise Linux のインストールおよびのインストールおよび レスキューディスクは、レスキューディスクは、 レスレス
キューモードキューモード で起動するか、インストールシステムを読み込むことができます。レスで起動するか、インストールシステムを読み込むことができます。レス
キューディスクおよびレスキューモードの詳細は、キューディスクおよびレスキューモードの詳細は、「レスキューモードでのコンピュー「レスキューモードでのコンピュー
ターの起動」ターの起動」 を参照してください。を参照してください。
    

28.1. ブートメニューによるインストールシステムの設定ブートメニューによるインストールシステムの設定

     起動メニューを使用して、以下を含むインストールシステムの設定を指定できます。起動メニューを使用して、以下を含むインストールシステムの設定を指定できます。
    

       言語言語
      

       解像度の表示解像度の表示
      

       インターフェイスタイプインターフェイスタイプ
      

       インストール方法インストール方法
      

       ネットワーク設定ネットワーク設定
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28.1.1. 言語の指定言語の指定

      インストールプロセスと最終システムの両方に言語を設定するには、インストールプロセスと最終システムの両方に言語を設定するには、lang オプションでその言語のオプションでその言語の 
ISO コードを指定します。コードを指定します。keymap オプションを使用して正しいキーボードレイアウトを設定します。オプションを使用して正しいキーボードレイアウトを設定します。
     

      たとえば、たとえば、ISO コードコード el_GR およびおよび gr はは Greek 言語と言語と Greek キーボードレイアウトを特定しまキーボードレイアウトを特定しま
す。す。
     

linux lang=el_GR keymap=gr

28.1.2. インターフェイスの設定インターフェイスの設定

      特定の表示解決を使用するには、起動オプションとして特定の表示解決を使用するには、起動オプションとして resolution=setting を実行します。たとえを実行します。たとえ
ば、ディスプレイの解像度をば、ディスプレイの解像度を 1024×768 に設定するには、次のコマンドを実行します。に設定するには、次のコマンドを実行します。
     

linux resolution=1024x768

      インストールプロセスを実行するには、以下を実行します。インストールプロセスを実行するには、以下を実行します。  テキストテキスト モード。以下を入力しまモード。以下を入力しま
す。す。
     

linux text

      のサポートを有効にするには、以下を行います。のサポートを有効にするには、以下を行います。  シリアルコンソール。追加のオプションとしてシリアルコンソール。追加のオプションとして 
serial と入力します。と入力します。
     

      リモートリモート ディスプレイの転送を許可するには、ディスプレイの転送を許可するには、display=ip:0 を使用します。このコマンドでは、を使用します。このコマンドでは、ip 
をディスプレイを表示するシステムのをディスプレイを表示するシステムの IP アドレスに置き換える必要があります。アドレスに置き換える必要があります。
     

      ディスプレイを表示するシステムで、コマンドディスプレイを表示するシステムで、コマンド xhost + remotehostname を実行する必要がありまを実行する必要がありま
す。す。remotehostname は、元のディスプレイを実行しているホストの名前になります。コマンドは、元のディスプレイを実行しているホストの名前になります。コマンド xhost 
+remotehostname を使用すると、リモートディスプレイターミナルへのアクセスを制限し、リモートを使用すると、リモートディスプレイターミナルへのアクセスを制限し、リモート
アクセスを特に許可していないユーザーやシステムからのアクセスを許可しません。アクセスを特に許可していないユーザーやシステムからのアクセスを許可しません。
     

28.1.3. anaconda の更新の更新

      インストールメディアで提供されるものよりも新しいバージョンのインストールメディアで提供されるものよりも新しいバージョンの anaconda インストールプログインストールプログ
ラムでラムで Red Hat Enterprise Linux をインストールできます。をインストールできます。
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      起動オプション起動オプション
     

linux updates

      anaconda の更新を含むディスクイメージの入力を求めるプロンプトを表示します。ネットワークの更新を含むディスクイメージの入力を求めるプロンプトを表示します。ネットワーク
インストールを実行し、サーバー上のインストールを実行し、サーバー上の rhupdates/ にに updates イメージコンテンツを配置している場合イメージコンテンツを配置している場合
は、このオプションを指定する必要はありません。は、このオプションを指定する必要はありません。
     

重要重要

       rhupdates ディレクトリーには、ディレクトリーには、anaconda の更新のみが含まれている必要がありの更新のみが含まれている必要があり
ます。他のファイル（エラータます。他のファイル（エラータ RPM など）を追加したり、ディレクトリーにコンテンツなど）を追加したり、ディレクトリーにコンテンツ
を過剰に配置すると、インストールが失敗する可能性があります。を過剰に配置すると、インストールが失敗する可能性があります。
      

      代わりにネットワーク上の場所から代わりにネットワーク上の場所から anaconda の更新を読み込むには、以下を使用します。の更新を読み込むには、以下を使用します。
     

linux updates=

      続いて、更新が保存される場所の続いて、更新が保存される場所の URL が続きます。が続きます。
     

28.1.4. インストール方法の指定インストール方法の指定

      askmethod オプションを使用して、インストール方法とネットワーク設定の指定を可能にする追加オプションを使用して、インストール方法とネットワーク設定の指定を可能にする追加
のメニューを表示します。のメニューを表示します。boot: プロンプトでインストール方法とネットワーク設定を設定することもプロンプトでインストール方法とネットワーク設定を設定することも
できます。できます。
     

      boot: プロンプトからインストール方法を指定するには、プロンプトからインストール方法を指定するには、repo オプションを使用します。サポートオプションを使用します。サポート
対象のインストール方法は、対象のインストール方法は、表表28.1「インストール方法」「インストール方法」 を参照してください。を参照してください。
     

表表28.1 インストール方法インストール方法

インストール方法インストール方法 オプションの形式オプションの形式

DVD ドライブ repo=cdrom:device

ハードドライブ repo=hd:device/path

HTTP サーバー repo=http://host/path
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HTTPS サーバー repo=https://host/path

FTP サーバー repo=ftp://username:password@host/path

NFS サーバー repo=nfs:server:/path

NFS サーバー上の ISO
イメージ

repo=nfsiso:server:/path

インストール方法インストール方法 オプションの形式オプションの形式

28.1.5. ネットワーク設定の指定ネットワーク設定の指定

      通常、通常、anaconda は、インストール中にネットワークインターフェイスが必要な場合に、そのネッは、インストール中にネットワークインターフェイスが必要な場合に、そのネッ
トワークインターフェイスを設定するように要求します。ただし、以下のようにトワークインターフェイスを設定するように要求します。ただし、以下のように boot: プロンプトでオプロンプトでオ
プションを指定してネットワーク設定を指定できます。プションを指定してネットワーク設定を指定できます。
     

ip

         システムのシステムの IP アドレス。アドレス。
        

netmask

         システムのネットマスク。システムのネットマスク。
        

gateway

         ネットワークゲートウェイのネットワークゲートウェイの IP アドレス。アドレス。
        

dns

         DNS サーバーのサーバーの IP アドレス。アドレス。
        

ksdevice

         これらの設定で使用するネットワークデバイス。これらの設定で使用するネットワークデバイス。
        

ifname

         ネットワークデバイスに割り当てる名前、その後にデバイスのネットワークデバイスに割り当てる名前、その後にデバイスの MAC アドレス。アドレス。
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      単一のインターフェイスのみを設定する場合でも、これらの設定はそれぞれ必要になります。単一のインターフェイスのみを設定する場合でも、これらの設定はそれぞれ必要になります。
     

      以下の設定は任意です。以下の設定は任意です。
     

vlanid

         指定されたネットワークデバイスの仮想指定されたネットワークデバイスの仮想 LAN ID 番号番号(802.1q タグタグ)。。
        

nicdelay

         ネットワークがアクティブとみなされるまでの遅延。このオプションを使用すると、ゲートネットワークがアクティブとみなされるまでの遅延。このオプションを使用すると、ゲート
ウェイが正常にウェイが正常に ping されるまで、またはこのパラメーターで指定された秒数が経過するまで、シスされるまで、またはこのパラメーターで指定された秒数が経過するまで、シス
テムはネットワークインターフェイスの起動後に待機します。これは、実際にリンクが利用可能にテムはネットワークインターフェイスの起動後に待機します。これは、実際にリンクが利用可能に
なる前にリンクが利用可能であることを報告する一部のなる前にリンクが利用可能であることを報告する一部の NIC に役立ちます。これにより、ネットに役立ちます。これにより、ネット
ワークアクセスが必要な操作（キックスタートファイルのダウンロードなど）が失敗します。このワークアクセスが必要な操作（キックスタートファイルのダウンロードなど）が失敗します。この
パラメーターの最大値は、パラメーターの最大値は、NetworkManager で定義されているようにで定義されているように 30 です。です。30 を超える値を指を超える値を指
定すると、オプションは無視されます。定すると、オプションは無視されます。
        

      以下の例では、インターフェイス以下の例では、インターフェイス eth0 にに IP アドレスアドレス 192.168.1.10 を使用するインストールシステを使用するインストールシステ
ムのネットワーク設定を設定します。インターフェイスの名前はムのネットワーク設定を設定します。インターフェイスの名前は primary で、システムはで、システムは 5 秒間待機す秒間待機す
るか、またはゲートウェイに正常にるか、またはゲートウェイに正常に ping するまで待機してから続行します。するまで待機してから続行します。
     

linux ip=192.168.1.10 netmask=255.255.255.0 gateway=192.168.1.1 dns=192.168.1.3 ksdevice=eth0 
ifname=primary:01:23:45:67:89:ab nicdelay=5

      boot: プロンプトでネットワーク設定とネットワークデバイスを指定すると、これらの設定はインプロンプトでネットワーク設定とネットワークデバイスを指定すると、これらの設定はイン
ストールプロセスに使用され、ストールプロセスに使用され、Networking Devices およびおよび Configure TCP/IP ダイアログは表示されダイアログは表示され
ません。ません。
     

28.1.5.1. ボンディングインターフェイスの設定ボンディングインターフェイスの設定

       ボンディングされたネットワークインターフェイスを設定するには、ボンディングされたネットワークインターフェイスを設定するには、bond オプションを使用しまオプションを使用しま
す。ボンディングされたインターフェイスに名前を付け、ボンディングされるネットワーク接続を指定す。ボンディングされたインターフェイスに名前を付け、ボンディングされるネットワーク接続を指定
し、以下の形式で追加オプションを一覧表示します。し、以下の形式で追加オプションを一覧表示します。
      

linux bond=<bondname>:<bondslaves>:[:<options>]

       以下に例を示します。以下に例を示します。
      

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

532



linux bond=bond0:eth0,eth1:mode=active-backup,primary=eth1

       利用可能なオプションのパラメーターは、利用可能なオプションのパラメーターは、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド のの 
『『カーネルモジュールでの作業カーネルモジュールでの作業』』 の章に記載されています。の章に記載されています。
      

28.2. インストールシステムへのリモートアクセスの有効化インストールシステムへのリモートアクセスの有効化

     他のシステムからインストールシステムのグラフィカルインターフェイスまたはテキストインター他のシステムからインストールシステムのグラフィカルインターフェイスまたはテキストインター
フェイスにアクセスできます。テキストモード表示にアクセスするには、フェイスにアクセスできます。テキストモード表示にアクセスするには、telnet が必要です。これは、が必要です。これは、
Red Hat Enterprise Linux システムにデフォルトでインストールされています。インストールシステムシステムにデフォルトでインストールされています。インストールシステム
のグラフィカルディスプレイにリモートでアクセスするには、のグラフィカルディスプレイにリモートでアクセスするには、VNC (Virtual Network Computing)ディディ
スプレイプロトコルをサポートするクライアントソフトウェアを使用します。スプレイプロトコルをサポートするクライアントソフトウェアを使用します。
    

注記注記

       Red Hat Enterprise Linux には、には、VNC クライアントのクライアントの vncviewer が含まれていまが含まれていま
す。す。vncviewer を取得するには、を取得するには、tigervnc パッケージをインストールします。パッケージをインストールします。
     

     インストールシステムは、インストールシステムは、VNC 接続を確立するための接続を確立するための 2 つの方法をサポートします。インストールつの方法をサポートします。インストール
を開始し、別のシステムでを開始し、別のシステムで VNC クライアントを使用してグラフィカルディスプレイに手動でログインクライアントを使用してグラフィカルディスプレイに手動でログイン
できます。または、できます。または、リスニングモードリスニングモード で実行されているネットワーク上ので実行されているネットワーク上の VNC クライアントに自動的クライアントに自動的
に接続するようにインストールシステムを設定することもできます。に接続するようにインストールシステムを設定することもできます。
    

28.2.1. VNC によるリモートアクセスの有効化によるリモートアクセスの有効化

       インストールシステムへのリモートグラフィカルアクセスを有効にするには、プロンプトでインストールシステムへのリモートグラフィカルアクセスを有効にするには、プロンプトで 2 つのつの
オプションを入力します。オプションを入力します。
     

linux vnc vncpassword=qwerty

      vnc オプションは、オプションは、VNC サービスを有効にします。サービスを有効にします。vncpassword オプションは、リモートアクセオプションは、リモートアクセ
スのパスワードを設定します。上記の例では、パスワードをスのパスワードを設定します。上記の例では、パスワードを qwerty に設定します。に設定します。
     

注記注記

       VNC パスワードはパスワードは 6 文字以上である必要があります。文字以上である必要があります。
      

      以下の画面で、インストールシステムの言語、キーボードレイアウト、およびネットワーク設定を以下の画面で、インストールシステムの言語、キーボードレイアウト、およびネットワーク設定を
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指定します。その後、指定します。その後、VNC クライアントを介してグラフィカルインターフェイスにアクセスできまクライアントを介してグラフィカルインターフェイスにアクセスできま
す。インストールシステムでは、す。インストールシステムでは、VNC クライアントの正しい接続設定が表示されます。クライアントの正しい接続設定が表示されます。
     

Starting VNC...
The VNC server is now running.
Please connect to computer.mydomain.com:1 to begin the install...
Starting graphical installation...
Press <enter> for a shell

      次に、次に、VNC クライアントでインストールシステムにログインできます。クライアントでインストールシステムにログインできます。Red Hat Enterprise Linux 
でで vncviewer クライアントを実行するには、クライアントを実行するには、Applications → Accessories → VNC Viewer を選択するを選択する
か、ターミナルウィンドウでコマンドか、ターミナルウィンドウでコマンド vncviewer を入力します。を入力します。VNC Server ダイアログにサーバーおダイアログにサーバーお
よびディスプレイ番号を入力します。上記の例では、よびディスプレイ番号を入力します。上記の例では、VNC サーバーはサーバーは computer.mydomain.com:1  でで
す。す。
     

28.2.2. インストールシステムのインストールシステムの VNC リスナーへの接続リスナーへの接続

      インストールシステムがインストールシステムが VNC クライアントに自動的に接続できるようにするには、最初にクライアントに自動的に接続できるようにするには、最初に でクラでクラ
イアントを起動します。イアントを起動します。  リスニングモード。リスニングモード。Red Hat Enterprise Linux システムでは、システムでは、-listen オプオプ
ションを使用してションを使用して vncviewer をリスナーとして実行します。端末ウィンドウで、以下のコマンドを入をリスナーとして実行します。端末ウィンドウで、以下のコマンドを入
力します。力します。
     

vncviewer -listen

注記注記

       デフォルトでは、デフォルトでは、vncviewer はリスニングモードではリスニングモードで TCP ポートポート 5500 を使用しまを使用しま
す。ファイアウォールは、他のシステムからこのポートへの接続を許可するように設定す。ファイアウォールは、他のシステムからこのポートへの接続を許可するように設定
する必要があります。する必要があります。System → Administration → Firewall を選択します。を選択します。Other 
ports を選択し、を選択し、Add を選択します。を選択します。Port (s) フィールドにフィールドに 5500 を入力し、を入力し、Protocol にに 
tcp を指定します。を指定します。
      

      リスニングクライアントがアクティブになったら、インストールシステムを開始し、リスニングクライアントがアクティブになったら、インストールシステムを開始し、boot: プロンプロン
プトでプトで VNC オプションを設定します。オプションを設定します。vnc およびおよび vncpassword オプションの他に、オプションの他に、vncconnect オオ
プションを使用して、リスニングクライアントを持つシステムの名前またはプションを使用して、リスニングクライアントを持つシステムの名前または IP アドレスを指定しまアドレスを指定しま
す。リスナーのす。リスナーの TCP ポートを指定するには、コロンとポート番号をシステムの名前に追加します。ポートを指定するには、コロンとポート番号をシステムの名前に追加します。
     

      たとえば、ポートたとえば、ポート 5500 のシステムのシステム desktop.mydomain.com のの VNC クライアントに接続するにクライアントに接続するに
は、は、boot: プロンプトに以下のコマンドを入力します。プロンプトに以下のコマンドを入力します。
     

linux vnc vncpassword=qwerty vncconnect=desktop.mydomain.com:5500
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28.2.3. ssh によるリモートアクセスの有効化によるリモートアクセスの有効化

      テキストモードインストールへのリモートアクセスを有効にするには、テキストモードインストールへのリモートアクセスを有効にするには、boot: プロンプトでプロンプトで sshd=1 
オプションを使用します。オプションを使用します。
     

linux sshd=1

      次に、次に、ssh ユーティリティーを使用してインストールシステムに接続できます。ユーティリティーを使用してインストールシステムに接続できます。ssh コマンドにコマンドに
は、インストールシステムの名前またはは、インストールシステムの名前または IP アドレス、指定したパスワード（キックスタートファイルアドレス、指定したパスワード（キックスタートファイル
の場合など）が必要です。の場合など）が必要です。
     

28.2.4. Telnet を使用したリモートアクセスの有効化を使用したリモートアクセスの有効化

      テキストモードインストールへのリモートアクセスを有効にするには、を使用します。テキストモードインストールへのリモートアクセスを有効にするには、を使用します。  boot: プロプロ
ンプトでンプトで telnet オプション：オプション：
     

linux text telnet

      その後、その後、telnet ユーティリティーを使用してインストールシステムに接続できます。ユーティリティーを使用してインストールシステムに接続できます。telnet コマンコマン
ドには、インストールシステムの名前またはドには、インストールシステムの名前または IP アドレスが必要です。アドレスが必要です。
     

telnet computer.mydomain.com

警告警告

       インストールプロセスのセキュリティーを確保するには、インストールプロセスのセキュリティーを確保するには、telnet オプションのオプションの
みを使用して、アクセスが制限されたネットワーク上にシステムをインストールしみを使用して、アクセスが制限されたネットワーク上にシステムをインストールし
ます。ます。
      

28.3. インストール中にリモートシステムにログを記録インストール中にリモートシステムにログを記録

     デフォルトでは、インストールプロセスは、ログメッセージの生成時にコンソールに送信します。デフォルトでは、インストールプロセスは、ログメッセージの生成時にコンソールに送信します。
これらのメッセージは、を実行するリモートシステムに移動するように指定できます。これらのメッセージは、を実行するリモートシステムに移動するように指定できます。  syslog サービサービ
ス。ス。
    

     リモートロギングを設定するには、リモートロギングを設定するには、syslog オプションを追加します。ロギングシステムのオプションを追加します。ロギングシステムの IP アドレアドレ
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スと、そのシステム上のログサービスのスと、そのシステム上のログサービスの UDP ポート番号を指定します。デフォルトでは、リモートポート番号を指定します。デフォルトでは、リモート
メッセージを受け入れるメッセージを受け入れる syslog サービスはサービスは UDP ポートポート 514 をリッスンします。をリッスンします。
    

     たとえば、システムたとえば、システム 192.168.1.20 のの syslog サービスに接続するには、サービスに接続するには、boot: プロンプトで以下を入プロンプトで以下を入
力します。力します。
    

linux syslog=192.168.1.20:514

28.3.1. ログサーバーの設定ログサーバーの設定

      Red Hat Enterprise Linux はは rsyslog を使用してを使用して syslog サービスを提供します。サービスを提供します。rsyslog のデのデ
フォルト設定では、リモートシステムからのメッセージを拒否します。フォルト設定では、リモートシステムからのメッセージを拒否します。
     

警告警告

       セキュリティーが保護されたネットワークでのみリモートセキュリティーが保護されたネットワークでのみリモート syslog アクセスをアクセスを
有効にします。以下で説明する有効にします。以下で説明する rsyslog 設定は、設定は、rsyslog Crackers で利用可能なで利用可能な
セキュリティー対策を利用しません。これにより、大量のセキュリティー対策を利用しません。これにより、大量の false ログメッセージをログメッセージを
送信することで、ロギングサービスへのアクセスを許可するセキュリティー対策が送信することで、ロギングサービスへのアクセスを許可するセキュリティー対策が
遅くなり、クラッシュする可能性があります。さらに、悪意のあるユーザーは、遅くなり、クラッシュする可能性があります。さらに、悪意のあるユーザーは、
ネットワーク経由でロギングサービスに送信されたメッセージを傍受またはファラネットワーク経由でロギングサービスに送信されたメッセージを傍受またはファラ
ル化できます。ル化できます。
      

      ネットワーク上の他のシステムからログメッセージを受け入れるようにネットワーク上の他のシステムからログメッセージを受け入れるように Red Hat Enterprise Linux 
システムを設定するには、システムを設定するには、/etc/rsyslog.conf ファイルを編集します。ファイルを編集します。/etc/rsyslog.conf ファイルを編ファイルを編
集するには、集するには、root 権限を使用する必要があります。以下の行をコメント解除するには、その前のハッ権限を使用する必要があります。以下の行をコメント解除するには、その前のハッ
シュを削除します。シュを削除します。
     

$ModLoad imudp.so
 $UDPServerRun 514

      rsyslog サービスを再起動して、変更を適用します。サービスを再起動して、変更を適用します。
     

su -c '/sbin/service rsyslog restart'

      プロンプトが表示されたらプロンプトが表示されたら root パスワードを入力します。パスワードを入力します。
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注記注記

       デフォルトでは、デフォルトでは、syslog サービスはサービスは UDP ポートポート 514 をリッスンします。ファイアをリッスンします。ファイア
ウォールは、他のシステムからこのポートへの接続を許可するように設定する必要があウォールは、他のシステムからこのポートへの接続を許可するように設定する必要があ
ります。ります。System → Administration →  Firewall を選択します。を選択します。Other ports を選択を選択
し、し、Add を選択します。を選択します。Port (s) フィールドにフィールドに 514 を入力し、を入力し、Protocol にに udp を指定を指定
します。します。
      

28.4. キックスタートを使用したインストールの自動化キックスタートを使用したインストールの自動化

     キックスタートを使用して、インストールを無人で実行できるようにすることができます。キックスタートを使用して、インストールを無人で実行できるようにすることができます。A  キッキッ
クスタートクスタート ファイルはインストールの設定を指定します。インストールシステムが起動すると、キックファイルはインストールの設定を指定します。インストールシステムが起動すると、キック
スタートファイルを読み込んで、ユーザーからの追加入力なしにインストールプロセスを実行できまスタートファイルを読み込んで、ユーザーからの追加入力なしにインストールプロセスを実行できま
す。す。
    

注記注記

      Red Hat Enterprise Linux のインストールプロセスでは、インストール済みシステのインストールプロセスでは、インストール済みシステ
ムの設定が含まれるキックスタートファイルが自動的に書き込まれます。このファイルムの設定が含まれるキックスタートファイルが自動的に書き込まれます。このファイル
は、常には、常に /root/anaconda-ks.cfg として保存されます。このファイルを使用して、同じとして保存されます。このファイルを使用して、同じ
設定でインストールを繰り返すか、コピーを変更して他のシステムの設定を指定できま設定でインストールを繰り返すか、コピーを変更して他のシステムの設定を指定できま
す。す。
     

重要重要

      firstboot は、デスクトップとは、デスクトップと X Window System がインストールに含まれ、グラがインストールに含まれ、グラ
フィカルログインが有効でない限り、キックスタートファイルからシステムをインスフィカルログインが有効でない限り、キックスタートファイルからシステムをインス
トールした後には実行されません。キックスタートファイルから追加のシステムをイントールした後には実行されません。キックスタートファイルから追加のシステムをイン
ストールする前に、キックスタートファイルでストールする前に、キックスタートファイルで user オプションを使用してユーザーを指オプションを使用してユーザーを指
定するか（詳細は定するか（詳細は 「キックスタートのオプション」「キックスタートのオプション」 を参照してください）、を参照してください）、root で仮想で仮想
コンソールでインストール済みのシステムにログインし、コンソールでインストール済みのシステムにログインし、adduser コマンドでユーザーコマンドでユーザー
を追加します。を追加します。
     

     Red Hat Enterprise Linux には、必要なオプションを選択してキックスタートファイルを作成およには、必要なオプションを選択してキックスタートファイルを作成およ
び変更するグラフィカルアプリケーションが含まれています。このユーティリティーをインストールすび変更するグラフィカルアプリケーションが含まれています。このユーティリティーをインストールす
るには、パッケージるには、パッケージ system-config-kickstart を使用します。を使用します。Red Hat Enterprise Linux キックスターキックスター
トエディターを読み込むには、トエディターを読み込むには、Applications → System Tools → Kickstart を選択します。を選択します。
    

     キックスタートファイルは、キックスタートファイルは、1 行に行に 1 つのオプションを含むプレーンテキストでのインストール設定つのオプションを含むプレーンテキストでのインストール設定
を一覧表示します。この形式を使用すると、任意のテキストエディターでキックスタートファイルを変を一覧表示します。この形式を使用すると、任意のテキストエディターでキックスタートファイルを変
更し、システム用にカスタムのキックスタートファイルを生成するスクリプトまたはアプリケーション更し、システム用にカスタムのキックスタートファイルを生成するスクリプトまたはアプリケーション
を作成できます。を作成できます。
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     キックスタートファイルを使用してインストールプロセスを自動化するには、キックスタートファイルを使用してインストールプロセスを自動化するには、ks オプションを使用オプションを使用
してファイルの名前と場所を指定します。してファイルの名前と場所を指定します。
    

linux ks=location/kickstart-file.cfg

     リムーバブルストレージ、ハードドライブ、またはネットワークサーバーに保持されるキックスリムーバブルストレージ、ハードドライブ、またはネットワークサーバーに保持されるキックス
タートファイルを使用できます。サポートされているキックスタートソースについては、タートファイルを使用できます。サポートされているキックスタートソースについては、表表28.2「キッ「キッ
クスタートソース」クスタートソース」 を参照してください。を参照してください。
    

表表28.2 キックスタートソースキックスタートソース

キックスタートソースキックスタートソース オプションの形式オプションの形式

DVD ドライブ ks=cdrom:/directory/ks.cfg

ハードドライブ ks=hd:/device/directory/ks.cfg

その他のデバイス ks=file:/device/directory/ks.cfg

HTTP サーバー ks=http://server.mydomain.com/directory/ks.cfg

HTTPS サーバー ks=https://server.mydomain.com/directory/ks.cfg

FTP サーバー ks=ftp://server.mydomain.com/directory/ks.cfg

NFS サーバー ks=nfs:server.mydomain.com:/directory/ks.cfg

重要重要

      /dev/sdb などのデバイス名を使用して、キックスタートファイルを含むハードドラなどのデバイス名を使用して、キックスタートファイルを含むハードドラ
イブまたはイブまたは USB ドライブを特定できます。ただし、複数のシステムでデバイスドライブを特定できます。ただし、複数のシステムでデバイス ID が同が同
じままになる保証はありません。したがって、キックスタートインストールでハードドじままになる保証はありません。したがって、キックスタートインストールでハードド
ライブまたはライブまたは USB ドライブを指定する方法として、ドライブを指定する方法として、UUID を使用することが推奨されまを使用することが推奨されま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
     

ks=hd:UUID=ede47e6c-8b5f-49ad-9509-774fa7119281:ks.cfg

      blkid コマンドをコマンドを root で使用して、デバイスので使用して、デバイスの UUID を確認できます。を確認できます。
     

# blkid /dev/sdb1
/dev/sdb1: UUID="2c3a072a-3d0c-4f3a-a4a1-ab5f24f59266" TYPE="ext4"
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     Web サーバーのスクリプトまたはアプリケーションからキックスタートファイルを取得するにサーバーのスクリプトまたはアプリケーションからキックスタートファイルを取得するに
は、は、ks= オプションでアプリケーションのオプションでアプリケーションの URL を指定します。を指定します。kssendmac オプションを追加するオプションを追加する
と、リクエストはと、リクエストは HTTP ヘッダーもヘッダーも Web アプリケーションに送信します。アプリケーションはこれらアプリケーションに送信します。アプリケーションはこれら
のヘッダーを使用してコンピューターを特定できます。この行は、ヘッダーが含まれるリクエストをアのヘッダーを使用してコンピューターを特定できます。この行は、ヘッダーが含まれるリクエストをア
プリケーションプリケーション http://server.mydomain.com/kickstart.cgi に送信します。に送信します。
    

linux ks=http://server.mydomain.com/kickstart.cgi kssendmac

28.5. ハードウェアサポートの強化ハードウェアサポートの強化

     デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux はコンピューターのすべてのコンポーネントのサポーはコンピューターのすべてのコンポーネントのサポー
トを自動的に検出し、設定しようとします。トを自動的に検出し、設定しようとします。Red Hat Enterprise Linux は、オペレーティングシステムは、オペレーティングシステム
に含まれるソフトウェアに含まれるソフトウェア ドライバードライバー と一般的に使用されているハードウェアの大半をサポートしまと一般的に使用されているハードウェアの大半をサポートしま
す。他のデバイスをサポートするために、インストールプロセス中または後で追加のドライバーを提供す。他のデバイスをサポートするために、インストールプロセス中または後で追加のドライバーを提供
できます。できます。
    

28.5.1. 自動ハードウェア検出の上書き自動ハードウェア検出の上書き

      デバイスの自動ハードウェア設定のモデルによっては、失敗するか、不安定になる可能性がありまデバイスの自動ハードウェア設定のモデルによっては、失敗するか、不安定になる可能性がありま
す。このような場合は、デバイスタイプの自動設定を無効にし、インストールプロセスの完了後にデバす。このような場合は、デバイスタイプの自動設定を無効にし、インストールプロセスの完了後にデバ
イスを手動で設定する追加の手順を実行します。イスを手動で設定する追加の手順を実行します。
     

注記注記

       特定のデバイスに関する既知の問題については、リリースノート特定のデバイスに関する既知の問題については、リリースノート を参照してくださを参照してくださ
い。い。
      

      ハードウェアの自動検出を上書きするには、以下のオプションのいずれかを使用します。ハードウェアの自動検出を上書きするには、以下のオプションのいずれかを使用します。
     

表表28.3 ハードウェアオプションハードウェアオプション

互換性互換性 オプションオプション

すべてのハードウェア検出の無効化 noprobe

グラフィック、キーボード、マウスの検出の無効化 ヘッドレスヘッドレス

インストールプログラムのステージ 2 にキーボードとマウス情
報を渡すことを無効にする

nopass

ビデオでの基本的な VESA ドライバーの使用 xdriver=vesa
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インストール時の仮想コンソール 2 でのシェルアクセスの無効
化

noshell

高度な設定と電源インターフェイス(ACPI)の無効化 acpi=off

マシンチェック例外(MCE) CPU の自己診断を無効にします。 nomce

AMD64 アーキテクチャーで Non-Uniform Memory Access を無
効にする

numa-off

カーネルによる特定のメモリー量のメモリーの検出を強制しま
す。ここで、xxx はメガバイト単位の値です。

mem=xxxm

IDE および SATA ドライブに対してのみ DMA を有効にする libata.dma=1

BIOS 支援 RAID の無効化 nodmraid

Firewire デバイス検出の無効化 nofirewire

パラレルポート検出を無効にします。 noparport

PC Card (PCMCIA)デバイス検出の無効化 nopcmcia

ネットワークハードウェアのプローブをすべて無効にする nonet

互換性互換性 オプションオプション

注記注記

       isa オプションを使用すると、インストールプロセスの開始時に追加のテキスト画面オプションを使用すると、インストールプロセスの開始時に追加のテキスト画面
がシステムに表示されます。この画面を使用して、コンピューターにがシステムに表示されます。この画面を使用して、コンピューターに ISA デバイスを設デバイスを設
定します。定します。
      

重要重要

       他のカーネル起動オプションは、他のカーネル起動オプションは、anaconda に特別な意味がなく、インストールプに特別な意味がなく、インストールプ
ロセスには影響しません。ただし、このオプションを使用してインストールシステムをロセスには影響しません。ただし、このオプションを使用してインストールシステムを
起動すると、起動すると、anaconda はブートローダー設定に保存されます。はブートローダー設定に保存されます。
      

28.6. メンテナーンス起動モードの使い方メンテナーンス起動モードの使い方

28.6.1. 起動メディアの検証起動メディアの検証

      Red Hat Enterprise Linux のインストールに使用する前に、のインストールに使用する前に、ISO ベースのインストールソースの整ベースのインストールソースの整
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合性をテストできます。インストールソースには合性をテストできます。インストールソースには DVD やや ハードドライブ、ハードドライブ、NFS サーバーに保存していサーバーに保存してい
るる ISO イメージなどが含まれます。インストール前にイメージなどが含まれます。インストール前に ISO イメージの整合性を検証することで、インイメージの整合性を検証することで、イン
ストール中に何度も遭遇する問題を回避することができます。ストール中に何度も遭遇する問題を回避することができます。
     

      Red Hat Enterprise Linux では、インストールでは、インストール ISO をテストするをテストする 2 つの方法を利用できます。つの方法を利用できます。
     

        Red Hat Enterprise Linux DVD から起動する際にインストール前にメディアをテストすから起動する際にインストール前にメディアをテストす
るプロンプトでるプロンプトで OK を選択します。を選択します。
       

        mediacheck オプションを使用してオプションを使用して Red Hat Enterprise Linux を起動します。を起動します。
       

28.6.2. レスキューモードでのコンピューターの起動レスキューモードでのコンピューターの起動

      コマンドラインのコマンドラインの Linux システムをシステムを  コンピューターにコンピューターに Red Hat Enterprise Linux をインストールをインストール
せずに、レスキューディスクまたはインストールディスク。これにより、実行中のせずに、レスキューディスクまたはインストールディスク。これにより、実行中の Linux システムのシステムの
ユーティリティーおよび機能を使用して、コンピューターにすでにインストールされているシステムをユーティリティーおよび機能を使用して、コンピューターにすでにインストールされているシステムを
変更または修復できます。変更または修復できます。
     

      レスキューディスクは、デフォルトでレスキューモードシステムを起動します。インストールディレスキューディスクは、デフォルトでレスキューモードシステムを起動します。インストールディ
スクを使用してレスキューシステムを読み込むには、起動メニューからスクを使用してレスキューシステムを読み込むには、起動メニューから Rescue installed system を選を選
択します。択します。
     

      次に表示される画面で、言語、キーボードのレイアウト、ネットワーク設定をレスキューシステム次に表示される画面で、言語、キーボードのレイアウト、ネットワーク設定をレスキューシステム
用に指定します。最後のセットアップ画面では、コンピューター上の既存システムへのアクセスを設定用に指定します。最後のセットアップ画面では、コンピューター上の既存システムへのアクセスを設定
します。します。
     

      デフォルトでは、既存のオペレーティングシステムはレスキューシステムのデフォルトでは、既存のオペレーティングシステムはレスキューシステムの /mnt/sysimage/ ディディ
レクトリー配下に配置されます。レクトリー配下に配置されます。
     

28.6.3. コンピューターのアップグレードコンピューターのアップグレード

      以前の起動オプション以前の起動オプション( upgrade )は、インストールプロセスのステージにより、システムで検出しは、インストールプロセスのステージにより、システムで検出し
たた Red Hat Enterprise Linux の以前のバージョンのアップグレードまたは再インストールを求めるプの以前のバージョンのアップグレードまたは再インストールを求めるプ
ロンプトが出されました。ロンプトが出されました。
     

      ただし、ただし、/etc/redhat-release ファイルの内容が変更された場合、インストールプログラムは以前のファイルの内容が変更された場合、インストールプログラムは以前の
バージョンのバージョンの Red Hat Enterprise Linux を正しく検出しない場合があります。起動オプションを正しく検出しない場合があります。起動オプション 
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upgradeany は、インストールプログラムが実行するテストを緩和し、インストールプログラムが正しは、インストールプログラムが実行するテストを緩和し、インストールプログラムが正し
く特定されていないく特定されていない Red Hat Enterprise Linux インストールのアップグレードできます。インストールのアップグレードできます。
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第第29章章 メディアを使用しないインストールメディアを使用しないインストール

重要重要

     この手順では、すでにこの手順では、すでに Red Hat Enterprise Linux または別の最新のまたは別の最新の Linux ディストディスト
リビューションを使用し、リビューションを使用し、GRUB ブートローダーを使用していることを前提としていまブートローダーを使用していることを前提としていま
す。また、経験のあるす。また、経験のある Linux ユーザーであることも前提です。ユーザーであることも前提です。
    

    本セクションでは、物理メディアを追加せずに本セクションでは、物理メディアを追加せずに Red Hat Enterprise Linux をシステムにインストーをシステムにインストー
ルする方法を説明します。代わりに、既存のルする方法を説明します。代わりに、既存の GRUB ブートローダーを使用してインストールプログラブートローダーを使用してインストールプログラ
ムを開始できます。ムを開始できます。
   

29.1. ブートファイルの取得ブートファイルの取得

     メディアやメディアや PXE サーバーなしでインストールを実行するには、システムにローカルに保存されたサーバーなしでインストールを実行するには、システムにローカルに保存された 2 
つのファイル（カーネルと初期つのファイル（カーネルと初期 RAM ディスク）が必要です。ディスク）が必要です。
    

     vmlinuz およびおよび initrd.img ファイルをファイルを  からから Red Hat Enterprise Linux DVD (DVD イメージイメージ)からから 
/boot/ ディレクトリーにコピーし、その名前をディレクトリーにコピーし、その名前を vmlinuz-install およびおよび initrd.img-install に変更しまに変更しま
す。ファイルをす。ファイルを /boot/ ディレクトリーに書き込むには、ディレクトリーに書き込むには、root 権限が必要です。権限が必要です。
    

29.2. GRUB 設定の編集設定の編集

     GRUB ブートローダーは設定ファイルブートローダーは設定ファイル /boot/grub/grub.conf を使用します。を使用します。GRUB が新しいファイが新しいファイ
ルから起動するように設定するには、ルから起動するように設定するには、/boot/grub/grub.conf に、それらを参照するブートスタンザを追に、それらを参照するブートスタンザを追
加します。加します。
    

     最小限の起動スタンザは、以下のリストのようになります。最小限の起動スタンザは、以下のリストのようになります。
    

title Installation
        root (hd0,0)
        kernel /vmlinuz-install
        initrd /initrd.img-install

     ブートスタンザのブートスタンザの kernel 行の最後にオプションを追加することもできます。これらのオプション行の最後にオプションを追加することもできます。これらのオプション
は、通常ユーザーが対話的に設定するは、通常ユーザーが対話的に設定する Anaconda の事前オプションを設定します。利用可能なインスの事前オプションを設定します。利用可能なインス
トーラー起動オプションの一覧は、トーラー起動オプションの一覧は、28章章起動オプション起動オプション を参照してください。を参照してください。
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     以下のオプションは、通常、メディアレスインストールに役立ちます。以下のオプションは、通常、メディアレスインストールに役立ちます。
    

       ip=
      

       repo=
      

       lang=
      

       keymap=
      

       ksdevice= （インストールに（インストールに eth0 以外のインターフェイスが必要な場合）以外のインターフェイスが必要な場合）
      

       リモートインストールの場合はリモートインストールの場合は VNC およびおよび  vnc password=
      

     完了したら、完了したら、/boot/grub/grub.conf のの デフォルトデフォルト オプションを変更して、追加した最初のスタンザオプションを変更して、追加した最初のスタンザ
を示すようにします。を示すようにします。
    

default 0

29.3. インストールの起動インストールの起動

     システムを再起動します。システムを再起動します。GRUB は、設定したオプションを含め、インストールカーネルおよびは、設定したオプションを含め、インストールカーネルおよび 
RAM ディスクを起動します。次のステップについては、本ガイドの適切な章を参照してください。ディスクを起動します。次のステップについては、本ガイドの適切な章を参照してください。
VNC を使用してリモートでインストールする場合は、を使用してリモートでインストールする場合は、「インストールシステムへのリモートアクセス「インストールシステムへのリモートアクセス
の有効化」の有効化」 でリモートシステムへの接続を参照してください。でリモートシステムへの接続を参照してください。
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第第30章章 インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ

    ネットワークインストールの準備として次の手順を実行してください。ネットワークインストールの準備として次の手順を実行してください。
   

1. 
      インストールツリーをエクスポートするようにネットワークインストールツリーをエクスポートするようにネットワーク(NFS、、FTP、、HTTP、、HTTPS)
サーバーを設定します。サーバーを設定します。
     

2. 
      ネットワーク起動に必要なネットワーク起動に必要な tftp サーバーのファイルを設定します。サーバーのファイルを設定します。
     

3. 
      ネットワーク設定から起動できるホストを設定します。ネットワーク設定から起動できるホストを設定します。
     

4. 
      tftp サービスを起動します。サービスを起動します。
     

5. 
      DHCP を設定している。を設定している。
     

6. 
      クライアントを起動して、インストールを開始します。クライアントを起動して、インストールを開始します。
     

30.1. ネットワークサーバーのセットアップネットワークサーバーのセットアップ

     まず、まず、NFS、、FTP、、HTTP、または、または HTTPS サーバーが、インストールするサーバーが、インストールする Red Hat Enterprise 
Linux のバージョンとバリアントのインストールツリー全体をエクスポートするように設定します。詳のバージョンとバリアントのインストールツリー全体をエクスポートするように設定します。詳
細な手順は、細な手順は、「ネットワークからのインストールの準備」「ネットワークからのインストールの準備」 を参照してください。を参照してください。
    

30.2. ネットワークブートの設定ネットワークブートの設定

     次の手順では、インストールを開始するために必要なファイルを次の手順では、インストールを開始するために必要なファイルを tftp サーバーにコピーして、クラサーバーにコピーして、クラ
イアントが要求した時に見つけられるようにします。イアントが要求した時に見つけられるようにします。tftp サーバーは通常、インストールツリーをエクサーバーは通常、インストールツリーをエク
スポートするネットワークサーバーと同じサーバーです。スポートするネットワークサーバーと同じサーバーです。
    

     PXE ブート設定手順はブート設定手順は BIOS およびおよび EFI とは異なります。とは異なります。Power Systems サーバーには、別のサーバーには、別の  
yaboot 設定手順が提供されます。設定手順が提供されます。 
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注記注記

       Red Hat Satellite には、には、PXE サーバーを自動設定する機能があります。詳細は、サーバーを自動設定する機能があります。詳細は、 
Red Hat Satellite ユーザーガイドユーザーガイド を参照してください。を参照してください。
      

    

30.2.1. BIOS 用の用の PXE ブートの設定ブートの設定

1. 
        tftp-server がインストールされていない場合は、がインストールされていない場合は、yum install tftp-server を実行します。を実行します。
       

2. 
        /etc/xinetd.d/tftp のの tftp-server 設定ファイルで、設定ファイルで、disabled パラメーターをパラメーターを yes からから no 
に変更します。に変更します。
       

3. 
        SYSLINUX に同梱されているブートイメージを使用するようにに同梱されているブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定しサーバーを設定し
ます。ます。(DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux デプロデプロ
イメントガイドイメントガイド のの 『『DHCP』』 サーバーの章を参照してください。サーバーの章を参照してください。)
       

        /etc/dhcp/dhcpd.conf の設定例を以下に示します。の設定例を以下に示します。
       

  option space pxelinux;
  option pxelinux.magic code 208 = string;
  option pxelinux.configfile code 209 = text;
  option pxelinux.pathprefix code 210 = text;
  option pxelinux.reboottime code 211 = unsigned integer 32;

  subnet 10.0.0.0 netmask 255.255.255.0 {
          option routers 10.0.0.254;
          range 10.0.0.2 10.0.0.253;

          class "pxeclients" {
                  match if substring (option vendor-class-identifier, 0, 9) = "PXEClient";
                  next-server 10.0.0.1;

                  if option arch = 00:06 {
                          filename "pxelinux/bootia32.efi";
                  } else if option arch = 00:07 {
                          filename "pxelinux/bootx64.efi";
                  } else {
                          filename "pxelinux/pxelinux.0";
                  }
          }

          host example-ia32 {
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                  hardware ethernet XX:YY:ZZ:11:22:33;
                  fixed-address 10.0.0.2;
          }
  }

4. 
        これで、これで、ISO イメージファイルのイメージファイルの syslinux-nolinux パッケージのパッケージの pxelinux.0 ファイルがファイルが
必要になります。これにアクセスするには、必要になります。これにアクセスするには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
       

mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/Packages/syslinux-nolinux-version-architecture.rpm 
/publicly_available_directory
umount /mount_point

        パッケージを展開します。パッケージを展開します。
       

rpm2cpio syslinux-nolinux-version-architecture.rpm | cpio -dimv

5. 
        tftpboot 内に内に pxelinux ディレクトリーを作成し、ディレクトリーを作成し、pxelinux.0 をコピーします。をコピーします。
       

mkdir /var/lib/tftpboot/pxelinux
cp publicly_available_directory/usr/share/syslinux/pxelinux.0 /var/lib/tftpboot/pxelinux

6. 
        pxelinux にに pxelinux.cfg ディレクトリーを作成します。ディレクトリーを作成します。
       

mkdir /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg

7. 
        このディレクトリーに設定ファイルを追加します。ファイルの名前はこのディレクトリーに設定ファイルを追加します。ファイルの名前は default またはまたは IP アア
ドレスの後に名前を付け、区切り文字なしでドレスの後に名前を付け、区切り文字なしで 16 進数形式に変換する必要があります。たとえ進数形式に変換する必要があります。たとえ
ば、マシンのば、マシンの IP アドレスがアドレスが 10.0.0.1 の場合、ファイル名はの場合、ファイル名は 0A000001 になります。になります。
       

        /var/lib/tftpboot/pxelinux/pxelinux.cfg/default にある設定ファイルの例を以下に示しまにある設定ファイルの例を以下に示しま
す。す。
       

default vesamenu.c32
prompt 1
timeout 600

display boot.msg

label linux
  menu label ^Install or upgrade an existing system
  menu default
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  kernel vmlinuz
  append initrd=initrd.img
label vesa
  menu label Install system with ^basic video driver
  kernel vmlinuz
  append initrd=initrd.img xdriver=vesa nomodeset
label rescue
  menu label ^Rescue installed system
  kernel vmlinuz
  append initrd=initrd.img rescue
label local
  menu label Boot from ^local drive
  localboot 0xffff
label memtest86
  menu label ^Memory test
  kernel memtest
  append -

        インストールソースを指定する方法については、を参照してください。インストールソースを指定する方法については、を参照してください。 「追加の起動オプ「追加の起動オプ
ション」ション」
       

8. 
        スプラッシュイメージをスプラッシュイメージを tftp のの root ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

cp /boot/grub/splash.xpm.gz /var/lib/tftpboot/pxelinux/splash.xpm.gz

9. 
        起動イメージを起動イメージを tftp のの root ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

cp /path/to/x86_64/os/images/pxeboot/{vmlinuz,initrd.img} /var/lib/tftpboot/pxelinux/rhel6/

10. 
        クライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネックライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネッ
トワークデバイスを選択します。トワークデバイスを選択します。
       

30.2.2. EFI のの PXE ブートの設定ブートの設定

1. 
        tftp-server がインストールされていない場合は、がインストールされていない場合は、yum install tftp-server を実行します。を実行します。
       

2. 
        /etc/xinetd.d/tftp のの tftp-server 設定ファイルで、設定ファイルで、disable パラメーターをパラメーターを yes からから no にに
変更します。変更します。
       

3. 
        EFI ブートイメージのブートイメージの tftpboot 内にディレクトリーを作成し、それらをブートディレクト内にディレクトリーを作成し、それらをブートディレクト
リーからコピーします。この例では、リーからコピーします。この例では、pxelinux というサブディレクトリーに名前を付けますというサブディレクトリーに名前を付けます
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が、その他の名前を使用することもできます。が、その他の名前を使用することもできます。
       

mkdir /var/lib/tftpboot/pxelinux
cp /boot/efi/EFI/redhat/grub.efi /var/lib/tftpboot/pxelinux/bootx64.efi

4. 
        GRUB に同梱されているに同梱されている EFI ブートイメージを使用するようにブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定しサーバーを設定し
ます。ます。(DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux デプロデプロ
イメントガイドイメントガイド のの 『『DHCP』』 サーバーの章を参照してください。サーバーの章を参照してください。)
       

        /etc/dhcp/dhcpd.conf の設定例を以下に示します。の設定例を以下に示します。
       

  option space PXE;
  option PXE.mtftp-ip    code 1 = ip-address;
  option PXE.mtftp-cport code 2 = unsigned integer 16;
  option PXE.mtftp-sport code 3 = unsigned integer 16;
  option PXE.mtftp-tmout code 4 = unsigned integer 8;
  option PXE.mtftp-delay code 5 = unsigned integer 8;
  option arch code 93 = unsigned integer 16; # RFC4578

  subnet 10.0.0.0 netmask 255.255.255.0 {
          option routers 10.0.0.254;
          range 10.0.0.2 10.0.0.253;

          class "pxeclients" {
                  match if substring (option vendor-class-identifier, 0, 9) = "PXEClient";
                  next-server 10.0.0.1;

                  if option arch = 00:06 {
                          filename "pxelinux/bootia32.efi";
                  } else if option arch = 00:07 {
                          filename "pxelinux/bootx64.efi";
                  } else {
                          filename "pxelinux/pxelinux.0";
                  }
          }

          host example-ia32 {
                  hardware ethernet XX:YY:ZZ:11:22:33;
                  fixed-address 10.0.0.2;
          }
  }

5. 
        設定ファイルを設定ファイルを /var/lib/tftpboot/pxelinux に追加します。ファイルの名前はに追加します。ファイルの名前は efidefault まま
たはたは IP アドレスの後に名前を付け、区切り文字なしでアドレスの後に名前を付け、区切り文字なしで 16 進数形式に変換する必要がありま進数形式に変換する必要がありま
す。たとえば、マシンのす。たとえば、マシンの IP アドレスがアドレスが 10.0.0.1 の場合、ファイル名はの場合、ファイル名は 0A000001 になりまになりま
す。す。
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        /var/lib/tftpboot/pxelinux/efidefault にある設定ファイルの例を以下に示します。にある設定ファイルの例を以下に示します。
       

default=0
timeout=1
splashimage=(nd)/splash.xpm.gz
hiddenmenu
title RHEL
        root (nd)
        kernel /rhel6/vmlinuz
        initrd /rhel6/initrd.img

        インストールソースを指定する方法については、を参照してください。インストールソースを指定する方法については、を参照してください。 「追加の起動オプ「追加の起動オプ
ション」ション」
       

6. 
        スプラッシュイメージをスプラッシュイメージを tftp のの root ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

cp /boot/grub/splash.xpm.gz /var/lib/tftpboot/pxelinux/splash.xpm.gz

7. 
        起動イメージを起動イメージを tftp のの root ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
       

cp /path/to/x86_64/os/images/pxeboot/{vmlinuz,initrd.img} /var/lib/tftpboot/pxelinux/rhel6/

8. 
        クライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネックライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネッ
トワークデバイスを選択します。トワークデバイスを選択します。
       

30.2.3. 電源システムサーバーの設定電源システムサーバーの設定

1. 
        tftp-server がインストールされていない場合は、がインストールされていない場合は、yum install tftp-server を実行します。を実行します。
       

2. 
        /etc/xinetd.d/tftp のの tftp-server 設定ファイルで、設定ファイルで、disabled パラメーターをパラメーターを yes からから no 
に変更します。に変更します。
       

3. 
        yaboot に同梱されているブートイメージを使用するようにに同梱されているブートイメージを使用するように DHCP サーバーを設定しまサーバーを設定しま
す。す。(DHCP サーバーがインストールされていない場合は、サーバーがインストールされていない場合は、Red Hat Enterprise Linux デプロイデプロイ
メントガイドメントガイド のの 『『DHCP』』 サーバーの章を参照してください。サーバーの章を参照してください。)
       

        /etc/dhcp/dhcpd.conf の設定例を以下に示します。の設定例を以下に示します。
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          host bonn {
                filename "yaboot";
                next-server             10.32.5.1;
                hardware ethernet 00:0e:91:51:6a:26;
                fixed-address 10.32.5.144;
        }

4. 
        これで、これで、ISO イメージファイルのイメージファイルの yaboot パッケージのパッケージの yaboot バイナリーファイルが必バイナリーファイルが必
要になります。これにアクセスするには、要になります。これにアクセスするには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
       

mkdir /publicly_available_directory/yaboot-unpack
mount -t iso9660 /path_to_image/name_of_image.iso /mount_point -o loop,ro
cp -pr /mount_point/Packages/yaboot-version.ppc.rpm /publicly_available_directory/yaboot-
unpack

        パッケージを展開します。パッケージを展開します。
       

cd /publicly_available_directory/yaboot-unpack
rpm2cpio yaboot-version.ppc.rpm | cpio -dimv

5. 
        tftpboot 内に内に yaboot ディレクトリーを作成し、ディレクトリーを作成し、yaboot バイナリーファイルをコピーしまバイナリーファイルをコピーしま
す。す。
       

mkdir /var/lib/tftpboot/yaboot
cp publicly_available_directory/yaboot-unpack/usr/lib/yaboot/yaboot /var/lib/tftpboot/yaboot

6. 
        yaboot.conf という名前の設定ファイルをこのディレクトリーに追加します。設定ファイという名前の設定ファイルをこのディレクトリーに追加します。設定ファイ
ルの例を以下に示します。ルの例を以下に示します。
       

init-message = "\nWelcome to the Red Hat Enterprise Linux 6 installer!\n\n"
timeout=60
default=rhel6
image=/rhel6/vmlinuz-RHEL6
        label=linux
        alias=rhel6
        initrd=/rhel6/initrd-RHEL6.img
        append="repo=http://10.32.5.1/mnt/archive/redhat/released/RHEL-
6/6.x/Server/ppc64/os/"
        read-only

        インストールソースを指定する方法については、を参照してください。インストールソースを指定する方法については、を参照してください。 「追加の起動オプ「追加の起動オプ
ション」ション」
       

第第30章章 インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ

551



7. 
        展開した展開した ISO からから tftp のの root ディレクトリーにブートイメージをコピーします。ディレクトリーにブートイメージをコピーします。
       

cp /mount_point/images/ppc/ppc64/vmlinuz /var/lib/tftpboot/yaboot/rhel6/vmlinuz-RHEL6
cp /mount_point/images/ppc/ppc64/initrd.img /var/lib/tftpboot/yaboot/rhel6/initrd-RHEL6.img

8. 
        yaboot-unpack ディレクトリーを削除し、ディレクトリーを削除し、ISO をアンマウントしてクリーンアップしまをアンマウントしてクリーンアップしま
す。す。
       

rm -rf /publicly_available_directory/yaboot-unpack
umount /mount_point

9. 
        クライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネックライアントシステムを起動し、プロンプトが表示されたら、ブートデバイスとしてネッ
トワークデバイスを選択します。トワークデバイスを選択します。
       

30.3. TFTP サーバーの起動サーバーの起動

     DHCP サーバーで、サーバーで、rpm -q tftp-server コマンドを使用してコマンドを使用して tftp-server パッケージがインストールパッケージがインストール
されていることを確認します。されていることを確認します。
    

     TFTP はは xinetd ベースのサービスで、以下のコマンドで開始します。ベースのサービスで、以下のコマンドで開始します。
    

/sbin/chkconfig --level 345 xinetd on
/sbin/chkconfig --level 345 tftp on

     これらのコマンドにより、これらのコマンドにより、tftp サービスおよびサービスおよび xinetd サービスが、ランレベルサービスが、ランレベル 3、、4、および、および 5 で起で起
動時に開始するように設定します。動時に開始するように設定します。
    

30.4. カスタムブートメッセージの追加カスタムブートメッセージの追加

     必要に応じて、必要に応じて、/var/lib/tftpboot/linux-install/msgs/boot.msg を変更して、カスタムブートメッを変更して、カスタムブートメッ
セージを使用します。セージを使用します。
    

30.5. インストールの実行インストールの実行

     ネットワークから起動するようにネットワークインターフェイスカードを設定する方法は、ネットワークから起動するようにネットワークインターフェイスカードを設定する方法は、NIC のの
ドキュメントを参照してください。カードごとに若干異なります。ドキュメントを参照してください。カードごとに若干異なります。
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     システムがインストールプログラムを起動したら、システムがインストールプログラムを起動したら、9章章Anaconda を使用したインストールを使用したインストール を参照しを参照し
てください。てください。
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第第31章章 VNC 経由でのインストール経由でのインストール

    Red Hat Enterprise Linux インストーラーインストーラー(anaconda)は、は、2 つの対話モードを提供します。元のつの対話モードを提供します。元の
モードはテキストベースのインターフェイスです。新しいモードはモードはテキストベースのインターフェイスです。新しいモードは GTK+ を使用し、を使用し、X Window 環境で環境で
実行されます。本章では、通常ワークステーションに関連付けられた適切なディスプレイおよび入力デ実行されます。本章では、通常ワークステーションに関連付けられた適切なディスプレイおよび入力デ
バイスがない環境でグラフィカルインストールモードを使用する方法について説明します。このシナリバイスがない環境でグラフィカルインストールモードを使用する方法について説明します。このシナリ
オは、多くの場合、ラック環境にインストールされ、ディスプレイ、キーボード、マウスがないデータオは、多くの場合、ラック環境にインストールされ、ディスプレイ、キーボード、マウスがないデータ
センター内のシステムです。また、このようなシステムの多くは、グラフィカルディスプレイへの接続センター内のシステムです。また、このようなシステムの多くは、グラフィカルディスプレイへの接続
機能に欠かせません。エンタープライズハードウェアが物理システムでこの機能を必要とすることはほ機能に欠かせません。エンタープライズハードウェアが物理システムでこの機能を必要とすることはほ
とんどありませんが、このハードウェア設定は受け入れ可能です。とんどありませんが、このハードウェア設定は受け入れ可能です。
   

    ただし、これらの環境でも、グラフィカルインストーラーは推奨のインストール方法のままです。テただし、これらの環境でも、グラフィカルインストーラーは推奨のインストール方法のままです。テ
キストモード環境には、グラフィカルモードの機能が数多くありません。多くのユーザーは、テキストキストモード環境には、グラフィカルモードの機能が数多くありません。多くのユーザーは、テキスト
モードのインターフェイスで、グラフィカルバージョンには見つからない追加の電源や設定機能を提供モードのインターフェイスで、グラフィカルバージョンには見つからない追加の電源や設定機能を提供
していると感じています。逆はしていると感じています。逆は true です。テキストモードの環境や特定の機能です。テキストモードの環境や特定の機能(LVM 設定、パーティ設定、パーティ
ションレイアウト、パッケージ選択、ブートローダー設定などションレイアウト、パッケージ選択、ブートローダー設定など)は、テキストモード環境から意図的には、テキストモード環境から意図的に
残されます。その理由は次のとおりです。残されます。その理由は次のとおりです。
   

      グラフィカルモードにあるようなユーザーインターフェイスを作成するための画面実状態がグラフィカルモードにあるようなユーザーインターフェイスを作成するための画面実状態が
少なくて済みます。少なくて済みます。
     

      困難な国際化サポート。困難な国際化サポート。
     

      単一の対話型インストールコードパスを維持する必要があります。単一の対話型インストールコードパスを維持する必要があります。
     

    したがって、したがって、Anaconda にはには Virtual Network Computing (VNC)モードが含まれており、インスモードが含まれており、インス
トーラーのグラフィカルモードがローカルで実行できるようになりますが、ネットワークに接続されてトーラーのグラフィカルモードがローカルで実行できるようになりますが、ネットワークに接続されて
いるシステムに表示されます。いるシステムに表示されます。VNC モードでインストールすると、ディスプレイまたは入力デバイスモードでインストールすると、ディスプレイまたは入力デバイス
がない場合でも、さまざまなインストールオプションを利用できます。がない場合でも、さまざまなインストールオプションを利用できます。
   

31.1. VNC ビューアービューアー

     VNC インストールを実行するには、ワークステーションまたはその他の端末コンピューターでインストールを実行するには、ワークステーションまたはその他の端末コンピューターで VNC 
ビューアーを実行する必要があります。ビューアーを実行する必要があります。VNC ビューアーをインストールする場所：ビューアーをインストールする場所：
    

       お使いのワークステーションお使いのワークステーション
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       データセンタークラッシュカート上のラップトップデータセンタークラッシュカート上のラップトップ
      

     VNC is open source software licensed under the GNU General Public License.
    

     VNC クライアントは、ほとんどのクライアントは、ほとんどの Linux ディストリビューションのリポジトリーで利用できます。ディストリビューションのリポジトリーで利用できます。
パッケージマネージャーを使用して、選択したディストリビューションのクライアントを検索します。パッケージマネージャーを使用して、選択したディストリビューションのクライアントを検索します。
たとえば、たとえば、Red Hat Enterprise Linux で、以下をインストールします。で、以下をインストールします。tigervnc
    

# yum install tigervnc

     VNC ビューアーが利用できることを確認したら、インストールを開始します。ビューアーが利用できることを確認したら、インストールを開始します。
    

31.2. ANACONDA でのでの VNC モードモード

     Anaconda では、では、VNC インストールにインストールに 2 つのモードがあります。選択するモードは、環境内のネッつのモードがあります。選択するモードは、環境内のネッ
トワーク設定によって異なります。トワーク設定によって異なります。
    

31.2.1. Direct モードモード

      anaconda のダイレクトモードののダイレクトモードの VNC は、クライアントがは、クライアントが anaconda で実行されているで実行されている VNC サーサー
バーへの接続を開始するときです。バーへの接続を開始するときです。Anaconda により、により、VNC ビューアーでこの接続を開始するタイミビューアーでこの接続を開始するタイミ
ングが指示されます。ングが指示されます。Direct モードは、以下のコマンドのいずれかでアクティベートできます。モードは、以下のコマンドのいずれかでアクティベートできます。
     

        vnc をブート引数として指定します。をブート引数として指定します。
       

        インストールに使用されるキックスタートファイルでインストールに使用されるキックスタートファイルで vnc コマンドを指定します。コマンドを指定します。
       

      VNC モードを有効にすると、モードを有効にすると、anaconda はインストーラーの最初の段階を完了し、はインストーラーの最初の段階を完了し、VNC を起動してを起動して
グラフィカルインストーラーを実行します。インストーラーは、以下の形式でコンソールにメッセージグラフィカルインストーラーを実行します。インストーラーは、以下の形式でコンソールにメッセージ
を表示します。を表示します。
     

Running anaconda VERSION, the PRODUCT system installer - please wait...

      また、また、Anaconda はは VNC ビューアーで使用するビューアーで使用する IP アドレスとディスプレイ番号も表示します。こアドレスとディスプレイ番号も表示します。こ
の時点で、の時点で、VNC ビューアーを起動し、ターゲットシステムに接続してインストールを続行する必要がビューアーを起動し、ターゲットシステムに接続してインストールを続行する必要が
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あります。あります。VNC ビューアーがグラフィカルモードでビューアーがグラフィカルモードで anaconda を提示します。を提示します。
     

      direct モードには、以下のような欠点があります。モードには、以下のような欠点があります。
     

        VNC ビューアーを接続するビューアーを接続する IP アドレスとポートを確認するには、システムコンソールへアドレスとポートを確認するには、システムコンソールへ
のビジュアルアクセスが必要です。のビジュアルアクセスが必要です。
       

        インストーラーの最初の段階を完了するには、システムコンソールへの対話的なアクセスインストーラーの最初の段階を完了するには、システムコンソールへの対話的なアクセス
が必要です。が必要です。
       

      これらの欠点のいずれかで直接モードのこれらの欠点のいずれかで直接モードの VNC がが anaconda で使用できない場合は、接続モードがで使用できない場合は、接続モードが
お使いの環境により適している可能性があります。お使いの環境により適している可能性があります。
     

31.2.2. Connect モードモード

      動的な動的な IP アドレスを取得するためにターゲットシステムが設定されている特定のファイアウォールアドレスを取得するためにターゲットシステムが設定されている特定のファイアウォール
設定またはインスタンスでは、設定またはインスタンスでは、anaconda の直接の直接 VNC モードに問題が発生する可能性があります。さモードに問題が発生する可能性があります。さ
らに、ターゲットシステムにコンソールがなく、接続先のらに、ターゲットシステムにコンソールがなく、接続先の IP アドレスを示すメッセージが表示されるアドレスを示すメッセージが表示される
場合は、インストールを続行できません。場合は、インストールを続行できません。
     

      VNC 接続モードでは、接続モードでは、VNC の起動方法が変更されます。の起動方法が変更されます。anaconda を起動して接続を待機するのでを起動して接続を待機するので
はなく、はなく、VNC 接続モードでは、接続モードでは、anaconda が自動的にビューに接続できます。この場合、ターゲットシが自動的にビューに接続できます。この場合、ターゲットシ
ステムのステムの IP アドレスを把握する必要はありません。アドレスを把握する必要はありません。
     

      VNC 接続モードを有効にするには、接続モードを有効にするには、vncconnect ブートパラメーターを渡します。ブートパラメーターを渡します。
     

boot: linux vncconnect=HOST

      HOST は、は、VNC ビューアーのビューアーの IP アドレスまたはアドレスまたは DNS ホスト名に置き換えます。ターゲットシステホスト名に置き換えます。ターゲットシステ
ムでインストールプロセスを開始する前に、ムでインストールプロセスを開始する前に、VNC ビューアーを起動して、着信接続を待ちます。ビューアーを起動して、着信接続を待ちます。
     

      インストールを開始し、インストールを開始し、VNC ビューアーでグラフィカルインストーラーが表示されたら、作業の準ビューアーでグラフィカルインストーラーが表示されたら、作業の準
備が整います。備が整います。
     

31.3. VNC を使用したインストールを使用したインストール
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     VNC ビューアーアプリケーションをインストールし、ビューアーアプリケーションをインストールし、anaconda で使用するで使用する VNC モードを選択したモードを選択した
ら、インストールを開始する準備が整いました。ら、インストールを開始する準備が整いました。
    

31.3.1. インストールの例インストールの例

      VNC を使用してインストールを実行する最も簡単な方法は、別のコンピューターをターゲットシスを使用してインストールを実行する最も簡単な方法は、別のコンピューターをターゲットシス
テムのネットワークポートに直接接続することです。データセンタークラッシュカート上のラップトッテムのネットワークポートに直接接続することです。データセンタークラッシュカート上のラップトッ
プでは通常、このロールがいっぱいになります。この方法でインストールを実行する場合は、以下の手プでは通常、このロールがいっぱいになります。この方法でインストールを実行する場合は、以下の手
順に従います。順に従います。
     

1. 
        クロスオーバーケーブルを使用して、ラップトップまたはその他のワークステーションをクロスオーバーケーブルを使用して、ラップトップまたはその他のワークステーションを
ターゲットシステムに接続します。通常のパッチケーブルを使用している場合は、小規模なハターゲットシステムに接続します。通常のパッチケーブルを使用している場合は、小規模なハ
ブまたはスイッチを使用してブまたはスイッチを使用して 2 つのシステムを接続してください。最新のイーサネットインつのシステムを接続してください。最新のイーサネットイン
ターフェイスは、クロスオーバーする必要があるかどうかを自動的に検出するため、通常のターフェイスは、クロスオーバーする必要があるかどうかを自動的に検出するため、通常の
パッチケーブルを使用してパッチケーブルを使用して 2 つのシステムを直接接続できる可能性があります。つのシステムを直接接続できる可能性があります。
       

2. 
        VNC ビューアーシステムがゲートウェイなしでビューアーシステムがゲートウェイなしで RFC 1918 アドレスを使用するように設定アドレスを使用するように設定
します。このプライベートネットワーク接続は、インストールの目的でのみ使用されます。します。このプライベートネットワーク接続は、インストールの目的でのみ使用されます。
VNC ビューアーシステムをビューアーシステムを 192.168.100.1/24 に設定します。このアドレスが使用されているに設定します。このアドレスが使用されている
場合は、場合は、RFC 1918 アドレス領域で他のものを選択します。アドレス領域で他のものを選択します。
       

3. 
        ターゲットシステムでインストールを開始します。ターゲットシステムでインストールを開始します。
       

a. 
          インストールインストール DVD の起動の起動
         

          インストールインストール DVD を起動する場合は、を起動する場合は、vnc が起動パラメーターとして渡されることが起動パラメーターとして渡されること
を確認してください。を確認してください。vnc パラメーターを追加するには、ブートプロセスとの対話を可能パラメーターを追加するには、ブートプロセスとの対話を可能
にするターゲットシステムに接続されたコンソールが必要です。プロンプトで以下を入力にするターゲットシステムに接続されたコンソールが必要です。プロンプトで以下を入力
します。します。
         

boot: linux vnc

b. 
          ネットワーク経由で起動します。ネットワーク経由で起動します。
         

          ターゲットシステムが静的ターゲットシステムが静的 IP アドレスで設定されている場合は、アドレスで設定されている場合は、vnc コマンドをコマンドを
キックスタートファイルに追加します。ターゲットシステムがキックスタートファイルに追加します。ターゲットシステムが DHCP を使用している場合を使用している場合
は、ターゲットシステムの起動引数には、ターゲットシステムの起動引数に vncconnect=HOST を追加します。を追加します。HOST は、は、VNC 
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ビューアーシステムのビューアーシステムの IP アドレスまたはアドレスまたは DNS ホスト名です。プロンプトで以下を入力しホスト名です。プロンプトで以下を入力し
ます。ます。
         

boot: linux vncconnect=HOST

4. 
        ターゲットシステムのネットワーク設定を求められたら、ターゲットシステムのネットワーク設定を求められたら、VNC ビューアーシステムに使用ビューアーシステムに使用
したネットワークで利用可能なしたネットワークで利用可能な RFC 1918 アドレスを割り当てます。たとえば、アドレスを割り当てます。たとえば、
192.168.100.2/24 と設定します。と設定します。
       

注記注記

         このこの IP アドレスはインストール中にのみ使用されます。最終的なネットアドレスはインストール中にのみ使用されます。最終的なネット
ワーク設定がある場合は、インストーラーで後で設定する機会があります。ワーク設定がある場合は、インストーラーで後で設定する機会があります。
        

5. 
        インストーラーがインストーラーが anaconda を起動していることを示したら、を起動していることを示したら、VNC ビューアーを使用しビューアーを使用し
てシステムに接続するように指示します。ビューアーに接続し、製品ドキュメントに記載されてシステムに接続するように指示します。ビューアーに接続し、製品ドキュメントに記載され
ているグラフィカルインストールモードの手順に従います。ているグラフィカルインストールモードの手順に従います。
       

31.3.2. キックスタートに関する注意点キックスタートに関する注意点

      ターゲットシステムがネットワーク経由で起動する場合も、ターゲットシステムがネットワーク経由で起動する場合も、VNC は引き続き利用できます。は引き続き利用できます。vnc ココ
マンドをシステムのキックスタートファイルに追加します。マンドをシステムのキックスタートファイルに追加します。VNC ビューアーを使用してターゲットシビューアーを使用してターゲットシ
ステムに接続し、インストールの進捗を監視できます。使用するアドレスは、システムがキックスターステムに接続し、インストールの進捗を監視できます。使用するアドレスは、システムがキックスター
トファイルを介して設定されるアドレスです。トファイルを介して設定されるアドレスです。
     

      ターゲットシステムにターゲットシステムに DHCP を使用している場合は、逆のを使用している場合は、逆の vncconnect メソッドの方が適しているメソッドの方が適している
可能性があります。可能性があります。vnc ブートパラメーターをキックスタートファイルに追加するのではなブートパラメーターをキックスタートファイルに追加するのではな
く、く、vncconnect=HOST パラメーターをターゲットシステムの起動引数の一覧に追加します。パラメーターをターゲットシステムの起動引数の一覧に追加します。HOST 
には、には、VNC ビューアーシステムのビューアーシステムの IP アドレスまたはアドレスまたは DNS ホスト名を追加します。ホスト名を追加します。vncconnect モードモード
の使用に関する詳細は、次のセクションを参照してください。の使用に関する詳細は、次のセクションを参照してください。
     

31.3.3. ファイアウォールに関する考慮事項ファイアウォールに関する考慮事項

      VNC ビューアーシステムがターゲットシステムとは異なるサブネット上のワークステーションであビューアーシステムがターゲットシステムとは異なるサブネット上のワークステーションであ
るインストールを実行している場合は、でネットワークルーティングの問題を実行することができまるインストールを実行している場合は、でネットワークルーティングの問題を実行することができま
す。す。VNC は、ビューアーシステムがターゲットシステムへのルートを持ち、ポートは、ビューアーシステムがターゲットシステムへのルートを持ち、ポート 5900 およびおよび 5901 
が開いている限り問題なく機能します。お使いの環境にファイアウォールがある場合は、ワークステーが開いている限り問題なく機能します。お使いの環境にファイアウォールがある場合は、ワークステー
ションとターゲットシステムの間でポートションとターゲットシステムの間でポート 5900 とと 5901 が開いていることを確認してください。が開いていることを確認してください。
     

      vnc ブートパラメーターを渡すことに加えて、このシナリオでブートパラメーターを渡すことに加えて、このシナリオで vncpassword パラメーターを渡すパラメーターを渡す
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こともできます。パスワードはネットワーク経由でプレーンテキストで送信されますが、ビューアーがこともできます。パスワードはネットワーク経由でプレーンテキストで送信されますが、ビューアーが
システムに接続する前に追加の手順が提供されます。ビューアーがシステムに接続する前に追加の手順が提供されます。ビューアーが VNC 経由でターゲットシステムに経由でターゲットシステムに
接続すると、他の接続は許可されません。これらの制限は通常、インストールの目的で十分です。接続すると、他の接続は許可されません。これらの制限は通常、インストールの目的で十分です。
     

重要重要

       vncpassword オプションには、必ず一時パスワードを使用してください。これは、オプションには、必ず一時パスワードを使用してください。これは、
システム（特に実際のシステム（特に実際の root パスワード）で使用するパスワードにしないでください。パスワード）で使用するパスワードにしないでください。
      

      問題が解決しない場合は、問題が解決しない場合は、vncconnect パラメーターの使用を検討してください。この操作モードパラメーターの使用を検討してください。この操作モード
では、システムでビューアーを起動し、最初に着信接続をリッスンするように指示します。ブートプロでは、システムでビューアーを起動し、最初に着信接続をリッスンするように指示します。ブートプロ
ンプトでンプトで vncconnect=HOST を渡すと、インストーラーは指定されたを渡すと、インストーラーは指定された HOST （ホスト名または（ホスト名または IP アア
ドレス）への接続を試行します。ドレス）への接続を試行します。
     

31.4. REFERENCES

       TigerVNC: http://tigervnc.sourceforge.net/
      

       RFC 1918 - Address Allocation for Private Networks: http://www.ietf.org/rfc/rfc1918.txt
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第第32章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

32.1. キックスタートを使ったインストールとはキックスタートを使ったインストールとは

     多くのシステム管理者は、マシンに多くのシステム管理者は、マシンに Red Hat Enterprise Linux をインストールするための自動インをインストールするための自動イン
ストール方法を使用することが推奨されます。このニーズに応えるために、ストール方法を使用することが推奨されます。このニーズに応えるために、Red Hat はキックスタートはキックスタート
インストール方法を作成しました。キックスタートを使用すると、システム管理者は、通常のインスインストール方法を作成しました。キックスタートを使用すると、システム管理者は、通常のインス
トール中に通常尋ねられるすべての質問に対する回答を含む単一のファイルを作成できます。トール中に通常尋ねられるすべての質問に対する回答を含む単一のファイルを作成できます。
    

     キックスタートファイルをキックスタートファイルを 1 つのサーバーに置くことで、インストール時に各コンピューターが読つのサーバーに置くことで、インストール時に各コンピューターが読
み込むことができます。この方法を使用すると、み込むことができます。この方法を使用すると、1 つのキックスタートファイルで複数のマシンにつのキックスタートファイルで複数のマシンに 
Red Hat Enterprise Linux をインストールできるため、ネットワークおよびシステム管理者には理想的をインストールできるため、ネットワークおよびシステム管理者には理想的
な方法になります。な方法になります。
    

     キックスタートは、キックスタートは、Red Hat Enterprise Linux のインストールを自動化する方法を提供します。のインストールを自動化する方法を提供します。
    

     インストールの失敗のデバッグを支援するために、すべてのキックスタートスクリプトレットとそインストールの失敗のデバッグを支援するために、すべてのキックスタートスクリプトレットとそ
の実行ログファイルはの実行ログファイルは /tmp ディレクトリーに保存されます。ディレクトリーに保存されます。
    

注記注記

      Anaconda がが NetworkManager を使用してネットワークインターフェイスを設定すを使用してネットワークインターフェイスを設定す
るようになりました。したがって、以前のバージョンのるようになりました。したがって、以前のバージョンの Red Hat Enterprise Linux のの 
/tmp/netinfo にあるネットワーク設定を参照するキックスタートユーザーにあるネットワーク設定を参照するキックスタートユーザー
は、は、/etc/sysconfig/network-scripts にあるにある ifcfg ファイルを読み込む必要があります。ファイルを読み込む必要があります。
     

32.2. キックスタートを使ったインストールの実行方法キックスタートを使ったインストールの実行方法

     キックスタートインストールは、ローカルのキックスタートインストールは、ローカルの DVD、ローカルのハードドライブ、または、ローカルのハードドライブ、または NFS、、
FTP、、HTTP、、HTTPS を使用して実行できます。を使用して実行できます。
    

     キックスタートを使用するには、以下を行う必要があります。キックスタートを使用するには、以下を行う必要があります。
    

1. 
       キックスタートファイルを作成します。キックスタートファイルを作成します。
      

2. 
       キックスタートファイルを使用してブートメディアを作成するか、キックスタートファイキックスタートファイルを使用してブートメディアを作成するか、キックスタートファイ
ルをネットワーク上で利用できるようにします。ルをネットワーク上で利用できるようにします。
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3. 
       インストールツリーを利用できるようにします。インストールツリーを利用できるようにします。
      

4. 
       キックスタートインストールを開始します。キックスタートインストールを開始します。
      

     本章では、これらの手順について詳しく見ていきます。本章では、これらの手順について詳しく見ていきます。
    

32.3. キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

     キックスタートファイルは単純なテキストファイルで、アイテムの一覧が含まれており、各アイテキックスタートファイルは単純なテキストファイルで、アイテムの一覧が含まれており、各アイテ
ムはキーワードで識別されます。これは、ムはキーワードで識別されます。これは、Kickstart Configurator アプリケーションを使用するか、ゼアプリケーションを使用するか、ゼ
ロから記述して作成できます。ロから記述して作成できます。Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムは、インストール時インストールプログラムは、インストール時
に選択したオプションに基づいてサンプルのキックスタートファイルも作成します。に選択したオプションに基づいてサンプルのキックスタートファイルも作成します。/root/anaconda-
ks.cfg ファイルに書き込まれます。ファイルをファイルに書き込まれます。ファイルを ASCII テキストとして保存できるテキストエディターテキストとして保存できるテキストエディター
または単語プロセッサーで編集できるようになります。または単語プロセッサーで編集できるようになります。
    

     まず、キックスタートファイルの作成時には、以下の問題に注意してください。まず、キックスタートファイルの作成時には、以下の問題に注意してください。
    

       各セクションは各セクションは決められた順序決められた順序で指定してください。セクション内の項目については、特で指定してください。セクション内の項目については、特
に指定がない限り順序は関係ありません。セクションの順序は次のようになります。に指定がない限り順序は関係ありません。セクションの順序は次のようになります。
      

         コマンドセクションコマンドセクション - キックスタートオプションの一覧は、キックスタートオプションの一覧は、「キックスタートのオプ「キックスタートのオプ
ション」ション」 を参照してください。必須のオプションを使用する必要があります。を参照してください。必須のオプションを使用する必要があります。
        

         %packages セクション：詳細は、セクション：詳細は、「パッケージの選択」「パッケージの選択」 を参照してください。を参照してください。
        

         %pre セクションおよびセクションおよび %post セクション：このセクション：この 2 つのセクションの順番は任意に指つのセクションの順番は任意に指
定でき、必須ではありません。詳細は、定でき、必須ではありません。詳細は、「インストール前のスクリプト」「インストール前のスクリプト」 およびおよび 「インス「インス
トール後のスクリプト」トール後のスクリプト」 を参照してください。を参照してください。
        

注記注記

        各セクションは、各セクションは、%end で終了して、ログに記録される警告を回避します。で終了して、ログに記録される警告を回避します。
       

       必須項目以外は省略しても構いません。必須項目以外は省略しても構いません。
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       必須項目が省略されている場合は、通常のインストール中のプロンプトと同様、インス必須項目が省略されている場合は、通常のインストール中のプロンプトと同様、インス
トールプログラムにより、その関連項目についての回答が求められます。回答を入力すると、トールプログラムにより、その関連項目についての回答が求められます。回答を入力すると、
インストールが自動的に続行されますインストールが自動的に続行されます (他にも省略されている部分があればその部分まで他にも省略されている部分があればその部分まで)。。
      

       ポンド（ハッシュとも呼ばれる）記号ポンド（ハッシュとも呼ばれる）記号(#)で始まる行はコメントとして扱われ、無視されまで始まる行はコメントとして扱われ、無視されま
す。す。
      

       キックスタートキックスタート アップグレードアップグレード では、以下の項目が必要です。では、以下の項目が必要です。
      

         言語言語
        

         インストール方法インストール方法
        

         デバイスの指定（インストールを実行するためにデバイスが必要な場合）デバイスの指定（インストールを実行するためにデバイスが必要な場合）
        

         キーボードの設定キーボードの設定
        

         upgrade キーワードキーワード
        

         ブートローダーの設定ブートローダーの設定
        

       アップグレードに他の項目が指定されている場合、これらのアイテムは無視されます（こアップグレードに他の項目が指定されている場合、これらのアイテムは無視されます（こ
れにはパッケージ選択が含まれることに注意してください）。れにはパッケージ選択が含まれることに注意してください）。
      

32.4. キックスタートのオプションキックスタートのオプション

     以下のオプションはキックスタートファイルに配置できます。キックスタートファイルの作成にグ以下のオプションはキックスタートファイルに配置できます。キックスタートファイルの作成にグ
ラフィカルインターフェイスを使用する場合は、ラフィカルインターフェイスを使用する場合は、Kickstart Configurator アプリケーションを使用しまアプリケーションを使用しま
す。詳細は、す。詳細は、33章章Kickstart Configurator を参照してください。を参照してください。
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注記注記

      オプションの後に等号オプションの後に等号(=)が続く場合は、その後に値を指定する必要があります。本が続く場合は、その後に値を指定する必要があります。本
セクションで示す例のコマンドで、大かっこセクションで示す例のコマンドで、大かっこ ([ ]) で囲まれたオプションは、そのコマンで囲まれたオプションは、そのコマン
ドにオプションとして使える引数になります。ドにオプションとして使える引数になります。
     

重要重要

      デバイス名が再起動後も一貫性を保つことは保証されないため、キックスタートスクデバイス名が再起動後も一貫性を保つことは保証されないため、キックスタートスク
リプトでの使用が複雑になる可能性があります。キックスタートオプションがデバイスリプトでの使用が複雑になる可能性があります。キックスタートオプションがデバイス
ノード名ノード名( sdaなどなど)に呼び出されると、代わりにに呼び出されると、代わりに /dev/disk からのアイテムを使用できまからのアイテムを使用できま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
     

part / --fstype=ext4 --onpart=sda1

      以下のいずれかのようなエントリーを使用します。以下のいずれかのようなエントリーを使用します。
     

part / --fstype=ext4 --onpart=/dev/disk/by-path/pci-0000:00:05.0-scsi-0:0:0:0-
part1
part / --fstype=ext4 --onpart=/dev/disk/by-id/ata-ST3160815AS_6RA0C882-part1

      これにより、これにより、sda だけでなく意味のあるディスクを参照する一貫した方法が提供されだけでなく意味のあるディスクを参照する一貫した方法が提供され
ます。これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。ます。これは、大規模なストレージ環境で特に役立ちます。
     

 auth またはまたは authconfig （必須）（必須）   

        システムの認証オプションを設定します。これは、インストール後に実行できるシステムの認証オプションを設定します。これは、インストール後に実行できる authconfig ココ
マンドと似ています。詳細は、マンドと似ています。詳細は、authconfig (8) man ページを参照してください。ページを参照してください。
       

        デフォルトでは、パスワードがシャドウ化されています。デフォルトでは、パスワードがシャドウ化されています。
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警告警告

         authconfig コマンドにはコマンドには authconfig パッケージが必要です。これは、最パッケージが必要です。これは、最
小パッケージグループの使用時には含まれません。最小パッケージグループを小パッケージグループの使用時には含まれません。最小パッケージグループを
使用し、キックスタートファイルでこのコマンドを使用する場合は、使用し、キックスタートファイルでこのコマンドを使用する場合は、「パッ「パッ
ケージの選択」ケージの選択」 で説明されているように、で説明されているように、authconfig をを %packages セクショセクショ
ンに追加します。ンに追加します。
        

警告警告

         セキュリティーにセキュリティーに SSL プロトコルでプロトコルで OpenLDAP を使用する場合は、サーを使用する場合は、サー
バー設定でバー設定で SSLv2 およびおよび SSLv3 protols が無効になっていることを確認してが無効になっていることを確認して
ください。ください。POODLE SSL 脆弱性脆弱性 (CVE-2014-3566) の影響を受けないようにすの影響を受けないようにす
るためです。詳細はるためです。詳細は https://access.redhat.com/solutions/1234843 を参照してを参照して
ください。ください。
        

          --enablenis - NIS サポートをオンにします。デフォルトでは、サポートをオンにします。デフォルトでは、--enablenis はネットはネット
ワーク上で見つけた任意のドメインを使用します。ドメインは、ほぼ常にワーク上で見つけた任意のドメインを使用します。ドメインは、ほぼ常に --nisdomain= オオ
プションとともに設定する必要があります。プションとともに設定する必要があります。
         

          --nisdomain= - NIS サービスに使用するサービスに使用する NIS ドメイン名を指定します。ドメイン名を指定します。
         

          --nisserver= - NIS サービスに使用するサーバー（デフォルトではブロードキャスサービスに使用するサーバー（デフォルトではブロードキャス
ト）。ト）。
         

          --useshadow またはまたは --enableshadow - シャドウパスワードを使用します。このオプシャドウパスワードを使用します。このオプ
ションはデフォルトで有効になっています。ションはデフォルトで有効になっています。
         

          --enableldap - /etc/nsswitch.conf でで LDAP サポートを有効にし、システムがサポートを有効にし、システムが LDAP 
ディレクトリーからユーザーディレクトリーからユーザー(UID、ホームディレクトリー、シェルなど、ホームディレクトリー、シェルなど)に関する情報を取に関する情報を取
得できるようにします。このオプションを使用するには、得できるようにします。このオプションを使用するには、nss-pam-ldapd パッケージをイパッケージをイ
ンストールする必要があります。ンストールする必要があります。--ldapserver= およびおよび --ldapbasedn= で、サーバーとベーで、サーバーとベー
スス DN （識別名）も指定する必要があります。（識別名）も指定する必要があります。
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          --enableldapauth: LDAP を認証方法として使用します。これにより、を認証方法として使用します。これにより、LDAP ディレディレ
クトリーを使用した認証およびパスワードの変更にクトリーを使用した認証およびパスワードの変更に pam_ldap モジュールが有効になりまモジュールが有効になりま
す。このオプションを使用するには、す。このオプションを使用するには、nss-pam-ldapd パッケージがインストールされていパッケージがインストールされてい
る必要があります。また、る必要があります。また、--ldapserver= およびおよび --ldapbasedn= で、サーバーとベースで、サーバーとベース DN 
も指定する必要があります。お使いの環境でも指定する必要があります。お使いの環境で TLS (Transport Layer Security)が使用されなが使用されな
い場合は、い場合は、--disableldaptls スイッチを使用して、作成された設定ファイルが機能することスイッチを使用して、作成された設定ファイルが機能すること
を確認します。を確認します。
         

          --ldapserver= - --enableldap またはまたは --enableldapauth のいずれかを指定した場合のいずれかを指定した場合
は、このオプションを使用して、使用するは、このオプションを使用して、使用する LDAP サーバーの名前を指定します。このオプサーバーの名前を指定します。このオプ
ションはションは /etc/ldap.conf ファイルに設定されます。ファイルに設定されます。
         

          --ldapbasedn= - --enableldap またはまたは --enableldapauth のいずれかを指定した場合のいずれかを指定した場合
は、このオプションを使用して、ユーザー情報が保存されるは、このオプションを使用して、ユーザー情報が保存される LDAP ディレクトリーツリーディレクトリーツリー
にに DN を指定します。このオプションはを指定します。このオプションは /etc/ldap.conf ファイルに設定されます。ファイルに設定されます。
         

          --enableldaptls: TLS (Transport Layer Security)ルックアップを使用します。このオルックアップを使用します。このオ
プションを使用すると、プションを使用すると、LDAP は認証前に暗号化されたユーザー名とパスワードをは認証前に暗号化されたユーザー名とパスワードを LDAP 
サーバーに送信できます。サーバーに送信できます。
         

          --disableldaptls: 認証に認証に LDAP を使用する環境でを使用する環境で TLS (Transport Layer Security)
ルックアップを使用しないでください。ルックアップを使用しないでください。
         

          --enablekrb5: ユーザーの認証にユーザーの認証に Kerberos 5 を使用します。を使用します。Kerberos 自体はホーム自体はホーム
ディレクトリー、ディレクトリー、UID、シェルなどを認識しません。、シェルなどを認識しません。Kerberos を有効にする場合は、を有効にする場合は、
LDAP、、NIS、、Hesiod を有効にするか、を有効にするか、/usr/sbin/useradd コマンドを使用して、このワーコマンドを使用して、このワー
クステーションにユーザーアカウントを認識させる必要があります。このオプションを使用クステーションにユーザーアカウントを認識させる必要があります。このオプションを使用
する場合は、する場合は、pam_krb5 パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。
         

          --krb5realm=: ワークステーションが属するワークステーションが属する Kerberos 5 レルム。レルム。
         

          --krb5kdc=: レルムの要求を処理するレルムの要求を処理する KDC （または（または KDC）です。レルムに複数の）です。レルムに複数の 
KDC がある場合は、その名前をコンマがある場合は、その名前をコンマ(,)で区切ります。で区切ります。
         

          --krb5adminserver=: kadmind も実行しているレルムのも実行しているレルムの KDC。このサーバーでパス。このサーバーでパス
ワードの変更やその他の管理要求を処理します。複数のワードの変更やその他の管理要求を処理します。複数の KDC を設置する場合、このサーを設置する場合、このサー
バーはマスターのバーはマスターの KDC で実行する必要があります。で実行する必要があります。
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          --enablehesiod - Hesiod サポートを有効にして、ユーザーのホームディレクトサポートを有効にして、ユーザーのホームディレクト
リー、リー、UID、シェルを検索します。ネットワーク上で、シェルを検索します。ネットワーク上で Hesiod を設定して使用する方法を設定して使用する方法
は、は、glibc パッケージに含まれるパッケージに含まれる /usr/share/doc/glibc-2.x.x/README.hesiod を参照してを参照して
ください。ください。Hesiod はは DNS の拡張機能になります。の拡張機能になります。DNS レコードを使ってユーザー、グレコードを使ってユーザー、グ
ループ、その他の情報を格納します。ループ、その他の情報を格納します。
         

          --hesiodlhs およびおよび --hesiodrhs: /etc/hesiod.conf で設定されるで設定される Hesiod LHS （左（左
側）および側）および RHS （右側）の値。（右側）の値。Hesiod ライブラリーはこれらの値を使用してライブラリーはこれらの値を使用して DNS を検索を検索
し、し、LDAP がベースがベース DN を使用する方法と同様に名前を検索します。を使用する方法と同様に名前を検索します。
         

          ユーザー名ユーザー名 jim のユーザー情報を検索するために、のユーザー情報を検索するために、Hesiod ライブラリーはライブラリーは 
jim.passwd<LHS><RHS > を検索し、を検索し、passwd ファイルのそのユーザーのエントリーと同じファイルのそのユーザーのエントリーと同じ
文字列を含む文字列を含む TXT レコードに対して解決する必要があります（レコードに対して解決する必要があります（ jim:*:501:501:Jungle 
Jim:/home/jim:/bin/bashHesiod ライブラリーは、代わりにライブラリーは、代わりに jim.group<LHS><RHS> を検を検
索します。索します。
         

          番号でユーザーおよびグループを検索するには、番号でユーザーおよびグループを検索するには、jim.passwd のの CNAME をを 501.uid 
にし、にし、jim.group のの CNAME をを 501.gid にします。検索の実行時、ライブラリーはピリオドにします。検索の実行時、ライブラリーはピリオド 
(.) をを LHS 値および値および RHS 値の前に配置しません。したがって、値の前に配置しません。したがって、LHS およびおよび RHS の値の前の値の前
にピリオドが必要な場合は、にピリオドが必要な場合は、--hesiodlh およびおよび --hesiod rhs に設定した値にピリオドを含に設定した値にピリオドを含
める必要があります。める必要があります。
         

          --enablesmbauth: SMB サーバー（通常はサーバー（通常は Samba またはまたは Windows サーバー）に対サーバー）に対
するユーザーの認証を有効にします。するユーザーの認証を有効にします。SMB 認証サポートでは、ホームディレクトリー、認証サポートでは、ホームディレクトリー、
UID、シェルなどは認識しません。、シェルなどは認識しません。SMB を有効にする場合は、を有効にする場合は、LDAP、、NIS、、Hesiod を有効を有効
にするか、にするか、/usr/sbin/useradd コマンドを使用してユーザーのアカウントをワークステーコマンドを使用してユーザーのアカウントをワークステー
ションに認識させる必要があります。ションに認識させる必要があります。
         

          --smbservers=: SMB 認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、
名前をコンマ名前をコンマ(,)で区切ります。で区切ります。
         

          --smbworkgroup= - SMB サーバーのワークグループの名前。サーバーのワークグループの名前。
         

          --enablecache - nscd サービスを有効にします。サービスを有効にします。nscd サービスは、ユーザー、グサービスは、ユーザー、グ
ループ、およびその他のタイプの情報をキャッシュします。キャッシュは、ループ、およびその他のタイプの情報をキャッシュします。キャッシュは、NIS、、LDAP、、
Hesiod を使用してネットワークを介してユーザーおよびグループに関する情報を配布するを使用してネットワークを介してユーザーおよびグループに関する情報を配布する
場合に特に便利です。場合に特に便利です。
         

          --passalgo= - SHA-256 ハッシュアルゴリズムを設定するにはハッシュアルゴリズムを設定するには sha256 を指定し、を指定し、
SHA-512 ハッシュアルゴリズムを設定するにはハッシュアルゴリズムを設定するには sha512 を指定します。を指定します。
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 autopart (オプションオプション)  

        自動的に作成されるパーティション自動的に作成されるパーティション - ルートルート(/)パーティションパーティション(1 GB 以上以上)、、swap パーティパーティ
ション、アーキテクチャー用の適切なブートパーティションです。ション、アーキテクチャー用の適切なブートパーティションです。
       

注記注記

         autopart オプションは、同じキックスタートファイルのオプションは、同じキックスタートファイルの part/partition オプオプ
ション、ション、raid オプション、オプション、logvol オプション、またはオプション、または volgroup オプションとは併用オプションとは併用
できないことに注意してください。できないことに注意してください。
        

          --encrypted - サポートのあるデバイスはすべて、デフォルトで暗号化されますかサポートのあるデバイスはすべて、デフォルトで暗号化されますか ?ここ
れは、初期パーティション設定画面でれは、初期パーティション設定画面で Encrypt チェックボックスをオンにすることと同じチェックボックスをオンにすることと同じ
です。です。
         

          --cipher= - anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が満たされていない場合が満たされていない場合
に使用する暗号化のタイプを指定します。に使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。単オプションと併用してください。単
独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『Red Hat Enterprise 
Linux セキュリティーガイドセキュリティーガイド』』 に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-plain64 またまた
はは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。
         

          --passphrase= - すべての暗号化デバイスにデフォルトのシステムワイドパスフレーすべての暗号化デバイスにデフォルトのシステムワイドパスフレー
ズを指定します。ズを指定します。
         

          --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の
鍵を鍵を /root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate で指定したで指定した URL 
のの X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイルを使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイル
として格納されます。として格納されます。--encrypted が指定されている場合にのみ有効となります。が指定されている場合にのみ有効となります。
         

          --backuppassphrase= - 暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパ暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパ
スフレーズを追加します。これらのパスフレーズは、スフレーズを追加します。これらのパスフレーズは、/root 内の別のファイルに保存しま内の別のファイルに保存しま
す。す。--escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert が指が指
定されている場合に限り、このオプションは有効となります。定されている場合に限り、このオプションは有効となります。
         

 

 autostep (オプションオプション)  

        対話型対話型 と似ていますが、次の画面に移動します。これは主にデバッグ用に使用され、システムと似ていますが、次の画面に移動します。これは主にデバッグ用に使用され、システム
のデプロイ時に使用すべきではありません。パッケージのインストールが中断される可能性がありのデプロイ時に使用すべきではありません。パッケージのインストールが中断される可能性があり
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ます。ます。
       

          --autoscreenshot - インストール中のすべてのステップでスクリーンショットを取インストール中のすべてのステップでスクリーンショットを取
り、インストールの完了後にイメージをり、インストールの完了後にイメージを /root/anaconda-screenshots にコピーします。こにコピーします。こ
れは、ドキュメントに最も役立ちます。れは、ドキュメントに最も役立ちます。
         

 

 bootloader (必須必須)  

        ブートローダーのインストール方法を指定します。このオプションは、インストールおよびブートローダーのインストール方法を指定します。このオプションは、インストールおよび
アップグレードの両方に必要です。アップグレードの両方に必要です。
       

重要重要

         キックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティキックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティ
ション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するようにション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するように
してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、anaconda は情報不足は情報不足
を求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しないを求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しない
と、と、anaconda によりインストールプロセスが停止します。によりインストールプロセスが停止します。
        

重要重要

         すべてのマシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨しますべてのマシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨しま
す。ブートローダーが保護されていないと、攻撃者がシステムの起動オプションを変す。ブートローダーが保護されていないと、攻撃者がシステムの起動オプションを変
更し、システムにアクセスできるようになります。ブートローダーのパスワードおよ更し、システムにアクセスできるようになります。ブートローダーのパスワードおよ
びパスワードセキュリティー全般の詳細は、『びパスワードセキュリティー全般の詳細は、『Red Hat Enterprise Linux セキュリセキュリ
ティーガイドのティーガイドの 『『Workstation Security』』 』』 というタイトルの章を参照してくださというタイトルの章を参照してくださ
い。い。
        

          --append= - カーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場カーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場
合は空白で区切ります。以下に例を示します。合は空白で区切ります。以下に例を示します。
         

bootloader --location=mbr --append="hdd=ide-scsi ide=nodma"

          --driveorder - BIOS ブート順序で最初にドライブを指定します。以下に例を示しまブート順序で最初にドライブを指定します。以下に例を示しま
す。す。
         

bootloader --driveorder=sda,hda

          --disabled - このオプションは、このオプションは、--location=none のより強力なバージョンになりまのより強力なバージョンになりま
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す。す。--location=none はブートローダーのインストールを無効にしますが、はブートローダーのインストールを無効にしますが、--disabled はは
ブートローダーのインストールを無効にし、ブートローダーパッケージのインストールを無ブートローダーのインストールを無効にし、ブートローダーパッケージのインストールを無
効にするため、領域が節約されます。効にするため、領域が節約されます。
         

          --location= - ブートレコードの書き込み先を指定します。有効な値は、ブートレコードの書き込み先を指定します。有効な値は、mbr （デフォ（デフォ
ルト）、ルト）、partition (UEFI に必要なカーネルを含むパーティションの最初のセクターにブートに必要なカーネルを含むパーティションの最初のセクターにブート
ローダーをインストールローダーをインストール)、または、または none （ブートローダーをインストールしない）です。（ブートローダーをインストールしない）です。
         

重要重要

           UEFI ファームウェアを使用するファームウェアを使用する 64 ビットビット AMD およびおよび Intel のシステのシステ
ムでは、ムでは、GUID Partition Table (GPT)のラベルが付いたディスクののラベルが付いたディスクの EFI シスシス
テムパーティションにブートローダーをインストールする必要があります。テムパーティションにブートローダーをインストールする必要があります。
マスターブートレコードマスターブートレコード(MBR)ラベルが付いたディスクを使用する場合ラベルが付いたディスクを使用する場合
は、は、clearpart コマンドとコマンドと zerombr コマンドを使用してディスクに再ラベルコマンドを使用してディスクに再ラベル
付けする必要があります。ディスクに再ラベル付けすると、そのディスク上付けする必要があります。ディスクに再ラベル付けすると、そのディスク上
の全データがアクセスできなくなるため、新しいパーティションのレイアウの全データがアクセスできなくなるため、新しいパーティションのレイアウ
トを作成する必要があります。トを作成する必要があります。
          

          --password= - GRUB を使用している場合は、を使用している場合は、GRUB ブートローダーパスワードをこブートローダーパスワードをこ
のオプションで指定したパスワードに設定します。任意のカーネルオプションが渡される可のオプションで指定したパスワードに設定します。任意のカーネルオプションが渡される可
能性がある能性がある GRUB シェルへのアクセスを制限するために使用する必要があります。シェルへのアクセスを制限するために使用する必要があります。
         

          --iscrypted - GRUB を使用している場合は、パスワードがすでに暗号化されている場を使用している場合は、パスワードがすでに暗号化されている場
合は、を含める必要があります。暗号化方法はパスワードに基づいて自動的に検出されま合は、を含める必要があります。暗号化方法はパスワードに基づいて自動的に検出されま
す。す。
         

          暗号化されたパスワードを作成するには、以下のコマンドを使用します。暗号化されたパスワードを作成するには、以下のコマンドを使用します。
         

          これにより、パスワードのこれにより、パスワードの sha512 暗号が作成されます。暗号が作成されます。
         

          --upgrade - 既存のブートローダー設定をアップグレードして、古いエントリーを保既存のブートローダー設定をアップグレードして、古いエントリーを保
持します。このオプションはアップグレードにのみ使用できます。持します。このオプションはアップグレードにのみ使用できます。
         

 

 clearpart (オプションオプション)  

        新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォル新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォル

python -c 'import crypt; print(crypt.crypt("My Password"))'

第第32章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

569



トでは、パーティションは削除されません。トでは、パーティションは削除されません。
       

注記注記

         clearpart コマンドを使用すると、論理パーティションでコマンドを使用すると、論理パーティションで --onpart コマンドは使コマンドは使
用できません。用できません。
        

          --all - システムからすべてのパーティションを削除します。システムからすべてのパーティションを削除します。
         

警告警告

           このオプションを使用すると接続しているネットワークストレーこのオプションを使用すると接続しているネットワークストレー
ジなどインストーラーでアクセスできるディスクはすべて消去されまジなどインストーラーでアクセスできるディスクはすべて消去されま
す。使用する場合は注意が必要です。す。使用する場合は注意が必要です。
          

           clearpart にに --drives= オプションを使用して消去するドライブオプションを使用して消去するドライブ
のみを指定する、ネットワークストレージは後で接続するのみを指定する、ネットワークストレージは後で接続する (キックスキックス
タートファイルのタートファイルの %post セクションを利用するなどセクションを利用するなど)、ネットワークス、ネットワークス
トレージのアクセスに使用されるカーネルモジュールをブラックリストトレージのアクセスに使用されるカーネルモジュールをブラックリスト
に記載するなどの手段を取ると、保持したいストレージが消去されるのに記載するなどの手段を取ると、保持したいストレージが消去されるの
を防ぐことができます。を防ぐことができます。
          

重要重要

           clearpart は、既存のは、既存の BIOS RAID 設定をクリアできません。そのため設定をクリアできません。そのため
には、には、wipefs -a コマンドをコマンドを %pre スクリプトに追加する必要があります。こスクリプトに追加する必要があります。こ
れにより、れにより、RAID からのメタデータがすべて消去されることに注意してくだからのメタデータがすべて消去されることに注意してくだ
さい。さい。
          

          --drives= - パーティションを消去するドライブを指定します。次の例では、プライマパーティションを消去するドライブを指定します。次の例では、プライマ
リーリー IDE コントローラーのコントローラーの 1 番目と番目と 2 番目のドライブにあるパーティションをすべて消去番目のドライブにあるパーティションをすべて消去
することになります。することになります。
         

clearpart --drives=hda,hdb --all

          マルチパスのデバイスを消去する場合は、マルチパスのデバイスを消去する場合は、disk/by-id/scsi-WWID の形式を使用しまの形式を使用しま
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す。す。WWID はデバイスのはデバイスの World-Wide Identifier になります。になります。WWID がが 
58095BEC5510947BE8C0360F604351918 のディスクを消去する場合は次のようにしまのディスクを消去する場合は次のようにしま
す。す。
         

clearpart --drives=disk/by-id/scsi-58095BEC5510947BE8C0360F604351918

          マルチパスのデバイスを消去する場合はこの形式が適しています。ただし、エラーがマルチパスのデバイスを消去する場合はこの形式が適しています。ただし、エラーが
発生する場合は、そのマルチパスデバイスが発生する場合は、そのマルチパスデバイスが 論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM) を使用していなけを使用していなけ
れば、れば、disk/by-id/dm-uuid-mpath-WWID の形式を使用して消去することもできまの形式を使用して消去することもできま
す。す。WWID はデバイスのはデバイスの World-Wide Identifier です。です。WWID がが 
2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 のディスクを消去する場合は次のようにしまのディスクを消去する場合は次のようにしま
す。す。
         

clearpart --drives=disk/by-id/dm-uuid-mpath-2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

警告警告

           mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないで
ください。ください。mpatha などのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前などのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前
ではありません。インストール時にではありません。インストール時に /dev/mpatha という名前のディスという名前のディス
クが、期待するディスクではない可能性があります。したがっクが、期待するディスクではない可能性があります。したがっ
て、て、clearpart コマンドを使用する際は、間違ったディスクが対象となコマンドを使用する際は、間違ったディスクが対象とな
る可能性があります。る可能性があります。
          

          --initlabel - フォーマット用に指定された各アーキテクチャーで、すべてのディスクにフォーマット用に指定された各アーキテクチャーで、すべてのディスクに
対してデフォルトのディスクラベルを作成して対してデフォルトのディスクラベルを作成して(x86 の場合はの場合は msdos などなど)、ディスクを初、ディスクを初
期化します。期化します。--initlabel はすべてのディスクを認識できるため、フォーマットされるドライはすべてのディスクを認識できるため、フォーマットされるドライ
ブのみが接続されるようにすることが重要です。ブのみが接続されるようにすることが重要です。
         

clearpart --initlabel --drives=names_of_disks

          以下に例を示します。以下に例を示します。
         

clearpart --initlabel --drives=dasda,dasdb,dasdc

          --Linux - すべてのすべての Linux パーティションを削除します。パーティションを削除します。
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          --none （デフォルト）（デフォルト）- パーティションを削除しないでください。パーティションを削除しないでください。
         

          --cdl - 検出されたすべての検出されたすべての LDL (Linux ディスクレイアウトディスクレイアウト)ディスクをディスクをCDL (互換性互換性
のあるディスクレイアウトのあるディスクレイアウト)に再フォーマットしますに再フォーマットします。。IBM System z でのみ利用できます。でのみ利用できます。
         

注記注記

         インストール中に既存のパーティションをすべて削除するには、キックスターインストール中に既存のパーティションをすべて削除するには、キックスター
トファイルでトファイルで clearpart --all コマンドを使用すると、コマンドを使用すると、Anaconda が一時停止し、確認が一時停止し、確認
を求めるプロンプトが出されます。まったく介入せずに自動的にインストールを行うを求めるプロンプトが出されます。まったく介入せずに自動的にインストールを行う
必要がある場合は必要がある場合は zerombr コマンドをキックスタートファイルに追加します。コマンドをキックスタートファイルに追加します。
        

 

 cmdline (任意任意)  

        完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話を求めるプロンプ完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話を求めるプロンプ
トが出されると、インストールが停止します。このモードは、トが出されると、インストールが停止します。このモードは、z/VM 下の下の 3270 ターミナルとターミナルと LPAR 
上のオペレーティングシステムのメッセージアプレットを持つ上のオペレーティングシステムのメッセージアプレットを持つ IBM System z システムで役に立ちシステムで役に立ち
ます。推奨の使用は、ます。推奨の使用は、RUNKS=1 およびおよび ks= と併用されます。と併用されます。「キックスタートを使ったインス「キックスタートを使ったインス
トールのパラメーター」トールのパラメーター」 を参照してください。を参照してください。
       

 

 device (任意任意)  

        ほとんどのほとんどの PCI システムでは、インストールプログラムがイーサネットおよびシステムでは、インストールプログラムがイーサネットおよび SCSI カードをカードを
適切に自動プローブします。ただし、古いシステムおよび一部の適切に自動プローブします。ただし、古いシステムおよび一部の PCI システムでは、適切なデバイシステムでは、適切なデバイ
スを見つけるためのヒントが必要です。追加モジュールをインストールするようにインストールプスを見つけるためのヒントが必要です。追加モジュールをインストールするようにインストールプ
ログラムに指示するログラムに指示する device コマンドは、以下の形式になります。コマンドは、以下の形式になります。
       

device <moduleName> --opts=<options>

          <moduleName >: インストールが必要なカーネルモジュール名に置き換えます。インストールが必要なカーネルモジュール名に置き換えます。
         

          --opts= - カーネルモジュールに渡すオプションです。以下に例を示します。カーネルモジュールに渡すオプションです。以下に例を示します。
         

--opts="aic152x=0x340 io=11"

 

 driverdisk (任意任意)  

        ドライバーディスクは、キックスタートインストール時に使用できます。ドライバーディスクドライバーディスクは、キックスタートインストール時に使用できます。ドライバーディスク
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のコンテンツを、システムのハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコのコンテンツを、システムのハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコ
ピーする必要があります。次に、ピーする必要があります。次に、driverdisk コマンドを使用して、ドライバーディスクを検索するコマンドを使用して、ドライバーディスクを検索する
場所をインストールプログラムに指示する必要があります。場所をインストールプログラムに指示する必要があります。
       

driverdisk <partition> --source=<url> --biospart=<biospart> [--type=<fstype>]

        ドライバーディスクにはネットワーク上の場所を指定することもできます。ドライバーディスクにはネットワーク上の場所を指定することもできます。
       

driverdisk --source=ftp://path/to/dd.img
driverdisk --source=http://path/to/dd.img
driverdisk --source=nfs:host:/path/to/img

          <partition >: ドライバーディスクを含むパーティション。ドライバーディスクを含むパーティション。
         

          <url >: ドライバーディスクのドライバーディスクの URL。。NFS の場所は、の場所は、nfs:host:/path/to/img の形式での形式で
指定できます。指定できます。
         

          <biospart > - ドライバーディスクを含むドライバーディスクを含む BIOS パーティションパーティション( 82p2などなど)。。
         

          --type= - ファイルシステムタイプファイルシステムタイプ(vfat やや ext2 などなど)を指定します。を指定します。
         

 

 FCoE (任意任意)   

        Enhanced Disk Drive Services (EDD) で検出されたデバイス以外で、自動的にアクティベーで検出されたデバイス以外で、自動的にアクティベー
トするトする FCoE デバイスを指定します。デバイスを指定します。
       

          --nic= （必須）（必須）- アクティベートするデバイスの名前。アクティベートするデバイスの名前。
         

          --dcb= - データセンターブリッジデータセンターブリッジ (DCB)の設定を確立します。の設定を確立します。
         

          --autovlan - VLAN を自動的に検出します。を自動的に検出します。
         

 

 ファイアウォールファイアウォール (任意任意)  
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        このオプションは、インストーラーのこのオプションは、インストーラーの Firewall Configuration 画面に対応します。画面に対応します。
       

firewall --enabled|--disabled [--trust=] <device> <incoming> [--port=]

警告警告

         firewall コマンドにはコマンドには system-config-firewall-base パッケージが必要でパッケージが必要で
す。これは、す。これは、minimal パッケージグループを使用する場合は含まれません。パッケージグループを使用する場合は含まれません。
minimal パッケージグループを使用し、キックスタートファイルでこのコマンパッケージグループを使用し、キックスタートファイルでこのコマン
ドを使用する場合は、ドを使用する場合は、「パッケージの選択」「パッケージの選択」 で説明されているようにで説明されているように 
%packages セクションにセクションに system-config-firewall-base を追加します。を追加します。
        

          --enabled またはまたは --enable - DNS 応答や応答や DHCP 要求など、アウトバウンド要求への要求など、アウトバウンド要求への
応答にない着信接続を拒否します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場応答にない着信接続を拒否します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場
合は、特定サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。合は、特定サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。
         

          --disabled またはまたは --disable - iptables ルールを設定しません。ルールを設定しません。
         

          --trust= - eth0 などのデバイスをリストすると、そのデバイスとの間で送受信されるなどのデバイスをリストすると、そのデバイスとの間で送受信される
すべてのトラフィックがファイアウォールを通過できるようにします。複数のデバイスを一すべてのトラフィックがファイアウォールを通過できるようにします。複数のデバイスを一
覧表示するには、覧表示するには、--trust eth0 --trust eth1 を使用します。を使用します。--trust eth0, eth1 などのコンマなどのコンマ
区切りは使用しないでください。区切りは使用しないでください。
         

          <incoming >: 指定したサービスがファイアウォールを通過できるように、以下のいず指定したサービスがファイアウォールを通過できるように、以下のいず
れかに置き換えます。れかに置き換えます。
         

            --ssh
           

            --telnet
           

            --smtp
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            --http
           

            --ftp
           

          --port= - port:protocol 形式を使用して、ファイアウォールの通過を許可するポート形式を使用して、ファイアウォールの通過を許可するポート
を指定できます。たとえば、を指定できます。たとえば、IMAP アクセスを許可するには、アクセスを許可するには、 imap:tcp を指定します。数値を指定します。数値
のポートは明示的に指定することもできます。たとえば、ポートのポートは明示的に指定することもできます。たとえば、ポート 1234 でで UDP パケットをパケットを
許可するには、許可するには、1234:udp を指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区切っを指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区切っ
て指定します。て指定します。
         

 

 firstboot (オプションオプション)   

        システムの初回起動時にシステムの初回起動時に firstboot を開始するかどうかを決定します。有効にするを開始するかどうかを決定します。有効にする
と、と、firstboot パッケージをインストールする必要があります。何も指定しないとデフォルトで無効パッケージをインストールする必要があります。何も指定しないとデフォルトで無効
になるオプションです。になるオプションです。
       

          --enable またはまたは --enabled - システムの初回起動時にシステムの初回起動時に セットアップエージェントセットアップエージェント が起が起
動します。動します。
         

          --disable またはまたは --disabled - システムの初回起動時にシステムの初回起動時に セットアップエージェントセットアップエージェント がが
起動しません。起動しません。
         

          --reconfig - Setup Agent が起動時に再設定モードで開始できるようにします。このが起動時に再設定モードで開始できるようにします。この
モードでは、デフォルトの設定オプションに加えて、言語、マウス、キーボード、モードでは、デフォルトの設定オプションに加えて、言語、マウス、キーボード、root パスパス
ワード、セキュリティーレベル、タイムゾーンの設定オプションが有効になります。ワード、セキュリティーレベル、タイムゾーンの設定オプションが有効になります。
         

 

 graphical (オプションオプション)  

        グラフィカルモードでキックスタートインストールを実行します。これがデフォルトです。グラフィカルモードでキックスタートインストールを実行します。これがデフォルトです。
       

 

 group (オプションオプション) 

        システムに新しいユーザーグループを作成します。指定の名前またはシステムに新しいユーザーグループを作成します。指定の名前または GID を持つグループがすを持つグループがす
でに存在する場合、このコマンドは失敗します。また、新たに作成したユーザーに新しいグループでに存在する場合、このコマンドは失敗します。また、新たに作成したユーザーに新しいグループ
を作成する場合はを作成する場合は user コマンドが使用できます。コマンドが使用できます。
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          --name= - グループ名を指定します。グループ名を指定します。
         

          --gid= - グループのグループの GID です。指定しないとシステムのです。指定しないとシステムの GID 以外で次に使用可能な以外で次に使用可能な 
GID がデフォルト設定されます。がデフォルト設定されます。
         

 

 halt (任意任意)  

        インストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。手動インストールの場合と同様インストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。手動インストールの場合と同様
に、に、anaconda はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。キッはメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。キッ
クスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、このオプションがデクスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、このオプションがデ
フォルトとして使用されます。フォルトとして使用されます。
       

        halt オプションはオプションは shutdown -h コマンドと同じです。コマンドと同じです。
       

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、poweroff、、reboot、および、および shutdown キックスタートオプションを参照キックスタートオプションを参照
してください。してください。
       

 

 ignoredisk (任意任意)  

        インストーラーで指定されたディスクを無視するようにします。自動パーティションを使用インストーラーで指定されたディスクを無視するようにします。自動パーティションを使用
し、一部のディスクを無視する場合に便利です。たとえば、し、一部のディスクを無視する場合に便利です。たとえば、ignoredisk がないと、がないと、SAN-cluster にに
デプロイしようとすると、インストーラーがデプロイしようとすると、インストーラーが SAN へのパッシブパスを検出し、パーティションテーへのパッシブパスを検出し、パーティションテー
ブルがないことを示すため、キックスタートが失敗します。ブルがないことを示すため、キックスタートが失敗します。
       

        構文は以下のようになります。構文は以下のようになります。
       

ignoredisk --drives=drive1,drive2,...

        driveN は、は、sda、、sdb、、hda などのいずれかになります。などのいずれかになります。
       

        論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM) を使用していないマルチパスデバイスを無視する場合は、を使用していないマルチパスデバイスを無視する場合は、disk/by-
id/dm-uuid-mpath-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID はデバイスのはデバイスの World-Wide Identifier です。です。
たとえば、たとえば、WWID 2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 のディスクを無視する場合は以下をのディスクを無視する場合は以下を
使用します。使用します。
       

group --name=name [--gid=gid]
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ignoredisk --drives=disk/by-id/dm-uuid-mpath-2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

        anaconda がキックスタートファイルを解析するまで、がキックスタートファイルを解析するまで、LVM を使用するマルチパスデバイスはを使用するマルチパスデバイスは
アセンブルされません。したがって、このようなデバイスは、アセンブルされません。したがって、このようなデバイスは、dm-uuid-mpath の形式では指定できの形式では指定でき
ません。代わりに、ません。代わりに、LVM を使用するマルチパスデバイスを無視するには、を使用するマルチパスデバイスを無視するには、disk/by-id/scsi-WWID のの
形式を使用します。形式を使用します。WWID はデバイスはデバイス のの World- Wide Identifier です。たとえば、です。たとえば、WWID がが  
58095BEC5510947BE8C0360F604351918 のディスクを無視するには、以下のコマンドを使用しまのディスクを無視するには、以下のコマンドを使用しま
す。す。
       

ignoredisk --drives=disk/by-id/scsi-58095BEC5510947BE8C0360F604351918

警告警告

         mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでくださなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでくださ
い。い。mpatha などのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありませなどのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前ではありませ
ん。インストール時にん。インストール時に /dev/mpatha という名前のディスクが、期待するディスという名前のディスクが、期待するディス
クではない可能性があります。したがって、クではない可能性があります。したがって、clearpart コマンドを使用する際コマンドを使用する際
は、間違ったディスクが対象となる可能性があります。は、間違ったディスクが対象となる可能性があります。
        

          --only-use - インストーラーで使用するディスクの一覧を指定します。これ以外のインストーラーで使用するディスクの一覧を指定します。これ以外の
ディスクはすべて無視されます。たとえば、インストール中にディスクディスクはすべて無視されます。たとえば、インストール中にディスク sda を使用し、他を使用し、他
のすべてのディスクを無視するには、次のコマンドを実行します。のすべてのディスクを無視するには、次のコマンドを実行します。
         

ignoredisk --only-use=sda

          LVM を使用しないマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行しまを使用しないマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行しま
す。す。
         

ignoredisk --only-use=disk/by-id/dm-uuid-mpath-
2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

          LVM を使用するマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行しまを使用するマルチパスのデバイスを指定する場合は、次のコマンドを実行しま
す。す。
         

ignoredisk --only-use=disk/by-id/scsi-58095BEC5510947BE8C0360F604351918

 

 インストールインストール (任意任意)   
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        既存のシステムをアップグレードするのではなく、新しいシステムをインストールするように既存のシステムをアップグレードするのではなく、新しいシステムをインストールするように
システムに指示します。これはデフォルトのモードです。インストールの場合システムに指示します。これはデフォルトのモードです。インストールの場合
は、は、cdrom、、harddrive、、nfs、または、または url からインストールのタイプを指定する必要がありますからインストールのタイプを指定する必要があります
(FTP、、HTTP、または、または HTTPS インストールの場合インストールの場合)。。install コマンド自体とインストール方法を指コマンド自体とインストール方法を指
定するコマンドは別々の行で指定してください。定するコマンドは別々の行で指定してください。
       

          cdrom: システムの最初の光学ドライブからインストールします。システムの最初の光学ドライブからインストールします。
         

          harddrive: ローカルドライブ上のローカルドライブ上の Red Hat インストールツリーからインストールしインストールツリーからインストールし
ます。これは、ます。これは、vfat またはまたは ext2 のいずれかでなければなりません。のいずれかでなければなりません。
         

            --biospart=
           

            インストールするインストールする BIOS パーティション（例：パーティション（例：82）。）。
           

            --partition=
           

            インストールするパーティションインストールするパーティション(sdb2 などなど)。。
           

            --dir=
           

            インストールツリーのインストールツリーの variant ディレクトリーを含むディレクトリー。ディレクトリーを含むディレクトリー。
           

          以下に例を示します。以下に例を示します。
         

harddrive --partition=hdb2 --dir=/tmp/install-tree

          nfs: 指定した指定した NFS サーバーからインストールします。サーバーからインストールします。
         

            --server=
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            インストール元となるサーバー（ホスト名またはインストール元となるサーバー（ホスト名または IP）。）。
           

            --dir=
           

            インストールツリーのインストールツリーの variant ディレクトリーを含むディレクトリー。ディレクトリーを含むディレクトリー。
           

            --opts=
           

            NFS エクスポートのマウントに使用するマウントオプション（オプション）エクスポートのマウントに使用するマウントオプション（オプション）
           

          以下に例を示します。以下に例を示します。
         

nfs --server=nfsserver.example.com --dir=/tmp/install-tree

          URL - FTP、、HTTP、または、または HTTPS プロトコルを使用して、リモートサーバーのインプロトコルを使用して、リモートサーバーのイン
ストールツリーからインストールします。ストールツリーからインストールします。URL はは 1 つだけ指定できます。つだけ指定できます。
         

          以下に例を示します。以下に例を示します。
         

url --url http://<server>/<dir>

          またはまたは
         

url --url ftp://<username>:<password>@<server>/<dir>

 

 interactive （任意）（任意）  

        対話型インストールを実行しますが、キックスタートファイル内の情報を使用してデフォルト対話型インストールを実行しますが、キックスタートファイル内の情報を使用してデフォルト
を指定します。インストール中、を指定します。インストール中、anaconda は各段階でプロンプトを表示します。は各段階でプロンプトを表示します。Next をクリックをクリック
してキックスタートファイルからの値を受け入れるか、値を変更してしてキックスタートファイルからの値を受け入れるか、値を変更して 次次 へへ をクリックして続行しまをクリックして続行しま
す。す。autostep コマンドも参照してください。コマンドも参照してください。
       

 

 iscsi (任意任意)  
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iscsi --ipaddr=<ipaddr> [options]

        インストール中に追加で接続するインストール中に追加で接続する iSCSI ストレージを指定します。ストレージを指定します。iscsi パラメーターを使用すパラメーターを使用す
る場合には、キックスタートファイルのる場合には、キックスタートファイルの 以前以前 のの iscsiname パラメーターを使用して、パラメーターを使用して、iSCSI ノードノード
に名前を割り当てる必要があります。に名前を割り当てる必要があります。
       

        可能な場合は、可能な場合は、iscsi パラメーターではなく、システムのパラメーターではなく、システムの BIOS またはファームウェアまたはファームウェア(Intel シシ
ステムの場合はステムの場合は iBFT)でで iSCSI ストレージを設定することを推奨します。ストレージを設定することを推奨します。BIOS またはファームウェまたはファームウェ
アで設定されたディスクを自動的に検出して使用するため、キックスタートファイルに特別な設定アで設定されたディスクを自動的に検出して使用するため、キックスタートファイルに特別な設定
は必要ありません。は必要ありません。
       

        iscsi パラメーターを使用する必要がある場合は、インストールの開始時にネットワークがアクパラメーターを使用する必要がある場合は、インストールの開始時にネットワークがアク
ティブであること、およびティブであること、および clearpart やや ignoredisk などのパラメーターでなどのパラメーターで iSCSI ディスクを参照すディスクを参照す
る前に、キックスタートファイルにる前に、キックスタートファイルに iscsi パラメーターが表示されることを確認してください。パラメーターが表示されることを確認してください。
       

          --port= （必須）（必須）- ポート番号（通常はポート番号（通常は --port=3260）を指定します。）を指定します。
         

          --user= - ターゲットでの認証に必要なユーザー名を指定します。ターゲットでの認証に必要なユーザー名を指定します。
         

          --password= - ターゲットに指定されたユーザー名に対応するパスワードを指定しまターゲットに指定されたユーザー名に対応するパスワードを指定しま
す。す。
         

          --reverse-user= - リバースリバース CHAP 認証を使用するターゲットのイニシエーターでの認証を使用するターゲットのイニシエーターでの
認証に必要なユーザー名を指定します。認証に必要なユーザー名を指定します。
         

          --reverse-password= - イニシエーターに指定されたユーザー名に対応するパスワーイニシエーターに指定されたユーザー名に対応するパスワー
ドを指定します。ドを指定します。
         

 

 iscsiname (任意任意)  

        iscsi パラメーターで指定されたパラメーターで指定された iSCSI ノードに名前を割り当てます。キックスタートファイルノードに名前を割り当てます。キックスタートファイル
でで iscsi パラメーターを使用する場合は、キックスタートファイルでパラメーターを使用する場合は、キックスタートファイルで iscsiname earlier を指定するを指定する
必要があります。必要があります。
       

 

 keyboard (必須必須)  
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        システムのデフォルトのキーボードタイプを設定します。利用可能なキーボードタイプは以下システムのデフォルトのキーボードタイプを設定します。利用可能なキーボードタイプは以下
のとおりです。のとおりです。
       

          be-latin1 - ベルギーベルギー
         

          bg_bds-utf8 - Bulgarian
         

          bg_pho-utf8 - Bulgarian (Phonetic)
         

          br-abnt2 - ブラジル語ブラジル語(ABNT2)
         

          cf - French Canadian
         

          croat - クロアチア語クロアチア語
         

          cz-us-qwertz - Czech
         

          cz-lat2 - Czech (qwerty)
         

          de - German
         

          de-latin1 - ドイツ語ドイツ語(latin1)
         

          de-latin1-nodeadkeys - ドイツ語（デッドキーなしでドイツ語（デッドキーなしで latin1））
         

          Dvorak: Dvorak
         

          DK - デンマーク語デンマーク語
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          DK-latin1 - Danish (latin1)
         

          es - スペイン語スペイン語
         

          et - Estonian
         

          fi - フィンランド語フィンランド語
         

          f-latin1 - フィンランド語フィンランド語(latin1)
         

          fr: フランス語フランス語
         

          fr-latin9 - フランス語フランス語(latin9)
         

          fr-latin1 - フランス語フランス語(latin1)
         

          fr-pc - フランス語フランス語(pc)
         

          fr_CH - フランス語フランス語
         

          fr_CH-latin1 - Swiss French (latin1)
         

          gr - Greek
         

          hu - Hungarian
         

          hu101 - Hungarian (101 キーキー)
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          is-latin1 - アイスランド語アイスランド語
         

          it - イタリア語イタリア語
         

          it-ibm - イタリア語イタリア語(IBM)
         

          it2 - イタリア語イタリア語(it2)
         

          jp106 - 日本語日本語
         

          ko - 韓国語韓国語
         

          La-latin1 - Latin American
         

          mk-utf - Macedonian
         

          nl - Dutch
         

          no - ノルウェー語ノルウェー語
         

          pl2 - Polish
         

          pt-latin1 - Portuguese
         

          ro - ルーマニア語ルーマニア語
         

          ru - ロシア語ロシア語
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          sr-cy - セルビア語セルビア語
         

          sr-latin - セルビア語セルビア語(latin)
         

          sv-latin1 - スウェーデン語スウェーデン語
         

          sg - ドイツ語ドイツ語
         

          sg-latin1 - Swiss German (latin1)
         

          sk-qwerty: Slovak (qwerty)
         

          スロベニア語スロベニア語: スロベニア語スロベニア語
         

          trq - Turkish
         

          UK - 英国英国
         

          ua-utf - ウクライナ語ウクライナ語
         

          us-acentos - U.S.インド在外のお客様インド在外のお客様:
         

          us - U.S.英語英語
         

        32 ビットシステムのビットシステムの /usr/lib/python2.6/site-
packages/system_config_keyboard/keyboard_models.py ファイル、またはファイル、または 64 ビットシステムビットシステム
のの /usr/lib64/python2.6/system_config_keyboard/keyboard_models.py ファイルにもこの一覧がファイルにもこの一覧が
含まれており、含まれており、system-config-keyboard パッケージに含まれます。パッケージに含まれます。
       

 

 lang (必須必須)  
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        インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語インストール中に使用する言語およびインストール後のシステムで使用するデフォルトの言語
を設定します。たとえば、言語を英語に設定するには、キックスタートファイルに次の行が含まれを設定します。たとえば、言語を英語に設定するには、キックスタートファイルに次の行が含まれ
ている必要があります。ている必要があります。
       

lang en_US

        /usr/share/system-config-language/locale-list ファイルは、各行の最初の列にある有効な言ファイルは、各行の最初の列にある有効な言
語コードの一覧を提供し、語コードの一覧を提供し、system-config-language パッケージの一部です。パッケージの一部です。
       

        テキストモードのインストールでは、特定の言語には対応していませんテキストモードのインストールでは、特定の言語には対応していません (中国語、日本語、韓国中国語、日本語、韓国
語、インド系言語など語、インド系言語など)。。 lang コマンドでこれらの言語を指定しても、インストールプロセスは英語コマンドでこれらの言語を指定しても、インストールプロセスは英語
で続行されます。ただし、インストール後のシステムでは選択した言語がデフォルトの言語としてで続行されます。ただし、インストール後のシステムでは選択した言語がデフォルトの言語として
使用されます。使用されます。
       

 

 langsupport （非推奨）（非推奨）  

        langsupport キーワードは非推奨となり、その使用によりエラーメッセージが画面に出力さキーワードは非推奨となり、その使用によりエラーメッセージが画面に出力さ
れ、インストールが停止します。れ、インストールが停止します。langsupport キーワードを使用する代わりに、キックスタートキーワードを使用する代わりに、キックスタート
ファイルのファイルの %packages セクションでサポートされているすべての言語のサポートパッケージグセクションでサポートされているすべての言語のサポートパッケージグ
ループを一覧表示するはずです。たとえば、フランス語のサポートを追加すると、ループを一覧表示するはずです。たとえば、フランス語のサポートを追加すると、%packages に以に以
下を追加する必要があります。下を追加する必要があります。
       

@french-support

 

 logging (任意任意)  

        このコマンドは、インストール時にこのコマンドは、インストール時に anaconda のエラーログを制御します。インストール済みのエラーログを制御します。インストール済み
のシステムには影響しません。のシステムには影響しません。
       

logging [--host=<host>] [--port=<port>] [--level=debug|info|error|critical]

          --host= - 指定したリモートホストにロギング情報を送信します。これは、リモートロ指定したリモートホストにロギング情報を送信します。これは、リモートロ
ギングを受け入れるよう設定されたギングを受け入れるよう設定された syslogd プロセスを実行している必要があります。プロセスを実行している必要があります。
         

          --port= - リモートのリモートの syslogd プロセスがデフォルト以外のポートを使用する場合プロセスがデフォルト以外のポートを使用する場合
は、このオプションで指定できます。は、このオプションで指定できます。
         

          --level= - debug、、info、、warning、、error、、critical のいずれかです。のいずれかです。
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          tty3 に表示されるメッセージの最小レベルを指定します。ただし、このレベルに関係に表示されるメッセージの最小レベルを指定します。ただし、このレベルに関係
なく、すべてのメッセージはログファイルに送信されます。なく、すべてのメッセージはログファイルに送信されます。
         

 

 logvol (任意任意)    

        構文で、論理ボリューム管理構文で、論理ボリューム管理(LVM)の論理ボリュームを作成します。の論理ボリュームを作成します。
       

logvol <mntpoint> --vgname=<name> --size=<size> --name=<name> [options]

重要重要

         キックスタートを使用してキックスタートを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合をインストールする場合
は、論理ボリュームまたはボリュームグループ名のダッシュは、論理ボリュームまたはボリュームグループ名のダッシュ(-")文字を使用しないで文字を使用しないで
ください。これを行うと、インストールは正常に終了しますが、文字は新たに作成さください。これを行うと、インストールは正常に終了しますが、文字は新たに作成さ
れたすべてのボリューム名とボリュームグループ名から削除されます。たとえば、ボれたすべてのボリューム名とボリュームグループ名から削除されます。たとえば、ボ
リュームグループリュームグループ volgrp- 01 を作成すると、その名前がを作成すると、その名前が volgrp01 に変更されます。に変更されます。
        

         この制限は、新規インストールにのみ適用されます。既存のインストールをこの制限は、新規インストールにのみ適用されます。既存のインストールを
アップグレードまたは再インストールし、以下で説明されているアップグレードまたは再インストールし、以下で説明されている --noformat オプオプ
ションを使用すると、ボリュームおよびボリュームグループ名で使用されるダッシュションを使用すると、ボリュームおよびボリュームグループ名で使用されるダッシュ
が保持されます。が保持されます。
        

          &lt ;mntpoint& gt; はパーティションをマウントする場所であり、次のいずれかの形はパーティションをマウントする場所であり、次のいずれかの形
式になります。式になります。
         

            /<path>
           

            たとえば、たとえば、 /、、/usr、、/homeです。です。
           

            swap
           

            このパーティションは、このパーティションは、swap 領域として使用されます。領域として使用されます。
           

            自動的に自動的に swap パーティションのサイズを判断するには、パーティションのサイズを判断するには、--recommended オプオプ
ションを使用します。ションを使用します。
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swap --recommended

            有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイズ有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイズ
ではありません。ではありません。
           

            自動的に自動的に swap パーティションのサイズを確定しながら、ハイバネート用に追加パーティションのサイズを確定しながら、ハイバネート用に追加
の領域も許可する場合は、の領域も許可する場合は、--hibernation オプションを使用します。オプションを使用します。
           

swap --hibernation

            割り当てられるサイズは、割り当てられるサイズは、--recommended で割り当てられるスワップ領域と、で割り当てられるスワップ領域と、
システムのシステムの RAM 容量と同じです。容量と同じです。
           

            これらのコマンドにより割り当てられるこれらのコマンドにより割り当てられる swap サイズは、サイズは、x86、、AMD64、および、および 
Intel 64 アーキテクチャーの場合はアーキテクチャーの場合は 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」、、IBM 
Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照を参照
してください。してください。
           

重要重要

             スワップ領域の推奨事項は、スワップ領域の推奨事項は、Red Hat Enterprise Linux 6.3 で更で更
新されました。以前は、新されました。以前は、RAM のサイズが大きいシステムにのサイズが大きいシステムに Huge swap 
領域が割り当てられていました。これにより、プロセスが正常に機能し領域が割り当てられていました。これにより、プロセスが正常に機能し
ていても、重要なメモリー不足に対処するためにていても、重要なメモリー不足に対処するために Out-of-Memory Killer 
(oom_kill)が遅延します。が遅延します。
            

             したがって、したがって、Red Hat Enterprise Linux 6 の以前のバージョンをの以前のバージョンを
使用している場合、使用している場合、swap --recommended は、大量のは、大量の RAM を持つシスを持つシス
テムであっても、推奨されるパーティション設定スキームで説明されてテムであっても、推奨されるパーティション設定スキームで説明されて
いるいる swap 領域よりも大きなスワップ領域を生成します。これにより、領域よりも大きなスワップ領域を生成します。これにより、
ハイバネート用に追加の領域を許可する必要性が悪くなる可能性がありハイバネート用に追加の領域を許可する必要性が悪くなる可能性があり
ます。ます。
            

             ただし、この更新したスワップ領域の値は、ただし、この更新したスワップ領域の値は、Red Hat Enterprise 
Linux 6 の以前のバージョンでは推奨されず、の以前のバージョンでは推奨されず、swap --size= オプションオプション
を使用して手動で設定できます。を使用して手動で設定できます。
            

        オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
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          --noformat - 既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。
         

          --useexisting - 既存の論理ボリュームを使用し、そのボリュームを再フォーマットし既存の論理ボリュームを使用し、そのボリュームを再フォーマットし
ます。ます。
         

          --fstype= - 論理ボリュームのファイルシステムタイプを設定します。有効な値論理ボリュームのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat、、hfs、および、および efi です。です。
         

          --fsoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列
を自由形式で指定します。この文字列はインストール後のを自由形式で指定します。この文字列はインストール後の /etc/fstab ファイルにコピーされファイルにコピーされ
るため、引用符で囲んでください。るため、引用符で囲んでください。
         

          --fsprofile - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すこのパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す 使使
用タイプ用タイプ を指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニングを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニング
パラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプとパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプと
いう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正しいう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正し
く機能しません。く機能しません。ext2、、ext3、、ext4 の場合、この設定ファイルはの場合、この設定ファイルは /etc/mke2fs.conf にありにあり
ます。ます。
         

          --grow= - 論理ボリュームを拡張して、利用可能なサイズ（存在する場合）または最論理ボリュームを拡張して、利用可能なサイズ（存在する場合）または最
大サイズ設定まで埋めます。大サイズ設定まで埋めます。
         

          --maxsize= - 論理ボリュームが論理ボリュームが grow に設定されている場合の最大サイズを指定しまに設定されている場合の最大サイズを指定しま
す（メガバイト単位）。す（メガバイト単位）。500 などの整数値を使用してくださいなどの整数値を使用してください (単位は不要単位は不要)。。
         

          --recommended= - 論理ボリュームのサイズを自動的に決定します。論理ボリュームのサイズを自動的に決定します。
         

          --percent= - 静的サイズの論理ボリュームを考慮した後にボリュームグループの空き静的サイズの論理ボリュームを考慮した後にボリュームグループの空き
領域の割合として、論理ボリュームを拡張する容量を指定します。このオプション領域の割合として、論理ボリュームを拡張する容量を指定します。このオプション
は、は、logvol のの --size オプションおよびオプションおよび --grow オプションと併用する必要があります。オプションと併用する必要があります。
         

          --encrypted - --passphrase オプションで入力したパスフレーズを使用して、この論オプションで入力したパスフレーズを使用して、この論
理ボリュームを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場合、理ボリュームを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場合、anaconda 
はは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイドパスフレーズ
を使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、インストールプを使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、インストールプ
ロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。ロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。
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          --cipher= - anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が満たされていない場合が満たされていない場合
に使用する暗号化のタイプを指定します。に使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。単オプションと併用してください。単
独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『Red Hat Enterprise 
Linux セキュリティーガイドセキュリティーガイド』』 に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-plain64 またまた
はは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。
         

          --passphrase= - この論理ボリュームを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定この論理ボリュームを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定
します。します。--encrypted オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませオプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませ
ん。ん。
         

          --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の暗号化した全ボリュームのデータ暗号化の
鍵を鍵を /root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate で指定したで指定した URL 
のの X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイルを使用して暗号化します。鍵は暗号化したボリュームごとに別のファイル
として格納されます。として格納されます。--encrypted が指定されている場合にのみ有効となります。が指定されている場合にのみ有効となります。
         

          --backuppassphrase= - 暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパ暗号化されたボリュームにそれぞれランダムに生成されたパ
スフレーズを追加します。これらのパスフレーズは、スフレーズを追加します。これらのパスフレーズは、/root 内の別のファイルに保存しま内の別のファイルに保存しま
す。す。--escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert が指が指
定されている場合に限り、このオプションは有効となります。定されている場合に限り、このオプションは有効となります。
         

        まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームまずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリューム
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
       

part pv.01 --size 3000
volgroup myvg pv.01
logvol / --vgname=myvg --size=2000 --name=rootvol

        最初にパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、ボリュームグ最初にパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、ボリュームグ
ループに残っている領域のループに残っている領域の 90 % を占める論理ボリュームを作成します。以下に例を示します。を占める論理ボリュームを作成します。以下に例を示します。
       

part pv.01 --size 1 --grow
volgroup myvg pv.01
logvol / --vgname=myvg --size=1 --name=rootvol --grow --percent=90

 

 mediacheck (任意任意)  

        これにより、これにより、anaconda がインストールメディアでがインストールメディアで mediacheck を実行するようになります。を実行するようになります。
このコマンドを使用するには、インストールに参加する必要があるため、デフォルトでは無効にこのコマンドを使用するには、インストールに参加する必要があるため、デフォルトでは無効に
なっています。なっています。
       

 

第第32章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

589



 monitor （任意）（任意）  

        monitor コマンドが指定されていない場合、コマンドが指定されていない場合、anaconda はは X を使用してモニター設定を自動的を使用してモニター設定を自動的
に検出します。モニターを手動で設定する前にこれを試してください。に検出します。モニターを手動で設定する前にこれを試してください。
       

monitor --monitor=<monitorname>|--hsync|vsync=<frequency> [--noprobe]

          --hsync= - モニターの水平同期頻度を指定します。モニターの水平同期頻度を指定します。
         

          --monitor= - 指定したモニターを使用します。モニター名は、指定したモニターを使用します。モニター名は、hwdata パッケージのパッケージの  
/usr/share/hwdata/MonitorsDB のモニター一覧から指定する必要があります。モニターののモニター一覧から指定する必要があります。モニターの
一覧は、キックスタート一覧は、キックスタート Configurator のの X 設定画面にあります。設定画面にあります。--hsync またはまたは --vsync 
が指定されている場合は無視されます。モニター情報が指定されていない場合、インストーが指定されている場合は無視されます。モニター情報が指定されていない場合、インストー
ルプログラムは自動的にプローブを試みます。ルプログラムは自動的にプローブを試みます。
         

          --noprobe= - モニターのプローブを試行しません。モニターのプローブを試行しません。
         

          --vsync= - モニターの垂直同期頻度を指定します。モニターの垂直同期頻度を指定します。
         

 

 mouse （非推奨）（非推奨）  

        mouse キーワードは非推奨になりました。キーワードは非推奨になりました。
       

 

 ネットワークネットワーク (任意任意)  

        ターゲットシステムのネットワーク情報を設定し、インストーラー環境でネットワークデバイターゲットシステムのネットワーク情報を設定し、インストーラー環境でネットワークデバイ
スをアクティベートします。スをアクティベートします。1 つ目のつ目の network コマンドで指定したデバイスは、たとえば、ネットコマンドで指定したデバイスは、たとえば、ネット
ワークインストール中やワークインストール中や VNC を使用したインストール時に、ネットワークアクセスが必要な場合にを使用したインストール時に、ネットワークアクセスが必要な場合に
自動的にアクティベートされます。自動的にアクティベートされます。Red Hat Enterprise Linux 6.1 以降では、以降では、--activate オプションオプション
を使用して、インストーラー環境でデバイスを明示的に有効にすることもできます。を使用して、インストーラー環境でデバイスを明示的に有効にすることもできます。
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重要重要

         自動化したキックスタートのインストール中にネットワーク設定を手動で指定自動化したキックスタートのインストール中にネットワーク設定を手動で指定
する必要がある場合は、する必要がある場合は、ネットワークネットワーク を使用しないでください。代わりに、を使用しないでください。代わりに、re 
asknetwork オプションを使用してシステムを起動しますオプションを使用してシステムを起動します( 「キックスタートインス「キックスタートインス
トールの開始」トールの開始」を参照を参照)。これにより、デフォルト設定を使用するのではなく、ネッ。これにより、デフォルト設定を使用するのではなく、ネッ
トワーク設定を要求するようにトワーク設定を要求するように anaconda プロンプトが表示されます。プロンプトが表示されます。Anaconda 
は、キックスタートファイルを取得する前にこれを要求します。は、キックスタートファイルを取得する前にこれを要求します。
        

         ネットワーク接続を確立したら、キックスタートファイルで指定されたネットネットワーク接続を確立したら、キックスタートファイルで指定されたネット
ワーク設定のみを再設定できます。ワーク設定のみを再設定できます。
        

注記注記

         ネットワークに関する情報のみを求めるプロンプトが出されます。ネットワークに関する情報のみを求めるプロンプトが出されます。
        

           asknetwork 起動オプションを使用している場合は、キックスタート起動オプションを使用している場合は、キックスタート
ファイルを取得する前ファイルを取得する前
          

           キックスタートファイルがフェッチされた後にネットワークに最初にキックスタートファイルがフェッチされた後にネットワークに最初に
アクセスされると、ネットワークの取得にネットワークが使用されておらアクセスされると、ネットワークの取得にネットワークが使用されておら
ず、キックスタートのネットワークコマンドが提供されていない場合。ず、キックスタートのネットワークコマンドが提供されていない場合。
          

          --activate - インストーラー環境でこのデバイスをアクティブにします。インストーラー環境でこのデバイスをアクティブにします。
         

          すでにアクティブ化されているデバイスですでにアクティブ化されているデバイスで --activate オプションを使用すると（たとオプションを使用すると（たと
えば、システムがキックスタートファイルを取得できるように起動オプションで設定したイえば、システムがキックスタートファイルを取得できるように起動オプションで設定したイ
ンターフェイスなど）、キックスタートファイルで指定された詳細を使用するようにデバインターフェイスなど）、キックスタートファイルで指定された詳細を使用するようにデバイ
スが再アクティブ化されます。スが再アクティブ化されます。
         

          --nodefroute オプションを使用して、デバイスがデフォルトのルートを使用しないよオプションを使用して、デバイスがデフォルトのルートを使用しないよ
うにします。うにします。
         

          activate オプションは、オプションは、Red Hat Enterprise Linux 6.1 で新たに追加されました。で新たに追加されました。
         

          --bootPROTO= - dhcp、、bootp、、ibft、または、または static のいずれか。のいずれか。
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          ibft オプションは、オプションは、Red Hat Enterprise Linux 6.1 で新たに追加されました。で新たに追加されました。
         

          bootproto オプションのデフォルトはオプションのデフォルトは dhcp です。です。BOOTP とと dhcp は同じように処は同じように処
理されます。理されます。
         

          DHCP メソッドでは、メソッドでは、DHCP サーバーシステムを使用してネットワーク設定を取得しサーバーシステムを使用してネットワーク設定を取得し
ます。お気に入りのように、ます。お気に入りのように、BOOTP メソッドも同様で、メソッドも同様で、BOOTP サーバーがネットワークサーバーがネットワーク
設定を提供する必要があります。システムが設定を提供する必要があります。システムが DHCP を使用するようにする場合は、以下のを使用するようにする場合は、以下の
ように指定します。ように指定します。
         

network --bootproto=dhcp

          BOOTP を使用してネットワーク設定を取得するようにマシンに指示するには、キッを使用してネットワーク設定を取得するようにマシンに指示するには、キッ
クスタートファイルで次の行を使用します。クスタートファイルで次の行を使用します。
         

network --bootproto=bootp

          iBFT で指定されている設定を使用する場合は、以下のようにします。で指定されている設定を使用する場合は、以下のようにします。
         

network --bootproto=ibft

          static メソッドでは、キックスタートファイルでメソッドでは、キックスタートファイルで IP アドレス、ネットマスク、ゲートアドレス、ネットマスク、ゲート
ウェイ、ネームサーバーを指定する必要があります。名前が示すように、この情報は静的でウェイ、ネームサーバーを指定する必要があります。名前が示すように、この情報は静的で
あり、インストール中およびインストール後に使用されます。あり、インストール中およびインストール後に使用されます。
         

          静的なネットワーク設定情報はすべて静的なネットワーク設定情報はすべて 1 行で指定する必要があります。コマンドライ行で指定する必要があります。コマンドライ
ンのようにバックスラッシュを使用して行を折り返すことはできません。このため、キックンのようにバックスラッシュを使用して行を折り返すことはできません。このため、キック
スタートファイルで静的ネットワークを指定する行は、スタートファイルで静的ネットワークを指定する行は、DHCP、、BOOTP、または、または iBFT を指を指
定する行よりも複雑です。このページの例には、プレゼンテーションの理由から改行があ定する行よりも複雑です。このページの例には、プレゼンテーションの理由から改行があ
り、実際のキックスタートファイルでは機能しないことに注意してください。り、実際のキックスタートファイルでは機能しないことに注意してください。
         

network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0
 --gateway=10.0.2.254 --nameserver=10.0.2.1

          また、ここで複数のネームサーバーを設定することもできます。これを行うには、コまた、ここで複数のネームサーバーを設定することもできます。これを行うには、コ
マンドラインでコンマ区切りリストで指定します。マンドラインでコンマ区切りリストで指定します。
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network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0
 --gateway=10.0.2.254 --nameserver 192.168.2.1,192.168.3.1

          --device= - network コマンドで設定するデバイス（および最終的にアクティブ化）をコマンドで設定するデバイス（および最終的にアクティブ化）を
指定します。最初の指定します。最初の network コマンドでは、コマンドでは、--device= のデフォルトを（優先順に）以下ののデフォルトを（優先順に）以下の
いずれかに設定します。いずれかに設定します。
         

            ksdevice 起動オプションで指定されたデバイス起動オプションで指定されたデバイス
           

            デバイスが自動的にアクティベートされ、キックスタートファイルをフェッチしデバイスが自動的にアクティベートされ、キックスタートファイルをフェッチし
ます。ます。
           

            Networking Devices ダイアログで選択したデバイスダイアログで選択したデバイス
           

          --device オプションがない場合、後続のオプションがない場合、後続の network コマンドの動作は指定されません。コマンドの動作は指定されません。
最初のネットワーク以外の最初のネットワーク以外の network コマンドにコマンドに --device オプションを指定するようにしてオプションを指定するようにして
ください。ください。
         

          デバイスは、以下のデバイスは、以下の 5 つの方法のいずれかで指定できます。つの方法のいずれかで指定できます。
         

            インターフェイスのデバイス名（例：インターフェイスのデバイス名（例： eth0））
           

            インターフェイスのインターフェイスの MAC アドレス（例：アドレス（例：psyc2 :34:56:78:9a））
           

            link キーワードを使用するキーワードを使用する (リンクがリンクが up 状態になっている状態になっている 1 番目のインター番目のインター
フェイスフェイス)。。
           

            キーワードキーワード bootif を使用する。これは、を使用する。これは、pxelinux がが BOOTIF 変数に設定した変数に設定した 
MAC アドレスを使用します。アドレスを使用します。pxelinux にに BOOTIF 変数を設定する場合変数を設定する場合
は、は、pxelinux.cfg ファイルにファイルに IPAPPEND 2 を設定します。を設定します。
           

            iBFT で指定されたインターフェイスので指定されたインターフェイスの MAC アドレスを使用するキーワードアドレスを使用するキーワード ibft
           

network --bootproto=dhcp --device=eth0
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          --ip= - デバイスのデバイスの IP アドレスを指定します。アドレスを指定します。
         

          --ipv6= - デバイスのデバイスの IPv6 アドレスを指定します。自動設定にアドレスを指定します。自動設定に auto を使用し、を使用し、
DHCPv6 のみの設定（ルーター広告なし）にはのみの設定（ルーター広告なし）には dhcp を使用します。を使用します。
         

          --gateway= - 単一の単一の IPv4 アドレスとしてのデフォルトゲートウェイを指定します。アドレスとしてのデフォルトゲートウェイを指定します。
         

          --ipv6gateway= - 単一の単一の IPv6 アドレスとしてのデフォルトゲートウェイを指定しまアドレスとしてのデフォルトゲートウェイを指定しま
す。す。
         

          --nameserver= - プライマリーネームサーバープライマリーネームサーバー(IP アドレスアドレス)を指定します。複数のを指定します。複数の
ネームサーバーはコンマで区切る必要があります。ネームサーバーはコンマで区切る必要があります。
         

          --nodefroute - インターフェイスがデフォルトのルートとして設定されないようにしインターフェイスがデフォルトのルートとして設定されないようにし
ます。ます。iSCSI ターゲット用に別のサブネットにあるターゲット用に別のサブネットにある NIC など、など、--activate= オプションで追オプションで追
加のデバイスをアクティベートする場合は、このオプションを使用します。加のデバイスをアクティベートする場合は、このオプションを使用します。
         

          nodefroute オプションは、オプションは、Red Hat Enterprise Linux 6.1 で新たに追加されました。で新たに追加されました。
         

          --NoDNS - DNS サーバーを設定しません。サーバーを設定しません。
         

          --netmask= - デバイスのネットワークマスクを指定します。デバイスのネットワークマスクを指定します。
         

          --hostname= - インストール済みシステムのホスト名を指定します。インストール済みシステムのホスト名を指定します。
         

          --ethtool= - ethtool プログラムに渡されるネットワークデバイスの低レベルの追加設プログラムに渡されるネットワークデバイスの低レベルの追加設
定を指定します。定を指定します。
         

          --ONBOOT= - システムの起動システムの起動 時にデバイスを有効にするかどうかを指定します。時にデバイスを有効にするかどうかを指定します。
         

          --dhcpclass= - DHCP クラスを指定します。クラスを指定します。
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          --mtu= - デバイスのデバイスの MTU を指定します。を指定します。
         

          --noipv4 - このデバイスでこのデバイスで IPv4 の設定を無効にします。の設定を無効にします。
         

          --noipv6 - このデバイスでこのデバイスで IPv6 の設定を無効にします。の設定を無効にします。
         

注記注記

           現在、現在、--noipv6 キックスタートオプションは、バグにより個々のデバキックスタートオプションは、バグにより個々のデバ
イスのイスの IPv6 設定を無効にしていません。ただし、すべてのネットワークデバ設定を無効にしていません。ただし、すべてのネットワークデバ
イスでイスで --noipv6 オプションを使用し、オプションを使用し、noipv6 ブートパラメーターを使用すブートパラメーターを使用す
ると、ると、ipv6 システム全体を無効にすることができます。システム全体を無効にすることができます。noipv6 起動オプ起動オプ
ションの詳細は、ションの詳細は、「キックスタートインストールの開始」「キックスタートインストールの開始」 と、ナレッジベーと、ナレッジベー
スアーティクルスアーティクル https://access.redhat.com/solutions/1565723 のの IPv6 シスシス
テム全体の無効化テム全体の無効化 を参照してください。を参照してください。
          

          --vlanid= - 仮想仮想 LAN ID 番号番号(802.1q タグタグ)を指定します。を指定します。
         

          --bondslaves= - コンマ区切りのリストとしてボンディングされるネットワークインコンマ区切りのリストとしてボンディングされるネットワークイン
ターフェイスを指定します。ターフェイスを指定します。
         

          --bondopts= - --bondslaves= およびおよび --device= オプションを使用して指定されるボオプションを使用して指定されるボ
ンディングされたインターフェイス用のオプションパラメーターの一覧です。この一覧内のンディングされたインターフェイス用のオプションパラメーターの一覧です。この一覧内の
オプションは必ずコンマオプションは必ずコンマ (",") またはセミコロンまたはセミコロン (";") で区切ってください。オプション自体で区切ってください。オプション自体
にコンマが含まれている場合はセミコロンを使用してください。以下に例を示します。にコンマが含まれている場合はセミコロンを使用してください。以下に例を示します。
         

network --bondopts=mode=active-backup,balance-rr;primary=eth1

          利用可能なオプションのパラメーターは、利用可能なオプションのパラメーターは、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントデプロイメント
ガイドガイド のの 『『カーネルモジュールでの作業カーネルモジュールでの作業』』 の章に記載されています。の章に記載されています。
         

重要重要

           --bondopts=mode= パラメーターは、パラメーターは、balance-rr やや broadcast などなど
のフルモード名のみをサポートしており、のフルモード名のみをサポートしており、0 やや 3 などの数値では対応しませなどの数値では対応しませ
ん。ん。
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 部分部分 またはまたは パーティションパーティション （インストールに必要で、アップグレードでは無視されます）（インストールに必要で、アップグレードでは無視されます）   

        システムにパーティションを作成します。システムにパーティションを作成します。
       

        異なるパーティションのシステムに複数の異なるパーティションのシステムに複数の Red Hat Enterprise Linux インストールが存在するインストールが存在する
場合は、インストールプログラムによりユーザーにプロンプトが表示され、アップグレードするイ場合は、インストールプログラムによりユーザーにプロンプトが表示され、アップグレードするイ
ンストールが求められます。ンストールが求められます。
       

警告警告

         --noformat およびおよび --onpart が使用されていない限り、作成されたパーが使用されていない限り、作成されたパー
ティションはすべてインストールプロセスの一部としてフォーマットされまティションはすべてインストールプロセスの一部としてフォーマットされま
す。す。
        

重要重要

         キックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティキックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティ
ション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するようにション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するように
してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、anaconda は情報不足は情報不足
を求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しないを求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しない
と、と、anaconda によりインストールプロセスが停止します。によりインストールプロセスが停止します。
        

        part の実行例の詳細については、の実行例の詳細については、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
       

part|partition <mntpoint> --name=<name> --device=<device> --rule=<rule> [options]

          <mntPoint& gt;: パーティションをマウントする場所です。値は次のいずれかの形式パーティションをマウントする場所です。値は次のいずれかの形式
になります。になります。
         

            /<path>
           

            たとえば、たとえば、 /、、/usr、、/homeです。です。
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            swap
           

            このパーティションは、このパーティションは、swap 領域として使用されます。領域として使用されます。
           

            自動的に自動的に swap パーティションのサイズを判断するには、パーティションのサイズを判断するには、--recommended オプオプ
ションを使用します。ションを使用します。
           

swap --recommended

            有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイズ有効なサイズが割り当てられますが、システムに対して正確に調整されたサイズ
ではありません。ではありません。
           

            自動的に自動的に swap パーティションのサイズを確定しながら、ハイバネート用に追加パーティションのサイズを確定しながら、ハイバネート用に追加
の領域も許可する場合は、の領域も許可する場合は、--hibernation オプションを使用します。オプションを使用します。
           

swap --hibernation

            割り当てられるサイズは、割り当てられるサイズは、--recommended で割り当てられるスワップ領域と、で割り当てられるスワップ領域と、
システムのシステムの RAM 容量と同じです。容量と同じです。
           

            これらのコマンドにより割り当てられるこれらのコマンドにより割り当てられる swap サイズは、サイズは、x86、、AMD64、および、および 
Intel 64 アーキテクチャーの場合はアーキテクチャーの場合は 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」、、IBM 
Power Systems サーバーの場合はサーバーの場合は 「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照を参照
してください。してください。
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重要重要

             スワップ領域の推奨事項は、スワップ領域の推奨事項は、Red Hat Enterprise Linux 6.3 で更で更
新されました。以前は、新されました。以前は、RAM のサイズが大きいシステムにのサイズが大きいシステムに Huge swap 
領域が割り当てられていました。これにより、プロセスが正常に機能し領域が割り当てられていました。これにより、プロセスが正常に機能し
ていても、重要なメモリー不足に対処するためにていても、重要なメモリー不足に対処するために Out-of-Memory Killer 
(oom_kill)が遅延します。が遅延します。
            

             したがって、したがって、Red Hat Enterprise Linux 6 の以前のバージョンをの以前のバージョンを
使用している場合、使用している場合、swap --recommended は、大量のは、大量の RAM を持つシスを持つシス
テムであっても、推奨されるパーティション設定スキームで説明されてテムであっても、推奨されるパーティション設定スキームで説明されて
いるいる swap 領域よりも大きなスワップ領域を生成します。これにより、領域よりも大きなスワップ領域を生成します。これにより、
ハイバネート用に追加の領域を許可する必要性が悪くなる可能性がありハイバネート用に追加の領域を許可する必要性が悪くなる可能性があり
ます。ます。
            

             ただし、この更新したスワップ領域の値は、ただし、この更新したスワップ領域の値は、Red Hat Enterprise 
Linux 6 の以前のバージョンでは推奨されず、の以前のバージョンでは推奨されず、swap --size= オプションオプション
を使用して手動で設定できます。を使用して手動で設定できます。
            

            raid.<id>
           

            パーティションはソフトウェアパーティションはソフトウェア RAID に使用されますに使用されます( raidを参照を参照)。。
           

            pv.<id>
           

            パーティションはパーティションは LVM に使用されますに使用されます( logvolを参照を参照)。。
           

          --size= - パーティションの最小サイズ（メガバイト単位）を指定します。パーティションの最小サイズ（メガバイト単位）を指定します。500 などのなどの
整数値を使用してください整数値を使用してください (単位は不要単位は不要)。。
         

重要重要

           --size の値が小さすぎると、インストールは失敗します。の値が小さすぎると、インストールは失敗します。--size の値の値
を、必要な領域の最小容量として設定します。サイズの推奨事項は、を、必要な領域の最小容量として設定します。サイズの推奨事項は、「推奨「推奨
されるパーティション設定スキーム」されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
          

          --grow - パーティションを拡張して、利用可能なサイズ（存在する場合）を埋めるパーティションを拡張して、利用可能なサイズ（存在する場合）を埋める
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か、最大サイズ設定まで埋めます。か、最大サイズ設定まで埋めます。
         

注記注記

           swap パーティションにパーティションに  --maxsize=  を設定せずにを設定せずに --grow= を使用すを使用す
ると、ると、Anaconda はは swap パーティションの最大サイズを制限します。物理パーティションの最大サイズを制限します。物理
メモリーがメモリーが 2GB 未満のシステムの場合は、物理メモリー量の未満のシステムの場合は、物理メモリー量の 2 倍に制限さ倍に制限さ
れます。れます。2GB を超えるシステムの場合は、物理メモリーのサイズにを超えるシステムの場合は、物理メモリーのサイズに 2 GB をを
足した量に制限されます。足した量に制限されます。
          

          --maxsize= - パーティションがパーティションが grow に設定されている場合の最大パーティションサに設定されている場合の最大パーティションサ
イズ（メガバイト単位）。イズ（メガバイト単位）。500 などの整数値を使用してくださいなどの整数値を使用してください (単位は不要単位は不要)。。
         

          --noformat - パーティションをフォーマットしないことを指定します。パーティションをフォーマットしないことを指定します。--onpart コマコマ
ンドと併用します。ンドと併用します。
         

          --onpart= またはまたは --usepart= - パーティションを配置するデバイスを指定します。以パーティションを配置するデバイスを指定します。以
下に例を示します。下に例を示します。
         

partition /home --onpart=hda1

          上記では、上記では、/home パーティションがパーティションが /dev/hda1 に配置されます。に配置されます。
         

          このオプションを使用して、パーティションを論理ボリュームに追加することもできこのオプションを使用して、パーティションを論理ボリュームに追加することもでき
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
         

partition pv.1 --onpart=hda2

          デバイスがすでにシステムに存在する必要があります。デバイスがすでにシステムに存在する必要があります。--onpart オプションではデバオプションではデバ
イスが作成されません。イスが作成されません。
         

          --ondisk= またはまたは --ondrive= - 特定のディスクに強制的にパーティションを作成しま特定のディスクに強制的にパーティションを作成しま
す。たとえば、す。たとえば、--ondisk=sdb は、は、2 番目の番目の SCSI ディスクにパーティションを配置しまディスクにパーティションを配置しま
す。す。
         

          論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM) を使用しないマルチパスデバイスを指定する場合を使用しないマルチパスデバイスを指定する場合
は、は、disk/by-id/dm-uuid-mpath-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID は、デバイスのは、デバイスの 
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World-Wide Identifier です。たとえば、です。たとえば、WWID 2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017 
のディスクを指定する場合は以下を使用します。のディスクを指定する場合は以下を使用します。
         

part / --fstype=ext3 --grow --asprimary --size=100 --ondisk=disk/by-id/dm-uuid-
mpath-2416CD96995134CA5D787F00A5AA11017

          anaconda がキックスタートファイルを解析するまで、がキックスタートファイルを解析するまで、LVM を使用するマルチパスデを使用するマルチパスデ
バイスはアセンブルされません。したがって、このようなデバイスは、バイスはアセンブルされません。したがって、このようなデバイスは、dm-uuid-mpath のの
形式では指定できません。代わりに、形式では指定できません。代わりに、LVM を使用するマルチパスデバイスを指定するにを使用するマルチパスデバイスを指定するに
は、は、disk/by-id/scsi-WWID の形式を使用します。の形式を使用します。WWID はデバイスはデバイス のの World- Wide 
Identifier です。です。WWID がが 58095BEC5510947BE8C0360F604351918 のディスクを指定すのディスクを指定す
るには、以下のコマンドを使用します。るには、以下のコマンドを使用します。
         

part / --fstype=ext3 --grow --asprimary --size=100 --ondisk=disk/by-id/scsi-
58095BEC5510947BE8C0360F604351918

警告警告

           mpatha などのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないでなどのデバイス名でマルチパスデバイスを指定しないで
ください。ください。mpatha などのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前などのデバイス名は、特定のディスクに固有の名前
ではありません。インストール時にではありません。インストール時に /dev/mpatha という名前のディスという名前のディス
クが、期待するディスクではない可能性があります。したがっクが、期待するディスクではない可能性があります。したがっ
て、て、clearpart コマンドを使用する際は、間違ったディスクが対象となコマンドを使用する際は、間違ったディスクが対象とな
る可能性があります。る可能性があります。
          

          --asprimary - プライマリーパーティションとしてのパーティションの自動割り当てをプライマリーパーティションとしてのパーティションの自動割り当てを
強制するか、パーティションは失敗します。強制するか、パーティションは失敗します。
         

          --type= ( fstypeに置き換えに置き換え)- このオプションは利用できなくなりました。このオプションは利用できなくなりました。fstype を使を使
用します。用します。
         

          --fsoptions - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列をファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列を
自由形式で指定します。この文字列はインストール後の自由形式で指定します。この文字列はインストール後の /etc/fstab ファイルにコピーされるファイルにコピーされる
ため、引用符で囲んでください。ため、引用符で囲んでください。
         

          --fsprofile - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すこのパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す 使使
用タイプ用タイプ を指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニングを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニング
パラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプとパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプと
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いう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正しいう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正し
く機能しません。く機能しません。ext2、、ext3、、ext4 の場合、この設定ファイルはの場合、この設定ファイルは /etc/mke2fs.conf にありにあり
ます。ます。
         

          --fstype= - パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat、、hfs、および、および efi です。です。
         

          --recommended - パーティションのサイズを自動的に決定します。パーティションのサイズを自動的に決定します。
         

          --onbiosdisk - BIOS で検出された特定のディスクに強制的にパーティションを作成で検出された特定のディスクに強制的にパーティションを作成
します。します。
         

          --encrypted - --passphrase オプションで入力したパスフレーズを使用して、このオプションで入力したパスフレーズを使用して、この
パーティションを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場パーティションを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場
合、合、anaconda はは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイ
ドパスフレーズを使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、ドパスフレーズを使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、
インストールプロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。インストールプロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。
         

          --cipher= - anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が満たされていない場合が満たされていない場合
に使用する暗号化のタイプを指定します。に使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。単オプションと併用してください。単
独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『Red Hat Enterprise 
Linux セキュリティーガイドセキュリティーガイド』』 に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-plain64 またまた
はは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。
         

          --passphrase= - このパーティションを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定このパーティションを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定
します。します。--encrypted オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませオプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませ
ん。ん。
         

          --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - 暗号化した全パーティションのデータ暗号暗号化した全パーティションのデータ暗号
化の鍵を化の鍵を /root 配下にファイルとして格納します。配下にファイルとして格納します。URL_of_X.509 _certificate で指定したで指定した 
URL のの X.509 証明書証明書 を使用して暗号化します。鍵は、暗号化したパーティションごとに別を使用して暗号化します。鍵は、暗号化したパーティションごとに別
のファイルとして格納されます。のファイルとして格納されます。--encrypted が指定されている場合にのみ有効となりまが指定されている場合にのみ有効となりま
す。す。
         

          --backuppassphrase= - 暗号化されたパーティションにランダムに生成されたパスフ暗号化されたパーティションにランダムに生成されたパスフ
レーズを追加します。これらのパスフレーズは、レーズを追加します。これらのパスフレーズは、/root 内の別のファイルに保存します。内の別のファイルに保存します。--
escrowcert で指定したで指定した X.509 証明書を使用して暗号化されます。証明書を使用して暗号化されます。--escrowcert が指定されが指定され
ている場合に限り、このオプションは有効となります。ている場合に限り、このオプションは有効となります。
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          --label= - 個々のパーティションにラベルを割り当てます。個々のパーティションにラベルを割り当てます。
         

注記注記

         何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー
ジが仮想コンソールジが仮想コンソール 3 に表示されます。に表示されます。
        

 

 電源オフ電源オフ (任意任意)  

        インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手
動インストール時に、動インストール時に、anaconda はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再はメッセージを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再
起動します。キックスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、起動します。キックスタートを使ったインストールでは、完了方法が指定されていない場合、halt 
オプションがデフォルトで使用されます。オプションがデフォルトで使用されます。
       

        poweroff オプションはオプションは shutdown -p コマンドと同じです。コマンドと同じです。
       

注記注記

         poweroff オプションは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。オプションは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。
特に、特に、BIOS、、APM (advanced power management)、、ACPI (advanced 
configuration and power interface) などの特定ハードウェアコンポーネントは、シなどの特定ハードウェアコンポーネントは、シ
ステムカーネルと対話できる状態にする必要があります。お使いのシステムのステムカーネルと対話できる状態にする必要があります。お使いのシステムの 
APM/ACPI 機能の詳細は、製造元にお問い合わせください。機能の詳細は、製造元にお問い合わせください。
        

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、reboot、および、および shutdown キックスタートオプションを参照してキックスタートオプションを参照して
ください。ください。
       

 

RAID (任意任意)   

        ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスを設定します。このコマンドの形式は次のとおりです。デバイスを設定します。このコマンドの形式は次のとおりです。
       

raid <mntpoint> --level=<level> --device=<mddevice> <partitions*>

          <mntpoint >: RAID ファイルシステムがマウントされる場所です。ファイルシステムがマウントされる場所です。/ にマウントするにマウントする
場合、場合、boot パーティションパーティション (/boot) がなければがなければ RAID レベルはレベルは 1 にする必要があります。にする必要があります。
boot パーティションがある場合は、パーティションがある場合は、/boot パーティションをレベルパーティションをレベル 1 にしてください。にしてください。
ルートルート (/) パーティションのタイプはどれでも構いません。パーティションのタイプはどれでも構いません。&lt ;partitions*&gt; （複数の（複数の
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パーティションを一覧表示できることを示す）は、パーティションを一覧表示できることを示す）は、RAID アレイに追加するアレイに追加する RAID 識別子を識別子を
一覧表示します。一覧表示します。
         

重要重要

           RAID デバイスが準備され、インストール時に再フォーマットされてデバイスが準備され、インストール時に再フォーマットされて
いない場合には、いない場合には、/boot パーティションおよびパーティションおよび PReP パーティションをパーティションを RAID 
デバイスに配置する場合は、デバイスに配置する場合は、RAID メタデータバージョンがメタデータバージョンが 0.90 であることであること
を確認します。を確認します。
          

           デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux 6 mdadm メタデータバーメタデータバー
ジョンは、ブートデバイスではサポートされていません。ジョンは、ブートデバイスではサポートされていません。
          

          --level= - 使用する使用する RAID レベルを指定しますレベルを指定します(0、、1、または、または 5)。。
         

          --device= - 使用する使用する RAID デバイスの名前デバイスの名前(md0 やや md1)。。RAID デバイスはデバイスは md0 かか
らら md15 まであり、各デバイスは一度だけ使用できます。まであり、各デバイスは一度だけ使用できます。
         

          --spares= - RAID アレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペアアレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペア
ドライブは、ドライブに障害が発生した場合にアレイの再設定に使用されます。ドライブは、ドライブに障害が発生した場合にアレイの再設定に使用されます。
         

          --fsprofile - このパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡すこのパーティションでファイルシステムを作成するプログラムに渡す 使使
用タイプ用タイプ を指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニングを指定します。ファイルシステムの作成時に使用されるさまざまなチューニング
パラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプとパラメーターは、この使用タイプにより定義されます。ファイルシステム側で使用タイプと
いう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正しいう概念に対応し、有効なタイプを指定する設定ファイルがないと、このオプションは正し
く機能しません。く機能しません。ext2、、ext3、、ext4 の場合、この設定ファイルはの場合、この設定ファイルは /etc/mke2fs.conf にありにあり
ます。ます。
         

          --fstype= - RAID アレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値アレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、xfs、、ext2、、ext3、、ext4、、swap、、vfat、および、および hfs です。です。
         

          --fsoptions= - ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列ファイルシステムをマウントする場合に使用するオプションの文字列
を自由形式で指定します。この文字列はインストール済みシステムのを自由形式で指定します。この文字列はインストール済みシステムの /etc/fstab ファイルにファイルに
コピーされるため、引用符で囲む必要があります。コピーされるため、引用符で囲む必要があります。
         

          --noformat - 既存の既存の RAID デバイスを使用し、デバイスを使用し、RAID アレイのフォーマットは行いまアレイのフォーマットは行いま
せん。せん。
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          --useexisting - 既存の既存の RAID デバイスを使用し、再フォーマットします。デバイスを使用し、再フォーマットします。
         

          --encrypted - --passphrase オプションで入力したパスフレーズを使用して、このオプションで入力したパスフレーズを使用して、この 
RAID デバイスを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場デバイスを暗号化するように指定します。パスフレーズを指定しない場
合、合、anaconda はは autopart --passphrase コマンドで設定されるデフォルトのシステムワイコマンドで設定されるデフォルトのシステムワイ
ドパスフレーズを使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、ドパスフレーズを使用します。このデフォルトのパスフレーズも設定されていない場合は、
インストールプロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。インストールプロセスが中断されてパスフレーズの入力が求められます。
         

          --cipher= - anaconda のデフォルトであるのデフォルトである aes-xts-plain64 が満たされていない場合が満たされていない場合
に使用する暗号化のタイプを指定します。に使用する暗号化のタイプを指定します。--encrypted オプションと併用してください。単オプションと併用してください。単
独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『独で使用しても暗号化されません。利用可能な暗号化の種類は、『Red Hat Enterprise 
Linux セキュリティーガイドセキュリティーガイド』』 に記載されていますが、に記載されていますが、Red Hat ではでは aes-xts-plain64 またまた
はは aes-cbc-essiv:sha256 のいずれかの使用を強く推奨しています。のいずれかの使用を強く推奨しています。
         

          --passphrase= - このこの RAID デバイスを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定デバイスを暗号化する際に使用するパスフレーズを指定
します。します。--encrypted オプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませオプションと併用してください。単独で使用しても暗号化されませ
ん。ん。
         

          --escrowcert=URL_of_X.509_certificate - このデバイスのデータ暗号化キーをこのデバイスのデータ暗号化キーを /root 
のファイルに保存します。のファイルに保存します。URL_ of_X.509_certificate で指定したで指定した URL のの X.509 証明書証明書 をを
使用して暗号化します。使用して暗号化します。--encrypted が指定されている場合にのみ有効となります。が指定されている場合にのみ有効となります。
         

          --backuppassphrase= - このデバイスにランダムに生成されたパスフレーズを追加しこのデバイスにランダムに生成されたパスフレーズを追加し
ます。パスフレーズはます。パスフレーズは /root のファイルに保存します。のファイルに保存します。--escrowcert で指定したで指定した X.509 証明証明
書を使用して暗号化されます。書を使用して暗号化されます。--escrowcert が指定されている場合に限り、このオプショが指定されている場合に限り、このオプショ
ンは有効となります。ンは有効となります。
         

        以下の例は、以下の例は、/ にに RAID レベルレベル 1 のパーティションを作成し、のパーティションを作成し、  / usr にに RAID レベルレベル 5 を作成すを作成す
る方法を示しています（システムにはる方法を示しています（システムには SCSI ディスクがディスクが 3 つあることを前提とします）。各ドライつあることを前提とします）。各ドライ
ブにブに 1 つずつ、つずつ、3 つのつの swap パーティションを作成します。パーティションを作成します。
       

part raid.01 --size=60 --ondisk=sda
part raid.02 --size=60 --ondisk=sdb
part raid.03 --size=60 --ondisk=sdc

part swap --size=128 --ondisk=sda
part swap --size=128 --ondisk=sdb
part swap --size=128 --ondisk=sdc
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part raid.11 --size=1 --grow --ondisk=sda
part raid.12 --size=1 --grow --ondisk=sdb
part raid.13 --size=1 --grow --ondisk=sdc

raid / --level=1 --device=md0 raid.01 raid.02 raid.03
raid /usr --level=5 --device=md1 raid.11 raid.12 raid.13

        raid の実行例の詳細については、の実行例の詳細については、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
       

 

 reboot (任意任意)  

        インストールが正常に完了したら再起動しますインストールが正常に完了したら再起動します (引数なし引数なし)。通常、キックスタートはメッセー。通常、キックスタートはメッセー
ジを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。ジを表示し、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。
       

        reboot オプションはオプションは shutdown -r コマンドと同じです。コマンドと同じです。
       

        System z にに cmdline モードでインストールする場合は、モードでインストールする場合は、reboot を指定してインストールを完を指定してインストールを完
全に自動化します。全に自動化します。
       

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、poweroff、、shutdown などのキックスタートオプションをご覧くなどのキックスタートオプションをご覧く
ださい。ださい。
       

        キックスタートファイルに他の方法が明示的に指定されていない場合は、キックスタートファイルに他の方法が明示的に指定されていない場合は、halt オプションがデオプションがデ
フォルトの完了方法になります。フォルトの完了方法になります。
       

注記注記

         インストールメディアと方法によっては、インストールメディアと方法によっては、reboot オプションを使用すると、イオプションを使用すると、イ
ンストールループンストールループ がが 無限になる可能性があります。無限になる可能性があります。
        

 

 repo (任意任意)  

        パッケージインストール用のソースとして使用可能な追加のパッケージインストール用のソースとして使用可能な追加の yum リポジトリーを設定します。リポジトリーを設定します。
複数の複数の repo 行を指定できます。行を指定できます。
       

repo --name=<repoid> [--baseurl=<url>| --mirrorlist=<url>]
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          --name= - リポジトリーリポジトリー ID を指定します。このオプションは必須です。を指定します。このオプションは必須です。
         

          --baseurl= - リポジトリーのリポジトリーの URL を指定します。ここでは、を指定します。ここでは、yum リポジトリー設定リポジトリー設定
ファイルで使用できる変数はサポートされません。両方ではなく、このオプションまたはファイルで使用できる変数はサポートされません。両方ではなく、このオプションまたは --
mirrorlist のいずれかを使用できます。のいずれかを使用できます。
         

          --mirrorlist= - リポジトリーのミラーの一覧を指すリポジトリーのミラーの一覧を指す URL を指定します。ここでは、を指定します。ここでは、
yum リポジトリー設定ファイルで使用できる変数はサポートされません。このオプションリポジトリー設定ファイルで使用できる変数はサポートされません。このオプション
またはまたは --baseurl のいずれかを使用できますが、両方を使用することはできません。のいずれかを使用できますが、両方を使用することはできません。
         

重要重要

         インストールに使用するリポジトリーは安定した状態を維持してください。イインストールに使用するリポジトリーは安定した状態を維持してください。イ
ンストールが終了する前にリポジトリーを変更すると、インストールが失敗する場合ンストールが終了する前にリポジトリーを変更すると、インストールが失敗する場合
があります。があります。
        

 

 rootpw (必須必須)  

        システムのシステムの root パスワードをパスワードを < password> 引数に設定引数に設定 します。します。
       

rootpw [--iscrypted] <password>

          --iscrypted - これを指定すると、パスワード引数はすでに暗号化されていると仮定さこれを指定すると、パスワード引数はすでに暗号化されていると仮定さ
れます。暗号化されたパスワードを作成するには、以下のコマンドを使用します。れます。暗号化されたパスワードを作成するには、以下のコマンドを使用します。
         

          これにより、パスワードのこれにより、パスワードの sha512 暗号が作成されます。暗号が作成されます。
         

 

 SELinux (任意任意)  

        インストールを完了したシステムにインストールを完了したシステムに SELinux の状態を設定します。の状態を設定します。SELinux はデフォルトではデフォルトで 
anaconda でで enforcing に設定されます。に設定されます。
       

selinux [--disabled|--enforcing|--permissive]

python -c 'import crypt; print(crypt.crypt("My Password"))'
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          --enforcing - SELinux をデフォルトの対象ポリシーで有効にします。をデフォルトの対象ポリシーで有効にします。
         

注記注記

           selinux オプションがキックスタートファイルに存在しない場合は、オプションがキックスタートファイルに存在しない場合は、
SELinux が有効になり、デフォルトでが有効になり、デフォルトで --enforcing に設定されます。に設定されます。
          

          --permissive - SELinux ポリシーに基づいて警告を出力しますが、実際にはポリシーポリシーに基づいて警告を出力しますが、実際にはポリシー
を適用しません。を適用しません。
         

          --disabled - システムでシステムで SELinux を完全に無効にします。を完全に無効にします。
         

        Red Hat Enterprise Linux のの SELinux の詳細は、『の詳細は、『Red Hat Enterprise Linux 6.9 デプロイメデプロイメ
ントガイドントガイド』』 を参照してください。を参照してください。
       

 

 services (任意任意)  

        デフォルトのランレベルで実行するデフォルトのサービスセットを変更します。無効にするデフォルトのランレベルで実行するデフォルトのサービスセットを変更します。無効にする
サービスの一覧は、有効にするサービスの一覧の前に処理されます。したがって、同じサービスがサービスの一覧は、有効にするサービスの一覧の前に処理されます。したがって、同じサービスが
両方の一覧に記載されていると、そのサービスは有効になります。両方の一覧に記載されていると、そのサービスは有効になります。
       

          --disabled - コンマ区切りリストで指定したサービスを無効にします。コンマ区切りリストで指定したサービスを無効にします。
         

          --enabled - コンマ区切りリストで指定したサービスを有効にします。コンマ区切りリストで指定したサービスを有効にします。
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重要重要

         サービスの一覧には空白文字を使用しないでください。これを行うと、キックサービスの一覧には空白文字を使用しないでください。これを行うと、キック
スタートは最初の領域までのサービスのみを有効または無効にします。以下に例を示スタートは最初の領域までのサービスのみを有効または無効にします。以下に例を示
します。します。
        

         services --disabled auditd, cups,smartd, nfslock
        

         auditd サービスのみを無効にします。サービスのみを無効にします。4 つのサービスをすべて無効にするにつのサービスをすべて無効にするに
は、サービス間でスペースを含めないでください。は、サービス間でスペースを含めないでください。
        

         services --disabled auditd,cups,smartd,nfslock
        

 

 shutdown (任意任意)  

        インストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートを使ったインストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートを使った
インストールでは、完了方法が指定されていない場合、インストールでは、完了方法が指定されていない場合、halt オプションがデフォルトで使用されまオプションがデフォルトで使用されま
す。す。
       

        shutdown オプションはオプションは shutdown コマンドと同じです。コマンドと同じです。
       

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、poweroff、および、および reboot キックスタートオプションを参照してくキックスタートオプションを参照してく
ださい。ださい。
       

 

 skipx (任意任意)  

        存在する場合は、インストール済みシステムで存在する場合は、インストール済みシステムで X が設定されていません。が設定されていません。
       

重要重要

         パッケージ選択のオプションにディスプレイマネージャーをインストールするパッケージ選択のオプションにディスプレイマネージャーをインストールする
と、このパッケージはと、このパッケージは X 設定を作成し、インストール済みのシステムはデフォルトで設定を作成し、インストール済みのシステムはデフォルトで
レベルレベル 5 を実行します。を実行します。skipx オプションの影響は上書きされます。オプションの影響は上書きされます。
        

 

 sshpw (任意任意)  
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        インストール時に、インストール時に、anaconda と対話し、と対話し、SSH 接続でその進捗状況を監視できます。接続でその進捗状況を監視できます。sshpw ココ
マンドを使用して、ログオンするための一時的なアカウントを作成します。コマンドの各インスタマンドを使用して、ログオンするための一時的なアカウントを作成します。コマンドの各インスタ
ンスにより、インストール環境でしか存在しない個別アカウントが作成されます。ここで作成されンスにより、インストール環境でしか存在しない個別アカウントが作成されます。ここで作成され
たアカウントは、インストールが完了したシステムには転送されません。たアカウントは、インストールが完了したシステムには転送されません。
       

sshpw --username=<name> <password> [--iscrypted|--plaintext] [--lock]

          --username - ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。ユーザー名を入力します。このオプションは必須です。
         

          --iscrypted - パスワードがすでに暗号化されていることを指定します。パスワードがすでに暗号化されていることを指定します。
         

          --plaintext - パスワードがプレーンテキストで、暗号化されていないことを指定しまパスワードがプレーンテキストで、暗号化されていないことを指定しま
す。す。
         

          --lock - これを指定すると、新規ユーザーアカウントはデフォルトでロックされまこれを指定すると、新規ユーザーアカウントはデフォルトでロックされま
す。つまり、ユーザーはコンソールからログインできません。す。つまり、ユーザーはコンソールからログインできません。
         

重要重要

         デフォルトでは、デフォルトでは、ssh サーバーはインストール時に起動されません。インスサーバーはインストール時に起動されません。インス
トール時にトール時に ssh を使用できるようにするには、カーネル起動オプションを使用できるようにするには、カーネル起動オプション( sshd=1 )をを
使用してシステムを起動します。起動時にこのカーネルオプションを指定する方法使用してシステムを起動します。起動時にこのカーネルオプションを指定する方法
は、は、「「ssh によるリモートアクセスの有効化」によるリモートアクセスの有効化」 を参照してください。を参照してください。
        

注記注記

         インストール中にハードウェアへのインストール中にハードウェアへの root のの ssh アクセスを無効にするには、以アクセスを無効にするには、以
下を実行します。下を実行します。
        

sshpw --username=root --lock

 

 text (任意任意)  

        キックスタートインストールをテキストモードで実行します。キックスタートインストールキックスタートインストールをテキストモードで実行します。キックスタートインストール
は、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。は、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。
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重要重要

         キックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティキックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティ
ション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するようにション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するように
してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、anaconda は情報不足は情報不足
を求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しないを求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しない
と、と、anaconda によりインストールプロセスが停止します。によりインストールプロセスが停止します。
        

 

 timezone (必須必須)  

        システムのタイムゾーンをシステムのタイムゾーンを < timezone > に設定します。これは、に設定します。これは、 /usr/share/zoneinfo ディレディレ
クトリーにリストされている任意のタイムゾーンになります。クトリーにリストされている任意のタイムゾーンになります。
       

timezone [--utc] <timezone>

          --utc - これを指定すると、ハードウェアクロックがこれを指定すると、ハードウェアクロックが UTC （グリニッジ標準）時間に（グリニッジ標準）時間に
設定されているとシステムは見なします。設定されているとシステムは見なします。
         

 

 unsupported_hardware (任意任意)  

        インストーラーに対してインストーラーに対して Unsupported Hardware Detected アラートの抑制を指示します。こアラートの抑制を指示します。こ
のコマンドが含まれておらず、サポートされていないハードウェアが検出されると、インストールのコマンドが含まれておらず、サポートされていないハードウェアが検出されると、インストール
はこのアラートで停止します。はこのアラートで停止します。
       

 

 upgrade （任意）（任意）  

        新しいシステムをインストールするのではなく、既存のシステムをアップグレードするように新しいシステムをインストールするのではなく、既存のシステムをアップグレードするように
システムに指示します。インストールツリーの場所として、システムに指示します。インストールツリーの場所として、cdrom、、harddrive、、nfs、または、または url 
(FTP、、HTTP、および、および HTTPS)のいずれかを指定する必要があります。詳細は、のいずれかを指定する必要があります。詳細は、install を参照してを参照して
ください。ください。
       

 

 user (任意任意)  

        システム上で新規ユーザーを作成します。システム上で新規ユーザーを作成します。
       

user --name=<username> [--groups=<list>] [--homedir=<homedir>] [--password=<password>] [--
iscrypted] [--shell=<shell>] [--uid=<uid>]
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          --name= - ユーザーの名前を指定します。このオプションは必須です。ユーザーの名前を指定します。このオプションは必須です。
         

          --groups= - デフォルトグループの他に、ユーザーが所属する必要があるグループ名デフォルトグループの他に、ユーザーが所属する必要があるグループ名
のコンマ区切りリスト。このグループは、ユーザーアカウントの作成前に存在する必要があのコンマ区切りリスト。このグループは、ユーザーアカウントの作成前に存在する必要があ
ります。ります。
         

          --homedir= - ユーザーのホームディレクトリーです。指定しない場合、デフォルトはユーザーのホームディレクトリーです。指定しない場合、デフォルトは 
/home/ <username> ですです。。
         

          --password= - 新規ユーザーのパスワードを指定します。指定しないと、そのアカウ新規ユーザーのパスワードを指定します。指定しないと、そのアカウ
ントはデフォルトでロックされます。ントはデフォルトでロックされます。
         

          --iscrypted= - --password によって提供されたパスワードは暗号化されているかによって提供されたパスワードは暗号化されているか ?
         

          --shell= - ユーザーのログインシェルです。指定しないと、システムのデフォルトがデユーザーのログインシェルです。指定しないと、システムのデフォルトがデ
フォルトになります。フォルトになります。
         

          --uid= - ユーザーのユーザーの UID です。指定しないと、次に利用可能なシステム以外のです。指定しないと、次に利用可能なシステム以外の UID をを
デフォルトにします。デフォルトにします。
         

 

 VNC (任意任意)  

        VNC 経由でリモートでグラフィカルインストールを表示できます。テキストインストールには経由でリモートでグラフィカルインストールを表示できます。テキストインストールには
サイズと言語の制限があるため、通常はテキストモードよりもこの方法が推奨されます。オプショサイズと言語の制限があるため、通常はテキストモードよりもこの方法が推奨されます。オプショ
ンを指定しないと、このコマンドはパスワードなしでマシン上でンを指定しないと、このコマンドはパスワードなしでマシン上で VNC サーバーを起動し、リモートサーバーを起動し、リモート
マシンに接続するために実行する必要のあるコマンドを出力します。マシンに接続するために実行する必要のあるコマンドを出力します。
       

vnc [--host=<hostname>] [--port=<port>] [--password=<password>]

          --host= - インストールマシンでインストールマシンで VNC サーバーを起動する代わりに、指定のホスト名サーバーを起動する代わりに、指定のホスト名
でリッスンしているでリッスンしている VNC ビューアープロセスに接続します。ビューアープロセスに接続します。
         

          --port= - リモートリモート VNC ビューアープロセスがリッスンしているポートを指定しまビューアープロセスがリッスンしているポートを指定しま
す。指定しない場合、す。指定しない場合、anaconda はは VNC のデフォルトを使用します。のデフォルトを使用します。
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          --password= - VNC セッションへの接続に必要なパスワードを設定します。これはオセッションへの接続に必要なパスワードを設定します。これはオ
プションですが、推奨されます。プションですが、推奨されます。
         

 

 volgroup (任意任意)  

        を使用して、の構文で論理ボリューム管理を使用して、の構文で論理ボリューム管理(LVM)グループを作成します。グループを作成します。
       

volgroup <name> <partition> [options]

重要重要

         キックスタートを使用してキックスタートを使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合をインストールする場合
は、論理ボリュームまたはボリュームグループ名のダッシュは、論理ボリュームまたはボリュームグループ名のダッシュ(-")文字を使用しないで文字を使用しないで
ください。これを行うと、インストールは正常に終了しますが、文字は新たに作成さください。これを行うと、インストールは正常に終了しますが、文字は新たに作成さ
れたすべてのボリューム名とボリュームグループ名から削除されます。たとえば、ボれたすべてのボリューム名とボリュームグループ名から削除されます。たとえば、ボ
リュームグループリュームグループ volgrp- 01 を作成すると、その名前がを作成すると、その名前が volgrp01 に変更されます。に変更されます。
        

         この制限は、新規インストールにのみ適用されます。既存のインストールをこの制限は、新規インストールにのみ適用されます。既存のインストールを
アップグレードまたは再インストールし、以下で説明されているアップグレードまたは再インストールし、以下で説明されている --noformat オプオプ
ションを使用すると、ボリュームおよびボリュームグループ名で使用されるダッシュションを使用すると、ボリュームおよびボリュームグループ名で使用されるダッシュ
が保持されます。が保持されます。
        

        まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームまずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリューム
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
       

part pv.01 --size 3000
volgroup myvg pv.01
logvol / --vgname=myvg --size=2000 --name=rootvol

        volgroup の実行例の詳細については、の実行例の詳細については、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
       

        オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
       

          --noformat - 既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。
         

          --useexisting - 既存のボリュームグループを使用し、そのボリュームグループを再既存のボリュームグループを使用し、そのボリュームグループを再
フォーマットします。このオプションを使用する場合はフォーマットします。このオプションを使用する場合は partition は指定しないでくださは指定しないでくださ
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い。以下に例を示します。い。以下に例を示します。
         

          --pesize= - 物理エクステントのサイズを設定します。キックスタートインストールの物理エクステントのサイズを設定します。キックスタートインストールの
デフォルトサイズはデフォルトサイズは 4 MiB です。です。
         

          --reserved-space= - ボリュームグループで未使用のままにする領域のサイズ（メガボリュームグループで未使用のままにする領域のサイズ（メガ
バイト単位）を指定します。新しいボリュームグループを作成する場合にのみ使用できまバイト単位）を指定します。新しいボリュームグループを作成する場合にのみ使用できま
す。す。
         

          --reserved-percent= - 未使用のままにするボリュームグループ領域の合計の割合を指未使用のままにするボリュームグループ領域の合計の割合を指
定します。新しいボリュームグループを作成する場合にのみ使用できます。定します。新しいボリュームグループを作成する場合にのみ使用できます。
         

注記注記

         --reserved-space= オプションおよびオプションおよび --reserved-percent= オプションを使用すオプションを使用す
ると、ボリュームによって未使用のボリュームグループ領域の一部を残すことができると、ボリュームによって未使用のボリュームグループ領域の一部を残すことができ
ます。これにより、パーティション化中にます。これにより、パーティション化中に logvol --grow コマンドが使用されているコマンドが使用されている
場合でも、場合でも、LVM スナップショット用の領域を予約できます。スナップショット用の領域を予約できます。
        

 

 Winbind （任意）（任意）  

        Windows Active Directory またはまたは Windows ドメインコントローラーに接続するようにシステドメインコントローラーに接続するようにシステ
ムを設定します。指定したディレクトリーまたはドメインコントローラーからのユーザー情報にアムを設定します。指定したディレクトリーまたはドメインコントローラーからのユーザー情報にア
クセスし、サーバーの認証オプションを設定できます。クセスし、サーバーの認証オプションを設定できます。
       

          --enablewinbind - ユーザーアカウント設定に対してユーザーアカウント設定に対して winbind を有効にします。を有効にします。
         

          --disablewinbind - ユーザーアカウント設定のユーザーアカウント設定の winbind を無効にします。を無効にします。
         

          --enablewinbindauth - 認証用の認証用の windbindauth を有効にします。を有効にします。
         

          --disablewinbindauth - 認証用の認証用の windbindauth を無効にします。を無効にします。
         

volgroup rhel00 --useexisting --noformat
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          --enablewinbindoffline - オフラインログインを許可するようにオフラインログインを許可するように winbind を設定しまを設定しま
す。す。
         

          --disablewinbindoffline - オフラインログインを防ぐためにオフラインログインを防ぐために winbind を設定します。を設定します。
         

          --enablewinbindusedefaultdomain - ユーザー名にドメインのないユーザーがドメイユーザー名にドメインのないユーザーがドメイ
ンユーザーであることを仮定するようにンユーザーであることを仮定するように winbind を設定します。を設定します。
         

          --disablewinbindusedefaultdomain - ユーザー名にドメインのないユーザーがドメイユーザー名にドメインのないユーザーがドメイ
ンユーザーではないことを仮定するようにンユーザーではないことを仮定するように winbind を設定します。を設定します。
         

 

 xconfig (任意任意)  

        X Window System を設定します。を設定します。xconfig コマンドを含まないキックスタートファイルでコマンドを含まないキックスタートファイルで X 
Window System をインストールする場合は、インストール時にをインストールする場合は、インストール時に X 設定を手動で指定する必要があ設定を手動で指定する必要があ
ります。ります。
       

        このコマンドは、このコマンドは、X Window System をインストールしないキックスタートファイルで使用しをインストールしないキックスタートファイルで使用し
ないでください。ないでください。
       

          --driver - ビデオハードウェアに使用するビデオハードウェアに使用する X ドライバーを指定します。ドライバーを指定します。
         

          --videoram= - ビデオカードが持つビデオビデオカードが持つビデオ RAM の量を指定します。の量を指定します。
         

          --defaultdesktop= - GNOME またはまたは KDE を指定してデフォルトのデスクトップを設を指定してデフォルトのデスクトップを設
定します定します(GNOME デスクトップ環境またはデスクトップ環境または KDE デスクトップ環境がデスクトップ環境が %packagesを介してを介して
インストールされていると仮定インストールされていると仮定)。。
         

          --startxonboot - インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。
         

 

 zerombr (任意任意)  

        zerombr を指定すると、ディスク上で検出された無効なパーティションテーブルが初期化されを指定すると、ディスク上で検出された無効なパーティションテーブルが初期化され
ます。これにより無効なパーティションテーブルが含まれるディスクの内容がすべて破棄されまます。これにより無効なパーティションテーブルが含まれるディスクの内容がすべて破棄されま
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す。このコマンドは、以前に初期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行するす。このコマンドは、以前に初期化されたディスクを持つシステムで無人インストールを実行する
場合に必要です。場合に必要です。
       

        System z に固有：に固有： zerombr を指定すると、インストーラーに表示されるを指定すると、インストーラーに表示される DASD がまだ低レベがまだ低レベ
ルフォーマットされていないルフォーマットされていない DASD は、自動的には、自動的に dasdfmt でフォーマットされる低レベルの低レベでフォーマットされる低レベルの低レベ
ルになります。このコマンドでは、対話型インストール中のユーザー選択も行われませルになります。このコマンドでは、対話型インストール中のユーザー選択も行われませ
ん。ん。zerombr が指定されておらず、少なくともが指定されておらず、少なくとも 1 つの未フォーマットのつの未フォーマットの DASD がインストーラーにがインストーラーに
見えている場合、非対話的なキックスタートのインストールは失敗に終わります。見えている場合、非対話的なキックスタートのインストールは失敗に終わります。zerombr が指定が指定
されておらず、少なくともされておらず、少なくとも 1 つの未フォーマットのつの未フォーマットの DASD がインストーラーに見えている場合、がインストーラーに見えている場合、
ユーザーがすべての可視フォーマット済みユーザーがすべての可視フォーマット済み DASD のフォーマットに同意しない場合は、対話型インのフォーマットに同意しない場合は、対話型イン
ストールが終了します。この状況を回避するには、インストール中に使用するストールが終了します。この状況を回避するには、インストール中に使用する DASD のみをアクのみをアク
ティベートします。ティベートします。DASD は、インストール完了後にいつでも追加できます。は、インストール完了後にいつでも追加できます。
       

注記注記

         このコマンドは、以前はこのコマンドは、以前は zerombr yes として指定されていました。このフォーとして指定されていました。このフォー
ムは非推奨になりました。代わりにキックスタートファイルでムは非推奨になりました。代わりにキックスタートファイルで zerombr を指定するを指定する
だけです。だけです。
        

 

 zFCP (任意任意)  

        ファイバーチャネルデバイスファイバーチャネルデバイス(IBM System z)を定義します。を定義します。
       

        zfcp [--devnum=<devnum>] [--wwpn=<wwpn>] [--fcplun=<fcplun>] 
       

 

 %include (任意任意)   

        %include /path/to/file コマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコンコマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコン
テンツが、キックスタートファイルのテンツが、キックスタートファイルの %include コマンドの場所にあるかのように含めます。コマンドの場所にあるかのように含めます。
       

 

32.4.1. 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

      以下は、以下は、clearpart、、raid、、part、、volgroup、および、および logvol キックスタートオプションの動作を示すキックスタートオプションの動作を示す
単一の統合例です。単一の統合例です。
     

clearpart --drives=hda,hdc
zerombr
# Raid 1 IDE config
part raid.11    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hda
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part raid.12    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hda
part raid.13    --size 2000     --asprimary     --ondrive=hda
part raid.14    --size 8000                     --ondrive=hda
part raid.15    --size 16384 --grow             --ondrive=hda
part raid.21    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.22    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.23    --size 2000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.24    --size 8000                     --ondrive=hdc
part raid.25    --size 16384 --grow             --ondrive=hdc

# You can add --spares=x
raid /          --fstype ext3 --device md0 --level=RAID1 raid.11 raid.21
raid /safe      --fstype ext3 --device md1 --level=RAID1 raid.12 raid.22
raid swap       --fstype swap --device md2 --level=RAID1 raid.13 raid.23
raid /usr       --fstype ext3 --device md3 --level=RAID1 raid.14 raid.24
raid pv.01      --fstype ext3 --device md4 --level=RAID1 raid.15 raid.25

# LVM configuration so that we can resize /var and /usr/local later
volgroup sysvg pv.01
logvol /var             --vgname=sysvg  --size=8000     --name=var
logvol /var/freespace   --vgname=sysvg  --size=8000     --name=freespacetouse
logvol /usr/local       --vgname=sysvg  --size=1 --grow --name=usrlocal

      この高度な例では、この高度な例では、RAID を使用したを使用した LVM や、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディレクや、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディレク
トリーのサイズを変更できる機能が実装されています。トリーのサイズを変更できる機能が実装されています。
     

32.5. パッケージの選択パッケージの選択

警告警告

      %packages セクションにセクションに * を指定すると、キックスタートファイルを使用してを指定すると、キックスタートファイルを使用して
利用可能なすべてのパッケージをインストールできます。利用可能なすべてのパッケージをインストールできます。Red Hat では、このようでは、このよう
なインストールはサポートしていません。なインストールはサポートしていません。
     

      Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースでは、この機能はの以前のリリースでは、この機能は @Everything 
で提供されていましたが、このオプションはで提供されていましたが、このオプションは Red Hat Enterprise Linux 6 には含まには含ま
れていません。れていません。
     

     %packages コマンドを使用して、インストールするパッケージの一覧を表示するキックスタートコマンドを使用して、インストールするパッケージの一覧を表示するキックスタート
ファイルセクションを開始します（これはインストール専用です）。アップグレード中のパッケージのファイルセクションを開始します（これはインストール専用です）。アップグレード中のパッケージの
選択はサポートされていないためです。選択はサポートされていないためです。
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     パッケージは、パッケージは、グループグループ またはパッケージ名で指定できます。インストールプログラムは、関連すまたはパッケージ名で指定できます。インストールプログラムは、関連す
るパッケージを含む複数のグループを定義します。グループの一覧は、るパッケージを含む複数のグループを定義します。グループの一覧は、Red Hat Enterprise Linux 6.9 
インストールインストール DVD のの バリアントバリアント/repodata/comps-*.xml ファイルを参照してください。各グループにファイルを参照してください。各グループに
は、は、id、、user visibility value、、name、、description、、package list があります。グループがインストーがあります。グループがインストー
ルに選択されていると、パッケージ一覧でルに選択されていると、パッケージ一覧で mandatory とマークされたパッケージが常にインストールとマークされたパッケージが常にインストール
され、され、default とマークされたパッケージは、他で個別に除外されていない場合に限りインストールさとマークされたパッケージは、他で個別に除外されていない場合に限りインストールさ
れます。また、れます。また、optional とマークされたパッケージは、グループが選択されている場合でも、他で明確とマークされたパッケージは、グループが選択されている場合でも、他で明確
に含める必要があります。に含める必要があります。
    

     comps.xml ファイルで指定されるように、ファイルで指定されるように、@ 記号、スペース、次に完全なグループ名またはグルー記号、スペース、次に完全なグループ名またはグルー
ププ ID から行にから行に 1 つのグループを指定します。以下に例を示します。つのグループを指定します。以下に例を示します。
    

%packages
@X Window System
@Desktop
@Sound and Video

     Core グループおよびグループおよび Base グループは常にデフォルトで選択されるため、グループは常にデフォルトで選択されるため、%packages セクションセクション
で指定する必要はありません。で指定する必要はありません。
    

警告警告

      @Core グループを使用して最小インストールを実行する場合は、インストールグループを使用して最小インストールを実行する場合は、インストール
済みシステムにファイアウォール済みシステムにファイアウォール(iptables/ip6tables)は設定されません。これはセは設定されません。これはセ
キュリティーリスクになります。この問題を回避するには、以下のようにパッケーキュリティーリスクになります。この問題を回避するには、以下のようにパッケー
ジ選択にジ選択に authconfig パッケージおよびパッケージおよび system-config-firewall-base パッケージパッケージ
を追加します。これらのパッケージが存在する場合は、ファイアウォールが適切にを追加します。これらのパッケージが存在する場合は、ファイアウォールが適切に
設定されます。設定されます。
     

      ファイアウォールも設定する最小限のインストールのファイアウォールも設定する最小限のインストールの %packages セクションセクション
は、以下のようになります。は、以下のようになります。
     

      詳細は、詳細は、Red Hat カスタマーポータルカスタマーポータル  を参照してください。を参照してください。
     



%packages
@Core
authconfig
system-config-firewall-base
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     1 行に行に 1 エントリーで、名前で個別のパッケージを指定します。アスタリスクをワイルドカードとしエントリーで、名前で個別のパッケージを指定します。アスタリスクをワイルドカードとし
て使用し、エントリーのて使用し、エントリーの glob パッケージ名をパッケージ名を glob にすることができます。以下に例を示します。にすることができます。以下に例を示します。
    

sqlite
curl
aspell
docbook*

     docbook* エントリーには、ワイルドカードで表されるパターンに一致するパッケージエントリーには、ワイルドカードで表されるパターンに一致するパッケージ docbook-
dtds、、docbook-simple、および、および docbook-slides パッケージが含まれます。パッケージが含まれます。
    

     先頭のダッシュを使用して、インストールから除外するパッケージまたはグループを指定します。先頭のダッシュを使用して、インストールから除外するパッケージまたはグループを指定します。
以下に例を示します。以下に例を示します。
    

-@ Graphical Internet
-autofs
-ipa*fonts

重要重要

      32 ビットパッケージをビットパッケージを 64 ビットシステムにインストールするには、パッケージを構ビットシステムにインストールするには、パッケージを構
築する築する 32 ビットアーキテクチャーでパッケージ名を追加する必要があります。以下に例ビットアーキテクチャーでパッケージ名を追加する必要があります。以下に例
を示します。を示します。
     

glibc.i686

     キックスタートファイルを使用して、キックスタートファイルを使用して、* を指定して利用可能な全パッケージをインストールすると、を指定して利用可能な全パッケージをインストールすると、
インストール済みシステムにパッケージとファイルの競合が発生します。このような問題を引き起こすインストール済みシステムにパッケージとファイルの競合が発生します。このような問題を引き起こす
ことがわかっているパッケージはことがわかっているパッケージは @Conflicts (バリアントバリアント) グループに割り当てられます。グループに割り当てられます。バリアントバリアント 
は、は、Client、、ComputeNode、、Server、または、または Workstation です。キックスタートファイルでです。キックスタートファイルで * を指定を指定
した場合は、した場合は、@Conflicts (バリアントバリアント) を除外してください。そうしないと、インストールに失敗しまを除外してください。そうしないと、インストールに失敗しま
す。す。
    

*
-@Conflicts (Server)

     @Conflicts (バリアントバリアント) を除外しても、キックスタートファイルでのを除外しても、キックスタートファイルでの * の使用はサポートされないの使用はサポートされない
ことに注意してください。ことに注意してください。
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     セクションはセクションは %end コマンドで終了する必要があります。コマンドで終了する必要があります。
    

     %packages オプションでは、以下のオプションを使用できます。オプションでは、以下のオプションを使用できます。
    

--nobase

        @Base グループをインストールしないでください。このオプションを使用して、シングル目的グループをインストールしないでください。このオプションを使用して、シングル目的
サーバーやデスクトップアプライアンスなど、最小限のインストールを実行します。サーバーやデスクトップアプライアンスなど、最小限のインストールを実行します。
       

 

 --nocore 

        @Core パッケージグループのインストールを無効にします。これを使用しない場合は、デフォパッケージグループのインストールを無効にします。これを使用しない場合は、デフォ
ルトでインストールされます。ルトでインストールされます。--nocore でのでの @Core パッケージグループの無効化は、軽量コンテパッケージグループの無効化は、軽量コンテ
ナーの作成にのみ使用してください。ナーの作成にのみ使用してください。--nocore を指定してデスクトップやサーバーのシステムをイを指定してデスクトップやサーバーのシステムをイ
ンストールすると、システムが使用できなくなります。ンストールすると、システムが使用できなくなります。 
        

注記注記

            @Core パッケージグループ内のパッケージを、パッケージグループ内のパッケージを、-@Core を使用してを使用して
除外することはできません。除外することはできません。@Core パッケージグループを除外する唯一の方パッケージグループを除外する唯一の方
法は、法は、--nocore オプションを使用することです。オプションを使用することです。
           

            @Core パッケージグループは、作業パッケージグループは、作業 system のインストールに必要のインストールに必要
なパッケージの最小セットとして定義されています。これは、パッケージなパッケージの最小セットとして定義されています。これは、パッケージ ママ
ニフェストニフェスト およびおよび 対象範囲の詳細対象範囲の詳細 で定義されているコアパッケージには関で定義されているコアパッケージには関
係ありません。係ありません。
           

       

 

--ignoredeps

        --ignoredeps オプションが非推奨になりました。依存関係は、現時点では毎回自動的に解決さオプションが非推奨になりました。依存関係は、現時点では毎回自動的に解決さ
れます。れます。
       

 

--ignoremissing

        インストールを停止する代わりに、足りないパッケージやグループを無視して、インストールインストールを停止する代わりに、足りないパッケージやグループを無視して、インストール
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を中断するか、または続行するかを尋ねます。以下に例を示します。を中断するか、または続行するかを尋ねます。以下に例を示します。
       

%packages --ignoremissing

 

32.6. インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

     ks.cfg の解析直後に、システムで実行するコマンドを追加できます。このセクションは、の解析直後に、システムで実行するコマンドを追加できます。このセクションは、「キック「キック
スタートのオプション」スタートのオプション」 に記載されているキックスタートコマンドの後、キックスタートファイルの終に記載されているキックスタートコマンドの後、キックスタートファイルの終
わりの方に配置し、わりの方に配置し、%pre コマンドで開始し、コマンドで開始し、%end コマンドで終了する必要があります。キックスコマンドで終了する必要があります。キックス
タートファイルにタートファイルに %post セクションも含まれる場合、セクションも含まれる場合、%pre セクションとセクションと %post セクションの順序はセクションの順序は
重要ではありません。設定ファイルの例は、重要ではありません。設定ファイルの例は、「キックスタートの例」「キックスタートの例」 を参照してください。を参照してください。
    

注記注記

      キックスタートのインストール前のスクリプトセクションは、複数のインストールツキックスタートのインストール前のスクリプトセクションは、複数のインストールツ
リーまたはソースメディアを管理リーまたはソースメディアを管理 できませんできません。インストール前のスクリプトはインス。インストール前のスクリプトはインス
トールプロセスの第トールプロセスの第 2 段階で行われるため、作成した段階で行われるため、作成した ks.cfg ファイルごとにこの情報をファイルごとにこの情報を
含める必要があります。含める必要があります。
     

     %pre セクションのネットワークにアクセスできますが、この時点ではセクションのネットワークにアクセスできますが、この時点では name サービスサービス は設定されは設定され
ていないため、ていないため、IP アドレスのみが機能します。アドレスのみが機能します。
    

     最も一般的に使用されるコマンドのみがインストール前の環境で利用できます。最も一般的に使用されるコマンドのみがインストール前の環境で利用できます。
    

     arping,awk,basename,bash,bunzip2,bzcat,cat,chattr,chgrp,chmod,chown,chroot,chvt, 
clear,cp,cpio,cut,date,dd,df,dirname,dmesg,du,e2fsck,e2label,echo,egrep, 
eject,env,expr,false,fdisk,fgrep,find,fsck,fsck.ext2,fsck.ext3,ftp,grep,gunzip, 
gzip,hdparm,head,hostname,hwclock,ifconfig,insmod,ip,ipcalc,kill,killall,less,ln,load_policy, 
login,losetup,ls,lsattr,lsmod,lvm,md5sum,mkdir,mke2fs,mkfs.ext2,mkfs.ext3,mknod, 
mkswap,mktemp,modprobe,more,mount,mt,mv,nslookup,openvt,pidof,ping,ps,pwd,readlink, 
rm,rmdir,rmmod,route,rpm,sed,sh,sha1sum,sleep,sort,swapoff,swapon,sync,tail, , 
tar,tee,telnet,top,touch,true,tune2fs,umount,uniq,vconfig,vi,wc,wget,wipefs, xargs、、zcat.
    

注記注記

      pre-install スクリプトは、変更ルート環境では実行されません。スクリプトは、変更ルート環境では実行されません。
     

--interpreter /usr/bin/python
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        Python などの別のスクリプト言語を指定できます。などの別のスクリプト言語を指定できます。 /usr/bin/python は、任意のスクリプト言は、任意のスクリプト言
語に置き換えます。語に置き換えます。
       

 

32.7. インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

     インストールが完了したら、システムで実行するコマンドを追加するオプションがあります。このインストールが完了したら、システムで実行するコマンドを追加するオプションがあります。この
セクションは、セクションは、「キックスタートのオプション」「キックスタートのオプション」 に記載されているキックスタートコマンドの後、キッに記載されているキックスタートコマンドの後、キッ
クスタートファイルの終わりの方に配置し、クスタートファイルの終わりの方に配置し、%post コマンドで開始し、コマンドで開始し、%end コマンドで終了する必要コマンドで終了する必要
があります。キックスタートファイルにがあります。キックスタートファイルに %pre セクションも含まれる場合、セクションも含まれる場合、%pre セクションとセクションと %post 
セクションの順序は重要ではありません。設定ファイルの例は、セクションの順序は重要ではありません。設定ファイルの例は、「キックスタートの例」「キックスタートの例」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

     このセクションは、追加のソフトウェアのインストールや追加のネームサーバーの設定などの機能このセクションは、追加のソフトウェアのインストールや追加のネームサーバーの設定などの機能
に役立ちます。に役立ちます。
    

注記注記

      ネームサーバーを含む静的ネームサーバーを含む静的 IP 情報でネットワークを設定している場合は、ネット情報でネットワークを設定している場合は、ネット
ワークにアクセスして、ワークにアクセスして、%post セクションでセクションで IP アドレスを解決できます。ネットワークアドレスを解決できます。ネットワーク
をを DHCP 用に設定した場合、インストールで用に設定した場合、インストールで %post セクションを実行するセクションを実行する
と、と、/etc/resolv.conf ファイルは完了していません。ネットワークにはアクセスできますファイルは完了していません。ネットワークにはアクセスできます
が、が、IP アドレスは解決できません。したがって、アドレスは解決できません。したがって、DHCP を使用している場合は、を使用している場合は、%post 
セクションにセクションに IP アドレスを指定する必要があります。アドレスを指定する必要があります。
     

注記注記

      インストール後のスクリプトはインストール後のスクリプトは chroot 環境で実行するため、インストールメディア環境で実行するため、インストールメディア
からスクリプトやからスクリプトや RPM をコピーするなどの作業は機能しません。をコピーするなどの作業は機能しません。
     

--nochroot

        chroot 環境外で実行するコマンドを指定できます。環境外で実行するコマンドを指定できます。
       

        以下の例では、ファイル以下の例では、ファイル /etc/resolv.conf をインストールされたばかりのファイルシステムにをインストールされたばかりのファイルシステムに
コピーします。コピーします。
       

%post --nochroot
cp /etc/resolv.conf /mnt/sysimage/etc/resolv.conf
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--interpreter /usr/bin/python

        Python などの別のスクリプト言語を指定できます。などの別のスクリプト言語を指定できます。 /usr/bin/python は、任意のスクリプト言は、任意のスクリプト言
語に置き換えます。語に置き換えます。
       

 

--log /path/to/logfile

        インストール後のスクリプトの出力をログに記録します。ログファイルのパスは、インストール後のスクリプトの出力をログに記録します。ログファイルのパスは、--nochroot 
オプションを使用しているかどうかを考慮に入れる必要があることに注意してください。オプションを使用しているかどうかを考慮に入れる必要があることに注意してください。--
nochroot がない場合の例を示します。がない場合の例を示します。
       

%post --log=/root/ks-post.log

        --nochroot:
       

%post --nochroot --log=/mnt/sysimage/root/ks-post.log

 

32.8. キックスタートの例キックスタートの例

32.8.1. インストール時にホスト名を対話的に設定します。インストール時にホスト名を対話的に設定します。

      以下の例は、インストール時にシステムのホスト名を対話的に設定する方法を説明します。以下の例は、インストール時にシステムのホスト名を対話的に設定する方法を説明します。%pre 
スクリプトは、インストール済みシステムのホスト名の入力を要求します。スクリプトは、インストール済みシステムのホスト名の入力を要求します。%post スクリプトは、ユースクリプトは、ユー
ザーの入力に従ってネットワークを設定します。ザーの入力に従ってネットワークを設定します。
     

%pre
chvt 3
exec </dev/tty3> /dev/tty3
clear
## Query for hostname, then write it to 'network' file
read -p "
What is my hostname (FQDN)? (This will be set on eth0)
" NAME /dev/tty3 2>&1
echo "NETWORKING=yes" > network
echo "HOSTNAME=${NAME}" >> network
echo "DEVICE=eth0" > ifcfg-eth0
echo "BOOTPROTO=dhcp" >> ifcfg-eth0
echo "ONBOOT=yes" >> ifcfg-eth0
echo "DHCP_HOSTNAME=${NAME} " >> ifcfg-eth0
cat ifcfg-eth0
chvt 1
exec < /dev/tty1 > /dev/tty1
%end
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%post --nochroot
# bring in hostname collected from %pre, then source it
cp -Rvf network /mnt/sysimage/etc/sysconfig/network
# Set-up eth0 with hostname
cp ifcfg-eth0 /mnt/sysimage/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0
# force hostname change
/mnt/sysimage/bin/hostname $HOSTNAME
%end

32.8.2. NFS 共有の登録とマウント共有の登録とマウント

      システムをシステムを Red Hat Subscription Management サーバーに登録します（この例では、ローカルのサーバーに登録します（この例では、ローカルの 
Subscription Asset Manager サーバー）。サーバー）。
     

%post --log=/root/ks-post.log
/usr/sbin/subscription-manager register --username=admin@example.com --password=secret 
--serverurl=sam-server.example.com --org="Admin Group" --environment="Dev"
%end

      NFS 共有から共有から runme という名前のスクリプトを実行します。という名前のスクリプトを実行します。
     

mkdir /mnt/temp
mount -o nolock 10.10.0.2:/usr/new-machines /mnt/temp
openvt -s -w -- /mnt/temp/runme
umount /mnt/temp

      キックスタートモードではキックスタートモードでは NFS ファイルのロックに対応してファイルのロックに対応して いないいない ため、ため、NFS マウントをマウンマウントをマウン
トする際にトする際に -o nolock が必要になります。が必要になります。
     

32.8.3. RHN Classic へのシステムの登録へのシステムの登録

      rhnreg_ks コマンドは、システムをコマンドは、システムを Red Hat Network に登録するためのユーティリティーです。非に登録するためのユーティリティーです。非
対話的な環境（キックスタートスタイルのインストールなど）で使用するように設計されています。す対話的な環境（キックスタートスタイルのインストールなど）で使用するように設計されています。す
べての情報は、コマンドラインまたは標準入力べての情報は、コマンドラインまたは標準入力(stdin)で指定できます。このコマンドは、アクティベーで指定できます。このコマンドは、アクティベー
ションキーを作成し、キーを使用してシステムを登録する場合に使用します。ションキーを作成し、キーを使用してシステムを登録する場合に使用します。
     

      rhnreg_ks を使用してシステムを自動的に登録する方法は、ナレッジベースの記事を使用してシステムを自動的に登録する方法は、ナレッジベースの記事 を参照してを参照して 
https://access.redhat.com/solutions/876433 ください。ください。
     

32.8.4. インストール後のスクリプトでインストール後のスクリプトで subscription-manager を実行するを実行する

      subscription-manager コマンドラインスクリプトにより、システムがコマンドラインスクリプトにより、システムが Red Hat Subscription 
Management サーバー（カスタマーポータルサブスクリプション管理、サブスクリプションアセットサーバー（カスタマーポータルサブスクリプション管理、サブスクリプションアセット
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マネージャー、またはマネージャー、または CloudForms System Engine）に登録されます。このスクリプトは、システム）に登録されます。このスクリプトは、システム
に最も適したサブスクリプションを、自動的に割り当てたり、に最も適したサブスクリプションを、自動的に割り当てたり、アタッチアタッチ したりするために使用できましたりするために使用できま
す。す。
     

      カスタマーポータルに登録する場合は、カスタマーポータルに登録する場合は、Red Hat ネットワークログイン認証情報を使用します。ネットワークログイン認証情報を使用します。
Subscription Asset Manager またはまたは CloudForms System Engine に登録する場合は、ローカル管理に登録する場合は、ローカル管理
者が作成したユーザーアカウントを使用します。者が作成したユーザーアカウントを使用します。
     

      登録コマンドで追加オプションを使用してシステムに適したサービスレベルを設定し、また特定の登録コマンドで追加オプションを使用してシステムに適したサービスレベルを設定し、また特定の
オペレーティングシステムのバージョンに対する更新やエラータを制限できます。オペレーティングシステムのバージョンに対する更新やエラータを制限できます。
     

%post --log=/root/ks-post.log
/usr/sbin/subscription-manager register --username=admin@example.com --password=secret 
--serverurl=sam-server.example.com --org="Admin Group" --environment="Dev" --
servicelevel=standard --release="6.6"
%end

      subscription-manager の使用に関する詳細は、ナレッジベースの記事（）の使用に関する詳細は、ナレッジベースの記事（） 
https://access.redhat.com/solutions/748313 を参照してください。を参照してください。
     

32.8.5. パーティションレイアウトの変更パーティションレイアウトの変更

      以下の以下の %pre スクリプトの例では、システムにドライブがスクリプトの例では、システムにドライブが 2 つあるかどうかに応じて、異なるパーつあるかどうかに応じて、異なるパー
ティションコマンドのセットが生成されます。ティションコマンドのセットが生成されます。
     

%pre
#!/bin/sh
hds=""
mymedia=""
for file in /proc/ide/h* do
 mymedia=`cat $file/media`
 if [ $mymedia == "disk" ] ; then
  hds="$hds `basename $file`"
 fi
done
set $hds
numhd=`echo $#`
drive1=`echo $hds | cut -d' ' -f1`
drive2=`echo $hds | cut -d' ' -f2`
#Write out partition scheme based on whether there are 1 or 2 hard drives
if [ $numhd == "2" ] ; then
 #2 drives
 echo "#partitioning scheme generated in %pre for 2 drives" > /tmp/part-include
 echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
 echo "zerombr" >> /tmp/part-include
 echo "part /boot --fstype ext3 --size 75 --ondisk hda" >> /tmp/part-include
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 echo "part / --fstype ext3 --size 1 --grow --ondisk hda" >> /tmp/part-include
 echo "part swap --recommended --ondisk $drive1" >> /tmp/part-include
 echo "part /home --fstype ext3 --size 1 --grow --ondisk hdb" >> /tmp/part-include
else
 #1 drive
 echo "#partitioning scheme generated in %pre for 1 drive" > /tmp/part-include
 echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
 echo "part /boot --fstype ext3 --size 75" >> /tmp/part-include
 echo "part swap --recommended" >> /tmp/part-include
 echo "part / --fstype ext3 --size 2048" >> /tmp/part-include
 echo "part /home --fstype ext3 --size 2048 --grow" >> /tmp/part-include
fi
%end

      %pre スクリプトの後に以下の行を追加してから、上記のスクリプトで生成されたコマンドを実行スクリプトの後に以下の行を追加してから、上記のスクリプトで生成されたコマンドを実行
するようにキックスタートに指示します。するようにキックスタートに指示します。
     

%include /tmp/part-include

32.9. キックスタートファイルの準備キックスタートファイルの準備

     キックスタートファイルは以下のいずれかの場所に配置する必要があります。キックスタートファイルは以下のいずれかの場所に配置する必要があります。
    

       フロッピーディスク、光学ディスク、フロッピーディスク、光学ディスク、USB フラッシュドライブなどのリムーバブルメディフラッシュドライブなどのリムーバブルメディ
アア
      

       ハードドライブ上ハードドライブ上
      

       ネットワーク上ネットワーク上
      

     通常、キックスタートファイルはリムーバブルメディアまたはハードドライブにコピーされるか、通常、キックスタートファイルはリムーバブルメディアまたはハードドライブにコピーされるか、
ネットワーク上で利用できるようになります。ネットワークベースのアプローチで最もよく使用されまネットワーク上で利用できるようになります。ネットワークベースのアプローチで最もよく使用されま
す。ほとんどのキックスタートインストールはネットワークコンピューターで実行する傾向があるためす。ほとんどのキックスタートインストールはネットワークコンピューターで実行する傾向があるため
です。です。
    

     以下のセクションでは、キックスタートファイルを配置する場所について詳細に説明します。以下のセクションでは、キックスタートファイルを配置する場所について詳細に説明します。
    

32.9.1. キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

      Red Hat が提供するブートメディアを変更してキックスタートファイルを追加し、システムの起動が提供するブートメディアを変更してキックスタートファイルを追加し、システムの起動
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時に自動的に読み込む場合は、以下の手順に従ってください。この手順は、時に自動的に読み込む場合は、以下の手順に従ってください。この手順は、AMD システムおよびシステムおよび Intel 
システムシステム(x86 およびおよび x86_64)でのみ機能することに注意してください。また、この手順にはでのみ機能することに注意してください。また、この手順には  
genisoimage パッケージおよびパッケージおよび isomd5sum パッケージが必要です。これらのパッケージはパッケージが必要です。これらのパッケージは Red Hat 
Enterprise Linux で利用できますが、別のシステムを使用する場合は、使用するコマンドを調整する必で利用できますが、別のシステムを使用する場合は、使用するコマンドを調整する必
要がある場合があります。要がある場合があります。
     

注記注記

       ディスケットベースの起動は、ディスケットベースの起動は、Red Hat Enterprise Linux ではサポートされなくなではサポートされなくな
りました。インストールでは、起動にりました。インストールでは、起動に CD-ROM またはフラッシュメモリー製品を使用すまたはフラッシュメモリー製品を使用す
る必要があります。ただし、キックスタートファイルは、引き続きディスクレスの最上る必要があります。ただし、キックスタートファイルは、引き続きディスクレスの最上
位ディレクトリーに存在する可能性があるため、位ディレクトリーに存在する可能性があるため、ks.cfg という名前にする必要がありまという名前にする必要がありま
す。個別の起動メディアが必要です。す。個別の起動メディアが必要です。
      

手順手順32.1 ブートメディアへのキックスタートファイルの追加ブートメディアへのキックスタートファイルの追加

       手順を開始する前に、手順を開始する前に、1章章Obtaining Red Hat Enterprise Linux の説明に従って、ブートの説明に従って、ブート ISO イイ
メージメージ(boot.iso またはバイナリーまたはバイナリー DVD)をダウンロードし、作業用のキックスタートファイルを作成しをダウンロードし、作業用のキックスタートファイルを作成し
ていることを確認してください。ていることを確認してください。
      

1. 
        ダウンロードしたダウンロードした ISO イメージをマウントします。イメージをマウントします。
       

# mount /path/to/image.iso /mnt/iso

2. 
        ISO イメージを、システム内の作業ディレクトリーに展開します。イメージを、システム内の作業ディレクトリーに展開します。
       

# cp -pRf /mnt/iso /tmp/workdir

3. 
        マウントされたイメージをアンマウントします。マウントされたイメージをアンマウントします。
       

# umount /mnt/iso

4. 
        イメージのコンテンツは、作業ディレクトリーのイメージのコンテンツは、作業ディレクトリーの iso/ ディレクトリーに配置されます。ディレクトリーに配置されます。
キックスタートファイルキックスタートファイル(ks.cfg)をを iso/ ディレクトリーに追加します。ディレクトリーに追加します。
       

# cp /path/to/ks.cfg /tmp/workdir/iso

5. 
        iso/ ディレクトリー内でディレクトリー内で isolinux/isolinux.cfg 設定ファイルを開きます。このファイル設定ファイルを開きます。このファイル
は、起動メニューに表示されるすべてのメニューオプションを決定します。単一のメニューエは、起動メニューに表示されるすべてのメニューオプションを決定します。単一のメニューエ
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ントリーは以下のように定義されます。ントリーは以下のように定義されます。
       

        で始まる行にで始まる行に ks= 起動オプションを起動オプションを 追加します追加します。構文は、。構文は、ISO イメージを起動する計画イメージを起動する計画
によって異なります。たとえば、によって異なります。たとえば、CD またはまたは DVD からの起動を計画している場合からの起動を計画している場合
は、は、ks=cdrom:/ks.cfg を使用します。可能なソースと、その設定に使用する構文の一覧を使用します。可能なソースと、その設定に使用する構文の一覧
は、は、「キックスタートを使用したインストールの自動化」「キックスタートを使用したインストールの自動化」 を参照してください。を参照してください。
       

6. 
        iso/ ディレクトリーのディレクトリーの genisoimage を使用して、変更内容を含む新しい起動可能なを使用して、変更内容を含む新しい起動可能な ISO 
イメージを作成します。イメージを作成します。
       

# genisoimage -U -r -v -T -J -joliet-long -V "RHEL-6.9" -volset "RHEL-6.9" -A "RHEL-6.9" -b 
isolinux/isolinux.bin -c isolinux/boot.cat -no-emul-boot -boot-load-size 4 -boot-info-table -
eltorito-alt-boot -e images/efiboot.img -no-emul-boot -o ../NEWISO.iso .

        このコマンドで、作業ディレクトリーにこのコマンドで、作業ディレクトリーに NEWISO.iso という名前のファイルを作成しますという名前のファイルを作成します
( iso/ ディレクトリーの上にディレクトリーの上に 1 つのディレクトリーつのディレクトリー)。。
       

重要重要

         ディスクラベルを使用してディスクラベルを使用して isolinux.cfg のデバイスを参照する場合（例：のデバイスを参照する場合（例： 
ks=hd:LABEL=RHEL-6.9/ks.cfg ）、ラベルが作成する新しい）、ラベルが作成する新しい ISO のラベルとのラベルと
一致することを確認してください。また、ブートローダー設定では、ラベルのス一致することを確認してください。また、ブートローダー設定では、ラベルのス
ペースをペースを \x20 に置き換える必要があることに注意してください。に置き換える必要があることに注意してください。
        

7. 
        md5 チェックサムを新しいチェックサムを新しい ISO イメージに埋め込みます。イメージに埋め込みます。
       

# implantisomd5 ../NEWISO.iso

      上記の手順を完了すると、新しいイメージをブートメディアに切り替える準備が整います。手順上記の手順を完了すると、新しいイメージをブートメディアに切り替える準備が整います。手順
は、は、2章章メディアの作成メディアの作成 を参照してください。を参照してください。
     

      pen ベースのフラッシュメモリーのキックスタートインストールを実行するには、キックスタートベースのフラッシュメモリーのキックスタートインストールを実行するには、キックスタート
ファイルにファイルに ks.cfg という名前を付け、フラッシュメモリーの最上位ディレクトリーに置く必要がありという名前を付け、フラッシュメモリーの最上位ディレクトリーに置く必要があり

label linux
  menu label ^Install or upgrade an existing system
  menu default
  kernel vmlinuz
  append initrd=initrd.img
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ます。キックスタートファイルは、起動メディアとは別のフラッシュメモリードライブ上にある必要がます。キックスタートファイルは、起動メディアとは別のフラッシュメモリードライブ上にある必要が
あります。あります。
     

      キックスタートインストールを開始するには、作成したブートメディアを使用してシステムを起動キックスタートインストールを開始するには、作成したブートメディアを使用してシステムを起動
し、し、ks= 起動オプションを使用して、起動オプションを使用して、USB ドライブを含むデバイスを指定します。ドライブを含むデバイスを指定します。ks= 起動オプショ起動オプショ
ンの詳細は、ンの詳細は、「キックスタートを使用したインストールの自動化」「キックスタートを使用したインストールの自動化」 を参照してください。を参照してください。
     

      rhel-バリアントバリアント(バージョンバージョン-アーキテクチャーアーキテクチャー-boot.iso イメージファイルイメージファイル)を使用してブートを使用してブート USB 
メディアを作成する方法は、メディアを作成する方法は、「最小ブートメディアの作成」「最小ブートメディアの作成」 を参照してください。を参照してください。 これは、これは、Red Hat 
カスタマーポータルのカスタマーポータルの Software & Download Center からダウンロードできます。からダウンロードできます。
     

注記注記

       ブート用のブート用の USB フラッシュドライブの作成は可能ですが、システムハードウェアのフラッシュドライブの作成は可能ですが、システムハードウェアの  
BIOS 設定に大きく依存しています。お使いのハードウェアの製造元を参照して、システ設定に大きく依存しています。お使いのハードウェアの製造元を参照して、システ
ムが代替デバイスへの起動に対応しているかどうかを確認します。ムが代替デバイスへの起動に対応しているかどうかを確認します。
      

32.9.2. ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備

      システム管理者は、多くのネットワークコンピューターへのインストールを迅速かつ簡単に自動化システム管理者は、多くのネットワークコンピューターへのインストールを迅速かつ簡単に自動化
できるため、キックスタートを使用したネットワークインストールは非常に一般的です。一般的に最もできるため、キックスタートを使用したネットワークインストールは非常に一般的です。一般的に最も
一般的に使用される方法は、管理者がローカルネットワーク上の一般的に使用される方法は、管理者がローカルネットワーク上の BOOTP/DHCP サーバーとサーバーと NFS サーサー
バーの両方を指定することです。バーの両方を指定することです。BOOTP/DHCP サーバーはクライアントシステムにネットワーク情報サーバーはクライアントシステムにネットワーク情報
を提供するのに使用します。一方、インストール中に使用される実際のファイルはを提供するのに使用します。一方、インストール中に使用される実際のファイルは NFS サーバーにサーバーに
よって提供されます。多くの場合、これらよって提供されます。多くの場合、これら 2 つのサーバーは同じ物理マシンで実行されますが、必須でつのサーバーは同じ物理マシンで実行されますが、必須で
はありません。はありません。
     

      pxelinux.cfg/default ファイルのターゲットのファイルのターゲットの 追加追加 行に行に ks カーネル起動オプションを指定して、カーネル起動オプションを指定して、
ネットワーク上のキックスタートファイルの場所を指定します。ネットワーク上のキックスタートファイルの場所を指定します。pxelinux.cfg/default ファイルのファイルの ks オオ
プションの構文は、起動プロンプトで使用したときの構文と同じです。構文の説明は、プションの構文は、起動プロンプトで使用したときの構文と同じです。構文の説明は、「キックスター「キックスター
トインストールの開始」トインストールの開始」 を参照してください。を参照してください。追加追加 行の例は、行の例は、例例32.1「「pxelinux.cfg/default ファイルファイル
でで ks オプションを使用する」オプションを使用する」 を参照してください。を参照してください。
     

      DHCP サーバーのサーバーの dhcpd.conf ファイルがファイルが BOOTP サーバーのサーバーの /var/lib/tftpboot/pxelinux.0 を指すを指す
ように設定されている場合（同じ物理マシン上にあるかどうかに関係なく）、ネットワーク経由で起動ように設定されている場合（同じ物理マシン上にあるかどうかに関係なく）、ネットワーク経由で起動
するように設定されているシステムはキックスタートファイルを読み込み、インストールを開始できまするように設定されているシステムはキックスタートファイルを読み込み、インストールを開始できま
す。す。
     

例例32.1 pxelinux.cfg/default ファイルでファイルで ks オプションを使用するオプションを使用する

       たとえば、たとえば、foo.ks がが 192.168.0.200:/export/kickstart/ にあるにある NFS 共有で利用可能なキックス共有で利用可能なキックス
タートタート ファイルである場合、ファイルである場合、pxelinux.cfg/default ファイルに含まれる場合があります。ファイルに含まれる場合があります。
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label 1
  kernel RHEL6/vmlinuz
  append initrd=RHEL6/initrd.img ramdisk_size=10000 
ks=nfs:192.168.0.200:/export/kickstart/foo.ks

32.10. インストールツリーの準備インストールツリーの準備

     キックスタートインストールは、キックスタートインストールは、インストールツリーインストールツリー にアクセスする必要があります。インストーにアクセスする必要があります。インストー
ルツリーは、同じディレクトリー構造を持つバイナリールツリーは、同じディレクトリー構造を持つバイナリー Red Hat Enterprise Linux DVD のコピーでのコピーで
す。す。
    

     DVD ベースのインストールを実行する場合は、キックスタートインストールを開始する前に、ベースのインストールを実行する場合は、キックスタートインストールを開始する前に、Red 
Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD をコンピューターに挿入します。をコンピューターに挿入します。
    

     ハードドライブのインストールを実行している場合は、バイナリーハードドライブのインストールを実行している場合は、バイナリー Red Hat Enterprise Linux DVD 
のの ISO イメージがコンピューター内のハードドライブ上にあることを確認してください。イメージがコンピューター内のハードドライブ上にあることを確認してください。
    

     ネットワークベースネットワークベース(NFS、、FTP、または、または HTTP)のインストールを実行している場合は、ネットワーのインストールを実行している場合は、ネットワー
ク経由でインストールツリーまたはク経由でインストールツリーまたは ISO イメージを利用できるようにする必要があります。詳細イメージを利用できるようにする必要があります。詳細
は、は、「ネットワークからのインストールの準備」「ネットワークからのインストールの準備」 を参照してください。を参照してください。
    

32.11. キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

重要重要

      firstboot は、デスクトップとは、デスクトップと X Window System がインストールに含まれ、グラがインストールに含まれ、グラ
フィカルログインが有効でない限り、キックスタートファイルからシステムをインスフィカルログインが有効でない限り、キックスタートファイルからシステムをインス
トールした後には実行されません。キックスタートファイルから追加のシステムをイントールした後には実行されません。キックスタートファイルから追加のシステムをイン
ストールする前に、キックスタートファイルでストールする前に、キックスタートファイルで user オプションを使用してユーザーを指オプションを使用してユーザーを指
定するか（詳細は定するか（詳細は 「キックスタートのオプション」「キックスタートのオプション」 を参照してください）、を参照してください）、root で仮想で仮想
コンソールでインストール済みのシステムにログインし、コンソールでインストール済みのシステムにログインし、adduser コマンドでユーザーコマンドでユーザー
を追加します。を追加します。
     

     キックスタートインストールを開始するには、作成したブートメディアまたはキックスタートインストールを開始するには、作成したブートメディアまたは Red Hat Enterprise 
Linux DVD からシステムを起動し、起動プロンプトで特別な起動コマンドを入力する必要がありまからシステムを起動し、起動プロンプトで特別な起動コマンドを入力する必要がありま
す。す。ks コマンドライン引数がカーネルに渡されると、インストールプログラムはキックスタートファコマンドライン引数がカーネルに渡されると、インストールプログラムはキックスタートファ
イルを検索します。イルを検索します。
    

 DVD およびローカルストレージおよびローカルストレージ  
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        linux ks= コマンドは、コマンドは、ks.cfg ファイルがローカルストレージのファイルがローカルストレージの vfat またはまたは ext2 ファイルシファイルシ
ステムにあり、ステムにあり、Red Hat Enterprise Linux DVD から起動する場合にも機能します。から起動する場合にも機能します。
       

 

ドライバーディスクの場合ドライバーディスクの場合

        キックスタートでドライバーディスクを使用する必要がある場合は、キックスタートでドライバーディスクを使用する必要がある場合は、dd オプションも指定しまオプションも指定しま
す。たとえば、インストールでローカルのハードドライブのキックスタートファイルが必要で、ドす。たとえば、インストールでローカルのハードドライブのキックスタートファイルが必要で、ド
ライバーディスクも必要な場合は、以下を使用してシステムを起動します。ライバーディスクも必要な場合は、以下を使用してシステムを起動します。
       

linux ks=hd:partition:/path/ks.cfg dd

 

 CD-ROM の起動の起動  

        「キックスタートブートメディアの作成」「キックスタートブートメディアの作成」 で説明されているように、キックスタートファイルで説明されているように、キックスタートファイル
がブートがブート CD-ROM にある場合は、システムににある場合は、システムに CD-ROM を挿入し、システムを起動し、を挿入し、システムを起動し、boot: プロプロ
ンプトで以下のコマンドを入力しますンプトで以下のコマンドを入力します( ks.cfg はキックスタートファイルの名前に置き換えますはキックスタートファイルの名前に置き換えます)。。
       

linux ks=cdrom:/ks.cfg

 

     キックスタートインストールを開始するその他のオプションは以下のとおりです。キックスタートインストールを開始するその他のオプションは以下のとおりです。
    

askmethod

        システムでシステムで Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD が検出されても、インストールソーが検出されても、インストールソー
スを選択するようにユーザーに求めるプロンプトを表示します。スを選択するようにユーザーに求めるプロンプトを表示します。
       

 

asknetwork

        インストール方法に関係なく、インストールの第インストール方法に関係なく、インストールの第 1 段階でネットワーク設定の入力を促しま段階でネットワーク設定の入力を促しま
す。す。
       

 

autostep

        キックスタートを非対話的にします。デバッグやスクリーンショットの生成に使用されます。キックスタートを非対話的にします。デバッグやスクリーンショットの生成に使用されます。
このオプションは、パッケージのインストールが中断される可能性があるため、システムのデプロこのオプションは、パッケージのインストールが中断される可能性があるため、システムのデプロ
イ時には使用しないでください。イ時には使用しないでください。
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debug

        pdb をすぐに起動します。をすぐに起動します。
       

 

dd

        ドライバーディスクを使用します。ドライバーディスクを使用します。
       

 

dhcpclass=<class>

        カスタムのカスタムの DHCP ベンダークラス識別子を送信します。ベンダークラス識別子を送信します。ISC のの dhcpcd は、は、option vendor-
class-identifier を使用してこの値を検査できます。を使用してこの値を検査できます。
       

 

dns=<dns>

        ネットワークインストールに使用するネームサーバーのコンマ区切りリスト。ネットワークインストールに使用するネームサーバーのコンマ区切りリスト。
       

 

driverdisk

        dd と同じです。と同じです。
       

 

エキスパートエキスパート

        特別な機能をオンにします。特別な機能をオンにします。 
        

           リムーバブルメディアのパーティション分割が可能リムーバブルメディアのパーティション分割が可能
          

           ドライバーディスクを要求します。ドライバーディスクを要求します。
          

       

 

gateway=<gw>
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        ネットワークインストールに使用するゲートウェイ。ネットワークインストールに使用するゲートウェイ。
       

 

graphical

        強制的にグラフィカルインストールを実行します。強制的にグラフィカルインストールを実行します。ftp/http を使用するを使用する GUI が必要です。が必要です。
       

 

isa

        ISA デバイス設定のプロンプトを表示します。デバイス設定のプロンプトを表示します。
       

 

ip=<ip>

        ネットワークインストールに使用するネットワークインストールに使用する IP は、は、DHCP にに 'dhcp' を使用します。を使用します。
       

 

ipv6=auto, ipv6=dhcp

        デバイスのデバイスの IPv6 設定。自動設定設定。自動設定(SLAAC、、DHCPv6 のの SLAAC)にはには auto を使用し、を使用し、DHCPv6 
のみの設定（ルーター広告なし）にはのみの設定（ルーター広告なし）には dhcp を使用します。を使用します。
       

 

keymap=<keymap>

        使用するキーボードレイアウト。有効なレイアウトは以下のとおりです。使用するキーボードレイアウト。有効なレイアウトは以下のとおりです。
       

          be-latin1 - ベルギーベルギー
         

          bg_bds-utf8 - Bulgarian
         

          bg_pho-utf8 - Bulgarian (Phonetic)
         

          br-abnt2 - ブラジル語ブラジル語(ABNT2)
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          cf - French Canadian
         

          croat - クロアチア語クロアチア語
         

          cz-us-qwertz - Czech
         

          cz-lat2 - Czech (qwerty)
         

          de - German
         

          de-latin1 - ドイツ語ドイツ語(latin1)
         

          de-latin1-nodeadkeys - ドイツ語（デッドキーなしでドイツ語（デッドキーなしで latin1））
         

          Dvorak: Dvorak
         

          DK - デンマーク語デンマーク語
         

          DK-latin1 - Danish (latin1)
         

          es - スペイン語スペイン語
         

          et - Estonian
         

          fi - フィンランド語フィンランド語
         

          f-latin1 - フィンランド語フィンランド語(latin1)
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          fr: フランス語フランス語
         

          fr-latin9 - フランス語フランス語(latin9)
         

          fr-latin1 - フランス語フランス語(latin1)
         

          fr-pc - フランス語フランス語(pc)
         

          fr_CH - フランス語フランス語
         

          fr_CH-latin1 - Swiss French (latin1)
         

          gr - Greek
         

          hu - Hungarian
         

          hu101 - Hungarian (101 キーキー)
         

          is-latin1 - アイスランド語アイスランド語
         

          it - イタリア語イタリア語
         

          it-ibm - イタリア語イタリア語(IBM)
         

          it2 - イタリア語イタリア語(it2)
         

          jp106 - 日本語日本語
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          ko - 韓国語韓国語
         

          La-latin1 - Latin American
         

          mk-utf - Macedonian
         

          nl - Dutch
         

          no - ノルウェー語ノルウェー語
         

          pl2 - Polish
         

          pt-latin1 - Portuguese
         

          ro - ルーマニア語ルーマニア語
         

          ru - ロシア語ロシア語
         

          sr-cy - セルビア語セルビア語
         

          sr-latin - セルビア語セルビア語(latin)
         

          sv-latin1 - スウェーデン語スウェーデン語
         

          sg - ドイツ語ドイツ語
         

          sg-latin1 - Swiss German (latin1)
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          sk-qwerty: Slovak (qwerty)
         

          スロベニア語スロベニア語: スロベニア語スロベニア語
         

          trq - Turkish
         

          UK - 英国英国
         

          ua-utf - ウクライナ語ウクライナ語
         

          us-acentos - U.S.インド在外のお客様インド在外のお客様:
         

          us - U.S.英語英語
         

        32 ビットシステムのビットシステムの /usr/lib/python2.6/site-
packages/system_config_keyboard/keyboard_models.py ファイル、またはファイル、または 64 ビットシステムビットシステム
のの /usr/lib64/python2.6/system_config_keyboard/keyboard_models.py ファイルにもこの一覧がファイルにもこの一覧が
含まれており、含まれており、system-config-keyboard パッケージに含まれます。パッケージに含まれます。
       

 

ks=nfs:<server>:/<path>

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、NFS サーバーのキックスタートファイルサーバーのキックスタートファイル < server> をファイルをファイル < 
path> として検索しとして検索し  ます。インストールプログラムはます。インストールプログラムは DHCP を使用してイーサネットカードを設定を使用してイーサネットカードを設定
します。たとえば、します。たとえば、NFS サーバーがサーバーが server.example.com で、キックスタートファイルがで、キックスタートファイルが NFS 共共
有有 /mydir/ks.cfg にある場合、正しい起動コマンドはにある場合、正しい起動コマンドは ks=nfs:server.example.com:/mydir/ks.cfg 
になります。になります。
       

 

ks={http|https}://<server>/<path>

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、HTTP サーバーまたはサーバーまたは HTTPS サーバーのキックスタートファイサーバーのキックスタートファイ
ルル < server> をファイルをファイル < path> として検索しとして検索し  ます。インストールプログラムはます。インストールプログラムは DHCP を使用してを使用して
イーサネットカードを設定します。たとえば、イーサネットカードを設定します。たとえば、HTTP サーバーがサーバーが server.example.com で、キックで、キック
スタートファイルがスタートファイルが HTTP ディレクトリーディレクトリー /mydir/ks.cfg にある場合、正しい起動コマンドはにある場合、正しい起動コマンドは 
ks=http://server.example.com/mydir/ks.cfg になりますになります。。
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ks=hd:<device>:/<file>

        インストールプログラムはインストールプログラムは < device > にファイルシステムをマウントしにファイルシステムをマウントし(vfat またはまたは ext2)、そ、そ
のファイルシステムでキックスタート設定ファイルをのファイルシステムでキックスタート設定ファイルを < file > として検索します（例：として検索します（例：  
ks=hd:sda3:/mydir/ks.cfg）。）。
       

 

ks=bd:<biosdev>:/<path>

        インストールプログラムは、指定したインストールプログラムは、指定した BIOS デバイスデバイス < biosdev > の指定されたパーティショの指定されたパーティショ
ンにファイルシステムをマウントし、ンにファイルシステムをマウントし、< path > で指定されたキックスタート設定ファイルを検索しで指定されたキックスタート設定ファイルを検索し
ます（例：ます（例： ks=bd:80p3:/mydir/ks.cfg）。これは）。これは BIOS RAID セットでは機能しません。セットでは機能しません。
       

 

ks=file:/<file>

        インストールプログラムはファイルシステムからファイルインストールプログラムはファイルシステムからファイル < file > を読み取ろうとし、マウントを読み取ろうとし、マウント
は行われません。これは通常、キックスタートファイルがは行われません。これは通常、キックスタートファイルが initrd イメージにすでにある場合に使用イメージにすでにある場合に使用
されます。されます。
       

 

ks=cdrom:/<path>

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、CD-ROM のキックスタートファイルをファイルのキックスタートファイルをファイル < path> として検として検
索します索します。。
       

 

ks

        ks のみを使用する場合、インストールプログラムはのみを使用する場合、インストールプログラムは DHCP を使用するようにイーサネットを使用するようにイーサネット
カードを設定します。キックスタートファイルは、カードを設定します。キックスタートファイルは、DHCP オプションオプション server-name で指定されたで指定された  
NFS サーバーから読み込まれます。キックスタートファイルの名前は以下のいずれかになります。サーバーから読み込まれます。キックスタートファイルの名前は以下のいずれかになります。
       

          DHCP が指定され、ブートファイルがが指定され、ブートファイルが / で開始すると、で開始すると、DHCP が提供するブートファが提供するブートファ
イルがイルが NFS サーバー上で検索されます。サーバー上で検索されます。
         

          DHCP が指定され、ブートファイルがが指定され、ブートファイルが / 以外のもので始まる場合は、以外のもので始まる場合は、DHCP が提供すが提供す
るブートファイルがるブートファイルが NFS サーバーのサーバーの /kickstart ディレクトリーで検索されます。ディレクトリーで検索されます。
         

          DHCP がブートファイルを指定しなかった場合、インストールプログラムはがブートファイルを指定しなかった場合、インストールプログラムは  
/kickstart/1.2.3.4-kickstart ファイルを読み取ろうとします。ファイルを読み取ろうとします。1. 2.3.4 は、インストールされは、インストールされ
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ているマシンの数値のているマシンの数値の IP アドレスです。アドレスです。
         

 

ksdevice=<device>

        インストールプログラムは、このネットワークデバイスを使用してネットワークに接続しまインストールプログラムは、このネットワークデバイスを使用してネットワークに接続しま
す。デバイスは、以下のす。デバイスは、以下の 5 つの方法のいずれかで指定できます。つの方法のいずれかで指定できます。
       

          インターフェイスのデバイス名（例：インターフェイスのデバイス名（例： eth0））
         

          インターフェイスのインターフェイスの MAC アドレス（例：アドレス（例：psyc2 :34:56:78:9a））
         

          link キーワードを使用するキーワードを使用する (リンクがリンクが up 状態になっている状態になっている 1 番目のインターフェイ番目のインターフェイ
スス)。。
         

          キーワードキーワード bootif を使用する。これは、を使用する。これは、pxelinux がが BOOTIF 変数に設定した変数に設定した MAC 
アドレスを使用します。アドレスを使用します。pxelinux にに BOOTIF 変数を設定する場合は、変数を設定する場合は、pxelinux.cfg ファイファイ
ルにルに IPAPPEND 2 を設定します。を設定します。
         

          iBFT で指定されたインターフェイスので指定されたインターフェイスの MAC アドレスを使用するキーワードアドレスを使用するキーワード ibft
         

        たとえば、たとえば、eth1 デバイスを介してデバイスを介して NFS サーバーに接続しているシステムについて考えてみまサーバーに接続しているシステムについて考えてみま
しょう。しょう。NFS サーバーからキックスタートファイルを使用してこのシステムでキックスタートインサーバーからキックスタートファイルを使用してこのシステムでキックスタートイン
ストールを実行するには、ストールを実行するには、boot: プロンプトでプロンプトで ks=nfs: <server > :/ <path > ksdevice=eth1 コマンコマン
ドを使用します。ドを使用します。
       

 

kssendmac

        システムのプロビジョニングに役立つシステムのプロビジョニングに役立つ HTTP ヘッダーをヘッダーを ks=http:// リクエストに追加します。リクエストに追加します。
CGI 環境変数の形式の環境変数の形式の CGI 環境変数の環境変数の MAC アドレスアドレス("X-RHN-Provisioning-MAC-0: eth0 
01:23:45:67:89:ab")が含まれます。が含まれます。
       

 

lang=<lang>

        インストールに使用する言語。これは、キックスタートコマンドインストールに使用する言語。これは、キックスタートコマンド 'lang' で使用できる有効な言で使用できる有効な言
語である必要があります。語である必要があります。
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loglevel=<level>

        メッセージのログ記録に必要な最小レベルを設定します。メッセージのログ記録に必要な最小レベルを設定します。<level> の値はの値は debug、、info、、
warning、、error、および、および critical です。デフォルト値はです。デフォルト値は info です。です。
       

 

mediacheck

        ローダーコードをアクティブにして、インストールソースの整合性をテストするオプションをローダーコードをアクティブにして、インストールソースの整合性をテストするオプションを
提供します提供します(ISO ベースの方法の場合ベースの方法の場合)。。
       

 

netmask=<nm>

        ネットワークインストールに使用するネットマスク。ネットワークインストールに使用するネットマスク。
       

 

nofallback

        GUI が失敗した場合は、終了します。が失敗した場合は、終了します。
       

 

nofb

        テキストモードのインストールに必要なテキストモードのインストールに必要な VGA16 フレームバッファーを一部の言語で読み込みフレームバッファーを一部の言語で読み込み
ないでください。ないでください。
       

 

nofirewire

        firewire デバイスのサポートを読み込みないでください。デバイスのサポートを読み込みないでください。
       

 

noipv4

        ksdevice= 起動オプションで指定したデバイスで起動オプションで指定したデバイスで IPv4 ネットワークを無効にします。ネットワークを無効にします。
       

 

noipv6

        インストール済みシステムのすべてのネットワークデバイスおよびインストール時にインストール済みシステムのすべてのネットワークデバイスおよびインストール時に IPv6 ネッネッ
トワークを無効にします。トワークを無効にします。
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重要重要

         PXE サーバーからのインストール中に、サーバーからのインストール中に、anaconda がキックスタートファイルがキックスタートファイル
を処理する前にを処理する前に IPv6 ネットワークがアクティブになる可能性があります。その場ネットワークがアクティブになる可能性があります。その場
合、このオプションはインストール時に効果がありません。合、このオプションはインストール時に効果がありません。
        

注記注記

         インストール済みシステムでインストール済みシステムで IPv6 を無効にするには、を無効にするには、noipv6 起動オプション起動オプション
に加えて、各ネットワークデバイスでに加えて、各ネットワークデバイスで --noipv6 キックスタートオプションを使用すキックスタートオプションを使用す
る必要があります。る必要があります。IPv6 システム全体を無効にシステム全体を無効に  
https://access.redhat.com/solutions/1565723 する方法は、のナレッジベースの記する方法は、のナレッジベースの記
事を参照してください。事を参照してください。
        

 

nomount

        インストール済みのインストール済みの Linux パーティションはレスキューモードで自動的にマウントしないでくパーティションはレスキューモードで自動的にマウントしないでく
ださい。ださい。
       

 

nonet

        ネットワークデバイスを自動プローブしないでください。ネットワークデバイスを自動プローブしないでください。
       

 

noparport

        並列ポートのサポートの読み込みは試行しないでください。並列ポートのサポートの読み込みは試行しないでください。
       

 

nopass

        anaconda ステージステージ 1 （ローダー）からステージ（ローダー）からステージ 2 （インストーラー）にキーボードとマウス（インストーラー）にキーボードとマウス
に関する情報を渡すことはできません。に関する情報を渡すことはできません。
       

 

nopcmcia

        システム内のシステム内の PCMCIA コントローラーを無視します。コントローラーを無視します。
       

 

noprobe
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        ハードウェアを自動的にプローブしないでください。ユーザーに、ハードウェアを自動的にプローブしないでください。ユーザーに、anaconda が特定のハードが特定のハード
ウェアカテゴリーのプローブを許可するよう要求します。ウェアカテゴリーのプローブを許可するよう要求します。
       

 

noshell

        インストール時にシェルをインストール時にシェルを tty2 に置かないでください。に置かないでください。
       

 

repo=cdrom

        DVD ベースのインストールを行う。ベースのインストールを行う。
       

 

repo=ftp://<path>

        FTP インストールにはインストールには <path> を使用します。を使用します。
       

 

repo=hd:<dev>:<path>

        ハードドライブのインストールには、ハードドライブのインストールには、<dev> のの <path> を使用します。を使用します。
       

 

repo=http://<path>

        HTTP インストールにはインストールには <path> を使用します。を使用します。
       

 

repo=https://<path>

        HTTPS インストールにはインストールには <path> を使用します。を使用します。
       

 

repo=nfs:<path>

        NFS インストールにはインストールには <path> を使用します。を使用します。
       

 

rescue
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        レスキュー環境を実行します。レスキュー環境を実行します。
       

 

resolution=<mode>

        指定したモードでインストーラーを実行します（例：指定したモードでインストーラーを実行します（例：'1024x768'）。）。
       

 

serial

        シリアルコンソールのサポートを有効にします。シリアルコンソールのサポートを有効にします。
       

 

skipddc

        モニターのモニターの Data Display Channel (DDC)をプローブしないでください。このオプションは、をプローブしないでください。このオプションは、
DDC プローブによりシステムの応答が停止する場合に回避策を提供します。プローブによりシステムの応答が停止する場合に回避策を提供します。
       

 

syslog=<host>[:<port>]

        インストールが実行されたら、インストールが実行されたら、< host > のの syslog プロセスにログメッセージを送信し、オププロセスにログメッセージを送信し、オプ
ションでポートションでポート < port> で送信しますで送信します。接続を受け入れるには、リモート。接続を受け入れるには、リモート syslog プロセスが必要でプロセスが必要で
すす(-r オプションオプション)。。
       

 

text

        テキストモードを強制的にインストールします。テキストモードを強制的にインストールします。
       

重要重要

         キックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティキックスタートインストールのテキストモードを選択した場合は、パーティ
ション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するようにション設定、ブートローダー、およびパッケージの選択オプションを指定するように
してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、してください。これらの手順はテキストモードで自動化され、anaconda は情報不足は情報不足
を求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しないを求めるプロンプトを出すことができません。このオプションに選択肢を指定しない
と、と、anaconda によりインストールプロセスが停止します。によりインストールプロセスが停止します。
        

 

updates

        更新を含むストレージデバイスのプロンプト（バグ修正）。更新を含むストレージデバイスのプロンプト（バグ修正）。
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updates=ftp://<path>

        FTP を介した更新を含むイメージ。を介した更新を含むイメージ。
       

 

updates=http://<path>

        HTTP 経由での更新が含まれるイメージ。経由での更新が含まれるイメージ。
       

 

updates=https://<path>

        HTTPS 経由での更新を含むイメージ。経由での更新を含むイメージ。
       

 

upgradeany

        /etc/redhat-release ファイルの内容やファイルの内容や /etc/redhat-release ファイルの存在に関係なく、システファイルの存在に関係なく、システ
ムで検出されたムで検出された Linux インストールをすべてアップグレードします。インストールをすべてアップグレードします。
       

 

vnc

        vnc ベースのインストールを有効にします。ベースのインストールを有効にします。vnc クライアントアプリケーションを使用してマクライアントアプリケーションを使用してマ
シンに接続する必要があります。シンに接続する必要があります。
       

 

vncconnect=<host>[:<port>]

        < host> という名前のという名前の vnc クライアントに接続しクライアントに接続し、オプションでポート、オプションでポート < port> を使用しを使用し まま
す。す。
       

        vnc オプションも指定する必要があります。オプションも指定する必要があります。
       

 

vncpassword=<password>

        vnc 接続のパスワードを有効にします。これにより、誰かが接続のパスワードを有効にします。これにより、誰かが vnc ベースのインストールに誤っベースのインストールに誤っ
て接続できなくなります。て接続できなくなります。
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        vnc オプションも指定する必要があります。オプションも指定する必要があります。
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第第33章章 KICKSTART CONFIGURATOR

    Kickstart Configurator を使用すると、グラフィカルユーザーインターフェイスを使用してキックスを使用すると、グラフィカルユーザーインターフェイスを使用してキックス
タートファイルを作成または変更できるため、ファイルの正しい構文を覚える必要がありません。タートファイルを作成または変更できるため、ファイルの正しい構文を覚える必要がありません。
   

    Kickstart Configurator は、は、Red Hat Enterprise Linux 6.9 ではデフォルトでインストールされませではデフォルトでインストールされませ
ん。ん。su - yum install system-config-kickstart を実行するか、グラフィカルパッケージマネージャーをを実行するか、グラフィカルパッケージマネージャーを
使用してソフトウェアをインストールします。使用してソフトウェアをインストールします。
   

    Kickstart Configurator を起動するには、グラフィカル環境でシステムを起動し、を起動するには、グラフィカル環境でシステムを起動し、system-config-
kickstart を実行するか、を実行するか、GNOME デスクトップでデスクトップで Applications → System Tools → Kickstart またはまたは 
KDE デスクトップのデスクトップの Kick  Applications System Kickstart をクリックします。をクリックします。
   

    キックスタートファイルの作成時には、いつでもキックスタートファイルの作成時には、いつでも ファイルファイル プレビュープレビュー+をを クリックして、現在の選クリックして、現在の選
択を確認できます。択を確認できます。
   

    既存のキックスタートファイルから開始するには、既存のキックスタートファイルから開始するには、File → Open を選択し、既存のファイルを選択しを選択し、既存のファイルを選択し
ます。ます。
   

33.1. 基本設定基本設定

図図33.1 基本設定基本設定

[D]

     インストール中に使用する言語と、デフォルトの言語メニューからインストール後に使用するデインストール中に使用する言語と、デフォルトの言語メニューからインストール後に使用するデ
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フォルト言語として選択フォルト言語として選択 しし ます。ます。
    

     Keyboard メニューからシステムのキーボードタイプを選択します。メニューからシステムのキーボードタイプを選択します。
    

     タイムゾーンタイムゾーン メニューからメニューから、システムに使用するタイムゾーンを選択します。、システムに使用するタイムゾーンを選択します。UTC を使用するようを使用するよう
にシステムを設定するには、にシステムを設定するには、Use UTC clock を選択します。を選択します。
    

     Root Password テキストボックスボックスに、システムのテキストボックスボックスに、システムの root パスワードを入力します。パスパスワードを入力します。パス
ワードのワードの 確認確認 テキストボックスに同じパスワードをテキストボックスに同じパスワードを 入力します。入力します。2 つ目のフィールドは、パスワードつ目のフィールドは、パスワード
を入力せず、インストール完了後に何が起こっているかわからないことです。暗号化したパスワードとを入力せず、インストール完了後に何が起こっているかわからないことです。暗号化したパスワードと
してファイルにパスワードを保存するには、してファイルにパスワードを保存するには、Encrypt root password を選択します。暗号化オプションを選択します。暗号化オプション
を選択すると、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードが暗号化され、キッを選択すると、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードが暗号化され、キッ
クスタートファイルに書き込まれます。すでに暗号化されたパスワードを入力せず、を選択して暗号化クスタートファイルに書き込まれます。すでに暗号化されたパスワードを入力せず、を選択して暗号化
します。キックスタートファイルは、簡単に読み取ることができるプレーンテキストファイルであるたします。キックスタートファイルは、簡単に読み取ることができるプレーンテキストファイルであるた
め、暗号化されたパスワードを使用することが推奨されます。め、暗号化されたパスワードを使用することが推奨されます。
    

     Target Architecture を選択すると、インストール時に使用される特定のハードウェアアーキテクを選択すると、インストール時に使用される特定のハードウェアアーキテク
チャーディストリビューションを指定します。チャーディストリビューションを指定します。
    

     Target Architecture を選択すると、インストール時に使用される特定のハードウェアアーキテクを選択すると、インストール時に使用される特定のハードウェアアーキテク
チャーディストリビューションを指定します。チャーディストリビューションを指定します。
    

     インストール後にシステムの再起動インストール後にシステムの再起動 を選択すると、インストールを選択すると、インストール の完了後にシステムが自動的に再の完了後にシステムが自動的に再
起動します。起動します。
    

     キックスタートインストールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。このデフォルトキックスタートインストールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。このデフォルト
を上書きし、代わりにテキストモードを使用するには、を上書きし、代わりにテキストモードを使用するには、Perform installation in text mode オプションオプション
を選択します。を選択します。
    

     キックスタートインストールは、インタラクティブモードで実行できます。これは、インストールキックスタートインストールは、インタラクティブモードで実行できます。これは、インストール
プログラムがキックスタートファイルで事前に設定されたすべてのオプションを使用することを意味しプログラムがキックスタートファイルで事前に設定されたすべてのオプションを使用することを意味し
ますが、各画面のオプションをプレビューしてから次の画面に進むことができます。次の画面に進むにますが、各画面のオプションをプレビューしてから次の画面に進むことができます。次の画面に進むに
は、設定を承認するか、変更してからインストールを続行します。は、設定を承認するか、変更してからインストールを続行します。このタイプのインストールを選択すこのタイプのインストールを選択す
るには、るには、Perform installation in interactive mode オプションを選択します。オプションを選択します。
    

33.2. インストール方法インストール方法
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図図33.2 インストール方法インストール方法

[D]

     Installation Method 画面では、新規インストールまたはアップグレードを実行するかどうかを選択画面では、新規インストールまたはアップグレードを実行するかどうかを選択
できます。アップグレードを選択すると、できます。アップグレードを選択すると、パーティション情報パーティション情報 およびおよび パッケージパッケージ の選択の選択 オプションがオプションが 
無効になります。これらはキックスタートアップグレードではサポートされません。無効になります。これらはキックスタートアップグレードではサポートされません。
    

     次のオプションからキックスタートのインストールまたはアップグレードのタイプを選択します。次のオプションからキックスタートのインストールまたはアップグレードのタイプを選択します。
    

       DVD - このオプションを選択して、このオプションを選択して、Red Hat Enterprise Linux DVD からインストールまたからインストールまた
はアップグレードします。はアップグレードします。
      

       NFS - NFS 共有ディレクトリーからインストールまたはアップグレードする場合はこのオ共有ディレクトリーからインストールまたはアップグレードする場合はこのオ
プションを選択します。プションを選択します。NFS サーバーのテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名またはサーバーのテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名または IP 
アドレスを入力します。アドレスを入力します。NFS ディレクトリーに、インストールツリーのディレクトリーに、インストールツリーの variant ディレクトディレクト
リーを含むリーを含む NFS ディレクトリーの名前を入力します。たとえば、ディレクトリーの名前を入力します。たとえば、NFS サーバーにサーバーに 
/mirrors/redhat/i386/Server/ ディレクトリーが含まれている場合は、ディレクトリーが含まれている場合は、NFS ディレクトリーにディレクトリーに 
/mirrors/redhat/i386/ を入力します。を入力します。
      

       FTP - FTP サーバーからインストールまたはアップグレードする場合は、このオプションサーバーからインストールまたはアップグレードする場合は、このオプション
を選択します。を選択します。FTP server テキストフィールドに、完全修飾ドメイン名またはテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名または IP アドレスをアドレスを
入力します。入力します。FTP ディレクトリーに、ディレクトリーに、variant ディレクトリーを含むディレクトリーを含む FTP ディレクトリーの名ディレクトリーの名
前を入力します。たとえば、前を入力します。たとえば、FTP サーバーにサーバーに /mirrors/redhat/i386/Server/ ディレクトリーがディレクトリーが
含まれている場合は、含まれている場合は、FTP ディレクトリーにディレクトリーに /mirrors/redhat/i386/Server/ を入力します。を入力します。FTP 
サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、それらも指定します。サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、それらも指定します。
      

第第33章章 KICKSTART CONFIGURATOR

647

ld-idm140616916779264.html


       HTTP - HTTP サーバーからインストールまたはアップグレードする場合はこのオプションサーバーからインストールまたはアップグレードする場合はこのオプション
を選択します。を選択します。HTTP サーバーのテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名またはサーバーのテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名または IP アドレアドレ
スを入力します。スを入力します。HTTP ディレクトリーに、ディレクトリーに、variant ディレクトリーが含まれるディレクトリーが含まれる HTTP ディレクディレク
トリーの名前を入力します。たとえば、トリーの名前を入力します。たとえば、HTTP サーバーにサーバーに /mirrors/redhat/i386/Server/ ディレディレ
クトリーが含まれている場合は、クトリーが含まれている場合は、HTTP ディレクトリーにディレクトリーに /mirrors/redhat/i386/Server/ を入力を入力
します。します。
      

       ハードドライブハードドライブ - ハードドライブからインストールまたはアップグレードするには、このハードドライブからインストールまたはアップグレードするには、この
オプションを選択します。ハードドライブのインストールにはオプションを選択します。ハードドライブのインストールには ISO イメージを使用する必要がイメージを使用する必要が
あります。インストールを開始する前に、あります。インストールを開始する前に、ISO イメージがそのままであることを確認します。イメージがそのままであることを確認します。
これを確認するには、これを確認するには、「起動メディアの検証」「起動メディアの検証」 で説明されているように、で説明されているように、md5sum プログラムプログラム
とと linux mediacheck 起動オプションを使用します。ハードドライブパーティションのテキス起動オプションを使用します。ハードドライブパーティションのテキス
トボックスにトボックスに ISO イメージが含まれるイメージが含まれる ハードハード ドライブパーティション（例：ドライブパーティション（例： /dev/hda1）を）を
入力します。入力します。ハードドライブハードドライブ のディレクトリーのディレクトリー テキストボックスにテキストボックスに ISO イメージが含まれるイメージが含まれる
ディレクトリーを入力します。ディレクトリーを入力します。
      

33.3. ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

図図33.3 ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

[D]

     x86 / x86_64 以外のターゲットアーキテクチャーを指定した場合は、この画面が無効になることに以外のターゲットアーキテクチャーを指定した場合は、この画面が無効になることに
注意してください。注意してください。
    

     GRUB は、は、x86 / x86_64 アーキテクチャー上のアーキテクチャー上の Red Hat Enterprise Linux のデフォルトのブートのデフォルトのブート
ローダーです。ブートローダーをインストールしない場合は、ローダーです。ブートローダーをインストールしない場合は、Do not install a boot loader を参照してを参照して
ください。ブートローダーをインストールしない場合は、ブートディスクを作成するか、サードパーください。ブートローダーをインストールしない場合は、ブートディスクを作成するか、サードパー
ティーのブートローダーなど、システムを起動する別の方法を使用していることを確認してください。ティーのブートローダーなど、システムを起動する別の方法を使用していることを確認してください。
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     ブートローダーのインストール先（マスターブートレコードまたはブートローダーのインストール先（マスターブートレコードまたは /boot パーティションの最初のパーティションの最初の
セクター）を選択する必要があります。ブートローダーとして使用する予定がある場合は、セクター）を選択する必要があります。ブートローダーとして使用する予定がある場合は、MBR にに
ブートローダーをインストールします。ブートローダーをインストールします。
    

     システムの起動時に使用する特別なパラメーターをカーネルに渡すには、カーネルシステムの起動時に使用する特別なパラメーターをカーネルに渡すには、カーネル パラメーターパラメーター テテ
キストフィールドに入力します。たとえば、キストフィールドに入力します。たとえば、IDE CD-ROM Writer がある場合は、がある場合は、hdd=ide-scsi をカーをカー
ネルパラメーターとして設定することで、ネルパラメーターとして設定することで、cdrecord を使用する前に読み込む必要があるを使用する前に読み込む必要がある SCSI エミュエミュ
レーションドライバーを使用するようにカーネルに指示することができますレーションドライバーを使用するようにカーネルに指示することができます( hdd はは CD-ROM デバイデバイ
スですスです)。。
    

     GRUB パスワードを設定することにより、パスワードを設定することにより、GRUB ブートローダーをパスワードで保護できまブートローダーをパスワードで保護できま
す。す。Use GRUB password を選択し、を選択し、Password フィールドにパスワードを入力します。フィールドにパスワードを入力します。Confirm 
Password テキストフィールドに同じパスワードを入力します。暗号化したパスワードとしてファイルテキストフィールドに同じパスワードを入力します。暗号化したパスワードとしてファイル
にパスワードを保存するには、にパスワードを保存するには、Encrypt GRUB password を選択します。暗号化オプションを選択するを選択します。暗号化オプションを選択する
と、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードが暗号化され、キックスタートと、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードが暗号化され、キックスタート
ファイルに書き込まれます。入力したパスワードがすでに暗号化されている場合は、暗号化オプションファイルに書き込まれます。入力したパスワードがすでに暗号化されている場合は、暗号化オプション
の選択を解除します。の選択を解除します。
    

重要重要

      すべてのマシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨します。すべてのマシンにブートローダーのパスワードを設定することを強く推奨します。
ブートローダーが保護されていないと、攻撃者がシステムの起動オプションを変更し、ブートローダーが保護されていないと、攻撃者がシステムの起動オプションを変更し、
システムにアクセスできるようになります。ブートローダーのパスワードおよびパスシステムにアクセスできるようになります。ブートローダーのパスワードおよびパス
ワードセキュリティー全般の詳細は、『ワードセキュリティー全般の詳細は、『Red Hat Enterprise Linux セキュリティーガイセキュリティーガイ
ドのドの 『『Workstation Security』』 』』 というタイトルの章を参照してください。というタイトルの章を参照してください。
     

     インストール方式インストール方式 ページでページで 既存のインストール既存のインストール をアップグレードすることを選択した場合は、をアップグレードすることを選択した場合は、既存既存
のブートローダーのブートローダー のアップグレードのアップグレード を選択して、古いエントリーを保持しながら、既存のブートローを選択して、古いエントリーを保持しながら、既存のブートロー
ダー設定をアップグレードします。ダー設定をアップグレードします。
    

33.4. パーティション情報パーティション情報
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図図33.4 パーティション情報パーティション情報

[D]

     マスターブートレコードマスターブートレコード(MBR)を消去するかどうかを選択します。既存のパーティションをすべて削を消去するかどうかを選択します。既存のパーティションをすべて削
除するか、既存の除するか、既存の Linux パーティションを削除するか、既存のパーティションを保持します。パーティションを削除するか、既存のパーティションを保持します。
    

     システムのアーキテクチャーシステムのアーキテクチャー(x86 の場合はの場合は msdos などなど)のデフォルトにディスクラベルを初期化すのデフォルトにディスクラベルを初期化す
るには、新しいハードドライブにインストールする場合は、るには、新しいハードドライブにインストールする場合は、Initialize the disk label を選択します。を選択します。
    

注記注記

      anaconda とと キックスタートキックスタート は論理ボリューム管理は論理ボリューム管理(LVM)をサポートしますが、現をサポートしますが、現
在在 Kickstart Configurator を使用してこれを設定するメカニズムはありません。を使用してこれを設定するメカニズムはありません。
     

33.4.1. パーティションの作成パーティションの作成

      パーティションを作成するには、パーティションを作成するには、Add ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図33.5「パーティションの作成」「パーティションの作成」 
に表示されるに表示される Partition Options ウインドウが表示されます。新しいパーティションのマウントポインウインドウが表示されます。新しいパーティションのマウントポイン
ト、ファイルシステムタイプ、およびパーティションのサイズを選択します。必要に応じて、以下からト、ファイルシステムタイプ、およびパーティションのサイズを選択します。必要に応じて、以下から
選択することもできます。選択することもできます。
     

        Additional Size Options セクションで、パーティションを固定サイズにするか、選択しセクションで、パーティションを固定サイズにするか、選択し
たサイズまでするか、ハードドライブの残りの領域を埋めます。ファイルシステムのタイプにたサイズまでするか、ハードドライブの残りの領域を埋めます。ファイルシステムのタイプに 
swap を選択した場合は、サイズを指定する代わりに、インストールプログラムが推奨されるを選択した場合は、サイズを指定する代わりに、インストールプログラムが推奨される
サイズでサイズで swap パーティションを作成するように選択できます。パーティションを作成するように選択できます。
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        パーティションを強制的にプライマリーパーティションとして作成します。パーティションを強制的にプライマリーパーティションとして作成します。
       

        特定のハードドライブにパーティションを作成します。たとえば、最初の特定のハードドライブにパーティションを作成します。たとえば、最初の IDE ハードディハードディ
スクスク(/dev/hda)にパーティションを作成するには、にパーティションを作成するには、hda をドライブとして指定します。ドライをドライブとして指定します。ドライ
ブ名にブ名に /dev を含めないでください。を含めないでください。
       

        既存のパーティションを使用します。たとえば、最初の既存のパーティションを使用します。たとえば、最初の IDE ハードディスクハードディスク(/dev/hda1)
の最初のパーティションでパーティションを作成するには、の最初のパーティションでパーティションを作成するには、hda1 をパーティションとして指定をパーティションとして指定
します。パーティション名にします。パーティション名に /dev を含めないでください。を含めないでください。
       

        選択したファイルシステムタイプとしてパーティションをフォーマットします。選択したファイルシステムタイプとしてパーティションをフォーマットします。
       

図図33.5 パーティションの作成パーティションの作成

[D]
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      既存のパーティションを編集するには、一覧からパーティションを選択し、既存のパーティションを編集するには、一覧からパーティションを選択し、編集編集 ボタンをクリックボタンをクリック
します。します。図図33.5「パーティションの作成」「パーティションの作成」 に示されるようにパーティションの追加を選択した場合と同に示されるようにパーティションの追加を選択した場合と同
じじ Partition Options ウィンドウが表示されますが、選択したパーティションの値は反映されます。ウィンドウが表示されますが、選択したパーティションの値は反映されます。
パーティションオプションを変更して、パーティションオプションを変更して、OK をクリックします。をクリックします。
     

      既存のパーティションを削除するには、一覧からパーティションを選択し、既存のパーティションを削除するには、一覧からパーティションを選択し、削除削除 ボタンをクリックボタンをクリック
します。します。
     

33.4.1.1. ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

       ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションを作成するには、次の手順を使用します。パーティションを作成するには、次の手順を使用します。
      

1. 
         RAID ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
        

2. 
         Create a software RAID partition を選択します。を選択します。
        

3. 
         ファイルシステムタイプとしてファイルシステムタイプとして ソフトウェアソフトウェア RAID を選択しますが、前述したようにを選択しますが、前述したように
パーティションを設定します。また、パーティションを作成するハードドライブを指定するパーティションを設定します。また、パーティションを作成するハードドライブを指定する
か、既存のパーティションを指定する必要があります。か、既存のパーティションを指定する必要があります。
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図図33.6 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

[D]

       これらの手順を繰り返して、これらの手順を繰り返して、RAID 設定に必要な数だけパーティションを作成します。すべての設定に必要な数だけパーティションを作成します。すべての
パーティションはパーティションは RAID パーティションである必要はありません。パーティションである必要はありません。
      

       RAID デバイスの形成に必要なすべてのパーティションを作成したら、以下の手順に従います。デバイスの形成に必要なすべてのパーティションを作成したら、以下の手順に従います。
      

1. 
         RAID ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
        

2. 
         RAID デバイスの作成デバイスの作成 をを 選択します。選択します。
        

3. 
         マウントポイント、ファイルシステムタイプ、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、RAID デバイス名、デバイス名、RAID レベル、レベル、RAID メメ
ンバー、ソフトウェアンバー、ソフトウェア RAID デバイスの予備数、デバイスの予備数、RAID デバイスをフォーマットするかどうかデバイスをフォーマットするかどうか
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を選択します。を選択します。
        

図図33.7 ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスの作成デバイスの作成

[D]

4. 
         OK をクリックして、デバイスを一覧に追加します。をクリックして、デバイスを一覧に追加します。
        

33.5. NETWORK CONFIGURATION
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図図33.8 Network Configuration

[D]

     キックスタート経由でインストールするシステムにイーサネットカードがない場合は、キックスタート経由でインストールするシステムにイーサネットカードがない場合は、ネットワーネットワー
ク設定ク設定 ページでシステムを設定ページでシステムを設定 しないでください。しないでください。
    

     ネットワークベースのインストール方法ネットワークベースのインストール方法(NFS、、FTP、または、または HTTP)を選択する場合にのみ必要でを選択する場合にのみ必要で
す。ネットワークは、ネットワークす。ネットワークは、ネットワーク 管理ツール管理ツール (system-config-network)を使用してインストール後にを使用してインストール後に
常に設定できます。詳細は、常に設定できます。詳細は、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参照してください。を参照してください。
    

     システム上のイーサネットカードごとに、システム上のイーサネットカードごとに、Add Network Device をクリックし、デバイスのネットをクリックし、デバイスのネット
ワークデバイスとネットワークタイプを選択します。最初のイーサネットカードを設定するにはワークデバイスとネットワークタイプを選択します。最初のイーサネットカードを設定するには eth0 
を選択し、を選択し、2 番目のイーサネットカードの場合は番目のイーサネットカードの場合は eth1 などを選択します。などを選択します。
    

33.6. 認証認証
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図図33.9 認証認証

[D]

     Authentication セクションで、シャドウパスワードを使用するかどうか、およびユーザーパスワーセクションで、シャドウパスワードを使用するかどうか、およびユーザーパスワー
ドにドに MD5 暗号化を使用するかどうかを選択します。これらのオプションは強く推奨され、デフォルト暗号化を使用するかどうかを選択します。これらのオプションは強く推奨され、デフォルト
で選択されます。で選択されます。
    

     認証設定認証設定 オプションを使用すると、以下の認証方法を設定できます。オプションを使用すると、以下の認証方法を設定できます。
    

       NIS
      

       LDAP
      

       Kerberos 5
      

       hesiod
      

       SMB
      

       名前スイッチキャッシュ名前スイッチキャッシュ
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     これらのメソッドはデフォルトでは有効になっていません。これらの方法のこれらのメソッドはデフォルトでは有効になっていません。これらの方法の 1 つまたは複数を有効つまたは複数を有効
にするには、該当するタブをクリックし、にするには、該当するタブをクリックし、Enable の横にあるチェックボックスをクリックし、認証方の横にあるチェックボックスをクリックし、認証方
法に適切な情報を入力します。オプションの詳細については、法に適切な情報を入力します。オプションの詳細については、Red Hat Enterprise Linux Deployment 
Guide を参照してください。を参照してください。
    

33.7. ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

     Firewall Configuration ウィンドウを使用すると、インストール済みシステムのファイアウォール設ウィンドウを使用すると、インストール済みシステムのファイアウォール設
定を行うことができます。定を行うことができます。
    

図図33.10 ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

[D]

     Disable firewall が選択されている場合、システムはアクティブなサービスおよびポートへの完全アが選択されている場合、システムはアクティブなサービスおよびポートへの完全ア
クセスを許可します。システムへの接続は拒否または拒否されません。クセスを許可します。システムへの接続は拒否または拒否されません。
    

     Enable firewall を選択すると、を選択すると、DNS 応答や応答や DHCP 要求など、送信要求に応答しない着信接続を拒要求など、送信要求に応答しない着信接続を拒
否するようにシステムが設定されます。このマシンで実行されているサービスへのアクセスが必要な場否するようにシステムが設定されます。このマシンで実行されているサービスへのアクセスが必要な場
合は、ファイアウォールを通過する特定のサービスを許可することを選択できます。合は、ファイアウォールを通過する特定のサービスを許可することを選択できます。
    

     Network Configuration セクションで設定されたデバイスのみが、利用可能なセクションで設定されたデバイスのみが、利用可能な Trusted devices とと
して一覧表示されます。一覧で選択したデバイスからの接続は、システムで受け入れられます。たとえして一覧表示されます。一覧で選択したデバイスからの接続は、システムで受け入れられます。たとえ
ば、ば、eth1 が内部システムからのみ接続を受け取る場合は、そこからの接続を許可したい場合がありまが内部システムからのみ接続を受け取る場合は、そこからの接続を許可したい場合がありま
す。す。
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     Trusted services 一覧でサービスを選択すると、そのサービスの接続はシステムで許可され、処理一覧でサービスを選択すると、そのサービスの接続はシステムで許可され、処理
されます。されます。
    

     Other ports テキストフィールドに、リモートアクセス用に開く必要のある追加のポートを一覧表示テキストフィールドに、リモートアクセス用に開く必要のある追加のポートを一覧表示
します。します。port:protocol の形式を使用します。たとえば、の形式を使用します。たとえば、IMAP アクセスを許可するには、アクセスを許可するには、 imap:tcp をを
指定します。数値のポートは明示的に指定することもできます。ファイアウォールを介してポート指定します。数値のポートは明示的に指定することもできます。ファイアウォールを介してポート 
1234 でで UDP パケットを許可するには、パケットを許可するには、1234:udp を入力します。複数のポートを指定するには、コンを入力します。複数のポートを指定するには、コン
マで区切ります。マで区切ります。
    

33.7.1. SELinux 設定設定

      キックスタートは、キックスタートは、SELinux をを Enforcing モード、モード、Permissive モード、またはモード、または disabled モードにモードに
設定できます。現時点では、粒度の細かい設定はできません。設定できます。現時点では、粒度の細かい設定はできません。
     

33.8. 設定の表示設定の表示

     X Window System をインストールする場合は、をインストールする場合は、図図33.11「「X 設定」設定」 に示されるように、に示されるように、Display 
Configuration ウィンドウのウィンドウの Configure the X Window System オプションをチェックして、キックスオプションをチェックして、キックス
タートインストール時に設定できます。このオプションを選択しないと、タートインストール時に設定できます。このオプションを選択しないと、X 設定オプションが無効にな設定オプションが無効にな
り、り、skipx オプションがキックスタートファイルに書き込まれます。オプションがキックスタートファイルに書き込まれます。
    

図図33.11 X 設定設定

[D]

     インストール済みシステムの初回起動時にインストール済みシステムの初回起動時に Setup Agent を起動するかどうかを選択します。を起動するかどうかを選択します。Setup 
Agent はデフォルトで無効になっていますが、設定を再設定モードで有効または有効にすることができはデフォルトで無効になっていますが、設定を再設定モードで有効または有効にすることができ
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ます。再設定モードでは、デフォルトの設定に加えて、言語、マウス、キーボード、ます。再設定モードでは、デフォルトの設定に加えて、言語、マウス、キーボード、root パスワード、パスワード、
セキュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションが有効になります。セキュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションが有効になります。
    

33.9. パッケージの選択パッケージの選択

図図33.12 パッケージの選択パッケージの選択

[D]

     パッケージパッケージ の選択の選択 画面では、インストールするパッケージグループを選択できます。画面では、インストールするパッケージグループを選択できます。
    

     パッケージの解決は自動的に実行されます。パッケージの解決は自動的に実行されます。
    

     現在、現在、Kickstart Configurator  では個別のパッケージを選択できません。個々のパッケージをインでは個別のパッケージを選択できません。個々のパッケージをイン
ストールするには、保存後にキックスタートファイルのストールするには、保存後にキックスタートファイルの %packages セクションを変更します。詳細セクションを変更します。詳細
は、は、「パッケージの選択」「パッケージの選択」 を参照してください。を参照してください。
    

33.10. インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト
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図図33.13 インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

[D]

     キックスタートファイルの解析直後、インストールを開始する前に、システムで実行するコマンドキックスタートファイルの解析直後、インストールを開始する前に、システムで実行するコマンド
を追加できます。キックスタートファイルでネットワークを設定している場合には、このセクションがを追加できます。キックスタートファイルでネットワークを設定している場合には、このセクションが
処理される前にネットワークが有効になります。インストール前のスクリプトを含めるには、テキスト処理される前にネットワークが有効になります。インストール前のスクリプトを含めるには、テキスト
エリアに入力します。エリアに入力します。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースのの以前のリリースの anaconda バージョンには、インスバージョンには、インス
トール前およびインストール後の環境でシェルコマンドを提供するトール前およびインストール後の環境でシェルコマンドを提供する busybox のバージョのバージョ
ンが含まれていました。ンが含まれていました。Red Hat Enterprise Linux 6 のの anaconda のバージョンにはのバージョンには 
busybox が含まれなくなり、代わりにが含まれなくなり、代わりに GNU bash コマンドを使用します。コマンドを使用します。
     

      詳細は、詳細は、付録付録G busybox コマンドの代替となるものコマンドの代替となるもの を参照してください。を参照してください。
     

     スクリプトを実行するために使用するスクリプト言語を指定するには、スクリプトを実行するために使用するスクリプト言語を指定するには、Use an interpreter オプショオプショ
ンを選択し、それの横にあるテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえンを選択し、それの横にあるテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえ
ば、ば、/usr/bin/python2.6 をを Python スクリプトに指定できます。このオプションは、キックスタートスクリプトに指定できます。このオプションは、キックスタート
ファイルでファイルで %pre --interpreter /usr/bin/python2.6 のの  使用に対応します。使用に対応します。
    

     最も一般的に使用されるコマンドのみがインストール前の環境で利用できます。完全な一覧最も一般的に使用されるコマンドのみがインストール前の環境で利用できます。完全な一覧
は、は、「インストール前のスクリプト」「インストール前のスクリプト」 を参照してください。を参照してください。
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重要重要

      %pre コマンドは含めないでください。これは追加されています。コマンドは含めないでください。これは追加されています。
     

注記注記

      インストール前のスクリプトは、ソースメディアがマウントされ、ブートローダーのインストール前のスクリプトは、ソースメディアがマウントされ、ブートローダーの
ステージステージ 2 が読み込まれた後に実行されます。このため、インストール前のスクリプトが読み込まれた後に実行されます。このため、インストール前のスクリプト
でソースメディアを変更することはできません。でソースメディアを変更することはできません。
     

33.11. インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

図図33.14 インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

[D]

     インストール完了後にシステムで実行するコマンドを追加することもできます。ネットワークがインストール完了後にシステムで実行するコマンドを追加することもできます。ネットワークが
キックスタートファイルで適切に設定されている場合、ネットワークが有効になり、スクリプトにネッキックスタートファイルで適切に設定されている場合、ネットワークが有効になり、スクリプトにネッ
トワーク上のリソースにアクセスするためのコマンドを含めることができます。インストール後のスクトワーク上のリソースにアクセスするためのコマンドを含めることができます。インストール後のスク
リプトを含めるには、テキストエリアに入力します。リプトを含めるには、テキストエリアに入力します。
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重要重要

      Red Hat Enterprise Linux の以前のリリースのの以前のリリースの anaconda バージョンには、インスバージョンには、インス
トール前およびインストール後の環境でシェルコマンドを提供するトール前およびインストール後の環境でシェルコマンドを提供する busybox のバージョのバージョ
ンが含まれていました。ンが含まれていました。Red Hat Enterprise Linux 6 のの anaconda のバージョンにはのバージョンには 
busybox が含まれなくなり、代わりにが含まれなくなり、代わりに GNU bash コマンドを使用します。コマンドを使用します。
     

      詳細は、詳細は、付録付録G busybox コマンドの代替となるものコマンドの代替となるもの を参照してください。を参照してください。
     

重要重要

      %post コマンドを含めないでください。これは追加されています。コマンドを含めないでください。これは追加されています。
     

     たとえば、新たにインストールしたシステムの日のメッセージを変更するには、以下のコマンドをたとえば、新たにインストールしたシステムの日のメッセージを変更するには、以下のコマンドを 
%post セクションに追加します。セクションに追加します。
    

echo "Welcome!" > /etc/motd

注記注記

      その他の例は、その他の例は、「キックスタートの例」「キックスタートの例」 を参照してください。を参照してください。
     

33.11.1. chroot 環境環境

      chroot 環境外でインストール環境外でインストール 後のスクリプトを実行するには、インストール後のスクリプトを実行するには、インストール 後のウィンドウの上後のウィンドウの上
部にあるこのオプションの横にあるチェックボックスをクリックします。これは、部にあるこのオプションの横にあるチェックボックスをクリックします。これは、%post セクションでセクションで 
--nochroot オプションを使用するのと同じです。オプションを使用するのと同じです。
     

      新規インストールしたファイルシステムを変更するには、インストール後のセクション内で新規インストールしたファイルシステムを変更するには、インストール後のセクション内で chroot 
環境外にあるディレクトリー名の前に環境外にあるディレクトリー名の前に /mnt/sysimage/ を追加する必要があります。を追加する必要があります。
     

      たとえば、たとえば、chroot 環境外で環境外で Run を選択した場合は、前のを選択した場合は、前の 例を次のように変更する必要がありま例を次のように変更する必要がありま
す。す。
     

echo "Welcome!" > /mnt/sysimage/etc/motd

33.11.2. インタープリターの使用インタープリターの使用
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      スクリプトを実行するために使用するスクリプト言語を指定するには、スクリプトを実行するために使用するスクリプト言語を指定するには、Use an interpreter オプオプ
ションを選択し、それの横にあるテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえションを選択し、それの横にあるテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえ
ば、ば、/usr/bin/python2.2 をを Python スクリプトに指定できます。このオプションは、キックスタートスクリプトに指定できます。このオプションは、キックスタート
ファイルでファイルで %post --interpreter /usr/bin/python2.2 のの  使用に対応します。使用に対応します。
     

33.12. ファイルの保存ファイルの保存

     キックスタートのオプションを選択した後にキックスタートファイルの内容を確認するには、プルキックスタートのオプションを選択した後にキックスタートファイルの内容を確認するには、プル
ダウンメニューからダウンメニューから File => Preview を選択します。を選択します。
    

図図33.15 プレビュープレビュー

[D]

     キックスタートファイルを保存するには、プレビューウィンドウでキックスタートファイルを保存するには、プレビューウィンドウで Save to File ボタンをクリックボタンをクリック
します。ファイルをプレビューせずに保存するには、します。ファイルをプレビューせずに保存するには、File => Save File  を選択するか、を選択するか、Ctrl+S を押しを押し
ます。ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を選択します。ます。ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を選択します。
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     ファイルを保存したら、ファイルを保存したら、「キックスタートインストールの開始」「キックスタートインストールの開始」 でキックスタートインストールをでキックスタートインストールを
開始する方法を参照してください。開始する方法を参照してください。
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パートパート V. インストール後インストール後

    『『Red Hat Enterprise Linux インストールガイドインストールガイド』』 のこのパートでは、インストールの最終処理のこのパートでは、インストールの最終処理
と、将来実施する可能性のあるインストール関連のタスクについて説明します。これらには以下が含まと、将来実施する可能性のあるインストール関連のタスクについて説明します。これらには以下が含ま
れます。れます。
   

      Red Hat Enterprise Linux インストールディスクを使用して、破損したシステムをレスインストールディスクを使用して、破損したシステムをレス
キューします。キューします。
     

      Red Hat Enterprise Linux の新しいバージョンへのアップグレードの新しいバージョンへのアップグレード
     

      コンピューターからのコンピューターからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除
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重要重要

     firstboot は、グラフィカルインストール後、またはデスクトップとは、グラフィカルインストール後、またはデスクトップと X ウィンドウシウィンドウシ
ステムがインストールされ、グラフィカルログインが有効になっているキックスタートステムがインストールされ、グラフィカルログインが有効になっているキックスタート
インストール後にのみシステムで使用できます。デスクトップおよびインストール後にのみシステムで使用できます。デスクトップおよび X ウィンドウシスウィンドウシス
テムを含まないテキストモードのインストールまたはキックスタートインストールを実テムを含まないテキストモードのインストールまたはキックスタートインストールを実
行した場合、行した場合、firstboot 設定ツールは表示されません。設定ツールは表示されません。
    

    Firstboot は、新しいは、新しい Red Hat Enterprise Linux システムを初めて起動すると起動します。システムを初めて起動すると起動します。firstboot 
を使用して、ログイン前にシステムを設定します。を使用して、ログイン前にシステムを設定します。
   

図図34.1 Firstboot のようこそ画面のようこそ画面

[D]

    Forward をクリックしてをクリックして firstboot を起動します。を起動します。
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34.1. ライセンス情報ライセンス情報

     この画面には、この画面には、Red Hat Enterprise Linux の全体的なライセンス条件が表示されます。の全体的なライセンス条件が表示されます。
    

図図34.2 Firstboot ライセンス画面ライセンス画面

[D]

     ライセンスの条件に同意する場合は、ライセンスの条件に同意する場合は、Yes, I agree to the License Agreement を選択し、を選択し、Forward 
をクリックします。をクリックします。
    

34.2. サブスクリプションサービスの設定サブスクリプションサービスの設定

     システムにインストールした製品システムにインストールした製品 (オペレーティングシステム自体を含むオペレーティングシステム自体を含む) はは サブスクリプションサブスクリプション のの
対象になります。サブスクリプションサービスを使用して、登録したシステム、システムにインストー対象になります。サブスクリプションサービスを使用して、登録したシステム、システムにインストー
ルした製品、その製品に適用するためシステムにルした製品、その製品に適用するためシステムに割り当てられている割り当てられているサブスクリプションなどを追跡しサブスクリプションなどを追跡し
ます。ます。
    

     Subscription Management Registration 画面では、使用するサブスクリプションサービスを特定画面では、使用するサブスクリプションサービスを特定
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し、デフォルトでは最適なサブスクリプションをシステムに割り当てます。し、デフォルトでは最適なサブスクリプションをシステムに割り当てます。
    

     サブスクリプション管理の詳細は、サブスクリプション管理の詳細は、『『Red Hat Subscription Management』』 ガイドを参照してくだガイドを参照してくだ
さい。さい。
    

34.2.1. ソフトウェア更新の設定ソフトウェア更新の設定

      最初のステップでは、システムをサブスクリプションサービスに即座に登録するかどうかを選択し最初のステップでは、システムをサブスクリプションサービスに即座に登録するかどうかを選択し
ます。システムを登録するにます。システムを登録するに は、は、Yes, I'd like を選択しを選択し て、て、Forward をクリックします。をクリックします。
     

図図34.3 ソフトウェア更新の設定ソフトウェア更新の設定

[D]
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注記注記

       システムがファースト起動時に登録されていない場合でも、システムがファースト起動時に登録されていない場合でも、Red Hat Subscription 
Manager ツールを使用して、後でこれらツールを使用して、後でこれら 3 つのサブスクリプションサービスのいずれかつのサブスクリプションサービスのいずれか

に登録できます。に登録できます。[13]をクリックします。をクリックします。
      

       Red Hat Subscription Manager ツールの詳細は、『ツールの詳細は、『Red Hat Subscription 
Management Guide』』 を参照してください。を参照してください。
      

34.2.2. サービスの選択サービスの選択

      Choose Service 画面で、システムを登録するサブスクリプションサービスを選択します。画面で、システムを登録するサブスクリプションサービスを選択します。Proxy 
Setup をクリックし、必要に応じてプロキシーサーバーを設定します。プロキシーサーバーを使用したをクリックし、必要に応じてプロキシーサーバーを設定します。プロキシーサーバーを使用した
サブスクリプション管理の詳細は、サブスクリプション管理の詳細は、『『Red Hat Subscription Management』』 ガイドを参照してくださガイドを参照してくださ
い。い。
     

Red Hat Subscription Management

         適切な適切な X.509 証明書を使用してシステム、インストールされている製品、および割り当てられ証明書を使用してシステム、インストールされている製品、および割り当てられ
たサブスクリプションを特定するサブスクリプションサービスは、たサブスクリプションを特定するサブスクリプションサービスは、Red Hat Subscription 
Management の一部です。これには、カスタマーポータルサブスクリプション管理（ホスト型サーの一部です。これには、カスタマーポータルサブスクリプション管理（ホスト型サー
ビス）、ビス）、Subscription Asset Manager （オンプレミスのサブスクリプションサービスとプロキシー（オンプレミスのサブスクリプションサービスとプロキシー
コンテンツ配信）、コンテンツ配信）、CloudForms System Engine （オンプレミスのサブスクリプションおよびコン（オンプレミスのサブスクリプションおよびコン
テンツ配信サービス）が含まれます。テンツ配信サービス）が含まれます。
        

         このオプションがデフォルトです。このオプションがデフォルトです。Red Hat Subscription Management は、ローカルのは、ローカルの 
Satellite サーバーを実行しサーバーを実行し ないない 組織には強く推奨されます。組織には強く推奨されます。
        

 

Red Hat Network (RHN) Classic

         Red Hat Network (RHN) Classic オプションを選択して、オプションを選択して、Red Hat Network の従来のシステの従来のシステ
ム管理機能を使用します。ム管理機能を使用します。RHN Classic はは Red Hat Enterprise Linux 6.x システムで使用できますシステムで使用できます
が、主に既存のレガシーシステムを対象としています。新規インストールではが、主に既存のレガシーシステムを対象としています。新規インストールでは Red Hat 
Subscription Management を使用することが推奨されます。を使用することが推奨されます。
        

 

RHN Satellite またはまたは RHN Proxy

         このオプションは、このオプションは、Red Hat Network コンテンツのローカルミラーにアクセスできる環境で使コンテンツのローカルミラーにアクセスできる環境で使
用します。用します。
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図図34.4 サービスの選択サービスの選択

[D]

34.2.3. サブスクリプション管理の登録サブスクリプション管理の登録

      Red Hat はは X.509 証明書証明書 を使用して、システムにインストールされている製品、システムに割り当を使用して、システムにインストールされている製品、システムに割り当
てられたサブスクリプション、およびサブスクリプションサービスインベントリー内のシステム自体をてられたサブスクリプション、およびサブスクリプションサービスインベントリー内のシステム自体を
特定します。証明書ベースのサブスクリプションを使用し、認識するサブスクリプションサービスがい特定します。証明書ベースのサブスクリプションを使用し、認識するサブスクリプションサービスがい
くつかあります。システムは、初回起動時にそれらのいずれかに登録できます。くつかあります。システムは、初回起動時にそれらのいずれかに登録できます。
     

        カスタマーポータルのカスタマーポータルの Subscription Management。。Red Hat がホストしているサービスがホストしているサービス
ですです (デフォルトデフォルト)。。
       

        Subscription Asset Manager。オンプレミスのサブスクリプションサーバーです。プロキ。オンプレミスのサブスクリプションサーバーです。プロキ
シーとして動作し、コンテンツ配信をカスタマーポータルのサービスに送信します。シーとして動作し、コンテンツ配信をカスタマーポータルのサービスに送信します。
       

        CloudForms System Engine。オンプレミスのサービスです。サブスクリプションサービ。オンプレミスのサービスです。サブスクリプションサービ
スとコンテンツ配信の両方を処理します。スとコンテンツ配信の両方を処理します。
       

      特定のタイプのサブスクリプション特定のタイプのサブスクリプション/コンテンツサービスを選択する必要はありません。コンテンツサービスを選択する必要はありません。3 つのサーつのサー
バータイプ（カスタマーポータルサブスクリプション管理、バータイプ（カスタマーポータルサブスクリプション管理、Subscription Asset Manager、、
CloudForms System Engine）はすべて）はすべて Red Hat Subscription Management にあり、同じタイプのにあり、同じタイプの
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サービスサービス API を使用します。識別する必要があるのは、接続するサービスのホスト名で、次にそのサーを使用します。識別する必要があるのは、接続するサービスのホスト名で、次にそのサー
ビスの適切なユーザー認証情報になります。ビスの適切なユーザー認証情報になります。
     

1. 
        登録に使用するサブスクリプションサーバーを特定するには、サービスのホスト名を入力登録に使用するサブスクリプションサーバーを特定するには、サービスのホスト名を入力
します。デフォルトのサービスは、カスタマーポータルのします。デフォルトのサービスは、カスタマーポータルの Subscription Management で、ホで、ホ
スト名がスト名が subscription.rhn.redhat.com になります。になります。Subscription Asset Manager などの別などの別
のサブスクリプションサービスを使用するには、ローカルサーバーのホスト名を入力します。のサブスクリプションサービスを使用するには、ローカルサーバーのホスト名を入力します。
       

図図34.5 サブスクリプションサービスの選択サブスクリプションサービスの選択

[D]

2. 
        Forward をクリックします。をクリックします。
       

3. 
        ログインするログインする サブスクリプションサービスのサブスクリプションサービスの ユーザー認証情報を入力します。ユーザー認証情報を入力します。
       

第第34章章 FIRSTBOOT

671

ld-idm140617044530944.html


図図34.6 サブスクリプション管理の登録サブスクリプション管理の登録

[D]

重要重要

         使用するユーザーの認証情報は、サブスクリプションサービスによって異使用するユーザーの認証情報は、サブスクリプションサービスによって異
なります。カスタマーポータルに登録する場合は、管理者または企業アカウントなります。カスタマーポータルに登録する場合は、管理者または企業アカウント
にに Red Hat Network の認証情報を使用します。の認証情報を使用します。
        

         ただし、ただし、Subscription Asset Manager またはまたは CloudForms System エンエン
ジンの場合、使用するユーザーアカウントはオンプレミスサービス内に作成さジンの場合、使用するユーザーアカウントはオンプレミスサービス内に作成さ
れ、おそらくカスタマーポータルのユーザーアカウントと同じではありません。れ、おそらくカスタマーポータルのユーザーアカウントと同じではありません。
        

        カスタマーポータルのログインまたはパスワードを紛失した場合は、からカスタマーポータルのログインまたはパスワードを紛失した場合は、から 
https://www.redhat.com/wapps/sso/lostPassword.html 復元します。復元します。Subscription Asset 
Manager またはまたは CloudForms System Engine のログイン情報またはパスワード情報が失われのログイン情報またはパスワード情報が失われ
た場合は、ローカルの管理者にお問い合わせください。た場合は、ローカルの管理者にお問い合わせください。
       

4. 
        ホストのシステム名を設定します。これは、サブスクリプションサービスインベントリーホストのシステム名を設定します。これは、サブスクリプションサービスインベントリー
内のシステムを一意で明確に識別するものです。通常、これはマシンのホスト名または完全修内のシステムを一意で明確に識別するものです。通常、これはマシンのホスト名または完全修
飾ドメイン名ですが、任意の文字列にすることができます。飾ドメイン名ですが、任意の文字列にすることができます。
       

5. 
        (オプションオプション)登録後にサブスクリプションを手動で設定するかどうかを設定します。デ登録後にサブスクリプションを手動で設定するかどうかを設定します。デ
フォルトでは、最適なサブスクリプションが自動的にシステムに適用されるように、このフォルトでは、最適なサブスクリプションが自動的にシステムに適用されるように、この
チェックボックスの選択が解除されます。このチェックボックスを選択すると、初回ブートのチェックボックスの選択が解除されます。このチェックボックスを選択すると、初回ブートの
登録が完了した後に手動でサブスクリプションをシステムに追加する必要があります。（サブ登録が完了した後に手動でサブスクリプションをシステムに追加する必要があります。（サブ
スクリプションが自動的にアタッチされている場合でも、ローカルのスクリプションが自動的にアタッチされている場合でも、ローカルの Subscription Manager 
ツールを使用して、後で追加のサブスクリプションをシステムに追加できます。）ツールを使用して、後で追加のサブスクリプションをシステムに追加できます。）
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6. 
        登録が開始されると、システムを登録する組織および環境（組織内のサブドメイン）の最登録が開始されると、システムを登録する組織および環境（組織内のサブドメイン）の最
初のブートスキャンが行われます。初のブートスキャンが行われます。
       

図図34.7 組織のスキャン組織のスキャン

[D]

        カスタマーポータルのサブスクリプション管理を使用するカスタマーポータルのサブスクリプション管理を使用する IT 環境には環境には 1 つの組織しかなつの組織しかな
いため、追加設定は必要ありません。いため、追加設定は必要ありません。Subscription Asset Manager などのローカルのサブスなどのローカルのサブス
クリプションサービスを使用するクリプションサービスを使用する IT インフラストラクチャーには複数の組織が設定されているインフラストラクチャーには複数の組織が設定されている
場合があり、それらの組織内に複数の環境が設定されている場合があります。場合があり、それらの組織内に複数の環境が設定されている場合があります。
       

        複数の組織が検出されると、複数の組織が検出されると、Subscription Manager は参加する組織を選択するよう要求は参加する組織を選択するよう要求
します。します。
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図図34.8 組織の選択組織の選択

[D]

7. 
        Subscription Manager がサブスクリプションをシステム（デフォルト）に自動的に割りがサブスクリプションをシステム（デフォルト）に自動的に割り
当てることを決定した場合、システムは登録プロセスの一部としてアタッチするサブスクリプ当てることを決定した場合、システムは登録プロセスの一部としてアタッチするサブスクリプ
ションをスキャンします。ションをスキャンします。
       

図図34.9 サブスクリプションの自動選択サブスクリプションの自動選択

[D]

        登録が完了すると、登録が完了すると、Subscription Manager は選択したサブスクリプションの情報と、新は選択したサブスクリプションの情報と、新
しいシステムに割り当てられている特定のサブスクリプションに基づいて、システムに適用さしいシステムに割り当てられている特定のサブスクリプションに基づいて、システムに適用さ
れるサービスレベルを報告します。登録プロセスを完了するには、このサブスクリプションのれるサービスレベルを報告します。登録プロセスを完了するには、このサブスクリプションの
選択を確認する必要があります。選択を確認する必要があります。
       

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

674

ld-idm140616949136528.html
ld-idm140617045892240.html


図図34.10 サブスクリプションの確認サブスクリプションの確認

[D]

        後でサブスクリプションを適用することを選択した場合は、登録プロセスのその部分が省後でサブスクリプションを適用することを選択した場合は、登録プロセスのその部分が省
略され、略され、firstboot のの Subscription Manager 画面は、後でサブスクリプションをアタッチする画面は、後でサブスクリプションをアタッチする
ように指示されます。ように指示されます。
       

図図34.11 後でサブスクリプションを選択する際の注意後でサブスクリプションを選択する際の注意

[D]
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8. 
        Forward をクリックして、をクリックして、firstboot、ユーザー設定の次の設定領域に移動します。、ユーザー設定の次の設定領域に移動します。
       

34.3. ユーザーの作成ユーザーの作成

     この画面を使用してユーザーアカウントを作成します。この画面を使用してユーザーアカウントを作成します。root アカウントを使用するのではなく、こアカウントを使用するのではなく、こ
のアカウントを使用してのアカウントを使用して Red Hat Enterprise Linux システムにログインします。システムにログインします。
    

図図34.12 firstboot create user 画面画面

[D]

     ユーザー名とパスワードを入力してから、選択したパスワードを入力します。パスワードのユーザー名とパスワードを入力してから、選択したパスワードを入力します。パスワードの 確認確認 
ボックスに再度パスワードを入力して、パスワードが正しいことを確認します。ボックスに再度パスワードを入力して、パスワードが正しいことを確認します。
    

     ユーザー情報の認証にネットワークサービスを使用するようにユーザー情報の認証にネットワークサービスを使用するように Red Hat Enterprise Linux を設定すを設定す
るには、るには、Use Network Login をクリックします。詳細は、をクリックします。詳細は、「「authentication-configuration」」 を参照しを参照し
てください。てください。
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重要重要

      この手順でユーザーアカウントをこの手順でユーザーアカウントを 1 つ以上作成しないと、つ以上作成しないと、Red Hat Enterprise Linux 
グラフィカル環境にログインできなくなります。インストール時にこの手順を省略したグラフィカル環境にログインできなくなります。インストール時にこの手順を省略した
場合は、場合は、「グラフィカル環境での起動」「グラフィカル環境での起動」 を参照してください。を参照してください。
     

注記注記

      インストールの完了後にユーザーアカウントを追加するには、システムのインストールの完了後にユーザーアカウントを追加するには、システムの 管理管理+とと → 
ますます。。
     

34.3.1. authentication-configuration

      Create User 画面で画面で Use Network Login をクリックした場合は、システムでユーザー認証方法を指をクリックした場合は、システムでユーザー認証方法を指
定する必要があります。ドロップダウンメニューを使用して、以下のタイプのユーザーデータベースか定する必要があります。ドロップダウンメニューを使用して、以下のタイプのユーザーデータベースか
ら選択します。ら選択します。
     

        ローカルアカウントのみローカルアカウントのみ （ネットワーク上のユーザーデータベースにアクセスできない場（ネットワーク上のユーザーデータベースにアクセスできない場
合に使用する）合に使用する）
       

        LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)
       

        NIS （ネットワーク情報サービス）（ネットワーク情報サービス）
       

        winbind (Microsoft Active Directory で使用する場合で使用する場合)
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図図34.13 Firstboot の認証設定画面の認証設定画面

[D]

      ネットワークに適したユーザーデータベースのタイプを選択する場合は、そのデータベースタイプネットワークに適したユーザーデータベースのタイプを選択する場合は、そのデータベースタイプ
に関連する追加情報を指定する必要があります。たとえば、に関連する追加情報を指定する必要があります。たとえば、LDAP を選択する場合は、を選択する場合は、LDAP 検索の検索の 
ベース識別名ベース識別名 とと LDAP サーバーのアドレスを指定する必要があります。また、選択したユーザーデーサーバーのアドレスを指定する必要があります。また、選択したユーザーデー
タベースのタイプに関連するタベースのタイプに関連する 認証方法認証方法( Kerberos パスワード、パスワード、LDAP パスワード、パスワード、NIS パスワードなパスワードな
どど)を選択する必要もあります。を選択する必要もあります。
     

      Advanced Options タブを使用すると、タブを使用すると、/etc/security/access.conf でフィンガープリントリーでフィンガープリントリー
ダー、スマートカード、ローカルアクセス制御など、他の認証メカニズムを有効にできます。ダー、スマートカード、ローカルアクセス制御など、他の認証メカニズムを有効にできます。
     

      詳細は、詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド のの 『『認証設定認証設定』』 を参照してください。を参照してください。
     

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

678

ld-idm140617046176128.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/6/html/Deployment_Guide/index.html


図図34.14 firstboot 認証の認証の Advanced Options 画面画面

[D]

34.4. 日付と時刻日付と時刻

     この画面を使用して、システムクロックの日付と時刻を調整します。インストール後にこれらの設この画面を使用して、システムクロックの日付と時刻を調整します。インストール後にこれらの設
定を変更するには、定を変更するには、システムシステム → 管理管理 → 日付と時刻日付と時刻 をクリックしをクリックし ます。ます。
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図図34.15 Firstboot の日時画面の日時画面

[D]

     Synchronize date and time over the network チェックボックスをクリックし、チェックボックスをクリックし、Network Time 
Protocol (NTP)サーバーを使用するようにシステムを設定し、クロックの精度を維持します。サーバーを使用するようにシステムを設定し、クロックの精度を維持します。NTP は、は、
同じネットワーク上のコンピューターに時刻同期サービスを提供します。多くのパブリック同じネットワーク上のコンピューターに時刻同期サービスを提供します。多くのパブリック NTP サーサー
バーがインターネット上で利用可能です。バーがインターネット上で利用可能です。
    

34.5. KDUMP

     この画面を使ってシステムでこの画面を使ってシステムで Kdump を使用するかどうかを選択します。を使用するかどうかを選択します。Kdump とは、カーネルのとは、カーネルの
クラッシュをダンプするメカニズムを指します。システムがクラッシュすると、クラッシュをダンプするメカニズムを指します。システムがクラッシュすると、Kdump はクラッシュはクラッシュ
の原因を特定する際に非常に重要なシステムから情報を取得します。の原因を特定する際に非常に重要なシステムから情報を取得します。
    

     このオプションを選択すると、このオプションを選択すると、Kdump 用にメモリーを予約する必要があり、このメモリーは他の目用にメモリーを予約する必要があり、このメモリーは他の目
的で利用できないことに注意してください。的で利用できないことに注意してください。
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図図34.16 kdump 画面画面

[D]

     このシステムでこのシステムで Kdump を使用しない場合は、を使用しない場合は、Finish をクリックします。をクリックします。Kdump を使用する場合を使用する場合
は、は、kdump を有効を有効 にするにする オプションを選択して、オプションを選択して、Kdump 用に確保するメモリー容量を選択用に確保するメモリー容量を選択
し、し、Finish をクリックします。をクリックします。
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図図34.17 kdump enabled

[D]

[13] 
        Satellite またはまたは RHN Classic にシステムを登録することもできます。にシステムを登録することもできます。Satellite の詳細は、の詳細は、
Satellite のドキュメントのドキュメント を参照してください。を参照してください。RHN Classic の使用に関する情報は、『の使用に関する情報は、『Red Hat 
Subscription Management Guide』』 の付録を参照してください。の付録を参照してください。
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第第35章章 次のステップ次のステップ

35.1. システムの更新システムの更新

     Red Hat は、各バージョンのサポート期間を通じて、は、各バージョンのサポート期間を通じて、Red Hat Enterprise Linux の更新ソフトウェの更新ソフトウェ
アパッケージをリリースします。更新されたパッケージは、新機能の追加、信頼性の向上、バグの解アパッケージをリリースします。更新されたパッケージは、新機能の追加、信頼性の向上、バグの解
決、またはセキュリティー脆弱性の削除を行います。システムのセキュリティーを確保するには、決、またはセキュリティー脆弱性の削除を行います。システムのセキュリティーを確保するには、Red 
Hat がセキュリティーアナウンスを発行するとすぐに、定期的に更新を行います。がセキュリティーアナウンスを発行するとすぐに、定期的に更新を行います。
    

35.1.1. ドライバー更新ドライバー更新 rpm パッケージパッケージ

      新しいハードウェアがインストールされたカーネルでまだサポートされていない場合、新しいハードウェアがインストールされたカーネルでまだサポートされていない場合、Red Hat まま
たはハードウェアベンダーがドライバーの更新を利用可能にする場合があります。ドライバーの更新はたはハードウェアベンダーがドライバーの更新を利用可能にする場合があります。ドライバーの更新は
インストールプロセス時にインストールできますがインストールプロセス時にインストールできますが(Intel およびおよび AMD システムの場合はシステムの場合は 6章章Intel およおよ
びび AMD システムへのインストール中におけるドライバーの更新システムへのインストール中におけるドライバーの更新、、IBM Power Systems サーバーの場サーバーの場
合は合は 13章章IBM Power Systems サーバーでのインストール中のドライバーの更新サーバーでのインストール中のドライバーの更新 )、インストールを実、インストールを実
行するために必要なデバイスにのみこれを行うことが推奨されます。その他の場合は、最初にインス行するために必要なデバイスにのみこれを行うことが推奨されます。その他の場合は、最初にインス
トールを完了し、本セクションで説明されているように、ドライバー更新トールを完了し、本セクションで説明されているように、ドライバー更新 rpm パッケージを含むデバパッケージを含むデバ
イスのサポートを追加します。イスのサポートを追加します。
     

      お使いのシステムがドライバー更新お使いのシステムがドライバー更新 rpm を必要とすることが不明な場合を除き、ドライバー更新を必要とすることが不明な場合を除き、ドライバー更新 
rpm をインストールしないでください。意図されていないシステムにドライバーの更新をインストールをインストールしないでください。意図されていないシステムにドライバーの更新をインストール
すると、システムの問題が発生する可能性があります。すると、システムの問題が発生する可能性があります。
     

      システムにインストールされているドライバー更新の一覧を表示するには、デスクトップでシステムにインストールされているドライバー更新の一覧を表示するには、デスクトップで 
System → Administration → Add/Remove Software をクリックし、プロンプトが表示されたらをクリックし、プロンプトが表示されたら root 
パスワードを入力します。パスワードを入力します。Search タブをクリックして、タブをクリックして、kmod- （最後の（最後の -に注意）という単語を入力に注意）という単語を入力
し、し、Search をクリックします。をクリックします。
     

図図35.1 インストールされているドライバー更新インストールされているドライバー更新 RPM パッケージの一覧表示パッケージの一覧表示
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図図35.1 インストールされているドライバー更新インストールされているドライバー更新 RPM パッケージの一覧表示パッケージの一覧表示

[D]

      または、以下のようにコマンドラインを使用できます。または、以下のようにコマンドラインを使用できます。
     

$ rpm - qa | egrep ^kmod-

      kmod の最後にあるの最後にある - に注意してください。これにより、に注意してください。これにより、kmod- で始まるインストール済みパッで始まるインストール済みパッ
ケージの一覧が表示されます。これには、システムに現在インストールされているすべてのドライバーケージの一覧が表示されます。これには、システムに現在インストールされているすべてのドライバー
更新を含める必要があります。サードパーティー更新ソフトウェアが提供する追加のドライバーは、こ更新を含める必要があります。サードパーティー更新ソフトウェアが提供する追加のドライバーは、こ
の出力には記載されていません。詳細は、サードパーティーベンダーにお問い合わせください。の出力には記載されていません。詳細は、サードパーティーベンダーにお問い合わせください。
     

      新しいドライバー更新新しいドライバー更新 rpm パッケージをインストールするには、以下を実行します。パッケージをインストールするには、以下を実行します。
     

1. 
        Red Hat またはハードウェアベンダーが指定した場所から、ドライバー更新またはハードウェアベンダーが指定した場所から、ドライバー更新 rpm パッパッ
ケージをダウンロードします。パッケージファイル名はケージをダウンロードします。パッケージファイル名は kmod ( カーネルモジュールカーネルモジュールの略の略)で始で始
まり、以下の例のような形式になります。まり、以下の例のような形式になります。
       

        kmod-foo- 1.05-2.el6.9.i686
       

        この例では、ドライバー更新この例では、ドライバー更新 rpm パッケージは、パッケージは、i686 システム上で、バージョン番号システム上で、バージョン番号  
1.05-2 のの foo という名前のドライバー更新を提供します。という名前のドライバー更新を提供します。
       

        ドライバー更新ドライバー更新 rpm パッケージは署名パッケージであり、他のすべてのソフトウェアパッパッケージは署名パッケージであり、他のすべてのソフトウェアパッ
ケージと同様に、インストール時に自動的に検証されます。この手順は手動で実行するには、ケージと同様に、インストール時に自動的に検証されます。この手順は手動で実行するには、
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コマンドラインで以下を入力します。コマンドラインで以下を入力します。
       

$ rpm -- checksig - v filename.rpm

        filename.rpm は、ドライバー更新は、ドライバー更新 rpm パッケージ名に置き換えます。これにより、パッパッケージ名に置き換えます。これにより、パッ
ケージがケージが Red Hat Enterprise Linux 6.9 のシステムにインストールされている標準ののシステムにインストールされている標準の Red Hat 
GPG パッケージ署名鍵を使用するかどうかを検証します。別のシステムで検証の目的でこのパッケージ署名鍵を使用するかどうかを検証します。別のシステムで検証の目的でこの
キーが必要な場合は、以下から取得できます。キーが必要な場合は、以下から取得できます。 https://access.redhat.com/security/team/key/
       

2. 
        ダウンロードしたファイルを見つけてダブルクリックします。システムはダウンロードしたファイルを見つけてダブルクリックします。システムは root パスワードパスワード
の入力を求める場合があります。その後、の入力を求める場合があります。その後、パッケージのインストールパッケージのインストール ボックスが表示されまボックスが表示されま
す。す。 
        

図図35.2 パッケージのインストールパッケージのインストール ボックスボックス

[D]

       

        Apply をクリックして、パッケージのインストールを完了します。をクリックして、パッケージのインストールを完了します。
       

        または、コマンドラインでドライバーの更新を手動でインストールできます。または、コマンドラインでドライバーの更新を手動でインストールできます。
       

$ rpm - ivh kmod-foo- 1.05-2.el6.9.i686

3. 
        グラフィカルインストールを使用しているか、コマンドラインをインストールするかにかグラフィカルインストールを使用しているか、コマンドラインをインストールするかにか
かわらず、システムを再起動して、システムが新しいドライバーを使用していることを確認しかわらず、システムを再起動して、システムが新しいドライバーを使用していることを確認し
ます。ます。
       

      Red Hat がが Red Hat Enterprise Linux の次のリリース前にカーネルエラータの更新を出荷しているの次のリリース前にカーネルエラータの更新を出荷している
場合は、インストールしたドライバーの更新を引き続き使用します。エラータの更新後にドライバーの場合は、インストールしたドライバーの更新を引き続き使用します。エラータの更新後にドライバーの
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更新を再インストールする必要はありません。通常、更新を再インストールする必要はありません。通常、Red Hat がが Red Hat Enterprise Linux の新しいの新しい
バージョンをリリースすると、以前のバージョンに対するすべてのドライバー更新が新しいバージョンバージョンをリリースすると、以前のバージョンに対するすべてのドライバー更新が新しいバージョン
に組み込まれます。ただし、特定のドライバーを含めることができない場合は、新しいバージョンのに組み込まれます。ただし、特定のドライバーを含めることができない場合は、新しいバージョンの 
Red Hat Enterprise Linux をインストールする際に、別のドライバー更新を実行する必要があります。をインストールする際に、別のドライバー更新を実行する必要があります。
この場合、この場合、Red Hat またはハードウェアベンダーベンダーが更新の場所をユーザーに通知します。またはハードウェアベンダーベンダーが更新の場所をユーザーに通知します。
     

35.2. アップグレードの完了アップグレードの完了

重要重要

      アップグレード後にシステムを再起動したら、手動によるシステム更新も実行する必アップグレード後にシステムを再起動したら、手動によるシステム更新も実行する必
要があります。詳細は、要があります。詳細は、「システムの更新」「システムの更新」 を参照してください。を参照してください。
     

     新規インストールを実行するのではなく、以前のリリースからシステムをアップグレードすること新規インストールを実行するのではなく、以前のリリースからシステムをアップグレードすること
を選択した場合は、パッケージセットの相違点を確認することをお勧めします。を選択した場合は、パッケージセットの相違点を確認することをお勧めします。「「 インストーラーを使インストーラーを使
用したアップグレード用したアップグレード 」」、、「「 インストーラーを使用したアップグレードインストーラーを使用したアップグレード 」」、または、または 「「 インストーインストー
ラーを使用したアップグレードラーを使用したアップグレード 」」 （システムのアーキテクチャーにより異なる）、元のシステムの（システムのアーキテクチャーにより異なる）、元のシステムの
パッケージ一覧を作成することをお勧めします。これでそのリストを使用して、元のシステムの状態にパッケージ一覧を作成することをお勧めします。これでそのリストを使用して、元のシステムの状態に
近い新しいシステムを決めることができます。近い新しいシステムを決めることができます。
    

     ほとんどのソフトウェアリポジトリー設定は、ほとんどのソフトウェアリポジトリー設定は、リリースリリース という用語で終わるパッケージに保存されという用語で終わるパッケージに保存され
ます。古いパッケージ一覧で、インストールされたリポジトリーを確認します。ます。古いパッケージ一覧で、インストールされたリポジトリーを確認します。
    

awk '{print $1}' ~/old-pkglist.txt | grep 'release$'

     必要に応じて、これらのパッケージをインターネット上の元のソースから取得してインストールし必要に応じて、これらのパッケージをインターネット上の元のソースから取得してインストールし
ます。元のサイトの指示に従って、ます。元のサイトの指示に従って、yum およびその他のソフトウェア管理ツールが使用するリポジトおよびその他のソフトウェア管理ツールが使用するリポジト
リー設定パッケージをリー設定パッケージを Red Hat Enterprise Linux システムにインストールします。システムにインストールします。
    

     次に、以下のコマンドを実行して、不足しているその他のソフトウェアパッケージの一覧を作成し次に、以下のコマンドを実行して、不足しているその他のソフトウェアパッケージの一覧を作成し
ます。ます。
    

awk '{print $1}' ~/old-pkglist.txt | sort | uniq > ~/old-pkgnames.txt
rpm -qa --qf '%{NAME}\n' | sort | uniq > ~/new-pkgnames.txt
diff -u ~/old-pkgnames.txt ~/new-pkgnames.txt | grep '^-' | sed 's/^-//' > /tmp/pkgs-to-install.txt

     ここで、ここで、yum コマンドでファイルコマンドでファイル /tmp/pkgs-to-install.txt を使用して、ほとんどのソフトウェアまを使用して、ほとんどのソフトウェアま
たはすべての古いソフトウェアを復元します。たはすべての古いソフトウェアを復元します。
    

su -c 'yum install `cat /tmp/pkgs-to-install.txt`'
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重要重要

      パッケージの変更により、パッケージの変更により、Red Hat Enterprise Linux リリース間で補完されるたリリース間で補完されるた
め、システム上のすべてのソフトウェアを復元できない場合があります。上記のルーチめ、システム上のすべてのソフトウェアを復元できない場合があります。上記のルーチ
ンを使用して、システム上のソフトウェアを再度比較し、見つかった問題に対応しまンを使用して、システム上のソフトウェアを再度比較し、見つかった問題に対応しま
す。す。
     

35.3. グラフィカルログインへの切り替えグラフィカルログインへの切り替え

重要重要

      グラフィカル環境に切り替えるには、グラフィカル環境に切り替えるには、リポジトリーリポジトリー から追加のソフトウェアをインから追加のソフトウェアをイン
ストールする必要がある場合があります。インターネットからストールする必要がある場合があります。インターネットから Red Hat Network サブスサブス
クリプションを使用してクリプションを使用して Red Hat Enterprise Linux リポジトリーにアクセスするか、リリポジトリーにアクセスするか、リ
ポジトリーとしてポジトリーとして Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD を使用できます。を使用できます。「コ「コ
マンドラインでのソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化」マンドラインでのソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
     

重要重要

      System z でグラフィカルユーザーインターフェイスを使用するには、代わりにでグラフィカルユーザーインターフェイスを使用するには、代わりに 
vncserver を使用します。を使用します。
     

     テキストログインを使用してインストールし、グラフィカルログインに切り替える場合は、以下のテキストログインを使用してインストールし、グラフィカルログインに切り替える場合は、以下の
手順に従います。手順に従います。
    

1. 
       root がまだない場合には、ユーザーをがまだない場合には、ユーザーを root アカウントに切り替えます。アカウントに切り替えます。
      

su -

       プロンプトが表示されたら管理者パスワードを入力します。プロンプトが表示されたら管理者パスワードを入力します。
      

2. 
       X Window System とグラフィカルデスクトップ環境をインストールしていない場合は、とグラフィカルデスクトップ環境をインストールしていない場合は、
インストールしてください。たとえば、インストールしてください。たとえば、GNOME デスクトップ環境をインストールするには、デスクトップ環境をインストールするには、
次のコマンドを使用します。次のコマンドを使用します。
      

yum groupinstall "X Window System" Desktop
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       KDE デスクトップ環境をインストールするには、以下を使用します。デスクトップ環境をインストールするには、以下を使用します。
      

yum groupinstall "X Window System" "KDE Desktop"

       Red Hat Enterprise Linux システムが追加のソフトウェアをダウンロードしてインストーシステムが追加のソフトウェアをダウンロードしてインストー
ルするため、この手順には時間がかかる場合があります。元のインストールソースによってルするため、この手順には時間がかかる場合があります。元のインストールソースによって
は、インストールメディアの提供を求められることがあります。は、インストールメディアの提供を求められることがあります。
      

3. 
       以下のコマンドを実行して以下のコマンドを実行して /etc/inittab ファイルを編集します。ファイルを編集します。
      

vi /etc/inittab

4. 
       I キーを押してキーを押して 挿入挿入 モードを開始します。モードを開始します。
      

5. 
       initdefault というテキストが含まれる行を見つけます。というテキストが含まれる行を見つけます。numeral 3 をを 5 に変更します。に変更します。
      

6. 
       :wq と入力し、と入力し、Enter キーを押してファイルを保存し、キーを押してファイルを保存し、vi テキストエディターを終了しまテキストエディターを終了しま
す。す。
      

     reboot コマンドを使用してシステムを再起動します。システムが再起動し、グラフィカルログインコマンドを使用してシステムを再起動します。システムが再起動し、グラフィカルログイン
を表示します。を表示します。
    

     グラフィカルログインで問題が発生した場合は、を参照してください。グラフィカルログインで問題が発生した場合は、を参照してください。10章章Intel またはまたは AMD シスシス
テムへのインストールのトラブルシューティングテムへのインストールのトラブルシューティング
    

35.3.1. コマンドラインでのソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化コマンドラインでのソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化

      新しいソフトウェアを新しいソフトウェアを Red Hat Enterprise Linux システムにインストールする通常の方法は、ソフシステムにインストールする通常の方法は、ソフ
トウェアリポジトリーを使用することです。トウェアリポジトリーを使用することです。Red Hat Network サブスクリプションを使用して、インサブスクリプションを使用して、イン
ターネットからターネットから Red Hat Enterprise Linux リポジトリーにアクセスするか、リポジトリーとしてリポジトリーにアクセスするか、リポジトリーとして Red 
Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD を使用します。オンラインリポジトリーからアクセスするソを使用します。オンラインリポジトリーからアクセスするソ
フトウェアは、インストールフトウェアは、インストール DVD で利用可能なソフトウェアよりも最新です。さらに、オンラインリで利用可能なソフトウェアよりも最新です。さらに、オンラインリ
ポジトリーにアクセスするためのポジトリーにアクセスするための Red Hat Enterprise Linux システムを設定することは、既存の有線システムを設定することは、既存の有線
ネットワーク接続が利用可能な限り、インストールネットワーク接続が利用可能な限り、インストール DVD をリポジトリーとして使用するようにシステをリポジトリーとして使用するようにシステ
ムを設定するよりも一般的に簡単です。ムを設定するよりも一般的に簡単です。
     

35.3.1.1. インターネットを介したソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化インターネットを介したソフトウェアリポジトリーへのアクセスの有効化
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       インストールプロセス中にインストールプロセス中に Red Hat Network サブスクリプション番号を指定した場合は、インサブスクリプション番号を指定した場合は、イン
ターネット経由でターネット経由で Red Hat Enterprise Linux リポジトリーにアクセスするようにシステムがすでに設リポジトリーにアクセスするようにシステムがすでに設
定されています。したがって、システムがインターネットにアクセスできるようにする必要がありま定されています。したがって、システムがインターネットにアクセスできるようにする必要がありま
す。既存の有線ネットワーク接続が利用可能な場合、このプロセスは簡単です。す。既存の有線ネットワーク接続が利用可能な場合、このプロセスは簡単です。
      

1. 
         root がまだない場合には、ユーザーをがまだない場合には、ユーザーを root アカウントに切り替えます。アカウントに切り替えます。
        

su -

2. 
         システムがネットワークに接続されていることを確認します。ネットワークは、コンシステムがネットワークに接続されていることを確認します。ネットワークは、コン
ピューターと外部モデムピューターと外部モデム/ルーターというルーターという 2 つのデバイスと同じ小さい場合があります。つのデバイスと同じ小さい場合があります。
        

3. 
         system-config-network を実行します。ネットワーク設定ツールが起動し、を実行します。ネットワーク設定ツールが起動し、アクションアクション
の選択の選択 画面が表示されます。画面が表示されます。
        

4. 
         Device configuration を選択し、を選択し、Enter を押します。ネットワーク設定ツールにを押します。ネットワーク設定ツールに
は、は、Select A Device 画面が表示され、システムに存在するネットワークインターフェイスの一画面が表示され、システムに存在するネットワークインターフェイスの一
覧が表示されます。最初のインターフェイスの名前は、デフォルトで覧が表示されます。最初のインターフェイスの名前は、デフォルトで eth0 です。です。
        

5. 
         設定するネットワークインターフェイスを選択し、設定するネットワークインターフェイスを選択し、Enter を押します。ネットワーク設定を押します。ネットワーク設定
ツールは、ネットワークツールは、ネットワーク 設定設定 画面に移動画面に移動 します。します。
        

6. 
         この画面で静的この画面で静的 IP、ゲートウェイ、および、ゲートウェイ、および DNS サーバーを手動で設定するか、これらのサーバーを手動で設定するか、これらの
フィールドを空白のままにしてデフォルト値を受け入れることができます。設定を選択したフィールドを空白のままにしてデフォルト値を受け入れることができます。設定を選択した
ら、ら、OK を選択し、を選択し、Enter を押します。ネットワーク設定ツールは、を押します。ネットワーク設定ツールは、デバイスの選択デバイスの選択 画面に戻画面に戻
ります。ります。
        

7. 
         Save を選択し、を選択し、Enter を押します。ネットワーク設定ツールは、を押します。ネットワーク設定ツールは、アクションの選択アクションの選択 画面画面
に戻ります。に戻ります。
        

8. 
         Save&Quit を選択しを選択し、、Enter を押します。ネットワーク設定ツールは設定を保存し、終了を押します。ネットワーク設定ツールは設定を保存し、終了
します。します。
        

9. 
         ifup インターフェイスインターフェイス を実行します。ここで、を実行します。ここで、interface は、ネットワーク設定ツールでは、ネットワーク設定ツールで
設定したネットワークインターフェイスです。たとえば、設定したネットワークインターフェイスです。たとえば、ifup eth0 を実行してを実行して eth0 を起動しを起動し
ます。ます。
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       ダイアルアップまたはワイヤレスインターネット接続の設定は、本ガイドの対象外となります。ダイアルアップまたはワイヤレスインターネット接続の設定は、本ガイドの対象外となります。
      

35.3.1.2. ソフトウェアリポジトリーとしてのソフトウェアリポジトリーとしての Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD の使用の使用

       物理ディスクの形式または物理ディスクの形式または ISO イメージファイルの形式で、イメージファイルの形式で、Red Hat Enterprise Linux インスインス
トールトール DVD をソフトウェアリポジトリーとして使用するには、以下を行います。をソフトウェアリポジトリーとして使用するには、以下を行います。
      

1. 
         物理物理 DVD を使用している場合は、コンピューターにディスクを挿入します。を使用している場合は、コンピューターにディスクを挿入します。
        

2. 
         root がまだない場合には、ユーザーをがまだない場合には、ユーザーを root アカウントに切り替えます。アカウントに切り替えます。
        

su -

3. 
         リポジトリーのリポジトリーの マウントポイントマウントポイント を作成します。を作成します。
        

mkdir -p /path/to/repo

         ここで、ここで、/path/to/repo はリポジトリーの場所になります（例：はリポジトリーの場所になります（例： /mnt/repo）。）。
        

4. 
         作成した作成した マウントマウント ポイントにポイントに DVD をマウントします。物理ディスクを使用している場合をマウントします。物理ディスクを使用している場合
は、は、DVD ドライブのドライブの デバイス名デバイス名 を知っている必要があります。システムでを知っている必要があります。システムで CD ドライブまたドライブまた
はは DVD ドライブの名前は、ドライブの名前は、cat /proc/sys/dev/cdrom/info コマンドを使用して確認できます。コマンドを使用して確認できます。
システムの最初のシステムの最初の CD またはまたは DVD ドライブは、通常ドライブは、通常 sr0 という名前です。デバイス名が分かっという名前です。デバイス名が分かっ
たら、たら、DVD をマウントします。をマウントします。
        

mount -r -t iso9660 /dev/device_name /path/to/repo

         例：例： mount -r -t iso9660 /dev/sr0 /mnt/repo
        

         ディスクのディスクの ISO イメージファイルを使用している場合は、以下のようなイメージファイイメージファイルを使用している場合は、以下のようなイメージファイ
ルをマウントします。ルをマウントします。
        

mount -r -t iso9660 -o loop /path/to/image/file.iso /path/to/repo
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         例：例： mount -r -o loop /home/root/Downloads/RHEL6.9-Server-i386-DVD.iso /mnt/repo
        

         イメージファイルを保持するストレージデバイス自体がマウントされている場合にのみ、イメージファイルを保持するストレージデバイス自体がマウントされている場合にのみ、
イメージファイルをマウントできます。たとえば、イメージファイルがシステムの起動時に自イメージファイルをマウントできます。たとえば、イメージファイルがシステムの起動時に自
動的にマウントされないハードドライブに保存されている場合は、ハードドライブに保存され動的にマウントされないハードドライブに保存されている場合は、ハードドライブに保存され
ているイメージファイルをマウントする前に、ハードドライブをマウントする必要がありまているイメージファイルをマウントする前に、ハードドライブをマウントする必要がありま
す。システムの起動時に自動的にはマウントされず、最初のパーティションのす。システムの起動時に自動的にはマウントされず、最初のパーティションの Downloads とと
いう名前のディレクトリーに保存されているイメージファイルがあるいう名前のディレクトリーに保存されているイメージファイルがある /dev/sdb という名前のという名前の
ハードドライブについて考えてみましょう。ハードドライブについて考えてみましょう。
        

mkdir /mnt/temp
mount /dev/sdb1 /mnt/temp
mkdir /mnt/repo
mount -r -t iso9660 -o loop mount -r -o loop /mnt/temp/Downloads/RHEL6.9-Server-i386-
DVD.iso /mnt/repo

         ストレージデバイスがマウントされているかどうかわからない場合は、ストレージデバイスがマウントされているかどうかわからない場合は、mount コマンドコマンド
を実行して、現在のマウントの一覧を取得します。ストレージデバイスのデバイス名またはを実行して、現在のマウントの一覧を取得します。ストレージデバイスのデバイス名または
パーティション番号が分からない場合は、パーティション番号が分からない場合は、fdisk -l を実行して、出力で識別してみてください。を実行して、出力で識別してみてください。
        

5. 
         /etc/yum.repos.d/ ディレクトリーに新しいディレクトリーに新しい リポジトリーファイルリポジトリーファイル を作成します。ファイを作成します。ファイ
ルの名前がルの名前が .repo で終わる限り重要ではありません。たとえば、で終わる限り重要ではありません。たとえば、dvd.repo は明確な選択肢では明確な選択肢で
す。す。
        

1. 
           repo ファイルの名前を選択し、ファイルの名前を選択し、vi テキストエディターで新しいファイルとして開きテキストエディターで新しいファイルとして開き
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
          

vi /etc/yum.repos.d/dvd.repo

2. 
           I キーを押してキーを押して 挿入挿入 モードを開始します。モードを開始します。
          

3. 
           リポジトリーの詳細を指定します。以下に例を示します。リポジトリーの詳細を指定します。以下に例を示します。
          

           リポジトリーの名前は角括弧で指定されます（この例ではリポジトリーの名前は角括弧で指定されます（この例では [dvd] ）。名前は重要で）。名前は重要で

[dvd]
baseurl=file:///mnt/repo/Server
enabled=1
gpgcheck=1
gpgkey=file:///etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-redhat-release
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はありませんが、意味のあるものを選択し、認識可能なものを選択する必要があります。はありませんが、意味のあるものを選択し、認識可能なものを選択する必要があります。
          

           baseurl を指定する行には、以前に作成したマウントポイントへのパス、を指定する行には、以前に作成したマウントポイントへのパス、Red Hat 
Enterprise Linux サーバーインストールサーバーインストール DVD の場合はの場合は /Server を接尾辞として、またはを接尾辞として、または 
Red Hat Enterprise Linux クライアントインストールクライアントインストール DVD の場合はの場合は /Client が含まれていが含まれてい
る必要があります。る必要があります。
          

4. 
           Esc キーを押してキーを押して 挿入挿入 モードを終了します。モードを終了します。
          

5. 
           :wq と入力し、と入力し、Enter キーを押してファイルを保存し、キーを押してファイルを保存し、vi テキストエディターを終テキストエディターを終
了します。了します。
          

6. 
           DVD からソフトウェアをインストールまたはアップグレードしたら、作成したリポからソフトウェアをインストールまたはアップグレードしたら、作成したリポ
ジトリーファイルを削除します。ジトリーファイルを削除します。
          

35.4. YUM を使用したパッケージのインストールを使用したパッケージのインストール

     yum ユーティリティーを使用すると、システムにパッケージをインストールできます。ユーティリティーを使用すると、システムにパッケージをインストールできます。
    

     1 つのパッケージと、そのパッケージでインストールされていないすべての依存関係をインストールつのパッケージと、そのパッケージでインストールされていないすべての依存関係をインストール
するには、以下の形式でコマンドを入力します。するには、以下の形式でコマンドを入力します。
    

yum install package_name

     AMD64 またはまたは Intel64 マシンなどのマシンなどの multilib システムにパッケージをインストールする場合は、システムにパッケージをインストールする場合は、
パッケージ名にパッケージ名に .arch を追加して、（有効なリポジトリーで利用可能な限り）パッケージのアーキテクを追加して、（有効なリポジトリーで利用可能な限り）パッケージのアーキテク
チャーを指定できます。たとえば、チャーを指定できます。たとえば、i686 用に用に foobar パッケージをインストールするには、次のようにパッケージをインストールするには、次のように
入力します。入力します。
    

~]# yum install foobar.i686

     システムがネットワークまたはインターネットにアクセスできない場合にパッケージをインストーシステムがネットワークまたはインターネットにアクセスできない場合にパッケージをインストー
ルするには、インストールリポジトリーとしてインストールルするには、インストールリポジトリーとしてインストール DVD またはまたは ISO イメージファイルを有効イメージファイルを有効
にすることを検討してくださいにすることを検討してください( 「ソフトウェアリポジトリーとしての「ソフトウェアリポジトリーとしての Red Hat Enterprise Linux インイン
ストールストール DVD の使用」の使用」を参照してくださいを参照してください)。別のアーキテクチャー用にパッケージをインストールす。別のアーキテクチャー用にパッケージをインストールす
る場合は、適切なインストールメディアを選択します。たとえば、る場合は、適切なインストールメディアを選択します。たとえば、64 ビットシステムにビットシステムに 32 ビットパッビットパッ
ケージをインストールする場合は、インストールリポジトリーとしてケージをインストールする場合は、インストールリポジトリーとして 32 ビットメディアを有効にしまビットメディアを有効にしま
す。す。
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     パッケージのインストールの詳細は、パッケージのインストールの詳細は、Red Hat Enterprise Linux デプロイメントガイドデプロイメントガイド のの 『『Yum』』 
の章を参照してください。の章を参照してください。
    

35.5. CLOUD-INIT を使用したクラウドインスタンスの初期設定の自動化を使用したクラウドインスタンスの初期設定の自動化

     クラウドインスタンスの初期設定には、クラウドインスタンスの初期設定には、cloud-init パッケージを使用できます。新規クラウドインスパッケージを使用できます。新規クラウドインス
タンスでは、タンスでは、cloud-init は以下を自動化できます。は以下を自動化できます。
    

       デフォルトロケールの設定デフォルトロケールの設定
      

       ホスト名の設定ホスト名の設定
      

       ネットワークインターフェイスの設定ネットワークインターフェイスの設定
      

       プライベートプライベート SSH キーの生成キーの生成
      

       ユーザーのユーザーの .ssh/authorized_keys ディレクトリーにディレクトリーに SSH キーを追加します。キーを追加します。
      

       一時的なマウントポイントの設定一時的なマウントポイントの設定
      

     cloud-init は、は、Red Hat のクラウド製品で使用されます。のクラウド製品で使用されます。Red Hat 製品での製品での cloud-init の使用についの使用につい
てのドキュメントを参照してください。てのドキュメントを参照してください。
    

       Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 7 のの インストールおよび設定ガイドインストールおよび設定ガイド
      

       Red Hat OpenStack Platform 8 インスタンスおよびイメージガイドインスタンスおよびイメージガイド
      

       Red Hat Enterprise Virtualization Virtual Machine Management Guide
      

       Red Hat CloudForms Provisioning Virtual Machines and Hosts Guide
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     また、また、アップストリームのアップストリームの cloud-init のドキュメントのドキュメント  も参照してください。も参照してください。
    

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

694

http://cloudinit.readthedocs.io/en/latest/index.html


第第36章章 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

    問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ
ムを十分に理解している必要があります。本章では、独自のナレッジを使用してシステムを修復できるムを十分に理解している必要があります。本章では、独自のナレッジを使用してシステムを修復できる
レスキューモード、シングルユーザーモード、および緊急モードで起動する方法を説明します。レスキューモード、シングルユーザーモード、および緊急モードで起動する方法を説明します。
   

36.1. レスキューモードレスキューモード

36.1.1. 一般的な問題一般的な問題

      以下のいずれかの理由で、これらのリカバリーモードのいずれかを起動しないといけない場合があ以下のいずれかの理由で、これらのリカバリーモードのいずれかを起動しないといけない場合があ
ります。ります。
     

        Red Hat Enterprise Linux （ランレベル（ランレベル 3 またはまたは 5）で正常に起動できない。）で正常に起動できない。
       

        ハードウェアまたはソフトウェアの問題があり、システムのハードドライブからいくつかハードウェアまたはソフトウェアの問題があり、システムのハードドライブからいくつか
の重要なファイルを取得したいとします。の重要なファイルを取得したいとします。
       

        root パスワードを忘れてしまった。パスワードを忘れてしまった。
       

36.1.1.1. Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない

       この問題は、この問題は、Red Hat Enterprise Linux のインストール後に別のオペレーティングシステムをインのインストール後に別のオペレーティングシステムをイン
ストールすることで発生することがよくあります。他のオペレーティングシステムの中には、コンストールすることで発生することがよくあります。他のオペレーティングシステムの中には、コン
ピューターに他のオペレーティングシステムがないものととみなします。ピューターに他のオペレーティングシステムがないものととみなします。GRUB ブートローダーを含んブートローダーを含ん
だマスターブートレコードだマスターブートレコード(MBR)を上書きします。ブートローダーがこの方法で上書きされた場合は、を上書きします。ブートローダーがこの方法で上書きされた場合は、
レスキューモードにアクセスしてブートローダーを再設定しない限り、レスキューモードにアクセスしてブートローダーを再設定しない限り、Red Hat Enterprise Linux を起を起
動できません。動できません。
      

       もうもう 1 つの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整したつの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整した
り、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これにり、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これに
より、パーティションの順番が変更されてしまいます。より、パーティションの順番が変更されてしまいます。/ パーティションのパーティション番号が変更パーティションのパーティション番号が変更
された場合、ブートローダーがパーティションを見つけることができない可能性があります。この問題された場合、ブートローダーがパーティションを見つけることができない可能性があります。この問題
を修正するには、レスキューモードで起動し、を修正するには、レスキューモードで起動し、/boot/grub/grub.conf ファイルを変更します。ファイルを変更します。
      

       レスキュー環境からレスキュー環境から GRUB ブートローダーを再インストールする方法は、ブートローダーを再インストールする方法は、「ブートローダーの再「ブートローダーの再
インストール」インストール」 を参照してください。を参照してください。
      

36.1.1.2. ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題
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       このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合
と、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げると、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げる
ことができます。上記のいずれかが当てはまる場合は、ことができます。上記のいずれかが当てはまる場合は、Red Hat Enterprise Linux で再起動できない可で再起動できない可
能性があります。ただし、システムリカバリーモードのいずれかを起動する場合は、問題を解決する能性があります。ただし、システムリカバリーモードのいずれかを起動する場合は、問題を解決する
か、少なくとも重要なファイルのコピーを取得できる可能性があります。か、少なくとも重要なファイルのコピーを取得できる可能性があります。
      

36.1.1.3. root パスワードパスワード

       root パスワードを取得する場合はどうしたらよいでしょうか。別のパスワードにリセットするにパスワードを取得する場合はどうしたらよいでしょうか。別のパスワードにリセットするに
は、レスキューモードまたはシングルユーザーモードで起動し、は、レスキューモードまたはシングルユーザーモードで起動し、passwd コマンドを使用してコマンドを使用して root パパ
スワードをリセットします。スワードをリセットします。
      

36.1.2. レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

      レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、CD-ROM またはその他の起動方法またはその他の起動方法
で、小さなで、小さな Red Hat Enterprise Linux 環境全体を起動する機能を提供します。環境全体を起動する機能を提供します。
     

      名前が示すように、レスキューモードは何かからのレスキューに提供されます。通常の運用では、名前が示すように、レスキューモードは何かからのレスキューに提供されます。通常の運用では、
Red Hat Enterprise Linux システムは、システムのハードドライブにあるファイルを使用して、プログシステムは、システムのハードドライブにあるファイルを使用して、プログ
ラムの実行、ファイルの格納など、すべてを行います。ラムの実行、ファイルの格納など、すべてを行います。
     

      ただし、システムのハードドライブ上のファイルにアクセスするためには、ただし、システムのハードドライブ上のファイルにアクセスするためには、Red Hat Enterprise 
Linux を完全に実行できない場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライブからを完全に実行できない場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライブから 
Red Hat Enterprise Linux を実際に実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されていを実際に実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されてい
るファイルにアクセスできます。るファイルにアクセスできます。
     

      レスキューモードで起動するには、以下のいずれかの方法でシステムを起動できる必要がありまレスキューモードで起動するには、以下のいずれかの方法でシステムを起動できる必要がありま

す。す。[14]:
     

        ブートブート CD-ROM またはまたは DVD からシステムを起動する。からシステムを起動する。
       

        USB フラッシュデバイスなどの他のインストール起動メディアからシステムを起動する。フラッシュデバイスなどの他のインストール起動メディアからシステムを起動する。
       

        Red Hat Enterprise Linux インストールインストール DVD からシステムを起動する。からシステムを起動する。
       

      説明されている方法のいずれかを使用して起動したら、キーワード説明されている方法のいずれかを使用して起動したら、キーワード rescue をカーネルパラメーをカーネルパラメー
ターとして追加します。たとえば、ターとして追加します。たとえば、x86 システムの場合は、インストールブートプロンプトで以下のコシステムの場合は、インストールブートプロンプトで以下のコ
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マンドを入力します。マンドを入力します。
     

linux rescue

      起動するドライバー起動するドライバー ディスクディスク で提供されるサードパーティーのドライバーが必要な場合は、追加オで提供されるサードパーティーのドライバーが必要な場合は、追加オ
プションプション dd を指定してドライバーを読み込みます。を指定してドライバーを読み込みます。
     

linux rescue dd

      起動時にドライバーディスクを使用する方法の詳細は、起動時にドライバーディスクを使用する方法の詳細は、「ドライバー更新ディスクの指定に起動オ「ドライバー更新ディスクの指定に起動オ
プションを使用する」プションを使用する」 (x86 システムの場合システムの場合)またはまたは 「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプション「ドライバー更新ディスクの指定に起動オプション
を使用する」を使用する」 (Power Systems サーバーサーバー)を参照してください。を参照してください。
     

      Red Hat Enterprise Linux 6.9 ディストリビューションに含まれるドライバーによりシステムが起ディストリビューションに含まれるドライバーによりシステムが起
動しない場合は、動しない場合は、rdblacklist オプションでそのドライバーをブラックリストに指定します。たとえオプションでそのドライバーをブラックリストに指定します。たとえ
ば、ば、foobar ドライバーなしでレスキューモードで起動するには、以下を実行します。ドライバーなしでレスキューモードで起動するには、以下を実行します。
     

linux rescue rdblacklist=foobar

      使用する言語など、いくつかの基本的な質問に回答するように求められます。また、有効なレス使用する言語など、いくつかの基本的な質問に回答するように求められます。また、有効なレス
キューイメージがある場所を選択するように求められます。キューイメージがある場所を選択するように求められます。Local CD-ROM から、から、Hard Drive、、NFS 
イメージイメージ、、FTP、または、または HTTP のいずれかを選択します。選択した場所には有効なインストールツリーのいずれかを選択します。選択した場所には有効なインストールツリー
が含まれている必要があり、インストールツリーは、起動したが含まれている必要があり、インストールツリーは、起動した Red Hat Enterprise Linux ディスクとディスクと
同じバージョンの同じバージョンの Red Hat Enterprise Linux である必要があります。ブートである必要があります。ブート CD-ROM またはその他のまたはその他の
メディアを使用してレスキューモードを開始する場合、インストールツリーはメディアが作成されたツメディアを使用してレスキューモードを開始する場合、インストールツリーはメディアが作成されたツ
リーと同じツリーにある必要があります。ハードドライブ、リーと同じツリーにある必要があります。ハードドライブ、NFS サーバー、サーバー、FTP サーバー、またはサーバー、または 
HTTP サーバーでインストールツリーを設定する方法は、本ガイドの以前のセクションを参照してくだサーバーでインストールツリーを設定する方法は、本ガイドの以前のセクションを参照してくだ
さい。さい。
     

      ネットワーク接続を必要としないレスキューイメージを選択すると、ネットワーク接続を確立するネットワーク接続を必要としないレスキューイメージを選択すると、ネットワーク接続を確立する
かどうかを尋ねられます。ネットワーク接続は、別のコンピューターにファイルをバックアップしたかどうかを尋ねられます。ネットワーク接続は、別のコンピューターにファイルをバックアップした
り、共有ネットワークの場所からり、共有ネットワークの場所から RPM パッケージをインストールする必要がある場合などに役立ちまパッケージをインストールする必要がある場合などに役立ちま
す。す。
     

      以下のメッセージが表示されます。以下のメッセージが表示されます。
     

       レスキュー環境は、レスキュー環境は、Linux インストールを検索して、インストールを検索して、/mnt/sysimage ディレクトディレクト
リーにマウントします。その後、システムに必要な変更を加えることができます。このリーにマウントします。その後、システムに必要な変更を加えることができます。この
手順を続行する場合は手順を続行する場合は Continue を選択します。を選択します。Read-only を選択して、読み取りを選択して、読み取り/書書
き込みの代わりにファイルシステムを読み取り専用でマウントすることもできます。何き込みの代わりにファイルシステムを読み取り専用でマウントすることもできます。何
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らかの理由でこのプロセスに失敗した場合は、スキップらかの理由でこのプロセスに失敗した場合は、スキップ を選択でき、このステップはを選択でき、このステップは
省略され、コマンドシェルに直接移動します。省略され、コマンドシェルに直接移動します。
      

      Continue を選択すると、ファイルシステムをを選択すると、ファイルシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントしようとディレクトリーにマウントしようと
します。パーティションのマウントに失敗した場合は、通知されます。します。パーティションのマウントに失敗した場合は、通知されます。Read-Only を選択すると、ファを選択すると、ファ
イルシステムをイルシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントしようとしますが、読み取り専用モードにディレクトリーにマウントしようとしますが、読み取り専用モードに
なります。なります。スキップスキップ を選択すると、ファイルシステムはマウントされません。ファイルシステムが破損を選択すると、ファイルシステムはマウントされません。ファイルシステムが破損
していると思われる場合は、していると思われる場合は、スキップスキップ を選択します。を選択します。
     

      システムをレスキューモードで使用すると、システムをレスキューモードで使用すると、VC （仮想コンソール）（仮想コンソール）1 およびおよび VC 2 にプロンプトがにプロンプトが
表示されます表示されます(VC 1 にアクセスするにはにアクセスするには Ctrl-Alt-F1 キーの組み合わせを使用し、キーの組み合わせを使用し、Ctrl-Alt-F2 を使用しを使用し
てて VC 2 にアクセスしますにアクセスします)。。
     

sh-3.00b#

      Continue を選択してパーティションを自動的にマウントし、正常にマウントされた場合は、シングを選択してパーティションを自動的にマウントし、正常にマウントされた場合は、シング
ルユーザーモードになります。ルユーザーモードになります。
     

      ファイルシステムがマウントされていても、レスキューモードのデフォルトのファイルシステムがマウントされていても、レスキューモードのデフォルトの root パーティションパーティション
は一時的なは一時的な root パーティションであり、通常のユーザーモード（ランレベルパーティションであり、通常のユーザーモード（ランレベル 3 またはまたは 5）で使用する）で使用する
ファイルシステムのファイルシステムの root パーティションではありません。ファイルシステムのマウントを選択し、正パーティションではありません。ファイルシステムのマウントを選択し、正
常にマウントされた場合は、次のコマンドを実行してレスキューモード環境の常にマウントされた場合は、次のコマンドを実行してレスキューモード環境の root パーティションパーティション
を、ファイルシステムのを、ファイルシステムの root パーティションに変更できます。パーティションに変更できます。
     

chroot /mnt/sysimage

      これは、これは、root パーティションがパーティションが / としてマウントされる必要があるとしてマウントされる必要がある rpm などのコマンドを実行するなどのコマンドを実行する
必要がある場合に便利です。必要がある場合に便利です。chroot 環境を終了するには、環境を終了するには、exit と入力してプロンプトに戻ります。と入力してプロンプトに戻ります。
     

      Skip を選択した場合は、を選択した場合は、/foo などのディレクトリーを作成し、以下のコマンドを入力して、レスなどのディレクトリーを作成し、以下のコマンドを入力して、レス
キューモード内でパーティションまたはキューモード内でパーティションまたは LVM2 論理ボリュームを手動でマウントしてみてください。論理ボリュームを手動でマウントしてみてください。
     

mount -t ext4 /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 /foo

      上記のコマンドでは、上記のコマンドでは、/foo は作成したディレクトリーで、は作成したディレクトリーで、/dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 はは
マウントするマウントする LVM2 論理ボリュームです。パーティションのタイプが論理ボリュームです。パーティションのタイプが ext2 またはまたは ext3 の場合は、それの場合は、それ
ぞれぞれ ext4 をを ext2 またはまたは ext3 に置き換えます。に置き換えます。
     

      すべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されますべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されま
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す。す。
     

fdisk -l

      LVM2 物理ボリュームやボリュームグループ、論理ボリュームの名前がすべて不明な場合はそれぞ物理ボリュームやボリュームグループ、論理ボリュームの名前がすべて不明な場合はそれぞ
れ、れ、pvdisplay、、vgdisplay、、lvdisplay のコマンドを使用します。のコマンドを使用します。
     

      プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。
     

        ネットワークが開始されている場合、ネットワークが開始されている場合、ssh、、scp、、ping
       

        テープドライブのユーザー用にテープドライブのユーザー用に dump とと restore
       

        パーティションの管理にパーティションの管理に parted とと fdisk
       

        ソフトウェアソフトウェア のインストールまたはアップグレード用ののインストールまたはアップグレード用の RPM
       

        テキストファイルを編集するテキストファイルを編集する vi
       

36.1.2.1. ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

       多くの場合、多くの場合、GRUB ブートローダーが誤って削除したり、破損したり、他のオペレーティングシスブートローダーが誤って削除したり、破損したり、他のオペレーティングシス
テムに置き換えられる可能性があります。テムに置き換えられる可能性があります。
      

       以下の手順は、マスターブートレコードに以下の手順は、マスターブートレコードに GRUB を再インストールするプロセスについて詳述しを再インストールするプロセスについて詳述し
ています。ています。
      

         インストールメディアメディアからシステムを起動します。インストールメディアメディアからシステムを起動します。
        

         インストールブートプロンプトでインストールブートプロンプトで linux rescue と入力して、レスキュー環境を入力しまと入力して、レスキュー環境を入力しま
す。す。
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         chroot /mnt/sysimage と入力して、と入力して、root パーティションをマウントします。パーティションをマウントします。
        

         /sbin/grub-install bootpartとと 入力して入力して GRUB ブートローダーを再インストールします。ブートローダーを再インストールします。
ここで、ここで、bootpart はブートパーティションです（通常ははブートパーティションです（通常は /dev/sda）。）。
        

         GRUB が追加のオペレーティングシステムを制御するために追加のエントリーが必要になが追加のオペレーティングシステムを制御するために追加のエントリーが必要にな
る場合があるため、る場合があるため、/boot/grub/grub.conf ファイルを確認してください。ファイルを確認してください。
        

         システムを再起動します。システムを再起動します。
        

36.1.3. シングルユーザーモードでの起動シングルユーザーモードでの起動

      シングルユーザーモードの利点のシングルユーザーモードの利点の 1 つは、ブートつは、ブート CD-ROM を必要としないことですが、ファイルを必要としないことですが、ファイル
システムを読み取り専用としてマウントするオプションや、それらをまったくマウントしないオプショシステムを読み取り専用としてマウントするオプションや、それらをまったくマウントしないオプショ
ンを提供しないことです。ンを提供しないことです。
     

      システムが起動しても、起動が完了したときにログインできない場合は、シングルユーザーモードシステムが起動しても、起動が完了したときにログインできない場合は、シングルユーザーモード
を試してください。を試してください。
     

      シングルユーザーモードでは、コンピューターはランレベルシングルユーザーモードでは、コンピューターはランレベル 1 で起動します。ローカルファイルシで起動します。ローカルファイルシ
ステムはマウントされますが、ネットワークはアクティベートされません。使用可能なシステムメンテステムはマウントされますが、ネットワークはアクティベートされません。使用可能なシステムメンテ
ナーンスシェルがある。レスキューモードとは異なり、シングルユーザーモードは自動的にファイルシナーンスシェルがある。レスキューモードとは異なり、シングルユーザーモードは自動的にファイルシ
ステムをマウントしようとします。ステムをマウントしようとします。ファイルシステムを正常にマウントできない場合は、シングルユーファイルシステムを正常にマウントできない場合は、シングルユー
ザーモードを使用しないでください。ザーモードを使用しないでください。システムでランレベルシステムでランレベル 1 の設定が破損している場合は、シングルの設定が破損している場合は、シングル
ユーザーモードを使用することはできません。ユーザーモードを使用することはできません。
     

      GRUB を使用するを使用する x86 システムで、以下の手順を使用し、シングルユーザーモードで起動します。システムで、以下の手順を使用し、シングルユーザーモードで起動します。
     

1. 
        ブート時のブート時の GRUB スプラッシュ画面で、任意のキーを押してスプラッシュ画面で、任意のキーを押して GRUB インタラクティブメインタラクティブメ
ニューに入ります。ニューに入ります。
       

2. 
        起動するカーネルのバージョンで起動するカーネルのバージョンで Red Hat Enterprise Linux を選択し、行を追加するためを選択し、行を追加するため
にに a を入力します。を入力します。
       

3. 
        行の最後に移動し、別の単語として行の最後に移動し、別の単語として single と入力してと入力して からから singleと入力します。と入力します。Enter 
を押して編集モードを終了します。を押して編集モードを終了します。
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36.1.4. 緊急モードでの起動緊急モードでの起動

      緊急モードでは、可能な限り最小限の環境で起動します。ルートファイルシステムは読み取り専用緊急モードでは、可能な限り最小限の環境で起動します。ルートファイルシステムは読み取り専用
でマウントされ、ほとんど何も設定されていません。シングルユーザーモードにおける緊急モードの主でマウントされ、ほとんど何も設定されていません。シングルユーザーモードにおける緊急モードの主
な利点は、な利点は、init ファイルが読み込まれていないことです。ファイルが読み込まれていないことです。init が破損しているか、または機能していなが破損しているか、または機能していな
い場合は、ファイルシステムをマウントして、再インストール中に失われてしまう可能性のあるデータい場合は、ファイルシステムをマウントして、再インストール中に失われてしまう可能性のあるデータ
を復元できます。を復元できます。
     

      緊急モードで起動するには、緊急モードで起動するには、「シングルユーザーモードでの起動」「シングルユーザーモードでの起動」 でシングルユーザーモードの説でシングルユーザーモードの説
明と同じ方法を使用し、キーワード明と同じ方法を使用し、キーワード single をキーワードをキーワード emergency に置き換えます。に置き換えます。
     

36.2. POWER SYSTEMS サーバーでのレスキューモードサーバーでのレスキューモード

     システムが起動しない場合は、レスキューモードでインストールディスクを使用できます。レスシステムが起動しない場合は、レスキューモードでインストールディスクを使用できます。レス
キューモードでは、システムのディスクパーティションにアクセスできるようにするため、インストーキューモードでは、システムのディスクパーティションにアクセスできるようにするため、インストー
ルのレスキューに必要な変更を加えることができます。ルのレスキューに必要な変更を加えることができます。
    

     Language Selection 画面画面(「言語の選択」「言語の選択」)の後に、インストールプログラムはシステムにディスクの後に、インストールプログラムはシステムにディスク
パーティションのマウントを試みます。次に、必要な変更を加えることができるシェルプロンプトが表パーティションのマウントを試みます。次に、必要な変更を加えることができるシェルプロンプトが表
示されます。この変更には、インストールの完了セクション示されます。この変更には、インストールの完了セクション(「インストールの完了」「インストールの完了」)で説明されていで説明されてい
るように、カーネルおよびコマンドラインをるように、カーネルおよびコマンドラインを IPL ソースに保存することが含まれます。ソースに保存することが含まれます。
    

     変更が完了したら、変更が完了したら、exit 0 を使用してシェルを終了することができます。これにより、を使用してシェルを終了することができます。これにより、C 側から再起側から再起
動します。動します。A またはまたは B 側から再起動するか、または側から再起動するか、または *NWSSTG からリブートするには、シェルを終了からリブートするには、シェルを終了
する代わりにシステムを変更する必要があります。する代わりにシステムを変更する必要があります。
    

36.2.1. レスキューモードからレスキューモードから SCSI ユーティリティーにアクセスするための特別な考慮事項ユーティリティーにアクセスするための特別な考慮事項

      システムがネイティブのシステムがネイティブの DASD ディスクを使用している場合は、レスキューモードからディスクを使用している場合は、レスキューモードから SCSI ユーユー
ティリティーにアクセスする必要がある場合があります。これらのユーティリティーは、ドライバーティリティーにアクセスする必要がある場合があります。これらのユーティリティーは、ドライバー
ディスクディスク CD にあります。ドライバーディスクにあります。ドライバーディスク CD は、特別な手順が実行されない限り、レスキューは、特別な手順が実行されない限り、レスキュー
モードからマウントできません。以下の手順について説明します。モードからマウントできません。以下の手順について説明します。
     

      Linux システムにシステムに 2 つ目のつ目の CD-ROM ドライブが割り当てられている場合は、ドライブが割り当てられている場合は、2 番目のドライブにド番目のドライブにド
ライバーディスクライバーディスク CD をマウントできます。をマウントできます。
     

      CD-ROM ドライブがドライブが 1 つしかない場合は、以下の手順に従ってつしかない場合は、以下の手順に従って NFS ブートを設定する必要がありブートを設定する必要があり
ます。ます。
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1. 
        linux rescue askmethod コマンドを使用してコマンドを使用して CD-ROM から起動します。これにより、から起動します。これにより、
CD-ROM ドライブにデフォルト設定するのではなく、レスキューメディアのソースとしてドライブにデフォルト設定するのではなく、レスキューメディアのソースとして 
NFS を手動で選択できます。を手動で選択できます。
       

2. 
        最初のインストールディスクを、別の最初のインストールディスクを、別の Linux システムのファイルシステムにコピーしまシステムのファイルシステムにコピーしま
す。す。
       

3. 
        インストールディスクのこのコピーをインストールディスクのこのコピーを NFS またはまたは FTP 経由で利用可能にします。経由で利用可能にします。
       

4. 
        レスキューが必要なシステムの電源を切るか、電源を切ります。レスキューが必要なシステムの電源を切るか、電源を切ります。IPL ソースが（上記の手ソースが（上記の手
順順 1 から）から）IFS 上の上の boot.img のコピーを示す必要がある場合を除き、レスキューモードでインのコピーを示す必要がある場合を除き、レスキューモードでイン
ストールディスクを起動するための指示どおりにそのストールディスクを起動するための指示どおりにその IPL パラメーターを設定します。パラメーターを設定します。
       

5. 
        インストールディスクがインストールディスクが DVD ドライブにないことを確認します。ドライブにないことを確認します。
       

6. 
        Linux システムをシステムを IPL します。します。
       

7. 
        「「Power Systems サーバーでのレスキューモード」サーバーでのレスキューモード」 の説明に従って、プロンプトに従いの説明に従って、プロンプトに従い
ます。インストールソースの追加プロンプトが表示されます。ます。インストールソースの追加プロンプトが表示されます。NFS またはまたは FTP （必要に応じ（必要に応じ
て）を選択し、以下のネットワーク設定画面を完了します。て）を選択し、以下のネットワーク設定画面を完了します。
       

8. 
        Linux システムがレスキューモードで起動すると、システムがレスキューモードで起動すると、CD-ROM ドライブを使用でき、ドライドライブを使用でき、ドライ
バーメディアをマウントしてバーメディアをマウントして SCSI ユーティリティーにアクセスできます。ユーティリティーにアクセスできます。
       

36.3. レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

     誤作動または欠落しているドライバーが原因で、システムが正常に起動しなくなる可能性がありま誤作動または欠落しているドライバーが原因で、システムが正常に起動しなくなる可能性がありま
す。レスキューモードは、システムが起動に失敗してもドライバーを追加、削除、または交換できる環す。レスキューモードは、システムが起動に失敗してもドライバーを追加、削除、または交換できる環
境を提供します。誤作動するドライバーを削除したり、更新されたドライバーや不足しているドライ境を提供します。誤作動するドライバーを削除したり、更新されたドライバーや不足しているドライ
バーを追加したりする際には、可能な場合はバーを追加したりする際には、可能な場合は RPM パッケージマネージャーを使用することが推奨されパッケージマネージャーを使用することが推奨され
ます。誤作動を起こすドライバーを何らかの理由で削除できない場合は、ドライバーが起動時に読み込ます。誤作動を起こすドライバーを何らかの理由で削除できない場合は、ドライバーが起動時に読み込
まれないようにするため、代わりにドライバーをまれないようにするため、代わりにドライバーを ブラックリストブラックリスト に登録できます。に登録できます。
    

     ドライバーディスクからドライバーをインストールすると、ドライバーディスクはこのドライバードライバーディスクからドライバーをインストールすると、ドライバーディスクはこのドライバー
を使用するためにシステム上のすべてのを使用するためにシステム上のすべての initramfs イメージを更新することに注意してください。ドライメージを更新することに注意してください。ドラ
イバーが原因でシステムが起動できない場合は、別のイバーが原因でシステムが起動できない場合は、別の initramfs イメージからシステムを起動する方法イメージからシステムを起動する方法
は使用できません。は使用できません。
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36.3.1. RPM によるドライバーの追加、削除、置換によるドライバーの追加、削除、置換

      レスキューモードでは、インストールされたシステムを起動していない場合でも、レスキューモードでは、インストールされたシステムを起動していない場合でも、RPM を使用してを使用して
インストール済みシステムからパッケージをインストール、削除、または更新できます。誤作動していインストール済みシステムからパッケージをインストール、削除、または更新できます。誤作動してい
るドライバーを削除するには、以下のコマンドを実行します。るドライバーを削除するには、以下のコマンドを実行します。
     

1. 
        ブートプロンプトでブートプロンプトで linux rescue コマンドを使用するか、ドライバーディスクからサードコマンドを使用するか、ドライバーディスクからサード
パーティーのドライバーを読み込む必要がある場合はパーティーのドライバーを読み込む必要がある場合は linux rescue dd コマンドを使用して、コマンドを使用して、
システムをレスキューモードで起動します。システムをレスキューモードで起動します。「レスキューモードでの起動」「レスキューモードでの起動」 の手順に従って、の手順に従って、
インストール済みのシステムを読み取り専用としてマウントすることを選択しインストール済みのシステムを読み取り専用としてマウントすることを選択し ないない でくださでくださ
い。い。
       

2. 
        ルートディレクトリーをルートディレクトリーを /mnt/sysimage/ に変更します。に変更します。
       

chroot /mnt/sysimage/

3. 
        rpm -e コマンドを使って、ドライバーパッケージを削除します。たとえば、コマンドを使って、ドライバーパッケージを削除します。たとえば、kmod-foobar 
ドライバーパッケージを削除するには、以下のコマンドを実行します。ドライバーパッケージを削除するには、以下のコマンドを実行します。
       

rpm -e kmod-foobar

4. 
        chroot 環境を終了します。環境を終了します。
       

exit

      ドライバーのインストールは同様のプロセスですが、ドライバーを含むドライバーのインストールは同様のプロセスですが、ドライバーを含む RPM パッケージがシステパッケージがシステ
ムで利用できる必要があります。ムで利用できる必要があります。
     

1. 
        ブートプロンプトでブートプロンプトで linux rescue コマンドを使用するか、ドライバーディスクからサードコマンドを使用するか、ドライバーディスクからサード
パーティーのドライバーを読み込む必要がある場合はパーティーのドライバーを読み込む必要がある場合は linux rescue dd コマンドを使用して、コマンドを使用して、
システムをレスキューモードで起動します。システムをレスキューモードで起動します。「レスキューモードでの起動」「レスキューモードでの起動」 の手順に従って、の手順に従って、
インストール済みのシステムを読み取り専用としてマウントすることを選択しインストール済みのシステムを読み取り専用としてマウントすることを選択し ないない でくださでくださ
い。い。
       

2. 
        そのドライバーを含むそのドライバーを含む RPM パッケージを利用できるようにします。たとえば、パッケージを利用できるようにします。たとえば、CD またはまたは 
USB フラッシュドライブをマウントして、フラッシュドライブをマウントして、RPM パッケージをパッケージを /mnt/sysimage/ の下の任意の場の下の任意の場
所にコピーします（例：所にコピーします（例： /mnt/sysimage/root/drivers/ ）。）。
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3. 
        ルートディレクトリーをルートディレクトリーを /mnt/sysimage/ に変更します。に変更します。
       

chroot /mnt/sysimage/

4. 
        rpm -ivh コマンドを使用して、ドライバーパッケージをインストールします。たとえコマンドを使用して、ドライバーパッケージをインストールします。たとえ
ば、ば、/root/drivers/ からから kmod-foobar ドライバーパッケージをインストールするには、以下のドライバーパッケージをインストールするには、以下の
コマンドを実行します。コマンドを実行します。
       

rpm - ivh /root/drivers/kmod-foobar- 1.2.0 4.17.el6.i686

        このこの chroot 環境の環境の /root/drivers/ は、元のレスキュー環境のは、元のレスキュー環境の 
/mnt/sysimage/root/drivers/ であることに注意してください。であることに注意してください。
       

      ドライバーの削除、インストールが終了したら、システムを再起動します。ドライバーの削除、インストールが終了したら、システムを再起動します。
     

36.3.2. ブラックリストへのドライバーの登録ブラックリストへのドライバーの登録

      「レスキューモードでの起動」「レスキューモードでの起動」 で説明されているように、で説明されているように、rdblacklist カーネルオプションは起動時カーネルオプションは起動時
にドライバーをにドライバーを ブラックリストブラックリスト に指定します。後続の起動時にドライバーをブラックリストに指定すに指定します。後続の起動時にドライバーをブラックリストに指定す
るには、カーネルを説明するるには、カーネルを説明する /boot/grub/grub.conf のの 行に行に rdblacklist オプションを追加します。ルーオプションを追加します。ルー
トデバイスのマウント時にドライバーをブラックリストに指定するには、トデバイスのマウント時にドライバーをブラックリストに指定するには、/etc/modprobe.d/ の下のの下の
ファイルにブラックリストエントリーを追加します。ファイルにブラックリストエントリーを追加します。
     

1. 
        linux rescue rdblacklist=name_of_driverコマンドを使用して、システムをレスキューコマンドを使用して、システムをレスキュー 
モードで起動します。モードで起動します。name_of_driver は、ブラックリストに指定する必要があるドライバーは、ブラックリストに指定する必要があるドライバー
です。です。「レスキューモードでの起動」「レスキューモードでの起動」 の手順に従って、インストール済みのシステムを読み取の手順に従って、インストール済みのシステムを読み取
り専用としてマウントすることを選択しり専用としてマウントすることを選択し ないない でください。でください。
       

2. 
        vi テキストエディターでテキストエディターで /mnt/sysimage/boot/grub/grub.conf ファイルを開きます。ファイルを開きます。
       

vi /mnt/sysimage/boot/grub/grub.conf

3. 
        システムの起動に使用するデフォルトのカーネルを特定します。各カーネルはシステムの起動に使用するデフォルトのカーネルを特定します。各カーネルは grub.conf 
ファイルに、ファイルに、タイトルタイトル で始まる行のグループとともに指定されます。デフォルトのカーネルで始まる行のグループとともに指定されます。デフォルトのカーネル
は、ファイルの先頭近くのは、ファイルの先頭近くの default パラメーターで指定します。値がパラメーターで指定します。値が 0 の場合は、行の最初のの場合は、行の最初の
グループに記載されているカーネルを指し、グループに記載されているカーネルを指し、1 の値はの値は 2 番目のグループで説明されているカー番目のグループで説明されているカー
ネルを参照し、より高い値は後続のカーネルを順番に参照します。ネルを参照し、より高い値は後続のカーネルを順番に参照します。
       

4. 
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        グループのグループの kernel 行を編集して、オプション行を編集して、オプション  rdblacklist=name_of_driver を追加しまを追加しま
す。す。name_of_driver は、ブラックリストに指定する必要があるドライバーです。たとえは、ブラックリストに指定する必要があるドライバーです。たとえ
ば、ば、foobar という名前のドライバーをブラックリストに指定するには、以下のコマンドを実行という名前のドライバーをブラックリストに指定するには、以下のコマンドを実行
します。します。
       

5. 
        ファイルを保存し、ファイルを保存し、vi を終了します。を終了します。
       

6. 
        blacklist name_of_driverコマンドが含まれる新しいファイルをコマンドが含まれる新しいファイルを /etc/modprobe.d/ のの 下下
に作成します。今後の検索に役立つ説明的な名前を付け、ファイル名拡張子に作成します。今後の検索に役立つ説明的な名前を付け、ファイル名拡張子 .conf を使用しまを使用しま
す。たとえば、ルートデバイスのマウント時にドライバーす。たとえば、ルートデバイスのマウント時にドライバー foobar をブラックリストに指定するをブラックリストに指定する
には、以下のコマンドを実行します。には、以下のコマンドを実行します。
       

echo "blacklist foobar" >> /mnt/sysimage/etc/modprobe.d/blacklist-foobar.conf

7. 
        システムを再起動します。次にデフォルトのカーネルを更新するまで、システムを再起動します。次にデフォルトのカーネルを更新するまで、rdblacklist をカーをカー
ネルオプションとして手動で指定する必要はありません。ドライバーの問題が修正される前にネルオプションとして手動で指定する必要はありません。ドライバーの問題が修正される前に
デフォルトのカーネルを更新する場合は、デフォルトのカーネルを更新する場合は、grub.conf を再度編集して、システムの起動時に障を再度編集して、システムの起動時に障
害のあるドライバーが読み込まれないようにする必要があります。害のあるドライバーが読み込まれないようにする必要があります。
       

[14] 
       詳細は、本ガイドの以前のセクションを参照してください。詳細は、本ガイドの以前のセクションを参照してください。
      

kernel /vmlinuz-2.6.32-71.18-2.el6.i686 ro root=/dev/sda1 rhgb quiet rdblacklist=foobar
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第第37章章 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

    現在のシステムにインプレースアップグレードを実施する場合は、次のユーティリティーを使いま現在のシステムにインプレースアップグレードを実施する場合は、次のユーティリティーを使いま
す。す。
   

      Preupgrade Assistant: 現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグレード現在のシステムを評価し、アップグレード中またはアップグレード
後に発生する可能性のある問題を特定する診断ユーティリティーです。後に発生する可能性のある問題を特定する診断ユーティリティーです。
     

      Red Hat Upgrade Tool ユーティリティー。ユーティリティー。Red Hat Enterprise Linux からバージョンからバージョン 7 
へのアップグレードに使用されます。へのアップグレードに使用されます。
     

    この手順のテストに関する現在のドキュメントは、以下のこの手順のテストに関する現在のドキュメントは、以下の Red Hat ナレッジベースの記事を参照しナレッジベースの記事を参照し
てください。てください。 https://access.redhat.com/site/solutions/637583
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第第38章章 RED HAT SUBSCRIPTION MANAGEMENT サービスからの登録解除サービスからの登録解除

    システムが登録できるは、単一のサブスクリプションサービスに対してのみです。登録先のサブスクシステムが登録できるは、単一のサブスクリプションサービスに対してのみです。登録先のサブスク
リプションサービスを変更する必要がある、または登録を取り消す場合、登録先のサブスクリプションリプションサービスを変更する必要がある、または登録を取り消す場合、登録先のサブスクリプション
サービスのタイプによって取り消しの手続きが異なります。サービスのタイプによって取り消しの手続きが異なります。
   

38.1. RED HAT サブスクリプション管理に登録されているシステムサブスクリプション管理に登録されているシステム

     いくつかのサブスクリプションサービスでは、システムやインストール済み製品、アタッチされていくつかのサブスクリプションサービスでは、システムやインストール済み製品、アタッチされて
いるサブスクリプションなどを特定する際に、証明書を基にした同一のフレームワークを使用します。いるサブスクリプションなどを特定する際に、証明書を基にした同一のフレームワークを使用します。
カスタマーポータルによるサブスクリプション管理カスタマーポータルによるサブスクリプション管理 (ホスト型ホスト型)、、Subscription Asset Manager (オンプオンプ
レミスのサブスクリプションサービスレミスのサブスクリプションサービス)、、CloudForms System Engine (オンプレミスのサブスクリプオンプレミスのサブスクリプ
ションおよびコンテンツ配信サービスションおよびコンテンツ配信サービス) などがこれに該当します。これらはすべてなどがこれに該当します。これらはすべて Red Hat 
Subscription Management に含まれています。に含まれています。
    

     Red Hat Subscription Management 内のすべてのサービスでは、システムは内のすべてのサービスでは、システムは Red Hat 
Subscription Manager クライアントツールで管理されます。クライアントツールで管理されます。
    

     Red Hat Subscription Management サーバーに登録されているシステムの登録を解除するにサーバーに登録されているシステムの登録を解除するに
は、は、unregister コマンドを使用します。コマンドを使用します。
    

[root@server ~]# subscription-manager unregister --username=name

注記注記

      このコマンドはこのコマンドは root で実行する必要があります。で実行する必要があります。
     

38.2. RHN CLASSIC に登録されているシステムに登録されているシステム

     RHN Classic に登録されているシステムを明示的に登録解除するコマンドはありません。ローカルに登録されているシステムを明示的に登録解除するコマンドはありません。ローカル
で登録を削除するには、登録時にシステムに割り当てられたシステムで登録を削除するには、登録時にシステムに割り当てられたシステム ID のファイルを削除します。のファイルを削除します。
    

[root@server ~]# rm -rf /etc/sysconfig/rhn/systemid
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注記注記

      Red Hat Subscription Management (Customer Portal Subscription 
Management、、Subscription Asset Manager、または、または CloudForms System Engine)にに
登録するためにシステムの登録を解除している場合は、システムの登録を解除する代わ登録するためにシステムの登録を解除している場合は、システムの登録を解除する代わ
りにりに rhn-migrate-classic-to-rhsm スクリプトを使用してシステムとそのアタッチされたスクリプトを使用してシステムとそのアタッチされた
すべてのサブスクリプションを指定されたすべてのサブスクリプションを指定された Red Hat Subscription Management サーサー
バーに移行します。バーに移行します。
     

      移行スクリプトの使用は、移行スクリプトの使用は、『『サブスクリプション管理ガイドサブスクリプション管理ガイド』』 で説明しています。で説明しています。
     

38.3. SATELLITE に登録されているシステムに登録されているシステム

     サーバー上のサーバー上の Satellite 登録の場合は、登録の場合は、Systems タブでシステムを見つけて、プロファイルを削除しタブでシステムを見つけて、プロファイルを削除し
ます。ます。
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第第39章章 REMOVING RED HAT ENTERPRISE LINUX FROM X86-BASED SYSTEMS

警告警告

     保持する保持する Red Hat Enterprise Linux からのデータがある場合は、続行する前にからのデータがある場合は、続行する前に
バックアップしてください。データをバックアップしてください。データを CD、、DVD、外部ハードディスク、またはそ、外部ハードディスク、またはそ
の他のストレージデバイスに書き込みます。の他のストレージデバイスに書き込みます。
    

     予防策として、同じコンピューターにインストールされている他のオペレー予防策として、同じコンピューターにインストールされている他のオペレー
ティングシステムからのデータもバックアップします。間違いが発生し、すべてのティングシステムからのデータもバックアップします。間違いが発生し、すべての
データが失われる可能性があります。データが失われる可能性があります。
    

     Red Hat Enterprise Linux のデータをバックアップして別のオペレーティングのデータをバックアップして別のオペレーティング
システムで使用する場合は、ストレージメディアまたはデバイスが他のオペレーシステムで使用する場合は、ストレージメディアまたはデバイスが他のオペレー
ティングシステムで読み取り可能であることを確認します。たとえば、サードパーティングシステムで読み取り可能であることを確認します。たとえば、サードパー
ティーのソフトウェアがないと、ティーのソフトウェアがないと、Microsoft Windows は、は、ext2、、ext3、または、または 
ext4 のファイルシステムを使用するようにのファイルシステムを使用するように Red Hat Enterprise Linux でフォーでフォー
マットした外部ハードドライブを読み込むことができません。マットした外部ハードドライブを読み込むことができません。
    

    x86 ベースのシステムからベースのシステムから Red Hat Enterprise Linux をアンインストールするには、マスターブーをアンインストールするには、マスターブー
トレコードトレコード(MBR)からから Red Hat Enterprise Linux ブートローダー情報を削除し、オペレーティングシブートローダー情報を削除し、オペレーティングシ
ステムを含むパーティションを削除する必要があります。コンピューターからステムを含むパーティションを削除する必要があります。コンピューターから Red Hat Enterprise 
Linux を削除する方法は、を削除する方法は、Red Hat Enterprise Linux がコンピューターにインストールされている唯一がコンピューターにインストールされている唯一
のオペレーティングシステムであるかどうか、またはコンピューターがのオペレーティングシステムであるかどうか、またはコンピューターが Red Hat Enterprise Linux とと
別のオペレーティングシステムをデュアルブートするように設定されているかどうかによって異なりま別のオペレーティングシステムをデュアルブートするように設定されているかどうかによって異なりま
す。す。
   

    これらの手順は、考えられるすべてのコンピューター設定に対応できません。コンピューターがこれらの手順は、考えられるすべてのコンピューター設定に対応できません。コンピューターが 3 つつ
以上のオペレーティングシステムをブートするように設定されている場合や、高度にカスタマイズされ以上のオペレーティングシステムをブートするように設定されている場合や、高度にカスタマイズされ
たパーティションスキームがある場合は、以下のセクションを一般的なガイドとして使用し、説明してたパーティションスキームがある場合は、以下のセクションを一般的なガイドとして使用し、説明して
いるさまざまなツールでパーティションを削除します。このような状況では、選択したブートローダーいるさまざまなツールでパーティションを削除します。このような状況では、選択したブートローダー
を設定するために学習する必要もあります。件名の概要は、を設定するために学習する必要もあります。件名の概要は、付録付録E GRUB ブートローダーブートローダー を参照してを参照して
くださいが、詳細な手順は本書の範囲外です。くださいが、詳細な手順は本書の範囲外です。
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重要重要

     MS-DOS およびおよび Microsoft Windows で提供されるディスクパーティションツールでで提供されるディスクパーティションツールで
あるある fdisk は、は、Red Hat Enterprise Linux が使用するファイルシステムを削除できませが使用するファイルシステムを削除できませ
ん。ん。MS-DOS およびおよび Windows XP より前のより前の Windows バージョンバージョン(Windows 2000 を除を除
くく)には、パーティションを削除または変更する他の手段はありません。には、パーティションを削除または変更する他の手段はありません。MS-DOS およびおよび
これらのバージョンのこれらのバージョンの Windows で使用する代替削除方法は、で使用する代替削除方法は、「「Red Hat Enterprise 
Linux をを MS-DOS またはまたは Microsoft Windows のレガシーバージョンに置き換え」のレガシーバージョンに置き換え」 を参を参
照してください。照してください。
    

39.1. RED HAT ENTERPRISE LINUX は、コンピューター上の唯一のオペレーティングシステムです。は、コンピューター上の唯一のオペレーティングシステムです。

     Red Hat Enterprise Linux がコンピューター上の唯一のオペレーティングシステムである場合は、がコンピューター上の唯一のオペレーティングシステムである場合は、
交換用オペレーティングシステム用のインストールメディアを使用して交換用オペレーティングシステム用のインストールメディアを使用して Red Hat Enterprise Linux をを
削除します。インストールメディアの例としては、削除します。インストールメディアの例としては、Windows XP のインストールのインストール CD、、Windows Vista 
のインストールのインストール DVD、または別の、または別の Linux ディストリビューションのインストールディストリビューションのインストール CD またはまたは DVD などなど
があります。があります。
    

     Microsoft Windows をプレインストールしている工場組み立てのコンピューター製造会社の一部にをプレインストールしている工場組み立てのコンピューター製造会社の一部に
は、コンピューターには、コンピューターに Windows インストール用のインストール用の CD またはまたは DVD を同梱していないメーカーがあるを同梱していないメーカーがある
ため注意してください。代わりに製造元が独自のシステム復元ディスクを提供していたり、コンピューため注意してください。代わりに製造元が独自のシステム復元ディスクを提供していたり、コンピュー
ターの初回起動時に独自のシステム復元ディスクを作成できるコンピューターにソフトウェアが含まれターの初回起動時に独自のシステム復元ディスクを作成できるコンピューターにソフトウェアが含まれ
ている可能性があります。また、システム復元ソフトウェアがシステムのハードドライブに設けられたている可能性があります。また、システム復元ソフトウェアがシステムのハードドライブに設けられた
独立パーティションに保存されていることもあります。コンピューターにプレインストールされていた独立パーティションに保存されていることもあります。コンピューターにプレインストールされていた
オペレーティングシステムのインストール用メディアの形態がわからない場合は、マシンに同梱されたオペレーティングシステムのインストール用メディアの形態がわからない場合は、マシンに同梱された
資料を参照するか、製造元にお問い合わせください。資料を参照するか、製造元にお問い合わせください。
    

     該当オペレーティングシステムのインストール用メディアを見つけたら、以下を実行します。該当オペレーティングシステムのインストール用メディアを見つけたら、以下を実行します。
    

1. 
       残すデータのバックアップを作成します。残すデータのバックアップを作成します。
      

2. 
       コンピューターをシャットダウンします。コンピューターをシャットダウンします。
      

3. 
       代わりに使用するオペレーティングシステムのインストール用ディスクを使ってコン代わりに使用するオペレーティングシステムのインストール用ディスクを使ってコン
ピューターを起動します。ピューターを起動します。
      

4. 
       インストール中に表示されるプロンプトに従います。インストール中に表示されるプロンプトに従います。Windows、、OS X、およびほとんどの、およびほとんどの 
Linux インストールディスクでは、インストール中にハードドライブのパーティション設定をインストールディスクでは、インストール中にハードドライブのパーティション設定を
手動で行うことができます。または、すべてのパーティションを一旦削除してから新たにパー手動で行うことができます。または、すべてのパーティションを一旦削除してから新たにパー
ティション設定を開始するオプションを選択することもできます。この時点で、インストールティション設定を開始するオプションを選択することもできます。この時点で、インストール
ソフトウェアが検出した既存のパーティションを削除したり、インストーラーがパーティショソフトウェアが検出した既存のパーティションを削除したり、インストーラーがパーティショ
ンを自動的に削除したりできるようにします。ンを自動的に削除したりできるようにします。Microsoft Windows がプリインストールされてがプリインストールされて
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いるコンピューターのシステム復元用メディアでは、何も入力しなくても自動的にデフォルトいるコンピューターのシステム復元用メディアでは、何も入力しなくても自動的にデフォルト
のレイアウトでパーティションが作成される場合があります。のレイアウトでパーティションが作成される場合があります。
      

警告警告

        システム復元ソフトウェアがハードドライブ上のパーティションに収システム復元ソフトウェアがハードドライブ上のパーティションに収
納されているコンピューターの場合は、他のメディアからオペレーティン納されているコンピューターの場合は、他のメディアからオペレーティン
グシステムをインストールする際のパーティション削除には充分注意してグシステムをインストールする際のパーティション削除には充分注意して
ください。パーティションの削除でシステム復元ソフトウェアを収納してください。パーティションの削除でシステム復元ソフトウェアを収納して
いるパーティションまで破棄してしまう恐れがあります。いるパーティションまで破棄してしまう恐れがあります。
       

39.2. コンピューターのデュアルブートコンピューターのデュアルブート RED HAT ENTERPRISE LINUX と別のオペレーティングシスと別のオペレーティングシス
テムテム

     コンピューターがコンピューターが Red Hat Enterprise Linux およびその他のオペレーティングシステムをデュアルおよびその他のオペレーティングシステムをデュアル
ブートするように設定されている場合には、他のオペレーティングシステムとデータを含むパーティブートするように設定されている場合には、他のオペレーティングシステムとデータを含むパーティ
ションを削除せずにションを削除せずに Red Hat Enterprise Linux を削除する方がより複雑になります。数多くのオペを削除する方がより複雑になります。数多くのオペ
レーティングシステムに関する具体的な手順を以下に示します。レーティングシステムに関する具体的な手順を以下に示します。Red Hat Enterprise Linux や他のオペや他のオペ
レーティングシステムの両方を維持するには、レーティングシステムの両方を維持するには、Red Hat Enterprise Linux のみがインストールされていのみがインストールされてい
るコンピューターに記載されている手順に従います。るコンピューターに記載されている手順に従います。 「「Red Hat Enterprise Linux は、コンピューは、コンピュー
ター上の唯一のオペレーティングシステムです。」ター上の唯一のオペレーティングシステムです。」
    

39.2.1. コンピューターのデュアルブートコンピューターのデュアルブート Red Hat Enterprise Linux およびおよび Microsoft Windows オペオペ
レーティングシステムレーティングシステム

39.2.1.1. Windows 2000、、Windows Server 2000、、Windows XP、および、および Windows Server 2003
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警告警告

        このプロセスを開始すると、一連の手順が完了するまで、コンピューターが起このプロセスを開始すると、一連の手順が完了するまで、コンピューターが起
動できない状態のままになる可能性があります。削除プロセスを開始する前に、以動できない状態のままになる可能性があります。削除プロセスを開始する前に、以
下の手順を慎重に確認してください。これらの手順は、別のコンピューターで開く下の手順を慎重に確認してください。これらの手順は、別のコンピューターで開く
か、プロセス時にいつでもアクセスできるように、印刷することを検討してくださか、プロセス時にいつでもアクセスできるように、印刷することを検討してくださ
い。い。
       

        この手順は、この手順は、Windows インストールディスクから読み込むインストールディスクから読み込む Windows リカバリカバ
リーコンソールリーコンソール に依存するため、このディスクにアクセスせずに手順を完了するこに依存するため、このディスクにアクセスせずに手順を完了するこ
とはできません。一旦、手順を開始したらそれを完了させない限り、コンピューとはできません。一旦、手順を開始したらそれを完了させない限り、コンピュー
ターが起動できない状態になってしまう可能性があります。ターが起動できない状態になってしまう可能性があります。Windows が事前にイが事前にイ
ンストールした工場でビルドされた一部のコンピューターで提供されるシステム復ンストールした工場でビルドされた一部のコンピューターで提供されるシステム復
元ディスクには、元ディスクには、Windows リカバリーコンソールリカバリーコンソール が含まれていない場合がありまが含まれていない場合がありま
すす。。
       

        この手順で概説されているプロセスで、この手順で概説されているプロセスで、Windows リカバリーコンソールにリカバリーコンソールに よよ
り、り、Windows システムの管理者パスワードの入力が求められます。システムの管システムの管理者パスワードの入力が求められます。システムの管
理者用パスワードがわかっている、またはシステムの管理者用パスワードは一切作理者用パスワードがわかっている、またはシステムの管理者用パスワードは一切作
成されていない成されていない (製造元でも作成および設定されていない製造元でも作成および設定されていない) ことが確かな場合以外ことが確かな場合以外
は、この手順を実行しないでください。は、この手順を実行しないでください。
       

1. 
         Red Hat Enterprise Linux パーティションの削除パーティションの削除
        

a. 
           コンピューターをコンピューターを Microsoft Windows 環境で起動します。環境で起動します。
          

b. 
           Start>Run... をクリックし、をクリックし、diskmgmt.msc とと 入力入力 して、して、Enter を押します。そのを押します。その
後に後に Disk Management (ディスクの管理ディスクの管理) ツールが開きます。ツールが開きます。
          

           各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。1 番目のパーティションは番目のパーティションは
通常、通常、NTFS のラベルが付いていてのラベルが付いていて C: ドライブを表しています。少なくともドライブを表しています。少なくとも 2 つのつの Red 
Hat Enterprise Linux パーティションが表示されます。パーティションが表示されます。Windows では、これらのパーティでは、これらのパーティ
ションのファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ文字を一部に割り当てるションのファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ文字を一部に割り当てる
ことができる場合があります。ことができる場合があります。
          

c. 
           Red Hat Enterprise Linux パーティションのいずれかを右クリックしてかパーティションのいずれかを右クリックしてか
ら、ら、Delete Partition をクリックし、をクリックし、Yes をクリックして削除を確認します。システム上のをクリックして削除を確認します。システム上の



Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

712



他の他の Red Hat Enterprise Linux パーティションに対して、このプロセスを繰り返します。パーティションに対して、このプロセスを繰り返します。
パーティションを削除すると、パーティションを削除すると、Windows はそれらのパーティションが占有していたハードはそれらのパーティションが占有していたハード
ドライブの領域にドライブの領域に unallocated (未割り当て未割り当て) とラベル付けします。とラベル付けします。
          

2. 
         Windows がが Red Hat Enterprise Linux で動作したハードドライブの領域を使用するようで動作したハードドライブの領域を使用するよう
に有効化（オプション）に有効化（オプション）
        

注記注記

          この手順は、お使いのコンピューターからこの手順は、お使いのコンピューターから Red Hat Enterprise Linux をを
削除する必要はありません。ただし、この手順をスキップすると、ハードドライ削除する必要はありません。ただし、この手順をスキップすると、ハードドライ
ブのストレージの容量の一部をブのストレージの容量の一部を Windows が使用できないままにします。設定にが使用できないままにします。設定に
よっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可能性があります。よっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可能性があります。
         

         既存の既存の Windows パーティションを拡張して追加の領域を使用するか、その領域に新しいパーティションを拡張して追加の領域を使用するか、その領域に新しい 
Windows パーティションを作成します。パーティションを作成します。Windows パーティションを新たに作成すると、パーティションを新たに作成すると、
Windows は新しいドライブ文字を割り当て、別のハードドライブと同様に対話します。は新しいドライブ文字を割り当て、別のハードドライブと同様に対話します。
        

既存の既存の Windows パーティションの拡張パーティションの拡張

注記注記

           この手順で使用されるこの手順で使用される diskpart ツールは、ツールは、Windows XP およびおよび 
Windows 2003 オペレーティングシステムの一部としてインストールされます。オペレーティングシステムの一部としてインストールされます。
Windows 2000 またはまたは Windows Server 2000 を実行しているコンピューターでを実行しているコンピューターで
この手順を実行する場合は、この手順を実行する場合は、Microsoft のの Web サイトから、お使いのオペレーサイトから、お使いのオペレー
ティングシステム用のバージョンのティングシステム用のバージョンの ディスクディスク をダウンロードできます。をダウンロードできます。
          

a. 
           Start>Run... をクリックし、をクリックし、diskpart とと 入力入力 してして Enter を押します。コマンドウイを押します。コマンドウイ
ンドウが表示されます。ンドウが表示されます。
          

b. 
           list volume と入力し、と入力し、Enter を押します。を押します。diskpart は、ボリューム番号、ドライブは、ボリューム番号、ドライブ
文字、ボリュームラベル、ファイルシステムタイプ、サイズなど、システム上のパーティ文字、ボリュームラベル、ファイルシステムタイプ、サイズなど、システム上のパーティ
ションの一覧を表示します。ションの一覧を表示します。Red Hat Enterprise Linux によりハードドライブで占有されによりハードドライブで占有され
たスペースを占有するのに使用するたスペースを占有するのに使用する Windows パーティションを特定し、そのボリュームパーティションを特定し、そのボリューム
番号を書き留めます（たとえば、番号を書き留めます（たとえば、Windows C: ドライブはドライブは "Volume 0"）である可能性があ）である可能性があ
ります。ります。
          

c. 
           select volume N( N  は拡張するは拡張する Windows パーティションのボリューム番号パーティションのボリューム番号)とと 入入
力力 し、し、Enter を押します。ここでを押します。ここで extend と入力し、と入力し、Enter を押します。を押します。diskpart は、選択は、選択
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したパーティションを拡張して、ハードドライブの残りの領域を埋めます。操作が完了すしたパーティションを拡張して、ハードドライブの残りの領域を埋めます。操作が完了す
ると通知されます。ると通知されます。
          

新しい新しい Windows パーティションの追加パーティションの追加

a. 
           ディスクディスク 管理ウィンドウ管理ウィンドウ で、で、Windows のラベルがのラベルが 未割り当て未割り当て のディスク領域を右のディスク領域を右
クリックし、メニューからクリックし、メニューから 新しいパーティション新しいパーティション をを 選択します。選択します。新しいパーティション新しいパーティション
ウィザードが起動ウィザードが起動 します。します。
          

b. 
           新しいパーティションウィザードに表示される新しいパーティションウィザードに表示される プロンプトに従いますプロンプトに従います。デフォルト。デフォルト
のオプションを受け入れると、ツールはハードドライブで利用可能な領域をすべて埋めるのオプションを受け入れると、ツールはハードドライブで利用可能な領域をすべて埋める
新しいパーティションを作成し、次に利用可能なドライブ文字を割り当て、新しいパーティションを作成し、次に利用可能なドライブ文字を割り当て、NTFS ファイファイ
ルシステムにフォーマットします。ルシステムにフォーマットします。
          

3. 
         Windows ブートローダーを復元します。ブートローダーを復元します。
        

a. 
           Windows インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。コンインストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。コン
ピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。ピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。
          

Press any key to boot from CD

           このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、Windows インスインス
トールソフトウェアが読み込まれます。トールソフトウェアが読み込まれます。
          

b. 
           セットアップにようこそセットアップにようこそ の画面が表示されたら、の画面が表示されたら、Windows 回復コンソール回復コンソールを開始を開始
できます。この手順はできます。この手順は Windows のバージョンごとに若干異なります。のバージョンごとに若干異なります。
          

             Windows 2000 およびおよび Windows Server 2000 の場合は、の場合は、R キーを押してからキーを押してから 
C キーを押します。キーを押します。
            

             Windows XP およびおよび Windows Server 2003 の場合は、の場合は、R キーを押します。キーを押します。
            

c. 
           Windows 回復コンソール回復コンソール により、ハードドライブのスキャン、により、ハードドライブのスキャン、Windows インスインス
トールの検索が行われ、各インストールに番号が割り当てられます。各トールの検索が行われ、各インストールに番号が割り当てられます。各 Windows インスインス
トールが表示され、いずれかひとつの選択を求められます。復元するトールが表示され、いずれかひとつの選択を求められます。復元する Windows インスインス
トールの番号を入力します。トールの番号を入力します。
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d. 
           Windows Recovery Console により、により、Windows インストールの管理者用パスワーインストールの管理者用パスワー
ドの入力が求められます。管理者用パスワードを入力してドの入力が求められます。管理者用パスワードを入力して Enter キーを押します。システキーを押します。システ
ムに管理者用パスワードがない場合はムに管理者用パスワードがない場合は Enter キーを押すだけです。キーを押すだけです。
          

e. 
           プロンプトで、コマンドプロンプトで、コマンド fixmbr と入力してと入力して Enter を押します。を押します。fixmbr ツールによツールによ
りシステムのマスターブートレコードが復元されます。りシステムのマスターブートレコードが復元されます。
          

f. 
           プロンプトが再度表示されたら、プロンプトが再度表示されたら、exit と入力してと入力して Enter キーを押します。キーを押します。
          

g. 
           コンピューターが再起動し、コンピューターが再起動し、Windows オペレーティングシステムを起動させます。オペレーティングシステムを起動させます。
          

39.2.1.2. Windows Vista およびおよび Windows Server 2008

警告警告

        このプロセスを開始すると、一連の手順が完了するまで、コンピューターが起このプロセスを開始すると、一連の手順が完了するまで、コンピューターが起
動できない状態のままになる可能性があります。削除プロセスを開始する前に、以動できない状態のままになる可能性があります。削除プロセスを開始する前に、以
下の手順を慎重に確認してください。これらの手順は、別のコンピューターで開く下の手順を慎重に確認してください。これらの手順は、別のコンピューターで開く
か、プロセス時にいつでもアクセスできるように、印刷することを検討してくださか、プロセス時にいつでもアクセスできるように、印刷することを検討してくださ
い。い。
       

        この手順は、この手順は、Windows インストールディスクから読み込むインストールディスクから読み込む Windows リカバリカバ
リー環境リー環境 に依存し、このディスクにアクセスせずに手順を完了することはできませに依存し、このディスクにアクセスせずに手順を完了することはできませ
ん。一旦、手順を開始したらそれを完了させない限り、コンピューターが起動できん。一旦、手順を開始したらそれを完了させない限り、コンピューターが起動でき
ない状態になってしまう可能性があります。ない状態になってしまう可能性があります。Windows が事前にインストールしが事前にインストールし
た、ファクトリービルドのコンピューターで提供されるシステム復元ディスクにた、ファクトリービルドのコンピューターで提供されるシステム復元ディスクに
は、は、Windows リカバリー環境が含まれていない場合がリカバリー環境が含まれていない場合が ありますあります。。
       

1. 
         Red Hat Enterprise Linux パーティションの削除パーティションの削除
        

a. 
           コンピューターをコンピューターを Microsoft Windows 環境で起動します。環境で起動します。
          

b. 
           Start をクリックしてからをクリックしてから diskmgmt.msc をを Start Search ボックスにボックスに 入力入力 し、し、
Enter を押します。その後にを押します。その後に Disk Management (ディスクの管理ディスクの管理) ツールが開きます。ツールが開きます。
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           各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。各パーティションをバーで表したグラフが表示されます。1 番目のパーティションは番目のパーティションは
通常、通常、NTFS のラベルが付いていてのラベルが付いていて C: ドライブを表しています。少なくともドライブを表しています。少なくとも 2 つのつの Red 
Hat Enterprise Linux パーティションが表示されます。パーティションが表示されます。Windows では、これらのパーティでは、これらのパーティ
ションのファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ文字を一部に割り当てるションのファイルシステムタイプは表示されませんが、ドライブ文字を一部に割り当てる
ことができる場合があります。ことができる場合があります。
          

c. 
           Red Hat Enterprise Linux パーティションのいずれかを右クリックしてかパーティションのいずれかを右クリックしてか
ら、ら、Delete Partition をクリックし、をクリックし、Yes をクリックして削除を確認します。システム上のをクリックして削除を確認します。システム上の
他の他の Red Hat Enterprise Linux パーティションに対して、このプロセスを繰り返します。パーティションに対して、このプロセスを繰り返します。
パーティションを削除すると、パーティションを削除すると、Windows はそれらのパーティションが占有していたハードはそれらのパーティションが占有していたハード
ドライブの領域にドライブの領域に unallocated (未割り当て未割り当て) とラベル付けします。とラベル付けします。
          

2. 
         Windows がが Red Hat Enterprise Linux で動作したハードドライブの領域を使用するようで動作したハードドライブの領域を使用するよう
に有効化（オプション）に有効化（オプション）
        

注記注記

          この手順は、お使いのコンピューターからこの手順は、お使いのコンピューターから Red Hat Enterprise Linux をを
削除する必要はありません。ただし、この手順をスキップすると、ハードドライ削除する必要はありません。ただし、この手順をスキップすると、ハードドライ
ブのストレージの容量の一部をブのストレージの容量の一部を Windows が使用できないままにします。設定にが使用できないままにします。設定に
よっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可能性があります。よっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可能性があります。
         

         既存の既存の Windows パーティションを拡張して追加の領域を使用するか、その領域に新しいパーティションを拡張して追加の領域を使用するか、その領域に新しい 
Windows パーティションを作成します。パーティションを作成します。Windows パーティションを新たに作成すると、パーティションを新たに作成すると、
Windows は新しいドライブ文字を割り当て、別のハードドライブと同様に対話します。は新しいドライブ文字を割り当て、別のハードドライブと同様に対話します。
        

既存の既存の Windows パーティションの拡張パーティションの拡張

a. 
           Disk Management ウィンドウで、拡張するウィンドウで、拡張する Windows パーティションを右クリックパーティションを右クリック
し、メニューからし、メニューから Extend Volume を選択します。を選択します。拡張ボリュームウィザード拡張ボリュームウィザード が開きまが開きま
す。す。
          

b. 
           Extend Volume Wizard に表示されるプロンプトに従います。提供されたデフォルに表示されるプロンプトに従います。提供されたデフォル
トを受け入れると、ツールは選択したボリュームを拡張して、ハードドライブで利用可能トを受け入れると、ツールは選択したボリュームを拡張して、ハードドライブで利用可能
な領域をすべて埋めます。な領域をすべて埋めます。
          

新しい新しい Windows パーティションの追加パーティションの追加

a. 
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           ディスクディスク 管理ウィンドウ管理ウィンドウ で、で、Windows のラベルがのラベルが 未割り当て未割り当て のディスク領域を右のディスク領域を右
クリックし、メニューからクリックし、メニューから New Simple Volume を選択します。を選択します。New Simple Volume 
Wizard が起動します。が起動します。
          

b. 
           New Simple Volume Wizard に表示されるプロンプトに従います。デフォルトのオに表示されるプロンプトに従います。デフォルトのオ
プションを受け入れると、ツールはハードドライブで利用可能な領域をすべて埋める新しプションを受け入れると、ツールはハードドライブで利用可能な領域をすべて埋める新し
いパーティションを作成し、次に利用可能なドライブ文字を割り当て、いパーティションを作成し、次に利用可能なドライブ文字を割り当て、NTFS ファイルシファイルシ
ステムにフォーマットします。ステムにフォーマットします。
          

3. 
         Windows ブートローダーを復元します。ブートローダーを復元します。
        

a. 
           Windows インストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。コンインストール用ディスクをコンピューターに挿入して再起動します。コン
ピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。ピューターが起動すると、画面に以下のメッセージが数秒間表示されます。
          

Press any key to boot from CD or DVD

           このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、このメッセージが表示されている間にいずれかのキーを押すと、Windows インスインス
トールソフトウェアが読み込まれます。トールソフトウェアが読み込まれます。
          

b. 
           Windows のインストールのインストール ダイアログで言語、時刻と通貨の形式、およびキーボーダイアログで言語、時刻と通貨の形式、およびキーボー
ドのタイプを選択します。ドのタイプを選択します。次次 をクリックします。をクリックします。
          

c. 
           コンピューターの修復コンピューターの修復 をクリックします。をクリックします。
          

d. 
           Windows リカバリー環境リカバリー環境 (WRE) により、システムで検出できたにより、システムで検出できた Windows インスインス
トールが表示されます。復元するインストールを選択してトールが表示されます。復元するインストールを選択して 次次 をクリックします。をクリックします。
          

e. 
           コマンドプロンプトコマンドプロンプト をクリックします。コマンドウィンドウが開きます。をクリックします。コマンドウィンドウが開きます。
          

f. 
           bootrec /fixmbr と入力してと入力して Enter を押します。を押します。
          

g. 
           プロンプトが再度表示されたら、コマンドウィンドウを閉じてからプロンプトが再度表示されたら、コマンドウィンドウを閉じてから 再開始再開始をクリッをクリッ
クします。クします。
          

第第39章章 REMOVING RED HAT ENTERPRISE LINUX FROM X86-BASED SYSTEMS

717



h. 
           コンピューターが再起動し、コンピューターが再起動し、Windows オペレーティングシステムを起動させます。オペレーティングシステムを起動させます。
          

39.2.2. お使いのコンピューターのデュアルブートお使いのコンピューターのデュアルブート Red Hat Enterprise Linux と、別のと、別の Linux ディストディスト
リビューションリビューション

      多くの多くの Linux ディストリビューション間では違いがあるため、以下の手順は一般的な参考としてごディストリビューション間では違いがあるため、以下の手順は一般的な参考としてご
利用ください。詳細は、特定のシステムの設定と、利用ください。詳細は、特定のシステムの設定と、Red Hat Enterprise Linux でデュアルブートを行うでデュアルブートを行う 
Linux ディストリビューションによって異なります。ディストリビューションによって異なります。
     

1. Red Hat Enterprise Linux パーティションの削除パーティションの削除

a. 
          Red Hat Enterprise Linux インストールを起動します。インストールを起動します。
         

b. 
          root またはまたは sudo で、で、mount を実行します。マウントされているパーティションにを実行します。マウントされているパーティションに
注意してください。特に、ファイルシステムのルートとしてマウントされているパーティ注意してください。特に、ファイルシステムのルートとしてマウントされているパーティ
ションに注意してください。ファイルシステムのションに注意してください。ファイルシステムの root がが /dev/sda2 などの標準パーティなどの標準パーティ
ションにあるシステム上のションにあるシステム上の マウントマウント の出力は、以下のようになります。の出力は、以下のようになります。
         

/dev/sda2 on / type ext4 (rw)
proc on /proc type proc (rw)
sysfs on /sys type sysfs (rw)
devpts on /dev/pts type devpts (rw,gid=5,mode=620)
tmpfs on /dev/shm type tmpfs (rw,rootcontext="system_u:object_r:tmpfs_t:s0")
/dev/sda1 on /boot type ext4 (rw)
none on /proc/sys/fs/binfmt_misc type binfmt_misc (rw)
sunrpc on /var/lib/nfs/rpc_pipefs type rpc_pipefs (rw)

          ファイルシステムのファイルシステムの root が論理ボリュームにあるシステムでのが論理ボリュームにあるシステムでの マウントマウント の出力は、の出力は、
以下のようになります。以下のようになります。
         

/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00 on / type ext4 (rw)
proc on /proc type proc (rw)
sysfs on /sys type sysfs (rw)
devpts on /dev/pts type devpts (rw,gid=5,mode=620)
tmpfs on /dev/shm type tmpfs (rw,rootcontext="system_u:object_r:tmpfs_t:s0")
/dev/sda1 on /boot type ext4 (rw)
none on /proc/sys/fs/binfmt_misc type binfmt_misc (rw)
sunrpc on /var/lib/nfs/rpc_pipefs type rpc_pipefs (rw)

c. 
          引き続き必要なこのシステムのデータが、別のシステムまたはストレージ場所にバッ引き続き必要なこのシステムのデータが、別のシステムまたはストレージ場所にバッ
クアップされていることを確認します。クアップされていることを確認します。
         

d. 
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          システムをシャットダウンし、システム上に保持するシステムをシャットダウンし、システム上に保持する Linux ディストリビューショディストリビューショ
ンを起動します。ンを起動します。
         

e. 
          root またはまたは sudo で、で、mount を実行します。を実行します。Red Hat Enterprise Linux に使用してに使用して
いた手順で書き留めたパーティションのいずれかがマウントされている場合は、これらのいた手順で書き留めたパーティションのいずれかがマウントされている場合は、これらの
パーティションの内容を確認してください。このパーティションのコンテンツが不要にパーティションの内容を確認してください。このパーティションのコンテンツが不要に
なった場合は、なった場合は、umount コマンドでアンマウントします。コマンドでアンマウントします。
         

f. 
          不要なパーティションをすべて削除します。たとえば、標準パーティションの場合は不要なパーティションをすべて削除します。たとえば、標準パーティションの場合は 
fdisk で、論理ボリュームおよびボリュームグループを削除するにはで、論理ボリュームおよびボリュームグループを削除するには lvremove およびおよび 
vgremove を使用します。を使用します。
         

2. ブートローダーからのブートローダーからの Red Hat Enterprise Linux エントリーの削除エントリーの削除

重要重要

          この手順では、システムがこの手順では、システムが GRUB ブートローダーを使用していることをブートローダーを使用していることを
前提としています。別のブートローダー前提としています。別のブートローダー( LILOなどなど)を使用する場合は、そのソを使用する場合は、そのソ
フトウェアのドキュメントを参照して、起動ターゲットの一覧からフトウェアのドキュメントを参照して、起動ターゲットの一覧から Red Hat 
Enterprise Linux エントリーを特定して削除し、デフォルトのオペレーティングエントリーを特定して削除し、デフォルトのオペレーティング
システムが正しく指定されていることを確認します。システムが正しく指定されていることを確認します。
         

a. 
          コマンドラインでコマンドラインで su - と入力し、と入力し、Enter を押します。を押します。root パスワードの入力が求めパスワードの入力が求め
られたら、パスワードを入力してられたら、パスワードを入力して Enter を押します。を押します。
         

b. 
          gedit /boot/grub/grub.conf とと 入力入力 し、し、Enter を押します。これにより、を押します。これにより、grub.conf 
ファイルがファイルが gedit テキストエディターで開きます。テキストエディターで開きます。
         

c. 
          grub.conf ファイルの通常のファイルの通常の Red Hat Enterprise Linux エントリーは、以下のエントリーは、以下の 4 行行
で設定されます。で設定されます。 
          

例例39.1 grub.confのの Red Hat Enterprise Linux エントリーの例エントリーの例

            title Red Hat Enterprise Linux (2.6.32.130.el6.i686)
           

            root (hd0,1)
           

            kernel /vmlinuz-2.6.32.130.el6.i686 ro root=UUID=04a07c13-e6bf-6d5a-b207-
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002689545705 rhgb quiet
           

            initrd /initrd-2.6.32.130.el6.i686.img
           

           システムの設定によっては、システムの設定によっては、grub.conf に複数のに複数の Red Hat Enterprise Linux エントエント
リーがあり、それぞれがリーがあり、それぞれが Linux カーネルの別バージョンに対応する場合があります。ファカーネルの別バージョンに対応する場合があります。ファ
イルから各イルから各 Red Hat Enterprise Linux エントリーを削除します。エントリーを削除します。
         

d. 
          grub.conf には、起動するデフォルトのオペレーティングシステムを指定する行が含には、起動するデフォルトのオペレーティングシステムを指定する行が含
まれています。形式はまれています。形式は default= N  です。です。N はは 0 以上の数値です。以上の数値です。N をを 0 に設定するに設定する
と、と、GRUB はリストの最初のオペレーティングシステムを起動します。はリストの最初のオペレーティングシステムを起動します。N をを 1 に設定するに設定する
と、と、2 番目のオペレーティングシステムがブートされます。番目のオペレーティングシステムがブートされます。
         

          GRUB がデフォルトで起動するオペレーティングシステムのエントリーを特定し、がデフォルトで起動するオペレーティングシステムのエントリーを特定し、
リスト内の順序でその場所をメモします。リスト内の順序でその場所をメモします。
         

          default= 行には、選択したデフォルトオペレーティングシステムの番号の行には、選択したデフォルトオペレーティングシステムの番号の 下下 にあるにある
番号が一覧に含まれていることを確認してください。番号が一覧に含まれていることを確認してください。
         

          更新された更新された grub.conf ファイルを保存して、ファイルを保存して、geditを閉じます。を閉じます。
         

3. オペレーティングシステムで領域を使用できるようにします。オペレーティングシステムで領域を使用できるようにします。

注記注記

          この手順は、お使いのコンピューターからこの手順は、お使いのコンピューターから Red Hat Enterprise Linux をを
削除する必要はありません。ただし、この手順を省略した場合、他の削除する必要はありません。ただし、この手順を省略した場合、他の Linux オオ
ペレーティングシステムではハードドライブのストレージの容量の一部を使用でペレーティングシステムではハードドライブのストレージの容量の一部を使用で
きたままにします。設定によっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可きたままにします。設定によっては、ドライブのストレージ容量に大きくなる可
能性があります。能性があります。
         

注記注記

          このステップを実行するには、このステップを実行するには、Linux ディストリビューションのライブメディストリビューションのライブメ
ディアディア(Fedora Live CD やや Knoppix DVD などなど)が必要です。が必要です。
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         他の他の Linux オペレーティングシステムで利用可能なオペレーティングシステムで利用可能な Red Hat Enterprise Linux パーティパーティ
ションを削除して領域を解放する方法は、選択したオペレーティングシステムが論理ボリューションを削除して領域を解放する方法は、選択したオペレーティングシステムが論理ボリュー
ム管理ム管理(LVM)を使用するように設定されたディスクパーティションにインストールされているを使用するように設定されたディスクパーティションにインストールされている
かどうかによって異なります。かどうかによって異なります。
        

LVM を使用しない場合を使用しない場合

a. 
            Linux ライブメディアからコンピューターを起動し、ライブメディアからコンピューターを起動し、parted が存在しない場合が存在しない場合
はインストールします。はインストールします。
           

b. 
            root またはまたは sudo で、で、parted disk を実行します。を実行します。disk は、は、/dev/sda など、サなど、サ
イズを変更するパーティションが含まれるディスクのデバイス名です。イズを変更するパーティションが含まれるディスクのデバイス名です。
           

c. 
            (parted) プロンプトで、プロンプトで、print と入力します。と入力します。parted ツールは、パーティショツールは、パーティショ
ン番号、サイズ、ディスク上の位置など、システム上のパーティションに関する情報をン番号、サイズ、ディスク上の位置など、システム上のパーティションに関する情報を
表示します。表示します。
           

d. 
            (parted) プロンプトで、プロンプトで、resize  number  start end を入力します。ここで、を入力します。ここで、
number はパーティション番号、はパーティション番号、start はパーティションの開始位置、はパーティションの開始位置、end はパーティはパーティ
ションの終了先となるディスクの場所になります。ションの終了先となるディスクの場所になります。print コマンドで以前に取得した開コマンドで以前に取得した開
始位置を使用し、始位置を使用し、parted のドキュメントを参照して、終了パラメーターを指定する方のドキュメントを参照して、終了パラメーターを指定する方
法が異なります。法が異なります。
           

e. 
            parted がパーティションのサイズ変更を終了すると、がパーティションのサイズ変更を終了すると、(parted) プロンプトでプロンプトで 
quit と入力します。と入力します。
           

f. 
            e2fsck パーティションパーティション を実行します。ここで、を実行します。ここで、 partition  は、サイズを変更すは、サイズを変更す
るばかりのパーティションになります。たとえば、るばかりのパーティションになります。たとえば、/dev/sda3 のサイズを変更する場合のサイズを変更する場合
は、は、e2fsck /dev/sda3 と入力します。と入力します。
           

            Linux は、新しく再設計されたパーティションのファイルシステムを確認するは、新しく再設計されたパーティションのファイルシステムを確認する
ようになりました。ようになりました。
           

g. 
            ファイルシステムのチェックが終了したら、コマンドラインでファイルシステムのチェックが終了したら、コマンドラインで resize2fs 
partition とと 入力入力 し、し、Enter を押します。ここで、を押します。ここで、partition は、サイズを変更するパーは、サイズを変更するパー
ティションです。たとえば、ティションです。たとえば、/dev/sda3 のサイズを変更する場合は、のサイズを変更する場合は、resize2fs 
/dev/sda3 と入力します。と入力します。
           

            Linux は、新しく再設計されたパーティションを埋めるためにファイルシステは、新しく再設計されたパーティションを埋めるためにファイルシステ
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ムのサイズを変更するようになりました。ムのサイズを変更するようになりました。
           

h. 
            コンピューターを再起動します。コンピューターを再起動します。Linux インストールで追加の領域が利用できインストールで追加の領域が利用でき
るようになりました。るようになりました。
           

LVM を使用する場合を使用する場合

a. 
            Linux ライブメディアからコンピューターを起動し、ライブメディアからコンピューターを起動し、fdisk とと lvm2 がない場合がない場合
はインストールします。はインストールします。
           

b. ディスクの空き領域に新しいパーティションを作成します。ディスクの空き領域に新しいパーティションを作成します。

i. 
              root またはまたは sudo で、で、fdisk ディスクディスク を実行します。を実行します。disk は、新しい領域は、新しい領域
を作成するディスクのデバイス名です（例：を作成するディスクのデバイス名です（例： /dev/sda ）。）。
             

ii. 
              Command (m for help): のプロンプトで、のプロンプトで、n を入力して新しいパーティを入力して新しいパーティ
ションを作成します。オプションについては、ションを作成します。オプションについては、fdisk のドキュメントを参照してくのドキュメントを参照してく
ださい。ださい。
             

c. パーティションタイプ識別子の変更パーティションタイプ識別子の変更

i. 
              プロンプトプロンプト Command (m for help): で、で、t を入力してパーティションタイを入力してパーティションタイ
プを変更します。プを変更します。
             

ii. 
              プロンプトプロンプト Partition number (1-4): で、作成したパーティションの数を入で、作成したパーティションの数を入
力します。たとえば、パーティション力します。たとえば、パーティション /dev/sda3 を作成した場合は、を作成した場合は、3 番号を入力番号を入力
し、し、Enter を押します。これにより、を押します。これにより、fdisk タイプが変更するパーティションを特タイプが変更するパーティションを特
定します。定します。
             

iii. 
              プロンプトで、プロンプトで、8e と入力してと入力して Linux LVM パーティションを作成しまパーティションを作成しま
す。す。Hex code (type L to list codes):
             

iv. 
              プロンプトプロンプト Command (m for help): でで w を入力して変更をディスクに書を入力して変更をディスクに書
き込み、き込み、fdisk を終了します。を終了します。
             

d. ボリュームグループの拡張ボリュームグループの拡張

i. 
              コマンドプロンプトでコマンドプロンプトで lvm とと 入力入力 し、し、Enter を押してを押して lvm2 ツールを起ツールを起
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動します。動します。
             

ii. 
              lvm> プロンプトで、プロンプトで、pvcreate partition とと 入力入力 し、し、Enter を押します。を押します。
ここで、ここで、partition は、最近作成したパーティションです。たとえば、は、最近作成したパーティションです。たとえば、pvcreate 
/dev/sda3 です。これにより、です。これにより、/dev/sda3 がが LVM の物理ボリュームとして作成さの物理ボリュームとして作成さ
れます。れます。
             

iii. 
              lvm> プロンプトで、プロンプトで、vgextend VolumeGroup partition と入力し、と入力し、Enter 
を押します。を押します。VolumeGroup はは Linux がインストールされているがインストールされている LVM ボリュームボリューム
グループで、グループで、パーティションパーティション は最近作成したパーティションになります。たとえは最近作成したパーティションになります。たとえ
ば、ば、Linux がが /dev/VolumeGroup00 にインストールされている場合は、にインストールされている場合は、vgextend 
/dev/VolumeGroup00 /dev/sda3 と入力して、そのボリュームグループを拡張しと入力して、そのボリュームグループを拡張し
て、て、/dev/sda3 に物理ボリュームを追加します。に物理ボリュームを追加します。
             

iv. 
              lvm> プロンプトで、プロンプトで、lvextend -l +100%FREE LogVol と入力し、と入力し、Enter をを
押します。押します。LogVol は、は、Linux ファイルシステムを含む論理ボリュームです。たとファイルシステムを含む論理ボリュームです。たと
えば、えば、LogVol00 を拡張して、ボリュームグループを拡張して、ボリュームグループ VolGroup00 で新たに使用可能で新たに使用可能
な領域を埋めるには、な領域を埋めるには、lvextend -l +100%FREE /dev/VolGroup00/LogVol00 と入と入
力します。力します。
             

v. 
              lvm> プロンプトが表示されたら、プロンプトが表示されたら、exit とと 入力入力 してして Enter を押してを押して 
lvm2を終了します。を終了します。
             

e. 
            コマンドラインでコマンドラインで e2fsck LogVol とと 入力入力 し、し、Enter を押します。を押します。LogVol は、は、
サイズを変更するばかりの論理ボリュームです。たとえサイズを変更するばかりの論理ボリュームです。たとえ
ば、ば、/dev/VolumeGroup00/LogVol00 のサイズを変更すると、のサイズを変更すると、e2fsck 
/dev/VolumeGroup00/LogVol00 とと 入力します。入力します。
           

            Linux は、新しく再設計された論理ボリュームのファイルシステムをチェックは、新しく再設計された論理ボリュームのファイルシステムをチェック
するようになりました。するようになりました。
           

f. 
            ファイルシステムのチェックが終了したら、コマンドラインでファイルシステムのチェックが終了したら、コマンドラインで resize2fs 
LogVol とと 入力入力 し、し、Enter を押します。を押します。LogVol は、サイズを変更するばかりのパーは、サイズを変更するばかりのパー
ティションです。たとえば、ティションです。たとえば、/dev/VolumeGroup00/LogVol00 のサイズを変更するのサイズを変更する
と、と、resize2fs /dev/VolumeGroup00/LogVol00 とと  入力します。入力します。
           

            Linux では、新しく再設計された論理ボリュームがいっぱいになるようにファでは、新しく再設計された論理ボリュームがいっぱいになるようにファ
イルシステムのサイズが変更されるようになりました。イルシステムのサイズが変更されるようになりました。
           

g. 
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            コンピューターを再起動します。コンピューターを再起動します。Linux インストールで追加の領域が利用できインストールで追加の領域が利用でき
るようになりました。るようになりました。
           

39.3. RED HAT ENTERPRISE LINUX をを MS-DOS またはまたは MICROSOFT WINDOWS のレガシーバーのレガシーバー
ジョンに置き換えジョンに置き換え

     DOS およびおよび Windows では、では、Windows fdisk ユーティリティーを使用して、ユーティリティーを使用して、文書化されていない文書化されていない フフ
ラグラグ /mbr で新しいで新しい MBR を作成します。これはを作成します。これは MBR のみのみ を書き換えて、プライマリーを書き換えて、プライマリー DOS パーパー
ティションを起動します。コマンドは以下のようになります。ティションを起動します。コマンドは以下のようになります。
    

fdisk /mbr

     ハードドライブからハードドライブから Linux を削除して、デフォルトのを削除して、デフォルトの DOS (Windows) fdisk でこれを行った場合でこれを行った場合
は、は、パーティションが存在しますが、問題はありませんパーティションが存在しますが、問題はありません。。DOS 以外のパーティションを削除する最適以外のパーティションを削除する最適
な方法として、な方法として、DOS 以外のパーティションを理解するツールを使用できます。以外のパーティションを理解するツールを使用できます。
    

     まず、まず、Red Hat Enterprise Linux DVD を挿入してシステムを起動します。ブートプロンプトが表示を挿入してシステムを起動します。ブートプロンプトが表示
されたら、されたら、linux rescue と入力します。これにより、レスキューモードプログラムが起動します。と入力します。これにより、レスキューモードプログラムが起動します。
    

     キーボードと言語の要件を求めるプロンプトが出されます。キーボードと言語の要件を求めるプロンプトが出されます。Red Hat Enterprise Linux のインスのインス
トール時に必要な値を入力します。トール時に必要な値を入力します。
    

     次に、プログラムが次に、プログラムが Red Hat Enterprise Linux のインストールをレスキューに見つけようとしたこのインストールをレスキューに見つけようとしたこ
とを示す画面が表示されます。この画面でとを示す画面が表示されます。この画面で Skip を選択します。を選択します。
    

     Skip を選択すると、削除するパーティションにアクセスできるコマンドプロンプトが表示されまを選択すると、削除するパーティションにアクセスできるコマンドプロンプトが表示されま
す。す。
    

     まず、コマンドまず、コマンド list-harddrives を入力します。このコマンドは、インストールプログラムで認識でを入力します。このコマンドは、インストールプログラムで認識で
きるシステム上のすべてのハードドライブと、メガバイト単位でサイズを一覧表示します。きるシステム上のすべてのハードドライブと、メガバイト単位でサイズを一覧表示します。
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警告警告

      必要な必要な Red Hat Enterprise Linux パーティションのみを削除するように注意しパーティションのみを削除するように注意し
てください。他のパーティションを削除すると、データ損失やシステム環境が破損てください。他のパーティションを削除すると、データ損失やシステム環境が破損
する可能性があります。する可能性があります。
     

     パーティションを削除するには、パーティション設定ユーティリティーパーティションを削除するには、パーティション設定ユーティリティー parted を使用しまを使用しま
す。す。parted を起動します。ここで、を起動します。ここで、/dev/hda は、パーティションを削除するデバイスです。は、パーティションを削除するデバイスです。
    

parted /dev/hda

     print コマンドを使用して現在のパーティションテーブルを表示し、削除するパーティションのマイコマンドを使用して現在のパーティションテーブルを表示し、削除するパーティションのマイ
ナー番号を確認します。ナー番号を確認します。
    

print

     print コマンドは、パーティションのタイプも表示します（例：コマンドは、パーティションのタイプも表示します（例：linux-swap、、ext2、、ext3、、ext4 なな
ど）。パーティションのタイプを把握すると、パーティションを削除するかどうかを決定するのに役立ど）。パーティションのタイプを把握すると、パーティションを削除するかどうかを決定するのに役立
ちます。ちます。
    

     rm コマンドでパーティションを削除します。例えば、マイナー番号コマンドでパーティションを削除します。例えば、マイナー番号 3 のパーティションを削除するのパーティションを削除する
のは以下のコマンドです。のは以下のコマンドです。
    

rm 3

重要重要

      [Enter] を押すと変更が反映されるため、押す前にコマンドを再度確認してくださを押すと変更が反映されるため、押す前にコマンドを再度確認してくださ
い。い。
     

     パーティションを削除したら、パーティションを削除したら、print コマンドを使用して、パーティションテーブルから削除されてコマンドを使用して、パーティションテーブルから削除されて
いることを確認します。いることを確認します。
    

     Linux パーティションを削除し、必要なすべての変更を行ったら、パーティションを削除し、必要なすべての変更を行ったら、quit と入力してと入力して parted を終了しを終了し
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ます。ます。
    

     parted を終了したら、起動プロンプトにを終了したら、起動プロンプトに exit と入力してレスキューモードを終了し、インストールと入力してレスキューモードを終了し、インストール
を続行するのではなく、システムを再起動します。システムが自動的に再起動します。そうでない場合を続行するのではなく、システムを再起動します。システムが自動的に再起動します。そうでない場合
は、は、Control+Alt+Delete を使用してコンピューターを再起動できます。を使用してコンピューターを再起動できます。
    

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

726



第第40章章 IBM SYSTEM Z からのからの RED HAT ENTERPRISE LINUX の削除の削除

    Linux ディスクに機密データが含まれている場合には、既存のオペレーティングシステムのデータをディスクに機密データが含まれている場合には、既存のオペレーティングシステムのデータを
削除する時に、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じてデータを破棄してください。以下の選削除する時に、必ず所属組織のセキュリティーポリシーに準じてデータを破棄してください。以下の選
択肢を検討した上で、削除の手順に進んでください。択肢を検討した上で、削除の手順に進んでください。
   

      新規インストールでディスクを上書きします。新規インストールでディスクを上書きします。
     

      新規インストールを開始し、パーティションダイアログ新規インストールを開始し、パーティションダイアログ( 「ディスクパーティション設「ディスクパーティション設
定」定」を参照を参照)を使用して、を使用して、Linux がインストールされたパーティションをフォーマットしまがインストールされたパーティションをフォーマットしま
す。す。Write changes to disk ダイアログで説明された後に、インストーラーを終了しまダイアログで説明された後に、インストーラーを終了しま
す。す。「ディスクへの変更の書き込み」「ディスクへの変更の書き込み」
     

      Linux がインストールされていたがインストールされていた DASD またはまたは SCSI ディスクを他のシステムから見えるディスクを他のシステムから見える
ようにしてから、データを削除します。しかし、この操作には特別な権限が必要になる可能性ようにしてから、データを削除します。しかし、この操作には特別な権限が必要になる可能性
があります。システム管理者に確認してください。があります。システム管理者に確認してください。dasdfmt (DASD のみのみ) やや  
parted、、mke2fs、、dd などのなどの Linux コマンドを使用できます。コマンドの詳細は、それぞれのコマンドを使用できます。コマンドの詳細は、それぞれの 
man ページを参照してください。ページを参照してください。
     

40.1. Z/VM ゲストまたはゲストまたは LPAR での異なるオペレーティングシステムの実行での異なるオペレーティングシステムの実行

     現在インストールされているシステムが現在インストールされているシステムが z/VM ゲスト仮想マシンまたはゲスト仮想マシンまたは LPAR 下にある場所とは異下にある場所とは異
なるなる DASD ディスクまたはディスクまたは SCSI ディスクから起動する場合は、インストールされているディスクから起動する場合は、インストールされている Red Hat 
Enterprise Linux をシャットダウンし、別のをシャットダウンし、別の Linux インスタンスがインストールされているディスクをインスタンスがインストールされているディスクを
使用してブートします。この操作でインストール済みのシステムのコンテンツが変更されることはあり使用してブートします。この操作でインストール済みのシステムのコンテンツが変更されることはあり
ません。ません。
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パートパート VI. 技術的な付録技術的な付録

    本セクションの付録には、本セクションの付録には、Red Hat Enterprise Linux のインストール方法を指示する手順は含まれまのインストール方法を指示する手順は含まれま
せん。代わりに、せん。代わりに、Red Hat Enterprise Linux がインストールプロセスのさまざまな時点で提供するオプがインストールプロセスのさまざまな時点で提供するオプ
ションを理解すると便利です。ションを理解すると便利です。
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付録付録A ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要

注記注記

     この付録は、必ずしもこの付録は、必ずしも x86 ベース以外のアーキテクチャーに適用されるとは限りませベース以外のアーキテクチャーに適用されるとは限りませ
ん。ただし、ここで説明する一般的な概念が適用される場合があります。ん。ただし、ここで説明する一般的な概念が適用される場合があります。
    

    この付録は、必ずしもこの付録は、必ずしも x86 ベース以外のアーキテクチャーに適用されるとは限りません。ただし、こベース以外のアーキテクチャーに適用されるとは限りません。ただし、こ
こで説明する一般的な概念が適用される場合があります。こで説明する一般的な概念が適用される場合があります。
   

    ディスクパーティションが不十分であれば、ディスクパーティションが不十分であれば、「「Making Room For Red Hat Enterprise Linux」」 に進に進
み、み、Red Hat Enterprise Linux インストールの準備のためにディスク領域を解放するプロセスの詳細をインストールの準備のためにディスク領域を解放するプロセスの詳細を
確認することができます。このセクションでは、確認することができます。このセクションでは、Linux システムが使用するパーティション命名スキーシステムが使用するパーティション命名スキー
ム、他のオペレーティングシステムとディスク領域の共有、および関連トピックについても説明しまム、他のオペレーティングシステムとディスク領域の共有、および関連トピックについても説明しま
す。す。
   

A.1. ハードディスクの基本概念ハードディスクの基本概念

     ハードディスクは、データを保存し、コマンドで確実に取得するために、非常に単純な機能を実行ハードディスクは、データを保存し、コマンドで確実に取得するために、非常に単純な機能を実行
します。します。
    

     ディスクパーティションなどの問題を検討する際には、基盤となるハードウェアについて少し把握ディスクパーティションなどの問題を検討する際には、基盤となるハードウェアについて少し把握
しておくことが重要です。ただし、詳細で簡単にバッグダウンできます。したがって、この付録では、しておくことが重要です。ただし、詳細で簡単にバッグダウンできます。したがって、この付録では、
ディスクドライブの簡略化された図を使用して、ディスクドライブがパーティション化されるときに実ディスクドライブの簡略化された図を使用して、ディスクドライブがパーティション化されるときに実
際に何が起こるかを説明します。際に何が起こるかを説明します。図図A.1「未使用のディスクドライブ」「未使用のディスクドライブ」は、新しい未使用のディスクドは、新しい未使用のディスクド
ライブを示しています。ライブを示しています。
    

図図A.1 未使用のディスクドライブ未使用のディスクドライブ

[D]

     詳しく見ることはあまりありませんか詳しく見ることはあまりありませんか ?ただし、基本的なレベルでディスクドライブについて通信すただし、基本的なレベルでディスクドライブについて通信す
る場合は、それで十分です。このドライブにデータを保存するとします。ここでも、これは動作しませる場合は、それで十分です。このドライブにデータを保存するとします。ここでも、これは動作しませ
ん。まずいくつかのことが必要です。ん。まずいくつかのことが必要です。
    

A.1.1. 書き込みとは書き込みとは なく、どのように書くかです。なく、どのように書くかです。
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      経験のあるコンピューターユーザーは、最初の試行でこれを取得する可能性があります。ドライブ経験のあるコンピューターユーザーは、最初の試行でこれを取得する可能性があります。ドライブ
をを フォーマットフォーマット する必要があります。フォーマットする必要があります。フォーマット (通常通常ファイルシステムファイルシステムを作るという意味で知られを作るという意味で知られ
ていますています) とは、ドライブに情報を書き込んで、未フォーマットのドライブの空白領域に順番を付けるとは、ドライブに情報を書き込んで、未フォーマットのドライブの空白領域に順番を付ける
ことです。ことです。
     

図図A.2 ファイルシステムを備えたディスクドライブファイルシステムを備えたディスクドライブ

[D]

      図図A.2「ファイルシステムを備えたディスクドライブ」「ファイルシステムを備えたディスクドライブ」 のように、ファイルシステムによって課さのように、ファイルシステムによって課さ
れる順序にはいくつかのトレードオフがあります。れる順序にはいくつかのトレードオフがあります。
     

        ドライブの空き容量が少ない場合は、ファイルシステム関連のデータを保存するため、ドライブの空き容量が少ない場合は、ファイルシステム関連のデータを保存するため、
オーバーヘッドと考えることができます。オーバーヘッドと考えることができます。
       

        残りの領域は小規模で均一なサイズのセグメントに分割されます。残りの領域は小規模で均一なサイズのセグメントに分割されます。Linux の場合、これらの場合、これら

のセグメントはのセグメントは ブロックブロック と呼ばれます。と呼ばれます。[15]

       

      ファイルシステムがディレクトリーやファイルなどを可能にできる限り、これらのトレードオフはファイルシステムがディレクトリーやファイルなどを可能にできる限り、これらのトレードオフは
通常、価格が小さいほど見なされます。通常、価格が小さいほど見なされます。
     

      また、単一のユニバーサルファイルシステムがないことにも留意してください。また、単一のユニバーサルファイルシステムがないことにも留意してください。図図A.3「別のファイ「別のファイ
ルシステムを持つディスクドライブ」ルシステムを持つディスクドライブ」 のように、ディスクドライブには多くの異なるファイルシステムのように、ディスクドライブには多くの異なるファイルシステム
が書き込まれている可能性があります。ご覧のとおり、異なるファイルシステムには互換性がない傾向が書き込まれている可能性があります。ご覧のとおり、異なるファイルシステムには互換性がない傾向
があります。つまり、があります。つまり、1 つのファイルシステム（またはいくつかの関連するファイルシステムタイプ）つのファイルシステム（またはいくつかの関連するファイルシステムタイプ）
をサポートするオペレーティングシステムは、別のファイルシステムに対応していない可能性がありまをサポートするオペレーティングシステムは、別のファイルシステムに対応していない可能性がありま
す。ただし、この最後のステートメントはハードアンド高速ルールではありません。たとえば、す。ただし、この最後のステートメントはハードアンド高速ルールではありません。たとえば、Red 
Hat Enterprise Linux は、さまざまなファイルシステム（他のオペレーティングシステムで一般的に使は、さまざまなファイルシステム（他のオペレーティングシステムで一般的に使
用されているものを含む）をサポートしているため、異なるファイルシステム間でのデータ交換が容易用されているものを含む）をサポートしているため、異なるファイルシステム間でのデータ交換が容易
になります。になります。
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図図A.3 別のファイルシステムを持つディスクドライブ別のファイルシステムを持つディスクドライブ

[D]

      当然ながら、ファイルシステムをディスクに書き込むことは開始のみとなります。このプロセスの当然ながら、ファイルシステムをディスクに書き込むことは開始のみとなります。このプロセスの
最終目標は実際にデータを最終目標は実際にデータを 保存保存 してして 取り出す取り出す ことです。一部のファイルが書き込まれた後にドライブことです。一部のファイルが書き込まれた後にドライブ
を見ていきましょう。を見ていきましょう。
     

図図A.4 データの書き込まれたディスクドライブデータの書き込まれたディスクドライブ

[D]

      図図A.4「データの書き込まれたディスクドライブ」「データの書き込まれたディスクドライブ」 が示すように、以前空だったブロックの一部がが示すように、以前空だったブロックの一部が
データを保持するようになりました。しかし、この図を見るだけではこのドライブに存在する正確なデータを保持するようになりました。しかし、この図を見るだけではこのドライブに存在する正確な
ファイル数は分かりません。すべてのファイルが少なくともファイル数は分かりません。すべてのファイルが少なくとも 1 つのブロックを使用し、一部のファイルつのブロックを使用し、一部のファイル
が複数のブロックを使用するため、ファイルがが複数のブロックを使用するため、ファイルが 1 つまたは多数ある可能性があります。もうつまたは多数ある可能性があります。もう 1 つの重要つの重要
な点は、使用済みのブロックが連続する地域を形成する必要がないことです。使用ブロックと未使用ブな点は、使用済みのブロックが連続する地域を形成する必要がないことです。使用ブロックと未使用ブ
ロックが交差する可能性があります。これがロックが交差する可能性があります。これが 断片化断片化 と呼ばれるものです。既存パーティションのサイと呼ばれるものです。既存パーティションのサイ
ズを変更する際に影響する可能性があります。ズを変更する際に影響する可能性があります。
     

      多くのコンピューター関連の技術と同じように、ディスクドライブは導入されてから常に変化し続多くのコンピューター関連の技術と同じように、ディスクドライブは導入されてから常に変化し続
けており、特に大型化しています。物理的サイズが大きくなっているわけではなく、情報保存の容量がけており、特に大型化しています。物理的サイズが大きくなっているわけではなく、情報保存の容量が
大きくなっています。さらに、容量が追加されたことで、ディスクドライブの使用の仕方が基本的に変大きくなっています。さらに、容量が追加されたことで、ディスクドライブの使用の仕方が基本的に変
化しました。化しました。
     

A.1.2. パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

      ディスクドライブは、複数のディスクドライブは、複数の パーティションパーティション に分割できます。各パーティションは個々のディスクに分割できます。各パーティションは個々のディスク
のように、別々にアクセスできます。のように、別々にアクセスできます。パーティションテーブルパーティションテーブル を追加することでディスクドライブを複を追加することでディスクドライブを複
数パーティションに分割します。数パーティションに分割します。
     

      ディスク領域を個別のディスクパーティションに割り当てる理由には以下のようなものがありまディスク領域を個別のディスクパーティションに割り当てる理由には以下のようなものがありま
す。す。
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        オペレーティングシステムのデータをユーザーのデータから論理的に分離させるため。オペレーティングシステムのデータをユーザーのデータから論理的に分離させるため。
       

        異なるファイルシステムを使用するため。異なるファイルシステムを使用するため。
       

        1 台のマシン上で複数のオペレーティングシステムを稼働させるため。台のマシン上で複数のオペレーティングシステムを稼働させるため。
       

      物理ハードディスクには現在、マスターブートレコード物理ハードディスクには現在、マスターブートレコード (MBR) およびおよび GUID パーティションテーブパーティションテーブ
ルル (GPT) というという 2 つのパーティションレイアウト標準があります。つのパーティションレイアウト標準があります。MBR は、は、BIOS ベースのコンベースのコン
ピューターで使われている旧式のディスクパーティション方式です。ピューターで使われている旧式のディスクパーティション方式です。GPT は新たなパーティションレは新たなパーティションレ
イアウトで、イアウトで、Unified Extensible Firmware Interface (UEFI) の一部です。このセクションおよびの一部です。このセクションおよび 
「パーティション内のパーティション「パーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要」拡張パーティションの概要」 では、主にでは、主に マスターブートレマスターブートレ
コードコード  (MBR) のディスクパーティションスキームを説明しています。のディスクパーティションスキームを説明しています。GUID パーティションテーブルパーティションテーブル  
(GPT) のパーティションレイアウトの詳細は、のパーティションレイアウトの詳細は、「「GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT)」」を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
     

注記注記

       ここで示す図ではパーティションテーブルが実際のディスクドライブから離れていここで示す図ではパーティションテーブルが実際のディスクドライブから離れてい
ますが、本来の状況を正確に表しているわけではありません。実際には、パーティショますが、本来の状況を正確に表しているわけではありません。実際には、パーティショ
ンテーブルはそのディスクの先頭部分となる、他のファイルシステムまたはユーザーンテーブルはそのディスクの先頭部分となる、他のファイルシステムまたはユーザー
データの前に格納されています。ただし、わかりやすくするために図では別々に表示しデータの前に格納されています。ただし、わかりやすくするために図では別々に表示し
ます。ます。
      

図図A.5 パーティションテーブルがあるディスクドライブパーティションテーブルがあるディスクドライブ

[D]

      図図A.5「パーティションテーブルがあるディスクドライブ」「パーティションテーブルがあるディスクドライブ」 が示すように、パーティションテーブが示すように、パーティションテーブ
ルはルは 4 つのセクションまたはつのセクションまたは 4 つのつの プライマリープライマリー パーティションに分類されます。プライマリーパーパーティションに分類されます。プライマリーパー
ティションは、論理ドライブティションは、論理ドライブ (またはセクションまたはセクション) をを 1 つだけ含むことができるハードドライブのパーつだけ含むことができるハードドライブのパー
ティションです。各セクションは、ティションです。各セクションは、1 つのパーティションの定義に必要な情報を保持できます。つまつのパーティションの定義に必要な情報を保持できます。つま
り、パーティションテーブルではり、パーティションテーブルでは 4 つのパーティションを定義できません。つのパーティションを定義できません。
     

      各パーティションテーブルエントリーには、パーティションの重要な特徴がいくつか含まれていま各パーティションテーブルエントリーには、パーティションの重要な特徴がいくつか含まれていま
す。す。
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        ディスク上のパーティションの開始点と終了点ディスク上のパーティションの開始点と終了点
       

        パーティションがアクティブかどうかパーティションがアクティブかどうか
       

        パーティションのタイプパーティションのタイプ
       

      これらの各特性を詳しく見てみましょう。開始点と終了点は、実際にはパーティションのサイズとこれらの各特性を詳しく見てみましょう。開始点と終了点は、実際にはパーティションのサイズと
ディスク上の場所を定義します。アクティブフラグは特定のオペレーティングシステムのブートローディスク上の場所を定義します。アクティブフラグは特定のオペレーティングシステムのブートロー
ダーによって使用されます。つまり、アクティブの印が付いたパーティションにあるオペレーティングダーによって使用されます。つまり、アクティブの印が付いたパーティションにあるオペレーティング
システムが起動されます。システムが起動されます。
     

      パーティションのタイプは、若干混乱する可能性があります。タイプとは、パーティションの用途パーティションのタイプは、若干混乱する可能性があります。タイプとは、パーティションの用途
を識別する番号です。そのステートメントが少し特異な場合、つまりパーティションタイプの意味が若を識別する番号です。そのステートメントが少し特異な場合、つまりパーティションタイプの意味が若
干変動しているからです。一部のオペレーティングシステムでは、パーティションの種類を使用して特干変動しているからです。一部のオペレーティングシステムでは、パーティションの種類を使用して特
定のファイルシステムの種類を示し、特定のオペレーティングシステムに関連付けられていることを示定のファイルシステムの種類を示し、特定のオペレーティングシステムに関連付けられていることを示
すフラグを付け、パーティションに起動可能なオペレーティングシステムが含まれていること、またはすフラグを付け、パーティションに起動可能なオペレーティングシステムが含まれていること、または
そのその 3 つの組み合わせを示します。つの組み合わせを示します。
     

      この時点で、このような複雑性がすべてどのように使用されるかを妨げている可能性がありまこの時点で、このような複雑性がすべてどのように使用されるかを妨げている可能性がありま
す。す。図図A.6「パーティションが「パーティションが 1 つのディスクドライブ」つのディスクドライブ」 を参照してください。を参照してください。
     

図図A.6 パーティションがパーティションが 1 つのディスクドライブつのディスクドライブ

[D]

      多くの場合、ディスク全体にまたがるパーティションは多くの場合、ディスク全体にまたがるパーティションは 1 つしかなく、基本的にはパーティションつしかなく、基本的にはパーティション
の前に使用されたメソッドを複製します。パーティションテーブルには、使用されるエントリーがの前に使用されたメソッドを複製します。パーティションテーブルには、使用されるエントリーが 1 つつ
だけあり、パーティションの開始点を指します。だけあり、パーティションの開始点を指します。
     

      このパーティションには、このパーティションには、DOS タイプのラベルを付けました。タイプのラベルを付けました。表表A.1「パーティションタイプ」「パーティションタイプ」 にに
記載されている複数のパーティションタイプの記載されている複数のパーティションタイプの 1 つしかありませんが、この説明には十分です。つしかありませんが、この説明には十分です。
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      表表A.1「パーティションタイプ」「パーティションタイプ」には、一般的なパーティションタイプ（およびには、一般的なパーティションタイプ（および obscure）のパー）のパー
ティションタイプとティションタイプと 16 進数の数値の一覧が含まれます。進数の数値の一覧が含まれます。
     

表表A.1 パーティションタイプパーティションタイプ

 パーティションタイプパーティションタイプ  値値  パーティションタイプパーティションタイプ  値値 

 空白空白  00  Novell Netware 386  65 

 DOS 12 ビットビット FAT  01  PIC/IX  75 

 XENIX root  02  Old MINIX  80 

 XENIX usr  03  Linux/MINUX  81 

 DOS 16-bit <=32M  04  Linux swap  82 

 Extended  05  Linux ネイティブネイティブ  83 

 DOS 16 ビットビット (32 以上以上)  06  Linux 拡張拡張  85 

 OS/2 HPFS  07  Amoeba  93 

 AIX  08  Amoeba BBT  94 

 AIX ブート可能ブート可能  09  BSD/386  a5 

 OS/2 Boot Manager  0a  OpenBSD  a6 

 Win95 FAT32  0b  NEXTSTEP  a7 

 Win95 FAT32 (LBA)  0c  BSDI fs  b7 

 Win95 FAT16 (LBA)  0e  BSDI swap  b8 

 Win95 Extended (LBA)  0f  Syrinx  c7 

 Venix 80286  40  CP/M  db 

 Novell  51  DOS アクセスアクセス  e1 

 PReP Boot  41  DOS R/O  e3 
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 GNU HURD  63  DOS セカンダリーセカンダリー  f2 

 Novell Netware 286  64  BBT  ff 

 パーティションタイプパーティションタイプ  値値  パーティションタイプパーティションタイプ  値値 

A.1.3. パーティション内のパーティションパーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

      当然ながら、当然ながら、4 つのパーティションでは不十分なことが明らかになりました。ディスクドライブがつのパーティションでは不十分なことが明らかになりました。ディスクドライブが
大きくなるにつれ、大きくなるにつれ、4 つの合理的なサイズのパーティションを設定し、ディスク領域が残る可能性が高つの合理的なサイズのパーティションを設定し、ディスク領域が残る可能性が高
くなります。追加のパーティションを作成するには、何らかの方法が必要です。くなります。追加のパーティションを作成するには、何らかの方法が必要です。
     

      拡張パーティションを入力します。拡張パーティションを入力します。表表A.1「パーティションタイプ」「パーティションタイプ」 で分かるように、拡張パーで分かるように、拡張パー
ティションタイプがあります。拡張パーティションの中心となるこのパーティションタイプは、このティションタイプがあります。拡張パーティションの中心となるこのパーティションタイプは、この
パーティションタイプです。パーティションタイプです。
     

      パーティションが作成され、そのタイプがパーティションが作成され、そのタイプが Extended に設定されている場合、拡張パーティションに設定されている場合、拡張パーティション
テーブルが作成されます。つまり、拡張パーティションはそれ自体でディスクドライブに似ています。テーブルが作成されます。つまり、拡張パーティションはそれ自体でディスクドライブに似ています。
拡張パーティション自体に完全に含まれる拡張パーティション自体に完全に含まれる 1 つ以上のつ以上の パーティション（現在は論理パーティションパーティション（現在は論理パーティション とと
呼ばれます）を参照するパーティションテーブルがあります。呼ばれます）を参照するパーティションテーブルがあります。図図A.7「拡張パーティションのあるディ「拡張パーティションのあるディ
スクドライブ」スクドライブ」は、は、1 つのプライマリーパーティションと、つのプライマリーパーティションと、2 つの論理パーティションを含むつの論理パーティションを含む 1 つの拡つの拡
張パーティション（およびいくつかの未パーティションの空き領域）を持つディスクドライブを表示し張パーティション（およびいくつかの未パーティションの空き領域）を持つディスクドライブを表示し
ます。ます。
     

図図A.7 拡張パーティションのあるディスクドライブ拡張パーティションのあるディスクドライブ

[D]

      この図が示すように、プライマリーパーティションと論理パーティションには違いがあります。この図が示すように、プライマリーパーティションと論理パーティションには違いがあります。4 
つのプライマリーパーティションしか存在できませんが、存在できる論理パーティションの数に制限はつのプライマリーパーティションしか存在できませんが、存在できる論理パーティションの数に制限は
ありません。ただし、ありません。ただし、Linux でパーティションにアクセスする方法により、でパーティションにアクセスする方法により、1 つのディスクドライブにつのディスクドライブに  
12 を超える論理パーティションを定義することは避けてください。を超える論理パーティションを定義することは避けてください。
     

      パーティションについて全般的に説明しました。次に、このナレッジを使用してパーティションについて全般的に説明しました。次に、このナレッジを使用して Red Hat 
Enterprise Linux をインストールする方法を確認してください。をインストールする方法を確認してください。
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A.1.4. GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT)

      GUID パーティションテーブルパーティションテーブル (GPT) は、グローバルに固有となる識別子は、グローバルに固有となる識別子 (GUID) の使用を基本との使用を基本と
する新しいパーティション設定スキームです。する新しいパーティション設定スキームです。GPT は、は、MBR パーティションテーブルの限界、特にパーティションテーブルの限界、特に 1 
ディスクで対応可能な最大ストレージ領域の上限に対処するため開発されました。ディスクで対応可能な最大ストレージ領域の上限に対処するため開発されました。2.2 テラバイトを超テラバイトを超
えるストレージ領域に対応できないえるストレージ領域に対応できない MBR とは異なり、とは異なり、GPT はこのサイズより大きいハードディスクではこのサイズより大きいハードディスクで
使用できます。アドレス指定可能な最大ディスクサイズは使用できます。アドレス指定可能な最大ディスクサイズは 2.2 ザットタバイトです。また、デフォルトザットタバイトです。また、デフォルト
ではでは GPT は最大は最大 128 のプライマリーパーティションの作成に対応します。この数は、パーティションのプライマリーパーティションの作成に対応します。この数は、パーティション
テーブルにより多くの領域を割り当てることで拡張できます。テーブルにより多くの領域を割り当てることで拡張できます。
     

      GPT ディスクは論理ブロックアドレス指定ディスクは論理ブロックアドレス指定 (LBA) を使用し、パーティションレイアウトは以下のよを使用し、パーティションレイアウトは以下のよ
うになります。うになります。
     

        MBR ディスクとの後方互換性を保つため、ディスクとの後方互換性を保つため、GPT の最初のセクターの最初のセクター (LBA 0) はは MBR デーデー
タ用に予約されています。このセクターはタ用に予約されています。このセクターは「「protective MBR」」と呼ばれます。と呼ばれます。
       

        プライマリープライマリー GPT ヘッダーヘッダー は、デバイスのは、デバイスの 2 つ目の論理ブロックつ目の論理ブロック (LBA 1) から始まりまから始まりま
す。このヘッダーには、ディスクす。このヘッダーには、ディスク GUID、プライマリーパーティションテーブルの位置、セカ、プライマリーパーティションテーブルの位置、セカ
ンダリーンダリー GPT ヘッダーの位置、それ自体のヘッダーの位置、それ自体の CRC32 チェックサムおよびプライマリーパーティチェックサムおよびプライマリーパーティ
ションテーブルが含まれます。また、テーブルのパーティションエントリー数もこのヘッダーションテーブルが含まれます。また、テーブルのパーティションエントリー数もこのヘッダー
で指定します。で指定します。
       

        プライマリープライマリー GPT テーブルテーブル には、サイズがには、サイズが 128 バイト、パーティションタイプがバイト、パーティションタイプが 
GUID、固有パーティションが、固有パーティションが GUID のパーティションがデフォルトでのパーティションがデフォルトで 128 エントリー含まれエントリー含まれ
ています。ています。
       

        セカンダリーセカンダリー GPT テーブルテーブル はプライマリーはプライマリー GPT テーブルとまったく同じものになりまテーブルとまったく同じものになりま
す。これは、プライマリーパーティションテーブルが破損した場合に、リカバリーのバックす。これは、プライマリーパーティションテーブルが破損した場合に、リカバリーのバック
アップテーブルとして主に使用されます。アップテーブルとして主に使用されます。
       

        セカンダリーセカンダリー GPT ヘッダーヘッダー はディスクの最後の論理セクターに位置し、プライマリーはディスクの最後の論理セクターに位置し、プライマリー
ヘッダーが破損した場合にヘッダーが破損した場合に GPT 情報を復元する際に使用できます。ディスク情報を復元する際に使用できます。ディスク GUID、セカンダ、セカンダ
リーパーティションテーブルの位置、プライマリーリーパーティションテーブルの位置、プライマリー GPT ヘッダーの位置、それ自体のヘッダーの位置、それ自体の CRC32 
チェックサムおよびセカンダリーパーティションテーブルが含まれます。また、作成可能なチェックサムおよびセカンダリーパーティションテーブルが含まれます。また、作成可能な
パーティションエントリー数も含まれます。パーティションエントリー数も含まれます。
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重要重要

       GPT (GUID パーティションテーブルパーティションテーブル) を含むディスクには、ブートローダー用のを含むディスクには、ブートローダー用の 
BIOS 起動パーティションを正しくインストールしておく必要があります。起動パーティションを正しくインストールしておく必要があります。Anaconda 
で初期化するディスクが含まれます。ディスクにで初期化するディスクが含まれます。ディスクに BIOS ブートパーティションがすでにブートパーティションがすでに
含まれている場合は、再使用できます。含まれている場合は、再使用できます。
      

A.1.5. Making Room For Red Hat Enterprise Linux

      次のリストは、ハードディスクのパーティション変更を試みる際に発生する可能性のあるシナリオ次のリストは、ハードディスクのパーティション変更を試みる際に発生する可能性のあるシナリオ
を示しています。を示しています。
     

        パーティションが分割されていない空き領域が利用できる。パーティションが分割されていない空き領域が利用できる。
       

        未使用のパーティションが利用可能である。未使用のパーティションが利用可能である。
       

        アクティブに使用されているパーティションの空き領域が利用可能である。アクティブに使用されているパーティションの空き領域が利用可能である。
       

      各シナリオを順番に見てみましょう。各シナリオを順番に見てみましょう。
     

注記注記

       以下の図は、分かりやすく、実際に以下の図は、分かりやすく、実際に Red Hat Enterprise Linux をインストールするをインストールする
際に発生する正確なパーティションレイアウトを反映していないことに注意してくださ際に発生する正確なパーティションレイアウトを反映していないことに注意してくださ
い。い。
      

A.1.5.1. パーティションが未設定の空き領域の使用パーティションが未設定の空き領域の使用

       この状況では、既に定義されているパーティションはハードディスク全体に及んでおらず、定義済この状況では、既に定義されているパーティションはハードディスク全体に及んでおらず、定義済
みのパーティションの一部ではない未割り当ての領域が残っています。みのパーティションの一部ではない未割り当ての領域が残っています。図図A.8「パーティションが未設「パーティションが未設
定の空き領域を持つディスクドライブ」定の空き領域を持つディスクドライブ」は、これがどのようになるかを示しています。は、これがどのようになるかを示しています。
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図図A.8 パーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブパーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブ

[D]

       図図A.8「パーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブ」「パーティションが未設定の空き領域を持つディスクドライブ」 では、では、1 は、未割り当てのは、未割り当ての
領域を持つ未定義のパーティションを表し、領域を持つ未定義のパーティションを表し、2 は領域を割り当てた定義されたパーティションを表しまは領域を割り当てた定義されたパーティションを表しま
す。す。
      

       これを検討すると、未使用のハードディスクもこのカテゴリーに分類されます。唯一の違いは、これを検討すると、未使用のハードディスクもこのカテゴリーに分類されます。唯一の違いは、すす
べてべて の領域が定義されたパーティションの一部ではないことです。の領域が定義されたパーティションの一部ではないことです。
      

       いずれの場合も、未使用の領域から必要なパーティションを作成できます。ただし、このシナリオいずれの場合も、未使用の領域から必要なパーティションを作成できます。ただし、このシナリオ
は非常にシンプルではありませんが、は非常にシンプルではありませんが、(Red Hat Enterprise Linux に対してのみ新しいディスクを購入に対してのみ新しいディスクを購入
したばかりでない限りしたばかりでない限り)可能性はあまりありません。ほとんどのオペレーティングシステムは、ディス可能性はあまりありません。ほとんどのオペレーティングシステムは、ディス
クドライブで利用可能な領域をすべて使用するように設定されていますクドライブで利用可能な領域をすべて使用するように設定されています( 「使用中パーティションの空「使用中パーティションの空
き領域の使用」き領域の使用」を参照してくださいを参照してください)。。
      

       次に、より一般的な状況を説明します。次に、より一般的な状況を説明します。
      

A.1.5.2. 未使用パーティションからの領域の使用未使用パーティションからの領域の使用

       この場合、すでに使用しなくなったパーティションがあることを想定しています。過去に別のオペこの場合、すでに使用しなくなったパーティションがあることを想定しています。過去に別のオペ
レーティングシステムとデコレートされ、それ専用のパーティションは使用されなくなったりしまレーティングシステムとデコレートされ、それ専用のパーティションは使用されなくなったりしま
す。す。図図A.9「未使用パーティションのディスクドライブ」「未使用パーティションのディスクドライブ」は、このような状況を示しています。は、このような状況を示しています。
      

図図A.9 未使用パーティションのディスクドライブ未使用パーティションのディスクドライブ

[D]

       図図A.9「未使用パーティションのディスクドライブ」「未使用パーティションのディスクドライブ」 では、では、1 は未使用のパーティションを表し、は未使用のパーティションを表し、2 
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はは Linux に未使用のパーティションの再割り当てを表します。に未使用のパーティションの再割り当てを表します。
      

       このような場合には、未使用のパーティションに割り当てられた領域を使用できます。まず、未使このような場合には、未使用のパーティションに割り当てられた領域を使用できます。まず、未使
用のパーティションを削除し、次に、その場所に適切な用のパーティションを削除し、次に、その場所に適切な Linux パーティションを作成します。未使用のパーティションを作成します。未使用の
パーティションを削除し、インストールプロセス時に新しいパーティションを手動で作成できます。パーティションを削除し、インストールプロセス時に新しいパーティションを手動で作成できます。
      

A.1.5.3. 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

       これは最も一般的な状況です。ただし、最も扱いにくい状況でもあります。一番の問題は、たとえこれは最も一般的な状況です。ただし、最も扱いにくい状況でもあります。一番の問題は、たとえ
十分な空き領域がある場合でも、それがすでに使用中のパーティションに割り当てられているというこ十分な空き領域がある場合でも、それがすでに使用中のパーティションに割り当てられているというこ
とです。ソフトウェアが事前にインストールされているコンピューターを購入した場合、通常はハードとです。ソフトウェアが事前にインストールされているコンピューターを購入した場合、通常はハード
ディスクにディスクに OS とデータを格納したとデータを格納した 1 つの大きなパーティションがあります。つの大きなパーティションがあります。
      

       システムに新しくハードディスクドライブを追加する以外に、システムに新しくハードディスクドライブを追加する以外に、2 つの選択肢があります。つの選択肢があります。
      

 破壊的な再設定破壊的な再設定

          基本的には、基本的には、1 つの大きなパーティションを削除して、小規模なパーティションをいくつか作つの大きなパーティションを削除して、小規模なパーティションをいくつか作
成します。ご想想のように、元のパーティションにあったデータはすべて破棄されます。このた成します。ご想想のように、元のパーティションにあったデータはすべて破棄されます。このた
め、完全なバックアップが必要になります。自分専用のバックアップを作成し、検証（バックアッめ、完全なバックアップが必要になります。自分専用のバックアップを作成し、検証（バックアッ
プソフトウェアで利用可能な場合）を使用し、パーティションを削除するプソフトウェアで利用可能な場合）を使用し、パーティションを削除する 前前 にバックアップからにバックアップから
データを読み込もうとします。データを読み込もうとします。
         

警告警告

           そのパーティションに何らかのタイプのオペレーティングシステムがイそのパーティションに何らかのタイプのオペレーティングシステムがイ
ンストールされている場合は、再インストールする必要があります。オペレーンストールされている場合は、再インストールする必要があります。オペレー
ティングシステムがインストール済みの一部のコンピューターには、元のオペティングシステムがインストール済みの一部のコンピューターには、元のオペ
レーティングシステムを再インストールするためにレーティングシステムを再インストールするために CD-ROM メディアが含まれメディアが含まれ
ていない場合があります。これがシステムに適用される場合は、元のパーティていない場合があります。これがシステムに適用される場合は、元のパーティ
ションとそのオペレーティングシステムのインストールを破棄するションとそのオペレーティングシステムのインストールを破棄する 前前 に、最もに、最も
気づくでしょう。気づくでしょう。
          

          既存のオペレーティングシステム用に小規模なパーティションを作成したら、ソフトウェアを既存のオペレーティングシステム用に小規模なパーティションを作成したら、ソフトウェアを
再インストールし、データを復元し、再インストールし、データを復元し、Red Hat Enterprise Linux インストールを開始できます。インストールを開始できます。図図
A.10「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」 これが行われていることを示これが行われていることを示
します。します。
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図図A.10 破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ

[D]

          図図A.10「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」 では、では、1 は前を表は前を表
し、し、2 は後を表します。は後を表します。
         

警告警告

           図図A.10「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」「破壊的なパーティション再設定が行われたディスクドライブ」 
が示すように、元のパーティションに存在するデータは、適切なバックアップが示すように、元のパーティションに存在するデータは、適切なバックアップ
なしに失われます。なしに失われます。
          

 

  非破壊的な再パーティション非破壊的な再パーティション

          ここでは、見えないようなプログラムを実行します。パーティションに保存されているファイここでは、見えないようなプログラムを実行します。パーティションに保存されているファイ
ルを失うことなく、大きなパーティションを小さくします。多くの人は、この方法が信頼性が高ルを失うことなく、大きなパーティションを小さくします。多くの人は、この方法が信頼性が高
く、問題がないことが確認されています。この機能を実行するために使用するソフトウェアは何でく、問題がないことが確認されています。この機能を実行するために使用するソフトウェアは何で
すかすか ?市場には、複数のディスク管理ソフトウェア製品があります。状況に最適なものを見つける市場には、複数のディスク管理ソフトウェア製品があります。状況に最適なものを見つける
には、調査を行います。には、調査を行います。
         

          非破壊的なパーティション再設定のプロセスは比較的簡単ですが、いくつかのステップが関係非破壊的なパーティション再設定のプロセスは比較的簡単ですが、いくつかのステップが関係
します。します。
         

            既存データの圧縮とバックアップ既存データの圧縮とバックアップ
           

            既存パーティションのサイズ既存パーティションのサイズ
           

            新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成
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       次に、各ステップを少し詳細に説明します。次に、各ステップを少し詳細に説明します。
      

A.1.5.3.1. 既存データの圧縮既存データの圧縮

        図図A.11「圧縮する前と後のディスクドライブ」「圧縮する前と後のディスクドライブ」 が示すように、最初の手順は既存のパーティショが示すように、最初の手順は既存のパーティショ
ンのデータを圧縮することです。これを実行する理由は、データを再設定することでパーティションのンのデータを圧縮することです。これを実行する理由は、データを再設定することでパーティションの
後部にある使用可能な空き領域を最大化するためです。後部にある使用可能な空き領域を最大化するためです。
       

図図A.11 圧縮する前と後のディスクドライブ圧縮する前と後のディスクドライブ

[D]

        図図A.11「圧縮する前と後のディスクドライブ」「圧縮する前と後のディスクドライブ」 では、では、1 は前を表し、は前を表し、2 は後を表します。は後を表します。
       

        このステップは重要です。これを使用しないと、データの場所により、パーティションが必要なエこのステップは重要です。これを使用しないと、データの場所により、パーティションが必要なエ
クステントにリサイズできなくなる可能性があります。様々な理由で移動できないデータがあることにクステントにリサイズできなくなる可能性があります。様々な理由で移動できないデータがあることに
も留意してください。そのような場合（また、新しいパーティションのサイズを深刻な制限）場合は、も留意してください。そのような場合（また、新しいパーティションのサイズを深刻な制限）場合は、
ディスクを破壊的に再設定するよう強制することができます。ディスクを破壊的に再設定するよう強制することができます。
       

A.1.5.3.2. 既存パーティションのサイズ変更既存パーティションのサイズ変更

        図図A.12「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」は、実際のサイズ変更プロセは、実際のサイズ変更プロセ
スを示しています。実際のサイズ変更の結果は使用するソフトウェアによって異なりますが、ほとんどスを示しています。実際のサイズ変更の結果は使用するソフトウェアによって異なりますが、ほとんど
の場合、新たに解放された領域を使用して、元のパーティションと同じタイプのフォーマットされていの場合、新たに解放された領域を使用して、元のパーティションと同じタイプのフォーマットされてい
ないパーティションが作成されます。ないパーティションが作成されます。
       

図図A.12 既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ

[D]
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        図図A.12「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」「既存パーティションのサイズを変更したディスクドライブ」 では、では、1 は前を表し、は前を表し、2 は後は後
を表します。を表します。
       

        使用しているサイズ変更用ソフトウェアが、新たに解放された領域をどのように処理するのか理解使用しているサイズ変更用ソフトウェアが、新たに解放された領域をどのように処理するのか理解
すると、それに準じて適切なステップに進むことができます。ここでは、新しいすると、それに準じて適切なステップに進むことができます。ここでは、新しい DOS パーティションパーティション
を削除して、適切なを削除して、適切な Linux パーティションを作成します。パーティションを作成します。
       

A.1.5.3.3. 新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成

        前の手順で暗示したように、新しいパーティションを作成する必要がある場合とない場合がありま前の手順で暗示したように、新しいパーティションを作成する必要がある場合とない場合がありま
す。ただし、サイズ変更ソフトウェアがす。ただし、サイズ変更ソフトウェアが Linux に対応していない限り、サイズ変更プロセス中に作成さに対応していない限り、サイズ変更プロセス中に作成さ
れたパーティションを削除する必要があります。れたパーティションを削除する必要があります。図図A.13「目的のパーティション持たせた最終設定の「目的のパーティション持たせた最終設定の
ディスクドライブ」ディスクドライブ」は、これが行われていることを示しています。は、これが行われていることを示しています。
       

図図A.13 目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ

[D]

        図図A.13「目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ」「目的のパーティション持たせた最終設定のディスクドライブ」 では、では、1 は前を表し、は前を表し、2 はは
後を表します。後を表します。
       

注記注記

         次の情報は、次の情報は、x86 ベースのコンピューターのみに固有のものです。ベースのコンピューターのみに固有のものです。
        

        お客様に便利なため、お客様に便利なため、parted ユーティリティーを提供しています。これは、パーティションのサユーティリティーを提供しています。これは、パーティションのサ
イズを変更できる無料で利用可能なプログラムです。イズを変更できる無料で利用可能なプログラムです。
       

        parted を使用してハードドライブを再パーティションする場合は、ディスクストレージを理解を使用してハードドライブを再パーティションする場合は、ディスクストレージを理解
し、コンピューターデータのバックアップを行うことが重要です。コンピューター上のすべての重要なし、コンピューターデータのバックアップを行うことが重要です。コンピューター上のすべての重要な
データのコピーをデータのコピーを 2 つ作成する必要があります。これらのコピーはリムーバブルメディア（テープ、つ作成する必要があります。これらのコピーはリムーバブルメディア（テープ、
CD-ROM、ディスケットなど）にする必要があり、続行する前にそれらが読み取り可能であることを確、ディスケットなど）にする必要があり、続行する前にそれらが読み取り可能であることを確
認する必要があります。認する必要があります。
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        parted を使用する場合は、を使用する場合は、parted の実行後に、サイズ変更したパーティションと、新たに解放さの実行後に、サイズ変更したパーティションと、新たに解放さ
れた領域から作成したれた領域から作成した parted のの 2 つつ のパーティションが残っていることに注意してください。その領のパーティションが残っていることに注意してください。その領
域を使用して域を使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、現在のオペレーティングシステをインストールする場合は、現在のオペレーティングシステ
ム下でパーティション設定ユーティリティーを使用するか、インストール中にパーティションを設定しム下でパーティション設定ユーティリティーを使用するか、インストール中にパーティションを設定し
て、新たに作成されたパーティションを削除する必要があります。て、新たに作成されたパーティションを削除する必要があります。
       

A.1.6. パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム

      Linux は、ハードディスクとそのパーティションを参照するは、ハードディスクとそのパーティションを参照する C ドライブ方法を使用している場合なドライブ方法を使用している場合な
ど、特に混乱を生じさせる可能性のある文字と数字の組み合わせを使用するディスクパーティションをど、特に混乱を生じさせる可能性のある文字と数字の組み合わせを使用するディスクパーティションを
指します。指します。DOS/Windows 環境では、パーティションの名前は以下の方法で指定されます。環境では、パーティションの名前は以下の方法で指定されます。
     

        各パーティションのタイプをチェックして、各パーティションのタイプをチェックして、DOS/Windows で読み取り可能かどうかを判で読み取り可能かどうかを判
断します。断します。
       

        パーティションのタイプと互換性がある場合は、ドライブ文字が割り当てられます。パーティションのタイプと互換性がある場合は、ドライブ文字が割り当てられます。 ドラドラ
イブ文字はイブ文字は C で始まり、ラベルを付けるパーティションの数に応じて以下の文字に移動しまで始まり、ラベルを付けるパーティションの数に応じて以下の文字に移動しま
す。す。
       

        ドライブの文字を使用して、そのパーティションとそのパーティションに含まれるファイドライブの文字を使用して、そのパーティションとそのパーティションに含まれるファイ
ルシステムを参照できます。ルシステムを参照できます。
       

      Red Hat Enterprise Linux は、他のオペレーティングシステムで使用される方法よりも柔軟性が高は、他のオペレーティングシステムで使用される方法よりも柔軟性が高
く、より多くの情報を伝える命名スキームを使用します。命名スキームはファイルベースのもので、く、より多くの情報を伝える命名スキームを使用します。命名スキームはファイルベースのもので、
ファイル名はファイル名は /dev/xxyN の形式で指定します。の形式で指定します。
     

      以下は、パーティション命名スキームの暗号を解除する方法です。以下は、パーティション命名スキームの暗号を解除する方法です。
     

/dev/

         全デバイスのファイルが配置されるディレクトリー名です。パーティションはハードディスク全デバイスのファイルが配置されるディレクトリー名です。パーティションはハードディスク
にあり、ハードディスクはデバイスであるため、パーティションを表すファイルはにあり、ハードディスクはデバイスであるため、パーティションを表すファイルは /dev/ にありまにありま
す。す。
        

 

xx

         パーティション名の最初のパーティション名の最初の 2 文字は、パーティションが存在するデバイスのタイプ（通常は文字は、パーティションが存在するデバイスのタイプ（通常は  
hd (IDE ディスクの場合ディスクの場合)またはまたは sd (SCSI ディスクの場合ディスクの場合)のいずれかを示します。のいずれかを示します。
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y

         この文字は、パーティションが存在するデバイスを示します。たとえば、この文字は、パーティションが存在するデバイスを示します。たとえば、/dev/hda （最初の（最初の 
IDE ハードディスク）またはハードディスク）または /dev/sdb (2 番目の番目の SCSI ディスクディスク)です。です。
        

 

N

         最後の数字はパーティションを示します。最初の最後の数字はパーティションを示します。最初の 4 つつ (プライマリーもしくは拡張プライマリーもしくは拡張) のパーティのパーティ
ションには、ションには、1 からから 4 までの数字が付けられます。論理パーティションはまでの数字が付けられます。論理パーティションは 5 から始まります。たとから始まります。たと
えば、えば、/dev/hda3 は最初のは最初の IDE ハードディスク上のハードディスク上の 3 番目のプライマリーパーティションまたは拡番目のプライマリーパーティションまたは拡
張パーティションで、張パーティションで、/dev/sdb6 はは 2 番目の番目の SCSI ハードディスク上のハードディスク上の 2 番目の論理パーティショ番目の論理パーティショ
ンです。ンです。
        

 

注記注記

       パーティションタイプに基づくこの命名規則の一部はありません。パーティションタイプに基づくこの命名規則の一部はありません。DOS/Windows 
とは異なり、とは異なり、すべてすべて のパーティションをのパーティションを Red Hat Enterprise Linux で識別できます。当で識別できます。当
然ながら、これは然ながら、これは Red Hat Enterprise Linux があらゆるタイプのパーティションのデーがあらゆるタイプのパーティションのデー
タにアクセスできるという意味ではありませんが、多くの場合、別のオペレーティングタにアクセスできるという意味ではありませんが、多くの場合、別のオペレーティング
システム専用のパーティション上のデータにアクセスできます。システム専用のパーティション上のデータにアクセスできます。
      

      Red Hat Enterprise Linux で必要なパーティションを設定する際には、この情報を簡単に理解してで必要なパーティションを設定する際には、この情報を簡単に理解して
おくことができます。おくことができます。
     

A.1.7. ディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシステムディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシステム

      Red Hat Enterprise Linux パーティションが、他のオペレーティングシステムが使用するパーティパーティションが、他のオペレーティングシステムが使用するパーティ
ションとハードディスクを共有する場合は、多くの場合問題はありません。ただし、ションとハードディスクを共有する場合は、多くの場合問題はありません。ただし、Linux とその他のとその他の
オペレーティングシステムの組み合わせは、細心の注意が必要な特定の組み合わせです。オペレーティングシステムの組み合わせは、細心の注意が必要な特定の組み合わせです。
     

A.1.8. ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

      Linux を初めて見つけたユーザーの多くは、を初めて見つけたユーザーの多くは、Linux オペレーティングシステムでパーティションのオペレーティングシステムでパーティションの
使用方法とアクセス方法が混乱を生じさせる領域の使用方法とアクセス方法が混乱を生じさせる領域の 1 つです。つです。DOS/Windows の場合、各パーティショの場合、各パーティショ
ンにドライブ文字が与えられるので、比較的簡単です。ンにドライブ文字が与えられるので、比較的簡単です。 パーティション上のファイルやディレクトリーパーティション上のファイルやディレクトリー
を参照する場合は該当するドライブ文字を使用します。を参照する場合は該当するドライブ文字を使用します。
     

      これはこれは Linux でのパーティションの扱い方、またディスクストレージ全般に関しても全く異なりまでのパーティションの扱い方、またディスクストレージ全般に関しても全く異なりま
す。主な違いは、各パーティションは、ファイルおよびディレクトリーの単一セットをサポートするのす。主な違いは、各パーティションは、ファイルおよびディレクトリーの単一セットをサポートするの
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に必要なストレージの一部を形成するために使用されます。に必要なストレージの一部を形成するために使用されます。マウントマウント と呼ばれるプロセスでパーティと呼ばれるプロセスでパーティ
ションとディレクトリーを関連付けることで行います。パーティションをマウントすると、指定されたションとディレクトリーを関連付けることで行います。パーティションをマウントすると、指定された
ディレクトリーディレクトリー (マウントポイントマウントポイント と呼ばれると呼ばれる) を開始点としてそのストレージが利用可能になりまを開始点としてそのストレージが利用可能になりま
す。す。
     

      たとえば、パーティションたとえば、パーティション /dev/hda5 がが /usr/ にマウントされている場合、にマウントされている場合、/usr/ の下にあるすべての下にあるすべて
のファイルとディレクトリーは、物理的にのファイルとディレクトリーは、物理的に /dev/hda5 上に存在することになります。そのた上に存在することになります。そのた
め、め、/usr/share/doc/FAQ/txt/Linux-FAQ ファイルはファイルは /dev/hda5 に保存されますに保存されます
が、が、/etc/gdm/custom.conf ファイルは保存されません。ファイルは保存されません。
     

      この例では、この例では、/usr/ 以下の以下の 1 つ以上のディレクトリーが他のパーティションのマウントポイントになつ以上のディレクトリーが他のパーティションのマウントポイントにな
る可能性もあります。たとえば、パーティション（例：る可能性もあります。たとえば、パーティション（例： /dev/hda7）を）を /usr/local/ にマウントできまにマウントできま
す。つまり、す。つまり、/usr/local/man/whatis は、は、/dev/hda5 ではなくではなく /dev/hda7 上に存在することになりま上に存在することになりま
す。す。
     

A.1.9. パーティションの数パーティションの数

      Red Hat Enterprise Linux のインストール準備の過程で、新しいオペレーティングシステムが使用のインストール準備の過程で、新しいオペレーティングシステムが使用
するパーティションの数とサイズについて考慮する必要があります。するパーティションの数とサイズについて考慮する必要があります。How many partitions" の質問の質問
は、は、Linux コミュニティー内で責任を負うことがあり、一見に説明しなければおそらく多くのパーティコミュニティー内で責任を負うことがあり、一見に説明しなければおそらく多くのパーティ
ションレイアウトが存在すると思われます。問題に疑わしいと思われるパーティションレイアウトは、ションレイアウトが存在すると思われます。問題に疑わしいと思われるパーティションレイアウトは、
おそらく多くのパーティションレイアウトがあると仮定します。おそらく多くのパーティションレイアウトがあると仮定します。
     

      これは、特に理由がない限り、少なくともこれは、特に理由がない限り、少なくとも swap、、/boot/、および、および / (root)のパーティションを作成のパーティションを作成
することが推奨されます。することが推奨されます。
     

      詳細は、詳細は、「推奨されるパーティション設定スキーム」「推奨されるパーティション設定スキーム」 を参照してください。を参照してください。
     

[15] 
         ブロックのサイズは図とは異り、実際にはブロックのサイズは図とは異り、実際には均一均一なサイズです。また、平均的なディスクドライブなサイズです。また、平均的なディスクドライブ
には数千のブロックが含まれている点にご留意ください。ただし、この説明の目的上、これらの若干のには数千のブロックが含まれている点にご留意ください。ただし、この説明の目的上、これらの若干の
不一致は無視してください。不一致は無視してください。
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付録付録B ISCSI ディスクディスク

    iSCSI (Internet Small Computer System Interface) は、は、SCSI の要求と応答をの要求と応答を TCP/IP 上で運用する上で運用する
ことでコンピューターとストレージデバイスとの通信を可能にするプロトコルです。ことでコンピューターとストレージデバイスとの通信を可能にするプロトコルです。iSCSI は標準のは標準の 
SCSI プロトコルを土台にしているため、プロトコルを土台にしているため、SCSI の用語を一部使用します。要求が送信されるの用語を一部使用します。要求が送信される SCSI バスバス
上のデバイス（およびその要求に応答するもの）は上のデバイス（およびその要求に応答するもの）は ターゲットターゲット と呼ばれ、要求を発行したデバイスはと呼ばれ、要求を発行したデバイスは 
イニシエーターイニシエーター と呼ばれます。言い替えると、と呼ばれます。言い替えると、iSCSI ディスクがターゲットで、ディスクがターゲットで、SCSI コントローラーコントローラー
やや SCSI Host Bus Adapter (HBA) に相当するに相当する iSCSI ソフトウェアがイニシエーターです。この付録でソフトウェアがイニシエーターです。この付録で
は、は、iSCSI イニシエーターとしてイニシエーターとして Linux のみを説明します。のみを説明します。Linux がが iSCSI ディスクを使用する方法ディスクを使用する方法
は、は、Linux がが iSCSI ディスクをホストする方法ではありません。ディスクをホストする方法ではありません。
   

    Linux には、には、SCSI HBA ドライバーの代わりとなるソフトウェアドライバーの代わりとなるソフトウェア iSCSI イニシエーターがカーネルにイニシエーターがカーネルに
内蔵されています。内蔵されています。Linux ではこれを利用してではこれを利用して iSCSI ディスクを使用します。ただし、ディスクを使用します。ただし、iSCSI は完全には完全に
ネットワークベースのプロトコルであるため、ネットワークベースのプロトコルであるため、iSCSI イニシエーターは、ネットワーク上でイニシエーターは、ネットワーク上で SCSI パパ
ケットを送信できるだけでなく、対応する必要があります。ケットを送信できるだけでなく、対応する必要があります。Linux でで iSCSI ターゲットを使用する前ターゲットを使用する前
に、に、Linux 側からネットワーク上のターゲットを検出して接続を行わなければなりません。ターゲット側からネットワーク上のターゲットを検出して接続を行わなければなりません。ターゲット
へのアクセスを得るため、へのアクセスを得るため、Linux 側から認証情報を送信しなければならない場合もあります。また、側から認証情報を送信しなければならない場合もあります。また、
ネットワーク接続に障害が発生した場合には、ネットワーク接続に障害が発生した場合には、Linux 側で障害の検出および新規接続の確立を行う必要側で障害の検出および新規接続の確立を行う必要
があります。また必要に応じて再ログインも必要になります。があります。また必要に応じて再ログインも必要になります。
   

    検出、接続、およびログインは、検出、接続、およびログインは、iscsiadm ユーティリティーによりユーザー空間で処理され、エユーティリティーによりユーザー空間で処理され、エ
ラー処理はラー処理は iscsid によってもユーザー空間で処理されます。によってもユーザー空間で処理されます。
   

    iscsiadm およびおよび iscsid はいずれも、はいずれも、Red Hat Enterprise Linux のの iscsi-initiator-utils パッケージパッケージ
に含まれます。に含まれます。
   

B.1. ANACONDAのの ISCSI ディスクディスク

     Anaconda は、次のは、次の 2 つの方法でつの方法で iSCSI ディスクを検出（およびログイン）できます。ディスクを検出（およびログイン）できます。
    

1. 
       anaconda が起動すると、システムのが起動すると、システムの BIOS またはアドオンブートまたはアドオンブート ROM がが iSCSI から起から起
動できる動できる BIOS 拡張である拡張である iBFT ( iSCSI Boot Firmware Table )に対応しているかどうかを確に対応しているかどうかを確
認します。認します。BIOS がが iBFT に対応している場合、に対応している場合、anaconda はは BIOS から設定されたブートディから設定されたブートディ
スクのスクの iSCSI ターゲット情報を読み込み、このターゲットにログインしてインストールターターゲット情報を読み込み、このターゲットにログインしてインストールター
ゲットとして利用できるようにします。ゲットとして利用できるようにします。
      

2. 
       インストール時にインストール時に Specialized Storage Devices オプションを選択すると、ストレージデオプションを選択すると、ストレージデ
バイスの選択画面にバイスの選択画面に Advanced Target の追加の追加 ボタンが表示されます。このボタンをクリックボタンが表示されます。このボタンをクリック
すると、検出すると、検出 IP アドレスなどのアドレスなどの iSCSI ターゲット情報を追加できます。ターゲット情報を追加できます。Anaconda は指定のは指定の 
IP アドレスを確認し、見つかったターゲットにログインします。アドレスを確認し、見つかったターゲットにログインします。iSCSI ターゲットに指定できターゲットに指定でき
る詳細は、る詳細は、「「 高度なストレージオプション高度なストレージオプション 」」 を参照してください。を参照してください。
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     anaconda はは iscsiadm を使用してを使用して iSCSI ターゲットを見つけてログインしますが、ターゲットを見つけてログインしますが、iscsiadm はこはこ
れらのターゲットに関する情報をれらのターゲットに関する情報を iscsiadm iSCSI データベースに自動的に保存します。データベースに自動的に保存します。Anaconda はは
このデータベースをインストール済みシステムにコピーし、このデータベースをインストール済みシステムにコピーし、/ に使用されていないに使用されていない iSCSI ターゲットをターゲットを
マークし、システムの起動時にシステムが自動的にログインできるようにします。マークし、システムの起動時にシステムが自動的にログインできるようにします。/ がが iSCSI ターゲッターゲッ
トに配置されると、トに配置されると、initrd はこのターゲットにログインし、はこのターゲットにログインし、anaconda には同じターゲットへの複数のには同じターゲットへの複数の
ログイン試行を回避するために、起動スクリプトにこのターゲットを含めません。ログイン試行を回避するために、起動スクリプトにこのターゲットを含めません。
    

     / がが iSCSI ターゲットに置かれている場合、ターゲットに置かれている場合、anaconda はインストールプロセス中にアクティブなはインストールプロセス中にアクティブな
ネットワークインターフェイスを無視するようにネットワークインターフェイスを無視するように NetworkManager を設定します。これらのインターを設定します。これらのインター
フェイスは、システムの起動時にフェイスは、システムの起動時に initrd によっても設定されます。によっても設定されます。NetworkManager がこれらのインがこれらのイン
ターフェイスを再設定すると、システムはターフェイスを再設定すると、システムは / への接続を失います。への接続を失います。
    

B.2. スタートアップ時のスタートアップ時の ISCSI ディスクディスク

     ISCSI 関連のイベントは、システムの起動時に複数の時点で発生する可能性があります。関連のイベントは、システムの起動時に複数の時点で発生する可能性があります。
    

1. 
       initrd のの init スクリプトは、スクリプトは、 / （存在する場合）に使用される（存在する場合）に使用される iSCSI ターゲットにログインターゲットにログイン
します。これは、します。これは、iscsistart ユーティリティーを使用して行いますユーティリティーを使用して行います( iscsid を実行せずに実行でを実行せずに実行で
きますきます)。。
      

2. 
       ルートファイルシステムがマウントされ、さまざまなサービスのルートファイルシステムがマウントされ、さまざまなサービスの initscripts が実行されるが実行される
と、と、iscsid initscript が呼び出されます。が呼び出されます。/ にに iSCSI ターゲットが使用されている場合、またはターゲットが使用されている場合、または 
iSCSI データベース内のターゲットに自動ログインのマークが付けられている場合は、このスデータベース内のターゲットに自動ログインのマークが付けられている場合は、このス
クリプトによりクリプトにより iscsid が開始されます。が開始されます。
      

3. 
       従来のネットワークサービススクリプトの実行後に（または有効になっている場合は実従来のネットワークサービススクリプトの実行後に（または有効になっている場合は実
行）、行）、iscsi initscript が実行されます。ネットワークにアクセスできる場合、これにより、自が実行されます。ネットワークにアクセスできる場合、これにより、自
動的にログインするようにマークされている動的にログインするようにマークされている iSCSI データベースのターゲットにログインしまデータベースのターゲットにログインしま
す。ネットワークへのアクセスができない場合には、スクリプトは何も表示せずに終了します。ネットワークへのアクセスができない場合には、スクリプトは何も表示せずに終了しま
す。す。
      

4. 
       （従来のネットワークサービススクリプトの代わりに）（従来のネットワークサービススクリプトの代わりに） NetworkManager を使用してネッを使用してネッ
トワークにアクセスすると、トワークにアクセスすると、NetworkManager はは iscsi initscript を呼び出します。を呼び出します。See: 
/etc/NetworkManager/dispatcher.d/04-iscsi
      

重要重要
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重要重要

        NetworkManager はは /usr にインストールされているため、にインストールされているため、/usr がが iSCSI 
ターゲットなどのネットワーク接続ストレージにある場合は、これを使用してターゲットなどのネットワーク接続ストレージにある場合は、これを使用して
ネットワークアクセスを設定することはできません。ネットワークアクセスを設定することはできません。
       

     システムの起動時にシステムの起動時に iscsid が必要とされない場合は自動的には開始されません。が必要とされない場合は自動的には開始されません。iscsiadm を開始すを開始す
ると、今度はると、今度は iscsiadm によってによって iscsid が開始されます。が開始されます。
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付録付録C ディスクの暗号化ディスクの暗号化

C.1. ブロックデバイスの暗号化とはブロックデバイスの暗号化とは

     ブロックデバイスの暗号化は、ブロックデバイスのデータを暗号化して保護します。デバイスの復ブロックデバイスの暗号化は、ブロックデバイスのデータを暗号化して保護します。デバイスの復
号化されたコンテンツにアクセスするには、パスフレーズまたは鍵を認証として提供する必要がありま号化されたコンテンツにアクセスするには、パスフレーズまたは鍵を認証として提供する必要がありま
す。これにより、システムから物理的に削除された場合でも、デバイスのコンテンツを保護するというす。これにより、システムから物理的に削除された場合でも、デバイスのコンテンツを保護するという
点で、既存の点で、既存の OS セキュリティーメカニズム以外のセキュリティーが強化されます。セキュリティーメカニズム以外のセキュリティーが強化されます。
    

C.2. DM-CRYPT/LUKS6TIT を使用したブロックデバイスの暗号化を使用したブロックデバイスの暗号化

     LUKS ( Linux Unified Key Setup )は、ブロックデバイスの暗号化の仕様です。これは、データのは、ブロックデバイスの暗号化の仕様です。これは、データの
ディスク上の形式とパスフレーズディスク上の形式とパスフレーズ/キー管理ポリシーを確立します。キー管理ポリシーを確立します。
    

     LUKS は、は、dm-crypt モジュールを介してカーネルデバイスマッパーサブシステムを使用します。こモジュールを介してカーネルデバイスマッパーサブシステムを使用します。こ
の配置は、デバイスのデータの暗号化と復号を処理する低レベルのマッピングを提供します。暗号化さの配置は、デバイスのデータの暗号化と復号を処理する低レベルのマッピングを提供します。暗号化さ
れたデバイスの作成やアクセスなどのユーザーレベルの操作は、れたデバイスの作成やアクセスなどのユーザーレベルの操作は、cryptsetup ユーティリティーを使用ユーティリティーを使用
して実行できます。して実行できます。
    

C.2.1. LUKS の概要の概要

        LUKS の機能の機能: 
        

           LUKS はブロックデバイス全体を暗号化します。はブロックデバイス全体を暗号化します。 
           

              LUKS は、以下のようなモバイルデバイスのコンテンツを保護するのに適しては、以下のようなモバイルデバイスのコンテンツを保護するのに適して
います。います。 
              

                 リムーバブルストレージメディアリムーバブルストレージメディア
                

                 ラップトップのディスクドライブラップトップのディスクドライブ
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           暗号化されたブロックデバイスの基本的な内容は任意です。暗号化されたブロックデバイスの基本的な内容は任意です。 
           

              これにより、これにより、swap デバイスの暗号化に役立ちます。デバイスの暗号化に役立ちます。
             

              また、とりわけデータストレージ用にフォーマットしたブロックデバイスを使また、とりわけデータストレージ用にフォーマットしたブロックデバイスを使
用する特定のデータベースに関しても有用です。用する特定のデータベースに関しても有用です。
             

          

           LUKS は、既存のデバイスマッパーのカーネルサブシステムを使用します。は、既存のデバイスマッパーのカーネルサブシステムを使用します。 
           

              これはこれは LVM で使用されるサブシステムと同じであるため、十分にテストされで使用されるサブシステムと同じであるため、十分にテストされ
ています。ています。
             

          

           LUKS はパスフレーズの強度を提供します。はパスフレーズの強度を提供します。 
           

              これにより、辞書攻撃から保護されます。これにより、辞書攻撃から保護されます。
             

          

           LUKS デバイスには、複数のキースロットが含まれます。デバイスには、複数のキースロットが含まれます。 
           

              これにより、ユーザーはバックアップキーこれにより、ユーザーはバックアップキー/パスフレーズを追加できます。パスフレーズを追加できます。
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        LUKS がが 行わない行わない ことこと 
        

           LUKS は、多くのユーザーは、多くのユーザー(8 人以上人以上)が同じデバイスへの個別のアクセスキーを持つが同じデバイスへの個別のアクセスキーを持つ
ことを必要とするアプリケーションには適していません。ことを必要とするアプリケーションには適していません。
          

           LUKS は、ファイルレベルの暗号化を必要とするアプリケーションには適していまは、ファイルレベルの暗号化を必要とするアプリケーションには適していま
せん。せん。
          

       

      LUKS の詳細については、プロジェクトのの詳細については、プロジェクトの Web サイトサイト( http://code.google.com/p/cryptsetup/ )をを
参照してください。参照してください。
     

C.2.2. インストール後に暗号化されたデバイスにアクセスする方法はインストール後に暗号化されたデバイスにアクセスする方法は ?（システム起動）（システム起動）

      システムの起動時にパスフレーズプロンプトが表示されます。正しいパスフレーズを指定すると、システムの起動時にパスフレーズプロンプトが表示されます。正しいパスフレーズを指定すると、
システムは通常どおりに起動を継続します。複数の暗号化デバイスに異なるパスフレーズを使用した場システムは通常どおりに起動を継続します。複数の暗号化デバイスに異なるパスフレーズを使用した場
合は、起動時に複数のパスフレーズを入力しなければならない場合があります。合は、起動時に複数のパスフレーズを入力しなければならない場合があります。
     

注記注記

       特定のシステム内のすべての暗号化されたブロックデバイスに同じパスフレーズを特定のシステム内のすべての暗号化されたブロックデバイスに同じパスフレーズを
使用することを検討してください。これにより、システムの起動が簡素化され、覚えて使用することを検討してください。これにより、システムの起動が簡素化され、覚えて
おくパスフレーズは少なくなります。必ず適切なパスフレーズを選択してくださいおくパスフレーズは少なくなります。必ず適切なパスフレーズを選択してください !
      

C.2.3. 適切なパスフレーズの選択適切なパスフレーズの選択

      dm-crypt/LUKS は鍵とパスフレーズの両方をサポートしますが、は鍵とパスフレーズの両方をサポートしますが、anaconda インストーラーは、イインストーラーは、イ
ンストール時に暗号化されたブロックデバイスを作成およびアクセスするためのパスフレーズの使用のンストール時に暗号化されたブロックデバイスを作成およびアクセスするためのパスフレーズの使用の
みをサポートします。みをサポートします。
     

      LUKS はパスフレーズの強度を提供しますが、パスフレーズを推測するのに適したもの（つまり、はパスフレーズの強度を提供しますが、パスフレーズを推測するのに適したもの（つまり、
パスフレーズを推測する）を選択することをお勧めします。パスワードという用語ではなく、パスフパスフレーズを推測する）を選択することをお勧めします。パスワードという用語ではなく、パスフ
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レーズレーズ という用語を使用することに注意してください。これは意図的な理由によるものです。データのという用語を使用することに注意してください。これは意図的な理由によるものです。データの
セキュリティーを向上させるために複数の単語が含まれるフレーズを提供することは重要です。セキュリティーを向上させるために複数の単語が含まれるフレーズを提供することは重要です。
     

C.3. ANACONDA での暗号化したブロックデバイスの作成での暗号化したブロックデバイスの作成

     システムインストール時に、暗号化されたデバイスを作成することができます。これにより、暗号システムインストール時に、暗号化されたデバイスを作成することができます。これにより、暗号
化されたパーティションを持つシステムを簡単に設定することができます。化されたパーティションを持つシステムを簡単に設定することができます。
    

     ブロックデバイスの暗号化を有効にするには、自動パーティション設定を選択する際にブロックデバイスの暗号化を有効にするには、自動パーティション設定を選択する際にEncrypt 
System チェックボックスにチェックを入れるか、個別のパーティション、ソフトウェアチェックボックスにチェックを入れるか、個別のパーティション、ソフトウェア RAID アレアレ
イ、または論理ボリュームを作成する際にイ、または論理ボリュームを作成する際に Encrypt チェックボックスにチェックを入れます。パーティチェックボックスにチェックを入れます。パーティ
ション設定が完了すると、暗号化用のパスフレーズの入力が求められます。このパスフレーズは、暗号ション設定が完了すると、暗号化用のパスフレーズの入力が求められます。このパスフレーズは、暗号
化されたデバイスにアクセスする際に必要となります。既存の化されたデバイスにアクセスする際に必要となります。既存の LUKS デバイスがあり、インストールプデバイスがあり、インストールプ
ロセスで事前に正しいパスフレーズを指定した場合は、パスフレーズ入力ダイアログにもチェックボッロセスで事前に正しいパスフレーズを指定した場合は、パスフレーズ入力ダイアログにもチェックボッ
クスが含まれます。このチェックボックスをオンにすると、既存の各暗号化ブロックデバイスの使用可クスが含まれます。このチェックボックスをオンにすると、既存の各暗号化ブロックデバイスの使用可
能なスロットに新しいパスフレーズを追加する必要があることを示します。能なスロットに新しいパスフレーズを追加する必要があることを示します。
    

注記注記

      自動パーティション設定自動パーティション設定 画面で画面で システムの暗号化システムの暗号化 チェックボックスをオンにしてかチェックボックスをオンにしてか
ら、ら、Create custom layout を選択しても、ブロックデバイスは自動的に暗号化されませを選択しても、ブロックデバイスは自動的に暗号化されませ
ん。ん。
     

注記注記

      キックスタートキックスタート を使用して、新しい暗号化ブロックデバイスごとに個別のパスフを使用して、新しい暗号化ブロックデバイスごとに個別のパスフ
レーズを設定することができます。レーズを設定することができます。
     

C.3.1. どの種類のブロックデバイスを暗号化できますかどの種類のブロックデバイスを暗号化できますか ?

      ほとんどのブロックデバイスは、ほとんどのブロックデバイスは、LUKS を使用して暗号化できます。を使用して暗号化できます。anaconda から、パーティから、パーティ
ション、ション、LVM 物理ボリューム、物理ボリューム、LVM 論理ボリューム、およびソフトウェア論理ボリューム、およびソフトウェア RAID アレイを暗号化できアレイを暗号化でき
ます。ます。
     

C.3.2. パスフレーズの保存パスフレーズの保存

      インストール時にキックスタートファイルを使用する場合は、インストール時に使用されるパスフインストール時にキックスタートファイルを使用する場合は、インストール時に使用されるパスフ
レーズをローカルファイルシステム上の暗号化されたファイルレーズをローカルファイルシステム上の暗号化されたファイル( escrow パケットパケット)に自動的に保存できに自動的に保存でき
ます。この機能を使用するには、ます。この機能を使用するには、anaconda がアクセスできる場所でがアクセスできる場所で X.509 証明書が利用可能でなけれ証明書が利用可能でなけれ
ばなりません。この証明書のばなりません。この証明書の URL を指定するには、を指定するには、--escrowcert パラメーターをパラメーターを autopart コマンコマン
ド、ド、logvol コマンド、コマンド、part コマンド、またはコマンド、または raid コマンドのいずれかに追加します。インストール時コマンドのいずれかに追加します。インストール時
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に、指定したデバイスの暗号化キーは、証明書を使用して暗号化され、に、指定したデバイスの暗号化キーは、証明書を使用して暗号化され、/root のの ファイルに保存されまファイルに保存されま
す。す。
     

      キックスタートファイルを使用してのみ、インストール中にキックスタートファイルを使用してのみ、インストール中に escrow パケットを保存できます。詳パケットを保存できます。詳
細は、細は、32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してください。対話型インストール中にを参照してください。対話型インストール中に 
escrow パケットを保存することはできませんが、インストールしたシステムにパケットを保存することはできませんが、インストールしたシステムに volume_key ツールをツールを
使用して作成することができます。使用して作成することができます。volume_key ツールを使用すると、ツールを使用すると、escrow パケットに保存されてパケットに保存されて
いる情報を使用して、暗号化されたボリュームへのアクセスを復元することもできます。詳細いる情報を使用して、暗号化されたボリュームへのアクセスを復元することもできます。詳細
は、は、volume_key のの man ページを参照してください。ページを参照してください。
     

C.3.3. バックアップパスフレーズの作成および保存バックアップパスフレーズの作成および保存

      インストール時にキックスタートファイルを使用する場合、インストール時にキックスタートファイルを使用する場合、anaconda はシステム上の各ブロックはシステム上の各ブロック
デバイスにランダムに生成されたバックアップパスフレーズを追加し、各パスフレーズをローカルファデバイスにランダムに生成されたバックアップパスフレーズを追加し、各パスフレーズをローカルファ
イルシステム上の暗号化されたファイルに保存します。イルシステム上の暗号化されたファイルに保存します。「パスフレーズの保存」「パスフレーズの保存」 で説明されているようで説明されているよう
に、に、--escrowcert パラメーターを使用してこの証明書のパラメーターを使用してこの証明書の URL を指定し、続いてバックアップパスフを指定し、続いてバックアップパスフ
レーズを作成するデバイスに関連する各キックスタートコマンドのレーズを作成するデバイスに関連する各キックスタートコマンドの --backuppassphrase パラメーパラメー
ターを指定します。ターを指定します。
     

      この機能は、キックスタートインストールの実行中にのみ使用できることに注意してください。詳この機能は、キックスタートインストールの実行中にのみ使用できることに注意してください。詳
細は、細は、32章章キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール を参照してください。を参照してください。
     

C.4. インストール後のインストール済みシステムでの暗号化ブロックデバイスの作成インストール後のインストール済みシステムでの暗号化ブロックデバイスの作成 

     暗号化されたブロックデバイスは、インストール後に作成および設定できます。暗号化されたブロックデバイスは、インストール後に作成および設定できます。
    

C.4.1. ブロックデバイスの作成ブロックデバイスの作成 

      parted、、pvcreate、、lvcreate、、mdadm を使用して、暗号化するブロックデバイスを作成します。を使用して、暗号化するブロックデバイスを作成します。
     

C.4.2. オプション：デバイスのランダムデータへの移動オプション：デバイスのランダムデータへの移動

      <device> （例：（例： /dev/sda3）をランダムデータで埋めると、暗号化の強度が大幅に向上します。欠）をランダムデータで埋めると、暗号化の強度が大幅に向上します。欠
点は、非常に時間がかかる可能性があることです。点は、非常に時間がかかる可能性があることです。
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警告警告

       以下のコマンドは、デバイスに存在するデータを破棄します。以下のコマンドは、デバイスに存在するデータを破棄します。
      

        最適な方法。高品質なランダムデータを提供しますが、時間が長くなります（ほとんどの最適な方法。高品質なランダムデータを提供しますが、時間が長くなります（ほとんどの
システムではギガバイトあたりシステムではギガバイトあたり 1 分ほどかかります）。分ほどかかります）。
       

        より速い方法で、品質の低いランダムデータを提供します。より速い方法で、品質の低いランダムデータを提供します。
       

C.4.3. デバイスをデバイスを dm-crypt/LUKS 暗号化デバイスとしてフォーマットする暗号化デバイスとしてフォーマットする

警告警告

       以下のコマンドは、デバイスに存在するデータを破棄します。以下のコマンドは、デバイスに存在するデータを破棄します。
      

注記注記

       詳細は、詳細は、man ページのページの cryptsetup (8) を参照してください。を参照してください。
      

      パスフレーズをパスフレーズを 2 回指定した後、デバイスを使用できるようにフォーマットされます。確認するに回指定した後、デバイスを使用できるようにフォーマットされます。確認するに
は、次のコマンドを使用します。は、次のコマンドを使用します。
     



dd if=/dev/urandom of=<device>

badblocks -c 10240 -s -w -t random -v <device>



cryptsetup luksFormat <device>

cryptsetup isLuks <device> && echo Success
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      デバイスの暗号化情報の概要を表示するには、次のコマンドを使用します。デバイスの暗号化情報の概要を表示するには、次のコマンドを使用します。
     

C.4.4. デバイスの復号化されたコンテンツへのアクセスを許可するマッピングの作成デバイスの復号化されたコンテンツへのアクセスを許可するマッピングの作成

      デバイスの復号化されたコンテンツにアクセスするには、カーネルデバイスの復号化されたコンテンツにアクセスするには、カーネル device-mapper を使用してマッを使用してマッ
ピングを確立する必要があります。ピングを確立する必要があります。
     

      このマッピングに意味のある名前を選択すると便利です。このマッピングに意味のある名前を選択すると便利です。LUKS は、各デバイスのは、各デバイスの UUID （非一意（非一意
識別子）を提供します。これは、デバイス名（例：識別子）を提供します。これは、デバイス名（例： /dev/sda3）とは異なり、）とは異なり、LUKS ヘッダーはそのまヘッダーはそのま
まである限り、定数を維持することが保証されます。まである限り、定数を維持することが保証されます。LUKS デバイスのデバイスの UUID を見つけるには、次のコを見つけるには、次のコ
マンドを実行します。マンドを実行します。
     

      信頼できる情報および一意のマッピング名の例は信頼できる情報および一意のマッピング名の例は luks-<uuid > です。ここで、です。ここで、<uuid> はデバイスはデバイス
のの LUKS UUID に置き換えられます（例：に置き換えられます（例： luks-50ec957a-5b5a-47ee-85e6-f8085bbc97a8）。この命）。この命
名規則は不便であるように見えますが、頻繁に入力する必要はありません。名規則は不便であるように見えますが、頻繁に入力する必要はありません。
     

      これで、復号化されたデバイスを表すデバイスノードこれで、復号化されたデバイスを表すデバイスノード /dev/mapper/<name > があるはずです。こがあるはずです。こ
のブロックデバイスは、暗号化されていない他のブロックデバイスと同様に読み書きできます。のブロックデバイスは、暗号化されていない他のブロックデバイスと同様に読み書きできます。
     

      マップされたデバイスに関する情報を表示するには、次のコマンドを使用します。マップされたデバイスに関する情報を表示するには、次のコマンドを使用します。
     

注記注記

       詳細は、詳細は、dmsetup (8) man ページを参照してください。ページを参照してください。
      

C.4.5. マップされたデバイスでのファイルシステムの作成、またはマップ済みデバイスを使用した複雑マップされたデバイスでのファイルシステムの作成、またはマップ済みデバイスを使用した複雑

なストレージ構造の構築に進むなストレージ構造の構築に進む

      マップされたデバイスノードマップされたデバイスノード(/dev/mapper/<name>)をを他のブロックデバイスとして使用します。他のブロックデバイスとして使用します。

cryptsetup luksDump <device>

cryptsetup luksUUID <device>

cryptsetup luksOpen <device> <name>

dmsetup info <name>
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マップされたデバイスにマップされたデバイスに ext2 ファイルシステムを作成するには、次のコマンドを使用します。ファイルシステムを作成するには、次のコマンドを使用します。
     

      このファイルシステムをこのファイルシステムを /mnt/test にマウントするには、次のコマンドを使用します。にマウントするには、次のコマンドを使用します。
     

重要重要

       このコマンドを実行する前に、ディレクトリーこのコマンドを実行する前に、ディレクトリー /mnt/test が存在する必要がありまが存在する必要がありま
す。す。
      

C.4.6. /etc/crypttabへのマッピング情報の追加へのマッピング情報の追加

      システムがデバイスのマッピングを設定するには、システムがデバイスのマッピングを設定するには、/etc/crypttab ファイルにエントリーが存在するファイルにエントリーが存在する
必要があります。ファイルが存在しない場合は作成し、所有者とグループを必要があります。ファイルが存在しない場合は作成し、所有者とグループを root (root:root)に変更に変更
し、モードをし、モードを 0744 に変更します。ファイルに、以下の形式で行を追加します。に変更します。ファイルに、以下の形式で行を追加します。
     

      <device> フィールドはフィールドは UUID=<luks_uuid>" の形式で指定する必要があります。ここで、の形式で指定する必要があります。ここで、
<luks_uuid> はコマンドはコマンド cryptsetup luksUUID <device > によって指定されるによって指定される LUKS uuid です。これです。これ
により、デバイスノード（例：により、デバイスノード（例： /dev/sda5）が変更されても、正しいデバイスが識別され、使用される）が変更されても、正しいデバイスが識別され、使用される
ようになります。ようになります。
     

注記注記

       /etc/crypttab ファイルの形式の詳細は、ファイルの形式の詳細は、crypttab (5) man ページを参照してくださページを参照してくださ
い。い。
      

C.4.7. /etc/fstabへのエントリーの追加へのエントリーの追加

      /etc/fstab にエントリーを追加します。これは、デバイスとマウントポイント間の永続的な関連付けにエントリーを追加します。これは、デバイスとマウントポイント間の永続的な関連付け
を確立する場合にのみ必要です。を確立する場合にのみ必要です。/etc/fstab ファイルで復号化されたデバイスファイルで復号化されたデバイス /dev/mapper/<name > 
を使用します。を使用します。
     

      多くの場合、多くの場合、/etc/fstab のデバイスをのデバイスを UUID またはファイルシステムラベルで一覧表示することが望またはファイルシステムラベルで一覧表示することが望

mke2fs /dev/mapper/<name>

mount /dev/mapper/<name> /mnt/test

<name>  <device>  none
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ましいです。この主な目的は、デバイス名（例：ましいです。この主な目的は、デバイス名（例： /dev/sda4）が変更された場合に定数識別子を提供す）が変更された場合に定数識別子を提供す
ることです。ることです。/dev/mapper/luks-<luks_uuid > 形式の形式の LUKS デバイス名は、デバイスのデバイス名は、デバイスの LUKS UUID のの
みに基づいているため、一定の状態を維持することが保証されます。このファクトは、みに基づいているため、一定の状態を維持することが保証されます。このファクトは、/etc/fstab でのでの
使用に適しています。使用に適しています。
     

注記注記

       /etc/fstab ファイルの形式の詳細は、ファイルの形式の詳細は、fstab (5) man ページを参照してください。ページを参照してください。
      

C.5. 一般的なインストール後のタスク一般的なインストール後のタスク

     以下のセクションでは、インストール後の一般的なタスクについて説明します。以下のセクションでは、インストール後の一般的なタスクについて説明します。
    

C.5.1. 暗号化されたブロックデバイスにアクセスするための追加のウォーターとしてランダムに生成さ暗号化されたブロックデバイスにアクセスするための追加のウォーターとしてランダムに生成さ

れた鍵を設定するれた鍵を設定する

      以下のセクションでは、キーの生成およびキーの追加について説明します。以下のセクションでは、キーの生成およびキーの追加について説明します。
     

C.5.1.1. キーの生成キーの生成

       これにより、これにより、$HOME/keyfile ファイルにファイルに 256 ビットのキーが生成されます。ビットのキーが生成されます。
      

C.5.1.2. 暗号化デバイスで利用可能なキースロットへのキーの追加暗号化デバイスで利用可能なキースロットへのキーの追加

C.5.2. 既存のデバイスへの新しいパスフレーズの追加既存のデバイスへの新しいパスフレーズの追加

      認証用の既存のパスフレーズのいずれかを求めるプロンプトが出されたら、新しいパスフレーズを認証用の既存のパスフレーズのいずれかを求めるプロンプトが出されたら、新しいパスフレーズを
入力するように求められます。入力するように求められます。
     

C.5.3. デバイスからのパスフレーズまたは鍵の削除デバイスからのパスフレーズまたは鍵の削除

dd if=/dev/urandom of=$HOME/keyfile bs=32 count=1
chmod 600 $HOME/keyfile

cryptsetup luksAddKey <device> ~/keyfile

cryptsetup luksAddKey <device>

cryptsetup luksRemoveKey <device>
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      削除するパスフレーズの入力が求められ、次に認証用に残りのパスフレーズのいずれかの入力が求削除するパスフレーズの入力が求められ、次に認証用に残りのパスフレーズのいずれかの入力が求
められます。められます。
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付録付録D LVM の理解の理解

    LVM (Logical Volume Management、論理ボリューム管理、論理ボリューム管理) パーティションは標準のパーティションパーティションは標準のパーティション
に比べ便利な点がいくつかあります。に比べ便利な点がいくつかあります。LVM パーティションは、以下のようにフォーマットされます。パーティションは、以下のようにフォーマットされます。  
物理ボリューム物理ボリューム物理ボリュームは物理ボリュームは 1 つ以上結合して、つ以上結合して、  ボリュームグループボリュームグループ各ボリュームグループの合各ボリュームグループの合
計ストレージは、計ストレージは、1 つ以上のつ以上の  論理ボリューム論理ボリューム。論理ボリュームは、標準のパーティションと同様に機。論理ボリュームは、標準のパーティションと同様に機
能します。能します。ext4 などのファイルシステムタイプと、マウントポイントがあります。などのファイルシステムタイプと、マウントポイントがあります。
   

注記注記

     ほとんどのアーキテクチャーでは、ブートローダーはほとんどのアーキテクチャーでは、ブートローダーは LVM ボリュームを読み取るこボリュームを読み取るこ
とができません。このため、とができません。このため、/boot パーティションは、パーティションは、LVM ではなく標準のパーティではなく標準のパーティ
ションで作成してください。ションで作成してください。
    

     ただし、ただし、System z では、では、zipl ブートローダーはリニアマッピングを使用してブートローダーはリニアマッピングを使用して LVM 論論
理ボリュームの理ボリュームの /boot に対応します。に対応します。
    

    物理ボリュームを積み重なった物理ボリュームを積み重なった ブロックブロック の山として考えるとわかりやすいでしょう。ブロックは、の山として考えるとわかりやすいでしょう。ブロックは、
データを保存するために使用されるストレージユニットです。複数のブロックの山を集めてさらに大きデータを保存するために使用されるストレージユニットです。複数のブロックの山を集めてさらに大き
なひとつの山を作ることができるのと同じように、物理ボリュームを結合して一つのボリュームグルーなひとつの山を作ることができるのと同じように、物理ボリュームを結合して一つのボリュームグルー
プを作ります。できた大きな山から今度は目的にあった大きさの山をいくつか作ることができます。同プを作ります。できた大きな山から今度は目的にあった大きさの山をいくつか作ることができます。同
じように、結合してできたボリュームグループを目的にあったいくつかの論理ボリュームに分割しまじように、結合してできたボリュームグループを目的にあったいくつかの論理ボリュームに分割しま
す。す。
   

    管理者は、標準のディスクパーティションとは異なり、データを破棄せずに論理ボリュームを拡張ま管理者は、標準のディスクパーティションとは異なり、データを破棄せずに論理ボリュームを拡張ま
たは縮小できます。ボリュームグループの物理ボリュームが別のドライブまたはたは縮小できます。ボリュームグループの物理ボリュームが別のドライブまたは RAID アレイにある場アレイにある場
合は、管理者が論理ボリュームをストレージデバイス全体に分散することもできます。合は、管理者が論理ボリュームをストレージデバイス全体に分散することもできます。
   

    論理ボリュームを、ボリュームに必要なデータよりも小さい容量に縮小すると、データが失われる可論理ボリュームを、ボリュームに必要なデータよりも小さい容量に縮小すると、データが失われる可
能性があります。柔軟性を最大限にするために、現在のニーズに合わせて論理ボリュームを作成し、過能性があります。柔軟性を最大限にするために、現在のニーズに合わせて論理ボリュームを作成し、過
剰なストレージ容量を未割り当ての状態にします。必要に応じて、未割り当て領域を使用するように論剰なストレージ容量を未割り当ての状態にします。必要に応じて、未割り当て領域を使用するように論
理ボリュームを安全に拡張できます。理ボリュームを安全に拡張できます。
   

注記注記

     デフォルトでは、インストールプロセスは、別のデフォルトでは、インストールプロセスは、別の  / boot パーティションを使用しパーティションを使用し
て、て、LVM ボリューム内にボリューム内に / パーティションおよびパーティションおよび swap パーティションを作成します。パーティションを作成します。
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付録付録E GRUB ブートローダーブートローダー

    Linux を実行しているコンピューターを有効にすると、を実行しているコンピューターを有効にすると、ブートローダーブートローダー と呼ばれる特別なプログラムと呼ばれる特別なプログラム
により、オペレーティングシステムがメモリーに読み込まれます。ブートローダーは通常、システムのにより、オペレーティングシステムがメモリーに読み込まれます。ブートローダーは通常、システムの
プライマリーハードドライブ（またはその他のメディアデバイス）に存在し、必要なファイルや（場合プライマリーハードドライブ（またはその他のメディアデバイス）に存在し、必要なファイルや（場合
によっては）他のオペレーティングシステムをメモリーにロードする唯一のロールを果たします。によっては）他のオペレーティングシステムをメモリーにロードする唯一のロールを果たします。
   

E.1. ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

     Red Hat Enterprise Linux を実行できる各アーキテクチャーは、別のブートローダーを使用しまを実行できる各アーキテクチャーは、別のブートローダーを使用しま
す。以下の表には、各アーキテクチャーで利用可能なブートローダーをまとめています。す。以下の表には、各アーキテクチャーで利用可能なブートローダーをまとめています。
    

表表E.1 アーキテクチャー別のブートローダーアーキテクチャー別のブートローダー

 アーキテクチャーアーキテクチャー  ブートローダーブートローダー 

 AMD AMD64  GRUB 

 IBM Power Systems  yaboot 

 IBM System z  z/IPL 

 x86  GRUB 

     この付録では、この付録では、x86 アーキテクチャー用のアーキテクチャー用の Red Hat Enterprise Linux に含まれるに含まれる GRUB ブートローブートロー
ダーのコマンドと設定オプションについて説明します。ダーのコマンドと設定オプションについて説明します。
    

重要重要

      Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの  / boot およびおよび /（ルート）パーティションは、（ルート）パーティションは、
ext2、、ext3、および、および ext4 （推奨）ファイルシステムのみを使用できます。（推奨）ファイルシステムのみを使用できます。Btrfs、、
XFS、、VFAT などの他のファイルシステムは使用できません。などの他のファイルシステムは使用できません。/home などの他のパーなどの他のパー
ティションは、ティションは、Btrfs およびおよび XFS （利用可能な場合）を含むサポート対象のファイルシ（利用可能な場合）を含むサポート対象のファイルシ
ステムを使用できます。詳細は、ステムを使用できます。詳細は、Red Hat カスタマーポータルのカスタマーポータルの を参照を参照  
https://access.redhat.com/solutions/667273 してください。してください。
     

E.2. GRUB

     GNU GRand Unified Boot loader (GRUB)は、システム起動時にインストールされているオペレーは、システム起動時にインストールされているオペレー
ティングシステムまたはカーネルの選択を可能にするプログラムです。また、ユーザーはカーネルに引ティングシステムまたはカーネルの選択を可能にするプログラムです。また、ユーザーはカーネルに引
数を渡すことができます。数を渡すことができます。
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E.2.1. BIOS ベースのベースの x86 システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス

      本セクションでは、本セクションでは、BIOS ベースのベースの x86 システムを起動する際の特定のロールシステムを起動する際の特定のロール GRUB プレイを説明プレイを説明
します。ブートプロセス全体を確認するには、します。ブートプロセス全体を確認するには、「ブートプロセスの詳細」「ブートプロセスの詳細」 を参照してください。を参照してください。
     

      GRUB は、以下の段階でメモリーに読み込みます。は、以下の段階でメモリーに読み込みます。
     

1. 
        Stage 1 またはプライマリーブートローダーは、またはプライマリーブートローダーは、MBR からから BIOS によってメモリーに読みによってメモリーに読み

込まれます。込まれます。 [16].プライマリーブートローダーは、プライマリーブートローダーは、MBR 内の内の 512 バイト未満のディスク領域バイト未満のディスク領域
に存在し、に存在し、Stage 1.5 またはまたは Stage 2 ブートローダーのいずれかを読み込むことができます。ブートローダーのいずれかを読み込むことができます。
       

        BIOS はパーティションテーブルまたはファイルシステムを読み取ることができません。はパーティションテーブルまたはファイルシステムを読み取ることができません。
ハードウェアを初期化し、ハードウェアを初期化し、MBR を読み込んでから、起動プロセスを続行するためにステージを読み込んでから、起動プロセスを続行するためにステージ 1 
ブートローダーによって異なります。ブートローダーによって異なります。
       

2. 
        Stage 1.5 ブートローダーは、必要に応じてブートローダーは、必要に応じて Stage 1 ブートローダーによってメモリーにブートローダーによってメモリーに
読み込まれます。読み込まれます。一部のハードウェアには、一部のハードウェアには、Stage 2 ブートローダーを取得するために中間スブートローダーを取得するために中間ス
テップが必要です。これは、テップが必要です。これは、/boot/ パーティションがハードドライブのパーティションがハードドライブの 1024 シリンダーヘッシリンダーヘッ
ドを上回る場合や、ドを上回る場合や、LBA モードを使用する場合に該当します。モードを使用する場合に該当します。Stage 1.5 ブートローダーブートローダー
は、は、/boot/ パーティション上、またはパーティション上、または MBR とと /boot/ パーティションの一部にあります。パーティションの一部にあります。
       

3. 
        Stage 2 またはセカンダリーブートローダーはメモリーに読み込まれます。またはセカンダリーブートローダーはメモリーに読み込まれます。セカンダリーセカンダリー
ブートローダーには、ブートローダーには、GRUB メニューおよびコマンド環境が表示されます。このインターフェメニューおよびコマンド環境が表示されます。このインターフェ
イスを使用すると、ユーザーは起動するカーネルまたはオペレーティングシステムを選択したイスを使用すると、ユーザーは起動するカーネルまたはオペレーティングシステムを選択した
り、カーネルに引数を渡すか、システムパラメーターを確認できます。り、カーネルに引数を渡すか、システムパラメーターを確認できます。
       

4. 
        セカンダリーブートローダーは、オペレーティングシステムまたはカーネルセカンダリーブートローダーは、オペレーティングシステムまたはカーネル
と、と、/boot/sysroot/ の内容をメモリーに読み取ります。の内容をメモリーに読み取ります。GRUB が起動するオペレーティングシが起動するオペレーティングシ
ステムまたはカーネルを決定したら、それをメモリーに読み込み、マシンの制御をそのオペステムまたはカーネルを決定したら、それをメモリーに読み込み、マシンの制御をそのオペ
レーティングシステムに転送します。レーティングシステムに転送します。
       

      ブートローダーはオペレーティングシステムを直接ブートローダーはオペレーティングシステムを直接 ロードロード するため、するため、Linux の起動に使用される方の起動に使用される方
法は法は 直接ロード直接ロード と呼ばれます。ブートローダーとカーネルの間に中間はありません。と呼ばれます。ブートローダーとカーネルの間に中間はありません。
     

      他のオペレーティングシステムで使用される起動プロセスは異なる場合があります。たとえば、他のオペレーティングシステムで使用される起動プロセスは異なる場合があります。たとえば、
Microsoft Windows オペレーティングシステムや他のオペレーティングシステムは、オペレーティングシステムや他のオペレーティングシステムは、チェーンチェーン ロードロード
を使用してロードされます。この方法では、を使用してロードされます。この方法では、MBR はオペレーティングシステムを保持するパーティはオペレーティングシステムを保持するパーティ
ションの最初のセクターを指し、そのオペレーティングシステムを実際に起動するのに必要なファイルションの最初のセクターを指し、そのオペレーティングシステムを実際に起動するのに必要なファイル
を見つけます。を見つけます。
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      GRUB は、直接読み込みとチェーンロードブート方法の両方をサポートしているため、ほとんどすは、直接読み込みとチェーンロードブート方法の両方をサポートしているため、ほとんどす
べてのオペレーティングシステムを起動できます。べてのオペレーティングシステムを起動できます。
     

警告警告

       インストール時に、インストール時に、Microsoft のの DOS およびおよび Windows のインストールプログのインストールプログ
ラムはラムは MBR を完全に上書きし、既存のブートローダーを破棄します。デュアルを完全に上書きし、既存のブートローダーを破棄します。デュアル
ブートシステムを作成する場合は、最初にブートシステムを作成する場合は、最初に Microsoft オペレーティングシステムをオペレーティングシステムを
インストールすることが推奨されます。インストールすることが推奨されます。
      

E.2.2. UEFI ベースのベースの x86 システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス

      本セクションでは、本セクションでは、UEFI ベースのベースの x86 システムを起動する際の特定のロールのシステムを起動する際の特定のロールの GRUB プレイを説プレイを説
明します。ブートプロセス全体を確認するには、明します。ブートプロセス全体を確認するには、「ブートプロセスの詳細」「ブートプロセスの詳細」 を参照してください。を参照してください。
     

      GRUB は、以下の段階でメモリーに読み込みます。は、以下の段階でメモリーに読み込みます。
     

1. 
        UEFI ベースのプラットフォームは、システムストレージでパーティションテーブルを読ベースのプラットフォームは、システムストレージでパーティションテーブルを読
み取り、特定のみ取り、特定の グローバルに一意識別子グローバルに一意識別子 (GUID)でラベル付けされたでラベル付けされた VFAT パーティションでパーティションで
あるある EFI システムパーティションシステムパーティション(ESP)をマウントします。をマウントします。ESP には、ブートローダーやユーには、ブートローダーやユー
ティリティーソフトウェアなどのティリティーソフトウェアなどの EFI アプリケーションが含まれており、ソフトウェアベンアプリケーションが含まれており、ソフトウェアベン
ダー固有のディレクトリーに保存されます。ダー固有のディレクトリーに保存されます。Red Hat Enterprise Linux 6.9 ファイルシステムファイルシステム
内から見ると、内から見ると、ESP はは /boot/efi/ で、で、Red Hat が提供するが提供する EFI ソフトウェアはソフトウェアは 
/boot/efi/EFI/redhat/ に保存されます。に保存されます。
       

2. 
        /boot/efi/EFI/redhat/ ディレクトリーには、ディレクトリーには、EFI ファームウェアアーキテクチャー用にコンファームウェアアーキテクチャー用にコン
パイルされたパイルされた GRUB のバージョンであるのバージョンである grub.efi が含まれます。最も単純なケースでは、が含まれます。最も単純なケースでは、EFI 
ブートマネージャーはデフォルトのブートローダーとしてブートマネージャーはデフォルトのブートローダーとして grub.efi を選択し、これをメモリーを選択し、これをメモリー
に読み込みます。に読み込みます。
       

        ESP に他のに他の EFI アプリケーションが含まれる場合は、アプリケーションが含まれる場合は、EFI ブートマネージャーによブートマネージャーによ
り、り、grub.efi を自動的に読み込むのではなく、実行するアプリケーションを選択するように求を自動的に読み込むのではなく、実行するアプリケーションを選択するように求
められる場合があります。められる場合があります。
       

3. 
        GRUB は、起動するオペレーティングシステムまたはカーネルを決定し、メモリーにローは、起動するオペレーティングシステムまたはカーネルを決定し、メモリーにロー
ドし、マシンの制御をそのオペレーティングシステムに転送します。ドし、マシンの制御をそのオペレーティングシステムに転送します。
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      各ベンダーは各ベンダーは ESP でアプリケーションの独自のディレクトリーを維持するため、通常、でアプリケーションの独自のディレクトリーを維持するため、通常、UEFI ベーベー
スのシステムではチェーンの読み込みは必要ありません。スのシステムではチェーンの読み込みは必要ありません。EFI ブートマネージャーは、ブートマネージャーは、ESP にあるオペにあるオペ
レーティングシステムブートローダーのいずれかを読み込むことができます。レーティングシステムブートローダーのいずれかを読み込むことができます。
     

E.2.3. GRUB の機能の機能

      GRUB には、には、x86 アーキテクチャーで利用可能な他のブートローダーを使用することが推奨されまアーキテクチャーで利用可能な他のブートローダーを使用することが推奨されま
す。以下は、重要な機能の一部の部分的なリストです。す。以下は、重要な機能の一部の部分的なリストです。
     

        GRUB は、は、x86 マシンで実際のコマンドベースのプレマシンで実際のコマンドベースのプレ OS 環境を提供します。環境を提供します。この機能この機能
は、指定したオプションでオペレーティングシステムを読み込む場合や、システムに関する情は、指定したオプションでオペレーティングシステムを読み込む場合や、システムに関する情
報の収集に柔軟性を持たせることができます。長年、報の収集に柔軟性を持たせることができます。長年、x86 以外のアーキテクチャーの多くは、以外のアーキテクチャーの多くは、
コマンドラインからのシステム起動を可能にするコマンドラインからのシステム起動を可能にする OS 前環境を使用しています。前環境を使用しています。
       

        GRUB は、は、論理ブロックアドレス指定論理ブロックアドレス指定(LBA) モードをサポートします。モードをサポートします。LBA は、ハードは、ハード
ドライブのファームウェア内のファイルの検索に使用されるアドレス指定変換を配置し、多くドライブのファームウェア内のファイルの検索に使用されるアドレス指定変換を配置し、多く
のの IDE およびすべてのおよびすべての SCSI ハードドライブで使用されます。ハードドライブで使用されます。LBA より前は、ブートローダーより前は、ブートローダー
がが 1024 シリンダーシリンダー BIOS の制限が発生した場合に、ディスクのの制限が発生した場合に、ディスクの 1024 シリンダーヘッドの後にシリンダーヘッドの後に 
BIOS がファイルを見つけられませんでした。がファイルを見つけられませんでした。LBA サポートを使用すると、システムサポートを使用すると、システム BIOS がが  
LBA モードをサポートしている限り、モードをサポートしている限り、GRUB はは 1024 リンダー制限を超えるパーティションかリンダー制限を超えるパーティションか
らオペレーティングシステムを起動できます。最新のらオペレーティングシステムを起動できます。最新の BIOS リビジョンのほとんどは、リビジョンのほとんどは、LBA 
モードをサポートしています。モードをサポートしています。
       

        GRUB はは ext2 パーティションを読み取ることができます。パーティションを読み取ることができます。この機能により、この機能により、GRUB はシはシ
ステムの起動時に毎回設定ファイルステムの起動時に毎回設定ファイル /boot/grub/grub.conf にアクセスでき、設定が変更されたにアクセスでき、設定が変更された
場合に、ユーザーが第場合に、ユーザーが第 1 ステージブートローダーをステージブートローダーを MBR に書き込める必要がなくなります。に書き込める必要がなくなります。
MBR にに GRUB を再インストールする必要があるのは、を再インストールする必要があるのは、 /boot/ パーティションの物理的な場所パーティションの物理的な場所
がディスク上で移動した場合のみです。がディスク上で移動した場合のみです。
       

E.3. GRUB のインストールのインストール

     ほとんどの場合、ほとんどの場合、GRUB は、は、Red Hat Enterprise Linux のインストール時にデフォルトでインスのインストール時にデフォルトでインス
トールされ、設定されます。ただし、何らかの理由でトールされ、設定されます。ただし、何らかの理由で GRUB がインストールされていないか、またはがインストールされていないか、または
再度インストールする必要がある場合は、再度インストールする必要がある場合は、grub を手動でインストールできます。を手動でインストールできます。
    

     UEFI ファームウェアのないシステムでは、有効なファームウェアのないシステムでは、有効な GRUB 設定ファイルは設定ファイルは /boot/grub/grub.conf にに
存在する必要があります。存在する必要があります。grub-install スクリプトスクリプト( grub パッケージの一部パッケージの一部)を使用してを使用して GRUB をインをイン
ストールできます。以下に例を示します。ストールできます。以下に例を示します。
    

# grub-install disk
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     disk を、システムの起動ドライブを、システムの起動ドライブ( /dev/sda などなど)のデバイス名に置き換えます。のデバイス名に置き換えます。
    

     UEFI ファームウェアのシステムでは、有効なファームウェアのシステムでは、有効な GRUB 設定ファイルは設定ファイルは 
/boot/efi/EFI/redhat/grub.conf に存在する必要があります。に存在する必要があります。GRUB の第の第 1 段階のブートローダーのイ段階のブートローダーのイ
メージは、ファイル名メージは、ファイル名 grubx64.efi のの EFI/redhat/ ディレクトリーのディレクトリーの EFI システム部分で利用できまシステム部分で利用できま
す。す。efibootmgr コマンドを使用して、このイメージをシステムのコマンドを使用して、このイメージをシステムの EFI システムパーティションにインシステムパーティションにイン
ストールできます。以下に例を示します。ストールできます。以下に例を示します。
    

# efibootmgr -c -d disk -p partition_number -l /EFI/redhat/grubx64.efi -L "grub_uefi"

     disk はは EFI システムパーティションを含むデバイスの名前システムパーティションを含むデバイスの名前( /dev/sdaなどなど)に、に、partition_number をを 
EFI システムパーティションのパーティション番号（デフォルト値はシステムパーティションのパーティション番号（デフォルト値は 1、つまりディスクの最初のパー、つまりディスクの最初のパー
ティション）に置き換えます。ティション）に置き換えます。
    

重要重要

      grub パッケージは、パッケージは、Yum またはまたは RPM を使用してパッケージを更新すると、システを使用してパッケージを更新すると、システ
ムブートローダーを自動的に更新しません。したがって、パッケージを更新しても、シムブートローダーを自動的に更新しません。したがって、パッケージを更新しても、シ
ステムの実際のブートローダーは自動的に更新されません。パッケージが更新されるたステムの実際のブートローダーは自動的に更新されません。パッケージが更新されるた
びにびに grub-install コマンドを手動で使用します。コマンドを手動で使用します。
     

     GRUB のインストールに関する詳細は、のインストールに関する詳細は、GNU GRUB Manual およびおよび grub-install (8) のの man ページページ
を参照してください。を参照してください。EFI システムパーティションの詳細は、システムパーティションの詳細は、「高度なブートローダー設定」「高度なブートローダー設定」 を参照しを参照し
てください。てください。efibootmgr ツールの詳細は、ツールの詳細は、efibootmgr (8) man ページを参照してください。ページを参照してください。
    

E.4. GRUB のトラブルシューティングのトラブルシューティング

     ほとんどの場合、キックスタートファイルを使用して、この動作を無効にしていない限り、ほとんどの場合、キックスタートファイルを使用して、この動作を無効にしていない限り、GRUB 
は初期インストールプロセス中にインストールおよび設定されます。したがって、インストールされたは初期インストールプロセス中にインストールおよび設定されます。したがって、インストールされた
システムは、パッケージの選択に応じて、デスクトップ環境またはコマンドラインで起動するように準システムは、パッケージの選択に応じて、デスクトップ環境またはコマンドラインで起動するように準
備する必要があります。ただし、場合によっては、システムの備する必要があります。ただし、場合によっては、システムの GRUB 設定が破損し、システムを起動設定が破損し、システムを起動
できなくなる可能性があります。本セクションでは、このような問題を修正する方法を説明します。できなくなる可能性があります。本セクションでは、このような問題を修正する方法を説明します。
    

     GRUB のトラブルシューティング時には、のトラブルシューティング時には、grub パッケージはパッケージは Yum またはまたは RPM を使用してパッを使用してパッ
ケージが更新されると、システムブートローダーを自動的に更新しないことに注意してください。したケージが更新されると、システムブートローダーを自動的に更新しないことに注意してください。した
がって、パッケージを更新しても、システムの実際のブートローダーは自動的に更新されません。このがって、パッケージを更新しても、システムの実際のブートローダーは自動的に更新されません。この
問題を回避するには、パッケージが更新されるたびに問題を回避するには、パッケージが更新されるたびに grub-install コマンドを手動で使用します。コマコマンドを手動で使用します。コマ
ンドの詳細は、ンドの詳細は、「「GRUB のインストール」のインストール」 を参照してください。を参照してください。
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重要重要

      GRUB はソフトウェアはソフトウェア RAID を作成できません。したがって、を作成できません。したがって、/boot ディレクトリーディレクトリー
は、は、1 つの特定のディスクパーティションに存在する必要があります。つの特定のディスクパーティションに存在する必要があります。/boot ディレクトディレクト
リーは、リーは、RAID レベルレベル 0 と同様に、複数のディスクにストライプ化できません。システと同様に、複数のディスクにストライプ化できません。システ
ムでレベルムでレベル 0 RAID を使用するには、を使用するには、/boot を、を、RAID 以外の別のパーティションに配置以外の別のパーティションに配置
します。します。
     

      同様に、同様に、/boot ディレクトリーは単一の特定のディスクパーティションに存在する必ディレクトリーは単一の特定のディスクパーティションに存在する必
要があるため、そのパーティションを保持しているディスクに障害が発生したり、シス要があるため、そのパーティションを保持しているディスクに障害が発生したり、シス
テムから削除したりすると、テムから削除したりすると、GRUB はシステムを起動することができません。これは、はシステムを起動することができません。これは、
ディスクがレベルディスクがレベル 1 RAID でミラーリングされている場合でも該当します。以下のでミラーリングされている場合でも該当します。以下の Red 
Hat ナレッジベースアーティクルでは、ミラーリングされたセット内の別のディスクかナレッジベースアーティクルでは、ミラーリングされたセット内の別のディスクか
らシステムを起動可能にする方法を説明しまらシステムを起動可能にする方法を説明しま
す。す。https://access.redhat.com/site/articles/7094
     

      これらの問題は、アレイを設定する個々のディスクがシステム上の個々のディスクとこれらの問題は、アレイを設定する個々のディスクがシステム上の個々のディスクと
して表示されるソフトウェアに実装されているして表示されるソフトウェアに実装されている RAID にのみ適用されることに注意してにのみ適用されることに注意して
ください。これらの問題は、複数のディスクがください。これらの問題は、複数のディスクが 1 つのデバイスとして表されるハードつのデバイスとして表されるハード
ウェアウェア RAID には適用されません。には適用されません。
     

     壊れた壊れた GRUB 設定を修正する手順は、問題の種類によって異なります。設定を修正する手順は、問題の種類によって異なります。GNU GRUB Manual 
は、は、GRUB がさまざまな段階で表示される可能性のあるすべてのエラーメッセージとその根本的な原因がさまざまな段階で表示される可能性のあるすべてのエラーメッセージとその根本的な原因
の一覧を提供します。詳細は、マニュアルを参照してください。の一覧を提供します。詳細は、マニュアルを参照してください。
    

     エラーの原因を特定したら、修正を開始できます。エラーの原因を特定したら、修正を開始できます。GRUB メニューからエントリーを選択した後にメニューからエントリーを選択した後に
のみ表示されるエラーが発生する場合は、メニューを使用して一時的にエラーを修正し、システムを起のみ表示されるエラーが発生する場合は、メニューを使用して一時的にエラーを修正し、システムを起
動し、動し、grub-install コマンドを実行してブートローダーを再インストールするか、またはプレーンテキコマンドを実行してブートローダーを再インストールするか、またはプレーンテキ
ストでストで /boot/grub /grub.conf またはまたは /boot /efi/EFI/redhat/grub.conf を編集してエラーを永続的に修を編集してエラーを永続的に修
正できます。設定ファイルの構造に関する詳細は、正できます。設定ファイルの構造に関する詳細は、「「GRUB メニュー設定ファイル」メニュー設定ファイル」 を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
    

注記注記

      GRUB 設定ディレクトリーには、設定ディレクトリーには、grub.conf とと menu.lst のの 2 つのファイルがありまつのファイルがありま
す。す。grub.conf 設定ファイルは最初にロードされるため、そこで変更を行う必要があり設定ファイルは最初にロードされるため、そこで変更を行う必要があり
ます。ます。2 番目のファイル番目のファイル menu.lst は、は、grub.conf が見つからない場合にのみ読み込まれが見つからない場合にのみ読み込まれ
ます。ます。
     

E.5. GRUB の用語の用語

     GRUB を使用する前に理解しておくべき最も重要な点のを使用する前に理解しておくべき最も重要な点の 1 つは、ハードドライブやパーティションつは、ハードドライブやパーティション
などのデバイスを参照するプログラムです。この情報は、複数のオペレーティングシステムをブートすなどのデバイスを参照するプログラムです。この情報は、複数のオペレーティングシステムをブートす
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るようにるように GRUB を設定する場合に特に重要です。を設定する場合に特に重要です。
    

E.5.1. デバイス名デバイス名

      GRUB で特定のデバイスを参照する場合は、次の形式を使用します（括弧とコンマは非常に重要なで特定のデバイスを参照する場合は、次の形式を使用します（括弧とコンマは非常に重要な
構文であることに注意してください）。構文であることに注意してください）。
     

       (<type-of-device><bios-device-number>,<partition-number>) 
     

      &lt ;type-of-device> は、は、GRUB が起動するデバイスのタイプを指定します。最も一般的なが起動するデバイスのタイプを指定します。最も一般的な 2 つのつの
オプションは、ハードディスクの場合はオプションは、ハードディスクの場合は hd、、3.5 ディスケットの場合はディスケットの場合は fd です。あまり使用されないです。あまり使用されない
デバイス種別は、ネットワークディスクに対してデバイス種別は、ネットワークディスクに対して nd と呼ばれることもあります。ネットワーク経由でと呼ばれることもあります。ネットワーク経由で
起動するように起動するように GRUB を設定する手順は、オンラインを設定する手順は、オンライン( http://www.gnu.org/software/grub/manual/ )
を参照してください。を参照してください。
     

      & lt;bios-device-number&gt; はは BIOS デバイス番号です。プライマリーデバイス番号です。プライマリー IDE ハードドライブの番ハードドライブの番
号は号は 0 で、セカンダリーで、セカンダリー IDE ハードドライブにはハードドライブには 1 の番号が付けられます。この構文は、カーネルにの番号が付けられます。この構文は、カーネルに
よりデバイスに使用されるものとほぼ同等です。たとえば、カーネルのよりデバイスに使用されるものとほぼ同等です。たとえば、カーネルの hda のの は、は、GRUB のの hd 0 のの 0 
に類似しており、に類似しており、hdb のの b はは hd 1 のの 1 に類似しています。に類似しています。
     

      &lt ;partition-number&gt; は、デバイスのパーティションの数を指定します。は、デバイスのパーティションの数を指定します。< bios-device-
number > と同様に、ほとんどのパーティションにはと同様に、ほとんどのパーティションには 0 から始まる番号が付けられます。ただし、から始まる番号が付けられます。ただし、BSD 
パーティションは文字を使用して指定パーティションは文字を使用して指定 しし、、0 に対応するに対応するb、、b などを指定します。などを指定します。
     

注記注記

       GRUB 下のデバイスの番号付けシステムは、常に下のデバイスの番号付けシステムは、常に 1 ではなくではなく 0 で始まります。これで始まります。これ
を区別できないのは、新規ユーザーによる最も一般的な間違いのを区別できないのは、新規ユーザーによる最も一般的な間違いの 1 つです。つです。
      

      たとえば、システムに複数のハードドライブがある場合、たとえば、システムに複数のハードドライブがある場合、GRUB は最初のハードドライブをは最初のハードドライブを (hd0)
として、として、2 つ目はつ目は(hd 1)として参照しとして参照し ますます。同様に、。同様に、GRUB は最初のドライブの最初のパーティションは最初のドライブの最初のパーティション
をを (hd0,0) として、として、2 番目のハードドライブの番目のハードドライブの 3 番目のパーティション番目のパーティション (hd1,2) を参照します。を参照します。
     

      通常、通常、GRUB でデバイスおよびパーティションの命名時に、以下のルールが適用されます。でデバイスおよびパーティションの命名時に、以下のルールが適用されます。
     

        システムのハードドライブがシステムのハードドライブが IDE またはまたは SCSI である場合でも、ハードドライブはすべてである場合でも、ハードドライブはすべて  
hd 文字で始まります。文字で始まります。3.5 ディスケットの指定にはディスケットの指定には fd 文字が使用されます。文字が使用されます。
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        パーティションを使用せずにデバイス全体を指定するには、コンマとパーティション番号パーティションを使用せずにデバイス全体を指定するには、コンマとパーティション番号
のままにします。これは、特定のディスクにのままにします。これは、特定のディスクに MBR を設定するようにを設定するように GRUB に指示する場合にに指示する場合に
重要です。たとえば、重要です。たとえば、(hd0 )は最初のデバイスのは最初のデバイスの MBR を指定し、を指定し、(hd3) はは 4 番目のデバイスの番目のデバイスの 
MBR を指定します。を指定します。
       

        システムに複数のドライブデバイスがある場合は、システムに複数のドライブデバイスがある場合は、BIOS でドライブの起動順序の設定方でドライブの起動順序の設定方
法を把握することが重要です。これは、システムに法を把握することが重要です。これは、システムに IDE ドライブまたはドライブまたは SCSI ドライブしかなドライブしかな
いものの、デバイスを混在させる場合は、最初に起動パーティションがあるドライブの種類にいものの、デバイスを混在させる場合は、最初に起動パーティションがあるドライブの種類に
最初にアクセスすることが重要になります。最初にアクセスすることが重要になります。
       

E.5.2. ファイル名およびブロックリストファイル名およびブロックリスト

      メニューリストなどのファイルを参照するメニューリストなどのファイルを参照する GRUB にコマンドを入力する場合は、デバイスとパーにコマンドを入力する場合は、デバイスとパー
ティション番号の直後に絶対パスを指定する必要があります。ティション番号の直後に絶対パスを指定する必要があります。
     

      以下は、このようなコマンドの構造を示しています。以下は、このようなコマンドの構造を示しています。
     

      (<device-type><device-number>,<partition-number>)</path/to/file> 
     

      この例では、この例では、< device-type> をを hd、、fd、または、または nd に置き換えます。に置き換えます。&lt ;device-number&gt; をを
デバイスの整数に置き換えます。デバイスの整数に置き換えます。& lt;/path/to/file&gt; は、デバイスの最上位に対する絶対パスに置きは、デバイスの最上位に対する絶対パスに置き
換えます。換えます。
     

      パーティションの最初のいくつかのブロックに表示されるチェーンローダーなど、ファイルシステパーティションの最初のいくつかのブロックに表示されるチェーンローダーなど、ファイルシステ
ムに実際に表示されないムに実際に表示されない GRUB にファイルを指定することもできます。このようなファイルを読み込にファイルを指定することもできます。このようなファイルを読み込
むには、パーティションの中にファイルが配置されているブロックでブロックを指定するブロックむには、パーティションの中にファイルが配置されているブロックでブロックを指定するブロック リスリス
トト を指定します。ファイルは、いくつかの異なるブロックセットで設定されることが多いため、拒否リを指定します。ファイルは、いくつかの異なるブロックセットで設定されることが多いため、拒否リ
ストでは特別な構文を使用します。ファイルを含む各ブロックは、ブロックのオフセット番号と、そのストでは特別な構文を使用します。ファイルを含む各ブロックは、ブロックのオフセット番号と、その
オフセットポイントのブロック数で指定されます。ブロックオフセットは、コンマ区切りのリストで順オフセットポイントのブロック数で指定されます。ブロックオフセットは、コンマ区切りのリストで順
次一覧表示されます。次一覧表示されます。
     

      以下は、ブロックリストの例です。以下は、ブロックリストの例です。
     

0+50,100+25,200+1

      このサンプルブロックリストでは、パーティションの最初のブロックから開始し、このサンプルブロックリストでは、パーティションの最初のブロックから開始し、49 からから 100 からから 
100 からから 124、および、および 200 までのブロックを使用するファイルを指定します。までのブロックを使用するファイルを指定します。
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      GRUB を使用してチェーンロードが必要なオペレーティングシステムを読み込む際には、ブロックを使用してチェーンロードが必要なオペレーティングシステムを読み込む際には、ブロック
リストの書き込み方法を把握しておくと便利です。ブロックのオフセット番号は、ブロックリストの書き込み方法を把握しておくと便利です。ブロックのオフセット番号は、ブロック 0 から始まから始ま
る場合は省略できます。たとえば、最初のハードドライブの最初のパーティションにあるチェーンローる場合は省略できます。たとえば、最初のハードドライブの最初のパーティションにあるチェーンロー
ドファイルの名前は以下のようになります。ドファイルの名前は以下のようになります。
     

(hd0,0)+1

      以下は、正しいデバイスとパーティションを以下は、正しいデバイスとパーティションを root に設定した後に、に設定した後に、GRUB コマンドラインで同様のコマンドラインで同様の
ブロックリストの指定を持つブロックリストの指定を持つ chainloader コマンドを示しています。コマンドを示しています。
     

chainloader +1

E.5.3. ルートファイルシステムとルートファイルシステムと GRUB

      root ファイルシステムファイルシステム という用語の使用は、という用語の使用は、GRUB に関して異なる意味を持ちます。に関して異なる意味を持ちます。GRUB のの 
root ファイルシステムでは、ファイルシステムでは、Linux のの root ファイルシステムで行うことはない点を覚えておくことがファイルシステムで行うことはない点を覚えておくことが
重要です。重要です。
     

      GRUB root ファイルシステムは、指定されたデバイスのトップレベルです。たとえば、イメージファイルシステムは、指定されたデバイスのトップレベルです。たとえば、イメージ
ファイルファイル (hd0,0) /grub/ splash.xpm.gz は、は、( hd0,0)パーティションの最上位（またはパーティションの最上位（または root）の）の /grub/ 
ディレクトリー内にあります（実際にはシステムのディレクトリー内にあります（実際にはシステムの /boot/ パーティション）パーティション）。。
     

      次に、次に、kernel コマンドは、オプションとしてコマンドは、オプションとして kernel ファイルの場所で実行されます。ファイルの場所で実行されます。Linux カーネカーネ
ルが起動すると、ルが起動すると、Linux ユーザーが理解しているユーザーが理解している root ファイルシステムを設定します。元のファイルシステムを設定します。元の GRUB 
root ファイルシステムとそのマウントは忘れられ、カーネルファイルを起動するためにのみ存在しましファイルシステムとそのマウントは忘れられ、カーネルファイルを起動するためにのみ存在しまし
た。た。
     

      詳細は、詳細は、「「GRUB コマンド」コマンド」 のの root コマンドおよびコマンドおよび kernel コマンドを参照してください。コマンドを参照してください。
     

E.6. GRUB インターフェイスインターフェイス

     GRUB は、さまざまなレベルの機能を提供するは、さまざまなレベルの機能を提供する 3 つのインターフェイスを特長としています。これつのインターフェイスを特長としています。これ
らの各インターフェイスを使用すると、ユーザーはらの各インターフェイスを使用すると、ユーザーは Linux カーネルまたは別のオペレーティングシステカーネルまたは別のオペレーティングシステ
ムを起動できます。ムを起動できます。
    

     インターフェイスは以下のとおりです。インターフェイスは以下のとおりです。
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注記注記

      以下の以下の GRUB インターフェイスにアクセスするには、インターフェイスにアクセスするには、GRUB メニューバイパス画面メニューバイパス画面
のの 3 秒以内に任意のキーを押します。秒以内に任意のキーを押します。
     

メニューインターフェイスメニューインターフェイス

        これは、インストールプログラムによりこれは、インストールプログラムにより GRUB が設定されている場合に表示されるデフォルトが設定されている場合に表示されるデフォルト
のインターフェイスです。オペレーティングシステムまたは事前設定されたカーネルのメニューのインターフェイスです。オペレーティングシステムまたは事前設定されたカーネルのメニュー
は、名前で順序付けされた一覧として表示されます。矢印キーを使用してオペレーティングシステは、名前で順序付けされた一覧として表示されます。矢印キーを使用してオペレーティングシステ
ムまたはカーネルバージョンを選択し、ムまたはカーネルバージョンを選択し、Enter キーを押して起動します。この画面に何も行わない場キーを押して起動します。この画面に何も行わない場
合は、時間が経過すると合は、時間が経過すると GRUB がデフォルトオプションを読み込みます。がデフォルトオプションを読み込みます。
       

        e キーを押して、エントリーエディターインターフェイスまたはキーを押して、エントリーエディターインターフェイスまたは c キーを押して、コマンドラキーを押して、コマンドラ
インインターフェイスを読み込みます。インインターフェイスを読み込みます。
       

        このインターフェイスの設定に関する詳細は、このインターフェイスの設定に関する詳細は、「「GRUB メニュー設定ファイル」メニュー設定ファイル」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
       

 

メニューエントリーエディターインターフェイスメニューエントリーエディターインターフェイス

        メニューエントリーエディターにアクセスするには、ブートローダーメニューからメニューエントリーエディターにアクセスするには、ブートローダーメニューから e キーを押キーを押
します。そのエントリーのします。そのエントリーの GRUB コマンドはここに表示され、ユーザーはコマンドラインを追加すコマンドはここに表示され、ユーザーはコマンドラインを追加す
ることにより、オペレーティングシステムを起動する前にこれらのコマンドラインを変更できますることにより、オペレーティングシステムを起動する前にこれらのコマンドラインを変更できます
（現在の行の後に新しい行を挿入し、（現在の行の後に新しい行を挿入し、O は新しい行を挿入してから挿入）、編集は新しい行を挿入してから挿入）、編集(e)、または、または 1 つつ(d)
を削除します。を削除します。
       

        すべての変更を行った後、すべての変更を行った後、b キーはコマンドを実行し、オペレーティングシステムを起動しまキーはコマンドを実行し、オペレーティングシステムを起動しま
す。す。Esc キーはすべての変更を破棄し、標準メニューインターフェイスを再度読み込みます。キーはすべての変更を破棄し、標準メニューインターフェイスを再度読み込みます。c 
キーは、コマンドラインインターフェイスを読み込みます。キーは、コマンドラインインターフェイスを読み込みます。
       

注記注記

         GRUB メニューエントリーエディターを使用してランレベルを変更する方法にメニューエントリーエディターを使用してランレベルを変更する方法に
ついては、ついては、「ブート時にランレベルを変更する」「ブート時にランレベルを変更する」 を参照してください。を参照してください。
        

 

コマンドラインインターフェイスコマンドラインインターフェイス

        コマンドラインインターフェイスは、最も基本的なコマンドラインインターフェイスは、最も基本的な GRUB のインターフェイスですが、最も制のインターフェイスですが、最も制
御を可能にするものでもあります。コマンドラインでは、御を可能にするものでもあります。コマンドラインでは、GRUB に関連するコマンドを入力に関連するコマンドを入力
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し、し、Enter キーを押して実行することが可能です。このインターフェイスは、文脈に応じたキーを押して実行することが可能です。このインターフェイスは、文脈に応じた Tab 
キーの補完や、コマンドを入力する際のキーの補完や、コマンドを入力する際の Ctrl キーの組み合わせなど、シェルのような高度な機能をキーの組み合わせなど、シェルのような高度な機能を
備えています。備えています。Ctrl+a で行頭に移動したりで行頭に移動したり Ctrl+e 行末に移動するまた、矢印キー、行末に移動するまた、矢印キー、Home 
キー、キー、End キー、キー、Delete キーは、キーは、bash シェルと同様に機能します。シェルと同様に機能します。
       

        一般的なコマンドの一覧は、一般的なコマンドの一覧は、「「GRUB コマンド」コマンド」 を参照してください。を参照してください。
       

 

E.6.1. インターフェイスの負荷順インターフェイスの負荷順

      GRUB は第は第 2 段階のブートローダーをロードするとき、まず設定ファイルを探します。検出される段階のブートローダーをロードするとき、まず設定ファイルを探します。検出される
と、メニューインターフェイスのバイパス画面が表示されます。と、メニューインターフェイスのバイパス画面が表示されます。3 秒以内にキーが押されると、秒以内にキーが押されると、GRUB 
はメニューリストを構築し、メニューインターフェイスを表示します。キーを押さない場合は、はメニューリストを構築し、メニューインターフェイスを表示します。キーを押さない場合は、GRUB 
メニューのデフォルトカーネルエントリーが使用されます。メニューのデフォルトカーネルエントリーが使用されます。
     

      設定ファイルが見つからない場合、または設定ファイルが読めない場合、設定ファイルが見つからない場合、または設定ファイルが読めない場合、GRUB はコマンドラインはコマンドライン
インターフェイスをロードし、ユーザーがコマンドを入力してブートプロセスを完了できるようにしまインターフェイスをロードし、ユーザーがコマンドを入力してブートプロセスを完了できるようにしま
す。す。
     

      設定ファイルが無効な場合、設定ファイルが無効な場合、GRUB はエラーを出力し、入力を求めます。これにより、ユーザーははエラーを出力し、入力を求めます。これにより、ユーザーは
問題の発生箇所を正確に把握することができます。いずれかのキーを押すと、メニューインターフェイ問題の発生箇所を正確に把握することができます。いずれかのキーを押すと、メニューインターフェイ
スがリロードされ、そこでメニューオプションを編集し、スがリロードされ、そこでメニューオプションを編集し、GRUB から報告されたエラーに基づいて問題から報告されたエラーに基づいて問題
を修正することができます。修正に失敗した場合、を修正することができます。修正に失敗した場合、GRUB はエラーを報告し、メニューインターフェイはエラーを報告し、メニューインターフェイ
スを再読み込みします。スを再読み込みします。
     

E.7. GRUB コマンドコマンド

     GRUB は、そのコマンドラインインタフェースで多くの便利なコマンドを使用することができまは、そのコマンドラインインタフェースで多くの便利なコマンドを使用することができま
す。コマンドの中には、名前の後にオプションを指定できるものがあります。これらのオプションは、す。コマンドの中には、名前の後にオプションを指定できるものがあります。これらのオプションは、
その行のコマンドや他のオプションとスペース文字で区切られている必要があります。その行のコマンドや他のオプションとスペース文字で区切られている必要があります。
    

     以下は、便利なコマンドの一覧です。以下は、便利なコマンドの一覧です。
    

       boot - 最後にロードされたオペレーティングシステムまたはチェーンローダーを起動しま最後にロードされたオペレーティングシステムまたはチェーンローダーを起動しま
す。す。
      

       chainloader &lt;/path/to/file&gt; - 指定されたファイルをチェーンローダーとしてロード指定されたファイルをチェーンローダーとしてロード
します。ファイルが指定されたパーティションの最初のセクタにある場合、ファイル名の代わします。ファイルが指定されたパーティションの最初のセクタにある場合、ファイル名の代わ
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りにブロックリスト表記であるりにブロックリスト表記である + 1 を使用します。を使用します。
      

       chainloader コマンドの例を以下に示します。コマンドの例を以下に示します。
      

chainloader +1

       displaymem - BIOS からの情報に基づいて、現在のメモリー使用量を表示します。これからの情報に基づいて、現在のメモリー使用量を表示します。これ
は、システムを起動する前に、そのシステムのは、システムを起動する前に、そのシステムの RAM の容量を確認するのに便利です。の容量を確認するのに便利です。
      

       initrd &lt;/path/to/initrd&gt; - ブート時に使用する初期ブート時に使用する初期 RAM ディスクを指定できるようにディスクを指定できるように
します。します。initrd はは、ルートパーティションが、ルートパーティションが ext3 やや ext4 ファイルシステムでフォーマットさファイルシステムでフォーマットさ
れている場合など、カーネルが正しく起動するために特定のモジュールを必要とする場合に必れている場合など、カーネルが正しく起動するために特定のモジュールを必要とする場合に必
要です。要です。
      

       以下は、以下は、initrd コマンドの例です。コマンドの例です。
      

initrd /initrd-2.6.8-1.523.img

       install &lt;stage-1&gt; &lt;install-disk&gt; &lt;stage-2&gt; p config-file - GRUB をシスをシス
テムのテムの MBR にインストールします。にインストールします。
      

         &lt;stage-1&gt; - (hd0,0)/grub/stage1 のように、最初のブートローダーイメージをのように、最初のブートローダーイメージを
見つけることができるデバイス、パーティション、ファイルを意味する。見つけることができるデバイス、パーティション、ファイルを意味する。
        

         &lt;インストールディスクインストールディスク - ステージステージ 1 ブートローダーをインストールするディスクブートローダーをインストールするディスク
をを (hd0) などで指定します。などで指定します。
        

         &lt;stage-2&gt; - (hd0,0)/grub/stage2 のように、ステージのように、ステージ 2 のブートローダーの場のブートローダーの場
所をステージ所をステージ 1 のブートローダーに渡します。のブートローダーに渡します。
        

         p&lt;コンフィグファイルコンフィグファイル - このオプションは、このオプションは、インストールインストール コマンドに、コマンドに、
(hd0.0)/grub/grub.conf で指定されたメニュー設定ファイルを探すように指示します。で指定されたメニュー設定ファイルを探すように指示します。&lt;
コンフィグファイルコンフィグファイル (hd0,0)/grub/grub.conf のの  ようなファイルです。ようなファイルです。
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警告警告

        インストールインストール コマンドは、すでにコマンドは、すでに MBR に配置されている情報を上書に配置されている情報を上書
きします。きします。
       

       kernel &lt;/path/to/kernel&gt; &lt;option-1&gt; &lt;option-N&gt; ... - オペレーティングシオペレーティングシ
ステムのブート時にロードするカーネルファイルを指定します。ステムのブート時にロードするカーネルファイルを指定します。&lt;/path/to/kernel&gt;をを root 
コマンドで指定したパーティションからの絶対パスに置き換えてください。コマンドで指定したパーティションからの絶対パスに置き換えてください。&lt;option-1&gt; 
をを Linux カーネル用のオプションに置き換えると、カーネル用のオプションに置き換えると、root=/dev/VolGroup00/LogVol00 のようのよう
に、システムのルートパーティションがあるデバイスを指定することができます。カーネルにに、システムのルートパーティションがあるデバイスを指定することができます。カーネルに
渡すオプションは、スペースで区切られたリストで複数指定できる。渡すオプションは、スペースで区切られたリストで複数指定できる。
      

       以下は、以下は、カーネルカーネル コマンドの例です。コマンドの例です。
      

kernel /vmlinuz-2.6.8-1.523 ro root=/dev/VolGroup00/LogVol00

       前の例のオプションは、前の例のオプションは、Linux のルートファイルシステムがのルートファイルシステムが hda5 パーティションにあるパーティションにある
ことを指定しています。ことを指定しています。
      

       root (&lt;device-type&gt;&lt;device-number&gt;,&lt;partition&gt;) - GRUB のルートのルート
パーティションをパーティションを (hd0,0) のように設定し、パーティションをマウントします。のように設定し、パーティションをマウントします。
      

       以下は、以下は、root コマンドの例です。コマンドの例です。
      

root (hd0,0)

       rootnoverify (&lt;device-type&gt;&lt;device-number&gt;,&lt;partition&gt;) - root コマンコマン
ドと同じようにドと同じように GRUB のルートパーティションを設定しますが、パーティションはマウントしのルートパーティションを設定しますが、パーティションはマウントし
ません。ません。
      

     その他のコマンドも利用可能です。コマンドの完全なリストは、その他のコマンドも利用可能です。コマンドの完全なリストは、help --all とと 入力してください。す入力してください。す
べてのべての GRUB コマンドの説明については、コマンドの説明については、http://www.gnu.org/software/grub/manual/ からオンライからオンライ
ンで入手可能なドキュメントを参照してください。ンで入手可能なドキュメントを参照してください。
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E.8. GRUB メニュー設定ファイルメニュー設定ファイル

     GRUB のメニューインターフェイスで起動するオペレーティングシステムのリストを作成するためのメニューインターフェイスで起動するオペレーティングシステムのリストを作成するため
に使用される設定ファイルに使用される設定ファイル ( BIOS システムではシステムでは /boot/grub/grub.conf、、UEFI システムではシステムでは 
/boot/efi/redhat/grub.conf) は、基本的にユーザーが実行するコマンドのグループを事前に選択するこは、基本的にユーザーが実行するコマンドのグループを事前に選択するこ
とができます。とができます。「「GRUB コマンド」コマンド」 で示されたコマンドが使用できるほか、設定ファイルでのみ使用で示されたコマンドが使用できるほか、設定ファイルでのみ使用
できる特殊なコマンドもあります。できる特殊なコマンドもあります。
    

E.8.1. 設定ファイルの構造設定ファイルの構造

      メニューインターフェイスのグローバルプリファレンスを設定するコマンドは、メニューインターフェイスのグローバルプリファレンスを設定するコマンドは、GRUB 設定ファイ設定ファイ
ルの先頭に置かれ、その後にメニューに記載されている各オペレーティングカーネルまたはオペレールの先頭に置かれ、その後にメニューに記載されている各オペレーティングカーネルまたはオペレー
ティングシステムのスタンザが続きます。ティングシステムのスタンザが続きます。
     

      以下は、以下は、Red Hat Enterprise Linux またはまたは Microsoft Windows のいずれかを起動するために設計のいずれかを起動するために設計
された、非常に基本的なされた、非常に基本的な GRUB メニュー設定ファイルです。メニュー設定ファイルです。
     

default=0
timeout=10
splashimage=(hd0,0)/grub/splash.xpm.gz
hiddenmenu
title Red Hat Enterprise Linux Server (2.6.32.130.el6.i686)
root (hd0,0)
kernel /boot/vmlinuz-2.6.32.130.el6.i686 ro root=LABEL=/1 rhgb quiet
initrd /boot/initrd-2.6.32.130.el6.i686.img

# section to load Windows
title Windows
rootnoverify (hd0,0)
chainloader +1

      このファイルは、このファイルは、Red Hat Enterprise Linux をデフォルトのオペレーティングシステムとしてメをデフォルトのオペレーティングシステムとしてメ
ニューを構築し、ニューを構築し、10 秒後に自動ブートするように秒後に自動ブートするように GRUB を設定します。オペレーティングシステムのを設定します。オペレーティングシステムの
エントリーごとに、システムディスクパーティションテーブルに特化したコマンドのエントリーごとに、システムディスクパーティションテーブルに特化したコマンドの 2 つのセクションつのセクション
が与えられています。が与えられています。
     

注記注記

       なお、デフォルトは整数値で指定される。これは、なお、デフォルトは整数値で指定される。これは、GRUB 設定ファイルの最初の設定ファイルの最初の タタ
イトルイトル 行を指します。先ほどの例で行を指します。先ほどの例で Windows セクションをデフォルトとして設定するセクションをデフォルトとして設定する
場合は、場合は、default=0 をを  default=1 にに  変更します。変更します。
      

      複数のオペレーティングシステムを起動するための複数のオペレーティングシステムを起動するための GRUB メニュー設定ファイルの設定は、この章メニュー設定ファイルの設定は、この章
の範囲外です。その他の資料のリストは、の範囲外です。その他の資料のリストは、「関連情報」「関連情報」 を参照してください。を参照してください。
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E.8.2. 設定ファイルのディレクティブ設定ファイルのディレクティブ

      GRUB メニューの設定ファイルでよく使われるディレクティブを以下に示します。メニューの設定ファイルでよく使われるディレクティブを以下に示します。
     

        chainloader &lt;/path/to/file&gt; - 指定されたファイルをチェーンローダーとしてロード指定されたファイルをチェーンローダーとしてロード
します。します。&lt;/path/to/file&gt;をを チェーンローダーの絶対パスに置き換えてください。ファイルチェーンローダーの絶対パスに置き換えてください。ファイル
が指定されたパーティションの最初のセクタにある場合は、ブロックリスト表記でが指定されたパーティションの最初のセクタにある場合は、ブロックリスト表記で +1 しましま
す。す。
       

        color &lt;normal-color&gt; &lt;selected-color&gt; - 2 つの色が前景と背景として設定さつの色が前景と背景として設定さ
れているメニューで、特定の色を使用できるようにします。れているメニューで、特定の色を使用できるようにします。赤赤/黒など黒など、シンプルな色名を使用、シンプルな色名を使用
する。以下に例を示します。する。以下に例を示します。
       

color red/black green/blue

        default=&lt;integer&gt; - &lt;integer&gt; を、メニューインターフェイスがタイムアウトを、メニューインターフェイスがタイムアウト
したときに読み込まれるデフォルトのエントリータイトル番号に置き換えてください。したときに読み込まれるデフォルトのエントリータイトル番号に置き換えてください。
       

        fallback=&lt;integer&gt; - &lt;integer&gt; を、最初の試行が失敗した場合に試行するエンを、最初の試行が失敗した場合に試行するエン
トリーのタイトル番号に置き換えます。トリーのタイトル番号に置き換えます。
       

        hiddenmenu - GRUB メニューインターフェイスが表示されないようにし、メニューインターフェイスが表示されないようにし、タイムアウトタイムアウト 
期間が終了したときに期間が終了したときに デフォルトのデフォルトの エントリーをロードします。ユーザーはエントリーをロードします。ユーザーは Esc キーを押すキーを押す
ことで、標準のことで、標準の GRUB メニューを見ることができます。メニューを見ることができます。
       

        initrd &lt;/path/to/initrd&gt; - ブート時に使用する初期ブート時に使用する初期 RAM ディスクを指定できるようにディスクを指定できるように
します。します。&lt;/path/to/initrd&gt;をを 初期初期 RAM ディスクの絶対パスに置き換えてください。ディスクの絶対パスに置き換えてください。
       

        kernel &lt;/path/to/kernel&gt; &lt;option-1&gt; &lt;option-N&gt; - オペレーティングシオペレーティングシ
ステムの起動時にロードするカーネルファイルを指定します。ステムの起動時にロードするカーネルファイルを指定します。&lt;/path/to/kernel&gt; をを root 
ディレクティブで指定されたパーティションからの絶対パスに置き換えます。カーネルのローディレクティブで指定されたパーティションからの絶対パスに置き換えます。カーネルのロー
ド時に複数のオプションを渡すことができる。ド時に複数のオプションを渡すことができる。
       

        これらのオプションは以下の通りです。これらのオプションは以下の通りです。
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          rhgb(Red Hat graphical boot) - ブートプロセスの間、テキストの行ではなく、アニブートプロセスの間、テキストの行ではなく、アニ
メーションを表示します。メーションを表示します。
         

          quiet - Red Hat グラフィカルブートアニメーションが始まる前のブートシーケンスグラフィカルブートアニメーションが始まる前のブートシーケンス
の部分で、最も重要なメッセージ以外を抑止します。の部分で、最も重要なメッセージ以外を抑止します。
         

        password=&lt;パスワードパスワード &gt; - パスワードを知らないユーザーが、このメニューオプパスワードを知らないユーザーが、このメニューオプ
ションの項目を編集できないようにします。ションの項目を編集できないようにします。
       

        オプションとして、オプションとして、password=&lt;password&gt; 指示文の後に、代替のメニュー設定指示文の後に、代替のメニュー設定
ファイルを指定することが可能です。この場合、ファイルを指定することが可能です。この場合、GRUB は第は第 2 段階のブートローダーを再起動段階のブートローダーを再起動
し、指定された代替設定ファイルを使用してメニューを構築します。代替メニューの設定ファし、指定された代替設定ファイルを使用してメニューを構築します。代替メニューの設定ファ
イルがコマンドから省かれた場合、パスワードを知っているユーザーは現在の設定ファイルのイルがコマンドから省かれた場合、パスワードを知っているユーザーは現在の設定ファイルの
編集を許可されます。編集を許可されます。
       

重要重要

         すべてのマシンでブートローダーのパスワードを設定することを強くお勧すべてのマシンでブートローダーのパスワードを設定することを強くお勧
めします。保護されていないブートローダーは、潜在的な攻撃者がシステムのめします。保護されていないブートローダーは、潜在的な攻撃者がシステムの
ブートオプションを変更し、システムにアクセスすることを可能にする可能性がブートオプションを変更し、システムにアクセスすることを可能にする可能性が
あります。ブートローダーのパスワードと一般的なパスワードのセキュリティーあります。ブートローダーのパスワードと一般的なパスワードのセキュリティー
の詳細については、『の詳細については、『Red Hat Enterprise Linux セキュリティーガイドのセキュリティーガイドの』』 
『『ワークステーションセキュリティーというワークステーションセキュリティーという』』 タイトルの章を参照してくださタイトルの章を参照してくださ
い。い。
        

        map - 2 つのハードディスクに割り当てられている番号を入れ替えます。以下に例を示しつのハードディスクに割り当てられている番号を入れ替えます。以下に例を示し
ます。ます。
       

map (hd0) (hd3)
map (hd3) (hd0)

        は、は、4 番目のハードディスクに番目のハードディスクに 0 番を、番を、1 番目のハードディスクに番目のハードディスクに 3 番を割り当てていま番を割り当てていま
す。このオプションは、す。このオプションは、Windows オペレーティングシステムを起動するオプションでシステムオペレーティングシステムを起動するオプションでシステム
を設定する場合に特に有効で、を設定する場合に特に有効で、Windows ブートローダーは最初のハードドライブにあるブートローダーは最初のハードドライブにある 
Windows インストールを見つける必要があるためです。インストールを見つける必要があるためです。
       

        例えば、例えば、Windows がが 4 番目のハードディスクにインストールされている場合、番目のハードディスクにインストールされている場合、grub.conf 
にに 次のようなエントリーを追加することで、次のようなエントリーを追加することで、Windows ブートローダーにブートローダーに Windows を正しくを正しく
読み込ませることができます。読み込ませることができます。
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title Windows
map (hd0) (hd3)
map (hd3) (hd0)
rootnoverify (hd3,0)
chainloader +1

        root (&lt;device-type&gt;&lt;device-number&gt;,&lt;partition&gt;) - GRUB のルートのルート
パーティションをパーティションを (hd0,0) のように設定し、パーティションをマウントします。のように設定し、パーティションをマウントします。EFI ブートマブートマ
ネージャーが選択するブートドライブを指定するには、ネージャーが選択するブートドライブを指定するには、&lt;デバイスタイプデバイスタイプ &gt;,&lt;パーティパーティ
ションション &gt; , (bd,1) のような構文になります。のような構文になります。
       

        rootnoverify (&lt;device-type&gt;&lt;device-number&gt;,&lt;partition&gt;) - root コマコマ
ンドと同じようにンドと同じように GRUB のルートパーティションを設定しますが、パーティションはマウントのルートパーティションを設定しますが、パーティションはマウント
しません。しません。
       

        timeout=&lt;integer&gt; - GRUB がが デフォルトデフォルト コマンドで指定されたエントリーをローコマンドで指定されたエントリーをロー
ドする前に待機する間隔を秒単位で指定します。ドする前に待機する間隔を秒単位で指定します。
       

        splashimage=&lt;path-to-image&gt; - GRUB の起動時に使用するスプラッシュ画面イの起動時に使用するスプラッシュ画面イ
メージの場所を指定します。メージの場所を指定します。
       

        title group-title - カーネルまたはオペレーティングシステムをロードするために使用されカーネルまたはオペレーティングシステムをロードするために使用され
る特定のコマンドのグループで使用されるタイトルを指定します。る特定のコマンドのグループで使用されるタイトルを指定します。
       

        device grub-device-name uefi-device-name - 特定の特定の UEFI デバイスを参照するためにデバイスを参照するために 
GRUB デバイスデバイス 名を割り当てます。引数名を割り当てます。引数 grub-device-name はは、、GRUB のデバイス名、例えのデバイス名、例え
ばば (hd0) に置き換えてください。引数に置き換えてください。引数 uefi-device-name はは HD(number , start , size , 
signature) , CD(index , start , size) のいずれかの形式ののいずれかの形式の UEFI デバイス名に置き換えられまデバイス名に置き換えられま
す。ここです。ここで number はは 1 から始まるパーティション番号、から始まるパーティション番号、index はは CD のの El Torito boot entry 
のインデックス、のインデックス、start とと size はそれぞれパーティションの開始位置とサイズはそれぞれパーティションの開始位置とサイズ (16 進数進数) 
で、で、signature はパーティションのユニークはパーティションのユニーク GUID を表します。を表します。
       

      メニュー設定ファイルに人間が読みやすいコメントを追加するには、行頭にハッシュマーク文字メニュー設定ファイルに人間が読みやすいコメントを追加するには、行頭にハッシュマーク文字 (#) 
をを 付けます。付けます。
     

E.9. ブート時にランレベルを変更するブート時にランレベルを変更する

     Red Hat Enterprise Linux では、起動時にデフォルトのランレベルを変更することが可能です。では、起動時にデフォルトのランレベルを変更することが可能です。
    

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

776



     単一のブートセッションのランレベルを変更するには、次の手順を使用します。単一のブートセッションのランレベルを変更するには、次の手順を使用します。
    

       起動時に起動時に GRUB メニューのバイパス画面が表示されたら、いずれかのキーを押してメニューのバイパス画面が表示されたら、いずれかのキーを押して GRUB 
メニューに入りますメニューに入ります (最初の最初の 3 秒以内秒以内)。。
      

       カーネルカーネル コマンドに追記する場合は、コマンドに追記する場合は、a キーを押してください。キーを押してください。
      

       ブートオプションの行の最後にブートオプションの行の最後に &lt;space&gt; &lt;runlevel&gt;をを 追加すると、目的のラン追加すると、目的のラン
レベルで起動します。例えば、以下のように入力すると、ランレベルレベルで起動します。例えば、以下のように入力すると、ランレベル 3 にブートプロセスが開にブートプロセスが開
始されます。始されます。
      

grub append> ro root=/dev/VolGroup00/LogVol00 rhgb quiet 3

E.10. 関連情報関連情報

     この章は、あくまでもこの章は、あくまでも GRUB の入門編として位置づけています。の入門編として位置づけています。GRUB の仕組みについては、以下の仕組みについては、以下
の資料を参照してください。の資料を参照してください。
    

E.10.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        /usr/share/doc/grub-&lt;version-number&gt;/ - このディレクトリーには、このディレクトリーには、GRUB の使用の使用
と設定に関する良い情報が含まれています。と設定に関する良い情報が含まれています。&lt;version-number&gt;はは、インストールされた、インストールされた 
GRUB パッケージのバージョンに対応しています。パッケージのバージョンに対応しています。
       

        info grub - GRUB info ページには、ページには、GRUB とその使い方に関するチュートリアル、ユーとその使い方に関するチュートリアル、ユー
ザーリファレンスマニュアル、プログラマーリファレンスマニュアル、そしてザーリファレンスマニュアル、プログラマーリファレンスマニュアル、そして FAQ ドキュメンドキュメン
トがあります。トがあります。
       

E.10.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.gnu.org/software/grub/ - GNU GRUB プロジェクトのホームページ。プロジェクトのホームページ。GRUB 
の開発状況やの開発状況や FAQ を掲載しています。を掲載しています。
       

        https://access.redhat.com/site/solutions/6863 - Linux 以外の以外の OS の起動に関する詳細での起動に関する詳細で
す。す。
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[16] 
         システムシステム BIOS およびおよび MBR の詳細は、の詳細は、「「BIOS ベースのベースの x86 システム」システム」 を参照してください。を参照してください。
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付録付録F ブートプロセス、イニシエーション、シャットダウンブートプロセス、イニシエーション、シャットダウン

    Red Hat Enterprise Linux の重要で強力な側面は、オペレーティングシステムの起動に使用するオーの重要で強力な側面は、オペレーティングシステムの起動に使用するオー
プンでユーザー設定可能な方法です。起動時に起動するプログラムの指定など、起動に関する様々な設プンでユーザー設定可能な方法です。起動時に起動するプログラムの指定など、起動に関する様々な設
定をユーザーが自由に行うことができます。同様に、システムシャットダウンは、組織的かつ設定可能定をユーザーが自由に行うことができます。同様に、システムシャットダウンは、組織的かつ設定可能
な方法でプロセスを優雅に終了させますが、このプロセスのカスタマイズが必要になることはほとんどな方法でプロセスを優雅に終了させますが、このプロセスのカスタマイズが必要になることはほとんど
ありません。ありません。
   

    起動とシャットダウンの仕組みを理解することで、カスタマイズが可能になるだけでなく、システム起動とシャットダウンの仕組みを理解することで、カスタマイズが可能になるだけでなく、システム
の起動やシャットダウンに関連する問題のトラブルシューティングが容易になります。の起動やシャットダウンに関連する問題のトラブルシューティングが容易になります。
   

F.1. ブートプロセスブートプロセス

     以下は、ブートプロセスの基本的な段階です。以下は、ブートプロセスの基本的な段階です。
    

1. 
       システムがブートローダーをロードして実行します。このプロセスの具体的な内容は、シシステムがブートローダーをロードして実行します。このプロセスの具体的な内容は、シ
ステムアーキテクチャーによって異なる。以下に例を示します。ステムアーキテクチャーによって異なる。以下に例を示します。
      

         BIOS ベースのベースの x86 システムは、プライマリーハードディスクのシステムは、プライマリーハードディスクの MBR から第一段階から第一段階
のブートローダーを実行し、次に追加のブートローダーであるのブートローダーを実行し、次に追加のブートローダーである GRUB をを ロードします。ロードします。
        

         UEFI ベースのベースの x86 システムは、システムは、GRUB ブートローダーのバージョンを含むブートローダーのバージョンを含む EFI シスシス
テムパーティションをマウントします。テムパーティションをマウントします。EFI ブートマネージャーは、ブートマネージャーは、GRUB をを EFI アプリアプリ
ケーションとしてロードし、実行します。ケーションとしてロードし、実行します。
        

         Power Systems サーバーは、サーバーは、Yaboot ブートローダーを含むブートローダーを含む PPC PReP パーティパーティ
ションをマウントします。システム管理サービスションをマウントします。システム管理サービス (SMS) ブートマネージャーがロードブートマネージャーがロード
し、し、yaboot をを 実行します。実行します。
        

         IBM System z は、は、Red Hat Enterprise Linux を含むパーティションをを含むパーティションを IPL する際にする際に
指定した指定した DASD またはまたは FCP 接続されたデバイスから接続されたデバイスから z/IPL ブートローダーを実行します。ブートローダーを実行します。
        

2. 
       ブートローダーはカーネルをメモリーにロードし、次に必要なモジュールをロードし、ブートローダーはカーネルをメモリーにロードし、次に必要なモジュールをロードし、
ルートパーティションを読み取り専用にマウントします。ルートパーティションを読み取り専用にマウントします。
      

3. 
       カーネルは、ブートプロセスの制御をカーネルは、ブートプロセスの制御を /sbin/init プログラムに移管します。プログラムに移管します。
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4. 
       sbin/init プログラムは、すべてのサービスとユーザースペースツールをロードプログラムは、すべてのサービスとユーザースペースツールをロード
し、し、/etc/fstab にリストされているすべてのパーティションをマウントします。にリストされているすべてのパーティションをマウントします。
      

5. 
       ユーザーには、起動したばかりのユーザーには、起動したばかりの Linux システムのログイン画面が表示されます。システムのログイン画面が表示されます。
      

     ブートプロセスの設定はシャットダウンプロセスのカスタマイズよりも一般的なので、この章の残ブートプロセスの設定はシャットダウンプロセスのカスタマイズよりも一般的なので、この章の残
りの部分では、ブートプロセスがどのように動作し、特定のニーズに合わせてカスタマイズすることがりの部分では、ブートプロセスがどのように動作し、特定のニーズに合わせてカスタマイズすることが
できるかについて詳しく説明します。できるかについて詳しく説明します。
    

F.2. ブートプロセスの詳細ブートプロセスの詳細

     ブートプロセスの始まりは、使用するハードウェアプラットフォームによって異なります。しかブートプロセスの始まりは、使用するハードウェアプラットフォームによって異なります。しか
し、一度カーネルが見つかり、ブートローダーによってロードされると、デフォルトのブートプロセスし、一度カーネルが見つかり、ブートローダーによってロードされると、デフォルトのブートプロセス
はすべてのアーキテクチャーで同じになります。この章では、主にはすべてのアーキテクチャーで同じになります。この章では、主に x86 アーキテクチャーに焦点を当てアーキテクチャーに焦点を当て
ます。ます。
    

F.2.1. ファームウェアのインターフェイスファームウェアのインターフェイス

F.2.1.1. BIOS ベースのベースの x86 システムシステム

       BIOS(Basic Input/Output System) は、ブートプロセスの最初のステップを制御するだけでなく、は、ブートプロセスの最初のステップを制御するだけでなく、
周辺機器への最下位レベルのインターフェイスを提供するファームウェアインターフェイスである。周辺機器への最下位レベルのインターフェイスを提供するファームウェアインターフェイスである。
BIOS を搭載したを搭載した x86 システムでは、プログラムは読み取り専用のパーマネントメモリーに書き込まシステムでは、プログラムは読み取り専用のパーマネントメモリーに書き込ま
れ、常に使用可能な状態になっています。システムが起動すると、プロセッサーはシステムメモリーのれ、常に使用可能な状態になっています。システムが起動すると、プロセッサーはシステムメモリーの
末尾にある末尾にある BIOS プログラムを探し、実行する。プログラムを探し、実行する。
      

       BIOS は一度ロードされると、システムをテストし、周辺機器を探し、チェックし、システムを起は一度ロードされると、システムをテストし、周辺機器を探し、チェックし、システムを起
動するために有効なデバイスを見つけます。通常、光学ドライブや動するために有効なデバイスを見つけます。通常、光学ドライブや USB ストレージデバイスをチェッストレージデバイスをチェッ
クして起動可能なメディアを探し、それがなければシステムのハードディスクを探します。多くの場クして起動可能なメディアを探し、それがなければシステムのハードディスクを探します。多くの場
合、起動中に検索されるドライブの順番は合、起動中に検索されるドライブの順番は BIOS の設定で制御されており、プライマリーの設定で制御されており、プライマリー IDE バスのマバスのマ
スタースター IDE か、ブートフラグが設定されているか、ブートフラグが設定されている SATA デバイスを探します。そして、デバイスを探します。そして、BIOS は、このデは、このデ
バイスの第バイスの第 1 セクターセクター (MBR(Master Boot Record) と呼ばれると呼ばれる) に存在するプログラムをメモリーにに存在するプログラムをメモリーに
ロードする。ロードする。MBR はわずかはわずか 512 バイトの大きさで、パーティションテーブルとともに、ブートローバイトの大きさで、パーティションテーブルとともに、ブートロー
ダーと呼ばれるマシンを起動するためのマシンコード命令が格納されています。ダーと呼ばれるマシンを起動するためのマシンコード命令が格納されています。BIOS はブートローはブートロー
ダープログラムを見つけてメモリーにロードすると、ブートプロセスの制御をブートローダーにゆだねダープログラムを見つけてメモリーにロードすると、ブートプロセスの制御をブートローダーにゆだね
ます。ます。
      

       この第一段階のブートローダーは、この第一段階のブートローダーは、MBR 上の小さなマシンコードバイナリーである。その唯一の上の小さなマシンコードバイナリーである。その唯一の
仕事は、セカンドステージのブートローダー仕事は、セカンドステージのブートローダー (GRUB) を探し出し、その最初の部分をメモリーにロードを探し出し、その最初の部分をメモリーにロード
することです。することです。
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F.2.1.2. UEFI ベースのベースの x86 システムシステム

       UEFI(Unified Extensible Firmware Interface) は、は、BIOS と同様にブートプロセスを制御しと同様にブートプロセスを制御し (ブーブー
トサービストサービス)、システムファームウェアとオペレーティングシステムの間のインターフェイスを提供す、システムファームウェアとオペレーティングシステムの間のインターフェイスを提供す
るる (ランタイムサービスランタイムサービス) ために設計されています。ために設計されています。BIOS とは異なり、とは異なり、CPU から独立した独自のアーから独立した独自のアー
キテクチャーと、独自のデバイスドライバーを備えているのが特徴です。キテクチャーと、独自のデバイスドライバーを備えているのが特徴です。UEFI はパーティションのマはパーティションのマ
ウントと特定のファイルシステムの読み込みが可能です。ウントと特定のファイルシステムの読み込みが可能です。
      

       UEFI を搭載したを搭載した x86 コンピューターが起動すると、インターフェイスはシステムストレージを検コンピューターが起動すると、インターフェイスはシステムストレージを検
索し、索し、EFI システムパーティションシステムパーティション (ESP) としてマークされた特定のとしてマークされた特定の グローバルユニーク識別子グローバルユニーク識別子 
(GUID) でラベル付けされたパーティションを探します。このパーティションには、でラベル付けされたパーティションを探します。このパーティションには、EFI アーキテクアーキテク
チャー用にコンパイルされたアプリケーションが含まれ、チャー用にコンパイルされたアプリケーションが含まれ、OS 用のブートローダーやユーティリティー用のブートローダーやユーティリティー
ソフトウェアが含まれる場合があります。ソフトウェアが含まれる場合があります。UEFI システムにはシステムには EFI ブートマネージャーがブートマネージャーが 含まれてお含まれてお
り、デフォルトの設定からシステムを起動したり、起動するオペレーティングシステムを選択するようり、デフォルトの設定からシステムを起動したり、起動するオペレーティングシステムを選択するよう
ユーザーに促したりすることが可能です。ブートローダーが手動または自動で選択されると、ユーザーに促したりすることが可能です。ブートローダーが手動または自動で選択されると、UEFI はは
それをメモリーに読み込み、ブートプロセスの制御をそれにゆだねる。それをメモリーに読み込み、ブートプロセスの制御をそれにゆだねる。
      

F.2.2. ブーツローダーブーツローダー

F.2.2.1. x86 システム用システム用 GRUB ブートローダーブートローダー

       BIOS 搭載システムの場合は第一段ブートローダーの指示により、搭載システムの場合は第一段ブートローダーの指示により、UEFI 搭載システムの場合は搭載システムの場合は EFI 
システムパーティションから直接読み出して、システムパーティションから直接読み出して、GRUB をメモリーにロードします。をメモリーにロードします。
      

       GRUB はは ext2、、ext3、、ext4 が読めるという利点がありますが読めるという利点があります [17] パーティションを作成し、その設パーティションを作成し、その設
定ファイル定ファイル - /boot/grub/grub.conf (BIOS 用用) またはまたは /boot/efi/EFI/redhat/grub.conf (UEFI 用用) - を起を起
動時にロードします。このファイルの編集方法については、動時にロードします。このファイルの編集方法については、「「GRUB メニュー設定ファイル」メニュー設定ファイル」 を参照を参照
してください。してください。
      

重要重要

        Red Hat Enterprise Linux 6.9 のの GRUB ブートローダーはブートローダーは ext2、、ext3、、ext4 ファファ
イルシステムをサポートします。イルシステムをサポートします。VFAT、、Btrfs、、XFS などの他のファイルシステムにはなどの他のファイルシステムには
対応していません。さらに、対応していません。さらに、GRUB はは LVM をサポートしていません。をサポートしていません。
       

       セカンドステージのブートローダーがメモリー内にあると、ブートするように設定されたさまざまセカンドステージのブートローダーがメモリー内にあると、ブートするように設定されたさまざま
なな OS やカーネルを示すグラフィカルな画面をユーザーに提示しますやカーネルを示すグラフィカルな画面をユーザーに提示します (カーネルを更新すると、ブートカーネルを更新すると、ブート
ローダーの設定ファイルは自動的に更新されますローダーの設定ファイルは自動的に更新されます)。この画面で、ユーザーは矢印キーを使って起動す。この画面で、ユーザーは矢印キーを使って起動す
るる OS やカーネルを選択し、やカーネルを選択し、Enter キーを押すことができます。キーが押されないと、設定可能な時間キーを押すことができます。キーが押されないと、設定可能な時間
が経過した後、ブートローダーはデフォルトの選択をロードします。が経過した後、ブートローダーはデフォルトの選択をロードします。
      

       セカンドステージのブートローダーは、起動するカーネルを決定すると、セカンドステージのブートローダーは、起動するカーネルを決定すると、/boot/ ディレクトリーにディレクトリーに
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ある対応するカーネルバイナリーを探します。カーネルバイナリーの名前は、ある対応するカーネルバイナリーを探します。カーネルバイナリーの名前は、/boot/vmlinuz-
&lt;kernel-version&gt; ファイルという形式ですファイルという形式です (ここでここで &lt;カーネルバージョンカーネルバージョン はブートローダーのはブートローダーの
設定で指定されたカーネルバージョンに対応します設定で指定されたカーネルバージョンに対応します)。。
      

       ブートローダーを使用してカーネルにコマンドライン引数を与える方法については、ブートローダーを使用してカーネルにコマンドライン引数を与える方法については、付録付録E GRUB 
ブートローダーブートローダー を参照してください。ブートローダーのプロンプトでランレベルを変更する方法についを参照してください。ブートローダーのプロンプトでランレベルを変更する方法につい
ては、ては、「ブート時にランレベルを変更する」「ブート時にランレベルを変更する」 を参照してください。を参照してください。
      

       ブートローダーは、ブートローダーは、1 つまたは複数の適切なつまたは複数の適切な initramfs イメージをメモリーに配置しまイメージをメモリーに配置しま
す。す。initramfs はは、カーネルがシステムを起動するために必要なドライバーやモジュールをロードする、カーネルがシステムを起動するために必要なドライバーやモジュールをロードする
ために使用されます。これは、ために使用されます。これは、SCSI ハードディスクがある場合、またはシステムがハードディスクがある場合、またはシステムが ext3 やや ext4 ファファ
イルシステムを使用している場合に特に重要です。イルシステムを使用している場合に特に重要です。
      

       カーネルとカーネルと initramfs イメージがメモリーにロードされると、ブートローダーはブートプロセスのイメージがメモリーにロードされると、ブートローダーはブートプロセスの
制御をカーネルに渡します。制御をカーネルに渡します。
      

       GRUB ブートローダーの詳細な概要については、ブートローダーの詳細な概要については、付録付録E GRUB ブートローダーブートローダー を参照してくださを参照してくださ
い。い。
      

F.2.2.2. 他アーキテクチャーのブートローダー他アーキテクチャーのブートローダー

       カーネルがロードされ、ブートプロセスがカーネルがロードされ、ブートプロセスが init コマンドに引き渡されると、どのアーキテクチャーコマンドに引き渡されると、どのアーキテクチャー
でも同じ一連のイベントが発生します。つまり、各アーキテクチャーのブートプロセスの主な違いは、でも同じ一連のイベントが発生します。つまり、各アーキテクチャーのブートプロセスの主な違いは、
カーネルを検索してロードするために使用するアプリケーションにあるのです。カーネルを検索してロードするために使用するアプリケーションにあるのです。
      

       例えば、例えば、IBM eServer pSeries アーキテクチャーはアーキテクチャーは yaboot を使用し、を使用し、IBM System z システムはシステムは 
z/IPL ブートローダーを使用します。ブートローダーを使用します。
      

       ブートローダーの設定方法については、本ガイドの各プラットフォームに特化したセクションを参ブートローダーの設定方法については、本ガイドの各プラットフォームに特化したセクションを参
照してください。照してください。
      

F.2.3. カーネルカーネル

      カーネルがロードされると、直ちにコンピューターのメモリーを初期化して設定し、すべてのプロカーネルがロードされると、直ちにコンピューターのメモリーを初期化して設定し、すべてのプロ
セッサー、セッサー、I/O サブシステム、ストレージデバイスなど、システムに接続されているさまざまなハードサブシステム、ストレージデバイスなど、システムに接続されているさまざまなハード
ウェアを設定する。そして、圧縮されたウェアを設定する。そして、圧縮された initramfs イメージをメモリー上の所定の場所に探イメージをメモリー上の所定の場所に探
し、し、/sysroot/ に直接解凍し、必要なドライバーをすべてロードします。次に、に直接解凍し、必要なドライバーをすべてロードします。次に、LVM やソフトウェアやソフトウェア 
RAID など、ファイルシステムに関連する仮想デバイスを初期化し、など、ファイルシステムに関連する仮想デバイスを初期化し、initramfs のの プロセスを完了させプロセスを完了させ
て、ディスクイメージが占有していたメモリーをすべて解放する。て、ディスクイメージが占有していたメモリーをすべて解放する。
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      その後、カーネルはルートデバイスを作成し、ルートパーティションを読み取り専用にマウントその後、カーネルはルートデバイスを作成し、ルートパーティションを読み取り専用にマウント
し、未使用のメモリーを解放します。し、未使用のメモリーを解放します。
     

      この時点で、カーネルはメモリーにロードされ、動作可能になる。しかし、システムに意味のあるこの時点で、カーネルはメモリーにロードされ、動作可能になる。しかし、システムに意味のある
入力ができるユーザーアプリケーションがないため、システムでできることは多くありません。入力ができるユーザーアプリケーションがないため、システムでできることは多くありません。
     

      ユーザー環境を整えるために、カーネルはユーザー環境を整えるために、カーネルは /sbin/init プログラムを実行します。プログラムを実行します。
     

F.2.4. sbin/init プログラムプログラム

      sbin/init プログラムプログラム (init ともとも  呼ばれる呼ばれる) は、ブートプロセスの残りの部分を調整し、ユーザーのたは、ブートプロセスの残りの部分を調整し、ユーザーのた
めに環境を設定します。めに環境を設定します。
     

      init コマンドが起動すると、システム上で自動的に起動するすべてのプロセスの親または祖父母にコマンドが起動すると、システム上で自動的に起動するすべてのプロセスの親または祖父母に
なります。まず、なります。まず、/etc/rc.d/rc.sysinit スクリプトを実行し、環境パスの設定、スワップの開始、ファイスクリプトを実行し、環境パスの設定、スワップの開始、ファイ
ルシステムのチェック、その他システム初期化に必要なすべてのステップを実行します。例えば、ほとルシステムのチェック、その他システム初期化に必要なすべてのステップを実行します。例えば、ほと
んどのシステムはクロックを使用しているので、んどのシステムはクロックを使用しているので、rc.sysinit はは /etc/sysconfig/clock 設定ファイルを読設定ファイルを読
み込んで、ハードウェアクロックを初期化します。他の例としては、初期化しなければならない特別なみ込んで、ハードウェアクロックを初期化します。他の例としては、初期化しなければならない特別な
シリアルポートプロセスがある場合、シリアルポートプロセスがある場合、rc.sysinit はは /etc/rc.serial ファイルを実行します。ファイルを実行します。
     

      init コマンドは、次にコマンドは、次に /etc/event.d ディレクトリーにある、ディレクトリーにある、各各 SysV init ランラン レベルでどのようにレベルでどのように
システムをセットアップすべきかを記述したジョブを処理します。ランレベルは、システムをセットアップすべきかを記述したジョブを処理します。ランレベルは、SysV 
/etc/rc.d/rc&lt;x &gt;. d/ ディレクトリーに記載されているサービスによって定義される状態、またはディレクトリーに記載されているサービスによって定義される状態、または 
モードモード であり、であり、&lt;x&gt;はは ランレベルの番号である。ランレベルの番号である。SysV init のランレベルについての詳細のランレベルについての詳細
は、は、「「SysV Init Runlevels」」 を参照してください。を参照してください。
     

      次に、次に、init コマンドは、システムのソース関数ライブラリーであるコマンドは、システムのソース関数ライブラリーである /etc/rc.d/init.d/functions を設定を設定
し、プログラムの起動、終了、し、プログラムの起動、終了、PID の決定方法などを設定する。の決定方法などを設定する。
     

      init プログラムは、適切なプログラムは、適切な rc ディレクトリーで、ディレクトリーで、/etc/inittab でデフォルトとして指定されたランレでデフォルトとして指定されたランレ
ベルを探して、すべてのバックグラウンドプロセスを開始します。ベルを探して、すべてのバックグラウンドプロセスを開始します。rc ディレクトリーは、ランレベルにディレクトリーは、ランレベルに
対応した番号が付けられています。例えば、対応した番号が付けられています。例えば、/etc/rc.d/rc5.d/はは ランレベルランレベル 5 用のディレクトリーです。用のディレクトリーです。
     

      ランレベルランレベル 5 で起動する場合、で起動する場合、init プログラムはプログラムは /etc/rc.d/rc5.d/ ディレクトリーを検索して、どのディレクトリーを検索して、どの
プロセスを起動停止するかを決定します。プロセスを起動停止するかを決定します。
     

      以下は、以下は、/etc/rc.d/rc5.d/ ディレクトリーの一覧の例です。ディレクトリーの一覧の例です。
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K05innd -> ../init.d/innd
K05saslauthd -> ../init.d/saslauthd
K10dc_server -> ../init.d/dc_server
K10psacct -> ../init.d/psacct
K10radiusd -> ../init.d/radiusd
K12dc_client -> ../init.d/dc_client
K12FreeWnn -> ../init.d/FreeWnn
K12mailman -> ../init.d/mailman
K12mysqld -> ../init.d/mysqld
K15httpd -> ../init.d/httpd
K20netdump-server -> ../init.d/netdump-server
K20rstatd -> ../init.d/rstatd
K20rusersd -> ../init.d/rusersd
K20rwhod -> ../init.d/rwhod
K24irda -> ../init.d/irda
K25squid -> ../init.d/squid
K28amd -> ../init.d/amd
K30spamassassin -> ../init.d/spamassassin
K34dhcrelay -> ../init.d/dhcrelay
K34yppasswdd -> ../init.d/yppasswdd
K35dhcpd -> ../init.d/dhcpd
K35smb -> ../init.d/smb
K35vncserver -> ../init.d/vncserver
K36lisa -> ../init.d/lisa
K45arpwatch -> ../init.d/arpwatch
K45named -> ../init.d/named
K46radvd -> ../init.d/radvd
K50netdump -> ../init.d/netdump
K50snmpd -> ../init.d/snmpd
K50snmptrapd -> ../init.d/snmptrapd
K50tux -> ../init.d/tux
K50vsftpd -> ../init.d/vsftpd
K54dovecot -> ../init.d/dovecot
K61ldap -> ../init.d/ldap
K65kadmin -> ../init.d/kadmin
K65kprop -> ../init.d/kprop
K65krb524 -> ../init.d/krb524
K65krb5kdc -> ../init.d/krb5kdc
K70aep1000 -> ../init.d/aep1000
K70bcm5820 -> ../init.d/bcm5820
K74ypserv -> ../init.d/ypserv
K74ypxfrd -> ../init.d/ypxfrd
K85mdmpd -> ../init.d/mdmpd
K89netplugd -> ../init.d/netplugd
K99microcode_ctl -> ../init.d/microcode_ctl
S04readahead_early -> ../init.d/readahead_early
S05kudzu -> ../init.d/kudzu
S06cpuspeed -> ../init.d/cpuspeed
S08ip6tables -> ../init.d/ip6tables
S08iptables -> ../init.d/iptables
S09isdn -> ../init.d/isdn
S10network -> ../init.d/network
S12syslog -> ../init.d/syslog
S13irqbalance -> ../init.d/irqbalance
S13portmap -> ../init.d/portmap
S15mdmonitor -> ../init.d/mdmonitor
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S15zebra -> ../init.d/zebra
S16bgpd -> ../init.d/bgpd
S16ospf6d -> ../init.d/ospf6d
S16ospfd -> ../init.d/ospfd
S16ripd -> ../init.d/ripd
S16ripngd -> ../init.d/ripngd
S20random -> ../init.d/random
S24pcmcia -> ../init.d/pcmcia
S25netfs -> ../init.d/netfs
S26apmd -> ../init.d/apmd
S27ypbind -> ../init.d/ypbind
S28autofs -> ../init.d/autofs
S40smartd -> ../init.d/smartd
S44acpid -> ../init.d/acpid
S54hpoj -> ../init.d/hpoj
S55cups -> ../init.d/cups
S55sshd -> ../init.d/sshd
S56rawdevices -> ../init.d/rawdevices
S56xinetd -> ../init.d/xinetd
S58ntpd -> ../init.d/ntpd
S75postgresql -> ../init.d/postgresql
S80sendmail -> ../init.d/sendmail
S85gpm -> ../init.d/gpm
S87iiim -> ../init.d/iiim
S90canna -> ../init.d/canna
S90crond -> ../init.d/crond
S90xfs -> ../init.d/xfs
S95atd -> ../init.d/atd
S96readahead -> ../init.d/readahead
S97messagebus -> ../init.d/messagebus
S97rhnsd -> ../init.d/rhnsd
S99local -> ../rc.local

      このリストにあるように、実際にサービスを起動停止するスクリプトは、このリストにあるように、実際にサービスを起動停止するスクリプトは、/etc/rc.d/rc5.d/ ディレクディレク
トリーには一つも配置されていない。むしろ、トリーには一つも配置されていない。むしろ、/etc/rc.d/rc5.d/ にあるすべてのファイルにあるすべてのファイル
は、は、/etc/rc.d/init.d/ ディレクトリーにあるスクリプトを指すディレクトリーにあるスクリプトを指す シンボリックリンクシンボリックリンク である。シンボリッである。シンボリッ
クリンクはクリンクは 各各 rc ディレクトリーで使用され、シンボリックリンクを作成、変更、削除することによディレクトリーで使用され、シンボリックリンクを作成、変更、削除することによ
り、それらが参照する実際のスクリプトに影響を与えることなくランレベルを再設定することができまり、それらが参照する実際のスクリプトに影響を与えることなくランレベルを再設定することができま
す。す。
     

      各シンボリックリンクの名前は、各シンボリックリンクの名前は、K またはまたはS のどちらかで始まります。のどちらかで始まります。K のリンクはそのランレベのリンクはそのランレベ
ルで強制終了されるプロセスで、ルで強制終了されるプロセスで、S で始まるものは起動されます。で始まるものは起動されます。
     

      init コマンドは、まず、コマンドは、まず、/etc/rc.d/init.d/&lt;command&gt; stop コマンドを発行して、ディレクトコマンドを発行して、ディレクト
リー内のすべてのリー内のすべてのK シンボリックリンクを停止します。ここでシンボリックリンクを停止します。ここで &lt;command&gt;はは 停止するプロセス停止するプロセス
です。そして、です。そして、/etc/rc.d/init.d/&lt;command&gt; start を発行してを発行してS のすべてのシンボリックリンクをのすべてのシンボリックリンクを
開始します。開始します。
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注記注記

       システムの起動が完了した後、システムの起動が完了した後、root でログインして同じスクリプトを実行し、サーでログインして同じスクリプトを実行し、サー
ビスを起動停止することができます。例えば、ビスを起動停止することができます。例えば、/etc/rc.d/init.d/httpd stop というという コマンコマン
ドは、ドは、Apache HTTP Server を停止させます。を停止させます。
      

      各シンボリックリンクには、開始の順番を決めるための番号が振られています。この数値を変更す各シンボリックリンクには、開始の順番を決めるための番号が振られています。この数値を変更す
ることで、サービスの起動停止順を変更することができます。数字が小さいほど早く開始されます。同ることで、サービスの起動停止順を変更することができます。数字が小さいほど早く開始されます。同
じ番号のシンボリックリンクは、アルファベット順に開始されます。じ番号のシンボリックリンクは、アルファベット順に開始されます。
     

注記注記

       init プログラムが最後に実行するもののプログラムが最後に実行するものの 1 つが、つが、/etc/rc.d/rc.local ファイルです。こファイルです。こ
のファイルは、システムのカスタマイズに便利です。のファイルは、システムのカスタマイズに便利です。rc.local ファイルの使用方法についファイルの使用方法につい
ては、ては、「ブート時に追加プログラムを実行する」「ブート時に追加プログラムを実行する」 を参照してください。を参照してください。
      

      init コマンドがランレベルに適切なコマンドがランレベルに適切な rc ディレクトリーを進行した後、ディレクトリーを進行した後、アップスタートはアップスタートは 
/etc/event.d ディレクトリーのジョブ定義によってランレベルに割り当てられた各仮想コンソールディレクトリーのジョブ定義によってランレベルに割り当てられた各仮想コンソール (ロロ
グインプロンプトグインプロンプト) 用に用に /sbin/mingetty プロセスをフォークします。ランレベルプロセスをフォークします。ランレベル 2~5 にはには 6 台すべての台すべての
バーチャルコンソールがあり、ランレベルバーチャルコンソールがあり、ランレベル 1(シングルユーザーモードシングルユーザーモード) にはには 1 台、ランレベル台、ランレベル 0 とと 6 にに

はは 1 台もありません。台もありません。sbin/mingetty プロセスは、プロセスは、tty デバイスへの通信経路を開きます。デバイスへの通信経路を開きます。[18]を設定を設定
し、ログインプロンプトを表示し、ユーザーのユーザー名とパスワードを受け入れ、ログイン処理を開し、ログインプロンプトを表示し、ユーザーのユーザー名とパスワードを受け入れ、ログイン処理を開
始します。始します。
     

      ランレベルランレベル 5 では、では、アップスタートはアップスタートは /etc/X11/prefdm と呼ばれるスクリプトを実行しまと呼ばれるスクリプトを実行しま

す。す。prefdm スクリプトは、優先スクリプトは、優先 X ディスプレイマネージャーを実行します。ディスプレイマネージャーを実行します。[19] -  
etc/sysconfig/desktop ファイルの内容に応じて、ファイルの内容に応じて、gdm、、kdm、、xdm のいずれかを使用します。のいずれかを使用します。
     

      終了すると、ランレベル終了すると、ランレベル 5 で動作し、ログイン画面が表示されます。で動作し、ログイン画面が表示されます。
     

F.2.5. 職務の定義職務の定義

      以前は、以前は、sysvinit パッケージがデフォルト設定のパッケージがデフォルト設定の init デーモンを提供していました。このデーモンを提供していました。この init デーデー
モンは、システム起動時にモンは、システム起動時に /etc/inittab スクリプトを実行し、ランレベルごとに定義されたシステムプスクリプトを実行し、ランレベルごとに定義されたシステムプ
ロセスを起動させる。デフォルトの設定では、ロセスを起動させる。デフォルトの設定では、upstart パッケージが提供するイベント駆動型のパッケージが提供するイベント駆動型の init 
デーモンが使用されるようになりました。特定のデーモンが使用されるようになりました。特定の イベントがイベントが 発生するたびに、発生するたびに、init デーモンはデーモンは 
/etc/event.d ディレクトリーに格納されているディレクトリーに格納されている ジョブをジョブを 処理します。処理します。init デーモンは、システムの起動デーモンは、システムの起動
をこのようなイベントとして認識します。をこのようなイベントとして認識します。
     

      各ジョブには通常、プログラムと、そのプログラムを実行または停止するための各ジョブには通常、プログラムと、そのプログラムを実行または停止するための init のの  トリガーとトリガーと

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

786



なるイベントが指定されます。ジョブによってはなるイベントが指定されます。ジョブによっては タスクとしてタスクとして 構築され、アクションを実行した後、構築され、アクションを実行した後、
別のイベントがジョブを再度トリガーするまで終了するものもあります。その他のジョブは別のイベントがジョブを再度トリガーするまで終了するものもあります。その他のジョブは サービスとサービスと
してして 構築され、他のイベント構築され、他のイベント (またはユーザーまたはユーザー) が停止するまでが停止するまで init がが  実行され続けます。実行され続けます。
     

      例えば，例えば， /etc/events.d/tty2 ジョブは，システムが起動してからシャットダウンするまで，あるいはジョブは，システムが起動してからシャットダウンするまで，あるいは
他のイベント他のイベント (ランレベル変更などランレベル変更など) で停止するまで，で停止するまで， tty2 上の仮想端末を維持するためのサービスで上の仮想端末を維持するためのサービスで
ある．その間に仮想端末が予期せず停止した場合、ある．その間に仮想端末が予期せず停止した場合、init がが  再起動するようにジョブが構築されていま再起動するようにジョブが構築されていま
す。す。
     

# tty2 - getty
#
# This service maintains a getty on tty2 from the point the system is
# started until it is shut down again.

start on stopped rc2
start on stopped rc3
start on stopped rc4
start on started prefdm

stop on runlevel 0
stop on runlevel 1
stop on runlevel 6

respawn
exec /sbin/mingetty tty2

F.3. ブート時に追加プログラムを実行するブート時に追加プログラムを実行する

     /etc/rc.d/rc.local スクリプトは、起動時やランレベル変更時にスクリプトは、起動時やランレベル変更時に init コマンドで実行されます。このスコマンドで実行されます。このス
クリプトの下にコマンドを追加することで、クリプトの下にコマンドを追加することで、/etc/rc.d/init.d/ ディレクトリーに複雑な初期化スクリプトディレクトリーに複雑な初期化スクリプト
を書いたり、シンボリックリンクを作成することなく、特殊サービスの起動やデバイスの初期化など必を書いたり、シンボリックリンクを作成することなく、特殊サービスの起動やデバイスの初期化など必
要な作業を簡単に実行することができます。要な作業を簡単に実行することができます。
    

     ブート時にシリアルポートを設定する必要がある場合は、ブート時にシリアルポートを設定する必要がある場合は、/etc/rc.serial スクリプトを使用します。スクリプトを使用します。
このスクリプトは、システムのシリアルポートを設定するために、このスクリプトは、システムのシリアルポートを設定するために、setserial コマンドを実行します。コマンドを実行します。
詳細は、詳細は、setserial のの  マニュアルページを参照してください。マニュアルページを参照してください。
    

F.4. SYSV INIT RUNLEVELS

     SysV init ランレベルシステムは、ランレベルの初期化時にランレベルシステムは、ランレベルの初期化時に init がが  起動または停止するプログラムを起動または停止するプログラムを
制御するための標準的なプロセスを提供します。制御するための標準的なプロセスを提供します。SysV init が選ばれたのは、従来のが選ばれたのは、従来の BSD スタイルのスタイルの 
init プロセスよりも使いやすく、柔軟性が高いからです。プロセスよりも使いやすく、柔軟性が高いからです。
    

     SysV init の設定ファイルは、の設定ファイルは、 /etc/rc.d/ ディレクトリーに配置されています。このディレクトリーのディレクトリーに配置されています。このディレクトリーの
中には、中には、rc , rc.local , rc.sysinit、そして、オプションで、、そして、オプションで、rc.serial スクリプトと、以下のディレクトスクリプトと、以下のディレクト

付録付録F ブートプロセス、イニシエーション、シャットダウンブートプロセス、イニシエーション、シャットダウン

787



リーが含まれています。リーが含まれています。
    

init.d/ rc0.d/ rc1.d/ rc2.d/ rc3.d/ rc4.d/ rc5.d/ rc6.d/

     init.d/ ディレクトリーには、ディレクトリーには、/sbin/init コマンドがサービスを制御する際に使用するスクリプトが格コマンドがサービスを制御する際に使用するスクリプトが格
納されています。番号の付いた各ディレクトリーは、納されています。番号の付いた各ディレクトリーは、Red Hat Enterprise Linux でデフォルトで設定さでデフォルトで設定さ
れているれている 6 つのランレベルを表します。つのランレベルを表します。
    

F.4.1. ランレベルランレベル

      SysV init のランレベルは、システムによって異なる使い方ができるという考え方を軸にしていまのランレベルは、システムによって異なる使い方ができるという考え方を軸にしていま
す。例えば、す。例えば、X Window System が生み出すシステムリソースの足かせがなければ、サーバーはより効が生み出すシステムリソースの足かせがなければ、サーバーはより効
率的に動作します。あるいは、ランレベル率的に動作します。あるいは、ランレベル 1 でディスクの破損を修復するような診断作業を行うためでディスクの破損を修復するような診断作業を行うため
に、システム管理者がより低いランレベルでシステムを操作する必要がある場合もある。に、システム管理者がより低いランレベルでシステムを操作する必要がある場合もある。
     

      与えられたランレベルの特性は、どのサービスが与えられたランレベルの特性は、どのサービスが init によってによって  停止され、開始されるかを決定しま停止され、開始されるかを決定しま
す。例えば、ランレベルす。例えば、ランレベル 1(シングルユーザーモードシングルユーザーモード) はネットワークサービスを停止し、ランレベルはネットワークサービスを停止し、ランレベル 3 
はこれらのサービスを開始します。特定のランレベルに特定のサービスを停止または起動するように割はこれらのサービスを開始します。特定のランレベルに特定のサービスを停止または起動するように割
り当てることで、り当てることで、init はは  ユーザーが手動でサービスを停止および起動することなく、マシンのモードをユーザーが手動でサービスを停止および起動することなく、マシンのモードを
迅速に変更することができます。迅速に変更することができます。
     

      Red Hat Enterprise Linux では、以下のランレベルがデフォルトで定義されています。では、以下のランレベルがデフォルトで定義されています。
     

         0 - 停止停止
        

         1 - シングルユーザーテキストモードシングルユーザーテキストモード
        

         2 - 未使用未使用 (ユーザー定義可ユーザー定義可)
        

         3 - フルマルチユーザーテキストモードフルマルチユーザーテキストモード
        

         4 - 未使用未使用 (ユーザー定義可ユーザー定義可)
        

         5 - フルマルチユーザーグラフィカルモードフルマルチユーザーグラフィカルモード (X ベースのログイン画面あベースのログイン画面あ
りり)
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         6 - リブートリブート
        

      一般的に、ユーザーは一般的に、ユーザーは Red Hat Enterprise Linux をランレベルをランレベル 3 またはランレベルまたはランレベル 5 (どちらも完どちらも完
全なマルチユーザーモード全なマルチユーザーモード) で操作します。ランレベルで操作します。ランレベル 2、、4 は使用しないため、ユーザーが特定のニーは使用しないため、ユーザーが特定のニー
ズに合わせてカスタマイズすることもある。ズに合わせてカスタマイズすることもある。
     

      システムのデフォルトランレベルは、システムのデフォルトランレベルは、/etc/inittab にに 記載されています。システムのデフォルトのラ記載されています。システムのデフォルトのラ
ンレベルを知るには、ンレベルを知るには、/etc/inittab のの 一番下にある次のような行を探します。一番下にある次のような行を探します。
     

id:5:initdefault:

      この例で記載されているデフォルトのランレベルは、最初のコロンの後の数字が示すように、この例で記載されているデフォルトのランレベルは、最初のコロンの後の数字が示すように、5 でで
す。変更するには、す。変更するには、root でで /etc/inittab をを 編集してください。編集してください。
     

警告警告

       etc/inittab を編集する際は、十分に注意してください。単純なタイプミスが原を編集する際は、十分に注意してください。単純なタイプミスが原
因で、システムが起動できなくなることがあります。このような場合は、起動因で、システムが起動できなくなることがあります。このような場合は、起動 CD 
やや DVD を使用するか、シングルユーザーモードにするか、レスキューモードにすを使用するか、シングルユーザーモードにするか、レスキューモードにす
るかして、コンピューターを起動し、ファイルを修復してください。るかして、コンピューターを起動し、ファイルを修復してください。
      

       シングルユーザーモードとレスキューモードの詳細については、シングルユーザーモードとレスキューモードの詳細については、36章章基本的な基本的な
システムの復元システムの復元 を参照してください。を参照してください。
      

      ブートローダーがカーネルに渡す引数を変更することで、ブート時のデフォルトランレベルを変更ブートローダーがカーネルに渡す引数を変更することで、ブート時のデフォルトランレベルを変更
することが可能である。ブート時にランレベルを変更する方法については、することが可能である。ブート時にランレベルを変更する方法については、「ブート時にランレベルを「ブート時にランレベルを
変更する」変更する」 を参照してください。を参照してください。
     

F.4.2. ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

      ランレベルを設定する最も良い方法のランレベルを設定する最も良い方法の 1 つは、つは、initscript ユーティリティーをユーティリティーを 使用することです。使用することです。
これらのツールは、これらのツールは、SysV init ディレクトリー階層内のファイルを管理する作業を簡素化するために設ディレクトリー階層内のファイルを管理する作業を簡素化するために設
計されており、システム管理者は、計されており、システム管理者は、/etc/rc.d/のの サブディレクトリー内の多数のシンボリックリンクをサブディレクトリー内の多数のシンボリックリンクを
直接操作する必要から解放されます。直接操作する必要から解放されます。
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      Red Hat Enterprise Linux では、このようなユーティリティーをでは、このようなユーティリティーを 3 つ提供しています。つ提供しています。
     

        /sbin/chkconfig - /sbin/chkconfig ユーティリティーはユーティリティーは /etc/rc.d/init.d/ ディレクトリー階ディレクトリー階
層を維持するためのシンプルなコマンドラインツールです。層を維持するためのシンプルなコマンドラインツールです。
       

        /usr/sbin/ntsysv - ncurses ベースのベースの /sbin/ntsysv ユーティリティーは、対話的なテキスユーティリティーは、対話的なテキス
トベースのインターフェイスを提供し、トベースのインターフェイスを提供し、chkconfig より使いやすいと感じる人もいるようでより使いやすいと感じる人もいるようで
す。す。
       

        サービス設定ツールサービス設定ツール - グラフィカルなグラフィカルな サービス設定ツールサービス設定ツール(system-config-services) プロプロ
グラムは、ランレベルを設定するための柔軟なユーティリティーです。グラムは、ランレベルを設定するための柔軟なユーティリティーです。
       

      これらのツールに関する詳細については、これらのツールに関する詳細については、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide のの 
『『Services and Daemons』』 という章を参照してください。という章を参照してください。
     

F.5. シャットダウンシャットダウン

     Red Hat Enterprise Linux をシャットダウンするには、をシャットダウンするには、root ユーザーがユーザーが /sbin/shutdown コマンドコマンド
を発行することができます。を発行することができます。shutdown のの man ページにオプションの完全なリストがありますが、最ページにオプションの完全なリストがありますが、最
も一般的な使い方はも一般的な使い方は 2 つです。つです。
    

/sbin/shutdown -h now

     およびおよび
    

/sbin/shutdown -r now

     すべてをシャットダウンした後、すべてをシャットダウンした後、-h オプションでマシンを停止し、オプションでマシンを停止し、-r オプションでリブートしまオプションでリブートしま
す。す。
    

     PAM コンソールユーザーは、ランレベルコンソールユーザーは、ランレベル 1~5 の間、の間、reboot およびおよび halt コマンドを使用してシステコマンドを使用してシステ
ムをシャットダウンすることができます。ムをシャットダウンすることができます。PAM コンソールユーザーの詳細については、コンソールユーザーの詳細については、Red Hat 
Enterprise Linux Deployment Guide を参照してください。を参照してください。
    

     コンピューターの電源が自動的に落ちない場合は、システムが停止していることを示すメッセージコンピューターの電源が自動的に落ちない場合は、システムが停止していることを示すメッセージ
が表示されるまで、コンピューターの電源を切らないように注意してください。が表示されるまで、コンピューターの電源を切らないように注意してください。
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     このメッセージが表示されるまで待たないと、すべてのハードドライブパーティションがアンマウこのメッセージが表示されるまで待たないと、すべてのハードドライブパーティションがアンマウ
ントされていないことになり、ファイルシステムが破壊される可能性があります。ントされていないことになり、ファイルシステムが破壊される可能性があります。
    

[17] 
        GRUB はは ext3 およびおよび ext4 ファイルシステムをファイルシステムを ext2 として読み込み、ジャーナルファイルを無視として読み込み、ジャーナルファイルを無視
します。します。
       

[18] 
       tty デバイスの詳細については、デバイスの詳細については、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参照してくださを参照してくださ
い。い。
      

[19] 
       ディスプレイマネージャーの詳細については、ディスプレイマネージャーの詳細については、Red Hat Enterprise Linux Deployment Guide を参を参
照してください。照してください。
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付録付録G BUSYBOX コマンドの代替となるものコマンドの代替となるもの

    以前の以前の Red Hat Enterprise Linux のリリースとは異なり、のリリースとは異なり、Red Hat Enterprise Linux 6 にはプレイにはプレイ
ンストール環境とポストインストール環境でシェルコマンドを提供するンストール環境とポストインストール環境でシェルコマンドを提供する busybox のバージョンは含まのバージョンは含ま
れていません。れていません。表表G.1「「busybox コマンドの代替となるもの」コマンドの代替となるもの」 にはには busybox コマンドのリスト、コマンドのリスト、bash 
でで 同じ機能を実装する同等の方法、そして同じ機能を実装する同等の方法、そして %pre とと %post 環境でのこれらの代替手段の利用可能性が環境でのこれらの代替手段の利用可能性が
含まれています。また、この表にはコマンドの正確なパスが示されていますが、インストール環境では含まれています。また、この表にはコマンドの正確なパスが示されていますが、インストール環境では
環境変数環境変数PATH が設定されているため、一般にパスを指定する必要はありません。が設定されているため、一般にパスを指定する必要はありません。
   

    コマンドをコマンドを %post でしか利用できない場合、コマンドはターゲットシステムで実行されているたでしか利用できない場合、コマンドはターゲットシステムで実行されているた
め、そのコマンドを提供するパッケージがインストールされているかどうかで、利用できるかどうかがめ、そのコマンドを提供するパッケージがインストールされているかどうかで、利用できるかどうかが
決まります。決まります。表表G.1「「busybox コマンドの代替となるもの」コマンドの代替となるもの」 のの New command or alternative 欄に表欄に表
示されるすべてのコマンドは示されるすべてのコマンドは Red Hat Enterprise Linux 6 で利用可能ですが、インストールされたシスで利用可能ですが、インストールされたシス
テムですべてのコマンドが利用可能なわけではありません。テムですべてのコマンドが利用可能なわけではありません。
   

    使用できないコマンドのリストがある場合、使用できないコマンドのリストがある場合、Python スクリプトで同等の機能を作成できる可能性がスクリプトで同等の機能を作成できる可能性が
あります。あります。Python 言語は、言語は、%pre とと %post スクリプトの作者が、すぐに使えるスクリプトの作者が、すぐに使える Python モジュールのモジュールの
セットと一緒に利用できます。そのため、インストール環境で特定のコマンドが利用できない場合は、セットと一緒に利用できます。そのため、インストール環境で特定のコマンドが利用できない場合は、
スクリプト言語としてスクリプト言語として Python を使用することをお勧めします。を使用することをお勧めします。
   

表表G.1 busybox コマンドの代替となるものコマンドの代替となるもの

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品

addgroup no yes /usr/sbin/groupadd

adduser no yes /usr/sbin/useradd

adjtimex no no none

ar no yes /usr/bin/ar

アーチングアーチング yes yes /sbin/arping or 
/usr/sbin/arping

灰灰 yes yes /bin/bash

アークアーク yes yes /sbin/awk, 
/sbin/gawk, or 

/usr/bin/gawk [a]

basename yes yes /bin/bash [b], 
/usr/bin/basename
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bbconfig no no none — this command is
a specific to Busybox

bunzip2 yes yes /usr/bin/bunzip2, 
/usr/bin/bzip2 -d

busybox no no none

bzcat yes yes /usr/bin/bzcat, 
/usr/bin/bzip2 -dc

cal no yes /usr/bin/cal

cat yes yes /usr/bin/cat

catv no no cat -vET or cat -A

chattr yes yes /usr/bin/chattr

chgrp yes yes /usr/bin/chgrp

chmod yes yes /usr/bin/chmod

chown yes yes /usr/bin/chown

chroot yes yes /usr/sbin/chroot

chvt yes yes /usr/bin/chvt

cksum no yes /usr/bin/cksum

clear yes yes /usr/bin/clear

cmp no yes /usr/bin/cmp

comm no yes /usr/bin/comm

cp yes yes /usr/bin/cp

cpio yes yes /usr/bin/cpio

crond no no none — no daemons
available to scriptlets

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品

付録付録G BUSYBOX コマンドの代替となるものコマンドの代替となるもの

793



crontab no yes /usr/bin/crontab

切り身切り身 yes yes /usr/bin/cut

date yes yes /usr/bin/date

dc no yes /usr/bin/dc

dd yes yes /usr/bin/dd

deallocvt no yes /usr/bin/deallocvt

delgroup no yes /usr/sbin/groupdel

deluser no yes /usr/sbin/userdel

devfsd no no none — Red Hat
Enterprise Linux does
not use devfs

df yes yes /usr/bin/df

diff no yes /usr/bin/diff

dirname yes yes /bin/bash [c], 
/usr/bin/dirname

dmesg yes yes /usr/bin/dmesg

dnsd no no none — no daemons
available to scriptlets

dos2unix no no sed 's/.$//'

dpkg no no none — no support for
Debian packages

dpkg-deb no no none — no support for
Debian packages

du yes yes /usr/bin/du

dumpkmap no no none

dumpleases no no none

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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e2fsck yes yes /usr/sbin/e2fsck

e2label yes yes /usr/sbin/e2label

echo yes yes /usr/bin/echo

ed no no /sbin/sed, 
/usr/bin/sed

egrep yes yes /sbin/egrep, 
/usr/bin/egrep

eject yes yes /usr/bin/eject

env yes yes /usr/bin/env

ether-wake no no none

expr yes yes /usr/bin/expr

fakeidentd no no none — no daemons
available to scriptlets

false yes yes /usr/bin/false

fbset no yes /usr/sbin/fbset

fdflush no no none

fdformat no yes /usr/bin/fdformat

fdisk yes yes /usr/sbin/fdisk

fgrep yes yes /sbin/fgrep、/usr/bin/
fgrep

find yes yes /usr/bin/find

findfs no no none

fold no yes /usr/bin/fold

free no yes /usr/bin/free

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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freeramdisk no no none

fsck yes yes /usr/sbin/fsck

fsck.ext2 yes yes /usr/sbin/fsck.ext2、/
usr/sbin/e2fsck

fsck.ext3 yes yes /usr/sbin/fsck.ext3、/
usr/sbin/e2fsck

fsck.minix no no none — no support for
the Minix file system

ftpget yes yes /usr/bin/ftp or Python
ftplib module

ftpput yes yes /usr/bin/ftp or Python
ftplib module

fuser no yes /sbin/fuser

getopt no yes /usr/bin/getopt

Getty no no none

grep yes yes /sbin/grep、/usr/bin/
grep

gunzip yes yes /usr/bin/gunzip, 
/usr/bin/gzip -d

gzip yes yes /usr/bin/gzip

hdparm yes yes /usr/sbin/hdparm

head yes yes /usr/bin/head

hexdump no yes /usr/bin/hexdump

hostid no yes /usr/bin/hostid またまた
はは Python

hostname yes yes /sbin/hostname、/us
r/bin/hostname

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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httpd no no none — no daemons
available to scriptlets

hush no no none

hwclock yes yes /usr/sbin/hwclock

id no yes /usr/bin/id または
Python

ifconfig yes yes /sbin/ifconfig、/usr/s
bin/ifconfig

ifdown no no ifconfig device down

ifup no no ifconfig device up

inetd no no none — no daemons
available to scriptlets

insmod yes yes /sbin/insmod、/usr/s
bin/insmod

install no yes /usr/bin/install or 
mkdir/cp/chmod/cho
wn/chgrp

ip yes yes /sbin/ip、/usr/sbin/ip

ipaddr no no ifconfig または ip

ipcalc yes yes /sbin/ipcalc、/usr/bin
/ipcalc

ipcrm no yes /usr/bin/ipcrm

ipcs no yes /usr/bin/ipcs

iplink no no ip

iproute no no ip

iptunnel no yes /sbin/iptunnel

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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kill yes yes /sbin/kill、/usr/bin/kil
l

killall yes yes /usr/bin/killall

lash no no none

last no yes /usr/bin/last

長さ長さ no no Python or bash

less yes yes /usr/bin/less

linux32 no no none

linux64 no no none

ln yes yes /sbin/ln、/usr/bin/ln

load_policy yes yes /sbin/load_policy, 
/usr/sbin/load_policy

loadfont no no none

loadkmap no no none

login yes yes /usr/bin/login

logname no yes /usr/bin/logname

losetup yes yes /usr/bin/losetup

ls yes yes /usr/bin/ls

lsattr yes yes /usr/bin/lsattr

lsmod yes yes /usr/bin/lsmod

lzmacat no yes /usr/bin/lzmadec

makedevs no no /usr/bin/mknod

md5sum yes yes /usr/bin/md5sum

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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mdev no no none

mesg no yes /usr/bin/mesg

mkdir yes yes /sbin/mkdir、/usr/bin
/mkdir

mke2fs yes yes /usr/sbin/mke2fs

mkfifo no yes /usr/bin/mkfifo

mkfs.ext2 yes yes /usr/sbin/mkfs.ext2

mkfs.ext3 yes yes /usr/sbin/mkfs.ext3

mkfs.minix no no none — no support for
Minix filesystem

mknod yes yes /usr/bin/mknod

mkswap yes yes /usr/sbin/mkswap

mktemp yes yes /usr/bin/mktemp

modprobe yes yes /sbin/modprobe、/us
r/sbin/modprobe

詳細情報詳細情報 yes yes /usr/bin/more

mount yes yes /sbin/mount、/usr/bi
n/mount

mountpoint no no Look at the output of
the mount command

msh no no none

mt yes yes /usr/bin/mt

mv yes yes /usr/bin/mv

nameif no no none

nc no yes /usr/bin/nc

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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netstat no yes /bin/netstat

nice no yes /bin/nice

nohup no yes /usr/bin/nohup

nslookup yes yes /usr/bin/nslookup

od no yes /usr/bin/od

openvt yes yes /usr/bin/openvt

passwd no yes /usr/bin/passwd

patch no yes /usr/bin/patch

pidof yes yes /usr/sbin/pidof

ping yes yes /usr/bin/ping

ping6 no yes /bin/ping6

pipe_progress no no none

pivot_root no yes /sbin/pivot_root

printenv no yes /usr/bin/printenv

printf no yes /usr/bin/printf

ps yes yes /usr/bin/ps

pwd yes yes /usr/bin/pwd

rdate no yes /usr/bin/rdate

readlink yes yes /sbin/readlink,/usr/bi
n/readlink

readprofile no yes /usr/sbin/readprofile

realpath no no Python 
os.path.realpath()

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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renice no yes /usr/bin/renice

reset no yes /usr/bin/reset

rm yes yes /sbin/rm、/usr/bin/rm

rmdir yes yes /sbin/rmdir、/usr/bin/
rmdir

rmmod yes yes /sbin/rmmod、/usr/bi
n/rmmod

route yes yes /sbin/route、/usr/sbi
n/route

rpm yes yes /usr/bin/rpm

rpm2cpio no yes /usr/bin/rpm2cpio

run-parts no no none

runlevel no no none

rx no no none

sed yes yes /sbin/sed、/usr/bin/s
ed

seq no yes /usr/bin/seq

setarch no yes /usr/bin/setarch

setconsole no no none

setkeycodes no yes /usr/bin/setkeycodes

setlogcons no no none

setsid no yes /usr/bin/setsid

sh yes yes /sbin/sh、/usr/bin/sh

sha1sum yes yes /usr/bin/sha1sum

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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sleep yes yes /sbin/sleep、/usr/bin/
sleep

sort yes yes /usr/bin/sort

start-stop-daemon no no none

stat no yes /usr/bin/stat or Python 
os.stat()

strings no yes /usr/bin/strings

stty no yes /bin/stty

su no yes /bin/su

sulogin no yes /sbin/sulogin

sum no yes /usr/bin/sum

swapoff yes yes /usr/sbin/swapoff

swapon yes yes /usr/sbin/swapon

switch_root no yes /sbin/switch_root

sync yes yes /usr/bin/sync

sysctl no yes /sbin/sysctl

tail yes yes /usr/bin/tail

tar yes yes /usr/bin/tar

Tee yes yes /usr/bin/tee

telnet yes yes /usr/bin/telnet

telnetd no no none — no daemons
available to scriptlets

test no yes /usr/bin/test or [ in
bash

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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tftp no yes /usr/bin/tftp

time no yes /usr/bin/time or
Python

top yes yes /usr/bin/top

touch yes yes /sbin/touch、/usr/bin
/touch

tr no yes /usr/bin/tr or Python

traceroute no yes /bin/traceroute

true yes yes /usr/bin/true

tty no yes /usr/bin/tty

tune2fs yes yes /usr/sbin/tune2fs

udhcpc no no /sbin/dhclient

udhcpd no no none — no daemons
available to scriptlets

umount yes yes /sbin/umount、/usr/b
in/umount

uname no yes /bin/uname or Python 
os.uname()

uncompress no no none

uniq yes yes /usr/bin/uniq

unix2dos no no sed 's/$//'

unlzma no yes /usr/bin/unlzma

unzip no yes /usr/bin/unzip

uptime no yes /usr/bin/uptime or
Python reading 
/proc/uptime

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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usleep no yes /bin/usleep or Python

uudecode no yes /usr/bin/uudecode or
Python

uuencode no yes /usr/bin/uuencode or
Python

vconfig yes yes /usr/sbin/vconfig

vi yes yes /usr/bin/vi

vlock no no none

watch no yes /usr/bin/watch

watchdog no no none

wc yes yes /usr/bin/wc

wget yes yes /sbin/wget、/usr/bin/
wget

which no yes /usr/bin/which

who no yes /usr/bin/who

whoami no yes /usr/bin/whoami

xargs yes yes /usr/bin/xargs

はいはい no yes /usr/bin/yes

zcat yes yes /usr/bin/zcat

zcip no no NetworkManager
should take care of this

[a] Red Hat Enterprise Linux 6 ships with GNU awk rather than the busybox awk in the installation environment.

[b] GNU bash can provide basename functionality using string manipulation. If var="/usr/bin/command", then echo 
${var##*/} gives command.

[c] GNU bash can provide dirname functionality using string manipulation. If var="/usr/bin/command", then echo 
${var%/*} gives /usr/bin.

Busybox command %pre %post 新しいコマンドまたは代新しいコマンドまたは代
替品替品
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付録付録H その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

    詳細情報詳細情報  Anaconda (Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムインストールプログラム)は、プロジェクトのは、プロジェクトの Web 
ページページ にアクセスしにアクセスし https://fedoraproject.org/wiki/Anaconda ます。ます。
   

    anaconda システムおよびシステムおよび Red Hat Enterprise Linux システムは、共通のソフトウェアコンポーネシステムは、共通のソフトウェアコンポーネ
ントのセットを使用します。主なテクノロジーの詳細は、以下のントのセットを使用します。主なテクノロジーの詳細は、以下の Web サイトを参照してください。サイトを参照してください。
   

ブートローダーブートローダー

       Red Hat Enterprise Linux ではでは  GRUB ブートローダー。詳細は、を参照しブートローダー。詳細は、を参照し 
http://www.gnu.org/software/grub/ てください。てください。
      

ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

       Red Hat Enterprise Linux はは parted を使用してディスクを分割します。詳細は、を参照しを使用してディスクを分割します。詳細は、を参照し 
http://www.gnu.org/software/parted/ てください。てください。
      

ストレージ管理ストレージ管理

        論理ボリューム管理論理ボリューム管理 (LVM) では、管理者に対してさまざまなストレージ管理機能を提供しまでは、管理者に対してさまざまなストレージ管理機能を提供しま
す。デフォルトでは、す。デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux インストールプロセスはドライブをインストールプロセスはドライブを LVM ボリューボリュー
ムとしてフォーマットします。詳細は、を参照しムとしてフォーマットします。詳細は、を参照し http://www.tldp.org/HOWTO/LVM-HOWTO/ てくてく
ださい。ださい。
      

オーディオサポートオーディオサポート

       Red Hat Enterprise Linux で使用されるで使用される Linux カーネルには、カーネルには、  pulseaudio オーディオサーオーディオサー
バー。バー。PulseAudio の詳細は、プロジェクトドキュメントの詳細は、プロジェクトドキュメント を参照しを参照し  
http://www.freedesktop.org/wiki/Software/PulseAudio/Documentation/User/ てください。てください。
      

グラフィックシステムグラフィックシステム

       インストールシステムとインストールシステムと Red Hat Enterprise Linux の両方には、の両方には、  Xorg スイート：グラフィカスイート：グラフィカ
ル機能を提供します。ル機能を提供します。Xorg のコンポーネントは、ユーザーが対話するデスクトップ環境のディスプのコンポーネントは、ユーザーが対話するデスクトップ環境のディスプ
レイ、キーボード、マウスを管理します。詳細は、を参照しレイ、キーボード、マウスを管理します。詳細は、を参照し http://www.x.org/ てください。てください。
      

リモートディスプレイリモートディスプレイ

       Red Hat Enterprise Linux とと anaconda には、以下が含まれます。には、以下が含まれます。  グラフィカルディスプレイグラフィカルディスプレイ
へのリモートアクセスを可能にするへのリモートアクセスを可能にする VNC （仮想ネットワークコンピューティング）ソフトウェア。（仮想ネットワークコンピューティング）ソフトウェア。
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VNC の詳細は、の詳細は、RealVNC Web サイトサイト のドキュメントを参照しのドキュメントを参照し 
http://www.realvnc.com/support/documentation.html てください。てください。
      

コマンドラインインターフェイスコマンドラインインターフェイス

       デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux はは GNU bash シェルを使用してコマンドラインイシェルを使用してコマンドラインイ
ンターフェイスを提供します。ンターフェイスを提供します。GNU Core ユーティリティーは、コマンドライン環境を完了しまユーティリティーは、コマンドライン環境を完了しま
す。す。bash のの http://www.gnu.org/software/bash/bash.html 詳細は、を参照してください。詳細は、を参照してください。GNU 
Core ユーティリティーの詳細は、を参照してユーティリティーの詳細は、を参照して http://www.gnu.org/software/coreutils/ ください。ください。
      

リモートシステムアクセスリモートシステムアクセス

       Red Hat Enterprise Linux にはには  システムにリモートアクセスを提供するシステムにリモートアクセスを提供する OpenSSH スイート。スイート。
SSH  サービスは、他のシステムからのコマンドラインへのアクセス、リモートコマンド実行、ネッサービスは、他のシステムからのコマンドラインへのアクセス、リモートコマンド実行、ネッ
トワークファイルの転送など、多くの機能を有効にします。インストールプロセス中にトワークファイルの転送など、多くの機能を有効にします。インストールプロセス中に anaconda 
がが scpを使用する可能性があるを使用する可能性がある  クラッシュレポートをリモートシステムに転送するクラッシュレポートをリモートシステムに転送する OpenSSH の機の機
能。詳細は、能。詳細は、OpenSSH のの Web サイト（）を参照しサイト（）を参照し http://www.openssh.com/ てください。てください。
      

アクセス制御アクセス制御

        SELinux では、標準のでは、標準の Linux セキュリティー機能を補完するセキュリティー機能を補完する Mandatory Access Control 
(MAC) 機能を提供しています。詳細は、機能を提供しています。詳細は、SELinux プロジェクトページを参照しプロジェクトページを参照し 
http://www.nsa.gov/research/selinux/index.shtml てください。てください。
      

ファイアウォールファイアウォール

       Red Hat Enterprise Linux が使用するが使用する Linux カーネルには、カーネルには、netfilter フレームワークが組み込フレームワークが組み込
まれており、まれており、  ファイアウォールの機能。プロジェクトファイアウォールの機能。プロジェクト Web サイトは、サイトは、netfilter とと iptables 管理機管理機
能のドキュメント（）を提供し能のドキュメント（）を提供し http://netfilter.org/documentation/index.html ます。ます。
      

ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール

       Red Hat Enterprise Linux の使用の使用  yum: システムを設定するシステムを設定する RPM パッケージを管理します。パッケージを管理します。
詳細は、を参照し詳細は、を参照し http://yum.baseurl.org/ てください。てください。
      

仮想化仮想化

        仮想化では、同じコンピューターで複数のオペレーティングシステムを同時に実行できます。仮想化では、同じコンピューターで複数のオペレーティングシステムを同時に実行できます。
Red Hat Enterprise Linux には、セカンダリーシステムをには、セカンダリーシステムを Red Hat Enterprise Linux ホストにインホストにイン
ストールおよび管理するツールも含まれています。仮想化サポートは、インストールプロセス中まストールおよび管理するツールも含まれています。仮想化サポートは、インストールプロセス中ま
たはインストール後にいつでも選択できます。詳細は、からたはインストール後にいつでも選択できます。詳細は、から 
https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-enterprise-linux/ 入手できる入手できる 『『Red Hat 
Enterprise Linux Virtualization』』 ドキュメントを参照してください。ドキュメントを参照してください。
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   改訂番号は本ガイドに関するものであり、改訂番号は本ガイドに関するものであり、Red Hat Enterprise Linux のバージョン番号とは関係ありのバージョン番号とは関係あり
ません。ません。
  

   

改訂改訂 1.0-138 Tue Mar 14 2017 Petr Bokoč
非同期の更新

改訂改訂 1.0-137 Tue Mar 14 2017 Petr Bokoč
Red Hat Enterprise Linux 6.9 General Availability リリース

改訂改訂 1.0-131 Tue Mar 11 2016 Clayton Spicer
Red Hat Enterprise Linux 6.8 GA リリース

改訂改訂 1.0-127 Fri 10 Jul 2015 Petr Bokoč
Red Hat Enterprise Linux 6.7 GA リリース

改訂改訂 1.0-112 Wed Oct 08 2014 Petr Bokoč
Red Hat Enterprise Linux 6.6 GA release

改訂改訂 1.0-102 Thu Nov 07 2013 Petr Bokoč
Red Hat Enterprise Linux 6.5 GA release

改訂改訂 1.0-96 Tue Feb 19 2013 Jack Reed
Red Hat Enterprise Linux 6.4 GA リリースの 2 番目のバージョン

改訂改訂 1.0-95 Sun Feb 17 2013 Jack Reed
Red Hat Enterprise Linux 6.4 GA release

改訂改訂 1.0-41 Thu May 19 2011 Rüdiger Landmann
Red Hat Enterprise Linux 6.1 GA release

改訂改訂 1.0-0 Wed Aug 25 2010 Rüdiger Landmann
Red Hat Enterprise Linux 6.0 GA release

  

索引索引

シンボルシンボル

/boot パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

/root/install.log 
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インストールログファイルの場所インストールログファイルの場所, パッケージのインストールパッケージのインストール

/var/ パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

アレイアレイ (参照参照 RAID)

アンインストールアンインストール

IBM System zからから, IBM System z からのからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除

x86 ベースのシステムの場合ベースのシステムの場合, Removing Red Hat Enterprise Linux From x86-based Systems

インストールインストール

DVD, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

FTP, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストーを使用したインストー
ルル, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール , 
ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール

GUI, Anaconda を使用したインストールを使用したインストール, Anaconda を使用したインストールを使用したインストール, インストールフェーインストールフェー
ズズ 3: Anaconda を使用したインストールを使用したインストール

HTTP, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トールトール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トールトール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トールトール

mediacheck, 追加の起動オプション追加の起動オプション

network, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, ネットネット
ワークからのインストールの準備ワークからのインストールの準備

NFS, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, ネットワークからのイネットワークからのイ
ンストールの準備ンストールの準備, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, NFS 経由経由
でのインストールでのインストール

サーバー情報サーバー情報, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, NFS 経由でのインス経由でのインス
トールトール

starting, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

キックスタートキックスタート (参照参照 キックスタートインストールキックスタートインストール)

キーボードのナビゲーションキーボードのナビゲーション, キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動, キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動, キーボードをキーボードを
使用した移動使用した移動

シリアルモードシリアルモード, 追加の起動オプション追加の起動オプション

UTF-8, 追加の起動オプション追加の起動オプション

テキストモードテキストモード, 追加の起動オプション追加の起動オプション

ディスク領域ディスク領域, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?

ネットワークからネットワークから, 追加の起動オプション追加の起動オプション

ハードドライブハードドライブ, ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードハード
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ハードドライブハードドライブ, ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードハード
ドライブのインストールの準備ドライブのインストールの準備, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブのインストーハードドライブのインストー
ルの準備ルの準備, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール

パーティション設定パーティション設定,  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 ,  カスタムレカスタムレ
イアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更イアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 ,  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトカスタムレイアウトの作成またはデフォルト
レイアウトの変更レイアウトの変更 

プログラムプログラム

グラフィカルユーザーインターフェイスグラフィカルユーザーインターフェイス, グラフィカルインストールプログラムのユーザーイングラフィカルインストールプログラムのユーザーイン
ターフェイスターフェイス, グラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスグラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス, グラフィカルグラフィカル
インストールプログラムのユーザーインターフェイスインストールプログラムのユーザーインターフェイス

テキストモードのユーザーインターフェイステキストモードのユーザーインターフェイス, テキストモードのインストールプログラムユーテキストモードのインストールプログラムユー
ザーインターフェイスザーインターフェイス, テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス, テテ
キストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイスキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス

仮想コンソール仮想コンソール, 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記, Linux 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記

起動起動, インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

メソッドメソッド

DVD, インストール方法の選択インストール方法の選択

NFS イメージイメージ, インストール方法の選択インストール方法の選択

URL, インストール方法の選択インストール方法の選択

ハードドライブハードドライブ, インストール方法の選択インストール方法の選択

選択選択, インストール方法の選択インストール方法の選択

中止中止, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

インストールのキャンセルインストールのキャンセル, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

インストールのプランニングインストールのプランニング

System z, インストール前インストール前

インストールプログラムインストールプログラム

x86、、AMD64、および、および Intel 64

起動起動, x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログラムの起動システムでのインストールプログラムの起動

インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

 IBM System p , インストーラーの起動インストーラーの起動

インストール方法インストール方法

選択選択, インストール方法インストール方法, インストール方法インストール方法, インストール方法インストール方法

エクステンシブルファームウェアインターフェイスシェルエクステンシブルファームウェアインターフェイスシェル (参照参照 EFI シェルシェル)

カーネルオプションカーネルオプション, カーネルオプションカーネルオプション
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キックスタートキックスタート, キックスタートを使用したインストールの自動化キックスタートを使用したインストールの自動化, キックスタートを使用したインスキックスタートを使用したインス
トールの自動化トールの自動化

System z パラメーターファイルのパラメーターパラメーターファイルのパラメーター, キックスタートを使ったインストールのパラメーキックスタートを使ったインストールのパラメー
ターター

サブスクリプションサブスクリプション, インストール後のスクリプトでインストール後のスクリプトで subscription-manager を実行するを実行する

ファイルの表示方法ファイルの表示方法, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

キックスタートインストールキックスタートインストール, キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

CD-ROM ベースベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

flash-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

LVM, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

starting, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

ブートブート CD-ROM からから, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

インストールツリーインストールツリー, インストールツリーの準備インストールツリーの準備

ディスケットベースディスケットベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

ネットワークベースネットワークベース, ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備, インストールツリーの準備インストールツリーの準備

ファイルの場所ファイルの場所, キックスタートファイルの準備キックスタートファイルの準備

ファイルフォーマットファイルフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

キックスタートファイルキックスタートファイル

%include, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

%post, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

%pre, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

auth, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

authconfig, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

autopart, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

autostep, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

bootloader, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

CD-ROM ベースベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

clearpart, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

cmdline, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

device, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

driverdisk, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

fcoe, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

firewall, キックスタートのオプションキックスタートのオプション
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firstboot, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

flash-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

graphical, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

group, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

halt, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

ignoredisk, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

install, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

interactive, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

iscsi, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

iscsiname, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

lang, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

langsupport, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

logging, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

logvol, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

mediacheck, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

mouse, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

network, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

options, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

パーティショニングの例パーティショニングの例, 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

part, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

poweroff, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

raid , キックスタートのオプションキックスタートのオプション

reboot, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

rootpw, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

selinux, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

services , キックスタートのオプションキックスタートのオプション

shutdown, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

skipx, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

sshpw, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

text, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

timezone, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

unsupported_hardware, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

upgrade, キックスタートのオプションキックスタートのオプション
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user, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

vnc, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

volgroup, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

winbind, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

xconfig, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

zerombr, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

zfcp, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

インストール前の設定インストール前の設定, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

インストール後の設定インストール後の設定, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

インストール方法インストール方法, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

キーボードキーボード, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

ディスケットベースディスケットベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

ネットワークベースネットワークベース, ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備, インストールツリーの準備インストールツリーの準備

パッケージ選択の指定パッケージ選択の指定, パッケージの選択パッケージの選択

パーティションパーティション, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

フォーマットフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

作成作成, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

例例, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

別のファイルのコンテンツを含める別のファイルのコンテンツを含める, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

キーボードキーボード

configuration, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定

を使用したインストールプログラムの移動を使用したインストールプログラムの移動, キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動, キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動, 
キーボードを使用した移動キーボードを使用した移動

キーマップキーマップ

キーボードタイプの選択キーボードタイプの選択, キーボードの設定キーボードの設定, キーボードの設定キーボードの設定

言語の選択言語の選択, 言語の選択言語の選択, 言語の選択言語の選択

クロッククロック, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

コンソール、仮想コンソール、仮想, 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記, Linux 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記

コンテンツサービスコンテンツサービス, サービスの選択サービスの選択

サブスクリプションサブスクリプション

firstboot を使用を使用, サブスクリプションサービスの設定サブスクリプションサービスの設定

サブスクリプションサービスサブスクリプションサービス, Red Hat Subscription Management サービスからの登録解除サービスからの登録解除
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サービス設定ツールサービス設定ツール , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

(参照参照 services)

システムの復元システムの復元, 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

ドライバーの削除ドライバーの削除, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

ドライバーの置き換えドライバーの置き換え, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

ドライバーの追加ドライバーの追加, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

一般的な問題一般的な問題, 一般的な問題一般的な問題

Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない, Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない

root パスワードを忘れるパスワードを忘れる, root パスワードパスワード

ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題, ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題

ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

シリアルコンソールシリアルコンソール, インターフェイスの設定インターフェイスの設定

シリアルポートシリアルポート (参照参照 セットシリアルセットシリアル コマンドコマンド)

シングルユーザーモードシングルユーザーモード, シングルユーザーモードでの起動シングルユーザーモードでの起動

ストレージデバイスストレージデバイス

基本的なストレージデバイス基本的なストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス

特殊なストレージデバイス特殊なストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス, ストレージデバイスストレージデバイス

セットシリアルセットシリアル コマンドコマンド

設定設定, ブート時に追加プログラムを実行するブート時に追加プログラムを実行する

タイムゾーンタイムゾーン

設定設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

チェーンロードチェーンロード,  ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面 ,  ストレージデバイスの割り当てストレージデバイスの割り当て , ディスクパーティディスクパーティ
ション設定ション設定, 高度なブートローダー設定高度なブートローダー設定,  ストレージデバイス選択の画面ストレージデバイス選択の画面 ,  ストレージデバイスの割りストレージデバイスの割り
当て当て , ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

テキストインターフェイステキストインターフェイス, インターフェイスの設定インターフェイスの設定

ディスクのパーティション設定ディスクのパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクディスク
パーティション設定パーティション設定

ディスクパーティション機能ディスクパーティション機能 

パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加

ディスク領域ディスク領域, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?

トラブルシューティングトラブルシューティング, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM 
Power Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインでのイン
ストールに関するトラブルシューティングストールに関するトラブルシューティング

付録付録I 更新履歴更新履歴

813



DVD の障害の障害

DVD 検証検証, 追加の起動オプション追加の起動オプション

インストールの開始インストールの開始, インストール開始時の問題インストール開始時の問題, インストール開始時の問題インストール開始時の問題

GUI インストール方法が利用できませんインストール方法が利用できません, グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題, グラグラ
フィカルインストールの起動に関連する問題フィカルインストールの起動に関連する問題

フレームバッファー、無効化フレームバッファー、無効化, グラフィカルインストールの起動に関連する問題グラフィカルインストールの起動に関連する問題, グラフィカルイグラフィカルイ
ンストールの起動に関連する問題ンストールの起動に関連する問題

インストール後インストール後, インストール後の問題インストール後の問題, インストール後の問題インストール後の問題, インストール後の問題インストール後の問題

GNOME またはまたは KDE での起動での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

RAM が認識されないが認識されない, RAM が認識されませんかが認識されませんか ?

X (X Window System), X Window System (GUI)に関する問題に関する問題 , X Window System (GUI)に関すに関す
る問題る問題

X Window System での起動での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

X サーバーのクラッシュサーバーのクラッシュ, X サーバーのクラッシュと非サーバーのクラッシュと非 root ユーザーの問題ユーザーの問題, X サーバーのクラッサーバーのクラッ
シュと非シュと非 root ユーザーの問題ユーザーの問題

グラフィカルグラフィカル GRUB 画面画面, x86 ベースのシステムでグラフィカルベースのシステムでグラフィカル GRUB 画面に関する問題画面に関する問題

グラフィカルログイングラフィカルログイン, リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動, グラフィカル環境での起動グラフィカル環境での起動

プリンタープリンター, プリンターが機能しなくなるプリンターが機能しなくなる, プリンターが機能しなくなるプリンターが機能しなくなる, プリンターが機能しなプリンターが機能しな
くなるくなる

ログインログイン, ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題, ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題, ログインの試行時の問題ログインの試行時の問題

起動中に起動中に Apache HTTP Server が応答しなくなるが応答しなくなる, Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起が起
動中に停止する動中に停止する, Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する , Apache HTTP 
Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する

起動中に起動中に Sendmail が応答しなくなるが応答しなくなる, Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止が起動中に停止
するする, Apache HTTP Server またはまたは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する , Apache HTTP Server またまた
はは Sendmail が起動中に停止するが起動中に停止する

インストール時インストール時, インストール中の問題インストール中の問題, インストール中の問題インストール中の問題, インストール中の問題インストール中の問題

No devices found to install Red Hat Enterprise Linux エラーメッセージエラーメッセージ, "No devices found 
to install Red Hat Enterprise Linux" エラーメッセージエラーメッセージ, "No devices found to install Red Hat 
Enterprise Linux" エラーメッセージエラーメッセージ, "No devices found to install Red Hat Enterprise Linux" 
エラーメッセージエラーメッセージ

ドライブにドライブに gpt ディスクラベルが必要です。ディスクラベルが必要です。, "drive must have a GPT disk label" のエラーメッのエラーメッ
セージセージ

パーティションの完了パーティションの完了, その他のパーティション設定の問題その他のパーティション設定の問題,  IBM Power Systems ユーザー向けユーザー向け
のパーティション作成に関するその他の問題のパーティション作成に関するその他の問題 , その他のパーティション設定の問題その他のパーティション設定の問題

パーティションテーブルパーティションテーブル, パーティションテーブルに関する問題パーティションテーブルに関する問題, パーティションテーブルに関すパーティションテーブルに関す
る問題る問題

リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存, トレースバックメッセージの保トレースバックメッセージの保
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リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存, トレースバックメッセージの保トレースバックメッセージの保
存存, トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存, トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存

残りのハードドライブ領域の使用残りのハードドライブ領域の使用, 残りの領域の使用残りの領域の使用

起動起動, Red Hat Enterprise Linux を起動できないを起動できない, Red Hat Enterprise Linux を起動できないを起動できない, Red 
Hat Enterprise Linux を起動できないを起動できない

RAID カードカード, RAID カードから起動できないカードから起動できない

シグナルシグナル 11 エラーエラー, signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される, signal 11 エラーが表示されるエラーが表示される, signal 11 エエ
ラーが表示されるラーが表示される

トレースバックメッセージトレースバックメッセージ

リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存リムーバブルメディアのないトレースバックメッセージの保存, トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存, 
トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存, トレースバックメッセージの保存トレースバックメッセージの保存

ドライバーディスケットドライバーディスケット, インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動

ネットワークインストールネットワークインストール

の準備の準備, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, ネットネット
ワークからのインストールの準備ワークからのインストールの準備

実行中実行中, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行, ネットワークインスネットワークインス
トールの実行トールの実行

ネットワークブートインストールネットワークブートインストール

configuration, ネットワークブートの設定ネットワークブートの設定

ネットワークサーバーの設定ネットワークサーバーの設定, ネットワークサーバーのセットアップネットワークサーバーのセットアップ

ブートメッセージ、カスタムブートメッセージ、カスタム, カスタムブートメッセージの追加カスタムブートメッセージの追加

実行中実行中, インストールの実行インストールの実行

概要概要, インストールサーバーのセットアップインストールサーバーのセットアップ

ネットワークボンディングネットワークボンディング, ボンディングインターフェイスの設定ボンディングインターフェイスの設定

ハードウェアハードウェア

compatibility, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について

サポートサポート, ハードウェア要件ハードウェア要件, ハードウェア要件ハードウェア要件

設定設定, システム仕様一覧システム仕様一覧

ハードウェアの準備、ハードウェアの準備、IBM Power Systems サーバーサーバー, IBM Power Systems サーバーの準備サーバーの準備

ハードディスクハードディスク

initializing, ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化, ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化, ハードディスクの初期化ハードディスクの初期化

パーティションの概要パーティションの概要, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティションタイプパーティションタイプ, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティション設定パーティション設定, ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要
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ファイルシステムの形式ファイルシステムの形式, 書き込みとは書き込みとは なく、どのように書くかです。なく、どのように書くかです。

基本となる概念基本となる概念, ハードディスクの基本概念ハードディスクの基本概念

拡張パーティション拡張パーティション, パーティション内のパーティションパーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

ハードドライブのインストールハードドライブのインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからのインストーハードドライブからのインストー
ルル, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール

の準備の準備, ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備, ハードドライブのインストールの準備ハードドライブのインストールの準備, ハードドライハードドライ
ブのインストールの準備ブのインストールの準備

パスワードパスワード

root の設定の設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定

パッケージパッケージ

グループグループ, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択

選択選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択

選択選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択

パッケージのインストールパッケージのインストール, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグルーパッケージグルー
プの選択プの選択

パッケージグループパッケージグループ,  ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ ,  ソフトウェア選択のカスタマイズソフトウェア選択のカスタマイズ ,  ソフトソフト
ウェア選択のカスタマイズウェア選択のカスタマイズ 

パラメーターファイルパラメーターファイル, パラメーターおよび設定ファイルパラメーターおよび設定ファイル

VNC パラメーターパラメーター, VNC およびおよび X11 パラメーターパラメーター

X11 パラメーターパラメーター, VNC およびおよび X11 パラメーターパラメーター

インストールネットワークパラメーターインストールネットワークパラメーター, インストール用ネットワークパラメーターインストール用ネットワークパラメーター

キックスタートパラメーターキックスタートパラメーター, キックスタートを使ったインストールのパラメーターキックスタートを使ったインストールのパラメーター

サンプルパラメーターファイルサンプルパラメーターファイル, パラメーターファイルとパラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例

ローダーパラメーターローダーパラメーター, ローダーパラメーターローダーパラメーター

必須パラメーター必須パラメーター, 必須パラメーター必須パラメーター

パーティションパーティション

拡張拡張, パーティション内のパーティションパーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムファイルシステム
のタイプのタイプ

パーティション設定パーティション設定,  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 ,  カスタムレイアカスタムレイア
ウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更ウトの作成またはデフォルトレイアウトの変更 ,  カスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウカスタムレイアウトの作成またはデフォルトレイアウ
トの変更トの変更 

その他のオペレーティングシステムその他のオペレーティングシステム, ディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシスディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシス
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その他のオペレーティングシステムその他のオペレーティングシステム, ディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシスディスクパーティションおよびその他のオペレーティングシス
テムテム

パーティションの数パーティションの数, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割, パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム, パーパー
ティションの数ティションの数

パーティションの種類パーティションの種類, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

パーティションの追加パーティションの追加

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシスファイルシス
テムのタイプテムのタイプ

パーティション用の空き領域の作成パーティション用の空き領域の作成, Making Room For Red Hat Enterprise Linux

プライマリーパーティションプライマリーパーティション, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

マウントポイントとマウントポイントと, ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

使用中のパーティションの使用使用中のパーティションの使用, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

命名パーティション命名パーティション, パーティションの命名スキームパーティションの命名スキーム

基本となる概念基本となる概念, ディスクパーティションの概要ディスクパーティションの概要

拡張パーティション拡張パーティション, パーティション内のパーティションパーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

推奨推奨, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム

新規作成新規作成, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加, パーティションの追加パーティションの追加

ファイルシステムの種類ファイルシステムの種類, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシスファイルシス
テムのタイプテムのタイプ

未使用パーティションの使用未使用パーティションの使用, 未使用パーティションからの領域の使用未使用パーティションからの領域の使用

概要概要, パーティションパーティション: 1 つのドライブの分割つのドライブの分割

破壊破壊, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

空き領域の使用空き領域の使用, パーティションが未設定の空き領域の使用パーティションが未設定の空き領域の使用

自動自動, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定

非破壊的非破壊的, 使用中パーティションの空き領域の使用使用中パーティションの空き領域の使用

ファイルシステムファイルシステム

ext2, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからハードドライブから
のインストールのインストール

ext3, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからハードドライブから
のインストールのインストール

ext4, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからハードドライブから
のインストールのインストール

vfat, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール, ハードドライブからハードドライブから
のインストールのインストール

形式、概要形式、概要, 書き込みとは書き込みとは なく、どのように書くかです。なく、どのように書くかです。

付録付録I 更新履歴更新履歴

817



ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムのタイプファイルシステムのタイプ, ファイルシステムファイルシステム
のタイプのタイプ

ブートプロセスブートプロセス, ブートプロセス、イニシエーション、シャットダウンブートプロセス、イニシエーション、シャットダウン, ブートプロセスの詳細ブートプロセスの詳細

(参照参照 ブートローダーブートローダー)

x86 用用, ブートプロセスの詳細ブートプロセスの詳細

チェーンロードチェーンロード, BIOS ベースのベースの x86 システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス, UEFI ベースのベースの x86 
システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス

段階段階, ブートプロセスブートプロセス, ブートプロセスの詳細ブートプロセスの詳細

/sbin/init コマンドコマンド, sbin/init プログラムプログラム

EFI シェルシェル, UEFI ベースのベースの x86 システムシステム

kernel, カーネルカーネル

ブートローダーブートローダー, x86 システム用システム用 GRUB ブートローダーブートローダー

直接ロード直接ロード, BIOS ベースのベースの x86 システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス, UEFI ベースのベースの x86 シスシス
テムのテムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス

ブートローダーブートローダー, ブートローダー設定の更新ブートローダー設定の更新, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定 , 
GRUB

(参照参照 GRUB)

configuration, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

GRUB, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

MBR, 高度なブートローダー設定高度なブートローダー設定

password, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

アップグレードアップグレード, ブートローダー設定の更新ブートローダー設定の更新

タイプタイプ

GRUB, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

yaboot, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

z/IPL, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

ブートパーティションへのインストールブートパーティションへのインストール, 高度なブートローダー設定高度なブートローダー設定

定義定義, GRUB ブートローダーブートローダー

ブートローダーのパスワードブートローダーのパスワード, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

マウントポイントマウントポイント

パーティションおよびパーティションおよび, ディスクパーティションとマウントポイントディスクパーティションとマウントポイント

マスターブートレコードマスターブートレコード, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定 , Red Hat Enterprise 
Linux で起動できないで起動できない (参照参照 MBR)

再インストール再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール
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マルチパスデバイスマルチパスデバイス

非マルチパスデバイスとの混在非マルチパスデバイスとの混在, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスディス
クパーティション設定クパーティション設定

ユーザーインターフェイス、グラフィカルユーザーインターフェイス、グラフィカル

インストールプログラムインストールプログラム, グラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスグラフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス, グラグラ
フィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイスフィカルインストールプログラムのユーザーインターフェイス, グラフィカルインストールプログラグラフィカルインストールプログラ
ムのユーザーインターフェイスムのユーザーインターフェイス

ユーザーインターフェイス、テキストモードユーザーインターフェイス、テキストモード

インストールプログラムインストールプログラム, テキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイステキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス, テテ
キストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイスキストモードのインストールプログラムユーザーインターフェイス, テキストモードのインストールテキストモードのインストール
プログラムユーザーインターフェイスプログラムユーザーインターフェイス

ランブルズランブルズ (参照参照 init コマンドコマンド)

設定設定, ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

(参照参照 services)

ランレベルランレベル 1, シングルユーザーモードでの起動シングルユーザーモードでの起動

レスキューディスクレスキューディスク, レスキューモードでのコンピューターの起動レスキューモードでのコンピューターの起動

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードレスキューモード, レスキューモードでのコンピューターの起動レスキューモードでのコンピューターの起動

利用可能なユーティリティー利用可能なユーティリティー, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

定義定義, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

レスキューモード、電源システムレスキューモード、電源システム, Power Systems サーバーでのレスキューモードサーバーでのレスキューモード

SCSI ユーティリティーへのアクセスユーティリティーへのアクセス, レスキューモードからレスキューモードから SCSI ユーティリティーにアクセスすユーティリティーにアクセスす
るための特別な考慮事項るための特別な考慮事項

ログファイルログファイル, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

キックスタートインストールキックスタートインストール, キックスタートを使ったインストールとはキックスタートを使ったインストールとは

ログファイルのインストールログファイルのインストール

/root/install.log , パッケージのインストールパッケージのインストール

仮想コンソール仮想コンソール, 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記, Linux 仮想コンソールに関する注記仮想コンソールに関する注記

仮想化仮想化

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

削除中削除中

Red Hat Enterprise Linux

IBM System zからから, IBM System z からのからの Red Hat Enterprise Linux の削除の削除
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x86 ベースのシステムの場合ベースのシステムの場合, Removing Red Hat Enterprise Linux From x86-based Systems

基本的な入出力システム基本的な入出力システム (参照参照 BIOS)

手順手順

ハードウェアの互換性ハードウェアの互換性, ハードウェアの互換性についてハードウェアの互換性について

拡張パーティション拡張パーティション, パーティション内のパーティションパーティション内のパーティション - 拡張パーティションの概要拡張パーティションの概要

暗号化暗号化

passphrases

パスフレーズの保存パスフレーズの保存, パスフレーズの保存パスフレーズの保存

バックアップパスフレーズバックアップパスフレーズ

バックアップパスフレーズの作成バックアップパスフレーズの作成, バックアップパスフレーズの作成および保存バックアップパスフレーズの作成および保存

バックアップパスフレーズの保存バックアップパスフレーズの保存, バックアップパスフレーズの作成および保存バックアップパスフレーズの作成および保存

登録登録

firstboot の使用の使用, ソフトウェア更新の設定ソフトウェア更新の設定

キックスタートありキックスタートあり, インストール後のスクリプトでインストール後のスクリプトで subscription-manager を実行するを実行する

緊急モード緊急モード, 緊急モードでの起動緊急モードでの起動

自動パーティション設定自動パーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーティション設定ディスクパーティション設定, ディスクパーディスクパー
ティション設定ティション設定

言語言語

configuration, 言語の選択言語の選択, 言語の選択言語の選択

選択選択, 言語の選択言語の選択, 言語の選択言語の選択, 言語の選択言語の選択

設定設定

ハードウェアハードウェア, システム仕様一覧システム仕様一覧

時間時間, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

設定ファイル設定ファイル

CMS 設定ファイル設定ファイル, パラメーターおよび設定ファイルパラメーターおよび設定ファイル

z/VM 設定ファイル設定ファイル, z/VM 設定ファイル設定ファイル

起動起動

インストールインストール, インストールプログラムの起動インストールプログラムの起動, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

インストールプログラムインストールプログラム

x86、、AMD64、および、および Intel 64, x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログシステムでのインストールプログ
ラムの起動ラムの起動
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シングルユーザーモードシングルユーザーモード, シングルユーザーモードでの起動シングルユーザーモードでの起動

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

緊急モード緊急モード, 緊急モードでの起動緊急モードでの起動

起動オプション起動オプション, 追加の起動オプション追加の起動オプション

mediacheck, 追加の起動オプション追加の起動オプション

シリアルモードシリアルモード, 追加の起動オプション追加の起動オプション

UTF-8, 追加の起動オプション追加の起動オプション

テキストモードテキストモード, 追加の起動オプション追加の起動オプション

ネットワークからネットワークから, 追加の起動オプション追加の起動オプション

選択選択

パッケージパッケージ, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択

A

anacdump.txt, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

Anaconda, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

anaconda.log, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

B

BIOS

定義定義, BIOS ベースのベースの x86 システムシステム

(参照参照 ブートプロセスブートプロセス)

BIOS (Basic Input/Output System), インストーラーの起動インストーラーの起動

C

CD/DVD メディアメディア

作成作成, メディアの作成メディアの作成

(参照参照 ISO イメージイメージ)

起動起動, x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログラムの起動システムでのインストールプログラムの起動 , インストーラーインストーラー
の起動の起動

chkconfig , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー
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(参照参照 services)

CMS 設定ファイル設定ファイル, パラメーターおよび設定ファイルパラメーターおよび設定ファイル

CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例, パラメーターファイルとパラメーターファイルと CMS 設定ファイルの例設定ファイルの例

configuration

GRUB, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

クロッククロック, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

タイムゾーンタイムゾーン, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

D

DASD インストールインストール, ハードドライブからのインストールハードドライブからのインストール

DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol), ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定

drivers

削除中削除中

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

置き換え置き換え

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

追加追加

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業レスキューモードを使用したドライバーの問題を修正または作業

DVD

ATAPI, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

IDE, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

SCSI, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール, DVD からのインストールからのインストール

DVD メディアメディア

ダウンロード中ダウンロード中, Obtaining Red Hat Enterprise Linux

(参照参照 ISO イメージイメージ)

E

EFI シェルシェル, UEFI ベースのベースの x86 システムシステム

(参照参照 ブートプロセスブートプロセス)

ext2 (参照参照 ファイルシステムファイルシステム)
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ext3 (参照参照 ファイルシステムファイルシステム)

ext4 (参照参照 ファイルシステムファイルシステム)

F

FCoE

インストールインストール,  高度なストレージオプション高度なストレージオプション ,  高度なストレージオプション高度なストレージオプション ,  高度なストレージオ高度なストレージオ
プションプション 

fcoe

キックスタート経由キックスタート経由, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

FCP デバイスデバイス, FCP デバイスデバイス

firewall

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

Firstboot, Firstboot

RHN の設定の設定, サブスクリプション管理の登録サブスクリプション管理の登録

users, ユーザーの作成ユーザーの作成

キックスタート経由キックスタート経由, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

コンテンツサービスコンテンツサービス, サービスの選択サービスの選択

サブスクリプションサブスクリプション, サブスクリプションサービスの設定サブスクリプションサービスの設定

FTP

インストールインストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したイを使用したイ
ンストールンストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインを使用したイン
ストールストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トールトール

G

GRUB, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定 , ブートローダーおよびシステムアーキテブートローダーおよびシステムアーキテ
クチャークチャー, x86 システム用システム用 GRUB ブートローダーブートローダー

(参照参照 ブートローダーブートローダー)

commands, GRUB コマンドコマンド

configuration, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

features, GRUB の機能の機能

interfaces, GRUB インターフェイスインターフェイス

じゅんばんごうじゅんばんごう, インターフェイスの負荷順インターフェイスの負荷順

コマンドラインコマンドライン, GRUB インターフェイスインターフェイス

メニューメニュー, GRUB インターフェイスインターフェイス
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メニューエントリーエディターメニューエントリーエディター, GRUB インターフェイスインターフェイス

を使用したランレベルの変更を使用したランレベルの変更, GRUB インターフェイスインターフェイス

トラブルシューティングトラブルシューティング, GRUB のトラブルシューティングのトラブルシューティング

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

ブートプロセスブートプロセス, BIOS ベースのベースの x86 システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス, UEFI ベースのベースの x86 
システムのシステムの GRUB およびブートプロセスおよびブートプロセス

ブート時にランレベルを変更するブート時にランレベルを変更する, ブート時にランレベルを変更するブート時にランレベルを変更する

メニュー設定ファイルメニュー設定ファイル, GRUB メニュー設定ファイルメニュー設定ファイル

ディレクティブディレクティブ, 設定ファイルのディレクティブ設定ファイルのディレクティブ

代替方法代替方法, 代替ブートローダー代替ブートローダー

定義定義, GRUB

用語用語, GRUB の用語の用語

devices, デバイス名デバイス名

files, ファイル名およびブロックリストファイル名およびブロックリスト

root ファイルシステムファイルシステム, ルートファイルシステムとルートファイルシステムと GRUB

設定ファイル設定ファイル

/boot/grub/grub.conf , 設定ファイルの構造設定ファイルの構造

構造構造, 設定ファイルの構造設定ファイルの構造

起動プロセスにおけるロール起動プロセスにおけるロール, x86 システム用システム用 GRUB ブートローダーブートローダー

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント, インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

便利な便利な Web サイトサイト, 便利な便利な Web サイトサイト

grub.conf , 設定ファイルの構造設定ファイルの構造

(参照参照 GRUB)

H

halt, シャットダウンシャットダウン

(参照参照 shutdown)

HMC vterm, HMC vterm の使用の使用

hostname, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定

HTTP

インストールインストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したイを使用したイ
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ンストールンストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインを使用したイン
ストールストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインスを使用したインス
トールトール

I

init コマンドコマンド, sbin/init プログラムプログラム

(参照参照 ブートプロセスブートプロセス)

SysV init

定義定義, SysV Init Runlevels

でアクセスされるランレベル。でアクセスされるランレベル。, ランレベルランレベル

ランブルズランブルズ

のディレクトリーがあります。のディレクトリーがあります。, SysV Init Runlevels

設定ファイル設定ファイル

/etc/inittab , SysV Init Runlevels

起動プロセスにおけるロール起動プロセスにおけるロール, sbin/init プログラムプログラム

(参照参照 ブートプロセスブートプロセス)

IPL NWSSTG, Unable to IPL from *NWSSTG

IPv4, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定

iscsi

インストールインストール,  高度なストレージオプション高度なストレージオプション ,  高度なストレージオプション高度なストレージオプション ,  高度なストレージオ高度なストレージオ
プションプション 

ISO イメージイメージ

ダウンロード中ダウンロード中, Obtaining Red Hat Enterprise Linux

K

kdump, Kdump

kernel

起動プロセスにおけるロール起動プロセスにおけるロール, カーネルカーネル

Kickstart Configurator , Kickstart Configurator

%post スクリプトスクリプト, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

%pre スクリプトスクリプト, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

interactive, 基本設定基本設定

preview, Kickstart Configurator
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reboot, 基本設定基本設定

root パスワードパスワード, 基本設定基本設定

encrypt, 基本設定基本設定

SELinux の設定の設定, SELinux 設定設定

インストール方法の選択インストール方法の選択, インストール方法インストール方法

キーボードキーボード, 基本設定基本設定

タイムゾーンタイムゾーン, 基本設定基本設定

テキストモードのインストールテキストモードのインストール, 基本設定基本設定

ネットワーク設定ネットワーク設定, Network Configuration

パッケージの選択パッケージの選択, パッケージの選択パッケージの選択

パーティション設定パーティション設定, パーティション情報パーティション情報

ソフトウェアソフトウェア RAID, ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定, ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

ブートローダーブートローダー, ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

ブートローダーのオプションブートローダーのオプション, ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

保存中保存中, ファイルの保存ファイルの保存

基本オプション基本オプション, 基本設定基本設定

言語言語, 基本設定基本設定

設定の表示設定の表示, 設定の表示設定の表示

認証オプション認証オプション, 認証認証

L

LVM

キックスタートありキックスタートあり, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

ボリュームグループボリュームグループ, LVM の理解の理解

物理ボリューム物理ボリューム, LVM の理解の理解

理解理解, LVM の理解の理解

論理ボリューム論理ボリューム, LVM の理解の理解

M

MBR

へのブートローダーのインストールへのブートローダーのインストール, 高度なブートローダー設定高度なブートローダー設定
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定義定義, ブートプロセスの詳細ブートプロセスの詳細, BIOS ベースのベースの x86 システムシステム

(参照参照 ブートプロセスブートプロセス)

(参照参照 ブートローダーブートローダー)

modem, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定, ホスト名の設定ホスト名の設定

N

network

インストールインストール

FTP, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール , FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使を使
用したインストール用したインストール, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール

HTTP, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール , FTP、、HTTP、または、または HTTPS をを
使用したインストール使用したインストール, FTP、、HTTP、または、または HTTPS を使用したインストールを使用したインストール

NFS, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, NFS 経由でのインストール経由でのインストール

NFS

インストールインストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, ネットワークネットワーク
からのインストールの準備からのインストールの準備, NFS 経由でのインストール経由でのインストール, ネットワークからのインストールの準備ネットワークからのインストールの準備, 
NFS 経由でのインストール経由でのインストール

NFS （ネットワークファイルシステム）（ネットワークファイルシステム）

からインストールからインストール, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行

NTP (Network Time Protocol), タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, 日付と時刻日付と時刻

ntsysv , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

(参照参照 services)

O

OpenSSH, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

(参照参照 SSH)

OS/400, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

(参照参照 ブートローダーブートローダー)

P

packages

yum を使用したインストールを使用したインストール, yum を使用したパッケージのインストールを使用したパッケージのインストール

インストールインストール, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択, パッケージグループの選択パッケージグループの選択
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parm ファイルファイル (参照参照 パラメーターファイルパラメーターファイル)

parted パーティション設定ユーティリティーパーティション設定ユーティリティー, 新しいパーティションの作成新しいパーティションの作成

passphrases

ブロックデバイスの暗号化パスフレーズブロックデバイスの暗号化パスフレーズ

バックアップブロックデバイスの暗号化パスフレーズの作成バックアップブロックデバイスの暗号化パスフレーズの作成, バックアップパスフレーズの作成バックアップパスフレーズの作成
および保存および保存

バックアップブロックデバイスの暗号化パスフレーズの保存バックアップブロックデバイスの暗号化パスフレーズの保存, バックアップパスフレーズの作成バックアップパスフレーズの作成
および保存および保存

ブロックデバイス暗号化パスフレーズの保存ブロックデバイス暗号化パスフレーズの保存, パスフレーズの保存パスフレーズの保存

password

ブートローダーブートローダー, x86、、AMD64、および、および Intel 64 ブートローダーの設定ブートローダーの設定

Power Systems のレスキューモードのレスキューモード, Power Systems サーバーでのレスキューモードサーバーでのレスキューモード

SCSI ユーティリティーへのアクセスユーティリティーへのアクセス, レスキューモードからレスキューモードから SCSI ユーティリティーにアクセスすユーティリティーにアクセスす
るための特別な考慮事項るための特別な考慮事項

program.log, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

programs

ブート時実行ブート時実行, ブート時に追加プログラムを実行するブート時に追加プログラムを実行する

PulseAudio, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

PXE (Pre-boot eXecution Environment) の場合の場合, PXE を使ったネットワークからの起動を使ったネットワークからの起動

R

RAID

RAID カードに接続されているドライブから起動できないカードに接続されているドライブから起動できない, RAID カードから起動できないカードから起動できない

キックスタートインストールキックスタートインストール, キックスタートのオプションキックスタートのオプション

Kickstart Configurator, ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

ソフトウェアソフトウェア,  RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス ,  RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス 

ディスク障害後にシステムが起動できないディスク障害後にシステムが起動できない, GRUB のトラブルシューティングのトラブルシューティング

ハードウェアハードウェア,  RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス ,  RAID と他のディスクデバイスと他のディスクデバイス 

rc.local 

修正修正, ブート時に追加プログラムを実行するブート時に追加プログラムを実行する

rc.serial , ブート時に追加プログラムを実行するブート時に追加プログラムを実行する

(参照参照 セットシリアルセットシリアル コマンドコマンド)

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

828



Red Hat Subscription Management, サブスクリプション管理の登録サブスクリプション管理の登録

RHN の設定の設定

サブスクリプションサービスの選択サブスクリプションサービスの選択, サブスクリプション管理の登録サブスクリプション管理の登録

root / パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

root パスワードパスワード, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定, Root パスワードの設定パスワードの設定

runlevels

GRUB での変更での変更, GRUB インターフェイスインターフェイス

S

SCAP セキュリティーガイドセキュリティーガイド, USGCB 準拠のインストールイメージの作成準拠のインストールイメージの作成

scp, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

(参照参照 SSH)

screenshots

インストール中、以下を行います。インストール中、以下を行います。, インストール中にスクリーンショットインストール中にスクリーンショット

SELinux

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

services

chkconfig でで 設定する設定する , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

ntsysv をを 使ったコンフィギュレーション使ったコンフィギュレーション , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

サービスコンフィグレーションツールによるサービスコンフィグレーションツールによる 設定設定 , ランレベルユーティリティーランレベルユーティリティー

shutdown, シャットダウンシャットダウン

(参照参照 halt)

ssh

起動時の起動時の ssh の起動の起動, ssh によるリモートアクセスの有効化によるリモートアクセスの有効化

SSH (Secure SHell)

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

steps

CD-ROM またはまたは DVD での起動での起動, 起動方法の選択起動方法の選択

DVD からのインストールからのインストール, 起動方法の選択起動方法の選択

IBM Power Systems サーバーのハードウェア準備サーバーのハードウェア準備, IBM Power Systems サーバーの準備サーバーの準備
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サポート対象のハードウェアサポート対象のハードウェア, ハードウェア要件ハードウェア要件, ハードウェア要件ハードウェア要件

ディスク領域ディスク領域, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?, 十分なディスク容量がありますか十分なディスク容量がありますか?

storage.log, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

subscription

キックスタートありキックスタートあり, インストール後のスクリプトでインストール後のスクリプトで subscription-manager を実行するを実行する

swap パーティションパーティション

推奨されるパーティション推奨されるパーティション, 推奨されるパーティション設定スキーム推奨されるパーティション設定スキーム, 推奨されるパーティション設推奨されるパーティション設
定スキーム定スキーム

syslog, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power Systems 
サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストールに関するでのインストールに関する
トラブルシューティングトラブルシューティング, インストール中にリモートシステムにログを記録インストール中にリモートシステムにログを記録

system-config-kickstart  (参照参照 Kickstart Configurator )

SysV init (参照参照 init コマンドコマンド)

T

TCP/IP 設定設定, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行, ネットワークインストールの実行ネットワークインストールの実行, ネットワークインスネットワークインス
トールの実行トールの実行

Telnet, Telnet を使用したリモートアクセスの有効化を使用したリモートアクセスの有効化

tftp , tftp サーバーの起動サーバーの起動

U

UEFI (Unified Extensible Firmware Interface), インストーラーの起動インストーラーの起動

unregister, Red Hat Subscription Management サービスからの登録解除サービスからの登録解除

upgrade

Preupgrade Assistant の使用の使用, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

Red Hat アップグレードの使用アップグレードの使用, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

to Red Hat Enterprise Linux 7, 現在のシステムのアップグレード現在のシステムのアップグレード

USB フラッシュドライブフラッシュドライブ

ダウンロード中ダウンロード中, Obtaining Red Hat Enterprise Linux

作成作成, メディアの作成メディアの作成

USB メディアメディア

起動起動, x86、、AMD64、および、および Intel 64 システムでのインストールプログラムの起動システムでのインストールプログラムの起動 , インストーラーインストーラー
の起動の起動

Red Hat Enterprise Linux 6 インストールガイドインストールガイド

830



users

作成作成, ユーザーの作成ユーザーの作成

USGCB コンプライアンスコンプライアンス

インストールイメージインストールイメージ, USGCB 準拠のインストールイメージの作成準拠のインストールイメージの作成

V

vfat (参照参照 ファイルシステムファイルシステム)

VNC (仮想ネットワークコンピューティング仮想ネットワークコンピューティング), インストールシステムへのリモートアクセスの有効化インストールシステムへのリモートアクセスの有効化

クライアントのインストールクライアントのインストール, インストールシステムへのリモートアクセスの有効化インストールシステムへのリモートアクセスの有効化

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

リスニングモードリスニングモード, インストールシステムのインストールシステムの VNC リスナーへの接続リスナーへの接続

有効化有効化, VNC によるリモートアクセスの有効化によるリモートアクセスの有効化

X

XDMCP, リモートグラフィカルデスクトップとリモートグラフィカルデスクトップと XDMCP

xorg, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

Y

yaboot, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

(参照参照 ブートローダーブートローダー)

Yaboot インストールサーバーインストールサーバー, yaboot インストールサーバーを使用したネットワークからの起動インストールサーバーを使用したネットワークからの起動

yum

yum を使用したインストールを使用したインストール, yum を使用したパッケージのインストールを使用したパッケージのインストール

ドキュメントドキュメント, その他のテクニカルドキュメントその他のテクニカルドキュメント

yum.log, Intel またはまたは AMD システムへのインストールのトラブルシューティングシステムへのインストールのトラブルシューティング, IBM Power 
Systems サーバーでのインストールに関するトラブルシューティングサーバーでのインストールに関するトラブルシューティング, IBM System z でのインストーでのインストー
ルに関するトラブルシューティングルに関するトラブルシューティング

Z

z/IPL, ブートローダーおよびシステムアーキテクチャーブートローダーおよびシステムアーキテクチャー

(参照参照 ブートローダーブートローダー)
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